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序東京文化財 研究所 は1そ の前 身であった美術研究所が1930(昭和5)年 に設立
されてから1年 度で79年目を迎えます。戦前 、美術に関する調査研究、資料収集・
公開 を行 う帝 国美術院附属美術研究所 としてその歩みを始 め、1952(昭和27>年、
保存科学部、芸能部 を加え、有形、無形の文化財 の広範な調査研 究、保存活用に
資する国立の文化財研究所 とな りま した。以後,173(昭和48>年に修復技術部 を、
1977(昭和52)年に情報 資料部 を、1990(平成2)年 に今 日の文化遺産国際協力セ
ンターの前身 となるアジア文化財保存研究室 を加 えて、国民共通の資産である文
化財 を、国民 が享受するため に必要 な基礎的調脊研究、保存や活用 に適切 に供す




研究所 とな りま したが、昨今の独立行政法人化 に伴 い、2001(平成13)年に奈良
文化財研究所 との統合によって新 たに設 置された独立行政法人文化財研究所の一
施設である東京文化財研究所へ 、2007(平成19)年、 さらに同法 人が独 立行政法
入国立博物館 と統合 され、新たに独立行政法人国立文化財機構が設概 されたのに
伴い、その一施設 となって現在 に至 ってお ります。
本書 は、こ うした幾 多の変遷 を経 て きた当研IL所の設立か ら75年bに あ たる
2006(平成18>年3月末 日まで の歴史 を総括 する 目的 に基づ き 『本文編』 と して
編集 しま した。そのため 当研究所の前 身である美術研 究所設立の経緯か ら今 日迄
の歴史 を 「沿革」 と して記 し、管理運営、各研究部門における調査研究 、保存修復、
国際協力事業等 を歴 史的 に振 り返 り、あわせて現在の当研究所 の業務活動全般を
ご理解いただ くために 「現況」 を加 え、これに 「関連資料」を付 して構成 しました。
これによ り、昨年刊行 しました、今 日までの事業の総 覧 と蓋積 された'1料の一覧
を編集 した 『資料編』 とあわせて、『東京文化財研究所75年史』 とす るものですC,
文化財の概念が、文化遺産 や文化資源へ と変わ りつつある今 日、これ までの足跡
を振 り返 って 自らの足場 を見つめ るとともに、今後のあるべ き姿 を考える一助 と
して、 より___.充実 した事業の展開 に努めて まい る所存です。本書 が、広 く国民
の皆様に当研究所 について ご理解 いただ く契機 とな ります よう期待 しています。
これまで当研究所 に賜 りました関係各位 のご協力 、ご指導 に感謝 巾 し上 げます と
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成18)年3月31日 までの当研究所の75年問の歴史を、「'lii-'t':」、「管理運営 、各部、セ ンターの['調
査研究」、「現況」及び 「関連資料」等の事項によって構成、編集 した ものであるn
・本、11:の記述にあたっては、巻末の 「参考'文献一覧一1に挙げた諸文献 をもとに したほか、すでに晰1
されてい る 「東京 史化財研究所 ヒ トー五 年史 資料編』(2{}08年3月:i二y、L'J、ド本冑σ)丈中では」資料編.五
とiLす る)を もとに編纂 されている。 したが って、本ll}:『本文編』 と 『資料編』をあわせて、『東
京文化財研究所 ヒーT,:一=1三史』 とするものであるO
・"i3iJf'Liar内には多ll皮にわたる調査研究 、業務活動 を行う部、センターがあ り、設 、曜`以来、各時期 に
おいてその宇1称が変更 され、また組織の拡 大に伴い新たに部署が設けられて きた。 さらに業務の合
理的な遂行をli的に組織の改変が繰 り返 され、これに伴い 各部センターの名称 も変更されてきた、,
その ため、「fib・嘲f圃r」等に挙げ られた各部、セ ンターの名称は、各時期の名称 としたC、また、職員等の
所属、役職等 につ いて も、各時期の ものである,、なお、現{ll(2009年lo1!)の'エ1研究所 における
組織 については、「沿革」、及 「現況」、「機構変選図」 を参ursされたい、
・本 史中の引川等の 文「斌資料は、原則 として、仮名つかいは原 文の ままとし、適↑1¶1漢字 は常川漢字
に改めている1、ただ し、人名、作品名等については原則 として川いられているll匙字とし、敬称 を1略
した1,
引川資料は、 文詐の内容 を正確 に伝えることを前提に、改行等には変更を1川えた1、
:,iuit.}:uLは、[]内 に追記 したU
ゼli研究所 として予算 計 ヒし実施 され た調査研 究について、本 文illで詫及のある場合、20〔x}いド成
且2)年度 までの 「一・般研究」、「特 別研究」、「中長期研究1{Illlli」5:4については、各研究課題名にその
fl称を付 した、
2〔〕01eド成13)11.度か らの独立行政法 人化後、「lll期II標・111期1{1-Ill1i」に基づ く各研究課題については、
「研究プ'ロジr.クト」という字―称 を付 した。
また、1952(昭和27)年 か ら2005(平成17)年度 までの 文部省 ・文部科弓`'省科学研究費判11助金に
よる研究題IIについては、「科学研究費」と略称 した,、その他、文化庁、地方公共団体等からの 「受
託研究」等の外部機関からのFilt研究については、原則として、そのつどその名称 を付記 したnな お、
各 「科学研究費」、「受託研究」、「特別研究」の期llll、代表 箭、狙当等については 『資料編」 を参照
されたレ㌔
・ 「沿 ・llll:」等で引用 した資料には、原則 として、そのつ ど典拠 を明示 した,、ただ し、{東芸(め2)等の
記,」'は、本得編集のために調査収集 した資料の 当研究所における整理番 号であることをお断 りするn












2007eド成19)年に行政改 ・1～:による法 人統合に より、独 ウ1行政法 人llミ1立∫ζ化 財機構 東
_.1_.
/+1.化財 研究所 となJた'liljナ1究所 は、1930(昭和5>年 に開設 されたie,.院 附属 美
術研究所 を母体 とする,,洋画家黒 田清茄llの遺 言と遺巌の…部に よって、 〕釜術を研究す る
機関 と して設iさ れた帝 国美術院附 属 甕術研究商1は、第二次世 界大 戦後の1947qll拝II
22)年に国立博物館附属研究所 、1950(昭和25)年に'k化財保護 委員会 の附属機 関 となっ
た。1952(昭和27)年東京文化財研究所 に改編 され、広 く文化財全般 に関する調 査研究
を行 う機関 と して位置づ け られ、)き術部、芸能部、保 存科学部、庶務室 による組織 とな
り(1984年より文化庁の施設等機関 となる)、195〔昭和29)年に東 京国 、乞文化則'研究所
となった。1968(lll{和43}年61jにK化庁の附属機隈」とな り、1973(1昭和48)年には修
復技術 部が、1977(llli和52){トには情 報 資料 部が 、1995(.fr_1成7)年には国際 文化財 保
存修復協力セ ン ターが設i;♂tされ、イ∫形 ・無形の 文化財 に関す る総合的研究機関 としてll看
動 して きた。2000('ド成12)年、庁 舎が覇営 され 、それ まで`!.':Ilf念館 と東♪1〔国 、7:博:物
館敷地 内の庁 舎に分かれていた部 、セ ンダ 一ーが一つの庁 舎内に移転 した、,翌2001(1城
13)年、行政改 革によ り独 、'肩f政法 入文化財'研究所 東京文化1け研究所 とな り、2007('r
成19)年には さらなる改 革に よ り、独 、賄:政法 人k化 財研究所 は独 、折f政法 人国 、計廓:物
館 と統 合 し、新 たに設置 された独 、ン1行政法 入国・r.i/一化財機構の一施設である東 京 文化財
研究所 となって 、現在に至ってい惹 、
?
?
1美 術 研 究 所 の 開設1924(大正13)年～1930(昭和5)年
1黒 田清輝の逝去と遺言
当研究所 の母体 となった帝国美術 院附属美術研究 所は、洋画家黒田清輝 の遺言 によっ
て設立 され た。「湖 畔」(1897年〉な どの作 晶で知 られる黒 田清輝は、1924(大正13)年
7月r不 動産の三分の一 を美術奨励事業 に出指する こと、樺 山愛輔 〔図1〕、久米桂一郎
〔図2〕、打 田伝吉 を遺言執行 人 とす るよう遺言 した。遺言に立 ち会 ったの は宮 田 とい う
人物であ った と伝 え られる。黒 田は前年の12月2日 、宮 内省に出勤中に狭心症の発作
を起 して病臥 し、1924(大正13)年春 には一時小康 を得 るが、6月 に喘息 を併発 して再
び病床にあった。遺言執行人 となった樺 山愛輔は、黒田清輝の養父である黒田清綱の娘
千賀子の婚家、橋 口家 のart縁になる。黒 田清輝 よりも1年 年長で、1880(明治13)年に
渡米 して同地で大学 を卒業 してお り、生 涯、 日米交 流に尽 くした0現 在の国際文化 会館
の剛立に も尽力 してい る。久米桂一郎 は洋画家、美術教育者であ り、黒田の朋友で もあっ
た。久米は、1884(明治17)年に法律学 習を 目的 と してパ リに渡った黒 田に2年 遅れて、
画学 を学ぶ ため にパ リに留学 し、 ともにアカデ ミー ・コラiコッシ{AcademieColarossi)
で ラファエ ル・コラン(RaphaelCollin)〔図3〕に師事 した。佐賀藩士で 『米欧 回覧実記』(東
京 ・博聞社、1878年〉の編者 と して著名 な久米邦 武の嗣 子で、黒 Ⅲ と同様、幕末雄藩 に
生 まれた。黒 田と同年で もあったことか ら、出会って間 もな くともに行動す る ようになっ
ているこ とが、『黒 田清輝 日記』(中央公論美術出版11966～68年)、『久米桂一郎 日記』
(中央公論美術出版、1990年)などにあ らわれている。 パ リ滞在 中に共同生活 を送ってお り、
1893(明治26)年夏 に同 じ船 で帰国aそ の後 も黒田 とともに 白馬会 を結成 し、画家 とし
ての活動の みならず美 術教育 、美術行政 において も黒田の同志であ り続 けた。打 田伝吉
は弁護士で あった。
黒田清輝 は7月15日 に死去 し、青 山斎場で神式 の葬 儀が執 り行われた後 、養父清綱
の墓の隣に、や は り父 と同様神式で葬 られた 槻 在、この場所は曹洞宗永平寺別院長谷寺、
東京都港区西麻布2-21-34の敷地内となっている〉。
遺言執行 の過程につ いて述べ る前 に、黒田清輝が 自らの遺産の一部 を美術 奨励の ため
に役立て るよう遺言 した背景 を考 えたい。
1893(明治26)年夏 に9年 にお よぶ フラ ンス留学か ら帰国 し1印 象派の光 の表現 を取











1樺 山愛輔2久 米桂 ・郎:3ラ ファエル ・コラン
13)年の逝 去 まで 、洋 画 壇 のみ な らず)宅術 界 に 多 大 な 影響 力 を持 っ た、,サ1:11ンのIlhi家ラ
フ ァエ ル ・コ ラ ン に師 旦抑,、191111紀後 噌卜期 の ア カデ ミッ クな フ ラ ン ス絵lllliの教 育 を受
けた 黒 Ⅲ は 、帰ll`1後問 も な く11らの111111111であ る 「朝 牧 」q893イ}こ)がき'・か け と な'・て
起 こ.)た裸 体 画1論争・を は じめ1様 々なllllで、 フ ラ ン スとは 巽 なるH本 の)セ術 に対 す る 疹
え 方 や 美術 をjl文り 巻 く環 境 に 驚 き、11本 ユ難術 の 近 代 化 の 必 要性 を強 く意 識 づ1るよ うに
なっ た と 考え られ る1,帰国 す る と明 治)こ術 会 に参1111するが 、そ の封 建 的 性 格 に不lll荷を抱
き、 久 米 が そ の リベ ラ ル な性 格 を 「社 会iし挽 に 近 い 」 と評 した 白馬 会 を1896{明治2働
年 に 起 す1,llr】会 は作 家 各 自の 自LLノ乏現 を1!1目宜し、 その+11y'lri'.:1」-14会で 岡 有 色 を 否定 した 明 る い
色 調 や 、作 為 の な い'ド明 な 自然 描 写 を紹 介 して 若 い画 家 た ちの 圭(持を得 た 、同 年 、 東京
美術 学校 に新 設 され た 四洋 画 科・の 教 育 を任 され た こ とか ら、 黒 川のll111風が [本近 代 洋 画
の ア カデ ミズ ム 形成 に 大 きな働 き を持 つ こ とと な る1、
しか し、朋 友 久米 桂 一・郎 が 「 一八 ノL/L一明 治ll・1年 頃 まで が 、 ・番氏 と して 油 の
乗 り きつ た 時代 で あ ら う」(「仏国修学ii;;・TLの黒田 君と蝿 糊'1{」『中央 美術」 大IEllう年121-1,
『方1恨美術論』 中央公論 美術 川版、19別 年収録 、141頁)と し、「(第二回渡欧 か らの帰 朝)以
来、 引続 い て 白馬 会 に は 毎 年 出itir[.tして をつ た が 、11_.,後製作 は或 る 肖像 の外 は 、 余 り満足
ぐママコ
され る様 な製 作 も なか つ た か と思 ふ 、,四i・・fトに 文展 が 初 まつ て 、 三 四 回 は 製作 をlii'n'i
され た、 初 め は 裸 体 の 半身iこ れ はII英博覧 会 に持 つ て 行つ た もの 、 二 回 は 肖像 、 第 六
回の 習作 等 種 々 の 製作 が あつ た1,庭術家 と して の生 涯 は 先づ 此II寺代 に終 つ た 」d黒 川清
輝 君の芸利i]1『11・i民〕篭術.1大1}{13{卜9月1,]'方眼 〕こ術論』 前1封、151mと 記 して い る よ うに 、
黒 川 が制 作 に没 頭 で きた時 間 は長 くは な く、 第21rll目の渡 欧 以降 は}隻術教 育 ・行 政 、 及
び 文化外 交 に 力 を注 ぐよ うに な って い く1,2度IIの渡 欧 はi欧 州 の)舗ll∫行 政 お よ び)亀術
教 育 視察 」 とい う任 務 の ため の 文部省 か らの 派遣 に よっ た,折 り しも、 パ リ万1剛導覧 会
a
が開催 されてお り、「智 ・感 ・情」(1899年)、「湖畔」 を含 む黒田の作 品5点 も出品 され
ていた、,前者 は 日本か ら出品 された油彩画では最 高賞 の銀賞 を受賞す るが、第1回 目の
留学時代の師匠 ラフ ァエ ル ・コランは、黒田は 口本に帰 って絵が下手になった と評 した
とされ るr,
1900年のパ リ万博 にIJIIIti:1[1された 日本 洋画 を見て 「実 に顔 色な し」 と して、帰国後i
油彩画 よ りも工芸 デザ インに傾倒 してい く浅井忠、 この折 の渡仏以後 、ほ とん ど制作 を
行 わな くな り、美術教育 ・行政 に向かってい る久米桂 一・郎 の ように、この万博 を機 に渡
イ1、し、1筆!}国後、仕 事の方向 に変化 を示す1-1本の洋画家は少な くない、,
黒田 もその一人であ り1901(明治34)年の帰1国後は,1goy(明治38)年の美術雑誌 『光
風1創1二1j、1907(1り1治40)年の 文部省 美術展覧会(文 展)開 設へ の尽 力」911(明治44)
年の白馬会の解散、1913(大ifI:Z)年の国民美術1窃会設 、,.!_とい った よ うに、美術 に関す
る議論の場 を広 く開 き、 〕隻術家全体の社会的位 概を確 、γす るために力を注いで いる。白
馬 会の解 散について黒li1は、Ilfl会が 主な11的に掲 げた 「毎年展覧会 を開f{llして 会員相互
に研鑑 を図る」 とい うこ とが、文展 によって 果た される ようになったため、 と説明 して
いるが 、個 々の作 品の質が公正に評価 される場 であるべ き文展が、その開、没準 備段 階か
ら審査員の選択 をめ ぐって既成 の美術団体の対 立を深め 、美術 界内部での党派性が強 ま
り、 また、若手画家た ちが 文展 入選をH指 して団体への依存 を強め るといった現象がJL
られたこ とが背搬 になっているだろ う。その2年 後の設 、完になる国民美術協会は、岩村
透 と黒川清輝が 首謀 して結成 された と考 え られ る超党派的団体で、 その趣意書 に、「今
目ハ実 力競争 ノ時代」で あ り、 また 「物質的文明 ノ激甚ナ ル発展 ノ為二 〔略)芸 術ハ将
二社会 ヨ リ駆逐セ ラ レン トスル ノ危機 二迫 リッツ」あ るため 、「芸術 全般 ノ運命二関 ス
ル大問題 ヲ解決 シ、広 ク芸術 家共通 ノ利 益 ヲ保護 シ、社会二於 ケル芸術 ノ功徳 ヲ普及」
する ことをめ ざして 団体 を 一i_+(i.r成す るとある。 そ して なすべ き事業の筆頭 に美術館の建設
を図る ことを、次に 日本美術 を世界に紹 介 し、ll堺の美術 を日本に紹介す ることを挙 げ
てい る(「国民美術協会趣意書並宛款1大正13年21!改訂已11刷)、,ここで 目指 されて いるのは、
アメリカ、フランスで絵 を学 び1892(明治25)年に帰 国 した岩村透が 『巴lr、の美術学生』
(『芸苑雑稿」 平凡社 ・東洋文庫、1971年)で活写 した、パ リの持 って いる 「美術生活 」を
日本 にもた らす こ ととい ってよい。それは 「常 に二 、三の展覧会が あるf]政府 の美術館、
図魯館 がある。大家 の仕事場 を訪問する。美術 家の倶楽部 に集 まる、,カッフェに美術家
の友 人と語る。外 国の技芸家 に逢つて見聞 を拡 げる。新 聞雑誌 を読 んで技芸 上の見識 を
養 う」 とい うような環境の整 った生活であった。
周知の ように、1926(大:if;15)年5月に東京府美術館 が上野公 園に竣工す るまで、if
6
1沿 革
本には博物館 はあ って も美術館 はなか った,政 府 主催の美術展で ある文部省美術展覧会
です ら も、東京府勧業博覧 会の会場 と して作 られた二}ナ館で行われた,,1司館 は、11芽1覧会後 、
展覧会場 と して川い られることとな って竹の台陳列館 と呼ばれて いたが、床 も張 られて
お らず・..lf間で、「たえず水 を撒か なければ埃が舞 い立つて、画が埃色 に曇つ ちまう」 ツ∫、
「大雨がふ ると雨漏がする」(ii[本鼎 「文展に関 し文部大臣の背なかに向つて語る」「1[1外12
巻12サ、1918年11'」)、美術品展示の場 として は甚 だ不十分な ものであ'・た,、〕筆術館設
、kを望む声 は明 治dO年代 になって高 ま り、1910(明治43)年には文 部省に よって国 、玩
r.ti}・1_f建設費が 次年度予 算に計 上 され るが 、削除 されている。1918(大正7)年3月 に
は衆議院に 「帝国美術館建設 に関す る建議案」が 出され、同年 に帝室技芸 員か ら文部大
臣(以 下、文相とする)に 建 自書 を提 出、園民 美術協 会か らも文部省 に美術館建 設の建
議書が提出 されたが、予算がつかず 、実現に罷 らなかったr,1910(明治43)年に洋画家
として初 めて帝窒技芸 員 となった黒 川は、1918(大lll7)年に美術館建 設の建 白 を文相
に提出 した帝室技 芸員の一・人であ り、 また1匡1民〕さ術協会の会頭で もあ った。 美術館設 立
を政府 に期待 して も叶 わない体験 をIRねた まま、逝去の年を迎 えている、,
晩 年の黒 川は、作品 に よって ト分 に1/己表現 が出来てい ない ことへの反 省を抱 きな
が ら、美術 界余体のため に働いてい る観がある、,そうした 　'・:flyの内面は、1916(大II{5)
年秋の次のこ とばに見ることがで きるだろ う,
「私 は 当年 とつて 止にr,:1-iになるが芸術 にかけては ・個の学生 に過 ぎぬ,、年の割 に
は画が うま くない1,勉強す る時間 もいろいろの もの に裂かれて比較的少なかったnこ れ
か らまあ大に勉 強する所存である、,仮に八 卜歳位 になつた らrl分は斯 う1ふ 思想 を持つ
て居 ます と人に示すや うな事がlll}kやうか と思 つて居 る」(「私は斯う思ふ」『みつゑ』大
il{5年11月。 『絵i且11iの将 来』 中央公論)芝術lll版、1983年所収、73、74∫D,,
しか し、黒 田に残 され た時 間はそれか ら8年 に満たなか'」た,,「勉 強する時閥 もいろ
いろの ものに裂かれて比較 的少なかった」のは、一・人の作家 と しての制作 よ りも、公 を
先ん じる姿勢が一 因していただろう。 しか し、美術 館設遣問題 を初 め、裸体画論争・i美
術 における国際交流な ど、黒 田がパ リで経験 して きた 「美術些k活」の 日本への導 入はほ
とん どなされて いなかった,,黒田の遺言 には、黒田 自身のそれ までの努力 を継いで 、後
進 にも 「美術 生活」 をH指 してほ しい、そのため に遺 して い く私財 を役立ててほ しい、
とい う願 いが込め られているり
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親族関係者で遺言執行 につ いて協 議 した結果、遺言 執行は生前 に黒田 と交友 のあった
伯爵牧野伸顕 〔図4〕の意 見に従 って行 う方針 となった。牧野 は大久保利通の次男 で牧
野家の養子 とな り、1871(明治4)年 に岩倉具視 らの遣外使節 に父利 通 と共に同行 して
アメリカに留学 し、外交官 として活躍 した4美 術界 における牧野の大 きな功績 は、1906
(明治39)年に第一 次西 園寺 内閣の文相 を勤 めた際、 日本で初 めての官立美術展 となる
文展 を開設 した ことであ る。1900年のパ リ万博 が開催 され た折 、牧野 はオース トリア
公使の職にあったが、万博 関係 の用務で渡欧 した正木直彦が、ウ ィー ンに牧野 を訪ねた
際 、U本 で もフランスのサ ロンのよ うなもの を、文部省あた りで主催すべ きである との
意 見を述べ てお り(正 木直彦 『回顧七十年』学校美術協会出版部、1937年)、政府主催 の美
術 展構 想 をか ねてか ら懐 いていた。当時 の首相で あった西 園寺公禦 は、1871(明治4)
年 からフラ ンスに留学 して法律 を学 び、自由思想 を身に着けて、公 家であ りなが ら 『東
洋 自由新聞』 を主宰 したが、楽琵琶 を伝承するな ど宮廷文化 に造詣 の深 い西園寺家の養
嗣子であるこ ともあって芸術 文化 を愛 し、牧野 と相照 らす ところがあった とされる。渡
欧経験のある美術家 たちに とって、政府主催の美術展 覧会開設は悲願であ り、黒田清輝
も実現 に尽力 しているa黒 田が作家個 人 としての制作 だけで な く、私心 を去 り、美術界
金体 を見渡 した仕事 を して きた ことを知っていた牧野伸顕 は、遺塵 による事業 の方針 と
して黒田の作 品を陳列す ること、美術 の研究 に資するこ とを提案 した。
1925(大正14)・年5月27日 、共楽倶 楽部で黒 田子爵・記念事業発起 会が開かれ1遺 言
執 行にかかる事業 を具体化すべ く活動 が始 まった。黒田の作 品を陳列する ことは きわめ
て具体的な項 目であったがr美 術の研 究に資する ことと して どの よ うなことを行 うかが
議論 となった。 そこで浮上 したのが1東 京美術学校 教授 で1ヨ ーロ ッパ に留学 し英文の
大 著 『サ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ェル リ』("Sandr　B。tticelli'FMedici5aciety,1925>を刊行
して帰国 した矢代幸雄の 「美術図書館 」構想であ る。
矢代幸雄 は1890(明治23)年に横浜 に生 まAVr旧制第一高等 学校 英文科 を1911(明
治44)年に卒業 して、翌年東京帝国大 学に入学。英文科 に学 んだ。在学 中に大下藤 次郎
の主宰する水 彩画塾 に学 び、1913(大正2)年 第7回 文 展に水 彩画 「草原の赤 い傘」 で
入選を果た している。1915(大正4)年 に帝国大学 を卒業 して東京美術学校講師 とな り、
1917年に同校教授 となって西洋美術 史 を担 当 した。1921(大正10)年、東 京美術学校
に籍を置いた まま、ルネサ ンス美術研 究のため私 費で ロ ン ドンへ 留学 し、同年秋に イタ
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4牧 野伸拗5バ ーナード・ベレンソン6福 原鎌一二郎
{「私の美術遍歴.1より1
リア の フ ィ レ ンツ ェに移 り、'll時、 ル ネサ ン ス研 究 の 第 一・人者で あ っ た バ ー ナ ー ド ・ベ
レ ンソ ン(BernardB(ヨre11呂{,11)〔図5〕 の 門 ドとな ー た、,1920年代 、ベ レ ン ソ ンは ジ ョヴ ァ
ンニ ・モ レ リ(s1C7Vc11]1111!M〔〕r吐・lmの ノ∫法 に よく}て、 イタ リア絵iil中遅の 錯 誤 を)ドi:と々 改
め 、 そ れ まで あ ま り大 き く扱 わ れ なか'・た マ ソ リ ノ[Mas〔,lin{}d臼Panicを}k干)、ドメニ コ ・
ヴ エ ネ ツ イア ー ノ(Domelllα、V¢n雌ianω、 ピエ ロ ・デ ラ ・フ ラ ンチ ェ スヵ(piomddl乱
Frallc已sca)、ウ ッチ ⊥ ル ロ(PaobUcceH。1らσ)再評価 を進め て い った、,
留 学 途 中 に 文部 省 か らの給 費 を受 け る こ と とな っ た 矢 代 は 、サ ン ドu・ ボ ッテ ィチ ェ
リ(SandroB`}tticelli)を研 究 対 象 に 選 ぶ、2011i:紀初 頭 の ボ ッテ ィチ ェ リ研 究 は 、191!ll
紀 に ウ ォ ル タ 一ー・ペ ー ター(WalterPak}r)らに よる 詩 的 文学 一f:;ff']研究 に よ って 、 こ
のli【ll家の 表 現 の 繊 細 さが 評 価 され て い た こ とへ の 反動 と して 、 ハ ー バ ー ト ・ホ ー ン
(HarvardHorn)が、作 家 の 同時 代 文,ll:を論拠 と して 、「男性II勺風 格 」 を も'・て賞 賛 され
た 画 家 とす る説 を提 示 して い たr、当時i三流 と な って い た こ の 見 方 に 対 し、 矢代 は ボ ッ
テ ィチ ェ リの作 品 に感 傷 庭を 見出 し、 そ れ をこ の作 家 の 芸術 的特 色 と して と らえ 、 これ
に基 づ い た 白説 を展 開 し、1925年に 英語 版 『サ ン ドロ ・ポ ・ソテ ィチ ェ ル リ』 を 刊行 す
る,,同年21]に 帰 圓 した 矢代 は 、 東京 〕き術 学 校 長IE木1'1:彦に 復 命 し、 そのIllで、 自 らの
研 究 に 大変 役 立 った ヨー ロ ッパ の)こ術 図111二giに註及 した 、,1925(大il{14)年7月271【
のIE木llll:彦のll記1こは 「矢代 十∋雄 と 箕術 図lll:釘{設計 の こ とに つ き談 話 す 」 とあ る、,Ill木
は 、 黒 川 の 遺 産 に よ る 美術 奨 励 嘱 業 と して 、 「美術 図 」ll二館 」 構 想 に興 味 を示 し、 遺1}執
!rr・の担 当 者 に 図 ろ うとす る ,,8J]3011、黒 川 の遺 産 処 分 を 一仔 され た 牧 野 伸 顕 が 、黒
川 の 後任 と して 帝 国 〕庭術 院 長 とな'・た 福 原鍬:1!lfU刈6〕と1].の 意 兄 を徴 す る[1をll'.
木 とlllli原にf云え 、 両 名 か ら意 見 が 述 べ られ た,,9月1211、Ill木は福 原 を訪 ね 、 白 らの
案 を示 し、91J281fに牧 野 邸 で 、 牧 野 、 樺 山、'1'133原、 止木 の4名 出 席 の も と に黒 Ⅲ の
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寄付金処分の相談会が開催 されて、美術図書館建設が決定 され た。
10月3日 、華族 会館 に牧野 、樺 山、福 原、正 木、矢代が集 まって、 この件 について
の協議がな されてい る。 こう した経緯 について、矢代 は次の ように記 している。
「欧州 留学 中 ロン ドンに おいて 、あ らゆ る美 術作 品の写 真を集 め、 これを分類保 存 してい
る 「写 真を主 とする美術 図書 館」 とい うべ き中心機 関があ るの を見、かつ そ こで私 白身 も大
い に勉強 させ て もらったのみ な らず 、 これが実 に驚 くほ ど大 きくIlf:の中に貢 献 しているt実
を知 っていたので、そ れのため に使 え る黒 川 さんの遺産の 金額 を もって 、 ち ょうど]iiして
や って 行けそ うであ るこ とを考 えなが ら、 一つ そ うい う機 関を 日本 につ くられたな らば、 ど
うです か、 と提 案 した ので あ った。(略)私 は この ウ ィッ ト家 と知 り合い にな り、その驚 く
べ き写 真のコ レクシ ョンを利 用 させて もらって、どの くらい助か ったか知れ ない,(略)さ て、
私 はロ ン ドンにおい てこのサ ー ・ロバー ト ・ウ でッ ト家 と非常 に親 しくな り、いかに この何
で もないこ との ように して始 まった美術品 の写 巽の コ レクシ ョンなる ものが 、それほ どの 数
111:に達 し.か つそれ ほ どよ く分類 整理 され ている となると、 とんで もない ほ ど大きな基礎 的
貢献 を 美術 界金般 に及ほす こ とを、私 白身直接 に これ を利 用 させ て もらった経験 か ら痛感 さ
せ られたのであ ったか ら、私 が 日本に帰 り、そ こに落 着いて学問的 の仕 肛を始め るにあ た り、
ど うかその種 の仕事 を東洋 日本に適す る形において実現 したい 、 も し誰 も一・緒 に力 を合 わせ
て やる人がなけれ ば、私一 人でで もぜ ひやろ うと決心 し(略)庭 術f'1三品 の写 真の 蒐集 とその
分 類収 蔵の仕 事をほつぼつ とや り始め たのであ った 、私のll、Xたない この仕事の将 来の 意義
をti1一くより見通 して、多少 の費用 を学校 よ り支出 して援助 して ドさ'・たIL木校長 は、前述の
!i';ll[さんの遺産 による事業 として 、黒1⊥1さんの作 品を 蒐集陳列Lて 、Illli家と しての黒iliさん
の功績 を記念 し衰彰 す るとい うflfilに加 えて 、美術 界全般が利 益 し、将 来国家r:=を もって
発展せ しめ得 る基礎 的事業 と して 、この美 術品の写 真 を本格的 に 集め 、これ を公衆に利 川 さ
せ る とい うこの仕事 を、適 当 な案 と して推 薦 され 、それに対 して黒 川家 お よび基金関係 揖一
同の賛成、お よび文 部省 当局の同意す る ところとなって、 この写 真 資料 蒐集 を根幹 とす る ・
種 の美術図書館で ある美術 研究所が成 立 した ので あった」{1「私 の美術 遍歴』 岩波 出:店、1972
イト、239～243頁)。
矢代は また、美術研究所の構想が遺 言執行 人たちにとって当初は思いが けない もので
あったが 、樺山が、「(黒田は)日 本全体の ことを考 えていた男でiそ れ故、彼の残 した
遺巌 でや る仕事 も、 日本全 体が将 来永 く利益 を受 け、また是か ら時勢が 進むにつれて、
益 々拡が って行 くよ うな仕事が、一番黒田が喜ぶ仕事 じゃろうと、我輩 はそう思 う。 こ
れまで出ていた案 は、何れ も黒田の友人や弟子 たちによって提出 されたために、個人黒
Elf,画家黒 田 を記念す るよ うな黒田 中心の事業 で、これ は友人や弟子が 、黒 田を懐 って
10
1沿 ・、㌢
くれ る 美 しい心 もちの 現 わ れ じゃ とは思 うが 、黒 川 の志 は そ ん な もの で は なか っ たろ う
と我 輩 は 考 え るC,黒川 は も っ と大 人物 じゃ った よ」 と発 言 し、 糊 賛 成 した と述 べ て い
る(「樺 山 さんと美術 研究所 」『樺[11'輔翁』国際 文化 会館 、1955年、67-68..-1[,一
先 述 の 文中 に あ るサ 一ー ・ロバ ー ト ・ウ ィッ ト家 の コ レ クシ ョン とは 、現 在は ロ ン ドン
の コー トー ル ド・イン ステ ィテ ユ ー ト(TheCoutauldlnstituteof/lrt}に属 してい る ウ ィッ
ト ・ラ イ ブ ラ リー(TheWittLibrary)を指 すC,この ラ イブ ラ リー は ロバ ー ト ・ウfッ
ト(Robし罰Witt)と後 に ロバ ー トの 妻 に なる メア リー(MaryWiU)に よって 設 ㌧ン:され た、
彼 らは1890年 代 に オ クス フ ォー ドで 歴 史、 と りわ け ル ネサ ンス 史 を専 攻 した。 ロバ 一ー
トは大 学 時 代 に、 メア リー は イ タ リア旅 行 を した 機 会 に 写 真 の/ii1"・Sllf,,を始 め 、 ふ た りの結
婚 に よ って 両 コ レク シ ョ ンが 統 合 され た 。写 真 は台 紙 に 張 って 、写 真 白体 に付 随 して い
るデ ー タ を記 入 し、作 家 別 フ ァイ ル に入 れ て ア ル フ ァベ ッ ト順 に 整理 され て い た、'ii初
500点ほ どで あ っ た コ レ ク シ ョ ンは急 成 長 し、1928年には3〔〕万点 に な る、 ロバ ー トは
1903年の ナ シ}1ナ ル ・ア ー ト ・コ レ ク シ ョ ン ・フ ァ ン ド(TheNationa且ArtC〔)Hec〔k)ns
Fund)の設 立のiこ要 メ ン バ ー で あ り、1920年か ら1915年まで そ の 会頭 を務 め て い る.
長 ら くナ シ ョナ ル ・ギ ャ ラ リー の トラ ステ ィー で もあ り、1930年に は そ の 長 であ'・た[]
1902年に"HowinlookatPictures"(L⑪ndon,Iiel且,1cif]2)、1910年に'L)ncI-ltindred
MasterpiecesofPalntinガ(L(,nd{〕n,Methuen&Cα,1910)をff-i1Trして い る、,
1920年代 、 イギ リ スで は まだ 萌 牙:状態 で あ っ た)亀術 史 は 、 ドイツ と イ タ リア で は 学
問 と して 確 立 さ れて きて い た 、,作IIIIIIの～14贋鑑 定 か ら発 展 した イ タ リアの 美術 史 家 ジ ョ
ヴ ァ ンニ ・モ レ リの 方法 論 は 、作 品の 様 式 と技 法 の比 較 に よって 作II[Illの真 贋 評 価 を行 い 、
脚 光 を浴 びて い た⑪ この 方法 の た め に は 、比 較材 判・とな る作 品 の 写 真 が豊 富 で あ る こ と
が望 ま し く、 写真 ・複製 な どを収4,・整 理 ・公 開す るセ ン タ・-rl勺な 施 設の 必 要 が 認 識 さ
れ始 め て いた 。
1932年、 ウ ィ ッ ト夫 妻 は ラ イブ ラ リー を コ ー ト 一ール ド ・イ ン ステ ィテ ユ ー トに寄 贈
す る こ と と した が 、 そ の 後 も 夫妻 は所 蔵 権 を保 将 しつ づ け、1944年に 正 式 な寄 贈 が な
され て い る。
矢 代 が 白 ら の ル ネサ ン ス美 術 研 究 に益 す る と こ ろ の大 きか っ た ウ ィ ッ ト ・ラ イ ブ ラ
リー を]:本に....術研 究 所 を設立 し よ う と した の に は 、 口本 の美 術 史学 に新 しい もの を も
た らそ う とい う意 図 も含 まれ て い た,,
矢 代 は1〕 こ術 研 究 所 の 創設 を一・任 委嘱 され た 時 、 当時 、 東洋 に は ま だ一一ケ所 もIlh来て
い な か っ た 、..の た め に 不11∫欠 な写 翼資 料 の 蒐 集、 整理 、保 存の 設 備 、及 び付 属
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の美術 図書館的設備 をつ くるこ とによっ
て 「い まだに1日套 を脱 しきれぬ我国の東
洋美術の研究の一iにこの新機関を活用 し
て 、多少新 しい空気 を吹 き入れ ようと試
み た」 と述べ 、その新風 とは 「べLン ソ
ン流の様式批 判」を もとに した、東洋 庭




黒 田の 朋 友で 遺 、穿執 行 人 とな っ た久 米
桂 ・郎 と11{木直1疹との 同件 につ い て の 協議 は、IG月31[の 後 に 持 た れ 、1926(昭和 元)
年121」、)こ術1{ll究所 設 一、'ノ:準備 委員 会 が 設{1'1され て 、Ill木直彦 が 委 員長 と なっ た。12月
2511、)き術 研 究 所 のlll:業が 以 ドの よ う に決 定 され た こ とが 黒 川li己念館 の 「落1茂内披 露
式 記 録 」q'資料静面」241-246頁)に あ る 正本 の挨 拶 に よって わか る、
1つ 湘i{記念館 建 設
(1館 内 二'.T1,,,.田子墨蒋記 念 室 ヲ設 ケ 、 故子 欝 ノ遺作 ヲ永 久 二保 存陳 列 ス
(つ 館 内 二 美術 研 究 所 ヲ 設 概 シ、美 術 二 関 ス ル基 礎 的研 究 資1;:1・ヲ 蝿集 、 「Lツ調 査 ス
ル コ ト
そ れ ぞ れ の嶺 業 の 実 行 委 員 と して 「建 築 及 設 備 」 に 東 京 美術'」`:校建 築 学 科 教 授 岡 田
イll・一一郎 、「黒 田 子爵 作Illl一陳 列 」 に洋 画 家 久米 桂 一 郎 、 岡[lf.=:郎助 、和 川英 作 、藤 島 武 二 、
オテきぬゐ
及び黒 川の親戚にあたる大給 近1.「 美術研究所事業」 に矢代幸雄 、会計事務 に打 田伝
islIが選ばれ たC,遺i:iどお り、黒IHの所府す る不動産三分の一 を売却 した代価が美術奨励
費に充て られるこ ととな り、その不動産は1926[ll和元}年111に一三1[:lil託に委 し処分
された,開 設に先立 ち1929(昭和4)年 に帝国美術院へ提出 された寄贈の諸脊類 によれ
ば、 美術研 究所費用は黒 田記 念館建 設総経 費13万66051tlg7銭の ほか、諸設備 や資料
を整 える為の物 品費4万2886円65銭(黒 田清輝作品等購人費2550['-115銭、備品設1'4'r
2万348611177銭、図書写真等資牢:1・費 万6849円73銭)、現 金15万 円とあ り、約33万 円(32
万9492円62銭)にのぼ るr,
1927(昭和2)年2月1口 、「美術研 究所事業」の うち美術 に関す る基礎 的研 究資料の





黒 田 記 念館 の 設 置 場 所 に つ い て は 、遺 言 執 行 人打 川 伝1:11り東水 美術 学 校1二対 し、
1927tlli和2)年2月に 同 校 敷 地 の'部 什 川 の 申i言11iが出 され た こ とが 、 以 ドの 「叫{京美
術学 校敷 地 什 月1願」{東 芸 〔〕02)幻ll:によ って わ か る1、
借 川 願
東京市下二谷区上野 公園元西1螺軒寺跡
東 京美術学校 敷地壱万 六千五∫臼ll拾―几瞬そ六i几K⊃ノ内
一 実測而積 四百 八拾 七坪
用 途 黒 川紀 念館 建築敷地
借用期 間 ‐;1:fc:1J1'1昭和:fド::月 ・日 至Illi和{年ヒ月 刊 ・'日
僧 料 無 料・
右ハ放 帝圃美術i完長 東京)セ術学校教授1!1川清輝 ノ遺志ニ ヨリLlt校敷地内 二黒 川ffi己念館 ヲ建設
シ之 ヲ貴校二寄附致 度候 二判`該建築」二要 スル ヒ地 前記 ノ通 リu:li用致度建築竣 功 ノhハ 更二同
館 ノ維 持経営 二関 スル費 用寄 附11∫致fl爽条御許 可相成度"lj紙敷地 図llll、黒 川紀 念館建 築図lnゴ、
同事業 計ll11hll・相添へ此段 相願候 也
昭租:年'Jl日 遺1;執行 人 打 川 り'11'舛t文楕 円印(打 川)
東京 美術 学校長lil木直彦殿
追仲 本 文建物建築 ノ為取 除キ ノ必'妥有之fl突デ1来物ii'i四棟 ハ's`C校ij11指定 ノ処二移築II∫致 候
これ を受けてi1927(昭和2)1:1」16if、外〔京竣術学校長、1E木llll二彦か ら文部大臣
岡田良平 宛 に同校 敷地の一部 を貸与する件のll1請告:が出 され、31jlliに文部 大臣か ら
岡校宛 に許可が下 りた。 これに よる と、東京 美術学校敷地 内の487坪を1927(昭和2)
年3月1日 か ら翌年7月31日 まで1年5ヶ 月の 聞、無償 で貸 し出す としている(1
「東京 美術学校敷 地借 用願」(同1}町)に添付 されている書類 によ り、 この事 業の初期 の
段 階の構 想が わか る0
1f業lll'1山hll:
建物 ノ名称 二就 テ
処物ハ 之 ヲ黒川紀念館 ト名ク、蓋 シ此 建物 ハ故子爵黒 田清葺}llノ遺志ニ ヨル・)き術⊇臆励事 業 ヲ経







献ヲ調査蒐集 シ美術研究 ノ根本資料ヲ集成ス、マ タ美術二関スル研究的講演並二出版
ヲ行フ
:、階1ソ、之ヲ陳列室 トナス 陳列窺ハニ部二分 レ ・ー部ハ故子爵黒111消輝 ノ遺品ヲ陳列ス
ル紀念室、他ハ美術研究二必要ナル美術品並二美術研3琶資料 ノ展観二使用ス
財源 並二寄附方法二就 テ
黒田紀念館建築設備及ビ庭術研究所経営 ノ財'源ハ故 向蒋黒田清輝 ノ遺1衆Ill美術奨励事業ニア
テラル111'キ,　[約金参拾万円ナ リトス 此r産 ハ故 ∫㌦爵黒田清輝 ノ遺曜}執行人ニヨリテ東京
庭術 ・tx.f,..x二寄附スルモ ノニシテソノ寄附方法左 ノ如シ
・ー、黒田紀念館ハ姥設落成 ノ後之 ヲ東京美術学校二寄附 ス
ニ、前記金参拾万円ノ内無田紀念負官建築設備費ヲ控除シタル残額約 金拾 ハニ万Illヲ美術研究
所経営基金 トナシ'!.'.III紀念館 ノii=lyfl'ト共二之ヲ東京美術学校二寄1{1茸ス
「痕}1(美術 学 校 建 物 移i転一上申轡:」(東芸001)




































移 転 ス ル モ 数
孟1{-fllli季昏二 士■爵jrJj










































月22日 、 黒1:H言己念 負官
の 起 工 式 が 行 わ れ た。
同Hの 『国民 新 聞』1こ
正面 見取 図及 び 起]二に
つ い て の 以 ドの 記,一_,:..Yが
掲 載 され てい る。
丼 岡田信 ・郎9階4没r・ 『」りの装飾
逝 去 したわが洋画 界の泰'1・ll改黒1旧11擁llrが臨終 に際 しr爵 所 有の不動 産
に寄附す る旨 を遺iiしたのに 撫 き遺 ゴ執行 計樺1[1愛lh}i伯、 久 米桂 一・
動 産の換 価処 分 を'`i'IsiiiLに委託 しII至三年 末企部 を処 分す る事が出 来た ので午 春牧野[伸 顕 」
伯 を総 裁に福原[錬:郎 」 美伺t∫院長、II{木[llll:彦]庭術学校 長、ll'川1こ郎助 、和 川 英f1≡,藤
島 武:、 岡1]1信・・郎 その他の諸氏 を委貝 と して種 々研究 した結 果、黒ll1記念館 を建設 して故
r爵の遺作 を陳列 し美術 並にllゴ典芸術の研究 に資する 事に なつ た
記 念館 建設の場所 は、美術学校構 内L費 は{'数万円 、総 建坪 三百六 卜余埋の 不燃 質建築 と
す るこ とに な り岡Ⅲ信一郎氏 のr一で 先月初{IJ設計 も完 ∫したので愈 々/パ1・:11'「後 二時'r
地鎮 祭を執行の上竹 巾組 のfで1二'1`にT一す る 」事に なった
此 の一[・1`完成の.Lは維持 費1・数万円 と共に 美術学校 に寄 附 して美術 研究 に資す る筈であ る と
故黒lilrll己念館
'}'術校内にけふ起1二
去 る ノq日 ・{年 ノ圃:1」
{分の ・を)こ術 嘔業
郎氏 、拍II弁護}:等は不
.L`1`は順調 に進み 〔図10〕、將 【1の}1亭U928(昭和3)イ1{81」に建物(鉄 筋 コンクリー ト造、
1、地階2階 鍵、延面手輩Ul92㎡、建築費13万6161[1197銭、季ll〔樹費4岨;ll70銭)が竣'1二するqlil
記念館の'ド【fli図については、『資料編』886～888頁刎11{)〔図ll〕、,矢代教 室 におけ る美術
frJr所事業 の準備室 は、早速、新営 の建物 に移 ることとなった。研究所闊設に必要 な備
IIII1や諸設備が揃 え られ 、図書 ・写真等 の資料 の収集整理、及び2階 の黒 Ⅲ記念室等 にお
いて黒田清輝 作品の展示が開始 された。事業準備 については矢代、田中喜作、青山(羽1川)
新、及び新 しく入所す ること とな った尾高鮮之助 、展示については大給 近清が任 にあたっ
た。 こう した諸準備 は1927(昭和2)年2月 か ら進め られ、毎月人件費を含めた必 要経
費が 、会計担 当の打 田 より美術研究所開設準備緯 費 として振 り込 まれた。 当初 よ り矢代
が力 を注いだ写真資料 の収集 は、整理の為の金 属製 キ ャビネ ッ ト25個をアメ リカの ヴァ






設に必 要な諸設備の購 入に関す る具体的 な検討 は、「美術研究所事業」の部 門で決窺 さ
れて いたと推測 される。 また細かい諸備品は尾高が 白ら出向いて購入す ることもあった
こ とが 、早泄 した尾高鮮 之助 を退悼 した著作 『亡き鮮之助 を偲ぶ』(尾高邦雄、X935年)
によってわか るC,
先 に引 い た東 京美術学校 の ト地 、建物のII:11川にfす る 史唾ll:1『L地建物関係lll:類」 東
芸002)によれば 、'1!旧記念館 は、竣功 の後、 井{京r.術学校 に寄贈す ることを明記 して、
呵校 の敷地 を無償で借川 して建設 されたVし か し、その寄贈 先について は、その 後変 更
があ ったこ とが 、II{木ll11二彦の 『卜 湘}堂日記』211r.(111央公論 追術IIU誕更.1965イト)に]Lえる、,
1928(昭和3)年5月2〔〕i1に、和IU、1E木、矢代が、〕農術研究所所 属llll題を協議 してお り、
同年6111311の項に、 矢代氏 と共に福原)こ術院長 を'}`:習院にli方ね、黒II1記念館 を帝国
美術 院の管理 に置 くの案 を提 出 し、 虻部省に提議 されるよう乞 ひた りとあ り、黒 田記念
館 を帝国美術院の管理 ドに置 く案をk部 省に提 議す る よう願 いIli}てい る咽1翌141fの項
には、文部 省にて、編原 美術院 長 と1馴Ill学務局長に承認 を求める,,美術研究所の所属
を学校 か、葵術院か とす る と、 爬術院の所属のほ うが1将 来の発展のためによい、 また
遺産寄付金の利 子だけで は事 業遂行 に不足するにつ き1毎 年約2万 円 を政府が負担す る
よ う承認 を求 める とい うk旨 のこ とが記 され ている、,6月20円の項 には、美術研 究所
を美術 院の所属 とするこ とを久 米桂一郎 と協 議、同意 を得 る。岡田、矢代両氏 と黒 田記
念館 を検分 した ことが記 されてあF,、美術研 究所 を帝国美術1塊所 属 とす ることを久米 も
同意 したこ とが確認で きるL、
1928(昭和3)年11月24i¶、黒IH記念館の建物が落成 し、12月1F―に披 露式が行わ
れるこ ととなった(同 式0)「案内状」は、「資料編」241頁参照L,
1・rl式の案内状 によれば 、1司[」III寺か らのll.1Ⅲ記念館随意観覧、2時 か'・樺III愛llillによ
る挨拶 、il-.木直彦に よる旦上`業経過報 告、久米桃一一・郎 による黒 Ⅲ記念室における陳 列につ
いての説明 、統いて矢代幸雄 による'lr梁計illii説明 が行われ 、その後、 再び随 意観 覧の時
〃
問が設 けられていたO列 席者は、樺 山愛輔 、正木直彦、故 黒田清輝夫 人照子、久米桂一郎、
岡田三郎助i和 田英作、藤島武二、岡田信一郎、打 田伝吉、大給近清 、矢代幸雄、田中
喜作 、尾高鮮之助、青 山(和 田)新 の14名で1関 係者による式であ った。
久米桂一郎 の 「黒 田子 爵遺作陳列 二就 テ」 の概要筆記(『資料編j244頁)は、黒田記
念室 の展示についての経緯 と久米の考 えが示 されていて興味深い。久米は記 念室の展示
物 は黒 田家に残 っていた ものが中心 となってい るが、思 いの ほか小品が多 く、今後、国
内所在の作 品 を集めた りす ることに よって展示の充実を図 りたい と述べている。
本式典で矢代幸雄が述べ る予定であった事業計画は、時間 の都合で割愛 されたが 、そ
の資料 と して 「美術研 究所事業計画説明要綱 」が残 ってお り、1928(昭和3)年 末の段
階での事業計画案を示 してい る(『資料編』245～246頁)。
この披露式での樺 山、正木、久米 、岡田、矢代 の話には、黒 田清輝 の遺言の執行、黒
Ⅲ記念館における作品の展示、黒田記 念館の建築、そ して美術研究所設立 についての各 々
の思 いが如実にあ らわれ てい る。
1929(昭和4)年5月 、正式 な開所 を待たず打 田は逝去す るが、同月20日 、黒田清輝
遺 言執 行人代表 久米桂 一一郎 よ り、帝 国美術 院に対 し、黒 田記 念館 及び記 念館内の物品、
美術研究所経営 基金を寄贈 したい旨の書類が提 出 された(『資料編』237～241頁)。また、
「帝 飼美術院提 出寄 附願 附属 財産 目録作 製資料」が残 されてお り、 この ときに寄贈 され
た黒 田記念館内の物品の具体的な内容 を知 ることがで きる(『資半1編」231～・236頁)。
1929(昭和4)年6月 に作 られた 「美術研究所 案内(稿 本)」(『資料編』247-一一252頁)














作 品 を常設 し、毎週木曜 日とい う限 られた公開ではあったが 、これ らの作 品を鑑賞、研
究 に供す るこ とを事業 と した[Jまた、大陳列室における企画展示、講義室での講演会 も
構想 に入れていた,,
















蒐 集 庭 術 二 関 ス ル 写 真 複 製IIII11
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美 術 教 育 研 究
一一、 美 術 関 係 各 学 校 ・覧 及 規 定 蒐 集
一㌦ 図lll可Ⅱ教 員 検 定 試 験 調 査
一、 図phj教育 二 関 ス ル 視 学 制 度 調 査
一、 商1二省1fl:.1:指導 所 調 ぐ鳶
・、 海 外 美 術 学 校 制 度 調 査
EcoledesBeauxarts,PrixdeRome,L'EcoleduLouvre,L'EcdeNatlona且eSLIpi'1-iC'Lil'E'
desBea[uxArts]
一 、 美 術 教 育 世 界 会 議 二 就 テ 調 査
美術行政 研究
… 、現行 各il{1ノ法規 蒐集
一 、 口本 二於 ケル現行法 蒐集、及沿 ・Y・1調査
国:に二関 スルモ ノ、史跡 二関 スルモ ノ,,
帝国美術 院二関 スルモ ノ、
帝室 博物 館二関 スルモ ノ、
御物管理 二関 スルモ ノ
朝鮮 ノ美術行政二 関 スルモ 宏、
一 、世 界主 ナルア カデ ミー ノ規定 調 径
Roya1Academy(RickoU呂へ依頼 ノコD
海 夕下美林了界 トノ」里糸各機「瑚
・外務 省及文部省 ヘ ノ交 渉二就 テ
・アカデ ミー 国際 会議ヘ ノ出席如何
・世 界美術 展 覧会 トノ連絡 二就 テPittsburgVenice
世 界的定期美術 展覧会 ノ規定 ヲ取 リ寄セ ルコ ト
・国際聯 盟知 的協力本部ヘ ノ通{1'
・海 外二 日本 た術 ヲ展覧 ス ル場合二 国家的協力 ヲスル コ ト
・美術 史 田:界会議 二参1川ノコ ト
・1司1現モ・)廷徊サ1筋∫言ノ」1見糸1」Jl史ヨセ1レコ ト
zr
この構 想は、黒 田清輝が生前 に国民美術協 会な どを通 じて試みた、美術 をめ ぐる環境
整備事業 と重な り合 うものである。黒 田一個人の遺産で は美術 館の設立が 困難であ った
ことを踏 まえれば、木曜 日の午後 のみ であ ったが、黒 田の作品 を常II寺観 覧で き、小 規模
なが ら企画展示 も行 える展示室 を持 ち、また、美術作品 の文献、画像 の収 集 ・整理 ・公
開に よって研究環境 を整 え1一 方で東アジア美術 の調査研究を行い、その成果 を編集 ・刊
17r'11する美術研 究所 は、黒旧の生前 の努力 を継 ぎ、遺志 を活 かす ものであった と言 えよう,,
「帝 国 美術 院附属美材1ゴ研究所規租」(日芸Ol3)によれば、研 究所運営 のための具体的
な 」二算 として、開設準 備段 階 においては美術研究所 費2万8350円(「3/:i355111.f」と追
記)、運川 について は故黒「「[清輝資 金15万円の銀行利r(8-c.)「・IID及び国庫金(2万
1'17を合わせた計約3万 円の年問予 算が想竃 されてい る,,内訳は、諸給'チ1/」364{][1」(「1
ノ∫931611」」 と追記},事 業費1万4710ド1であ る。 ―'博物館研究』3巻1!1'」.q93〔}年11!)
には1)さ術研究所 の政1荷移管」 と して 「故 了・爵黒 田清宣il{両伯の遺ilによ り、その遺 産中
IIE/∫lllを以て[一:の美術学校内 に建設 した美術研究所 をこの租 蠕ll省に献納 して来た
ので 、この研究所 の維持費 と して今後年 々{万 円を 支出 しようといふのである1,もちろ
ん議 会の承認 を得ねば その献納 を受け るか どうか も決 まらぬ訳で あるが、(中uiF)基金
卜κ万円で美術 に関す る基礎調査 を行ふ ことになってゐ る」 と記 され てい るr、
1930Glli和5)年4月9口及び1〔〕日に開催 された帝国 美術 院総会において、 〕き術 研究
所設 置の件について協議が行われ、美術院規程 内に附檎撫偉1研究所の条 文を挿 入する規
程改 正案が11∫決 され たC,1、2名の 会員か ら 「美術研 究所」の 名称 では美術の技術 を研
究す る所の ように聞こえ、一般の誤解 を招 く恐 れが ない かとの意見が あったが 、名称は
法制局への ヒ申等 に関わることと して文部当局へ一任す ることが決定 され 、準備当初か
ら用い られていた 「美術研究所」が正式 名称 として採1flされた(「'帝国)竃術院総会 美術
研究所設置について」日芸05より)。
開所 前か ら文献、写 真資料 の収 集が始 め られ 、矢代 宰雄の交友 を通 じて 、海外研 究
者 との交流やそれに基づ く事業 も行われた。1929(昭和4)年10月101iから24口 まで、
美術研究所で行われた 「ビニ ョン氏招 聴委員会主宰英国水彩画展覧会」な どは、その例
で ある(出rl湘録は、『資料編』659～662頁参照)。ビニ ョン氏 とは、英 国の詩 人であ り、
また大英博物館東洋美術部の絵画 ・版画部長 を務め たロー レンス ・ビニ ョン(Laurence
Biny。n)〔図12〕で、 同年9月 三井 ・大念両 家の後援 に よって来 日 し、 日本 国内各地で
美術品 を鑑賞す る一 方、東京帝国大学で 「英 国詩歌 と美術 に於 ける風 県」 と題 する61111
a2
i沿 ・'1'・:
の 連 続 講 演 を行 ったnそ の 講演 に 関連 す る
作 品 と して 、 ビ ニ ョ ンが 持 参 して い た50
点 あ ま りの 水 彩 画 を展 観 した の が 同 展 で 、
1929(昭和4)年 に 『英11`1水彩 画 展1塁包会 記
念 図 録 』 が 刊 行 され て い る、,「公 開i:.物教
f至晋幾1均一一1葦1.u」(u.1㌧堕:斗勢貞ffr{i,1:究_』3×11.u8}r、19:3()
年8月)に よ れ ば 、「東 京 黒 川 記 念)罰1∫
弼1:究所 」 で 開 催 され た1司展 に は45⑪6人 の
」.
12ローレンス・ビニョン夫奨`1、!':lli記念館にて〕
観 覧 者が あ り、経 費は1万5千1コ1で あ っ た と され る[J
1930(昭和5)年6月28日 、 勅 令 第125号 に よ り帝 国 美 術 院 附 属美 術 研 究 所 が 設ii量1さ
れ た(『 資料編』893頁)、当初 は 所 長 を翫 かず 、IE木illⅡ:彦が 主 事 とな っ た,,同年91」10
日に帝 国 美 術 院 の 要 請 に 答 え て提 出 され た帝ll{渓術1ちと附 属 〕こ術 研 究所 名 簿 に は 「'iこ事
iE木直 彦/所 員 矢代 幸 雄Iilll1き'舶`1噛fll―新 尾 高鮮 之 助if・.篤{'・ 助f菅 沼
貞三 木'ド龍 ・也 杉 田 益 次郎 中根 勝/'廿 務 「叫'fir託人給 近 清 松 原松 之11カ 〆嘱 託
関 野Ll〔II[llUl!1ゴ1窺丸尾:彰{郎 熊 谷㌃'i二夫 富 永 惣 ・・ 堀Jl:.モ友 」 とあ る(['帝国 慶術院
庶務 綴lIl芸016よ り).,また 同1」、「)こ三そイ}」二石ノ『'Ji三"jl・,こ見イ≡㌔三」 及 び 「)さ1'll1:研究 所ll匹務 分掌 規 租1
が 敷 か れ 、経 理 部 、 資 料部 及 び編 輯1祁が 置か れ た、 経 理 部 には 庶 務掛 、会 計掛 、 陳 列掛
の 三 つ を 置 き、'll:務嘱 託 の 大給 近1=.'lri,松原 松之11カ(1c);3〔〕年のみ}.fr淵'・1'}左1革∫門q931年 一)
が 事 務 業 務 を 執 り行 うこ とと な った,
1930(II召利15)でト1()月工71[1叫Dl〔・〕乏そ'ド」:':`:イ・変1講'i龍て～帝1+q)こfオ}f[;完1刑・塩嬬〕〔こ予1;】:{iJl:究ゆ臼粥,リテ∫覧
が 行 わ れ 、樺 山愛 輔 を 初め 数1凸人が 川 席 した1、また 、 開所 記 念 行事 と して 「浮f!til.山i
展 覧 会」 が 、10月17日 か らlgffまで 美 術研 ラ琶所 で 行 われ て い る、、
1934(昭和9)年10月 、開 所 肥 念 目が1〔〕1」18日と制 定 され て 各機 関へ 通 知 が 出 され(「美
術 研究所 庶 第101号」 日芸069)、以 降1976(昭和51)年 まで 、 關所 記 念 行 事 と して 展 覧
会 や 講 演 会 が 行 わ れ た(「 開所 記念展覧 会」 につ いては、 『資料編』77～93頁 参照)。
4黒 田記念室
黒田清輝 の画業 を顕彰するために、その作li[II1を常 時展♪1い公 開す ることは、黒田の遺
言 に具体 的には含まれ ていなかった,黒 川本 人が、 自らの作 品 を恒 久的 に展示する場 を、
遺 産に よってつ くるように明言 したわけではな く、 この件は遺 、1執行人によって企図 さ




黒川記念室 は窓が な く、当1時の西欧の美術館がそ うで あったように、天井か ら自然光
を取 り人れる展示窒 と して、1県田記 念館設計,―1初か ら2階 北側 に計lllliされていた。先述
の久 米の説明にあるように、黒Ⅲ家にあった黒 田清輝 の遺作 を中心 と し、久米や樺 山愛
輔 など、友 人知 人か らの寄贈作lll`1、また、照子 夫人が後に貿い戻 して寄贈 した作品など
が加 わって美術研 究所 の所蔵 品 となった。1928(昭和3)年121jlf]の披 露式 の際には、
黒 川記念室に黒田清輝の作IZI:117、中央廊'下に コランの作品が展示 され ていた ことが先述 の
久米の説明に よってわかる。久米 は2階 の全ての部屋の展示状 況 を説明 して はいないた
め、 この時点 での他 の部屋 の展示 は不 明であるt,約半年 後の1929(」171if不II4)年6月1こ作
られた 「美術 研究所案 内(稿 本)」に掲 載 された館 内説 明には、階段 をLが って右 側の
小陳列窒 に 「昔語 り」下絵が 、その左隣の休 憩察に黒 田家近親の 肖像1111iが、黒 田記念室
に油彩画が編年的に、i'iLの左 隣にあた る中陳列室 にデ ッサ ンが編年的に、廊下 には
コラ ンの作 品が、大陳列室 に は西洋 の画家 による複 製画が 展示 され ている と記 されて
い る(『資料編」886～887頁)v同案内には1階 の廊 ドに西洋の画家 による作 品の複製が 、
閲覧室に美術 品の写真が展 示 されている との記載があ り、黒 田記念館全体が、当時 とし
て は稀なほ ど充実 した美術 作品に触 れる場で あった ことが うかが える 〔図13〕。
開所当時の観覧規定 については.1935(昭和13)年1月 の 『美術研究所 一覧』 よ り 「黒




久米 が行 った 「此 ノ建物 本来 ノ
目的 トシテ 、故 人 ノ遺作 ノ黒 田
家二残 ツテ居 ルモ ノヲ中心 トシ
テソレヲ保存 スルコ トヲ私ハ希
望 シテi多 少計jilijヲ替ヘテ頂 イ









ー 陳列品二手ヲ鰯ル ・コ ト
ニ インク並二墨汁ヲ使月1スルコト
三 飲食及喫煙 ヲナスコト
第六条 観覧者本娩租二違反シ其他不都合ノ行為アリト認ムル トキハ即時退場 ヲ命スルコト
アルヘシ





年始(一 月一 日ヨリ同六 日マテ)
年末(十 二月二十五 日ヨリ岡三十一nテ)
夏期(七 月二'卜・一ロヨリ八月三十一・11マテ)
第八条 本所二於テ必要アル トキハ前条 ノ観覧11縛ハ臨時二之ヲ変更スルコ トアルベシ
但シ此 ノ場合二於テハ予 メ之 ヲ掲示ス
ここで定め られている観覧 日時 は、戦中戦 後の混乱期 などを除 き、原則 として今Hま
で守 られて きた。2001(平成13年)1月 か らの改II参によ り2階 全体が ギャラ リー とな り、
2002(平成14)年9月 か らは木曜11に加 え.L曜日の午後 も公 開される こととなった。
5黒 田清輝について
黒 田清輝(1866～1924)は、近代 日本の美術 に大 きな足跡 を残 した画家であ り、教育
者であ り1美 術 行政家であった。 こ とに明治中期の洋 画界を革新 していった功績 は大 き
く、その影響は、広 く文芸 界全般 に及んだ。現 在の鹿児 島県鹿児島市 に生 まれた黒 田は、
幼少時 に上京、伯父であ る子爵黒 田清綱 の養嫡子 となった。 先述の ように18歳で、法
律の勉学 を1ヨ的 にフランスに留学 したが、2年 後 には絵画 に転向 し、 ラファエ ル ・コラ
ンにllllPl∫した 〔図M〕。9年 問にわた る留学 中、アカデ ミックな教 育 を基礎 に、明 るい
外 光を と りいれ た印象派 的 な表現 を学 んだ 〔図15〕C,1893{明治26)年にザ"}国し、 日本
に外光 表現 をもた らし、その背後の リベラルな精神 ・思想 とともに大 きな影響 を与 えた。
1896(明治29)年には、美術団体 「白馬会」 を結 成、 またこの年創設 され た東東 美術学
Z5
,繭!野.校 西 洋 画 科 の 最初
の 指 導 者 と な っ
一 ・1齢,・ 、'た 。 以 後 、 黒 田
,罎{欝 田 響糧1・ ジ 響譲 は・この白融 と
蓼箪 三 ツ志1㌧,識ll
轡 と もに 、や が て 美
術 界 の 中枢 と な っ
1た 。 また 、画 家 と
14黒1川;,.it輝(1884年.パlJにて)15黒 田滑廊単三「赤髪の少女」1892fF して も
、 「智 ・感 ・
情 」、「lr:・:・7i.E31ilyり」な ど、ヨー ロ ッパ絵 画 の 底流 にあ るア カ デ ミズ ム と して の 「構 想画 」(grand
c(,mpositめ11}の茸Ill作を こ こ ろみ る な ど、 本格 的 な 餌 洋 絵 画 σ)移植 に 務 め た。 後 年 に は 、
絵illli制作 の か た わ ら、 貴族 院議 員 や帝 国 美術 院 長 を歴 任 し、 美術 行 政 家 と して 活躍 した。
先述 の とお り、没 後 、そ の遺 言 に 従 い 、遺 産 の 一 部 と と もに遺lt1111として 油 彩Ill肩25点、
デ ッサ ン170点 、写 生 帖 、 その 他 の 関 係 資料 が 寄 贈 され 、 黒 田 記 念室 に て 公開 され る こ
とに な っ た。








6月29日 鹿児島高 見馬 場に茎1三まれ る、,幼名新太郎C、父は
島津藩十 黒 田清 兼。
伯 父無Ⅲ清綱 の養嗣子 となる、
この前 年、名を清輝 と改める。高橋111一のIILI人縞田季治に
つ き、鉛筆画 な らびに水 彩画 を学ぶ。
寺 尾寿 につ き、フラ ンr.rrrを学 ぶr,外国語栄 校 フラ ンス語
科 二年級 に編 入 されるC、
2月 フラ ンスへ留学031]パ リのア ンステ ィテユ シ ョ
ン ・ゴッファールに入塾 、,
8月 ゴ ッファール廃校 とな り、10月 リセ ・ジンソン ・
ド ・サ イイに入学。
法律大学 に聴講 す る。パ リ滞在中 の山本芳翠 、藤 雅三、林
忠正 に画家 にな ることをすすめ られ、 ラフ ァエル ・コラ ン























法 律 学 校 に 人 学 む 夏 、 北 フ ラ ン ス 、 ベ ル ギ ー に 遊 ぶ 、1011
,.....を退 学
、,アカ デ ミ で ・コ ラ ロ ッ シ の コ ラ ン 教 室 に
お い て 絵 画 を 専 修 す る 、、
5月 は じめ て グ レ 一ーに 遊 ぶ 、,夏、ベ ル ギ ー 、 オ ラ ン ダ に 旅 行,
6月 以 来 、 グ レ ー に 移 り住 む1.,
3月 ソ シエ テ ・デ ザ ル テ ィス ト ・フ ラ ン セ の サ ロ ン に 「読 沸 」
人 選1,
31!明 治 美 術 会 策41d展 へ 参 考 品 と し て 「読ill:」出 品
7月 ベ ル ギ ー 旅 行 、,
ソ シ エ テ ・ナ シ ョ ナ ル ・デ ・ボ ザ ー ル の サ ロ ン に 「輯 汝」 人 選、、
7月 ア メ リ カ 経 山 で 帰 国 、,
10月 天 真 道 場 を 設 け 、 後 進 を 指 導 す る 。 明 治 美 術 会 第6
1111展に 「朝;1女」 出 品 、ll】月If清 戦 争 に 従 軍 、,
2月 従!IIより帰 る"31」 策41111内IIくmll」業li、lll覧会 審 査 員
と な り 「朝}汝」 出IIIIII,,裸体IIlli問題 お こ る1、
51」s;:1術 学 校 【満rilliとな り 、1叫洋lllrj科の7il"=if[とな る1、
6月r'1馬 会 を 創+f.する1,11」」泉 都 旅 行1,
1'f!,!会第21111展に 「智 ・感 ・情 」 「湖1畔1な ど を 出 ゜filly、
4月 東 京 庭術 学 校 教 授 と な る,,
白 馬 会 研 究 所 をli¥1池に お く[1
5月 ぎ度区欠,、7月ノ{リ窄i㌔1°リ111」呵IL草1夢乞会1こ 「.缶「㌔1噛1盛.」11零「」
「湖 畔1な ど5点 出 品 、 銀 賞 を 受 賞1,
イタ リ ア 、 ド イ ッ 、!」ン ドン`こ旅1'∫、 51115{1パ リ よ り帰 「司、,
5月 ド1馬会 機 関 誌 「光 族Ufi川L、
3月 衷 泉 勧 業 博 覧 会 審 査 員 、,81!文 展 審 査 委 娯 と な る 、,
10f1第11―li1に 「rl英蓉 」 を111品C,
10月 第2回 文展 に 「春 の 私 残 」 「テ リ ー 」氏 肖 像 」 「樹 か げ 」
な ど3点 出lffl」lr,
1〔〕月 第3回 文 展 に 「鉄 砲 百 合 」 な ど2点 出 品 。
4月 第2回 東 京 府 美 術 及 美 術 工 芸 審 査 貝 と な る 。711
文 展 審 査 員 と な る 。10月 第4回 文 展 に 「荒 苑 斜 陽 」 を 出
r.i
flllt,帝室 技 芸 員 と な る 、,
3月 白 馬 会 解 散 。8月 文 展 審 査 員 と な る(以 後 大 正7













日紅」 な ど3点 出品。
5月 光風 会創 立。6月 光風 会第1回 展 に 「菊花 」 など2
点 出品OlO月 第6回 文 展に 「習作」 「木苺 」出品。
3月 国民美術 協 会会頭 に推 され る。10月 第7團 文展に
「菊花」 な ど2点 出品。
1月 鹿 児島帰 省中、桜 島爆 発に遭遇す る。4月 東京大正
博 覧会審査 員 となる。5月 『清輝 画集』 第1集 刊 行。
同月 第8回 文展へ 「其 日のはて」 「もるる 日影」 出品。
10月 第9回 文展 に 「跡見刀 自 肖像」 出品。
3月 養 父清綱 逝去 、子爵 を襲爵。
6月 国民美術 協会会頭に再選。帝国美術 院会員 となる。
10月第1回 帝展 に 「木村翁 肖像」 出品。
貴族 員議員 に当選。
3月 ロ イヤル ・アカデ ミィ ・イ ンステ ィテユ ト ・オブ ・
オ イル ・ペ インターズの会 員に推 挙h
2月 フランス政府 よ り、 クロワ ・デ ュ ・コマ ンズー ル ・
エ トワール ・ノワル勲章 を贈 られ る。7月 帝 国美術院長
に就 任。
2月 フラ ンス政府 よ り、コマ ンズール ・ド・ロル ドル ・
ナ ショナル ・ド ・ラ ・レジ ョン ・ドヌー ル勲 章 を贈 られる。
5月 フランス政麻 よ り、グラ ン ・クロワ ・ドラゴ ン ・ド ・
ランナ ン勲 章 を贈 られる。




2帝 国 美 術 院 附 属 美 術 研 究 所1930(昭和5)年一一1937(昭和12)年
1開 所期の諸事業
開所 した美術研究所 は、従来か らの'13=`x':計画 を踏 まえて、本格的 に諸事叢に蒲手す る。
開所 に際 して刊行 された 『帝国美術 院附属美術研究所一一覧』(1930年ユ0月)に掲げ られ













輔氏ハ故子爵ノ遺志二従 ヒ遺産ヲ以テ行 フベキ適'11ナル事業 ノ選定 ヲ伯爵牧野伸顯氏ニー
任ス。乃チ牧野伯爵ハ帝国美術院長福原r二 白1二氏及東京美術学校長正木直彦氏 ノ意見ヲ徴 シ、
且ツ遺言執行人東京美術学校教授久米桂一郎氏 ノ希望ヲ参酌シテ左 ノ事業ヲ行フコ トヲ裁決
ス。
一、美術二関スル基礎的調査機関 トシテ美術研究所ヲ設クルコ ト
ニr黒 田子爵 ノ作品ヲ陳列 シテ同 子爵 ノ功績ヲ記念スルコ ト
三、以上ノ日的 ヲ実現スルニ適当ナル建物 ヲ造営スルコ ト
四、以上 ノ事業成立ノ上パ 切ー 之 ヲ政府二寄附スルコ ト






昭和二年二月、 美術研究所準備事業 ヲ開始シ、研究資料 ノ蒐集二努ム。
同 年十/i1東京市下谷区上野公園東京美術学校敷地ノー部ヲ選ビテ建築ノエヲ起 シ、
翌昭和三年九月竣功シタルヲ以テ之ヲ黒田記念館 ト名ケ、館内二黒田子爵記念室ヲ設ケテ同
子爵 ノ作品ヲ陳列 スル外、美術研究準備事業ヲ此処二移シテ之ガ進捗 ヲ計ル。
昭和四年五月、 各種 ノ準備成 リシヲ以テ遺言執行人ハ建物、黒田子爵作品、美術研究所




























三、物 品 ノ監守受払 二僕」スル 匡jl二項
四、土地建物 ノ監守 及営繕二 関ス ルll`項
五、電話 、電灯 、瓦 斯、水道 及1暖房二関 スル才」臼頁
六、傭 人 ノ身分二関 スル事項
陳列掛 ハ左 ノ肇項 ヲ掌 ル
、ー 陳 列 及展 覧二関 スル1」{項
:、陳列室 ノ管 理
三、故黒田f爵 関係遺 品 ノ保管
第四 条 資料 部二整理1卦及写真生卦ヲ置 ク
整理掛ハ左 ノ事項 ヲ掌 ル
ー 、図害写真其 ノ他研究 資料 ノ整理 、 口録編 纂、保管 、出納及閲 覧二関 スル呈拍頁
二 、ICI・llll:及閲覧 室 ノ午現:理
"」二↓輿判十ノ、Zj:ノ'巽工τ{ヲ掌'レ
・、写 弼 最影二 関 スル・1阜項
:、写 真原板 ノ整理 及保hYF;'lrr
こ、写 真室 ノ管理
第11:条編輯部 二1澗査掛 及出版 掛 ヲli醍ク
調査1卦ハ 庭術 二関ス ル諸'1`項ノ調 査及編ll財ヲ掌 ル
出版掛 ハ出版 二関スル事 務ヲ掌 ル
庭術研 究所'II梁ノ概1提
美術研 究所ハ)こ術 二関 スル事項 ノ基礎 的調査及研究 ヲナ スコ トヲ以テrl　Jトス[)此ノ為二
行 フ事 業 ノ大1ノ 如 シ1,
・、研 究 資料 ノ蒐集
(一)美 術III`㌔ノ写 真其他複 製類
(二)模 写 及模 造類
(三)図 神、雑誌及 目録類
研究 資料 ノ蒐集ハ事 業 ノ基本 タル ヲ以テ 、絶エ ズ之 ガ拡充 ト整理 トニ努 メ研 究調査 ノL二
遺憾 ナ カラ シメン ト1,,,右ノ中 、r,術品 ノ駒'棋 他複 製類 ノ蒐集ニハ特 二重キ ヲ澱キ 、既二
腿作或 ハ川版 セラ レタルモ ノヲ購 人 スル外 、'【で研究所 写真掛 ニ ヨリテ原作 ヨ リ撮影 ヲ行 ヒ新
資 料 ノ.,.二努ム、参 考図lll二類 就 テモ亦既1;IJ図昏 ノ購入 ノ外 、印刷セ ラ レザルモ ノハ写本
ノ製作 ニ ヨリテ之 ヲ集ム.,
:、1凋在及編 輯
31
調査及編輯 ノ事項ハ其ノ種類多ク且ツ随時必要二応ジテ項 目ヲ加 フベキヲ以テ、戴二悉ク











出版ハ前記資料 ノ蒐集及編輯並二美術二関スル諸事項 ノ調査 ノ進捗 スルニ従ヒテ逐次之 ヲ
行フn其 ノ主要ナル種別左ノ如シ。
(一)時報 定期刊行物
(二)研究報告 不 定 期










開館 当初 は、資料収集 、調 査研究が精力 的に行 われ、成,果の刊 行が順次実現 されていっ
た。 また、啓明会、美術懇話 会 など関連団体 との連携 を行い、諸事業の拡大 を図 っているn
具体的な活動 の内容 について は 「戦前 の古 美術研究」(本書131～146頁)に詳 しい。 また、
この問に行 われた資料収集については 『資料編』の 「東京文化 財研究所所蔵 拓本総 口
録」(452-L545頁)、「同 龍 門石 窟造像銘記拓 本 目金剥(546-一一608頁)、「矢代幸雄収 集
西洋美術関係図版 目録」(635～658頁)を、調査研究 について は 「戦前期撮影調査 票一
覧」(283-4fi1頁)、「和 田新調査撮影記録」(6⑪9～615頁>1「尾 高鮮 之助調査撮影記録 」
(616-一一634頁)を、展覧会 については 「開所記念展 覧会」(77～93頁)、「ビニ ョン氏 招
32
1沿111・
膀委員 会主催英 国水彩111;i展覧会」{659-662頁)を、出版刊 行については 「『)き術dill'』
総 目次 」(702～742頁)、「東京 文化 財研究所lll蔵Fl」行物 ・覧」[815-864`Dの各資 料
をそれぞれ参照 されたい.
1930(昭和5)年11月 、IE木直彦 が帝llミ1美甜ll院長に就任 したため、 美術研 究所1:1一を
辞任自矢代 悔ll{がiこ事とな り、開所以 前か ら聚術研究所の具体的構想 を担 って きた矢代
によって諸 雅業が帝り1されるこ ととなった,、
開所 以前か ら、)隻術研 究所事業の遂行のためには黒田清輝の遺産のみで は不足である
ことが 関係 者の問で認識 されてお り、政府か らの予卵が1928(昭和3)年 に約 されていた、
また、1929(昭和4)年9月 か ら11:ま で、財団法人啓明会の援 助を受 け、肖:山(和
m新 が西 アジア美術研 究のため海外出張 し、1931(昭和6){卜1011から1年 間、尾高
鮮之助 が文部省在外研 究員 として南 イン ド、西 アジア、欧 米へ の調 査出張 をするな ど、
文部省 な ど政府 との連携 も図 られていたが 、 さらに関連団体 と して1931(昭和6)flqI
月21日 美術懇話 会が設 、7:され 、11こ木直 彦が}:lil'lf長、理事 に和田 英作 、川合'1{堂、 矢代
幸雄が就任す るC,IIゴ1会については本、ll:「関1里団体 」に11しいが、 美術研究所 を例会llト1催
の場 と したほか、II∫1会i三催の展覧 会も..術研究1り1を会場 と して開催 され た(展 覧会 ・講
演会0)・覧及び川IIIIII【録は、『資料編」「s;.il催 展観及びfl1昨:話等」663-696ガ〔、会11
-・覧は、「庭術懇話会会員名簿」697-698頁参照}、
1932(Ill杯II7)年1月IIⅡ、 美術研究所の編 集 ・1:1」行になる 『rJt術1研究」 が創 「llされ る1,
これは'11初か ら構想 にあ')た 「)亀術研 究所1論叢 一1が実 現 され た もので 、矢代 幸雄に よ
る 「美 術研究所 の設 、ン:と美材}f研究の発rll」を巻頭に、11∫山薪の 「夕一 ク ・イ ・ブ スター
ンの彫 刻」「海外彙 報.1「図版解説」「)芝術{ilr'i17j.彙報」「等伯illll説(校PID」が掲載 され
た。 『美術研 究』 は1美 術研究所の 後身 であ る当研究所)き術 剖;によって編集Fl」行が続い
てお り、その体裁、理 念 も当初の ものをり1き継いでいる 体ill・「〕嘩fSlr'」ピ与1二」の項及び 『資料
編」「『美術研究』総[1次」702-742f惨1{〔1)1、巻頭 論 文で矢 代は、美術研究所設立の経緯
につい て述べ、その事業 を説明 した後に、)隻術 に関す る資料の収集 ・整理 ・公 開が 予算
等の制約 に よ り一卜全 に行われ ていない現状 を鑑み 、「美術 に関する基礎 的調査 に精力 を
集中 して、その結果を社 会 般 に提供 して行 く方が、急務 とE:7ふ可 きである」 と述べて
いる、,そして 「研 究所調査事∫頁の原則的 大綱 」と して 、第一に 「東洋美術総 目録 」の編 纂、
東洋 庭術家伝記の集成、落款 ・印譜 集成、 庭術関係根本 史料の編纂、第二に美術関係の
X献 「i録の作製.第1にIMく 美術年鑑の編纂、第四に海外iil機関 との連絡協力、第i.に
襲術 行政 ・教育 に関'4るー調査、第六に未着Pな が ら美術 に附 尋邑る技法材料の調査研 究'」.
裳を挙げている1,ここに述べ られた 方針 に従 ・♪て'1喋が進め られ、1932{昭和7)年 には
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「美術研 究資料第1輯 支那古版画 図録 』、1934年には 『美術研 究資料第2輯 吉備大
臣人唐絵詞』が刊行 されi以 後 も 『美術 研究資料』、 また1938(II召和13)年に 『日本美
術資料1』 がrl」行 された。 さらに前記の 「調査事項 の原則的大綱」 の第一 に挙 げられた
「E1洋美術総 日霊剥 の編纂の成果 として、『東 洋美術文献[]録』 が1941(111{和16)年に
1:1」行 された、同書 は、明治、大正 、昭和17JII和10年1斐まで〉年 間に、国内で刊行 された
50{〕種 を超 える定期刊行物に所Sさ れた古美術 に関 する 文献 を採録i編 集 した ものであ
り、'li研究所な らで はの組織的な編纂事業であ った(臨1幼ii繍1[についてはi「企画情報部」
中の)芝術部及び情報資料部の戦前期の記述を参照 されたい),、
1932(昭和7>年1月2⑪11、美術研 究所で帝li{1美術院連絡 委員会が 開催 され、明治大
II膿術 史編纂委員会σ)提案に全員一・致で賛成、編纂 委員及び事務 を矢代幸雄 幹事の もと
r.術研究所所 録が担 当す るこ ととなる
nこ の事 業は、1927(昭和2)年6月 に東京府美
術館 を会場 に行 われた朝Il新聞社kf崔による 「明治大.【ll名作展1彦包会」の収益 が、帝国美
術 院に寄附 された こ とに端 を発す る、,1932年61`1.同院内に 「明治 大IE)亀術 史編纂 委
員会」が1没聞され 、美術研究所 内に 「明治大正美術 史編 纂1㍗i二」が'1L..xけられ 、尾崎夏彦が
iこ任、限 元謙次郎が嘱託 となった(同 編纂事 奨の詳細については、Iiii黛前の近代美術ii牙究」
中ぴ)147～152頁参照〉。
この事 業 と並んで、美術 研究所の近現代美術 史に関す る調 査研究、,...の11'・.
要な部分 をなす 『日本美術年鑑』の編纂 は,135(Illi和10)年に具体化 してい ったこ とがi
同 年12月131i付けの書類 「ll「{和10年度 美術年鑑編 纂計illli及び出版llhl1梓1吏1劉によっ
て わか る。1年 間に行 われた展覧会、刊 行 された美術関係 図lll:及び定1む∫1:1」行物所載文献、
物故 した美術家の略歴 を掲 載 し、毎年の美術活動 を記録す る 『iレド)島術 年鑑」 は、明治
尺年に美術 評論家岩村 透の構想 に よってII旦i報社か ら:1:IJ行され た ものを噛 矢 とし、1927
(昭和2)年 か ら数年間 は朝 日新 聞社 編 と して刊 行 されたC、美術研究所編 集 による 『H
本美術年鑑』 はその流れ を汲む もので あるが、編集のために収集 され る資料が研究所 資
料 と して整理 ・公開 され るものであ り、また、同年鑑に掲載 され る文献 日録が、矢代が
研究所 の 『美術研究』 創1二ll号の巻頭論文 に 「研究所 調査事項 の原llll的大綱」 として挙 げ
た 「美術関 係の文献 目録 の作 製」 に結 びつ くものであ った、 とい うように、それぞ れ
が全体 の美術研究所 構想 に資する ものであった(詳 細は1「戦前の近代美術dill」中の159
～161頁参照)。
この間、研究所の 「美術 上ノ国際連絡機関 トシテ将来職 能ヲ発揮」す る機 能 を一 身に
担 って、矢代 は頻繁 に海外 に赴 き、海外の美術関連機関 との交流 を図っている。1932(昭
和7年)11月24日 、矢代 はハ ーヴァー ド大学 に教授 と して招聰 され 日本美術講義の た
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め渡米 し、1933(昭和8)年7月6日 に帰国。1935(昭和10)年5月 には渡英 し、 ロン
ドン大学 コー トー ル ド ・イ ンステ ィテユー トを中心 に英国諸大学で東1羊古美術 に関す る
講義 を行 った(『美術研究』42,1935年6月)。この 英国滞在 につ い ては 矢代幸 雄の 『私
の美術遍歴」 に詳 しい。
美術研究所予算は帝国美術 院予算中、文吝1三本省の学術研究及奨励 費(美術研究及奨励費〉
に紅み込 まれ、通常の事 業費 ・人件贅である経常費 と、そσ)他建物僧繕な どのための臨
時 費に区分 され ていた。開設時 の研究所 運営予算 は経常費部分にあたる。
「昭和 九 年 度美術 研 究所 概算 要 求増 減額 事項 別 明細書 」(「帝国美術 院附樹美術研究
所昭和九年度概算書」日芸047)内の 「予算不足補 充二要 スル経 費」 項 目に は、「美術研
究所ハ 昭和五 年設置 ノ際予 算額三 〇、○ ○○円 ヲ以 テ事業 ヲ計画 セラ レタルモ、昭和
六年度 以降減 額セ ラレテ現 在二至 リ、昭和入年度予算 額ハニ三 、五二七 円ニシテ三〇 、
○OO円 二対 シ六、四七三 円ヲ減 ズ」 とあ り、運営 の困難 をうかが わせ る。例えば 人件
費 に関 しては、1932(昭和7)年 は1万6184円で3428円の不足 、翌 年 も1万6184円で
3789円の不足 とな ってい る。物価や 人件費の上昇 を考慮 する と、運営は 目筑通 りとい
うわけにはいか なかったよ うで ある。 また研究所運鴬 の上で、恒常 的な施設設備の整備
は必 要不可 欠で あ り、営繕 に要す る臨時費の要求 も行われた。
営繕 に関 して は、書庫建設が 当初か ら切望 されて いたところであった。 開設 当初 、:書
庫 には事務室の2室(各 室7坪 半)が 充て られてい たが 、資料の増加 による保 管場所 の





本館修繕 費2千 円(各 窓サ ッシュ塗料、各窓 口覆全般、内部天井及壁面ペンキ塗替等)
翌1935(昭和10)年 に、実 際に配 分 された営繕費は、要求 していた建設 費用に は満
たなか った ものの、計 画 を幾分変 更 した上 で、書庫 を着 工、1935(昭和10)年1月28
日に黒 田記念館 に隣接 して 書庫(鉄 筋コンクリー ト造、二階建、延面積129㎡)が竣工 し、
美術図書館 と しての機 能の拡充が図 られた。工事 にあたって は資材置 き場等の ため 、東
京美術学校 の土 地 を一 部使 用するための借用 申請を してい る。期 間は1934(昭和9)年
9月3日 か ら1935(昭和10)年1月15日 であ った(『土地建物関係書類』 〔東芸006〕所収
轡類 「美会等100号」より)。この年 に増額が 認め られたのは建設費のみでr経 常費 白体
は増額 されず、不足 が出た状態 の ままであった。翌1935(昭和5)年 度の概算書で は臨
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たが 、同年の概 算書 には 「其 ノ中一・
双 ノ ミハ現在使 用中 ノ木製 蒔架 ヲ移
シテ当分 ノ中使 用スルコ トヲ得ルニ
依 リ、本年度二於テハニ階 ノ ミニ書:
架設備 ヲ要ス」 とあ り、木製 の書架 に変更 された ことが わかるUl司年の;ll:架設ii'1ぜ甘は、
要求 よ りも多少の減額があったこ とが認め られ、書棚 は1、2階 に配 されたr,
2年にわた る書庫新嘗 におけ る配分額 は、神 奈川県立近代美術館蔵 「昭和18年 度概


















建 築1L 建築年月 起弁費lI
九 、 七 二 〇 円 昭 和1・年 ・月 剰1営費





周知の ように、1935(昭和10)年は帝国美術院 に大 きな変化が訪れた年である。その
主要 な原因は、帝国美術院展覧会(帝 展)と い う展覧会と、それが引 き起 こす美術の創作
上の問題で あったが、その変化の 波は同院の附属 とな っていた美術研究所 に も及んだ。
1907(明治40)年に開設 された文部省美術展 覧会 は、1919(大正8)年 に帝 国美術院
が発足 したの に伴い、帝展 となったが 、官展開設以来20年 以上経過 した1930年代 にな
36
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る と、官展の社会的権 威の確 立と並行す るように、いわゆ る官展風の作風 が出来、作家
の 自由な制作 と研鐙 を阻㌃i手す る傾向が著 しくなっていた。 こうした矛盾に対応 する処 置
を望 む声が 高 ま り、いわゆる在野 団体 をi5みこむ総 合美術展 を 目指 して、政府 は1935
(昭和10)年5月28日 、帝 国美術 院官制及 び美術研 究所官制lilll定の件 を定 例閣議で決定
し、同II、文部省が内定 した院長 と会員49名の氏 名を発 表 した,,この改組は 、時の文
相が松 川源治であ った ところか ら、松 川改糸11と称 されるが、和川英作、横iii大観 な ど極
めて限 られた美術家にのみ意 見を徴 してな されたため、美術 界に不満が続 出 し、議論百
出の状 況 となった:,そのIllで、改組第lilii帝展は1936(昭和ll)年2112511から3月
2511まで と決定 されたが、1936(1昭和11)年2月1日 、松 田文相が急性心臓麻輝で死去,,
第1回 展は改組 反対の諸団体 か らの出品が な く、会期中に2.26事件が起 きたこ ともあっ
て 、入場者 は低迷 した。2。26事件 後に組 閣 された贋田弘 毅内 閣の 文相 は、平生鉱1郎
が就任 し、紛糾続 く帝 国美術院問題に、再改組の 方針で取 り組み 、展覧会を帝lK渓術院
か ら切 り離 して文部省主催 とす る案 を打 ち出 して、1936(昭和ll)年811411、文部省
美術展覧会規則 を制定 して新 文展 が開1没されることとなる、,
この改組 に伴 って美術研究所には次のよ うな変化があ'・た、,1935(lll{和10)年6月lll、
美術研究所 官制(勅 令第148,ナ・「関係法規(抜 粋)」『資料編』893i'i,.)の制定公 布によ り、
所内の体制 も次の ように変更 された。 第一・にi三嘱を改め所 長を置 くこととな り、和 川英
作が美術研 究所所長 に任命 され、新たに所 員 ・助 手 ・11ii:記のま曽員配置がな された、,経理
部に三掛 の体制は、この事務 分掌 規程制定で もほぼ変わらず 「庶務会計 及 ビ資料展観二
関 スル事務 ヲ掌 ル」と して 裳務内容 に変 更はなかったが 、'拝務嘱託の大給 、岩淵の他に、
il掃己一 人がllモ規雇川 されるこ ととな り、元助r一である木 ド龍 也が登川 されている1,ll}:記
は 「ヒ司ノ指揮 ヲ承 ケ庶務二従事 ス」 と規程 され、経理その他庶務部門を担 当 した もの
と推 測 され る。 この後il}:記に は、庶務掛の雇 員であ った今 関孝康 が一時 昇格 したの ち、
下村英 時が新 たに採川 され、戦後の改組 まで任にあったC,また、r::,記設置 とi司時に東京
美術学校書記(会 計掛長)筒 崎、雛齋が嘱託 とな り、諸業務を補助 したと思われる。
第二 に、 この改組に伴い、.,.術研究所 に研究部が設け られた。1930(昭和5)年10月
に制定 され た 「美術研 究所事務分掌規程」の 「第二条 美術研究所 ノ事務 ヲ分チテ経理
部、資料部 及編輯 部 トナ ス」は、1935(昭和10)年より 「第一条 美術研究所 ノ事務 ヲ
分チテ研究部 、資料部及経理剖ニトス 研 究部 ハ之 ヲ第・一祁、第二部 及第三部二分 ツ」 と
改IEされて いる、,従来の編輯 部は 各々研究部 に附属する形で設置 され、所属研究部の研
究及び成 果発 表の為の編 集を行 うこととなった、,









一 般 会 計
増減要求額
事 項 明細害丁数 経 常 費 1臨時費 計
営繕に関する経費 一 ○円 四二、四五〇円 四二、四五〇円
一 写真窒及科学 一 0 三五、四五〇 三J.i.、四 五 〇
研究室新営
二 轡庫増築 三 0 七、OOO 七 、○○○
(略)
科学研究部設遣二 一 三 四〇、○○○ 二〇、○○○ 六〇、○OO
要スル経費


























地均排 水Il事 ・式 一・、{OO円
一 、書 庫増築
美 術研 究所 翻1:ハ本鮮1二隣接 ス ル建坪i・九坪 余弐1塒建・・棟 ヲ有 スル ノ ミニ シテ其 ノ収
蔵力 甚 ダ少 ク図111:研究資料 ノ1併加二伴 ヒテ現 在既二狭溢 ヲ告ゲ速二之 ガ拡弓1乏ヲ必 要 ト
ス ル状態 二在 リ而 シテ此 ノ建物 ハ将 来第.三階 ヲ増築 シ得 ル様 設計サ レタルモ ノニ シテ
現 在 ノsisヒヲ第 こ階 ノ1末トシ其 ノ上二簡便 二増 築 ヲ為 スコ トヲ得 ル ヲ以 テ左 記経 費 ヲ
・要求 ス
営繕 費
新営 費 七、○○○ 円
書庫 増築 費 六、○OO円
区 分 構 造 延坪数
書 庫第三階 鉄 筋 コ ンクリ 一ート造 ・.IZ、fl二lll三坪
附帯工事換 気装置 に事電燈1二1「1し他 ・式
設備 費 ・、○○○ 円
区 分 構 造 延 長










美術 ノ材L判・技法ミ1}.二関スル科学的研'究及 ビllr美予イij調査1二於ケル科学:的方法 ノ利llj等ハ、1】∫
美術li,ll究、 〕廷術品 ノ永久的{暑と存1現 代及ビ将 来二riル我ガ11{渓術 ノ発1韮等 ノi:二'f効適切
ナル参考ヲ供シ 一ー般 〕こ術界ヲ神孟継 べ判 喋 ナルヲ以テ建術研究所ハ従来之ガ実施ヲ計画
シ其ノー試験 トシテ赤外線写真二依ル占)告術研究ノ実験等二着手 シツツアリト雌モ右ハ僅
二其ノー部分ニシテ現在 ノ経 費ヲ以テハ ヒ述 刈1的 二適スル'1礫ハ到底之ヲ実施 スルコ ト
能ハズ之ガ為ニハ科学研究部ヲ新設シテ専任 ノ技術的職員ヲ置キ実験寮機械器具等 ノ設備
ヲ為スコ トヲ必要 トス伍テ左記 ノ経費ヲ要求ス
区分 金 額 備 考
経常費
文 部本 省 四〇、○○ ○円
俸 給 四i八:1i.○円
内訳 奏任俸 給 技 師 一・人'ド 均 年俸 二 、八 八〇Ilj
判任俸 給 技手 二 人 弔均 年額 九八一11二f'3
学 芸研究 及奨励費 三五 、一・π○ 円
二 、 八 八 〇 円






雇 員 一人 年額

























ここには、事業惜想 にあって未着手 とされていた 「美術上の技法 ・材料 に関する調_'t
研究」 を含み、赤 外線撮影な ど光学的手 法を も視野 に入れた 自然科学的調査研究部 を実
現 させ ようとする意図が 見え るが、科学研究部は この段階では実現 を見 なか った。
一方 、新文展 開設によ り展 覧会主催 を担 わな くなった帝国美術 院につい ては事業の見
1貞二しが行 われてお り、そ の動 きの中で1937(昭和 五2)年5月、美 術研究所 の所属 につ
いて も、黒田 の選言 執行 に当た った者 を中心 に検討 されてい たこ とが、正木直彦の 日
記である 『十三松 堂 日記』 に見える。それに よる と5月12日 、華 族会館 で牧野、樺 山、
和田英作 、赤間信 茂が美術研 究所独立 について協議 し、正木 よ り、清水美術院長の了 解
を求めた後、樺 山 と一緒 に文部当局へ 申 し込 む こととなった。同 日記の5月15日 の項
には、美術研究所官制 を改革 し、独立 させる ことにつ いて、寄付者(樺 山ら遺言執行人)
が賛成 し、美術 院長 もそ の旨了解済み として、文部当局へ伝 え、当局 よ り大体 同意のため、
正式 に美術研 究所 か ら官制改正 の内 申をするよ う求め られ た とあ る。6月24日1勅 令
281号(「関係法規(抜tU>」『資料編』893～894頁)をもって帝 国美術 院 を廃止 し、帝 国




3文 部 大 臣直 轄 美 術 研 究所1937(昭和12)年～1947(昭手[122)年
1新 たな事務分掌 と諸事業
この時代 の美術研究所 は、前年に起 きた2.26事件以後 、戦争へ と向 かう11財目を色濃
く反映 してい る。矢代を初め とす る所員の中国大陸への出張ほか、アジアとのかかわ り
を深め る一方 で、1940(昭和15)年に設立 された東洋美術 国際研究会 との連携 を強めて
い る。一 方で 、1942(昭和17)年、複数の所 員が免官 とな り、美術研 究所 を構 想 しその
実現 にむけて牽 引 してきた矢代幸雄が辞職す るなど、 人事面での動 きが大 きかった。
1937(昭和12)年の改組 に よ り、帝 国美術 院 は帝 国芸術 院 となった。1907(明治4⑪)
年に文 展が開催 されて以 降、その審査や展覧 会の運営 に関 して紛争が絶 えず、帝国美術
院の設置及びそれに伴 う帝展開催の動機 の一 つ もそ こにあった。帝 国芸術院の設概 も美
術 界の紛争の禍根 を断つ ために再度、文部省 主催で展覧 会を行 うこ とと し、美 術のみ な
らず、芸術 全般 にわたって奨励 しようとす る意図があ った とされ る。1937Uli{和12)年
6月24日付 嘗報の勅令 第281号(「関係法規(抜 粋〉」「資料編」X93-一$94頁〉に より、美
術研 究所 は帝 国美術院附属 を離れ文部省管轄 となった。 これによ り、予筑決算 をは じめ
とす る会計 その他 の事務が、従来 よ りも所 内で独 自に処理 される ようになった。1937[p
和12)年度 よ り、文部 省宛 に職員数や事業概要 をまとめた 「年報」の進達 を義務 づけ られ、
毎年度分 を翌年5月31日 までに提 出する こととなるtY
1937(昭和12)年11月29日、美術研 究所長職務規定、美術研究所事 務分掌規定が、『美
術研 究所一覧1(昭和十三年一月)に 以 「の よ うに制矩 されるn
美術研究所長職務規程G1召和1・一二年1・一月一二卜九日文部省訓令)
」条 所長ハ判任官 ノ進退 ヲ具状シ及高等官 ノ進退二付意見ヲ具ヘテ文部大臣二稟申スル
コ トヲ得
第二条 所長ハ 文部大臣 ノ許可ヲ経テ嘱託員ヲ置クコ トヲ側
第 こ条 所長'll故アルトキハ 文部大臣 ノ'SI1丁ヲ経テ高等官ヲシテ其事務ヲ代理セシムルコ ト
ヲ得
第四条 左 ノ噴項ハ所長之ヲ専行スヘ シ
・一'拝務 ノ分課及職員ノ事務捕任 ヲ定ムルコ ト
ニ 所務細則 ノ制定及改廃
41
三 俸給月額八拾五円以下 ノ雇員ノ進退二関スルコ ト

















ー 定期刊行物 「美術研究」 ノ編纂及出版
二 其他不定期刊行物ノ編纂及出版







三 美術上 ノ国際連絡二関スルコ ト
第五条 資料部二於テハ左 ノ事務 ヲ掌ル
ー 図書、写真其他研究資料 ノ蒐集、整理r目 録編纂、保管及出納二関スルコト































第入条 各部二主任 ヲ置 ク所長ノ命ヲ承ケ部 ノ事務ヲ掌理ス
従来 と比較 して変更 された点 としてrl935(昭和10)年の規定では 「第一部 東洋






ただ し、同年度の 『年報』 によれば 「第三部 ノ事業ハ未 ダ実 施二至 ラズ」 とあ り、「西
洋 美術 に関す る調査研究 編 纂及び出版」事業 は、規定 は された ものの、未着手 であった。
1937(昭和12)年度 の予 算 は、前 年 の3万 円台 を大幅 に上 回る5万8052円とな り、
飛 躍的に伸 びた。1937(昭和12)年度の概算 要求にお ける 「科学研究部設置」 及び 「写
真 室 及科 学研 究室新営」 に関 してその 一部が 認め られ、1938(昭和13)年2月12日 、
,y.真室1棟(木 造、延而積97㎡)が竣工す る。 この建設 の4n」1東京美術 学校 よ り49坪
を追加借用 してい るQま た同年3月25日 には、本館 と写真室 を繋 ぐ渡 り廊下 を建設 し、
行 き来の利 便性 をはか った。「科学研究部」 設置 に関 しては、1939(昭和14)年度の概
筑要求 まで継続 して計画 し、予 算要求 を続 けている ものの 、昭和13年 度 『年報』中 に 「現
下 ノ時局二鑑 ミー時予算提出 ヲ留保 ス」 とあ り、以降予算要求 を していない。 この計画







美術研究所ハ帝国美術院 ノ委嘱ニヨリ朝 日新聞社 ノ指定p附 金二五、OOO円(年 額五、
OOO円 五ケ年継続)ヲ 以テ昭和七年度 ヨリ明治大正美術史編纂 ヲ開始 シタリ。然ル所昭
和一トー 年度ヲ以テ右寄附金終了シタルヲ以テ本事業 ヲ美術研究所二於テリ1継キ編纂二従事




リシガ(一 〉西洋美術 ノ研究(二)西 洋二於ケル東洋美術研究ノ趨勢二関スル調査(三 〉
美術上ノ国際連絡及日本美術ノ海外宣伝其他 ノ調査研究 ヲ掌ル為新二第三部ヲ設置スルノ
必要アリ伍テ之二要スル経費左記 ヲ要求ス
西洋美術や国際連携 を分掌する第三部は、組織上すでに成立 していたが1『年報』 に
見 られるように未着手であったことから、実質的な稼動 を目指 して 「第三部設置」が記
翼
工 沿,i'1`
述 され た もの と推 測 され る、、この 構 想 は次 年度 に も引 き継 が れ 、 また 、新 た に 「目本 美
術 精 神 宣揚 」 「1JI5術 ノ調 査研 ザ別 「)き術 研 究所 設i;'是1'周年紀 念 出1紅父」 な どが構 想 され











三、明治大正 美術 史編 纂
一、明治文 化研究 ノ趨 勢
明治以 降ハ我 国運 ノ世 界的躍進時 代ロニシテ 、共史実 ヲ今 ロニ於テ調 査シil'1クハ、 永 ク
昭代 ヲ後世 二伝 フ ル ト共二将 来二於 ケル躍進 二備 フ ル所∫抜ナ 怯 、故 二臨 時帝室編修1司
二於 テニ十年 ノ長キニitリ明治 ノく1揖卸紀 ノ編 纂セラ レ タル ヲ始 トシ、官 私各 ノ∫面 二於
テ此 ガ調査研究 ハxト シテ進 行 シツツア リ、K部 省維 新史料荊li纂'」f務局 ノ維薪 りご研
究 、外 務 省 ノ外 交 文lly公1二i1.大1歳省 ノ1け政 史柵 簗、明治r裳 史、明治 虻学史 等 ノ編 聡
ノ、'ノ皿貞諸:一ヲー 1レ姿交{列トス
:、明治 大il・:'術史編 纂 ノ急務
iり」治 大IIヨ時代 ノ)劉lfハIld運ノ躍進 二伴 ヒテ、1U隆盛ナ ルコ ト殆 ド前lfl二比rlr:1〔ナ ク、 日
本近[[i於 ル 文化進展 ノ好個 ノ紀 念llしIIタリ、,然ル∴此 時代 ノ庭術 二関 シテハ従 来信愚
スベ キ研究 ヲ/aク欠キ.片 々タル概説 ノ:{ヲ 卵 フルー;ILレバ、 前記 ・般K化 、科学
方面 ノ研究 ノ趨 勢 ∴鑑 ミテ遺憾 トスベキハ ぽヲ要 セザ ル ノ ミナラ ズ又1乎恥 二於 ケルK
化'arl二備 フベ キ1兵要ナ ルY.71111門ヲ無 視 スル ノ磯 ヲ免 レザ ルモ ノ トス、,Irllモ明治初 年以
来僅 カニLレ 余年 ∴ シテ 其 業紋 ヲ調 査 スベキヤ鉢粘 叱クモ散逸 二頻 シ、之 ヲ博:捜シテ保
存 ノ完幣:ヲ期 スルハ刻 ドノ急 務 ダリ、傷テ ドlr己ノ方針 二 基キテ資料 ノ蒐集及編 纂 ヲ進











此中(一)(二)等 ノ既刊資料ハ従来ヨリ蒐集二努 メタレドモ(三)以 下最モ重要



















日本美術精神ノ宣揚二当リ最モ有効適切ナル方法 トシテ実施スベキ項 日左 ノ如シ
(一)「日本美術 資料」ノ出版拡充
「日本美術資料」ハ日本美術各時代 ノ名品ヲ収録シテ解説 ヲ加へ、国民教養 トシ
テ美術ノ智識 ヲ普及 シ、ソノ精神ヲ作興スルヲ目的 トシ、昭和十二年慶以降美術
研究所二於テ刊行中ニシテ、掲載図版ノ選択及解説 ノ適正、複製技術ノ忠実ヲ以
テ迎ヘラル・所ナルモ、何分一年間ノ収載図版僅カニニ十種二過ギズ、国宝及亜




有効二使用セ ン トスル方面ヘ ノ普及甚シク困難ナラシメツ ・アリ、仰テ本躯業二
於テ別二年八十種 ノ編纂ヲ行 ヒ現在実施中ノニ十種 ト併セテ百種 トナシ、之ヲ左
記 ノ如ク頒布シテ、日本精神酒養ノ根本的資料 トシテ活用セシメ、且外国文摘要
ヲ附シテ日本美術 ノ精華ヲ外国二宣揚セ シメントスルモノナリ(以 下略〉
(二)国民二美術二対スル智識ヲ普及シ其教養ヲ高ムル為ノ教材資料作製並二頒布
イ、美神f文イヒ[映蘭ノf乍製
教育上映画ノ有数ナル特性ヲ利用シテ美術及其母胎 タル 日本ノ自然r國 土、
一般文化二亘 リテ其特質ヲ宣揚 シ、国民精神 ノ酒養二資セントスルモノニシ
テー年間二種(約 五巻)ノ 十六 ミリ映画 ヲ作製 シ、之 ヲ美術研究所二於テ使
用スル外、プリン ト四十組(二 〇〇巻)ヲ 頒布(有 料)又 ハ貸与(無 料)セ
ントスルモノナリ
ロ、幻燈板製作及頒布
映画 ト同様ノ目的ヲ以テ教授用及講演二使用セラル ・様編輯シ解説 ヲ付 シテ
頒布ス、一年問ノ製作枚数二千枚(五 〇枚一組四 卜組)ト ス
(三)美術ノ智識普及 ヲ目的 トスル諸事業ノ開催
イ、展覧会及講演会 ノ開催


























無数 トモ言フベキ我国ノ美術作品1建 築、彫刻、絵画、工芸、書蹟等 ノ各種二亘




為ニハ調査員二名技術員二名計四名ヲ以テスル出張班二組 ヲ作 リ平均一圓十 日間




























講師ハ美術研 究所職 員及其他権威 者
講 座 年 日Ill、1】宛 連続 トシ、講演 会 ヨ リモ 一ー層 専門rl{」系1糊己rl勺ナル講義
ヲ行フモ ノ トス
ハ1美 術史蹟 、r.術蒐集家 ノ蔵品見学及外 国語ニ ヨル指 導解説
(.}日 本美術国際聯絡 音ll(InternationalBureauofJapanes〔}Arts)ノ設irl
口a,.術、 東洋 美術二対 スル外国 ノ興 味ハ最 近峰1二昂 メラ レッツアルニモ拘 ラズ、
其研 究最モ進 歩セル我 国二在 リテハ、其学的活動 ヲ、海外二宣布 スベキIlh版物 其
他 ノ 乎段 ヲ欠 キ、為二東洋研究 ノ世界的水準 ヲ高 メ且 又 日本学術 ノ進歩 貢献 ヲllt
界的ナ ラシム ル ノ方法ナ キハ夙 二:1_i.LI人ノ遺憾 トスル所 ナ リ
海 外諸美術施 設ハ常 二必 ズ 月報其 他 ヲ発行 シテ其 研究 活動 ヲ紹 介報導 スル ノ外、
研 究的ナル出版物 ヲ出版 シテ広 ク世 界 ノ関係 機関二配布 シ、其成績 ヲ宣揚 スル ト
共 二、研 究及文化連絡 二資セ ンコ トヲ努ム、我)隻術研究所 モ亦之 ガ配布二接 スル
コ ト多 ク其 最モ効果 的ナ ルヲ経験 ス
右 出版物 配布ニ ヨル ノ外 、日本 〕セ術研究 二関 スル質問 若 クハ指導 ヲ1{11iヒ来レルニ
対 シ、之二応 ジ得 ル ノ施設 ヲ欠 クコ トハ 、我 囚 ノ卓越 セル)廷術 文化 ノ宣揚 ヒ多大
ナ ル障害 トナ リシ所 ニ シテ、本研 究所ハ 従 来此'1`例二接 セ ルコ ト1慶:次ニ シテ 、之
ヲ実施 シ得ル トセバ 、共効 果 ノ 菖ニシキモ ノア ルヲ確信 ス トhilt:モ、人 員、経費 ヲ欠
キ タルガ為二空 シ ク放置 スル ノ巳ナキ'}`態ニア リシガ、国際連絡 部ハ即チ此 等 ノ
欠 陥 ヲ補 ヒ、積極r1{」二)こ術 ヲ通 ジテ海タトニfl本文化 及学術 ヲ'1'il揚セ ン トスルモ ノ
ニ シテ之ガ為、左 記`ll項ヲ行 フモ ノ トス
イ、外 国語 ニ ヨル定 期彙報1:iulletin(年四IIll発行)ノi二ll行及頒 布
口、美術 出版物 ノ外ll£1史解説 川版 及頒布 、 〕島術研究所 出版 物及 信頼 スベキ
他 ノ出版物 ノ外 国語解説 ヲfll製頒布 スルモ ノ トス
ハ 、海外 ヨリ ノ研究 的質問 二女・rスル解答
L,支 那美術 ノ調 査及指導二 要 スル経費
… 、事 業概 要
(一}調 査班 ノ派遣
従 来偶 々行ハ レタル)亀術iノ 短 芝 文化1二作 ガ学術 ヒノ村曼拠 二 、ン:脚セザ リシ為 二極
メテ抽 象的ニ シテ無効 果∴終 リシ 経験 二鎌 ミ、組 織rl{川.継続 的二K化i作 ノ基
本 的方策 ヲ樹1ン:スル為、所 員 ・名(訓ll査ill丑)助r二名写 三1し技r{'ゲ 監1{撮影 〕 ・
名 ヨリ成ル調 査班:個 ヲ編}茂シ、交ll.二支那 大陸 ∴派 ・.r・.J.1.シテ左"己幽1`項ヲ調 ぐ読セシ
!、,レー吐 ノト:ベ
イ、 虻那 旋術遺品 ノ謁i評己並二 其保護 方策二1周スル資 料 蒐集 並二調ぐi






前項 ノ調査事項ハ内外学界二対スル貴重ナル研究資料 タル ト共二、我邦ガ支那二
対スル美術上ノ連絡並二指導二関スル有力ナル参考資料ヲ供与スルモノタルヲ以












四六四倍判 原色版二〇枚 コロタイプ版一五〇枚 布1映入 五〇〇部印刷
(二)美術研究所蔵書El録
美術研究所々蔵美術関係図書ハ現在利渡洋書 ヲ合セ約五、七〇〇部一四、○○○
冊二達スルヲ以テ其分類目録 ヲ編纂刊行 シ、以テ美術研究所事業 ノ報告ノータラ






研究資料 ノ外、多数ノ図版 ヲ含 ミ、美術硯究上ノ重要ナル文献並二資料ヲ形成入、





日本 のみな らず アジア まで を視野 に入れた美術 の調査研究 、資料の収集 ・公開は、美
術研究所構想の 当初か らあった ものであ るa先 述の ように、矢代は、自 らが ルネサ ンス
美術研究 を行 った美術史学の方法 を東洋美術研究 に[iriかす ことを目指 してお り、美術研
究所 の事業 として 「東洋美術総 旧録」 ほか、東洋美術 に関す る ものが列記 されている。
美術研 究所構 想がなった頃 か ら、青 山(和 田)新 による西 アジア調査、尾高鮮 之助 によ
る東南 アジア、 イン ド等 の調査が行われ、国内所在 の東洋美術 品の調査研究が行われて
いた。 しか し矢代 について言 えば、海外 の類似機 関 との連携 を図るべ くしば しば渡航 し
てい るが、1930年代 半ば までは欧米が 中心で あった。X940(昭和15)年前 後 は、矢代
自身が 中国に渡 ることが多 くなってい る点、 また、当時の戦争へ 向かう政治社会状 況を
反映 した内容 となっている点が注 目され る。
また、文部大 臣直轄の時代 には、策洋美術国際研究 会との関連が深 くなっている こと
も指摘 で きる。同会は1940(昭和15)年2月20日 に設 立 され、華族 会館で 発会式 が行
われ た。会長 に細川護立、理事長 に樺 山愛輔が就任 し、「世 界に於ける 日本 及東洋美術
の研究 を進め美術上の国際連絡 及協力 を図 り併せ て 日本文化の海外宣揚及国際親善 に貢
献せ む」 とい う趣 旨で、文部 省及び外務省の後援の もとに設」 された もので 、同研 究会
の事務 所 は美 術研究所 内に置かれ た。 この趣 旨は、美術研 究所 設 立当初か ら事業 計画
にあ る 「美術上の国際連携」 と同様の ものであ り、作品の展観、講演 会、"Ma呂terpiece
ofEasternArt"{1941～19姐年)の刊行、及び美術品の絵 鯉i:作成な どを行 っている(同
研究会については本書 「関連団体」参照)。
1940(昭和15)年9月12日 か ら11月13日 まで1矢 代幸雄、正木篤三、豊 岡益人 は美
術、工芸 を視察す るため に中国へ出張 してい る 〔図17〕n翌年、東洋美術国 際研究 会か
ら矢代幸雄の 『対 支文化工作 ノ目標 トソ
ノ方策』 が刊行 され、1941(昭和16)年
6月30日 に矢代 は中華 民 国国民 政府 の
嘱託 となってい る。同年9月 矢代は中国
へ 出張 し、II月に帰 国。1942(昭和17)
年 に も9月 に中国へ渡 り11月 に帰 国 し
てい る。 これ について矢代は 、欧米で東
洋美術 についての講演 をす る中で、中国
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大陸に渡 った体験 な くして東 洋や 日本の美術 につ いて語 る資格 がない、 と気づ き、1935
紹 和10)年の ロン ドン出張か ら帰国後、「中国旅行 に出 して くれなければ、今後、欧米
行 きの御用 は もうごめ んだ、 と言 い張 った。する と因縁 は自然につ くもので、それ以後 、
毎年、たいてい秋 を中心 にして数 ヵ月間、私は中国を訪れ るようにな り、それが六 ヵ年
も続いた」 と述べてい る(『私の美術遍歴』325頁)。
1942(昭和17)年、美術研究所 に転機 が訪れ る。同年5月28日1矢 代 と ともに しば
しば中国へ 渡航 した助手豊岡益人が辞任。6月27日 、美術研 究所所 員和 田(青 山)新 が
免官 とな り、同月29日1所 長の矢代幸雄が辞任する。 これ について、矢 代は、「戦争 と
は大変 なものである。人の心 まで変になって きた」 と記 してお り、 これ ら一連 の人の動
きについて以下の ように述べている。
「平 生か ら私は国際派 の ごと く見 られ、 と くに英米派 に数え られていたか ら、私の
評判は研究所内で もますます よ くない ようであった。開戦が昭和 十六年十二 月八 日で
あったか ら、その後 毎月八 日には職場た る研 究所内で も宣戦の詔 勅 を読む ことを命令
された。それで私が 翌年 の一 月八 日にそれ を行なった時、職場であるか らと思 って礼
服 を着用 しなか った。そ して詔勅 を誤読 した由を もって、不 敬不忠 と して詰問 され、
私を排斥 す る意味 をもって幾 人かが辞表 を提 出 した。(略)私 と して は、 こうなった
以上 、で きるだけ研 究所 を きれ いに掃除 して、そ して一番 よい 人に後 をやってもらお
うと決心 した。それが研究所 を救 う道である と信 じた。それでE!E-1された梓表 を受理 し1



































































































日本美術各時代ノ名品ヲ収録 シテ解説 ヲ加へ、国民教養 トシテ美術ノ智識 ヲ普及 シ、ソ
ノ粘神ヲ作興スルヲロ的 トシ、昭和'卜二年度以降美制サ研究所二於テ 「日本美術資料」 ヲ
刊行シツ・アリ、,掲載図版 ノ選択 及解11見ノ適正、複製技術 ノ忠実ヲ以テ普ク社会二迎ヘ
ママ




及趨勢二鑑 ミ本資料ノー部ヲ以テ参照資料 トシテ大陸美術 ノ紹介ヲ併セテ行フ可キ学的
必要ヲ生ジタリ、サ レド現在ハ金額収入Y1.支弁ヲ以テ実施セラル ・ヲ以テ之ヲ上記 ノ如
ク最モ有数二使用セン トスル方向ヘ ノ普及ヲ甚 ダ困難ナラシメツ ・アリ、f乃テ本事業二
於テ別二年四十種ノ編纂ヲ行 ヒ現在実施中ノニ十種 ト合セテ年六十種 トナシ1之 ヲ各方







和七年帝国美術院ノ委嘱ヲ受ケテ、同院ガ朝 日新聞社 ヨリ明治大IE美術史編纂 ノ為二1
附セラレタル寄附金弐万五千円(年 額五千円五ケ年分割〉ヲ以テ之ガ調査 ヲ開始セ リ
然ルニ同寄附金ハ昭和十一年度ヲ以テ終了シ、同時二帝国美術院 ノ廃 止ニ ヨリテ美術研
究所ハ同慕業ヲ引継ギ、之ガ経費 トシテ文部本雀ヨリ臨時費 ノ交附ヲ受ケテ之 ガ編纂ヲ
小規模二継続シツ ・アルモ、前記ノ通 リ本事業ハ未開托ナル分野二就テ ノ調在二係ルヲ
以テ速 カニ資料 ノ完全ナル蒐集ヲ計 リ以テ編纂 ノ完壁 ヲ期スルハ新1体 ノ文化的発展ノ












力ヲ要シ、文化美術上 ノ活動二於テモ為スベキコ ト多 シ、蓋シ東亜共栄圏ノ確立ノ為メ
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1沿 岬1ニ
ニハ同地域二於ケル人心ノ把握ヲ必須 トナ シ、人心ノ把握 ノ為メニハソノ文化及美術 ノ
研究ヲ進 メ之 ヲ基礎 トシテ精神的二働キカケルコ ト最モ侵透力アル方策タルガ故ナリ。
美術研究所ハ鼓二東亜研究部ヲ設置シ、コノ国策二必須ナル研究ヲ遂行シテ国家二貢献
スル トコロアラン トス。
美術研究所ハ従来日本 ヲ主 トシタル美術ノ研究二従事 シ国粋文化宣揚 ノ上 ノ成績ヲ挙ゲ
來 リタレ ドモ、大東亜戦争ノ勃発以来我圃 ノ文化的活動モ軒 シク分野ヲ広 クシタルニ鑑
ミ、美術研究所ノ研究分野モ之二応ジテ拡張スル国家的必要ヲ痛感ス、蓋シ満州及支那
ノ美術 ノ実状ヲ知 ラザ レバ両圃 ト真ノ文化的提携 ヲナス可カラズ、近時マタ関係密接 ト





ス、是 レ美術研究所ガ是等 ノ東亜諸園 ノ美術ヲ総合的二研究シ、ソレニヨリテ文化的ナ
ル働キカケヲナサ ントスル国策上ノ必要 ト確信二塾キ新 シク東亜研究部ヲ:11,si3L._..セン トス
ル所以ナリ。
一、事業概要
一、東亜研究部二第一課(満 洲国、支那及シベリヤ美術調査並二研究}第 二課(仏 印泰
国、ビルマ、蘭印美術調査並二li牙究)第 三課(中 央il匡糸lli亜、印度、アフガニスタン、
イラン及回教圏諸国美術調査並二畢研究)ヲ 俄ク


















































所 長 一 一
美術年鑑編纂 一 二 一 四
研究資料編纂 一 一 二
f.{本美術資料拡充 一 一 一 三
明治大正美術史編纂 一 一 一 三
東」1匡研究部設償二伴 フ増加 五 五 一 二 二 一五
支出官設置二伴フ増加 二 二











ここには、「東亜共栄圏ノ確立」という 「国策」に寄与 し、国家に貢献す るといった














究シ、更二之 ヲ総合シテ各民族相亙二関連スル大東亜美術史ヲ編纂1:1」行セン トスルモノナ リ。
依是以テ各民族精神ノ把握ノ基礎的資料タラシムル ト共二諸般 ノ文化政策ノ資料 トナス外、
広ク頒布シテ大東亜共栄圏ノ指導国ノ国民 トシテノ教養二資セン トスルノ意図ヲ有ス。然ル
ニ従来美術研究所二於 テハ、専ラ東洋特二 日本美衛 ノ研究ニソノ111心ヲ集注シヲル状態ナル
ガ故二、研究分野 ヲ更二拡充強化シ、朝鮮、満洲国、支那ハ勿論南方各地二及ボシ特二従来
殆ン ド省ラレザ リシ南方諸地域ノ美術二関スル研究部ヲ新設シテ以テ所期 ノ成果ヲ挙ゲン ト
スルモノナ リ。而シテコレガ事業遂行 ノタメ先ヅ第一期事業 トシテ大東亜美術史編纂 ノ基礎
的調査二重点 ヲ置 ク調査期間 トシテ五箇年ヲ限 リテ実地調査二併セテ、資料並二参考文献ノ




諸地域二派遣シテ調査ヲ行ハ シメ、コレヲ基礎 トシテ、美術研究所二於テ大要左記ノ事 業ヲ
行フ







美術研究所慕務分掌規定(昭 和十二年十一月二十九日制定)ニ ヨル硯究部 ノ第一部 ヲ拡充シ
テ特二支那、満洲国、朝鮮二関スル調査研究ヲー層活発ナラシムル ト共二、南方二於ケル美














ハ複製技術二於テモ編纂ノ学術 的正確サニ於テモ信頼スルニ足ルモノ稀 ナリ。而モ原作 ヲ
彷彿セシムル色刷 ヲ以テ美術全般二亘リ之ヲ網羅セン トスル出版物ハ、未ダ世上二行ハ レズ。
サレド之ガ必要パー般ノ文化的発達教養ノ進歩二伴 ヒ、特二日本文化 ノ正当ナル認識ガ要望
セラル・現代二於テ極メテ重視セラル ・二至ル。然 ルニ営利的出版業者等二到底成就シ難キ
ハ、非鴬利的且 ツ長期二亘ッテ継続 ヲ要スル事業ナル故 ヲ以テナルベシ。美術研究所ガ研究
機関 トシテ国家的事業 トシテ之ヲ遂行スル職旨ハ右事情二鑑 ミ、此 ノ欠陥ヲ補ハンガ為権威
アル標準的出版物 トシテ世 ヲ補益セン トスルニ他ナラズ
ロ、編纂 ノ形式
本事業ハ我ガ国上代ヨリ現代二至ル美術上ノ名作品並二大東亜圏内ノ美術上ノ名品ヲ併セ選
定シテ之ヲ原作二能フ限 リ忠実ナル原色版複製 トナシ、一定 ノ規格(B列 四番)二 依ルー点
一枚宛ノ図版 トシテ各図毎二簡明正確ナル解説ヲ加へr便宜上二十枚ノ図版ヲ以テー輯帳入




日本美術 資料二収載 スベ キ美術 品 ノ種11ハ大別 シテ、絵lllll、彫 刻 【1芸及建築 ノ四種ナ リ、是
等 ガ各種 毎二数 多 ノ種 別流派 等 ヲ含 ミ「Lッ1:古ヨリ現 代1:ル 各時 代毎二顕 著ナ ル特 色ヲ示
シテ 、極 メテ多様 ノ変化 ヲ示セル コ トハ 賢1汐 要セ ズ,、現 代国宝二指 定セ ラ レ或ハ 眠要 処術
品 トシテ認定セ ラ レタル モ ノノ ミヲ数 フルモ約 ・万点 ノ多キニLレ リ、,斯ノ如 ク広汎 ナル美
術作 品 ノ中代表的 ナルモ ノノ ミヲ網羅セ ン トスル為 ニハ 少 ク トモ毎 　=六{一点 ヲ選択 講1藻シ逐
年継続 スル コ トヲ必要 ト人,現 在実施セ ルモ ノハ毎 年二1`種ナ ルヲ以テ是 ヲ拡 充 シテ四i引種
ヲ増加 シ都合 六 卜f唖直トナサ ン トス ルモ ノナ リ
近代(明 治以降)楽 術 史編纂
一・、事業計画
イ、従前 ノ経過
ポ事 業ハ 当初朝[]新聞社 ヨリノ寄 附金:万 五 丁・円(年 額111丁・「]宛111:ケfl三継続)ヲ 以 テ ノ1ニケ年
間二明治大正 美術史概略 ノ編 纂ヲ/ス ベキ 計画 ノ ドニ開始 セラ レ、美術研究所 ハ帝 巨こ1美術院
ノ委嘱 ヲ受 ケll'」ニチニ之 ガ 為資料 ノ蒐集及 ビ調 査糾ゴ簗 ノ事務 ヲ開始 セ リ,,然ルニ明 治 大ll{時
代ハII{1史ヒ空前 ノ盛代ニ シテア ラユ ル 文化 ト共二 庭術モ亦隆 昌 ヲ歩占タル:rト前後二比 類ナ1
其 ノ詳細ナ ル訓II査研 究ハ 短期問 ヲ↓ステハ到底成就 スベカ ラ ズ。 蒐集 スベ キ資料 及 ビ調査 スベ
キ`1「項 等、調 査 ノ進捗 ト共二愈 々多1岐二[[ルコ ト判明 スルニ至 リ、右 ノ計lllliヲ墨守 シ1≒ノ
規模 二於テ拙速 的二編纂 ヲ終 」'セシムルハ永 久二遺憾 ヲ止ムベ キコ ト明 白 トナ リタル ヲ以テ、
寄附 者朝H新 μ琳 【1ノ諒解 ヲT'r'°.既定 計画 ヲ変 更シテ 更二編纂期 間ヲ無期延1受シ、同1時二 美術
研 究所 ハ 本'」喋 ノ弔:'要性 ト之 ヲ将 来二11:ツテ完1・財 ベキ必 要 トヲ11.L'、ヒ述 ノ寄附 金終1'後
及 ビ帝国美術院廃i[:後ハ 是ヲ本所二於 ケル ド要 ナル11`業計llhiノ・トシテ引継 ギ タリロIfliシテ
1時代 ノ経 過 ト共二、明治 人1臼1・i三代二弓1続キ、Illl和時 代ヲモ含 メル近 代,.術史 ノ編纂 及資料 蒐
集、調査研 究 ヲ必要 トf¥ルニ至 リ、 ソ ノ調査二 当 リツツア リ1,rl1.d二従 来集積 セ ル成績 ヲ基礎
トシ又其経 緯二鑑 ミ、更 メテ将 来二於 ケル調 査編 纂 ノ方針 ヲ疹究 シテ左 ノ如 キ計岡 要綱 ヲ 、ン1
テ タリ。
ロ、 資料 ノ蒐集
本事業 ハ 固 ヨリ調査研究 ヲ其 ノ・i三体 トナ スモ、之 ガ為ニ ハ資料 ノ博捜 蒐集 ヲ基礎 的要件 トナ
ス、 本事 業 二於 テ蒐集 スベ キ資料ハ大 略左 ノ如 シ
(一)図F3、図録






是等ノ中(一)、(二)等 ノ既刊資料ハ従来ヨリ蒐集二務 メタレドモ(三 〉以下ノ最モ重要ナ
ル基礎資料ハ経費ノ都合上未ダ殆 ド蒐集スルニ至ラズ。特 二是等ハ時間ノ経過 ト共二散逸亡
失ノ虞アルヲ以テ速カニ其ノ徹底的蒐集保存 ノ途 ヲ講 ズル必要ア1」。之ガ為庁費中資料購入
費ハ最モ多額 ヲ要求セリ
ハ、調査及編纂








斯 ノ如ク事項別ノ調査ヲ進捗セシメツ・他方此等ヲ総合排列 シテ美術史的編纂ヲ行 フモ ノ ト
ス、編纂 ノ順序内容等ハ調査進行ノ程度 二従フベキヲ以テ予 メ決定シ難キモ、出版形式 ヲ予
定 シ之二適応セシムル様其ノ都度細 目ヲ定ムルモノトス
ニ、出 版
出版ハ編纂完了シタルモノニ付一定量ヲ収載 シ、近代美術調査報告 トシテ逐年一IlⅡ腕 ヲ刊行

















283-一一461頁)に見 え る よ う に、 利二芋や{囲人 コ レ ク シ ョン な どの作 品調 査 が続 け られ て
い た。 しか し、1944(Illi和19}年に な る とそ の 括 動 は極 め て 限 られ て くる 、,職員 も召 集
され て戦 地へ 向 かい 、 渡邊 一・らのli幾死 の 報 も もた ら され たit黒川記 念館 の 建物 そ の もの
が戦 災 に あ うこ と も危倶 され 、所 蔵 作IIIIII、資 料0)安翁 な保 管 が1課題 とな'・たむ
3疎 開 ・終 戦 ・新体 制への 動 き
ユ944(昭和19)年8月1〔)ff、 戦 争一激 化 の た め 、黒 Ⅲ 清輝 作 品 や それ まで に撮 影 した
ガ ラ ス乾 板 を東 京都 西 多摩 郡小 宮 村(現 、あ きる野市)、 及 び檜 原村 に疎 開す る、,Ilfl年に
は 、近 隣 の 東京 美術 学 校 文 庫 の屋 根が 木造 瓦 葺 で あ った た め 、戦 火 を怖 れ て 、 図書 を 美
術 研 究所 書 庫 に移 動 す るな ど、諸 機 関 で 資料 の 安 金 を図 る作 業が 行 われ て い る、1
1945(昭和20)年3月10日 の 東 京 人空 襲 の あ と、作ll―ll、資 料 を空 襲 か ら守 る 必 」llrが
高 ま り、4月 初 めか ら図書 、写 真 資 判・等 の朴1包が 行 わ れ た、,この 作 業 にあ た った 関 丁・代
は 「毎 朝 出勤 す る と荒縄 の 束が ど さ りと投 げ 込 まれ 、 図Ill:等を適'11な大 き さに1百:ね合わ
せ 、角 毎 に厚 く折 っ た新 聞紙 をあ て が っ て しば っ て ゆ くの で あ る、,(略)室貝 は 皆 応 ∫イ
や 病気 帰 省 で 留 守 とい うこ とで 、 否応 な しに私 は 全 くの孤 軍 奮 闘 と な った,(略)よ う
や く手 馴 れ て きた頃 に は 、両 の 掌 が 赤 くは れ あ が 一・て 、 ど うに も使 えず1木1-・た 」 とIlli想
して い る(「す ぎ去 った研 究所で の歳1」」 「私の 庭術館」 ノdI本図1―r、199〔〕年L,
疎 開 の荷 物 は5月 末 か ら漸 次 、III形県 酒Hillflこ向 けて 発 送 され 、81」初ilJσ)最終 貨411
発 送 まで に5両 分 の 資料 、 備 品 類 が 移 送 され た 、,所長 以 ド、所 員 か ら嘱 託 、 雇 まで1{1
数 名が 、 資 料 の搬 送 と と もに疎 開 地 に 移 り、 現 地 で も若rの 職 員 を迎 え 、「}竃術 研 究所
酒 Ⅲ分 蜜 」 を構 成 し、玄 関 には 板 看板 を掲 げた1,この疎 開 には1酒 田の 本問 家 の 金面 的
な援 助 を得 た と され る1,7月 に は、 疎 開 され た 荷物 は荷 解 き も され な い ま ま、 さ らに 奥
地 の 牧 曽 根村 、松 沢lll泊二雄 家 倉Ill1:、観r待 村 村 卜家 倉庫 、 大ll{村後藤 作 之 丞 家 倉 庫 へ う}
散疎 開 され た(疎 開につ いては 「稗 川 ・穂 イン タビコ.一」の項 参照L,
資 料 等 を疎 開 させ 余裕 σ)Ilh来たllll究所 の 建 物 に は 、1945{Ill{郵20)年41113日の 城
北 大 空 襲 で 罹 災 した 滝 野 川1ズ:西ヶll}〔illl'の東京 外`1二1、lqliFl`!校〔現 在の 東 京外11こ11、1汰学)の
一一部 が仮 移転 し、翌5月 よ り211皆及 び1階 の ・部 を使 川す る こ と と な')た1,外'枢lq"Fj∫:
校 は 、'li研究 所 の ほ か に もL野 公園 内 旋術 学 校 、 図ll1L館講 習 ρrに分 散 仮 居 した1、
Hlll5日にiil静・が終 才)り、yljか ら酒11i滞在のll伐員 が川〔〔次帰fr:1,Ilfl年111」、疎illjし
た 資 料 を戻 す 作 裳に 着fし 、1946(昭和2D年:3f]2911に 酒II;に塀1開した荷 物 の 発送























4月16日 に は西 多 摩 に疎 開
してい た黒 田清輝作 晶及び資
料 の引 き上 げ を完了 した、,5
月20日 、美術 研究 所復興 式
を挙 行 〔図18〕。 戦後 の美術
研究所 が歩 みを始め る。
この復興式 に際 し、復興 を
記 念 して黒 田 記 念館 にお い




レナに掲 載 した 「速水御舟の素描(二)」の*尾 で 「補記」として 「此 の稿 を進めてゐる間 に、
五 月 卜八 、一卜九両 凹、速水家r吉 田幸 三郎氏 の御好意 によつ て 文部省美術研究1り了に於 て、
御舟の素描 を展観 するこ ととな り、前 「1の調 査以外の もの も発 表された1,弦にそれ等を
追記する」と記 し、写生帖等 出品 された もの を記録 してお り、その展観 の概略がわか る。
この頃の隈元の手帳には、同展 に関連 した記述 として以Fの ようにあ る。
∫i月一日 午後所員全員集合、復興式、展覧会計画
κ月 卜日 速水御舟門弟高橋周桑氏来燐、御舟画稿展観につ き打合せ。又運送麗来り
1司運搬打合せ
五月 卜五日(朝雨)黒E日記念室陳列開始、矢代氏来所
1:11一卜六日 帝室博物館 速水御舟作品撮影 美術石JL所に御舟画稿到蒲
五月十七日 記念室陳列終る。速水御舟画稿1陳列準備
エマ マ セ
X17:月十 八Ii疎 開記 念(復 帰)展 開催(十 時≡)速水 御舟素描 及び記 念室 開放 、阿部 大
距来観 赤曜会 写 生風景 、小 山大 月、牛田鶏村 〔当時の文部大臣であった安倍能成
のことと思われる〕
五月十 九 日(日 曜〉晴 展 覧会第二 日、小林古径 、有光教科書局長r谷 口午二、菅原
安男等の知 人来観




こ の記 述 か ら、)芝術 研 究所 復 興/℃に
ち な んで の 展 覧 会が 企lllliされ 、 短時 間
の うち に実 現 を1Lたこ とが わ か る1、黒
田 記 念室 へ の黒 田作 品展}」こを終 え てす
く"じこ21;皆1塀〔ダ1」客ミ1こ」虫/トくIT(1」'(1)"ノ:ノ1こII」II1筆};
の 展 示 が1・_われ 、5月18111{〕時 か ら
公 開 され た 、,




















お いて 日本美術 に関す る公開 講座(夏 季美術;;ill1R　':}を、 口本美術、 東洋美術、西 洋 庭術
の3回 に分 けて3日 間行い 、一般か らも多 くの聴 衆を集めた 〔図19〕.
同月、東洋美術 国rr.研究会 よ り写 真原板、図lIl:資料、 ・部備IIIll等0)寄贈があった、,IIゴ】
研究会 は当研 究所 内に事務所 を持 ってい たが 、IlfF「71n61fにllll催した評議 会で1『誤散
を決 定 し17月20日 付 で、東洋美術 園際研究ゴ斗長細11護、ン:よ}戸1耳1散証明願 を外4努省情
報部長宛 に提 出、同年 同月24日 に解散 が証明 された 、叫{洋)こ術国際11∫1究会の'i-v,の・
部 は交通公社 に引 き継がれ ることとなった,
戦後の新体制 に向けた議論 の中で美術研 究所 と博物館 との関係が問 い11」1:されて いる.
「会議 、打合 会記録」(当研究所蔵)に よれば、1946tlfii和21)年12月1911に行 われ た
緊急打 合せ で、「帝室博物 館国立へ 移管ニ ッキ、研 究所 の対 策二つ き協議 」がな され、
田 中豊蔵 よ り 「調査 ・研究 は研 究所 に於て・・本に して、 黛体が博物館 の巾に含 まれる、
博物館 は列r.IICf・保管 を司 る」等 の意見が 挙げ られている,,1947(昭和22)年2月261[
に 博物館で行われた文部省関係 者をi5む帝室 博物館 ・美術研究所の 会議では、 弄算は宕
制機 構が整 う511まで却 ドされ、それ まで臨時のV1!)-Yを挙げること、 また美 術研究
所の今後につ いて話 し合われてい み,田 申に よれば、初 めは解体案 もあ り、第二 案 とし
て、美術 研究所 の移転 も考えられたが 、「職員の意向によって、博物館 の一・部 としてや っ
て もいいではないかC、此 の第:案 の 方が賛成が多かった。陳列 ・国宝の研 究 と異 る特殊
な研 究を担 当 とす るC,此の意見が 多数を占め る」 とある。 また谷川徹三 が 「美術 部とす、
研究 所の異議 な きや」 と発 言 した とあ り、博物館 に研究部 と して位1'1__コづ けるこ とが決定
されている1、同年3JJ4目の項 には、博物餓で聞かれた会議 について記 述があ り、当研
究所 の熊 谷宣 夫 ・谷イll--f:it川逸治 が 「学術研究所 として博 物館附属美術研究所 説」 を
開陳 して谷川及び富L川 金:の 支持 をT'i=.一方安 倍能成 ・大岡実 ・藤田経lil:は逆 に 「研
究所 独 航、現 在の状態継続 」 を提案 して意見が まとまらなか った、,翌3月511に'i1研究
碍
所内で行われた打合せでは、各案 ・施設面から独立案否決、附属研究所 として 「一応






4国 立 博 物 館 附 属 美 術 研 究 所
1947(Il召平1【22)イr-1950(Il召乎l 25)　:
1947(昭和22)年5月3日 、11本i1こ1患法が施行 され るL,これに ともない戦前か らのiiTl
制度 も改 め られ、)宅術研究所1'肖!矛ljが廃 l:され、国立博物館官{ljllが制定 されて、帝室博物
館 は図有 とな り、帝室博物館 、文部省社会教 育局文化課 国宝調査室 、同保 存修理室、 〕ミ
術研 究所が 合体 して、 文部省の管轄の もとに国立博物館 として発足 したnこ の新機構に
際 し、従来の帝室博物館 における列品課、学 芸課、経理 課の3課 制 を廃 し、陳列課、事
業課 、調査課 、保存修理課 、資料課 、監理tis"、附属美術研究所の6課1所 制 をと り、奈
良帝 室博物館 を国立博物館 奈良分館 と した。圃立博物館初代館長には前総長安ll㍗能成が、
次長 には谷 川徹三、美 術研究所 長'拝務11文扱 には田;捌1:蔵が それぞれ任 命 され た,、これ
に よ り、美術研究所は1`{tl、'ノ:博:物館ll付属美術研ラ℃所 となった、、
同年4J13011のllこ1ウ:博:物館'11:務分掌 規租 制定 には[第i'四条 鮒'属美術研 究所 に、
第… 、第':、第 三、第四、第111、第六、第Lの 各研究室 を置 く」 とあ り、それぞれの分
掌 は、第一一研究室qi本)セlllD、第:研 究室(痕 洋 進術;)、第.{研究室(酉 洋 獅llll}、第四
研究 室(近 代美術)、第 ゾ1二研究室(考 占学)、第ノ1く研究室(瓜 俗)、第 ヒ{il「究室1史 料)と なっ
ている、、従Sr.、r.rに よ',て編 集 ・刊 行 されていた 「)難術研 究」 「i1本美術 年鑑』
は国立博物館 から団行 される こととなった1,
この組織改変 にともない、配 置換 えがあ った ものの、雇川 人員が大幅に変わることは
なかった。経 費は博物館 の 〕二算にX11みこ まれ、福利厚 生な どの庶務業務の大1佑 、博物
館 と一緒 に運営 された、従 来の経理 部が'f1"'aていた業務 は、博物館1監理課が担当 した,,
1947(昭和22)年度の国 、Z博物館`没置に伴 う追加 要求E'1二に記載 される美術研究所 の予算
は593万5220円であ る1陳 京困 、ン:博物館1'1年史 資料編」x物 餓、173'f=,113
頁 より)。また、1949(II召和24)年のr算 配 分額は216万9T一円であ り、大幅 な予算の
減少 があった ように うかが えるが 、『美術研究』 をは じめ とす る当研 究所 の出版費用が
博物館事業課費 に含有 されるな ど、一概 に同前額のみが研究所運営 に関わる予算であ っ
た とは断定 しがたい{「昭和25年度概斜二要求・lll二」『東京国立博物館rl年史 資料編.p113頁より},
「国 、幽小ll:物館'1'r制」、 「lll位博:物館 」筋 り♪掌 規 稚 につ いて 」 の 庭術 研 究所 に 関 わ る 部分
に は 以 卜'のよ う にあ る(『 東京国 、'匠博:物館rl年史 資料荊lii』111-112頁、ll5-II6虹よ り),.
松5
国立 博 物 館 官制
(巾略)
第六条 国立博 物館 に、附属美術研 究所 を繊 く。
附属,'一術 研究所長 は 、一級 の文部技官 を以て、 これ に充 てる、
所 長は、館長の 命を受 けて、研究所 に関する ことを掌 る。
(中1略)
附川



























1948(昭和23)年7Kより同課に 、1」〔任の職員 を配 置 し、国 捌専物館 本館地iの 修理室の
一室で研 究が始 められた[1これが 後の 東京国 立文化財研究所保存稗}`t部の前身である1、
博物館附属の時代には、 〕亀術研 究所担'11のk〔部事務官2名 が.P算 執行をは じめ研究
所関連の諸'li務にあたった1、'jl務部門は人員 ・場所 とも博物館 内部に移管 され 、II}II勤簿
押印 をは じめ として会計処理 、'1`務通 知、福利ll,」:生等,1諸々の庶務r続 きは、東京ll`泣博
物館 監理ll果に.,.aG.て行われたが、研究体制は1'・独 、匿を保 っていた もの と思 われ る1、また
各所 の連絡 を とる意II未もあ り、館 長iこ催の課長会ll義が週一一1司あ り、当初所 長の Ⅲ中 ぜ蟄二蔵
及び福 山敏男の 両名がll[1席していたが、のち に福山が所長代理 と して出席 、帰所 後に所
員会議 を聞 き諸事 の幸艮告 をす ることが慣 例 となった(藤 田経世 「事業課のころ」『博物館
ノ1.[]+1.u.lI』東京国立博物館、1972年より)。
国立博 物館事務分掌規程 第十四 条にあ る通 り、黒 川清輝作r:rirt-tの展示 は一 貫 して当研究
所で行 われた。 ただし、当研 究所が 国立博:物館 の附属になるにあた り、絵画及 び彫刻の
466点が博物館 の列品台帳へ移管 された 凍 京国 、気博物館蔵 「昭和26年1迂列IIIIII録購人矯:贈
絵画区」東博 一レ0167より)a
この新組織が 発足 した1947(昭和22)年'11{1与は、 恥だ戦後の混乱が続 く1時代であ り、
住居 を失 った研究所員や博物館員 な どが 、敷地内の建物 に居fllしてお り、電気料等がそ
の住居の広 さに応 じて徴収 された。 また新 しく発足 した職員組合の活 動 も活発で研究所
員の多 くも参加 してお り、組合主催 の レクリエー シ ョンな どの所外活 動 も活発に行われ
た。
1948(昭和23)年4月26[f.所長の11[lll封,:蔵が急逝 した、、川lllは、京城帝 国 大学で
1-1本及び東洋美術iを 講 じていたが、同.,.A,・,..1..退官後の1942(昭和17)年6月 、 矢代の
所 長辞職 を受 けて所長慣務取扱 となった1,戦ll1期には、 白宅 を空襲 によ り失 った ため、
美 術研 究所の疎 開を指揮 しなが ら、所 員とともに疎 開地(山 形県酒llill∫)に移 った。戦
後の1946(昭和21)年51!、疎開か らの!」きLげ を終 えて、当研究所 の復興式 に臨んだ,,
1947(昭和22>年81」16[i、IE式に所長 に就任 し、研究業務 を再開 したばか りでの逝
去で あった。
田rl:の死 後、1948(昭不;123)年51111![から翌年8月301=:fまで、福 山敏 男 が所長
代理 としてその 任にあ た'2た,'(iiilllは、戦時 ll、文部省宗教局勤 務 を経 て、1947(昭和
22)年に 当研究所に異動 してお り、代理 を解 かれた後には、資料部長、美術部長 を務めた,,





1949(昭和24)年8月31日 、松本栄一が所長 となった。松本 は、1952(昭和27)年
3月31日 までその任 にあったが、同年4月 、当研究所が 「美術研 究所」 か ら 「東京 文
化財研 究所」 に改組 されて か らは、美術部長 を務 めた。松本 は東洋 美術 史 を専 門 と し、
戦 前か らヨー ロッパ各地の図書館等 に保存 されていた中央 アジア及び敦煙 の資料調査 を
進めた。その研究成果であ る 『徽焼画の研究』(東方文化学院東京研究所、1937年)によ り、
1938(昭和13)年帝 国学士院恩賜賞 を受 けた。 なお、松 本が所長 を辞 した後、1952Glli
和27)年4月1日 か ら翌年10月31日 まで、矢代幸 雄が所長代理 と して務めた。矢代 を
継いで所長 となった 田中一松 については、88頁を参照 されたい。
G8
1沿 ・'lr
5文 化 財 保 護 委 員 会 附 属 美 術 研 究 所 か ら東 京 文化 財 研 究 所 へ
1950(Ill材≡II25)イドー1954(II召不il29)イ;こ
人 々の生活 も落ち清かぬ中、 文化財 を巡 る状況 も混 乱 していた1,19441昭和19}年に
戦火 によ一aて停il:されていた 文化財の認定'1`務は、1946(昭和2D年811か らIII:開され、
1929(Illi和4)年に制定 された国'{ξ:保存法 な ど戦前 の保 護政策 による文化財'保護 行政が
動 き出 してはいたC、しか し、 文化財の損壊や海外流 出に対 して'卜分 な保護措罷がな され
て いた とは言 いが たい。 こう した中、1949(昭和24)年1月26日 に法隆 寺金堂壁 画が
火災に よ り損傷 を受け、新た な文化財保護の ための施策 を求める世論が高 まった。
1950(昭和25)年5月30日 、文化財保護 法が公布 され、K化 財保護 委員会が 、 文部
省の外局 として誕生 した。高橋 誠 一郎が、国 、忙博物館長 とX化 財保護 委員会長 を兼務 し、
付属機 関 として、文化財専 門審議会、ll4ウニ博物館 、研究所 が置かれ ることとな った1、ま
た従来の国立博物館保存修 理課 と調査課は、 史化財保護 委員会 幽1「務局保 存部建造物課に
8月2g日 に移 った。
同年8月29日 付 で美術 研究所 は岡立博 物館lll嘱を離れ、新設 されたk化 財保護 委員
会附属機 関となった。翌年1月31f[にはll{位博:物館 組辛哉規程 とlrll時にi文 化財 保護委
員会規則 第5号 により 「美術研究所組織規 程」が公布 され、第 ・{ill究部 ・第':{ill究部 ・
資料部 ・庶務室が置かれ た。 これ によ り文部大臣llllll1{;1}のII釘℃とIli1じ組織 構1∫比となった,
1司規定 の適用 は遡 って前年 の8月29日 か らとなっている、
この ときの美術li}1究所X11織につ いて 「昭和:i・ノ1:年八11:i九fl例 規録 国 、'J.jiff物






法 第rl巴 卜四 条第1項 の規程 を実 施す るた め
Illi和:1一六年 ・月{1・ ・II
〕警術 研究所組織1鈍程
房 ・〕 笛:1・ く条 第llL剛工の 規fllに,、摯き 、 及 び 同
庭術 研 究 所 糾 織1山1程を 次 の よ う に 定 め る1,




































これに従い1951(昭和26)年1月31日 、美術研 究所組織 規定 に よって、第 一研究 部、



















勿論私 も働き、また樺山さんにもご出馬 を願って、文部大原及び国会に対 して、黒m記
念事業 としての美術研究所の設立r並 びにそれの政府に対する条件つ きia3"附の顛末を説








と、真に驚 くべ くまた歎ずべ く、(略)斯くの如 き我国であれば、今後美術研究所の






6東 京 国立 文 化 財 研 究 所1954(昭和29)年～2000(平成12)年
1東 京 国 立文 化 財 研 究 所 と して1954(昭 和29)年～1968(f1和43)年
1954(昭和29)年7月1日か ら2001(平成13>年3月31に至る東京國立文化財研究
所の時期は、当研究所が飛躍をとげた時期であった。この時期に、当研究所は組織を拡


























室 は、郷土芸能 及びその保存 に関す る調査、





調査 、研究 をふ くむ科学的調査 、研 究 を行
い、その結果の公表 を行 ったC、物 理研 究蜜
は、 文化財及びその保存 に関 して、物理学
2{〕Ill保存科・学部1テ舎(r東京岡、ヱ更化財
研究所2〔〕年のあゆみ」1973年3月よ舶
的調 査 、研 究 を行 い 、そ の結 果 の 公表 を行 った。 生物 研 究察 は 、文化 財 及 びそ の保 存 に関
して 、 生物 学 的調 査 、 研 究 を行 い 、そ の 結果 の 公 表 を 行 った 、1953(昭和28)年 、保 存
科 学 部 は 、東 京 国立博 物 館 内 の倉 庫132㎡ を改 造 し、 こ こに研 究室 を移 転 した 〔図20〕、,
1954(昭和29)年7月1日 、文 化 財'保護法 の ・一・部 、 東京 文化 財研 究 所 組 織 規 定 の 一・
部 が 改 正 され1名 称 を東 京 国立 文 化 財lill:究所 と改 め た1,以後 、 この 名 称 は 、2001{'i城
13)年4月 に独 立行 政 法 人文 化 財 研 究 所 の11京 文化 財 研 究所 とな る まで 、継 続 して 使 川
され た。
1955(昭和30)年 よ り1『東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 要 覧』(以r'、『要 覧」 とす る)の 発
行 を始 め た 。 『要 覧』 は、(1}研究 所 の 沿1囎1～:、(2)機構 、{3}研究 活動 、(4}施設 、㈲ 刊 行 図 推 、
{6)職員 、(7)関係 法 規 ・規 程 のTrullに分 け られ 、研 究 活 動 に つ い て は{固人研 究 ・共同研
究 ・総 合研 究 ・機 関研 究 な どを詳 し く解 説 して い る,,研究 部111】の増 加 に伴 い 、内 容 は 部
門 ご とに研 究 活動 を まと め る こ とに な ったC,11`1『要覧 』 は 、 】y58(昭和33)～1965dlli
和140)イド度1、1966([f召不Il41)～67(1昭利1魂2)イiη受、1968Gi召手Ii43)-1969d;召手1;44)臼こ
度 の み 合冊 で刊 行 したが 、 こ れ以 降 は 基 本的 に1年1冊 を1二ll行したn1975(昭和5〔〕)年
度 よ り、 当 該年 度 を統 括 す る所 長 の 前 肯 「は じめ に」 が掲 載 され る よ うに なる.
1957(昭和32)年3月22[1、 東 京国 、ンニ博物 館構 内 に保存 科 学 部 の 薬lll1庫{木造、外部
鉄鋼モ ル タル塗 、、F屋建811」)が竣is、 呵 年ll月3011に は黒 旧記 念館 に併 設 され て い た
書庫 が手 狭 に な っ た ため 、 従 来の2階 建'.E":1:庫のfに1階 分(延71㎡)を 増 築 して3階 婬
とす る 一}.1.・が 竣1二した 、nこれ は1937〔昭和12)年 度 の 概 算 要求 時 よ り希 望 して い た 念
願 の もの で あ った 、,
1959(昭和34)年1こは 、li京国lk史化財 弼F究所 受 託 規 程 を定 め 、 こ の 年 度 か ら受 託 研
究 を 開始 した、,受託研 究 とは 、 当研 究 所 が 、 外 部 か らの委 託 を受 け て 公 路 と して 行 う研








へ ト セ'L帽 ・
'凄 一 、 一 一一
2】111加ミ務 嘲言果 ・f呆存二平十学 音i二∬1二金(1962{1∫竣:1二、 「東 京
固 、凱文化 財 研 究 所20年 の あ ゆ み 」1973年3月 よ り〕
な どからの受託研究 も多 く、 当研究所 の文化財 に関する調査 、研究 には有益であ り、 今
Uも なお継続 して行 ってい る(『資料編』「受託研究一覧」27～3艀1参照L,
1961{昭和36)年91n6[{、東京 国立文化 財研究所 の組 織規 建の 一部改il:によ}1、
従 来の庶務蜜 は庶務課 とな った。庶務課 は、U)職 員の 人事に関する'1墨務 、(2}職員の福
利厚 生に関す る事務、(31公文雷類の接受 、公印の看守、その他 の庶務、f47経費及び収
入の ア算 、決第、その他会計 に関す る事務、15}行政財産及び物 品に関す る 事務 、{6)庁
内の取締 りに関する こと、⑦ 他 の所掌 に関 しない事務 の処理iを つか さどった[7
1962G】r{和37)年3月311=t,東京国立 博物館敷地内に保存科学部庁奢(保イ搾卜学部実験室}
が竣1二した。鉄筋 コンク リー ト造r2階 建て1延 而積 は663㎡で あった 〔図21〕r,また、
岡 年7月20日 、 この保存 科学部庁舎の竣工 、保存科学部の移転 を受 けて、芸能部が111
保存科学 部の庁舎に移転 した。庁 舎に関 しては、その後、保存科学部庁 舎に隣接 して別
館庁舎を新営す ることにな り、1969(昭和44)年8月23日 に起工式 を行ったr,1970(昭
和45)年3月25El、延面積195.41mの別館庁 害が竣工 し、5月26[]に竣]二式 を行 った、
これ らの庁 禽には、保存科学 部、芸能部i庶 務課が 人った 〔図22〕。 この時 、別館庁舎
に対 し、黒 田記念館 を本館 と呼ぶ ことになった。
また197$(昭和53)年3月20日 、本館(黒EH記念館)構 内に、鉄筋 コンクリー ト造 、
地'ド1階、地.k3階、延面積569.95㎡の情報資料部研究棟が竣工 、5月17El竣1二式 を行'〕
た 〔図23〕。 この本館、別館 、情 報資料部研 究棟 の庁舎 は、2000(平成12)年に新轡 の
庁 舎が完成 する まで使 用 された(施 設については、『資料編』「土地建物の変遷」885～892
頁参照)。
1962(昭和37)年7月1日 、組織規程の一部改正 に よ り、保存科学部 に修理技術研 究
室が設置 された。修理技術研究室はr文 化財 の修理 に関す る科学的、技術 的な調査、研
究 を行い、その結果 の公表 を行 った。そ の後、修復技術 関連 の研究室 も一層拡充 され
74
1沿 革
るこ とに なった。 また1971rlf"1i]和46)
年 よ り、年度末に保存科学部 において
「文化財保存科学懇談会」が開催 され、
庶務 課長 は じめ保存科学部長 、3室 長、
担 当 官、所外 関係 者(K化 庁k化 財部
長等)が 出席 し、翌年度のll周査研究 等
の方針について意見交換 を したr,
1960年代 に は、 当研 究所 の研 究 成














23旧 情 報 資料 部 研 究 棟(197呂年竣1.、
黒llⅡ記念館に隣接 してr・i設された)
試み が始 め られた。その試み として挙げ られ るのが 、2種 の定期刊行 物の創刊であ るC,
一 つ は、1964(昭和39)年に創刊 された 『保存科学』 であ る。岡誌 は、1950(昭和35)
年 に創刊 され た 『保存科学部受託研 究報告』 を発展 させた ものであ る(な お、それ以前
は、古文化資料 自然科学研究会 〔現、文化財保デr:修復学会〕の機関誌 『古 文化財之科学」〔現、
『文化財保存修復学会誌』〕に公表 していた),、もう一・つは1967(昭和42)年に創刊 された
『芸能の科学』 である。 『芸能 の科学』 は 、2006(平成M)年 に 「無形文化遺産研究報 告』
と名 を改めたが、両誌 とも今 日まで継続 して刊行 をつづ け、斯 界をリー ドす る研究誌 と
して の位 置 を保 ち続けてい る(『保存科学」、『芸能0)科岸二』の総li次については、『資料編」
815～833頁、834-一一S38頁参照)。また、美術 部と芸能部に よる 「公開学術i講座」 も、や
は り一般の人 々を対象 に研究成果 を発 表するこ とを 目的 に設け られた ものであ り、美術
部で は、1966(昭和41)年か ら、 また芸能部で は竪67年 か ら毎年1回llf禰1され る よう
にな った(両 部による同講座の各ill1のプログラムについては、「資料編」111-121頁、122
～126頁参照)。 さらに、1971(昭和46)年よ り、保 存科学部が文化財の保存 と修復 に関
わる研究テーマの公開 ・発表及 び討論の場 を提供す ることを目的 とした文化財保 存修復
研 究協 議会 を開催 した(同 研究会は、1973年より修復技術部 とr.:i同で開催された。各研究会
のテーマについては、『資料編」187-202頁参照)。
また、文 化財 保 護にお け る国際 協力 も11960年代 か ら活発 に行 われ る ように なっ
た。1967(昭和42)年12月 に、1[本は文化 財 保存 修 復 国際研 究 セ ン ター(ユ ネスコ
の機関で本部はイタリアのローマ、 英語名称 は、InternationalCentrefortheStudyofthe
Pre8ervationandRestc}ratk}110fCulturalProperty略称:ICCROMイ クロム、以一ド本文1[1で
はICCROMとする)に 加 人 した,,その際、lli研究所 の保存修復部門か ら、わが国の代表
が選Ilhされた、,それ以降 も、当研究所 は、保存修復 分野 における国際協力の窓口的な役
割 を 果た し続 けている、,
2文 化庁 附属機 関、施設等 機 関 と して1968(昭和43>年～80年代
1968dll{和43)年6月15日、文 化財 保護法、文部 省設 置法の一・部改1Eによって、文
化庁が 発足 した。 これ に ともない、当研究所 は文 化庁 の附属機 関 となった.さ らに、
1984〔昭和59)年6月28[:f.文部省組織令が改 疋 され、当研究所 は、 文化 庁の附属機
関か ら施 設等機関に変わ り、文化財に関す る調査、研究、資料の作成及 びその公表 を行
う機関 と して位置づけ られ、かつ法第5条 第37弩 に規 定する政 令で.・iL'める{ill究施設 と
された[」以下 、文 化庁 の もとでの当研究所 の70年代か ら80年代 にかけての沿 ・lill:を述べ
てい きたい。
この時 期の研究活動において、特記すべ き1拝項 としては 「特 別{i}1二究」 と称する制度が
設け られた ことであ る、,同研究は、国の 文化財の調査研究 、保 存修復の動 向に鑑み て、
各部において研究職員の個 別な薫≒qlll分野 を超 えて総 合的 に行 う1-1的か ら新?1L3UCされ、 これ
以 後、各部の調査研 究活動 の」`%:な部分 を形成す ることとな ったu予 算 面で も、それ ま
での 「一般 研究」の枠内で行われて きたf固人研究 、共1司研究 とも一一一部 重なっていたが、
そのための 」7算配分 も行 われ るようになったC71968[lliz和43)年度 か ら難fさ れ、保存
科学部が担 当 した 「陳列室 並びに収蔵坦亙内の温湿 度及び汚染空気が美術 品に及ぼす影響
とその防除についての研究」 を初め と して、1998('r成IO)年度まで、各部 においてそ
れぞれの研究 諜題の もとに継続 された(『資料編』「特別石Jl究…覧」35-36買参1{1{),,
1973(昭和48)年3JI!,当研究所 は、1952(n和27)年の設1雑1以来20年 を迎 えた こ
とを記念 して 『東京国立 文化財研究所20年 のあ ゆみ』 を刊 行 した 〔図241,、同Ill:は1所
長関野 克による 「は じめに」が巻頭 に掲 載 され、11」行の
目的を次の よ うに記 している。
24『東京国立文化財研究所
20隼のあゆみ』(1973年31!]
「この問に文化財 に関す る調査研究 と資料の作成 は、
基礎 と総 合、短期 と長期 な どの各種 に.1〔って引 きつづ
き行 なわれ、その成果は機 関誌 を もって報告 され 、或
は個 々の出版 に付せ られた。 これ らの詳綿は既刊 の要
覧に譲 り、本冊 子の 目的は研究部毎 に調査研究の沿 ・111・:




同書 はー「1総説」 をは じめ と して、「Ⅱ奨術 部」、「皿芸能部」、「Ⅳ保存科fl`:部」、「V
附録」 か ら構 成 され、 各研究部"1の沿ノ1'1:と調査研究ll斤動 が具体的に記 されて まとめ られ
ている。
なお同年4月121i、保存科学 部の修復技術 研究室 を廃ILし、修復技術部 を設 置 した、
修復技術 部には第一一修 復技 術研究 室 と第∵修1憂技術研究室 を置いた,,第・一・修復技 術研究
室 は1木 、漆 を材料 とする文化財'、紙、布、革 以外 の ものを材料 とす る 文化財の修理 に
関す る科学 的、技術的 な調査、研究 を行い1そ の結 果を公表 したO第!:II参復技術研究室
は、紙 、布 、1'}1・:を材料 とする文化財の修理に関す る科学的、技術的 な調査、研究 を行 い、
そ の結果 を公表 した。 さらに、1978(昭和53)年4月5日 、文部省設置法施行規 則の ・
部が改1Eされ、修復技術部 に新た に第三修復技術研究室 をll貨概 した。 第三修復技 術研究
室 は、石、土 及び金属 を材料 とす る文化財 の修理 に関す る科学的 、技術的 な調査、研究
を行い、その結 果を公表 した。
また1976(昭和51>年、芸能部 は、郷L芸 能研 究室の 字1称を民俗芸能研究2;ミに改めた、,
民俗 芸能研究室 はi民 俗芸 能及びその保存 に関す る調査、研 究を行い 、そσ)成果の公長
を行 った。
一方、研究業務の遂行 と組織 の拡大 にあた り、所 内には1310(昭和 ㈲ 年lll231i
付 けの所長裁定 ・施行の 「東京 国立文化財研究所 部室長会1言義運営規則」が設け られ 、「第
6条 部室長会議 に関する事務 は、庶務 課がこれにあたる」 によって、運営 方針 等の ・乖:
要 な決定の際 に行 われ る 「部室 長会 議」(のち組織改変にともない 「部長等会議1と なる)
が位概づ け られた。 その実 質的 な事 務 処1=!1!.は、庶 務課が担'1iした1、また、1976[II和
51)年度 、『東京国立文化財研究所所内報』 と して1975(II肝1150)、197[{昭和51)年度
の研究活動 について詳 しい資料 を作成 した、.これは第11]7」のみの刊行 となったが 、こう
した詳細 な研 究報告 は、 後述 す るよ うに1980(lili和55)年よ 手,「概 要」 に引 き継 がれ
ることとなるa
l970年代 は、研 究 者の 関心が 資料の11≡成、保管 、公開 に向け られた時 期であ',た,、
当研究所 も、長年蓄積 して きた資料類 をより稿極的 に公開する ように求め られた、,その
要求 に応 え るべ きX11織改編 と して、1977(昭和521年4」]18i;、史部省設ii'il劫衝1:規
則の一部が改if-.され、従 斗ξの 美術部資料室 を1ギ産1トし、新たに情 報資料 部を設li'1した、、情
報資窄:}・部には 文献資料研究室 と"ノ1典資料研究室 をii'1二いた、,文献資料研究室 は、各 部が所
掌す るk献 資料、写ll〔資料 を除 くその 他の資料の作 成、収 集、整理 、保管 、公表、閲覧
及びlllll・】査、研究 を1∫',た.、写 呉資 料IJI二究室 は、各部が所掌 する写 真資 料の作成、jl丈集、
















この頃、研 究成果 の公表 ・発信 に関 して、更 に新 たな試みが行 われた1そ の一・つ が
1977(昭和52)年か ら開始 された 「文化財の保存及 び修復 に関す る国際研究 集会」の開
催 である 〔図25〕。同国際研 究集会 は、従来、展覧会や講演 会を開催1,ていた開所 記念
の行事 を発展 的に引 き継いで企画 した ものである。以後、毎 年、有形 文化財 もしくは無
形k化 財・の保存 、修復 を巾心的なテーマ に据 えて、国内外の研究 者と活発な畿論 を交わ
し1研究交流 を行 って いるq司 国際研究集会における発表者、発表題名については、『資料編』
「文化財の保存及び修復に関する国際研究集会」127-185頁参11　.,..)。
11ilじく、1977(昭和52>年 に 「黒田清輝展」の巡 回が始 ま'」た 〔図26〕、,これは、黒
田清輝の業績 の顕彰 をト1指す ことは当然 なが ら、併せて 、研 究成果の社 会への還元 と、
地方の文化振興 に資す るこ と目的 と した事業で ある。各地で 大変好意 的に迎 えられ、現
在 まで毎年一一度 、各 地の美術館等 との共催で継続 されてい る(「資料編」 「黒山li量量輝展巡
h=」94-96頁)。 また、1984(昭和59)年に博物 館 ・美術館 等保存担}1i学芸員研 修
が始 まった。 この頃、各地に美術館 ・博 物館 ・文化財関連施設が急速 に増加 したことを
背 景に、文化財の保存 ・修復 に関 して、研究所 の保存 ・修復部門が長 年蓄積 してきた研
究成果を、研修 とい う形 を通 して 、各地の文化財保存担 当者 に伝達 しようとした もので
あ る。毎 年、多 くの受講希望者が あ り、当研究所 を代表す る事 業 となっている(「資料編』
「保存担当学1芸員研修」224～227頁1)。
1978(昭和53)年、伊藤 延男が所長 に就任 したこの年 には、所 長裁定に よる所 内制度
の整備が行われた。即 ち 「招膀研究 貝規程」 と 「名誉研究 員に関す る内規」であるr.実
際 には1977(昭和52)年度 よ り発足 した招聰 研究員制度 は、国内外か ら優 れた砺 究 者
を当研究所に招聰 し共同研 究をなす 目的の もので、当年の規程整備 は制度の円滑な実施




「名誉研 究員」 に関す る内 規は、研 究所発
展 に寄与 した田職 員達の功に報いる趣 旨か
ら餓た もので、勤続年 数や功績 な どによっ
て名営研 究 員 を発令 した{歴 代の名祥研究
員については、「資料編」865-86{う頁参照,、,
1979G1ri刑154){卜6」」13[[、1;≡ニズにf(ノr
L天11Dが行啓 し、研究状 況σ)視察が行わ 27塁太∫:殿ド行啓{1979年61!]
れた 〔図27〕。 また同年 よ り 「調査員」が正式 に配置 され るようになった。調査員 とはr
専 門的 な知識 ・技術 を もって、当研究所の各調査研 究 を共 同で行 う所外 の専 門家 を言 う,
1980(昭和55)年度 よ り、従来の 『要覧』 の内容 を改め、調査研究 ・諸事業の詳 しい
報告や研究施設 ・設備等 の状況 を紹 介 し、各方面 の研究者の参加に供す る もの となる 「k1
京 国立文化財研究所概 要』(以 ド、『概要」 とする)の 作成 を始 めた 、これに と もない・'
般 的事項 は 『要覧』 に掲 載す るこ ととなった1,
1982(1111和57)年、政府 が最 重要視 していた行政改 ・「111の流れの中、臨時行政制度lll號
会 の最終答 申へ向けて 具体 的な審議が行われ、その過程で'!i研究所の 活動 について も質
問が寄せ られたウ 当時の所 長伊藤 延男による と、「当研究所 のあ り方の基 本」 として 、「思
うに研"iLl'1i'は.:つのlll「を持 ってい る,、ひとつ は文化財 を総括 した学術研究のll1心的機関
となるべ きことであ り、 もうひとつはそこで得 られた成 果を国や地方公共団体ばか りで
な く、民 間を も含めた1幅広 い層 に還 元する ことで ある」(「は じめに.」『要覧」Illi和57'1
度)と して 、当研究所の将L来にわたる 方向性 を明確 に している1、1983(昭和58)年度には、
行政管理庁 による行政監察 を受け 、研究所の意義 と巣績 について評価 を受けた。
こう した行 政の流れの 中で、'li研究所 内で も、新た な取 り組 みが始 まった。その一一つ
として記録 してお きたいのは、1981(111{和56)年度 か ら始 まった総合研究会である。 こ
れは、各研究 部門、及 び各研究員の専 門性が深 まるに従い、それぞれの研究活動 に対 し
て全所 をあげて透 明性 を保つ ように し、また専 門性 の異なる対場か ら自由に討議 をか さ
ね る目的か ら始め られた ものであった。 これに よってi研 究貝相互 に、それぞれの業務
に対 する認識 を深 め、 さらに活発化 を促す ことになった。 初めは当研究所 内の会議室 を
会場 に、年2回 禾lll度開f}llされていたが、1984(昭和59)年以降は、各部持 ち回 りで、年
に4同 か ら5ill1、lill究貝の発表が行 われ てい った(な お、この総合研究会は、y11'内研究員




… 方、この 頃すで に本館{黒lrl記念館)の 老朽化 は年 々進んでお り、1985(昭和6〔〕)年
2月 に本館棟11音室 の取付工事 を行い、 また1987(昭和62)年には収 蔵庫等の改修工串を
行 うな ど、建物利用 にあたっては小 さな補修 を積み重 ねた。 また、1988(iii和63)年度
より、本館建物の老朽化 及び研究部が拡大 した保存科学部 ・修復技 術部 ・芸能部庁舎が
手狭 になったため、新庁 舎の準備計画 を練 り、第1回 建物新営整備委員会が所 内に設け
られたn建 設予定 地(東 京国立博物館敷地内)の 発掘 等 を行 ったが、翌年 の実施設 計は
80
1沿 ・'Ill
認め られず 、その準備費 として認め られた ア算 に より、F定 地内の試掘及 び小規模 発擁1
調査 を実施 し、遺跡等の確 認を行 うにとどめ ざるを得なか った、,また、 この新営準備作
業 を優先 させ るため、1987(昭和62)、1988G[梱163)年度の 『要 覧』 は 合冊で1rl」lfさ
れた 〔図28-33〕、,
1988(昭和63)年、組織 と業務の見111〔しがはか られた,、翌 年度か ら研究 活動のIflfは、
各部において 複数年にわたる 「中長期研究計1画」 を策定 し1こ れに基づいて調査研 究が
進め られ、毎=1=.'li該年度の実績 を報1⊥iすることになった。 これ をも とに、「X化財の
保存に関す る懇談会」 において外部の専 門家 による評価 を毎 年度末に受ける ことになっ
た、7この 「文化財の保存 に関する懇談会」は、1970(昭和45)年度よ り当研究所及 びK
化庁 間で、文化財保存研究関係の情報 交換や 円滑化 を図る 口的で開催 されていた 「文化
財保存科学懇談会」を前 身 とし、1985(昭和60)年度に名称 を改めた もの であるuそ れ
まで 、同懇談会では文化財保 存に関す る研究成 果の概要報告 を行 っていたが、これ を機
に研究評価が 中心 的な課題 とな った 、『L』 は懇談 会で石ll究評flⅢを受け るための説明
資料 に拠 りなが ら、後 に刊行 される ことになる 『年報』 と同様の1人1容を持 つ ように編集
され 、この当時 は庶務課が編集 を担'11した[各 部の 「III長期研究lil'illii」に, l;ついて実施し
た研究課題 、研究期間等 はr本 章末に掲載した1中 長期研究IiI`1―ltj・覧」参照}1,
3文 化 財 保 護 に お け る 国 際 協 力 と新 庁 舎 完 成
1990年fヒ～2000σド1現12」イ1三
1990年頃か ら、k化 財保護 における国際協 力が活 発に行われ るよ うにな'」た、'li研
究所 も、その流れに呼応 してIIえ1際協力を㌦1正門に行 う部門 を新たに設置 した1,199〔〕eド成
21年1⑪1!Ifl、文部省設置 法施行規則 の一 部改111によ'・てriX[r::1_され たアジア文化財保
存研究 室である、,アジア 文化 財保 存研究室は、ア ジアの文化財及びその保存 に関す る資
料の収 集、調 査、研究 、結 果の公 表を担 った 〔図34〕。 また1993(平成5)年 に文 部省
設1・FI法施行規則の一部改IEIこよ'・て、 アジア 文化財保存研究室 を国際文化財保存修復協
力室 に改めたr7,y,t,i化財保 存修復協力室は、世 界の文化財の保存修復 に関す る国際協
力、資料の収 集、調査、研究 、結 果の公 表を行った 〔図35〕。
さ らに、1995U{成7)年41」lif、文部省設{{'1法施行 規則の一・部改正 に よ り、 国際
文化財 保存修復 協力・ヒンターの設 置が認め られ、これによって、'11時所長 の任 にあ 一aた
西川 杏太∫郡の記置47ところによれば 臼司1ノ・1外撲封系{幾1則との三吐封鍔もま『4'ます強 イヒされ、 ・層







》 鞠 饗 勢 ??






35敦 蝶 研 究 院 に お け るIIIIId同研 究 の 会"義、
国 際 支化 財 保 存修 復協 力窒11994f向
なった、 圏際 文化財保存修復協 力セ ンターに は企闘室
34fl'1'llJ"1研究1岩眉の成分を分
析し、その状態を調べるための と環境解析 研究指導諾ミを置いたC,`1`.1山i室は、 匿界のk
試料採取1敦悼些匡高窟にて1、ア
ジア文化財1塀∫二{1】院9;{qgl}lfl・1化財の保存 修復 に関す る国際協プJや研修の企jtlij、実施
に関する`」`務を担当 したr,環境解析研究指導 室は、Ill:界の 文化財 の保存環境解析1こ関す
る資料収 集、調査、研 究、結 果の公表、な らびにc]il.III的、技術的な研修 を11"'aた、,1997
いr成9)年には、文 部省設鍛法施行 規則の一 部改正 によって、11〈[際文化財保存修復協 力
セ ンターに さらに保存計画研究指導室 を置いた。保存計 画研究指導室は、世界のX化 財
の保存計画に関する資料収集、調査 、研究 、成果の公表 、ならび に専門1向、狡術的な研
修 を行 った[コ
国際 文化財保存修復 協力セ ンターが実施す る国際的 な研修 の他に 、f修復技術 部が行
う 「紙の保存修復国際研修 」がある。 この研修 は、1992(平成4)年 に、ICCROMとの
共催で開始 され、 日本が 文化面 での国際協力 を様 々な場 面で 果たす中、 と りわけ、紙 を
材料とす る文化財の保存修復 とい う日本の優 れた技術 を海外に 普及す るこ とになったC,
1999..1..成11>年か らは、「漆の保 存修復 国際研修」が始 ま り、以後は、「紙 の保存修復
国際研 修」 と 「漆の保存修復国際研修」 を、毎年、交互に開催 している,、これ らの研修
は、有形文化財 の保存修復分野 において、当研究所の名 を高めるこ とになった 〔図36〕〔漆
及び紙 を対象とした同研修の詳細 については、『資料編』「漆の保存修復国i祭研修」2074コnr頁.
「紙の保存修復国際研修」210～215頁参照)。
1991(平成3)年 度か ら、海外文 化交流 の一環 として位置 づけ られた事業 と して、 文
化庁の要請 に より 「在外 日本古 美術 品保存修復協 力事業」が 開始 された。 この事業 は、
海外の博物 館や美術館が所蔵 している、修復 を必要 とす る日本古美術 品に対 して、国の





37絵 の 状 態 を 調 査'`'る職 員、 「在 外II本IIゴた術lllll【
保 存修 復 喉 裳」{1㈱〔}年度)に て
割 を担 うことになった。 この事業 では、研究者 による海外出張に、 当初 は庶務等 の'1筋
宮 も同行 し、現場 において関係機関 との折 衝や研究内容 を体験 する ことも多か った,,こ
の ため 、事務部Fllにおける研究 部門への理解 とそれに伴 うf算 執行 、諸 手続等の1羽二要性
に対す る認識 を深 めるこ ととな一aた、,1907er成9)年度か らは、絵画 に加 えL芸IIII「1な
どへ も分野 を広 げ、現在 まで継続 されて いる 〔図37〕{同'1喋の知}象作品の ・覧については、
『資料編』「在外ff本Ilr)こ術II:1:西1存修復協力'jl:業」67-76頁参照)Q
l・K[内では、大学、大学 院教 育に も協力 している、,1995eド成7)年に、東京藝術 大学 と 「東
京芸術大学 大学院 美術研究科 文化財保存学 選考 の教育研究 に対する連携 ・協力 に関する
協定轡:」を交わ し、連携併任分野 として、独 ・Z専攻 大f+1/-r'院文化財保存学 県攻(シ ステム
保存学)を 設置 し、連携 大学 院教育 を闇始 した(同 連携」k学院教育における講座名、併任
教員名については、「資料編』「連携 大学1院教育」218-221∫惨 照)、,
1994(平成5)年1施 設 費が認め られ、か ねて よ り望 まれていた新庁 舎建 設が 決定 し
た。予定地の発掘 を経 て、1996〔1冗成7)'1=SIJ2H、新営建物鍵築[ll膳1二∫丸を行',た、、
新庁舎 完成 をみ るまでの 澗、本館 では、1992('i'lalc4)年に屋 根の己文修 な どを行 い、 ま
た1995(平成7)年 度 には本館 高圧 ケー ブルの改修 、1996(平成8)年 度には電気設備 ・
給排水衛生換気設備等の改修 を行 って業務 を続 けた。
また新 庁舎建設決定か ら実 際に着工 に人る までの間i1996(平成8)年4月1rlに は
所長の交代があ り、西川杏 太郎に代 わって渡邊明義がその任 につい た。その後、1998eド
成10)年よ り、政府が進 める行政改 革の一環 として 、国の所属機 関等 の独立行政法 人化
に向け た準備が進め られた。当研究所 は、奈良 国:・`1文化財研究所 と一つの組織 になるこ
とが予定 されてお り、その ための準備段 階と して諸協議が進め られi両 研究所 間の交流
が活発 になってい った1,
研究活動に対する評価 について は、独 、乞行政法 人化 を前 に、1999('r成11)年12月10Ll1
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1998(平成10)年度の研究活動 を対象に1外 部評価委員 を招 き研究評価委 員会 を開催 し
た。 同委 員会は、1997(平成9)年 度 まで 関係 各課 との連絡調整 をはかる懇 談会 として
行われて きたが、この年 よ り研究評価 の充実 をはかるために分離 して行 うことに した も
のであった。初年度 は部門別 に研 究報 告を行 ったが、部門を横 断する研究 プロジェク ト
には不都 合があるこ とから、翌年度か ら研究 単位 に責任者が発表説明 を行い、これ を基
に外部評価 を受けるように改め られた。
また同 年度 より、従来の 『要覧』 を改 め、 『年 報.1を下1」行す ることとな った。当時の
所長渡邊明義は、『年報』刊行の1i的をつ ぎの ように明言 している(「年報の発1:ilにあたっ
▼ぐ」『侮こ幸1壷.A1997年工皇1)o
「'【1研4所の研究活動 は文化 財保護行政 と深 く関係 してい ることか ら、K化 財の保
存修復 に直接関{系す る技術指導や調査協力が少 な くな く、 またK化 財'の保存の国際的
連携 を進めるため 、研究活動はt{-rに向 って展開 してお り、この現況 を社会に伝 える
ことも必elksだか らである1,研究所 の研究活動 を明 らかにす ることは研究所の研究活動
を強化する ことにつ なが り、将 来へ の展望 を開 くことに もなるはずであ る、 これが 『要
覧』 を改 めて 『年報』 と して1;ll行す る理111であ るn」
以後 この 『年報』 は、当該年度の当{研究1り「の調 査研究等の業 務の 全容 を示す 田行物 と
して毎年 刊行 されている。編集にあたっては、各部か らの編 集 委員に よって構 成 された
編 集委員会制 をと りi各 年担 当編 集責 任者が編集す るようになった,,










ず当研究所 にお いて行われる 日々の調 査研究の1舌動 を
情 報 発 信す る媒 体 と して 『TOBUNKENNEWS(東
文研ニュース)』(年4圃刊行)の 発行 を始めた 〔図38〕。
これは、1997(平成13)度よ り国際文化 財保:存修復協
力セ ンターが刊行 していた 『ニュー スレター』 を発展
的に引 き継 いだ ものであ り、編集 は情報調整室の広報
担当者が あた り、当研究所 全体の広報誌 と して位i置づ
け られている。
2000(平成12)年2月 、新 庁舎が竣工 した。鉄筋 コ
ンクリー ト造、地上4階 、地下1階 、延面積1055799
㎡であ る。 これ まで本館(黒 出記念館)と 東京国 立博
1沿1'i':
物館敷地内の別館に別れていた 各部門
が一つ の庁 舎 に集 まるこ とになったu
同年2月21日 に別館(1・ 芸能1学ll・
保存科学部 ・修復技術部 ・図際 丈化財保
存修復協カセ ンタ 一ー)の移転 を開始 し、
庶務課 及びセ ンター企画室は新庁';1
階で業務 を開始 したrつ いで1司年3月
6!f、本館 僕 術 部 ・情報資料部)の 移
転が 始 ま り、3月22EIに建 設 省関東
地方建 設局営繕部 よ り、新営庁 舎の外構 工c'S'='1'、植栽等の引 き渡 しを受 け、工事 を完了 した 、
これに よ り、所 在地は 「台東 区L野 公園13番271}」よ り 「13番43号'」へ 変更 された、,
移転完 了後、庶務 課 ・保存科学1亭ll庁舎及び芸能部 ・保デ∫二科学部庁 舎は取 り壊 され 、敷地
も東京 国立博物館へ移 された、51jlll[に、省庁やL睾 の関係 者約200名のlh席を得て、
新館竣ll記念式典 を執りlfった 〔図39〕、,式典の概iLii-:はLJ.ドの通 りであるV
新館 開所記念式 典(於 セ ミナー室)
テープカ ッ ト
プ ロモーシ ョンビデオ放映
1.式辞 渡邊 明義 東京匡位 文化財研究所長
2.祝辞 林 Ⅲ 英樹X化 庁長官、高II11三;1彦建=7L地 方建設局局}乏
3.誹「業幸「乏告1竜II{言二IIゴ1省1司∫口」堪『繕 剖三}モ
4.祝電披露 深 谷隆lfl通商産 業大1巨、鳩 山邦夫元 文部大1}〔、
(財)元興寺文化財研究所、 中ll醇女煤研究 院




公共の公園内に建設 されたため、公開施設の設置が義務づけ られ、玄関ロ ビーには公
開ll1のスペースが設け られた、 開所 にあわせ 各部署 の研 究活動 を紹 介するパ ネル展示が
行われ たが、そ れ以降 は約'匿rご とに、各部 、セ ンターの研 究活動 を発表す る展示が



















































妬 研修生 ・大学院生案 新庁舎4階
86
1沿1㍗ ㌔'
年11月14日 に東 寡都」r・代 田 区の パ
レ スホテ ルで 表 彰式が 行 わ れ た。 こ
の 他 に、2000(平成12)年度 建 設 省
営繕工 事設計 コンクールにおいて建築
大臣賞 も受賞 しているn
この新庁 舎の完 成と移転に より、有
形 と無形の 文化財を、人文的な観点 と
白然科 学的な観 点の両方か ら調査、研
究 し、その成,果を国内外 に発信 、還元
46改修'1二事後の1　〈田記念館
2階廊トよ`1黒田記念牢を見る
す る とい う総合的 な研 究所 としての姿が ようや く実現 した と言え よう 〔図40一叫5〕、,
新庁 舎への移転後 、黒 田記念館 の改修 二r:事に着 手 し、2001..成13)年3月29iiに
竣工 した。改修 の 目的は、同記念館の黒田記念t'.rを中心 に、2階 の全体を創建当初の 姿
に復元す ることi及 び、作品展示のための スペー スの拡張であったUそ のため、独 白の
空調設備が設け られt記 念室等の 天井は、当初 白然 光を取 り入れていたガ ラス 天井 を復
元 し、 さらに移転 以前 まで会議等 に使用 されていた11陳列4,ti-1も、展示室 と して使用す る
よう改修 され、 また旧美術研究所長室 も公開 さ才しるようになった。 これに よって、同館
は昭和初年の美術館建築 の遺構 と して蘇 ることが川来、1司時 に展示の充実がか なったf」
また、2002(平成14)年度 よ り、それ まで毎週 木曜ilに加えてL曜Uも 一般 公開す るよ
うにな り、来館者 の大幅 な増加がみ られた:7その後 も、改修1二事が加 えられ、2003('ド
成15)年には、エ レベー ター1リ フ トが設置 されてバ リアフ リー化 を進め、展示施設 と
しての充実が はか られた 〔図46〕。
2000eF成12)年3月28日及 び嬰2001('1城13>年3月27ifの2度にわた り、運営
諮問委 員会を開ICisしたC,これは評議会の ように議決権 は持たない ものの、当研究所にお
ける研 究以外 の諸活動(文 化財行政支援 事漿や専門家養成、圃際協力事業等)や 次年度 の
研究 な どに対 して外部の専門家 や有識者の意見を聞 くものである。組織改変 中の当研究
所 において今後の方針 を検討す る様 々な意 見が交 わされたがr独 立行政法人化 にともな
い終会 となった。運営諮澗委員 会の委員は以一ドの通 りである。








谷 久 光(文 化財保護新興財団専務理事)
永井多恵 子Gl本 放送協会解説委 去蓮)
中嶋 春洋 個 際交流1;金常務理 物
野村 萬(口 本芸術実浄{家団体協1義会会長)
Ilr∫lfiヱ詮(奈⊥≒LII{1、k文イヒ!1オτill:争七1り了⊥走)
4所 長 につい て
1852(IIで杯 27)イド(ノ)東∫1{文fヒllす{i,1二究1所誕'kf麦、}近長111【qI-一紐Uよ、{1,1:ゴビ音1二σ)」広ノ〈`こf1ドう
。艶備整備 など研究環境の強化に力を入れたi}特に文部省科学研究ぜ瞥ll1助金笠;の積極的な
研 究費の取 得によ り、マ イクロフ ィルム撮 影機材 を 一括 して導 人するな ど、研究,llヨ礎設
備の充実 に努め、 「1身の研 究 面で は1966(Illi和41)年度か らの科学研究 費 「1図£仏画
の図像様式技法等の展 開に関す る総合的研究」の研究代表 昇ともなJて いる またHill1
は、II}:庫の増築や保 存:科学培13新庁 舎の建i没に貢献 している,,
1965(昭和4⑪)年411111付で 、保存科 学部 長 関郵年克が所⊥d「務取 扱 にf「:命され、
1971(昭和46)年6♪」、兼任をかけ られて いた保存科学 部長職 を解かれ所長職にり∫`任と
な',た1、1970(昭和45)年に保:存科学部庁 石材黄に別館 を建築、1978Ulr{和7;3]年31」に
本館(黒lrl記念館)に 併設 して情報資料棟の建 設が な されるが 、後 片は建築 家で もあっ
た関野 の設計によるものである。
1978([1;和53)年4月1日には、伊藤延 男が所長 に任 じられた、1デlll職1卜、伊藤は'1i研
究所の 漿務のなか に 「国際交流 」をあげ 、積極的に取 り組 んだ,そ の象徴的 な事業の一
つが、それ まで 各部の主催で行 っていた 「文化財の保存及び修復 に関するll`Ⅱ際研究集会」
を、初めて当研究所 とICCROMの共同主催 としたことであるniril国際研究 集∫ヤでは 「各
種 文化財に関す る専門家の養成 」をテーマ に掲 げ、有形無形 を問わず国内外の 文化財保
存 ある いは修復 の技術者の養成 についての討議発表 を行った(1985年llm8-211D,,
また、建築 史を専門 とする伊藤 は、調査研究の面におい て、(1>1.1本建 築史の研究i(2)
U本 建築構 造技法 の研究、(3)文化財保護制度 史研 究、(4)年輪年代測定法の基礎研究
の4つ をその課題 とした。特 に(2)に おいて科学研究 費 「建造物 ・美術工芸 品の劣化
現 象 と保存 ・修復 に関す る研究」 を進めた。
1987(昭和62)年4月1日 、濱 田隆が所 長 とな る。在職 中、濱 田は、前所 長がn指
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した 「国際交流」の さらなる具体化 を図った。 その一つがr1986{昭和61)年度 か ら継
続 して実施 され ていた特 別研究 「敦 煙文化財保存修復に関する調査研究」において、訪
中 団を派遣 した ことであ る。 また、敦焼研 究院 との問で共同研 究 を開始す るとと もに、
1991(平成3)年 度には、「ス ミソニ ア ン研究機構 との国際研究交流」のための交流委員
会 を発足 させた。 また、老朽化 の進 む本館(黒 田記念館)や 手狭に なった別館 を改 牌す
べ く、新庁 舎建設計画 に着手 した4在 職中の濱田の調査研究 は、1986(昭和61)年度か
らの科学研 究費 「非破壊的方法に よる彩色文化財の総 合的現地調査方法 の確立 とその応
用 に関す る研究」 を引 き継 ぐとともに、科学研究 費 「東 アジア地域 の古文化財(育 銅器
および土器 ・陶磁器)の 保存科学 的研究」の代表者 を務 めた。
1991(平成3)年4月1日 、西川杏太郎が所長 となる。 当研究所 は、1990(平成2)年
度 に敦煙研究 院 と合意書 を取 り交 わ した後、西 川の もとで5ケ 年にわたる本格的 な日中
共 同研究 を推進 するこ ととなった。 この共同研究 に関連 して、1990(平成2)年10月 に
設立 された アジア文化財保存研究室 をは じめ、国際的 な文化財研 究機関 としての体 制 を
築 くとと もに、その運営 に努 めた。 また、在職 中には、新庁 魯の越設が決箆 し、その具
体案 の策定 を進 めた。 その他 に も、東京藝術大学 と共同の文化財 保存学 における大 学院
教育 を開始 して いる。調査研究 の而では、1992(平成4)年 度か らの科学研究 費 「科学
技術 を利用 した文化財研究法 の開発」、1995(平成7>年 度 「美術工芸llll等の防災に関す
る調査研究」の代表者 を務めた。
1996(平成8)年4月1日 、渡遇明義 が所 長 となる。積 年の願 いであった新庁舎が竣
工 した ことにあ わせ、2001eド成13)年度か らの独立行政法 人化に向けての準備 をすす
めた。独立行政 法人化後 も、所 長の任 にあた った(95～96頁参照)tl
5資 料 中長期研究計画一覧
中長期研究計画 とは、各部 ・センター において研究課題 を設定 し、計画 的に調査研究
引を実施す るもの である
。外部の 導門家 によって その成果の評価 を受 け、透 明性 を高め る
ように していたO以 下にその一覧 を示す。
研究題 日が変Fし た ものは → で示 し、担 当が変更 した ものは括弧内に → で示 した。









東所在墨画資料 を中心 として一→一 絵画資料、明治後半期美術資料、
関東所在水墨画資料、日本絵画史年紀資料集成15世紀→日本絵画史年
紀資料集成15世紀、絵画に見る武装資料、室町時代水墨画資料、明治












平成9～12 日本における美術史学の成立と展開(美術部 ・情輪 餐料部)
平 成10～12
一一 一
日本における外来の美術の受容についての研究 僕 術部 ・情報資窄1}部)一
平成11 美術コレクションの収集・展示に関する歴史的比較研究(美術部・情報資料剖1)一 一


































一一 　 .一 ～ 一 一 邑r
伝統芸能の形象方法に関する調査研究







































































まず、この独立行政法人化 による組織の改編か ら記 しておきたい。










研 究集会 の実施 に関す ることrfltlj研究所の所掌1}羊務で、他の所掌 に属 しない ものに関
す ること、をつか さどった1、
協力調整ギrは、文化1けの所有 者か ら、保存二fl参復に係わる科学的調査 ・研 究について依
頼 があった場itに、調整及 び成 果の とりまとめ を行い、 また研究所の各研 究部における
文化財情報管理の統括 を行 った、 その ドに置いた情 轍調整室は 、所内の惰 報システムの
管∫Ill運川 、ホームページや1;11行物 による 各研究部門の{lll:究成果の発信、研究 資料の作成 ・
保 存 ・公開 及びlilij像光学 やデジ タル技術 を応用 した最先端の画像形1茂をfDた1、
美術部は 、 美術に関す る調査 、研究 を行 うとともに、それに基づ く資料 の作成 と公表
を行 った。美術部には 日本東洋美術研 究室 、rat田記念近代現代美 術研究室i広 領域研究
室 を櫨いた。 口本東洋美術研究室 は、主 として、 「レド、東洋のllゴ代、中世、近 畦の)き術
に関する研究 を行った。黒 田tip念近代現代 美術研究室は、 日本、東洋の近代の 夷術、現
代及び西 洋の美術 の研究 を行 うとともに、黒 田記念室に関する'∬務を担'r・した1,広領域
研 究室は、 日本、東洋美術 に関 して、人 文科学 と白然科学にわたる広領域II勺課題を狙 当
した。
芸 能部には演劇研究室、 跨楽舞踊研究室 、民俗芸能研 究室 をii'透いた、,演劇研究室 は演
劇 に関す る研 究、r↑楽舞踊研究 室は.'r.31楽と舞踊に関する研究 、民俗芸能研 究室は民俗芸
能 に関す る研究 を担'liした、
保存科学部 は、文化財の材'質・構造やそれ を取 り巻 く環境 を様 々な科学 的 方法で;翻1可べ
て 、 文化 財のJ5'・ 考占'1∫:など歴 史研究 に役 、ン:つ調 査研 究 とその成 呆公表 を
行 ったC7保存科学部には化学研究室 、物理{i∫1:究室、生物科・学研究室 を{i'llいた,,化学研究
室は文化財の材質や彩 色を、ポ ー タブル分析 機[IL1(IIを含む さまざ まな分析f法 によって調
査 し、文化財 の化学的 な特徴 を明 らかにするための研究 をII・!'..1したC、物理研究室 は'E.3:E.1[1111{!1[:
度、空気 汚染 な どを測定 してK化 財公開施設 におけ る保存環境 を評価 し、X化 財の劣化
を防止す るための研究 とX線 、赤外線 な どを川 いた非接 触調 査手法 の開発研究 を担 当
した。生物科学研究室 は、生物 が原因 となった文化財の劣化の機構 を調べ防除する研究
を進め 、特 に、環境に与 える負荷 の少ない1坊除法の開発研 究を担 当 した。
修復技術部 は、文化財の修復に関す る科学 白勺な調 査、研究 を行 うとともに1文 化財の
修復の ための技術 に関する調査、研究 を行い、その調査 、研究 に基づ く資料の作 成 と公
表を行 った、た だ し、1:記の うち、後述する国際文化財 保存修復協力セ ン ターが所掌す
る もの は除かれ る1、修 復技 術部には、修復材料研究室 、伝統技術研究室、応用技術研究
室 を置い た、修 復材料研究室は、X化 財の修復 に関わる斬材料 、伝統的材料に関する研
究 を担'且iした、,伝統技 術研究室 は、絵lllli、「ri・1..建築 な どにお ける伝統r1勺技法 に関す る
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研究 を担 当 した。応用技術研究案 は1新 材料 及び新技術 を応用 した修復方法に関する研
究 を担 当 した。
国際文化財保存修復協力 セ ンターは、文化財の保存修復に関す る国際 協力、それに関
す る調査、研究 、それ らの成果に基づ く資料の作 成 とそ の公表 を担 当 したr,国際文化財
保 存修復協力セ ンター には国際情報研究室 、保存計画研究室、地域 環境研究室 をi置いたC7
国際情報研 究室 は、文化財'研究所が 行 う国際交流、協力等の専門的事項につい て、連絡
調整や企lllⅡ1、実施を行 うとともに、圃際社 会における文化財 に関す る理念、1.x;11!1'論・条
約 ・規約 ・患章 ・指針等 、諸外国の法制度 、保護の状況 、な らびに'丈化財 と政{i=,宗教 、
1:11との関わ りに関する研究 を行 った。保存計1曲i研究室 は、Ili二界各IKI、地域 のk化 財の
保 存、整備、修復計画、及び活用計lllllに関する もの、 さらに地域 開発、観 光開発 と文化
則'の関わ りに関する ものを担 当 したC,地域 環境研究室 は、世界 各国、地域の 史化財の保
存に関わるr1然環境 、歴 史的 、人文的環境 、及び経済的環境 について研究 【、た1
この他 、 各部II∈1は、地方公共団体 、文化財に関す る調査、研究 を行 う研究所 、その他
これに類す る施設の職員に対 して研修 を行 うとともに、地方公 共団体に対'して指導、助
、1をffった,、なお独 、k行政法人化 にあ わせ 、当研究所 の シンボ ルマー クを作 成 した 、デ
ザ インは 東京藝術大学教授 でデザ イナーの蓮 見智幸に依頼 し、「一本の線 を 「人」 お よ
び鵜kの 頭 文字 『T』とい う 文字 を重ね合 わせた、文化財を未来の 人々に継承 する様 を
多面的な立体 感を もった造形で表現 」 したシ ンボルマー クとなっている,
以Lの 機 構 によって、2001eF成13)年か ら2006eド成18)年3月311iまでの 中期
f1標期間中、順調 に1罫業 を遂行するこ とが出 来、中期ll標期 問の終 」'にあ たっては高 い
評価 を得た。
2006eF成18)年41J1日か らの次期 中期 目標期間の開始 に際 して、機構 改革が行 わ
れた1,協力調整官 と情報調整室 は新た に企画情報部 とな り、情報 システム研vtis./L-i...と文化
財アーカ イブズ研究室 を置 いたC,企画情報部は、各研 究部にお けるX化 財情 報の管理の
統括 を行 うとともに、文化財所有者か ら調査研究 について依頼があ'・た場/iに、その調
整 と成果の取 りまとめ を行 った。情報 シ ステ ム研究室 は、情報 システムのA'n='1!4.一;f、運営 、
研究成果の 公開に係わ るもの を担 当 した。文化財 アー カイブズ研究室は、文化 財に関す
る情 報及び資料の収集、整理 、公開に関す る もの 、ならびに先 述 した文化財所 有者 か ら
依頼に係 わる調整 と成果の取 りまとめ を担 当 した。
芸能部 は無形文化遺産部 と名称 を変え、無形文化財研究室、無形民俗文 化財研究室 、
.faL[.1t::]1・映像記録研究:.:Gを置いた。無形 文化遺 産部 は1わ が 国の無形文化財 、無形民俗 文
化S:J文化財保存技術の保存 ・継承 に関する調査研究 を行 い、それ らの調査、研究 に1,
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1沿"1'
つ く資料の作成 と公表を行 った、,無形文化財研究室は、無形 文化則'及び 文化財保存技術
に関する もの を、ti≫:jl:多民俗 文化財 研究室 は無形民俗文化財に関する ものを、1,11"・映像
記 録研 究室 は1音 声 及び映像記録 に1娼す る1曳法 を担 当 した.
保存科 学部 は、3室の研究 業務に 大きな変化 はなし㌔ 修復技術 部は、応用技術 研究室
を廃止 し、新たに近 代 文化遺 産研究室 を置いたが 、近代 文化 遺産研究室 の研究 業務は、
前 の応 川技 術lill究察の それ を継承 してい る1,
国際 文化 財研 究セ ンターは、 名称 を 文化遺巌国際協 カセンターにあ らため 、企画情 報
研 究室 も国際企1由i情報研究室 と名を改めたが、それぞれが所掌する研究業務に変わ りは
ない、
2007eF成19年)年4月1日 、法人統合 に よ り、独 立行政法 人 文化財研 究所 は、独
立行政法 人国立博物館 と統合 し、新 たに独立行 政法 入国 立文化財機構 となった,こ れに
ともない、機構改革が行 われ、美術 部は廃Il:され、企illll情報部に統合 されたnそ のため 、
企画情報部 は、情報システ ム研究室、文化財 アーカ イブ ズ研究室 、K化 形成研究室、近 ・
現代視覚芸術 研究室、広領域研究室の5室 構成 となった、,また、保 存科学部 と修 復乎支術
部が統合 し、保存修復科学セ ン ター とな'_31,保存修復科 学セ ンター は、保存科 学研究
室、分析 科学研 究.y-:.生物 科学研 究室、修復材 料研究室 、伝統技術研究室、近代K化 遺
産研 究室の6室 か ら構成 された.
法人統合 による もっ とも大 きな変化は、これ まで11側研 究所が管理 して きた黒 川記念
館及び黒田[y輝作 品が東京国立博物 館に移管 となった ことである、 しか し、黒 田記念館
の管理、運鴬 、平常展示等 の企lllliに関 しては、い まもなお、'且i研究所 が東↓;(国、k博物館
に協 力 して、積極 的に関与 している[1
2所 長 について
独立行政法 人化 にあた り、法人理 事長 に任 命 された渡邊明義は、国宝 高松塚古墳 の保
存対策 にと りくむ一方、国外 ではアフガニス タンの文化遺産、 とりわけバー ミヤ ーン遺
跡の保存問題 、 また中図の敦煤や龍 門の各研究院 との研究交流な ど、文化遺巌保護 にお
ける国際交流 において も当研究所 と田:界を繋 ぐ役 目を担った。 また高精細デ ジ タル撮影
に よる画像形 成など新 しい研究分野 も積極的 に推 し進めた。1999('1こ成 D年 度 よ り科
学研究費 「彩[.fr.K化財σ)材料 と技 法 に関する科学的研究」の代表 習とな り、特に ドイツ
とlf本におけ る彩色についての研 究の総括 を行 った,在 職 中、「文化財 とその保 存の研
究 について は'噛同内問題は国際閻題"で あ ると認識 し、今後 も活動 してい きたい」(「概
i)
要』2003年度)と 記 し、 当研究所 の活動 を牽引 した。
2004(平成16)年4月、鈴木規 夫が所長 となった。就任 当時、は じめに喫 緊の問題 となっ
てい たキ トラ古墳 、高松塚古 墳の保存問題 に、文化庁や奈良文化 財研究所 との連携協力
の もとに取 り組 んだ。 また西 アジアの文化遺朧保存 支援 のための協力、研修事業等の国
際交流事業の拡大 に努 めた。 同年の文化財保護法の改正にと もない新た に「文化 的景観 」
と 「民俗技術 」が保護の対 象 とな り、 さらに2003(平成15)年に、 日本が 、ユ ネス コ
で採択 された 「無形文化遺産 の保護 に関す る条約」の条約締結 国 となる と、当研究所 に
おいて も、無形文化 遺産に関す る行政施 策に資す るよう、具体 的な調査研究が求め られ
る ようになった。この ような事業の拡大 に際 し、その中軸にあ って遂行 している。2005(平
成17>年は、独立行政法人 となって5ケ 年の中期 目標 を達成す るために定め られた中期
計画に最終年 にあた り、その成果の取 り纏めをはかるとともに、あわせ て次期中期計画
の策定 を進め なければ な らない年 で もあった。 当該年 度にあた り鈴木は、「今年は、当
研究所の創 設75年 の節 目に当る年」(『概要』2005年度〉であ ると指摘 し、まさに本書
刊行の意義 に も注 目を している(2006年4月以降か ら現在までは、「IV現況」参照〉。





文化財研究所(以 下 「文化財研究所」という)が達成すべ き業務運営の日標(以 ド 「中期 目
標」という)を定める。
(前文)
我が国の長い歴史の中で、生まれ、育まれ、今 日まで守 り伝 えられてきた国民の寅重な財産
である文化財 は、我が国の歴史、伝統、文化等の理解のために欠かすことのできないもので
あ り、将来の文化の向上発展の基礎 となるものである。我が国の優れた伝統文化を守り、伝
え、発展 させていくことは、文化政策の重要な課題であ り、文化財 に関する調査 ・研究の成
果を生か しなが ら、文化財を大切に保存 し次世代に継承するとともに、積極的に公開 ・活川
を図り、多 くの国民が文化財 に対する理解を深め親 しめるようにしてい くことが重要である。
文化則'研究所は、我が国の文化財研究の中核的研究機関として、貴重な文化財を未来の人々




① 文化 財 を適 切に保存 し、効果的 に活 用するための 調査 ・研 究
② 国内外 の諸機関 との研究 者交流 、共同調査 ・研究
③国民 が文化 財'に触れ 、身近に親 しむこ とので きる魅 力的 な展示 や情 報 ・喪料の提 供
④文 化財 の保 存 ・xiri川を 支える 多様 な人材の捲成 ・確保
⑤文 化財 の調 査 ・保 存 ・修 復に「対す る国際協 力 ・支援
等の業 務 を行 うこととす る、
この ような役割 を果たす ため、K化 財研究 所のII1期ll標は 、以 ドの とお りとす る、,
1中 期H標 の期艮11
文化 財研究所 が実施す る紺 勢は、 多種 多様な文化財 の特 質の解 明や文化財 に関する膨 大な
資料 の収 集 ・整理 ・分析 等に多大の労力 と時間 を必 要 とす るためr成 果が得 られる まで に
長期 間 を要 す るもの が多い こ とか ら、III期日標 の期 問は、'r成13年4月1[!か ら胸 茂18
年3月31日 までの5年 間 とす る,、
II業 務運営 の効率化 に関す る事項
職員 の意識改 革 を図 るとと もに、'1筋、,1喫、組織 等の 見ll'1:し、外部 委託 の推 進等 によd・J
経費 の合 理化 を図る こと。 具体的 には、連営費 交付 金をfi'"rして行 う業務 について は、IliI
にお いて実施 されてい る行 政 コス トの効率化 を踏 ま/4　裳務 の効率化 を進 め、中期ll標の
期 間中1毎 事 業年度 につ き新規 に追加 され る業 務、拡充 業務分等 を除 き1%の 業務の効 率
化 を図 る。
III国民 に頬 して提供 す るサ ー ビスその他 の業務 の質の向Lに 関す る'1罫項
1文 化財 に関す る調査 ・研究
我 が 国にお ける文化財 及 びその関 連資料 は膨 大であ り、その調 査 ・研究 と実 態の1卯り」に
は 多大の時 間を必要 とす るが 、緊急 度や ・n要性 等 を勘 案 し、i化 して ドll己のllD∫1につい
てlll・画的 に畦lllⅡ査 ・研究 を進め る こ と1,その 際、最終 的 な結 論 を導 き出 すため に長期 にわ
た る調査 ・研究 の蓄積 が必 要な場 合は 、 ・定の期 問で客観 的 肛実 や 中間X1'・1な成 果が 得 ら
れ るよ う課題 を設定 し、その成 果を適時瞳 切に国民 に 公炎す る こと1,
(1)K化財 に関する基礎的 な調査 ・研究 σ)推進
以 ドの課 題に取 り組み 、 文化財 に関する基鍵的 な1渕査 ・研 究の推進 を図る こ ど,
①美術 、演劇 、 音楽、民俗 芸能等のK化 財の伝播 、継承 及び発展の解明 をfa_め、牲 に、大
正期 及び昭和 前期 の美術 展覧 会に 出:Illlされ た作 品 とその作家 の)亀術 りこ的 な1言;1こ価 を行い 、
成 果と して総合的 な口録 を完 成す るこ と、
〔2)14城宮跡 、飛鳥,藤 原官跡 の発掘澗 査等に よ り、 占代 都城 や国家の11:多成過程 、 当時の生
活 環境 等の実態 の解明 を進め 、 本期 間中 に13ケ1り1程度の発掘 調 査を行 い、研究 成 果を
イU・る よう努めるこ と1,
〔3啓院 等が所 蔵する歴 史資 料、lll:跡資料等の調 査 ・記録 ・分 析1こよ り、 目奉の歴 史 ・x化
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の源流の解明を進め1本 期間中に5ケ 所程度の調査 ・研究を行い、成果を得るよう努め
ること。
(2>文化財の調査,保 存.修 復.整 備.活 用に関する輿践的な調査 研究の推進
以下の諜題に取 り紅み、文化財に関す る基礎的な調査 ・研究を基に、文化賜'の調査 ・保
存 ・修復 ・整備 ・活用に関する実践的な調査 ・研究を進め、その成果を文化貝赫色策の向
ヒに資するよう提供すること、7











丈化財の調査 ・保イ∫:・修復に関する岡際機関、Ilfl外国 との調査 ・{i∫1究協ノJ、情報交換、
割II隊の養成支援等を積極的に実施することにより、文化財に関するll〔1際交流を推進す




2調 査 ・研究に基づ く資料の作成 ・公表
K化財に関する調査 ・研究に基づ く成果についてr速 やか に報告書等を作成 し、適切な





3k化 財に関する情報 ・資料の収集 ・整理 ・提供
文化財に関する情報 ・資料を計画的に収集 ・整理 し、積極的に公開 ・提供することC、そ







文化財の保存.活 川を推進 し、1皿1民に対するサービスの向hを 図るため、地方公共団体、
博物館、美術館等閑係機関の職 止1の資質向Lを 目的とする研修等 を計画的に実施するこ




5文 化財の調査 ・保存 ・修復 ・整備 ・活用にfす る援助 ・助需
調査 ・研究の成果 を活用 し、国 ・地万公共団体等に対 して、文化財の調査 ・保:存・修復 ・
整備 ・活用に関する専門的 ・技術的な援助 ・助、「を積極的に実施することによりK化財
保護の質の向上を図るこどJ
6前 各項の業務に附帯する業務
(D国 の文化財に関する公開 ・活川 事業を促1塾するため、文化財研究所の業務に奮接な1樹
係を有す る遺跡地の公開 ・活用に協力 ・支援すること、,
(2)悟城宮跡及び飛鳥 ・1爆原宮跡等の解説、耀境保全等を行うボランテ ィア活動を積極的
に支援 し、ボランテ ィアの 文化財に対する学習需要にも適切に対応す るとともに、毎年





















化財の調査 ・保存 ・修復 ・整{1;レ活用に関する調査 ・研究を総合的に実施するとともに、調
査 ・研究成果の国民に対する迅速な公開、.x化財の調査及び修復等に従事する劇WI勺技術者







II本及び東洋の 美術、伝統芸能と民俗芸能の調査 ・研究、K化 財 ・般の保存に関する科学的
調査 ・研究 と文化財0)修復に関する技術的調査 ・研究を行うとともに、全国各地の博物館 ・
庭術館或いはk化 財の保:存と修復現場からの要請に応 じた馬〔1睡1的指導 ・助言及び研修を実施
する1,
また、文化財の保存 ・修復に関する1剥際協力を推進するための諸活動 を縮極的に行 う。
これ らの調査 ・研究及び諸活動の成果の公開等を積極的に推進す る、,
(4皆」1、と丈イヒ賦オ凸石汗究}幹)
遺跡 ・建造物 ・庭園等大地に結びついた文化財及び南都諸大寺及び近畿川辺のIlr社寺におけ
るK化 財'の調査 ・研究を行 うとともに、発掘調査 ・遺跡の整備に関するlkl際協力を積極的に
行ケ,
また、金国各地の発掘調査等に対する指導 ・助言及び発掘調査専門職 当1等に対する研修、ilk
鳥資料館 ・平城宮跡資料館等における調査 ・研究成果の公表、文化財に関する情報 ・資料の
収集 ・公開等の業務を積極的に推進する、
1業 務運當の効率化に関する日標 を達成するためにとるべ き措置
国において実施されている行政コス トの効率化を踏 まえ、運営費交付金を充当 して行う
業務については、業務の効率化を進め、中期 目標の期 間中、毎寓業年度につ き新親に
追加 されるi拡 充業務分等 を除 き1%の 業務の効率化を図る,,
具体的には、下記の描置を講ずる。










8法 人の白己点検評価のあ り方について検討 し、適切 な自己点検評価 を実施するととも
に、今後の法人運営の改善に反映させる。






(1)k化財に関する基礎的な調 僅 ・研究を推進するため、以 ドの研究課題に取 り糾1むC,
①我が1..IL]及び諸外国の美術及び迩術史、澁劇、汗楽、民俗芸能に関す る調査 ・研究を実施
する,,
ア 東アジア地域における,.術交流の歴史や目本)廷術に及ぼ したs.つ いて解明する
ため、)き術に関す る資料を収集 し、分析、研究を行い、得 られた成果を報告淋とし
て門行する,.
イ 我が国の近代 美術の発達に関 して、時代ごとに調査 ・研究を進めるとともに黒田清











ア'F城 宮跡及び飛鳥 ・II'原宮跡について、以 ドの発掘調査を笑施 し、ICI代都城の実態
1(II







(飛鳥 ・藤原宮跡地区)石 神 ・水落遺跡、飛鳥寺跡
ウ 上記発掘調査による出土遺物及び遺構に関する調査、分析 、復原的研究を総合的 ・
多角的に実施 し、得 られた成果を報告書として刊行する。 また、古代飛鳥のイメー
ジ再現研究として、模型、コンピュータグラフ ィック、出土品の レプリカを作成する。
工 文化財建造物の保存及び修復に必要な基礎データを蓄積 し、分析 ・研究 を行う。得
られた成果により全国各地で行われている文化財建造物の保存のための指標となる
研究報告書 を作成する。
オ 文化庁が行 う平城宮跡第一次大極殿復原に関 して、専門的 ・技術的な援助 ・助雷を
行 うため1設 計及び施工 に関する実践的な研究を実施する。
力 古代庭園に関する資料収集を行い、分析 ・検討の結果、報告書を作成する。 また、
これまでに蓄積 してきた発掘庭圃に関するデータベースを質、規の両 面か ら充実 さ
せ、逐次公開する。







査 ・保存 ・修復 ・整備 ・活用に関する実践的な調査 ・研究を実施する。
①文化財の調査 ・研究方法の開発等に関する調査 ・研究 を進め、文化財 を生み出 した文化
的 ・歴史的背景を明らかにする。得られた成果により、デー タベース及び報告書を作成
し、文化財施策の向上に資するよう提供する。








研 究の ための資料 となる 考古 資料 、lll-1二品 、動 髄物遺存体 等を全岡 各地 か ら収集 し、
整理 ・分析す る こ とに よ り、遺物 の分布状況 、分類、編f卜及び'【1時の生 活環境 を解
明す る環境分 析法 を開 発す るr,
保存 科学 及び 考古科 学 に関す る国際会議 の開僧1によ り、「考占科学の総 合的伺1究




イ 臭化 メチルi蒸代替法及び殺菌 ・防カビ法の開発に関する研究を行い、得られた成
果により報告書を作成する。
ウ 文化財施設の保存環境 に関する状況調査及び厳島神社や臼杵磨崖イ∫、等の劣化調査と

















①次に掲げる文化財の調査 ・保存 ・li多復に関す る国際機関及び諸外国との研究協力 ・困際
共llfJ研究 ・梢報交換 ・専Illl家養成等の支援を行う、,
ア 諸外國のX化 財の保護制度に関する調査 ・研究
イ 東南アジアの 史化財を取 り巻 く自然環境 とレンガ等材料の劣化原因に関する共同研究




オ 在外日本古美術品修復についての諸外国の博物館 ・美術館 との協力事業及び研究機
関 ・専門家 との学術交流
力 環境による不動産文化財の劣化状況調査と保存修復に関する調査 ・研究














⑤外部機関等からの求めに応 じて、文化財の保存 ・修復 に関する実践的研究を実施する。
⑥地方公共団体との共同による発掘調査 を実施する。
2調 査 ・研究に基づ く資料の作成 ・公表
①次のとお り、調査 ・研究に基づ く資料 を作成するとともに定期的な刊行物の発行、講演







工 調査 ・研究の成果 としてのデータベースを順次公開する。
オ 黒田記念館、飛鳥資料館、平城宮跡資料館 、飛鳥藤原宮跡発掘調査部展示室におけ
る展示 ・公開を充実させ、入館者数を12年度の実績以上確保するよう努める。















3文 化財に関する情報 ・資料の収集 ・整理 ・提供
①文化財に関する情報 ・資料の収集 ・整理 ・提供
ア 毎年、前年度実績を上回るよう文化財関係の資料 ・図書の収集 ・整理 ・公開 ・提供
を充実する。
イ これまでの実績 や蓄積 したデー タを活用 し、文化財関係資料等に関するデータベー
スの作成を継続 ・充実 し、順次公開する。
②文化財情報の電子化及びシステムの構築に関する研究の成果を活かし文化財情報基地と




次の とお り、文化財に関する研修等を行 う。なお、研修事業に参加 した者のうち、平均








ア 東京芸術大学、京都大掌、r女 子大学 との闘での連携大学院教育を推進する。
イ 東京 とx17iにおいて各々年間IO名程度の博物館学実習生の受入れを行 う。
5文 化財の調査 ・保存 ・修復 ・整備 ・活川に関する援助 ・助言
次のとお り、文化財の調査 ・保存 ・修復 ・整備 ・活用に関 して、国 ・地方公共団体等に対
して1[門的 ・技術的な援助 ・助_'t'Tを行 うr,
①文化庁が行 う平城宮跡及び飛鳥 ・藤1鼻1く宮跡の整備 ・復原f一業 に対する専門的 ・技術的な
援助 ・助 言
XO5
②地方公共団体等が行う文化財の調査 ・保存 ・修復 ・整備 ・活用等の事業等に対する専門
的 ・技術的な援助 ・助言
③地方公共団体等が設置する文化財の収蔵 ・公開施設に対する専門的 ・技術的な援助 ・助言
6前 各項の業務に附帯する業務
前各項の業務に附帯する次の業務を推進する。
(1)平城宮跡、飛鳥 ・藤原宮跡等の公開 ・活用事業への協力 ・積極的支援 を実施する。また、
文化庁平城宮跡等管理事務所の運営に積極的に協力する。
② 平城宮跡、飛鳥 ・藤原宮跡等への来訪者に対するサー ビスを充実するため、次のことを
実施する。
①解説ボランティア事業を運営する。
















管理部 につ いては、すでに 「沿1`1°1:」において ・TIIされてい るので、本章 では岡部門の
変遷の概略 を記す こととす る。 また、本章末尾に掲 載 した 「管理運営担・1彿伐員変遷一一覧」
もあ わせ て参照 されたい、,
1帝 国美術 院附属葵術研 究所
同時 代におけ る当研究所の管理 運営は 、1930(昭和5)年61Jに改正 された 「帝国美1
術院規程」(勅令125号)及び同年10月 に制定 された 「美術研 究所事務 ク}掌規sr1:」によ',
て、主事及 び経理部が行 うこととなったC、経理部 には、庶務掛 ・会計掛 ・1凍列掛が 置か
れた。経理部 では様々な事務 の他、出張 費や資料収 集のための 会計'1二務、 さらには陳列
室 における黒 田清輝作 品の展示 な どを行 った、 当1時の諸 記録か ら、庶務掛 と会lll『掛 をr≫L1
原松之亟 と岩淵幸左衛 門が、展示掛 を黒 田の義弟であった大給近清が担'liした とされ るr1
1935(昭和10)年5月28日 、帝 国美術院の改組 が発表 される、1これ を受けて、1935(昭
和10)年6月1日 、「美術研 究所 官制」(勅令第148り・)が公布 ・施 行 され、iこ'1`は所 長
とな り、新た に書記が置かれ ることとな ったL,・摩1}:記には、木 ド龍 也が採川 された、庶務
掛 ・会計掛 ・陳列掛の事務分掌 規程に大i隔な変更は認め られないが 、庶務掛 には出版 に
関す る事項 、会計掛 には物品の購入処理 や寄 附及1㌃貸に関する'1幸項が 新た に川え られて
い る。
2文 部大 臣 直轄 美 術 研 究所
1937(IiiXlll2)イト6f1241-[、1'ゴll副己文i -:(刺」令辱角写281}」'}`こよ り、帝1・呵〕(三制1∫F完llよ」1'fl司1さ
術 院 とな った 、これ に伴 いr同 院 の附 属 で あ った)さ術lijl二究所 は、 勅 令に よ り文部 人臣 の
直轄 とな るn'li研究所 の 管 理 運 営 は 、り1き統 き所 長 及 び経 ∫Ill部の 庶 務 係 ・会 計壬卦 ・陳 列
掛 が 狙 っ たnま た、1937(昭和12)年lDl2911に 制 定 され た 「〕農術 研 究 所 事 務 分 掌 規
程 」 の 「第 八 条 各 部二1こ任 ヲ 置 ク 所 玉走ノ命 ヲ承 ケ 部 ノ嘱務 を掌 理 ス」 に よ って 、経
理 部 にiこ任 が 置か れ る こ と とな る、
193711111和121fr及び19381昭和1;;}年1虻の 概 算 ・拠求 に よ る と、 「会計1罫務 に 関 して
は現 在 芝川官 を 置か ざる 為 、 嘱 託 ・人及 雇 ・人 を以'C之に 充 つ る に過 ぎざ る も圏lr務連絡
進捗 ヒ会lll『独 、γを急 務 と し、 之 が 為 に 曳1〔任 阯1}:記の 増 員 を必,yとす 」 とあ り、 本格 化 した
研 究 業務 を;tた めs会 計掛 のkll!ltl,が:kめられ て い る,し か し、 この 要求 は 長 ら く認
109
め られる ことはなか った。 人員不足 の状況 は、1943(昭和18)年に根本新助 及び橋本道
胤 を採用 したこ とによ り、若干改_::aされたが 、彼 らもまた嘱託で あ り、政府の財政が逼
迫す る戦時下 において、それ以上 の人員増加 をはか るこ とは容 易ではなかった。文部大
臣直轄の時代 、当研究所 の管理運営業務は、林真 彦、根本新助、橋 本道胤 、南川正雄 ら
の嘱託や雇が その一端 を担 ったC,
3国 立 博 物 館 附属 美 術 研 究 所
1947d1召⊃刊122){1三51J311、調移蔽言去施fNこ よ り、 〕畦争h二{肝多と)りh'{il孟リカ臼薙il:さオし、lkf"五li草
物 館 官制 が 制 定 され た。 これ に よ り当研 究 所 は 、国 、ン:博物館 の附 属機1'x;1とな りた,7この
時 代 、'li研究 所 のerはlll渤 館 の ア算 に よ って まか な われ 、また 、'1酪婁務 も 一括 して 、
国 ベノ:博物 館ll}謬1{課の 庶務 係 ・会計 係 ・ll渡係 ・警備 係 ・営 牽{剣系が 担 当 した 一11研究所 の
諸 胚務 に は 、 文部事 務官 の2名 が あた ったr,なお 、 この 時 代 、 従 」r,'1の陳 列掛 が 行 って い
た 裳務 は 、美 術 研 究所 第 四研 究 室 が行 って い る、
4文 化財保護委員会附属美術研 究所
」95U(昭和25)年5]J30日、文化財保護法が 施行 され た、 これ に伴い、 追術研究所
は8」]29if付で国立 博物館附属 を離 れ1新 しく設立 された 文化財保護 委員会のlll士属機
関 となったr、「文化財保 護委員会規則 第5号 」q950年811291Dによ り、庶 務室がおかれ 、
「職 員の 人}拝」「庶務」 「会計」「行政財jr及び物 晶の管理」「職 員の福雫llWUl黒ll1記念
室」に関す る業務 を行 うこ ととなった。庶務室は研 究所1階 の 事務室内におかれ、藤江
金治が事務官 と してiE式に採用 された,,
5東 京文化財研 究所1東 京国立文化財研究所
1952(Ill{和27)年4月lIⅡ、文化財保護法 の一部改 正を受けて、1tr../`術研 究所 は};
化財研究所 と改称、同 「Ⅱ制定 された 「東京文化財研究所組織親定」 によ り、庶務室が 置
かれ るU庶 務室で は、「職員の 人事 」「庶 務」 「会計」「行政財'産及び物品 の管∫1旧「職 員
の福利厚 生」に関す る業務 を行 った。 庶務室 の担 当であ った 「黒 川記 念室 に関す る」 業
務 は、美術部が行 うこ ととなった.
1954(ll;和29)年7月11]、東京文化財研究所 は東京 国立 文化財研究所 と改称、庶務
室 には庶 務係 と会計係 が置かれ た。庶務室長 は小 島忠二が勤 めた。『東京困 ウ:文化 財研
究所要覧1955年 』 によれ ば、庶務室 におけ る定員及び現員(1955年121jlfl現在)は 、
それぞれ事務官4、 事 務雇1、 雑務手2、 臨 時筆生1と あ り1合 計8名 の 人員が確 保 さ
Ill1
A管 理運営
れ てい るa当 研究所の管理運営体制は、東京 図立文化財 研究所時代 になってよ うや く確
立 された と言 える(各時代の定員については、『資料編』「定員構成の変遷」881～882頁参照〉。
1961(昭和36>年9月16日 、「東京国立文化財研究所組織規 程」の一部改正 に より、
庶 務室は庶務 課へ と拡大 し、庶務 課の下 に庶務係 ・会計係が置かれた。 これに伴い、小
島忠二は庶 務窒長 か ら庶務課長に昇進 、翌1963(昭和38)年よ り課長補佐職が設け られ、
守 谷安 知が任 じられた。 これ以降 、2000(平成12)年度 まで、庶務課 では 「職員の人事」
「庶務 」「会計」「行政財産及び物品 の管理」「職 員の福利厚生」「庁 内の取締 り」「他の所
掌 に属 しない事務 を処理 する」業務 を担当す るこ ととなる。
また、1992(平成4)年 には、当研究所 が海外で行 う調査研 究や国際交流な ど海外 に
関 わる事務 を専門的 につか さどる国際交流主幹が おか れ、貫志辰夫が その任 につ いた。
同 職は、1995(平成7)年 の國際文化財 保存修復 セ ン ターの設罎 に と もない廃止 され 、















計へと移行 した。同時に当研究所の漿務全般に対 して、{の 合理化が求められたが、





当研究所の管理運営を担当 した職員名を一覧に示 したO職 員名は、「文部省職員録」、「国立博物館
職員名簿」(東博レoo77)・「国立博物館職員録」(東博 レ012D及び当研究所発行の 「 ・覧」「要覧」





















関 野 貞/川 中 出:蔵 メし尾 彰{郎













関 野 貞/Ⅲ111戯蔵 ・'丸尾 彰{郎






一 一 一一一 一 　
711量山 新(yi三任) 関 野 貞/田 中 豊嚴 、'丸r己彰{郎





成/渡 邊 一/尾 崎 夏彦,'隈元謙








成/尾 崎夏彦!隈元謙次郎〆福 ノく給近清/岩 淵
133丈部省職鎖録 矢代幸雄 jl三木篤三/背





年 所長 所員 助手 書記
一 一
嘱託
N斤/II三木 篤 三ノ 背 沼 貞 三/渡 漉 ・
/中根勝/大給近清/¥}淵衆左御fド1レ























































田中喜作/菅 沼貞三/渡 邊 一/中根勝/
大給近清/岩淵幸左衛門ノ梅津次郎/小
矢代毒雄/ 中川千咲/ 高根太郎/白 畑よし/林真彦/丸 尾彰三
1941文部省職員録 矢代幸雄 和田新/隈 豊岡益人/木下龍也 郎/堀 井三友/田;1・豊蔵!望 月信成/福















郎/望 月信成 〆福井和II∫郎 児島専久雄
ノIII田智{郎/篇 永惣 ・ 須賀利雄/筒
Ih奇話雑斎/1匡∫川逸 治.守 ‡11裕・}き/大串 純 夫
/椥ll光和
文師省
年 所長 所員 助手 書記 嘱託 雇嘱旺一 一
田II1豊蔵/Ⅲ 中欄 ↑i、
渡 邊 ・ゾIII根勝/ツ く給
近清/櫛 卜次郎,イ1畑 矢吹 光 子















大 五 郎/丸 尾 彰'1郎,'・
望{月佃 成!福 井利`lr郎





田 美 佐 登
〆 森 敏 子
一ゾ 矢代彰雄/1川1階 /阿部ゆ













二級技官 三級技官 二級嘱託 ・









































二級技官 三級技官 事務員 技術員 雑仕
(所長)
伊東車治/松下 久野健/持 丸一夫/ヒ野アキ 毛利朝江/
一r・/白 畑 よ し {第・』研 究 室)・ 川 ヒ渥{第 二 猪川和了ゾ
(第一 研 究 宰)・ 研究室)・河北倫明〆岡畏二 田 村 悦 子















日現在) 次無(第 四研究 栄子(第 二
塞レ 福山敏男 研 究 室)・ 古
㈱ ヒ研究室) 谷涼子{第
四研究室)




1950文部省職員録 松本栄一 明/岡 畏三郎/秋 山光和/川1:灘/中村傳一三









年 庶務室長 庶務係長 会計f系長
1953文部省職興録 小島忠二 加藤輝之 藤江金治
東京国立文化財研究所
年 庶務璽長 庶務係長 会Et係長
1954文部省職重斗録 小 島忠.: 加1藤輝之 藤111金治
1955文rFi省職 員 録 小働忠二
一
加藤輝之 囎 」金治






1958文部省職員録 小 島 忠.一二 加藤輝之 藤江金治
1959文部省職員録 小島忠二 加藤輝之 劇1金治
196文部省職員録 小島忠二 安岡 潤 戯1金治
1961文部省職員録 小高忠二 安岡 潤 1噺'tk:ftf
1952文部省職員録 小島忠二 鬼lil光義 藤ll金治
年 庶務課長 庶務課長補佐 庶務保長 会計係長
].9fi3文部省職員録 小島忠二 守谷宏知 羽 Ⅲ1井 一・ 蘭 【金治
1964文部省職員録 小島忠二 守谷安知1 羽 川1穿一・ 1噺1金治
1965文部省職員録 本聞春次 守谷宏知 羽 川I」f・一・ 1噺1金治





























1969要覧 岩田守夫 音川啓太郎 羽田吉一 松本多賀了・ 大釜一也 本村伝一 角1日友f 高橋雄二





19?U要覧 鬼山光義 音川啓太郎 羽田吉一 松本多賀予 大釜一也
木 村 伝 一/
角111友1覧
高橋雄二
19?1要覧 鬼山光義 音川啓太郎 羽 田 吉一一 松本多賀r 大 釜 ・一一也
.「
































庶鴉課課長 庶構課課長楠佐 庶稿係係長 庶務係文郎事務官
■
会計係係長 会計係事務補佐員


















L慶覧 幸史雄 鶴見茂 業曜誹 明 松本 多賀'f一本村 伝一一 鈴 木11'1疹









'喫覧 松原尚躬 鶴見茂 若井明
一昌一 一








































































守谷安知 西山博 能村浩次 松本多賀r 箭藤朗 吉川久美子
/鎌田祥子





1983要覧 久保廃伊佐男 西山搏 能村浩次 松牢多賀子 斎藤朗 相沢昇 鎌Ill祥子
年 庶務課課長 庶務課課畏補佐 庶務係係長 庶務係庶務主任 会計係係長 会計係係員 会計係事務補佐員
1984要覧 笹Ul保美 西山博 斎藤朗 松本多賀子 相澤昇 IIl'ド鴛
鎌 田 祥r,'
年 代 直 美




















藤江金治 友田薫 高谷たま 大塚正司
庶務係事務補佐員 会計係技能補佐員 庶務課専門員 庶務係警務員 会計係作業員
会計係作業
補佐員
・「IL川ツル 子.ノ河 原 裕 子 一三次 ヨ シ 藤江金治 友川薫 高谷たま 大塚ll{司
河原裕子/斉藤靖子 早川ツル子 藤江金治 高谷たま 大塚i1三司

























補佐員 一 　 一
会計係作業
補佐A
高橋節子/宮崎典澄 平林4多江 高成 一・雄 大塚1E司
中村節子/宮崎真澄/















商 成 一・雄 竹中弥生
中村節子/大田有喜子
/小木喜代子














松Ⅲツキ 佐 木々忠雄 松原美智子
rig
年 庶務課課長 庶務課課長桶佐 庶務保係長 庶務係庶務主任 会計係係長 会計係係員 会計係事務補佐員
1986要覧 笹山保美 西山博 斎藤朗 松本多賀子 相澤昇 【ll下登
鎌田祥子/
山西恵美
1987要覧 笹山保美 西ILI博 斎藤朗 松本多賀子 相澤昇 山下登
鎌田祥子/
山西恵奨
















宮 崎 甑 子
一






要覧 赤羽釧一 長谷川態康 大堀岳満 棚澤かずチ 篠原一夫 鈴木秀樹
会露十係係員
1【1田文 子






要覧 富澤邦明 長谷川懲縦 大堀 ・臣テ満 相 澤 か ず ・f'篠原一夫 11高信'二
山Ⅲ文'rゾ
渡遊和子




















庶務課課長 庶務課課長補佐 庶務係係長 庶務係係員 会計係係長 会計係係貴















年 庶務課長 庶務課長捕佐 庶務係畏 庶務主任 会計係長 会計係員 會計亭務補佐員




1998年報 與那原進 長谷川洋一 小関仁志 飯田猛継 腔三司義則 真鍋浩二
村 一L浩子/堀 江 祐 子/
-i二藤 幸
199臼年報 臼井国明 長谷川洋一 小闘仁志 飯田猛継 庄司義期 奥鍋浩二
村一h浩子/工 藤幸/堀
江繍r/田 島由紀子




年 鵬力調整官 管理部長 管理課長 課長補佐 庶務係長 予算係長 経理係長 企画渉外係長
































/滝澤真由美/東紀子 瀞井祥子 遠田山太郎 松lll〔美智r 竹之内たみ
中村節子/1竜澤輿山美
/白井久美子









































































































一 一 一 一
岩 戸滋1'ノ占 川恵 了・/
川II雅代













卑報 三浦定俊 萩原寿郁 伊藤義雄 池田広美 著月雄二 村岡俊 菊地昌弘 渡遊仁之
『 一
































存修復科学セ ンター、文化遺産国際協力セ ンターか ら構成されている。本章 における各部、センター
の研究部 門の配列は、独立行政法 人国立文化財機構文化財研究所組織規定に基づいた。
・2[H]7(平成19)年4月1日 、美術部 と企画情報部が統合 し、新たな企画情報部 となったが、本章で
は、記述に関 してはその歴 史を反映 して、2006(平成18)年3月31日 の時点での美術部、情報調
整室等の名称 を使用 した。
・無形文化遺1部 は、2006(平成18)年4月1Gに 芸能部か ら名称を改めたが、同様の理山か ら文中
では芸能部の名称を使用 した。
・保存修復科学セ ンターは、2007(平成19>年4月1日 に、保存科学部と修復技術 部が統合 して同セ
ンターとなったがi同 様の理由か ら文中では保存科学部、修復技術部の名称を使用 した。
・文化遺産国際協力センタ 一ーは 、2006(平成18)年4月1f-:1に国際文化財保存修復協カセンターか ら
名を改めたが、同様の理由か ら文 中では発足当初の名称か ら国際文化財保存修復協カセンターの名
称 まで を使用 した。
・各部、センターに関する 「調査研究」はY,13i;則として2006(平成18)年3月311」までの内容である。








に翌2007el城19)で1こ4JIlIIに、美術 部 と統 合 し現在 に 至って いるV'1倍llは、K化
1けに関す る 文献、1画i像等の資料の11又集 ・蓄積 ・整理 ・公開 を行い、文化財研究 のための アー
カ イブを形成す るとともに、それらを総合 して効 果的 に外部に発信す ることに努めてい
るI」同時 に当研 究所の情報 システムを管理 し、併せ て研究所 の広報活動 を担 当 している,、
また、旧美術部が行 ってい た美術 史学の立場 に 立った 文化財研 究を継承 しつつ、基礎 的
研 究 とともに、新 しい研究方法の開発 、「資料学」の確 、曜ノニな どを 目指 している。
以下、本章では 「美術 部」、「情報資料部 ・1筋力調整1'f一情報1言lllll整室」の2部 構成で 記
述 す る。 まず 「美術部 」 と して、193[Gill和5)年に設 、kされた帝 国 美術院附属)き争1;1:研
究 所の時代 か ら、2006(/巴成18)年3月31ifまでの75年 間に行われた美術 史研究 を、
『來洋)こ術 文献 目録」 釦Ill纂等の資料集成'1喋を含めて、3節 にわた り記す ことにす る、,
つ いで 「情報資料部 ・flf,/f調整1T-†Ili報lll司整室1と して、 〕甦術研究所1人1における資料
担 当業務か ら、)こ術部資料室 、情報資料 部、協力調整官一情幸1逢調整室 まで 、各時期 に美
術 史研究 者による訓査研究 と密接 に連1蒐、1筋Mしなが ら進め られて きた図 註、写 呉等の
資料 に関す る広範な業務 と、近年の情報化の飛躍的 な進1Jの経緯 、ならびにデ ジタル1山i
像形成技術 の開発に関す る調 査{ill:究等につ いて、同 じく75年間にわたる歴史 を5節 に
わた り記す ことにす る、,
なお、1977(ll♂{和52)年に情 報資料 部が捌設 されてか ら30年問、美 術 部と並 、乞した
経緯 もあ り、本章 を ト記の ような2部 構成 としたが1両 部 ともに ユ930勾三に発足 した美
術研 究所 を母体 とする ものであ り、また2部 となって以後 も美術 史研究 を核 と しなが ら、






た。第1章 の 「沿革」で詳述されていることだが、この 「美術研究所」は、その名称が
示すように、わが国で最初の、かつ組織的に 「美術」に関する調査研究を行 う研究機関
として誕生 したのである。
そして 「美術部」 という名称は、当研究所が東京文化財研究所 として組織が拡大 し
た1952(昭和27)年に、「芸能部」、「保存科学部」 とともに、生 まれたものである。ただ、
創設以来、一貫して業務の中心は 「美術」の研宛であ り、さらに言えば 「美術 史」研究
が中心であ り、それに関連 した調査研究を継続 し、今日に至っている。
ここで[Tう調査研究とは、美術に関する個入研究、共同研究を通 じて、資料の収集と
整理保存、それに基づ く 「基礎的」な研究 と、光学的調査の手法等 を積極的に活用 し、
また従来の美術史研究に新たな視点、もしくは課題を提示しながら実践する 「先端的」
な研究という二つの研究姿勢に基づ くものである。その基本的な姿勢は、これまでの諸





















に挙げられた ものを参照 したのであるが、当研究所開設時から現 在まで、これらの巣










東アジア美術に関する原著論 文の中か ら、海外編集委員の推薦する論文を翻訳 して随時
掲載することで、日本における美術史研究の立場を相対化 しながら、今後の研究の可能
性を探るよう努めている。
第二の 「東洋美術総 目録編纂事業」と第三の 「文献E1録編纂」は、情報資半1部との共
同の基礎的な、継続的な研究業務であ り、美術研究所創設時からの大 きな事業 として
とらえられていた。「東洋美術総 目録編纂事業」については本文でも言及されているが、
特に 「文献 目録編纂」 は、1941(昭和16)年に刊行 された 『東洋美術文献 目録 定期刊
行物所載古美術文献』か ら、2005(平成17)年に刊行 された 『日本東洋古美術文献 目録
1966～2000年』 まで数度にわた り刊行され、美術史研究の基礎資料として広 く活用 さ
れている。







第五の 「美術研 究資料」 とは、重 要な美術作品 についてr質 の高い:複製 を作成 、提供
す る 目的で始め られた もので、1932(昭和7)年の『美術研究 資料第1輯 支那古版 画図録』
をは じめ として、戦後にわた り各種 の画像 資料集が..研究所 か ら刊 行 されて きた。近年
で も、先述の情報調整室の 「画像形成技術 の開発 に関す る研究」で得 られた光学的調査
の手法を活用 して、2002(平成14)年に 『美術研究作品資料1黒 田清輝 《智 ・感 ・情》』
を刊 行 し、当初の趣 旨を継承 してい る。
第六の 「明治大正美術 史編纂事業」 は、本文の 「戦前の近代美術研究」で詳述する と
ころであるが 、本事業開始 以来、収集蓄積 された資料 は、他機関では求め られ ない もの
であ り、現在 まで保存、公開 され近代 日本美術の研究 の基礎資料 となっているC,その資
料 を編集 して1975(昭和50)年には、 『明治美術基礎 資料集 内園勧 業1専覧会 ・内園絵
画 共進 会{第1,2圓)』 を刊 行 した。そ の後の近 代 日本美術 に関す る基礎資料集成刊 行
は 、コンピュー タに よるデー タベ ース化 によって まとめ られる ようにな り、2006'F成
18)年刊行の 『昭和 期美術展覧会出品 目録 戦前 篇』 まで続 け られているU
なお、近代 日本美術の研 究では、当研究所創設の礎 となった黒 Ⅲ清輝に関す る研究 も
含 まれるであろ うa黒 田清輝 研究につい ては11929(昭和4)年 に 『黒川消輝作rl¥1収蔵
目録』 刊行 を薦 矢 と し1そ の業績 を顕彰す る意義か ら始 め られたが 、実証 的 な研究が
進 むにつれ、戦前期か ら戦後、そ して今 日まで展覧会、画集、EI記、著述集等の刊行物 、
さらにホームページ上での研究成果の公開 まで行 われ るようにな り、これほ どまでに一
人の作家研究が深め られてい る点では他 に類例が な く、特筆すべ きことであ る。
第七の 『口本美術 年鑑』 は1936(昭和11)年に創刊 されてい る。 やは り本文 中で も
一項 を設 けて解説 されているが、当該年 におこった国 内の美術 に関す る事象の情報 を収
集編集 した もので、美術 に関す る限 り、本年鑑 によってのみ同時代の動 向を知 りえる も
の と して重要 な刊行 事業であ り、創刊 以来61冊 目に なる 『2004(平成16>年版 日本
美術 年鑑』 を2006(平成18)年3月 に刊行 した。
最 後に、第八 に挙 げた 「研究成果の公 開としての展 覧会 、講演等の開催」 について記
してお きたい。 もとよ り各調査研究 は、個人研 究の側 面が強い ものであれば、先述の機
関誌 『美術研 究』 にお いて 成果 を公表 し、 また共 同研 究で あれば大 部 な報Fの 刊
行 と して公表 して きた。そ のほか に も美 術部 は、後 に情 報 資料部 との共 同開催 となる
が 、毎年一度 、一般 にむけて、1966(昭和4D年 か ら 「公開学術 講座」 を開催 し、 さら
に2001(平成13)年か ら現在 まで 「オープ ンレクチ ャー」 と して継続、2006(平成18)
年 には40回 を数 えている。 また、1977(昭和52)年か ら始 め られた 「文化 財 の保存及
び修復に関す る国際研究集会」 は、当研究所内の各部、セ ンターが年毎 に担当する もの
za8
11【■」畠1許爵卍ia「究
で、1981(昭和56)年の第5回 の 岡集 会を美術 部 と情報資料'r_j.1f$とが担 当 し、「1{アジァ
におけ る美術交流」 と題 して開 催 したr、近 年では2002('F成14)年の第2611qにあた り、
美術 部が担 当 して 「うご く モ ノー 時間 ・空間 ・コンテ クス ト」 を開催 したr、美術部 と
情報 資料部 が狙'liして きた同国際研 究集会では、つねに 美術 史研究に新 たな課題 を提示
し、斯 界の研 究 κに注llされる こととなった、,また11司報 告lll;も、一・部市販 され、 多 く
の研 究 者をは じめ として、広 く読 まれて きたC,
また、黒 川清輝の作II1111を多 く所蔵す る当研究所 では、1977(llli和52)年以 来、'[i部が
担 当 して、「地域 文化の振興 に役立つ」 ことを 目的に、毎年11-1、国内 各地 の美術館 等
において 「近 代H本 洋画の巨匠 黒 田清輝展」 を共催 してい る。黒 田記 念館 において も、
新庁舎移転 後の改修工事 に よ η、展示 室が拡張 された ことか ら、研究 成果 の展示 と し
て、た とえば、情報調整室 の 「画像 形成技術v)開1に関す る研究」 との共1司研 究 と して
「黒 田清輝 の 日一 風景 ・か らだ ・顔」(会期:2004{r631-llIDを開llilし、注 日された、
また博物館相 当施設 と して博物館学教育 に資す るべ く、1㌣郁圏の大学生 ・大学院生 を対
象に2005(平成17〕年度 まで博物館'}∫:実習 をそ」㌧2ていた 、実習 は)き術 部以外の 部員 も
指導 に当た り、 文化財の調 査 ・lill:究・保イf:・修復 の各分野のIJ,{IIIj家を擁す る'li研究所 の
特 質を活か したカ リキュラムで実施 された,、
一1:il己σ)よう1こ'1i剖二の訓`査}{iJfラ七〔フ)業イ努1よ、「〕き祠サ{1斤究1り「」て司1没'1毛初Jカ・ρ,各弼rラ冠折o)、1」孟 111
性 に基づ きなが ら、論 文や講演 とい った個人研究やコlt罫瀧資料 の編 纂や研究集会の開催 と
いった共同fi)F`iのかたちを とって進め られて きた,た だそ う した個 人研究 にせ よ共Ilij研
究 にせ よ、忌仰 なくII義論 を交わ し ・層の充実 を図 る研針†の場 とな'♪てい るのが、1]iylJで
行 われ る部 内の研究 会であ る1,記録L確 認 され る限 りで は1954(昭和29)年以降1}11催
されてお り、発表テーマに応 じて所外 の研究者 も交 えなが ら、 とか く個 人ii重位に終始 し
が ちな部内の調 査研究 を活性 化する場 として今 日もlisl1LけられているU
比較 的規模 の大 きなii:司研究につ いては、戦前期 においては、他団体 、機関等か らの
助成、寄付 金等 によって進め られ、 また戦後は科学 研究 費補助金、あるいは受託研究 費
を得て進め られた。 これは、当研究所の他部において も同様 であるが、予 算的に も ・般
研究費 にカIIえて特別研 究費が設 け られた1968(昭和43)年頃か ら、一つの研究 課題の
もとに複数 の研究者に よるjlξIlfl研究が行われるよ うになったL7この傾向は」989(/城元}
年か ら、中長期研究計1山iを策定 し、これ に基づ く調 査研究の実施 と1あ わせて研究成 渠
の外 部評価 を うけるようになる と、つね に組織 的な研究がll置心 とな っていった、 さらに、
独 、完行 政法 人化 後は、成 果進行 型の調 ぐi研究 とな り、III期目標 ・中期llhllliに1,つく研究





けて、以下3章 にわたって時代順に記 してい くことにする。
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Ⅲ 調在研究
1戦 前 の 調 査研 究1930(11研II5)年一1945(Ill{和2(〕)年
「沿革」で も述べ られてい るように、創設 当初の 庭術{ill究所 には、研 究 を担 う部と し
て 「編1輯部」 と 「資料 部」 とが置かれていた、1937(昭和12)年か ら1946(昭和2D年
までの文部大臣直轄II、¥代には、「研究第一一部」がll'i二かれ 、こ こに 「調 査掛」 と1-編輯掛」
があ り、「研究 第 二部」 には、「明治大IE庭術史編 纂掛」 と 「美術年鑑編纂掛」が あ り、
さらに 「研究第三部」が躍かれた、,この 「第三部」で は、「欧米美術 ノ調査 及研究」と 「欧
米二於 ケル東洋美術研究 二関 スル調査」等 にあ たることに なってい た。その他 に、「資
料部」 と 「写真 部」が置かれていな7こ うした組織の変遷 を前提 に、本章において戦前
にお ける調査研 究を記す にあた り、調査研究 の実態 にllilして、大 きく二つに分けて記述
する ことにする。一つ はi日 本 東洋に関する 「Ii1凸美一rtiriijfラ七」 であ り、い ま・・つは西洋美
術を含めたU本 の 「近代美術研究」である、
(1)戦前の占美術研究
現在 の東京 文化財研 究所 の 前身 である 濃術 研究所 は、1930(lf和5)年IO'll711に
開所 式 を行 ったがrそ の 開所 のための準備は、既 に1927(昭和2)年2月 に女f}まってい
た。黒田清輝 の遺産によって計1由iされた,1環の うち、)廷術研究所 に関す る仕'韮を託 され
た矢代撃雄 は、'11時教授 として奉」職して いた 東京)亀術学校(現 、勅1漢 術大学)の1'1身
の研 究室にお いて、美 術作 品の写 真の収 集 とその分類 、整理 に 着手 したitその]三伝 い
をr後 に美術研 究所や京 都国 、γ博:物館1こ奉職 したr1畑よ しが務 めた、,黒II[記念館の建物
が1928(昭和3)年9月 に竣1二する と ともに、研究所職員 は、その建物の[IIに図書 や写
真の研 究資料 を設備 し、黒田清輝の作ittillを陳 列 して、実 質的な美術研究所の活動 を開始
した。当時の職 員には田 中喜作 、ll'山新、尾 高鮮之助が いた。 当時 、職員た ちが熱意を
もって仕事 に取 り組 もう として いた様rは 、1928(昭和3)年6月 に、当時28歳 であっ
た尾高 鮮之助が 兄朝雄に宛てた]'・ILからも充分 にうかが えるC,
「殊 に僕 に とつて何 よ り嬉 しいの はStaffのいつれ もが、実 に親 しき友 であ る事です1,田中
氏 は四 卜 三、 矢代氏 は モト九、iii"山氏 は{卜:、 僕 は一・番才1;いのですが 、 これか ら我 々で し
つ か りと した研 究 をつみ 、それ を世界的 に発表 して行 く'」`は、確 か に愉快 な`1`だと1[f.L'・ひ まし
た、「(尾lillj邦雄編1'亡き鮮之助 を偲ぶ」1935で1モ3月、非売iitl11)
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黒111の遺i:"1の執行 人代表 で ある樺 山愛 輔は、1929(昭和4)年5月 に、建物 、設備 、
研究資料に15万 円を添 えて、帝国美術 院長 に寄付 を申 し出た。帝国美術 院はそれを受 け、
翌1930(昭和5)年6月28日 にr附 属美 術研 究所 を付 置 した。開所 式当初 の主事 は正
木直彦、 主任は矢代幸雄であ った。 開所直後か ら、一・般 の研究者た ちは、研究所の資料
を盛んに利lllした。
「111年秋 か ら公 開 され た時 には、大抽 斗に分 類収r歳されたる一漁術の写 真資料 の総 数は 、 ま
だほんの僅 かな数万枚 にす ぎず 、ロ ン ドンの ウ でッ ト ・ラ イブ ラ リーの:、 三'トノ∫枚 に比 し
ては、比較 にな らないが、 それで もその調法 さは誰の眼1こもよ くわか り、学 κの利川率 は急
にL昇 したr1」(矢代幸雄 『私の)芝術1遍歴』、1972年、午'}波isSI二店)
4の も と に
、 研 究 所 の仕 事 は 埣'i:々と進 ん だ1,尾高 鮮 之 助 が 、1×331(昭和6)
年81110日 付 け で 友 人の 富 永 惣 … に宛 て た手 紙 に は次 の よ うに記 され て い る1、
「研究所 の仕事 は_)y1々進んで居 る、,k任もL月 ㌃i・六 口に1.,,F)1れたので いそが しくなつ
て、 この秋 か ら出版 物 もlhす、i}1111iが進 め られてli'i、これか ら本式 の仕 幽ドが 出 来るだ らう。
庭術に関す る資料 をll材ξ得 る限 りシステマ テ ィッ クな 方法 に よって 集めて、そ れに基いた研
究調 査をやつ ていかねば な らなレ㌔ 兎 に角研究所 と云ふ所 は美術 の作 品 をイ藍'liによ く見て 来
た 人が それ に関する研究 を まとめ るの に当つて 最 も便1'1:な機膜1となる 嘱を1'1.て使命 としなけ
れば な らない と思 ふ、」(『故 尾高鮮之助 淋の手紙』 ガ リ版lllllり、 鑑行 年不詳)
1931Gll{和6)年11月251iに正 木直彦が帝園 庭徊}f院長に転 じたため に、矢代幸雄が
i討fとな った。
1935(昭和10)Cに美術 研究所官制が 公布 されr1年 問、東京美術学 校長の和田英作
が所長 事務 を務め た後、1936(昭和ll)年61]から矢代幸雄 が所長 となった、1937tlii
和12)年6月24日 に さらに官制が改正 され、X部 大 臣が美術研究所 をII11二111"}する ことに
なった 、
寒術研究所の調査 や研究 に関わる事業は1矢 代幸雄が構想 した ものである、,その構 想
のあ らま しと、彼がその実現 に向けて傾 けた情熱 については、『美術研究』創刊 号(】932
年1∫Dに 掲載 された矢代幸雄 「美術研究所 の設立 と 『美術研究』の発刊 」や、矢代 ・;'1
雄著 『私 の美術遍歴』 に詳 し く述べ られてい る。美術研究所が行 うべ き事業の概要 は、
開所 後約7年 余 を経 た1938(昭和13)年1月 に発行 された 『美術研究所 一覧』 に収 載
された 「事業概要」 によれ ば、以下の通 りである。
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皿 調査研究

















調査研究ハ美術二関スル諸般 ノ事項二亘 ルヲ以テ其 ノ範囲極メテ広 ク、」=1.ツ時勢ノ必要

























載 シテ1美 術研究所ノ東洋美術研究二1則スル定期的報告機渕ヲナスモノ トス、
昭和七年一月 ヨリ発行シテ現在第七十二号二及プ
ロ 美術研究資料並報告 ノ編纂及出版 美術研究上枢要ナル資料ヲ集成出版シ又ハ
特殊ナル項 目二就キ調査 ノ完成シタルモノヲ逐次編纂 シ、不定期二正ll版スルモ
ノ トス。現在迄二研究資料計五輯ヲ発行シタリ。
ハ 日本美術資料 ノ編纂 及出版






















ル日本美術 ノ理解 ヲ進メ其ノ世界的進出ノ機運ヲ助成スルコ トニ努ム。美術研究所出版
物ハ月刊 「美術研究」ヲ初 メトシテ、欧文解説ヲ添付スルヲ本則 トシ、以テ研究上ノ国
際協力及連絡二寄与ス。
これ らの事業概 要は、開所 当時の事業計画 と大 きく変わる もではないが、編纂1}1版事
業 な どに新 たな計 画が加わっている。以下において 、それぞれの項 目を、 もう少 し詳細
に概観す るこ ととす る。
一 研究資料の収集 、制作及び整備
美術研究所 は、ロン ドンのウ ィッ ト・ライブラ リーの写真資料収集や、ニュー ヨー ク
のブ リック・ギ ャラリー(FrickGallery)に隣接す るアー ト・レファランス ・ライブラ リー
(ArtReferenceLibrary)の写真資料収集の例に倣 って構想 された 「写真資料蒐集を根幹
とす る一種 の美術図書館 」(矢代幸雄 『私の美術遍歴」)であ る。内外 の美術 に関す る研
究資料 を収集、作成、整備す ることは、調査研究の基礎であるため、美術研究所が蝦 も
力 を注 いだ仕事で ある。 とりわけ、東洋の古美術、 日本の近代 及び現代の美術、そ して
これ らに関連す る西洋美術 について、研 究資料 と しての写真 資料を作戒、収集、整備す
るこ とに努めた。写真資料 については、 白ら制作 したもののみな らず、印刷 物な どの複
製類 も加 え、それ らをカー ド化 し、分類 整理 して充実 を計っている。園書、雑誌、 目録
やその他の文書類 について も、積極的に収集、整理 、管理、活 用を行 った。古社寺保存
会委員の 中川忠順 が収 集 した東洋美術に関する図書 を嚇入 し、 また売立 目録 を積極的 に
収集す るなど、開所前 か ら図・II}:資料の積 極的な収集 に努めている。
「美術図書の蒐集も、研究所の創設 口尚ほ浅 きが故に、未だ充分とは行かず、目下その補
給に腐心 して居るのであるが、然 し既に相当に基本的材料の集 まって居ることは事実である。
特に故古社寺保存会委員中川忠順氏が蒐集秘蔵せられたる図書標本全部を美術研究所が引受
けることの出来たのは、単に東洋美術 に関するこの一世の碩学 を紀念する為めに有意義で
あったばか りでな く、美術研究所 としても、大震災後、美術図書の発見購入の非常に困難に
なりたる今日、幸ひに、得難 き資料を所蔵することになった訳である。而 してまた別に、奨
術研究所が苦心 して蒐集 して居る図書類 として特色あるものに、売立 目録類のあることを紹
介 して置き度いV売 立 「1録が民闘に移動する美術品の貴錐なる記録であ りr特に価格表が之
に附随する時には経済史的資料 として最 も興味あるもので、この事情 は、英国のグリーブス
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その他各国の人々が、売立目録に関する大集成を、国別に年鑑的に出版して居るのでも解 る。」
(矢代幸雄 「美術研究所の設立 と 『美術研究』の発刊ユ『美術研究』創刊号、1932年1月)
その他には、模写 、模造 、標 本類 、美術の材 料類な ども収集 した。資料の収集 ・整理 ・
保管 ・公開 をめ ぐる具体的 な経緯 につ いて は、次の情報資料都 ・協力調整官・一情報 調整
室の項 を参照 されたい。
二 調査研究






のに限定 して行っているが、他の事業は今 もなお継続 して行っている。
また、発足以来の調査研究の一つに、材料、技術等に関する研究、あるいは保存処置
などの研究 も含まれていたが、設備等の関係 もあって、積極的に進め得なかった。1932

















和5)年 よ り美 術 研 究 所 嘱託 に 任ぜ られ てい るr,193(昭和9)年12月1511の 美術 懇話
会(同 会 の活動 につい ては 、本il}:「関連 資111・」Iliの「)亀術懇 話会」参照)で は、Ill1年91!の
中 国 遼金 建築 及 び熱 河 調 査に 劇 連 した幻 燈 板!:映、講 演 「熱 河 、 興安 両 省 にお け る遼 金
古 蹟 に関 して 」、 及 び 同 行 調/[`した 竹 島 【1学i1撮影 の16mmフィル ムの 一1二映 を行 っ て い る
(関野 貞 ・竹 島 卓 ・「遼 金1時代 ノ雄築 ト其仏像」、 東方 史化学院 東京lllF究,ifs-、1934f卜)1、
これ らllqlこ1・朝 鮮1㌔II∫占にお け る 調 査 は 、各個 人研 究 な どで は一一部 発 表 され た ものの(ii:
ノド篤 三が1941年9月30{1に半}ll紳文化研 究所 に移・・ての ち、講義や講演 な どで1'大東IIE芸術 政策」
を扱 った例がみ られる)、 戦 争の 激 化 に よるlll断もあv},ま と ま った 形 で の 研 究 成 果発 表
に は至 らな か った 。
一 方そ の 他 の ア ジア諸 地域 につ い て も、青 山(和 日D新 と尾1ゼll鮮之 助 が 調 査旅 行 を行 っ
て い る,,青山 は財 団 法 入啓 明 会 の援 助 を受 け 、1929(昭和4)年91jか ら翌 年511ま で 、
西 ア ジ ア 美術 研 究 の た め ヨー-T7ッパ 、 ソ連 、 中 東地 域 、ユ ジプ ト、 トル コ な ど を訪 れたt7
最 も力 を注 い だの は イ ラ ンで の 調 査 ・撮 影 で 、 そ の成 果 は 『美 術研 究』 創1二1」'itlj(1932年
1月)及 び3}ナ(1932年31D掲ll靴σ)論彦 「ター ク ・イ ・ブ ス ター ンの 彫 刻 」 と して 発 表、
そ の 後 単著 『イー ラー ン芸術 遺跡 』r.術lll:i;完、195'1=}としてi:lj行され た(そ の折 の撮
影記録につ いては 、『資料絹」「「和1[噺1調査撮 影記録」609-615頁参照),、
青111と競 い 合 うか の よ うに 、1毛高 鮮 之助 は1931Ui'i和61{1qOlll611から¥}1年101]
141fまで文 部 省在外11Jl究員 と して 東 南ア ジア、 イ ン ド、パ キ ス タ ン、ア フガ ニ ス タ ン、エ
ジ プ ト、 ヨー-r1ッパ な ど を紡 れ た1,と くにア フ ガニ ス タ ンの バ ー ミヤ ン石 窟 で は 日本 入
研 究 者 と して 初 め て踏 査 を行 うな ど、[f本に おけ る 東洋 美術 研 究 に新 た な一'歩を もた ら
した(11}+1・IC#=1,しか し尾 高 は 帰 国 後 間 もな い1933(昭和8)1=3月23日 に急 逝 、調
査 旅 行 の 成 果 は没 後 の1939dlr憤Il4)年に 「印 度i1記』(刀 江{「1:院)や『美 術 研 究 資料
第7輯 印 度 及 南 部 ア ジ ア 美術 資 粍1僕 術研究}りDと して公 刊 され た(こ の尾 高の 調奄
につい ては、「資料編」 「尾 高鮮 之助i訂胡査撮 影記録 」616-634貞、及び本書239～240頁参照)、,
三 編纂及び出版
調査研究 の進捗 に伴 って、以下 の出版が企画 された。東洋美術 に関す る ものは、東洋
美術総 目録 の編纂、落款 ・印譜の編纂 、東洋美術家辞典 の編纂、美術 関係 史料の編 纂、
図版 口録の作成等である、現 在のII寺点か ら見れば、これ らの企画が当初の構想通 りに ト
全に実現 したとはIIい難 いが 、各事業 において しかるべ き成果 を ヒげ得 たこ とは否定出
来ない,、
東洋美術総1i録編纂'」畢漿は、ロン ドンのヴ ィク トリア ・ア ン ド ・アルバー ト ・ミュー
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ジ ア ム(VictoriaandAlbertMuseum}のナ シ ョナ ル ・ア ー ト ・ラ イブ ラ リ・一(The
NationalArtLibrary)の題 目別 目録や、 ウィッ ト ・ライブラリーの写真 ファイルか ら発
想 を得 た矢代 の提唱で計 画 された もので、設立 当初 よ り着手 して お り、正木 直彦が事業
遂行 のバ ックアップを務めた。正木は、開所 以前 の1928(昭和3)年6月 に編纂事業の
一つ である文 献 目録編纂 について、帝国図書館 長松本喜一に便宜 を図 るよう依頼 してお
り、まだgirされ た状態ではない ものの事業 計画は動 き出 していた。
編 纂方式 については1931(昭和6)年8月31日 よ り渡邊一が専任担 当者 とな り、所
員間で何回 も検討 を行 った模様で、各自の私案や草稿が残 っている。概要 は以下の とお
りである。
1.作品 カー ド ー作家 ごとに作 品を網羅 してカー ド化する
2.史 料収録 作家 に関する根本 史料 を抜粋整理 し、加えて作家伝 をまとめ る
3文 献 目録 明治以降の図書 及び雑誌 に掲載 された文献 を列挙す る
4.年 表 作成 に足 る史料が ある作家 については作成す る
5.落 款及印章 旧来の印譜だけでな く、新たに撮 影する作品か ら収 集す る
この うち東洋美術総 目録事業の主体である作 品カー ドの作成 については、情報資料部
の243頁を参照 されたい。 これ ら一連の調査が完了する と、担 当者は資料 を論考に まと
め 、史!:落 款及印章 、図版索引、文献、補 遺をあわせて綴 じた。
画家 別の ファイルの場合 は、未定稿 を含 めて、以下25名分 の画家の資料が まとめ ら
れ た。
栄賀付松賂 、応挙、畢 山、勝以 、吉山明兆、玉碗梵芳 、乾 山、光琳、周文、祥啓 、昭
乗宗達 、大雅 、為恭、竹 田、椿仙 、等伯1蕪 村、文晃、抱一、法常 、正信、元信、師宣 、
友松
専任の渡邊 は、業務 遂行に非常 に厳密で.担 当者 に進捗状況の報告 を毎 月提出す るこ
とを義務づけた。 その遇 進ぶ りに、「タンク」(=戦車)と い う渾名がつ けられた とい う。
そ してその補佐 と して活躍 したのは、美術研 究所開所以前 よ り矢代幸雄 の もとで美術 写
真の収集 ・整理 を手伝 っていた白畑 よしで あった。矢代幸雄 『私の美術 遍歴』 によれば、
次第に、所 員が基礎 的な整理作業 より個 々の研究へ と比重 を移す に従 い、計画 は中断 に
近 い もの となるなか、渡邊 は一 人黙 々と作 業 を続 けた。 『美術研 究』 に は東洋美術 総 目
録 の名称がついた論考が8編 あ るが、そ のいずれ もが渡邊の担当 した項 目で あった(「黙
蕎鍵淵 東洋美術総 目録1」 『美術研究』70、「無等周位 東洋美術総 目録2」同75、「如拙
東洋美術総目録3」同77、「文清 東洋美術総 目録4」同77、「周文 東洋美術総目録5」同so,

















るように、作 品の カー ド式整理 を主体 と した同事業の,7L'・体 を成す ものではないが、各作
家に関す る史料 を集成 した基礎 文献 として、後 の研究 に大 き く資するこ ととなるのであ
る。
1939(昭和14)年6月25日 付の 中外商業新報には 「[來洋美術総 目録]第 一期 事業 と
して足利以 降の水墨画総 目録約4万 枚 を完成、近 く附雇蒔的 な諸調査 をまとめて出版する
ことになった」 との紹 介記獅が載 った。 これは、単行本化が計jt　rjされていたが、貴任者
で ある渡邊 は1940(昭和15)年応召 しd944(昭和19)年に戦死 したため実現 に至 らなかっ
たと思 われ る。
1948(昭和23)年、かつての同僚達 により菓洋 美術総 目録全8編 をまとめた渡 漫の遺
稿集 『東山水墨圃の研究』(座右宝千ll行会、1948年)が刊行 され、その年の毎U繊 版 文化
賞 を受賞 した。 また仏Vii[;j担当と して も、多 くの論 文を美術研究誌上に発表 していること
か ら1そ れ らも加えて1985(昭和60)年には、『東山水暴両の研 究 増 補版』(中央公、論1
美術出版、1985年)が刊 行 された。 また辻惟雄 は、連載 した 「狩野元信 ←一)～(五)」(『美
術研究』246・249・270・271・272.1967年3・10月・1971年11・12月1971年3月)の凡例で、
渡邊 の東洋美術 総 目録 の形式 を踏襲 したと記 している。 スタイルは異 なるが 、菅沼 貞三
が後年刊行 した 『畢山の研究』 は、東洋美術総 目録編纂の成果の一・つで あろうa
開所後数年 を経て1さ らに資料の整備が,.み、調査研究が進展 するに伴 い、美術研究
所は、美術 の研 究の手法やその成果 において、基礎 的かつ先駆 的な役割 を果すに至 った。
これ らの調査研 究の成果 を発 喪す るために、『美術関係文献 目録』の編纂 、『美術研究』
の編纂 と刊行 、『美術研究資料』 の編纂 と刊行、 『日本美術 資料』 の編纂 と次 々に出版が
構想 された。
日本 東洋美術 に関す る文献 採録 事業 は、現在 も企画情報部 の主要業務であ るがr開 所
当時は、新着の雑誌に掲載 された古美術文献 を採 録 していた01932(lll{和7)年7月には、
最 初の文献 目録 「東洋美術研 究文献 目録 昭和6年 」 を 『美術研究』!'fjに掲 載 し、そ
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の後1936(昭和11)年度分 まで を計6回 を 『美術研 究』(1.31.43.57・67)に掲載 した。
この頃は英 仏 独 語 で書かれ た外 国語文献や、単行図書 も採録対象 と していた。1936(昭
和11)年か ら毎年 『日本美術年鑑』 を発刊す るようになる と、古 美術 ・近現 代美術 と も
に1司書へ文献 目録 の掲載 を始 めることとなった。
古美術文献 は、画報社 や朝 日新聞社刊行の 『日本美術年鑑』 に も掲載 され ていたが 、
まとまった 目録は なかったため、明治期か ら、『日本美術 年鑑』刊行前 にあた る1935(昭
和IO>年まで の逐 次刊行 物(一 部の図書 を含む)を 対 象 とした文献採 録 を開始 した6未
所蔵雑誌 は他の機 閾(帝 圃図番館、大橋図害館、慶慮義塾図書館、大正大学図轡館r東 京美
術学校 文庫、京都府 立図霧館、大谷大学図書館 、龍谷大学図書館)へ 出向 き採録作業 を行った。
{!,1岡益人を三i三任 として1林 翼 彦、久野真 自を中心に、杉 田益次郎 、1'1畑よし、斎木秀子 、
佐 原敦r、 飯村艶 子 らが 従事 し約6年 の歳 月 をかけ、1941(昭和16)年12月、549種
約3万 件の東洋古美術 に関す る日本語文献 を収録 した 『東洋美術 文献 「1録』 を刊行 した。
本II}には利用者の便 を図 るため、採録対 象誌 の うち287種につ いて所蔵先 を明記 した「定
期刊 行物調査表」 を付録 としてつけた。 なお本講 は戦11寺の出版で 入手困難な状 況が続 い
たため、1967(昭弄[M2>年に再版 された。
戦局が深刻化す るにつれ て、用紙統制や言論統制が厳 しさをまし、美術雑誌の統廃 合
もかな りの頻度で行われ、採録対象誌 も 『東洋美術文献 目録』編 纂時代 のお よそ3分 の
1に減 ったが 、文献採 録は続け られ た。 しか し編 集 を終 えた 『日本 眞術年鑑 昭和18
年度版1は 戦 災で組版を焼 失 し、戦後 まで刊行 を中断せ ざる を得 なかった。
定期刊 行物 であ る 『美術研究』は,1932(昭和7)年1月 に機 関誌 として創刊 した 〔図2〕。
所内の研究員 を中心 に1論 文、研究資料 、史料の校刊 、図版解説等 を古 美術 ・近代美術
一
の別 な く掲載 し、今 日もなお刊行 を継 続 している 『美




























載 しなが ら 「兎角沈黙勝 なる我が美術研究界に、白由討究の気運 を醸 成 し、澱1刺たる新
研究の 出現 を促 して、我 がii洋楽術の製作鑑賞 ・並びに世 界的理解 を進 むるiに 、新生 命
を鼓吹す る」学術発表の場 であ る、 とい う根 本方針 を掲げていた、、その ような真摯 な姿
勢は当然所員に も求 められたのであ り、隈元謙次郎のIII1想に よれば、研究所 の公f=il物以
外の執筆 は一・切禁 じられ 、「そん な時問があった ら研 究に励 み、『美術研究」 に発表 し給
え」 と言われ るのが常で あ.aた(隈 元謙次郎 「一矢代先生 を偲ぶ一先生 と美・術研ラ植所」『口
伊 文化研究』1虫1976年〔ヨIDと い う、,所員 も互 いに切磋 琢磨 し、 矢代0)求めに よ く応
えていた ようだ。 矢代の鞭捷 に続 けて、隈元の圓想は同僚であ った渡邊一 との交わ りを
次の よ うに伝 えている。
「私 自身に とって も、渡辺 君は 円:び得が たい学友で あ り親友であ ったn約 十年 足 らず の交
際 であ ったが 、夜 を徹 して飲み 、学 問 を語 り、はげ ま し合った ことが しば しばで あった,,殊
に、彼がis山水墨醐の研 究 にはげみ、私が明治 初期に 来IIした イタリア 〕庭術 家の 調企に熱中
している頃 は、毎夜の よ うに研究所 の帰 途近 くのIII}酒屋 に 、kちよ り、お":いの鞄のll―の【1命文
1'1曜・:稿を見せ 合って、論議 したが 、「おい、 貴様 のや りか けの倫 文を 見せ ろ」 と、 先ず 切 り川
すの は彼であ った,,1
な お 『}き術 研 究』 の体 裁 につ い て 、 脇 本楽 之111fは1889(明治22)年 創1:ijの迄術 雑誌
『岡1割 に比1iiする大 き さ、)こ装 、 リボ ン綴 じに 倣 う こ と をiこ張 した が 、 矢代 十}雄の 案
に よ り現 行 の 白 炎紙 、サ イ ズに決 ま り、い か に も名残 惜 しそ うだ った とい う(丸 尾 彰 三郎 ・
'藤lir司HⅡ」、こ・泉2馨i1111『1協イ藍楽 之11q:{ソ)ノ」、f云と」血憶」1虫い寿制二、197iイ「、1231∫DI、
『美 術 研 究 資 料』 はlii行の{If:の形で 公 炎す る もの で 、特 定 の 作 品 あ るい は作 品 群 に
つ い て 、豊 富 な 図版 を中 心 に構 成 され た研 究 資料 と して 編 集 され た,,また 、海 外 に あ る
東洋 絵 画 の優 品 の複 製 な ど もこの シ リー ズに 含 まれ 、貴 電 な研 究 資料 を提f.fしたU前 者
の代 表 と して は 、1935(昭和10)年 頃 か ら行 っ た桃 山時 代1鋼舜:画、鳳 嵐 堂 の 賞 巾供 養 仏
の調 査 研 究 が あ り、 そ れ ぞ れ の 成 果 を、 『美 術 研 究 資 料 第5輯 桃 山 時 代 金 碧 障壁1町11
(1937年)、『美 術 研 究 資料 第4輯[f雲 中 供 養仏 』(1936年)と して刊 行 した1,後者
の代 表 と して は 、『伯林 東III渓術 館}ll蔵光悦 色 紙111占」(1939年)などがあ る。X932(lli和7)
年 よ り1941(昭和16)年 まで はほ ぼ 毎 年1:IJ行し、そ の 後 は,1943(昭和18)年 と1949(III;
手―124)年に 「1」行 し、 合 計 で12冊 をi二1」行 したGI絵 掲載)、
と くに 美術 研 究 資料 第8輯 と して1:ll行され た 『伯 林 東亜 実術 館 四「蔵 光悦 色 紙ll1111』が7/コC
う 「光悦 色紙 」(36枚)は 京 都 の 福 【U浅次郎Ilhl逗で 、1908〔明 治4D年 に ベ ル リ ン国 、Z
博物 館(Staatiich{・Mus{・en'/.LlB{}rH11)の所 蔵 と な'」た 、,矢代 は 国 内 の 研 究 κの た め に以
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前か ら作 品の写真 を、ベ ル リンのオ ッ トー ・キ ュンメル(OttoKummel)館長に依 頼 し
てお り、「日本古美術展覧会」(1939年2月ベル1」ンで開催)の 打ち合 わせ のため.1936(昭
和11)年に来 日したキュ ンメルが写 真 を持参 した。 日本古美術展覧会 については、 日本
国内 で も関連行事 が行 われ矢代 も講 演 を しているが、 この とき持参 した写真 を末延財 団
の補助 金によって美術 資料 として150冊公刊 した もので、矢代 は 『奨術研究』 で も論文
を発表 している(「伯林東亜美術館所蔵光1党色紙帖」『美術研究』85,1939・年1月)。
また尾高 鮮之助 が1931(昭和6)年1美 術 の研究 を 目的 と して1東 南 ア ジア、 イ ン
ド、パ キス タ ン、 アフガニス タ ン、 ス リラ ンカな どを訪 れた際に作 成 した写 真資料 も1
『美術研究資料 第7輯 印度 及南 部ア ジア美術資料』(1939年)として刊 行 されている。
1933(III;和8)年3月23日に肺 炎のため に33歳 で亡 くなった彼 の七ll1Ⅱ忌 に合 わせての




資料 としてY完 備 したものでないことはこaに 断っておく必要があらう。それにも拘わ らず
これを出版する理由は、その豊富な素材 としての利用価値が、決 して少 くないことを信ずる
か らである。ユ(矢代幸雄 「序」、『美術研究資料第7輯 印度及南部アジア〕ミ術戦料」)
しか し、同 じく七 回忌 の折 に、親族に よって刊行 された 『印度 日記』の方には、極 め
て情の こもった言葉 を寄せてい る0
「最後に、研究者 としての尾高君 を述べたいのであるが、それは大成 を期 して、小まとま
りにまとめて行 く流儀でな く、また余の奨励 もさういふ方向に在つたから、総てが文字通 り
の天折に畢 り、若竹が雪に折れたやうな愛借の情を催すやうな未完成であつた。(中略)彼
は叢後には、「美術研究」に支那仏教彫刻のことなどを書いて、彼の興味の方向を示 し、そ
していよいよ印度支那 ・ジャヴァ ・印度 ・アフガニスタン等 に大旅行 を果 して、仏教美術
の源流か ら東西文化交流、次いで最 も大物の支那 といふ工合 に研究を進めて行 く心算であ
つた らしく、研究所に於て も此方面の専門家に欠いて居 るので、特に嘱望 されたのであつ
たが、不幸 にして雄図半ばに死んで了つた。無常迅速、是ればか りは仕方 ないと思ふけれ
ども、惜 しみて もなお余 りがある。」(矢代幸雄 「尾高君の追憶一序に代へ て一 」尾高鮮之
助 『印度 日記一仏教美術の源流 を訪ねて一』刀江書院、1939年)
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先に引用 した尾高の言葉 に見 られる職場への期待感、高揚感 と、志半ばで逝 った職員
に対 する矢代 の労 りの言葉 を対置 させ る と、職員た ちが まさに心 を一つ に して 、新 しい
仕事 に共 同で適進 して いた ことが素直に伝わ って くる。
その他 、 日本美術の優品 を紹介する ことをr的 に、1938〈昭和13>年か ら1942(昭和
17)年まで の毎年、『日本美術資料』を5冊 刊行 した。毎 冊20作程度の 日本美術の 「優品」
のカ ラー図版(2図 以上掲載される作晶に関 しては2園 目以降、モノクロ図版が用い られる)
に解説 を付 した もので ある。第1輯 は絵画のみ 、2輯 以降は彫刻、工芸、染織 等が数点
ずつ加 わるが 、掲載作 品の大 半は絵画作品である。時代 は正倉院御物か ら狩野芳崖、菱
田春草、黒 田清輝 まで 、主題 ・ジャンル も幅広 く採 られている。 ただ しr今 日の 「日本
美術 史」の語 りに比べ 、全体 に近世文人画 が多いよ うな印象 も受 けるが1作 品の選択 に
どの ような判断基準が あったのか は不明である(掲載作品一一覧については、本誉 「関連資料」
中の 「東洋美術国際研究会」452～453頁参照)。
本書刊行 の 目的を、 矢代 畢雄は序 文の中で 「永年に亙 つて 口本美術の優品 を網羅 し、
能ふ限 り精確 にして信頼 し得 る複製 を弘 く世 に頒 ち、 日本美術 に関す る一般 的教 養を増
進せ んこ とを以て 目的 とす る」 と述べてい る。 また、「国史の精華 に触れ、国民精 神の
濤養 に資す る」美術 を 「時代 の要求に従つて一 般社 会にその向ふ所 を知 ら しむる[i的」
を もってlhされた本書 は、「,.」.門的に偏碕す る ことを避 けて美術一般の 立場 よ り日本美
術 の特 色を閑明す ることを主眼」 とした とも述べている。
本書 の最終 輯となった第5輯 の序 には、例年通 り 「今後毎年一輯 宛之を刊 行す る予定
で あ り」 と記 されてい る。第1輯 か ら4輯 まで、本"1:は1冊2円5銭、紅価で14円(5
輯ではそれぞれ3円 、18PDの定 価が≧k示される ことか ら、少 な くとも第6輯 までは刊
行 を予定 していた と考 え られる。 またr『美術研究所昭和 十八 年度概 算書』 他、同年度
の予算書 には 「日本美術資料編 纂拡充」の項 目が立て られ、1942(昭和17)年度の段 階
では、掲載作 品 を年間60点 に拡大 した新 『日本美術資料』の編 集が 目指 された ようだが 、
以後本書が刊行 される ことはなか った。 この 「昭和十八年度概算書」 には、「時代 ノ欲
求及趨 勢二鑑 ミ本 資料 ノー部 ヲ以テ参照 資料 トシテ大陸美術 ノ紹介 ヲ併セ行 フベキ学的
必要 ヲ生 ジタ リ」 とい う興味 深い一文が確 認で き、実際に は刊 行 され なか った ものの、
「大 陸」美術へ と対 象 を拡大 して美術 資料 を編 むとい う構想が美術研究所 内で もたれて
いた ことは留意 されて よい(後 述の 『東洋美術資料』〈英訳本 『日本美術資料』〉の細川護立
による 「英語版のための序」にも、大陸美術の資料集編纂が研究所内で持ち上がっているとの
r_r及がある。446-一一447頁)。
さて.本書 は第1～4輯 までは毎年3月 付 で刊 行 され ているの に対 し、第5輯 は1942(昭
X43
和17)年11月刊行、矢代 の序 文 も例年 の3月 付 とは異な り5月 付 となってい る。本書
第1輯 か ら4輯 までの編集 と解説執筆 は所員の正木篤三が あたったが、第5輯 に関 して
は、「所内職員 を して分担せ しめ、監修 は余[矢 代]自 ら之 に当つた」 と記 され るように、
編 集方針 に変更が あった と知 られ る。 この点 で興味深いのは、当研究所内の人事 の問題
である。本轡編集に携 わった正木 は同年5月 に、また矢代は同年6月 に当研究所 を退職
してお り、両者の退職 と本書 の刊行 とには何 らかの関係があった と推察 され ようか。な
お、第5輯 にて解 説 を担当 したの は1豊 岡益人1大 串純夫、梅津 次郎、小高根太郎、菅
沼 貞三、石澤正男であ り、正木 も一作晶 偽 恭筆鏡売図)の み解説 を付 している。


















科 の出身で、卒業後黒 田清輝 の異母妹純 と結婚 していた。 したがって大給の言葉に よれ
ば、「私 に取つて黒 田先生 は、半分 は先生 であつて半分 は義理の兄 である と云 ふ訳 であ
つたが、私 は実の兄 以上の思 ひ を して をつたのであ る」(「黒田先生の1嗜好」『国民美術』
1-9、1924年9月)とい う関係 であ った。 黒田の生前 か ら図4に 挙 げた戯画 に よる 「は
が き」 を交換 するほ ど、頻繁 に、そ して親 し く交際 していた。設立時か らの職員であ っ
た白畑 よしはr「大給 さん、 とって もいい人 で、何で も話 して くれるんです よO随 分親
















＼ 黙 ㍉ 、




を きちん とはいてねC,背の高い、風 貌が立派 な方だった」 と同想 している(白 畑の言稟
はd996年に行われた インタビ』・一によるものである)。そ うした人物が 、白らの網f1≡活動
をつづけ る中、毎週 木曜 口に研究所 を訪れ、記念室公開 にあたっていた,、大給の黒川清






































































ここで美術 研究所 における展観 の一 例 として、1939(1111和14)年に彷tわれた 「阿部幸
次郎氏所蔵 支那絵llhi展観 」の経緯 を見てみ よう、1938(Illl和13)年8月、元東京美術学
校校 長のll木111〔彦は、東洋紡のll11∫部・博欠正lilより、Il1国絵IIlliのコ レクターと して茗:名だっ
た父房次郎 の遺言 による、ii京帝室博物館へ の所蔵作品笥:贈の意向 を聞 き、 博物館への
仲介 を買 って出たU11月 に作i.irn―は調 査を兼ねて当研 究所で 頂かるこ ととなった。 美術
研究所 では、1939(昭和14)年211以1{条に調査が 行われ た。
その後、一括受入 を希望する阿部家 と部分的 な受入 を希望す る博物 館 とで調整がつか
ず 、1939(昭和14)年6月 に寄贈 は取 りやめ となった。 しか し蒐集品の うち最 も代 表的
な34点 を選び、1939(昭和14)年n月1111美 術研 究所で 「阿部幸 次郎氏所蔵 支那絵
画展 観」 を行 った。美術懇 話会及 び…般 に公 開 した もので、 「五星 二十 八宿 真形図巻」、
「伏生授経図」等現存 中園絵llll沖有数の遺品 をは じめ、宋元 明清各時代 にお ける代 表的
な画家 の!-7-1fl1Tが陳列 された。その後作品は1943(昭和18)年に大阪市立美術館 に収蔵 され、


















こう して戦前の事業 を概観 する と、戦後の美術 部 を経 て今 日の企画情報 部が行 ってい
る研究や事業のほとん どが、美術研究所創設 当時に企画 された ものであることがわかる0
なお調査研 究に際 しては、啓 明会1末 延財団 、雨潤 会 といった団体か らの助成 も得 てい
た(「情報資料部」234頁参照)。東 洋美術総 目録事業 につ いて言 えば、1929(昭和4)年
4月には同事業への補助 を啓明会へ要請 し、1930(昭和5)年 度 よ り1933(i昭和8)年 度
まで 「東洋美術総 目録の編纂」 に8千 円(春 と秋の2回 各1千 円)の 補助 を受 けてい る。
残 された書 類からはその後、1936(昭和11)年と1938(昭和13)年に計2千 円の追加補
助 を受 けたこ とが わかる。1934(昭和9)年 度か ら1942(昭和17)年度 までは、末延財
団の援助 を受けた。1939(昭和14>年度 か ら1944(昭和19)年度 まで は絵 巻物研 究 を目
的と して雨 潤会か ら補助 も受け1業 務 を遂行 していた ことが みて とれ る。
神奈川煕立近代美術館が所 蔵する矢代幸雄 資料の 中には 「末延財 団補助金ニ ヨル 『光
琳派 美術 ノ研 究』 昭和十 四年 度事業 及会計報告 」が残 されてお り、1939(昭和14)年
10月よ り矢代幸雄 ・中川千 咲 を担当者 と して琳 派 に関 する調査研 究が行 われ、矢代章
雄 「宗達筆伊 勢物 語帖 に就 いて」(『美術研究』98、1940年2月)といった成果 に結 実 し
たことが記 されてい るa前 述の 『美術研 究資料第8輯 伯林東 亜美術館所蔵光悦色紙 帖』













年6月 、朝 日新聞社主催 に より東京府美術館 を会場 に 「明治大 正名作展覧 会」が開催 さ
れ た(会 期:6月1日 か ら30日)。岡展は、久遡宮邦彦 王殿下 を総裁 に、牧野fli1顕内大 臣、
岡田良平文部大臣等の政官学 界か ら顧問 をむかえ、正木颪彦 を会長に官展、在野阿1体の
重鎮、中堅作 家35名 を加 えた評議 会 を設麓 して、展覧会の企画構 成を した ものであ った。
内容 は、明治、大 正の時代 に描かれた 「名作」 として、 日本画192点、洋画165点、彫
刻103点、計460点か らなる大規模 な展箆会であった。「昭和」 と改元 され る以前なが ら、
「明治」、「大正」 とい う時代の美術 を歴 史として振 りかえろうとする画期的 な企1111iであっ
た。 同展は、 同新 聞に よる連 日にわたる報 道 もあ って、17万8千 余人 とい う当時 とし
ては記 録的な入場 者数 となった。同展終 了後の1937(昭和7)年 、同新聞社 は1そ の収
益金 を帝国美術院 に寄附す るこ とを申 し出たこ とか ら、本事業 が美術研究所 において始
め られ た。
第二研究室 において保管 されて いた 「明治大 正美術 史編纂事業 ノ経過及將來 ノ方針 」
(作成時不詳)1「明治大jE美術 史編纂事業経過報 告概 要」(昭和10・年12月)、「明治大正美
術 史編 纂事 業沿革要」{昭和13年2月)の3件 の資料 を もとに、 この事業の概要 を見て
い くこ とに したい。
まず 、最初 にB5判4ペ ー ジ孔版刷の 「明治大正美術 史編纂事 業 ノ経過 及将来 ノ方針 」
は、作 成時期が明記 されていないが、事業が開始 されてか ら蒐集 された資料 数等が わか
り、 また調査研究の範囲、方法 、その成果 として 「明治大正美術 史」の内容 の概略 をう









、蒐集セラレタル資料ハ日本画家 洋風画家 彫刻家 工芸家 版画家 美術関係者、展
覧会 美術団体 ソノ他美術二関スル施設等二大別シ、ソノ中ヲ人名別、項目別 トシテ
整理スn目 下此ノ人名i項 目総数ハ約六百五十項ニシテ尚将来多少増加 ノ兇込ナリ
、編纂ノ方法ヲ次ノ如ク予定ス
本史.。























局長石井光 次郎 トノ問二 交換 セル覚 、ll:二明カナ ルヲ以 テ左二之 ヲ抄録 ス
ー・、朝i:1新聞社ハ昭和:年 二 開催 セ ル明治 大IE名作展覧 会 ノ利益 命弐 万'1:丁'Iljヲ(Ill略)年
額金五 千Fl宛ノ11ケ年ll}1ノ継続 ヲ以テ帝 国美術院二寄 附スル コ ト・ナ レリ
ー 、帝 国美術 院ハ コノ寄附 ヲ受 ケ ゴ ノ!1環ヲ11:ケ年間二遂行 スル為 二左 ノ委員ヲ設 ク{後略 〉
一 、完成セ ラ レタル)こ術 史或 ハ編 購セ ラ レタル資料ハ(中 略)帝 国美術院之 ヲ1商当ナル方法
ニ ヨ リ発表 スル 」'・Lナリ(後ll各)
Il∫i和ヒ年1川月1・ ∬1二日
同 年 ノ1二月11'六ll
同 年 六 月 三 口
昭和 ヒ年六月
II可イ―りGl」i・'Ⅱ:iI































崎 夏彦 住 任)隈 元謙と欠郎 ヲ嘱託ス
編纂委員会開催





































委員長 正木直彦 委員(各通)横 山秀麿 結城貞松 和田英作





同概要 では、続 いて1932(昭和7)年 か ら1934(昭和9>年 まで の3年 間にわたる 「編
纂費調 潜」を挙げている。「受高 一五 〇四二 円、四五」に対 して 「支出高 一四六二二 円1
-・二」であ り、「支 出内訳」 の うち高額 な もの は 「人件 費 八二 八Vii:円、五 九」 と 「図
1辱購入 費 三一三六 円、六〇」であ った。 さ らに、「目下資料 ノ調 査ヲ終へ 第一稿 ノ作
成 ヲ了 シタル項 目左 ノ如 シ」 として、その時点 までの調査 を次の ように列記 し、 また最








岸 竹堂伝 瀧 和亭伝 橋本雅邦伝










明治大正 美術 史編 纂試案 一一
編 纂 ノ実体 ヲ明治 大IE美術 史資牌1・編年 集成 トス
日表 ヲ基礎 トシテ11本lllli洋風 画周多刻r芸 ヲ綜 合11己述 ス
完 成年度 ヲ昭和 卜 二年 ヨ∫迄 卜f1但 シ多少完 成 ノ延引 スル場 合ハ ・部 ノ出版 ヲナ シッ ・ア
ル期間 ヲ利用 シ ソノ補 充整備 ニカム
原稿作成!な定 約 六 丁・枚
備考 伝記 及記 胚本 堵くノ類ハ別二 共等 ノ集成 トシテ出版 ヲ企図 ス ルモirf'ナリ
明治人IE美術 史編纂試案 二
編纂ノ実体ハ美術史 トシ 編年史 伝記
左 ノ五部二分チテ編纂ヲ進捗セシム




第 ノ1二部 ロノ乏、索 引Ill{和1ゴエ:年{月






同事業 が開始 されて.)il::を経 た後の成 果報!E:IIであ り、具体的に 「資料 ノ調 査 ヲ終へ第
一稿 ノ作 成ヲ ゴシタル」「伝記」等が 挙げられ ていム ,「伝記」に挙げ られた人物 た ちの
多 くが、 いずれ も幕末明治期 の1乍家 、関係 者であったこ とも同'1喋'1・二創 期にお いて 「美
術 史」 を基礎 か ら築 き ヒげてい こうとい う意欲が うか がわれ る(こ の第 一稿 というのは、
いずれも保存 されていないが、hl言己に挙げられた作家等の 臨1己などの複写、t特 起 こし等は部
分的に美術部において保管 されてお り、同ll喋の中で行われた調査に基づ くものであったこと
がわかる)。また1集 大 成 と しての 「明治大IE美術 史」ついては、「試案」 として2案 示
され、いず れ も原稿枚 数6千 枚 とい う大部 な刊行物が構想 されていた ことがわか る。
しか しなが ら同事業 に関わ る5年 開にわた る寄 附が終 ったの は1936(昭和ll)年度
である。 その後 に作成 されたのであろ う、執筆者 は不詳なが ら、「美術研究所」として 「明
治大正美術 史編纂事業沿 革要」 を作 成 してい る。 この 「沿革要」 は、「美術研究所 」の
用箋に和 文 タイプ されたB5判 サ イズで4ペ ー ジにわ たるもので ある0以 下 はその 全文
であるC、
近 年明 治時代k化 研 究 ノ最 要性 ハ学 界及 ビ社会 各方llil二認識・1ごプレ、之 ガ研究 並∴資料科li
I,51
纂等 ノ事業ハ文化 ノ各分野二亘ッテ実施若クハ着手セラレツ ・アル所ナ リ。美術 ノ部門二於
テモ明治大正時代 ノ研究、資料ノ蒐集調査並二同美術史編纂ノ急務ハ予テヨリ痛感サルル所
ナリシガ、昭和七年六月帝国美術院ハ此 ノ目的ノ為二株式会社朝 日新聞社 ヨリ年額五千円宛
五箇年継続ヲ以テ総額弐万五千円ノ寄附ヲ受ケ、之ヲ以テ同事業 ノ遂行 ヲ計画シ直二之二着
手セ リ。即チ其ノ方法 トシテ帝国美術院二明治大正美術史編纂委員会ヲ設ケテ編纂 ノ要綱ヲ
審議セシメ之二基キテ資料蒐集、美術史編纂ノ実務ニハ同院附属美術研究所ヲシテ当ラシム
ルコ トトセリ。










セン トスル予定ナ レドモ 、部分的二調査ヲ終了セル鄭項二関シテハ昭和十一年以降美術研究
所定期刊行物 「美術研究」誌上二論文或ハ資料 トシテ随時之ヲ装表シッツアリ。
昭和 卜三年二月










1932(昭和7)年に創刊 された 『美術研究』において、 日本の近代美術 を主題とした
152
皿 調査研究
研究 は、その創刊 当初 はいた ってす くない。杉田益次郎 「黒 旧清輝 筆 『昔語 り』 図」(24
暑、1933年12月)が目に と まる程度で ある。 それが本格化す るのは、先述 の通 り 「昭
和十一年 以降」で ある。そ してnib等を積極 的に執筆 す るの は、前記 の事 業の ス タッ
フで あった隈 元謙次郎 と小 高根 太郎 であ った。隈元 は、「高橋 由一 のξh涯と作 晶」(59
号、1936年11月〉、「ラグーザ に就て」(68場、1937年8月)、「川上冬崖 と洋風画」(79響、
1938年7月}等を発表 してい る。 また、隈元は、当時のイ タリア中亜極東協会に 「明治
初期 に来朝せ る伊 太利亜美術家 と其の功績」 と題す る論文 を応募 し、1938(昭和13)年
度の第1凹 レオナ ル ド・ダ ・ヴ ィンチ賞 を受賞 した。 その後、 『美術研究』 に も、同論
文の一部か ら 「エ ドアル ド ・キ ヨソー ネに就て」(91・92号、1939年7・8月)、「ア ン ト
ニオ ・フオ ンタネージに就 て」(94号、1939年10月)等を発表 している。なお、前 述の
隈元 の応募論文 は、日伊文化協 定の締結 を背景 に、1940{11召和 5)年に 『明治初期来朝
伊太利亜美術家の研究』(三省堂)と して刊行 された。一方の小高根太郎 は、「〔研究資料〕
富岡鉄 斎 『公私事歴録』」(65男・、1937年5月)をは じめ とす る寓岡鉄斎研 究をは じめ、「従
軍画家 と しての寺 崎廣 業」(75弩、1938年3月)、「アー ネス ト・エ フ ・フエ ノロサ の美
術運動1～3」(110・111・112暑、1941年2・3・4月)を発表 している。
ところで、 その遺言 と遺塵 によって創設 された美術研究所 に とって黒 田清輝 の芸術の
調査研究 と顕彰は、一つの大 きな使命で もあった。そのための企画 の一 つが、矢代 導雄
が所 長であ った時代か らあ った もので、「画伯 の遺作 を集大成 した作 品集の刊行 」(111中
一松 「序」『黒田清輝作品集』 美刷苛出版社、1954年)であ った。 そのため に黒 Ⅲri'の調
査研究 にあた ったのが 、先述の事業開始の折 りに嘱託 とな った隈元謙次郎であった0隈
元 は、上 記の明治 期の美術研究 と並行 して、「黒1⊥1清輝 とH清 戦役」(88T;一、1939年4月)
をは じめと して、「滞仏 中の黒[li清輝(.L・ 国ド)」(101・102、1940年5・6月)、「黒1日
清輝の中期 の業績 と作品 に就て(.L・11レr)」(113・ll5・118号、1941年5・7・10月〉、「蕪
田清輝後期 の業績 と作 品(」:・ 中 ・7ド)」(130・132・ユ 3号、1943年7・11・12月)とい
うように論 文を発表 し、実証的な調 査研究 を重ねていった。 しか しなが ら、念願 の 「作
品集」 は、「す でに準備 も幣 って一[二梓 の最 中に今 次大戦 の勃 発 とな り、原色の写真原板
等 もすべて焼失 して しまった」(田中一松、同前)と いう。作品集はr戦 後、黒 田清輝没
後30周 年を記念 した展 覧会(1954年)が国立近 代美術 館で 開催 された折 に、新た に刊
行 されたのだが 、1司li{:に掲載 された隈元の評伝 「黒 田清輝の業績 と作品」は、先述 の戦
前の調査研 究が基礎になっていたこ とは1-1うまで もない。 また、隈元に よる広 く資料 を
精査 し、実証性 を 重視 した黒 田清輝研究 は、今 日までそのr!と しての価値 を失っ
てはお らず、費重な業績 である。ほか に1941(昭和1h)年に職貝 となったli1∫北倫明 は、「膏
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木繁の生涯(上)(中)の 上、(中)の下、(下)」(134・136・138・140号、1944年2・5・10月・
1947年3月)を発表 し、戦中期か ら戦後 にかけて青木繁研 究 を完成 させた(な お同研究は、
1948年に 『青木繁』 として養徳社 より刊行 された〉。
このよ うに 『美術研究』誌上で の論文等 の公表 は、戦前の近代美術研究 にか ぎらず、
美術 史研究者 として個人的な開心 か らの成 果であ る。一方で組織 的に行 う調査 に基づ く
事業 も併行 して始 め られ た。一つは、所長であ り西洋美術 史研 究者であった矢代幸雄の
意 陶を継 ぐ翻訳事業 と、 いま一つが現在 まで継続 されている 『日本美術 年鑑』 の刊 行事
業である。
「西洋美術」研 究
戦前期 にお ける日本 の近代美術研究 とともに、ここで西洋美術 史研究 について もふれ
てお きたい。美術研 究所創設 にあた った矢代幸 雄は、 言うまで もな く西洋美術史研究者
であったが、矢代 自身、研究所開所以後、次第に 日本、東洋 の美術 に関心 を寄せていっ
たことは広 く知 られ る とお りで ある。 しか し、1932(昭和7)年6月25日 か ら2811ま
での4日 問、研究所陳列 室を会場 に 「西洋近代絵 呵展艶会」 を開催 したことは、当研究
所の 「西洋美術」研究の噛矢 として記録 されるべ きであろ う。同展 は、美術懇話会の協
力の もと、会員 中にいた収 集家の コレクシ ョン、及び会員の斡旋に よって借旧 された 「西
洋近代絵 画」 によってL1さ れてい た。セザ ンヌ 〔図5〕、 ドガ、 ゴーギ ャン、モ ネ、 ピ
サ ロ、 ル ノアール等 の作 品39点 が出 品 された(出 届作品の内容 は、 『資料編』672～673
頁参照)。わずか4日 間の展覧会であ ったが、来館 者は4200人を超 えた と記録 されてい
る。 同展 にあわせて、 『美術研 究』 の9号(1932年9月)は 、特 輯 と して 「西洋近 代絵
画展覧会図録 」 として編集 された。 同号では、矢代幸 雄 「西洋近代絵 画展覧会に就 いて」、
兇島喜久雄 「西洋近代絵 画展覧会管 見」の寄稿があ り、出品作品の全図版が掲 載 され た。
今 日か ら見て も、優れ た作品が出品 されてお り、それ故 に上記の ような多数の来館者 を
迎 えるこ とになったのであろ う。 また、矢代 自身 も、上記の一文の中で、「この展覧会
を見て、恐 ら く誰 もが一様 に感 じた ことは、 日本 に1こ のや うな美術館が一つ、常 置 さ
れてあつて然 る可 きだ といふ ことでつ た」 と指摘す るように、 日本 の 「美術教 育」、「美
術館闘題」 と して、そ の課題 を提起 していた。
次 に西洋美術 史研究 に関 して、矢代 以外 に も戦前期の美術研究所 には専門 とする研 究





兇 島 喜 久 雄(在 職1932年 一43't=)
1⊥1「11智1三良区(イ已」織1934でi=7,」㌔44ぐF)'"」h:㌧'
rr川逸 治(在 職1939でトー43年 、47年 一65年)




上 記 の 研 究 者は 、 い ず れ もが む しろ戦 後 か ら
]t37[)年代 頃 ま で の 国 内 に お け る 西 洋 美 術 史研
1、
究の 泰斗 と言 える人 々である。戦前では、矢代
幸雄の言葉 によれば 「少壮学者」 と して、主に
三・'
ヨーロ ッパの美術書の翻訳 を中心 とする業績 を}
1凸 ・1.響 層L巳 門"・1陽II・ 冒
残 して い る。x::己の彼 らに よ っ て戦 前 期 に1:II行5「 西洋近代絵
11111展覧会.hll閣1山lif'Fより
され た 書 名 を挙 げ る と、富 永 は 『希ll醸彫 刻.1(ア セ→「ンヌ 「1`ll由il剰〔幅 ll」繍11川護加哉〕
トリヱ社 、ly3g年)、,'.'lll逸liiとの 共 沢1'スタン ダー ル イ タ リア絵lllliりこ 第../』(河Ilh
沓:房、1943年)を「ll行して い る1,児島 は 、「1珂洋・美看1{∫館 め ぐ り』1座II.:「1」ii.i's;,1935年)、1'・嚢
術 概 論 一一:lis..他.1(小[1Ill}:店、1936イト)、『希 蝋 の 鋏 』(道 統 社 、工942年)があ る,、111田には 、
『レオ ナ ル ド ・ダ ・ヴ ィンチ」(ア トリヱ社、1939年},『i`・ヒ ・八 世紀 に 於 け る ヨー ロ ・ソ
バ 美 律∫と 外〔11巨のil杉1響』(蔚 谷∫llll川:iJ{1アト1」ヱ 社、1942it原 史は"DieCllillalnolldeCC'S
Spatbarod{"であ り」≡ll訳にあた り原茗諸 であ る1川11が「日本版補rl:一[を1」IIえた)、フ ォ・ン・デ ュ
ル クハ イム 著・illlH訳『独 逸 非li神の 造 形 的 表現 」llアトr)ヱ社 、1912年)、ロー デ ン ワ1レト告 ・
山 田訳 『希1遜t羅馬 の芸 術』(1「M〈〕[}・litii,1943f卜)があ る,,澤柳 に は、 ヴ ィン ケル マ ン 楮:・
澤 柳 訳 『希 順 芸 術 模 倣 論1は 座 右」i刑テ1:会、1943年)があ る、,ただ し澤 柳 のri.f`3i7isは、Ff
彫 刻 史 に も研 究 分 野 を ひろ げ 、戦 後 に なる が論 文 と して 「御物 辛 亥 年 銘 今銅 像 飛 烏 周多
刻 ノオ ト其1」(『 美術 研 究』142、1947イ「81Dな ど を残 して い るC,新に は、 入所 前 で あ
るが 、 『英 国芸 術 史』(研 究社 出版 、1941年)があ るC,
こ う した 個 別 の業 績 以 外 に 、 矢代 の 意 向 を汲 んで 、 組織 的 と も言 うべ き翻 訳 省 が 刊 行
されて い る。 そ れ が、 富 永 惣 ・・隈 元 謙 次郎 ・新規 矩 男 ・山 出智 三 郎 訳 『ヴ ァザ リ美術
家 伝(一 〉』(青 木ill:店、1943年)〔図6〕 で あ るCa同書 の 巻 頭 には 、 児 島喜 久 雄 に よる庫
文 が 挙 げ られ 、 原 著の 歴 史的 価 値 につ い て詳 述 され て い る、,続い て前 年 に同 研 究 所 を退
い た矢 代 ・1'}雄も 、冒頭 に 次の よ う に記 した序'文を寄 せ て い るr,
「この 度 、ヴ'ノ'ザリの 伊太利川〔名匠伝 の翻 訳が 、富 永惣 ・、隈 元謙次郎 、新 焼矩 男、山川
Ia5





に、 自身の留学時代か ら原書 に寄せ た熱い思い と、翻訳 にあたった経緯がつづ られてお











か くて余の フィレンツェに住んで居た五年に亙る歳月は、明け暮れ、ヴァザ リを耽読する
ことによつて過された。初めはヴァザ リを史料捜査のつ もりで努めて読むのであつたが、や
がてヴァザ リの持つ伝記作者として比類稀なる文才は、余をすつか り魅了して、余は史料捜
査の学術的興味などを打 ち忘れ、彼の描き出す文藝復興期伊太利亜の古 き時代に余自ら浸 り
込んで、その陰影に動 く名匠とその周囲を取巻 く法王や王侯や詩人や美女や乃至は権謀術数
家、不逞なるならず者等 に到るまでと、余 自ら現に出会 し交際する思ひがあつた。ダンテも
ミケルアンジエロも埋葬されて居る聖クローチェ大寺の鐘を朝夕に窓外 に聴いて暮らした余
のフィレンツェの生活は、ヴァザ リの御蔭で、現代離れが して、主 として文芸復興期に生 き
た とも言へ るのである。(申略)
ヴァザ リに対 してそういふ打ち込み方であつたか ら、その一番良い版 を貿ひ度い と苦心 し
た。乏 しい留学費よ り工面 して有名なミラネージGaetanoMilanesiの註の一杯ある九冊本
を買つた時は、伊 太利亜絵画史の本職になつたやうな気持が して安心 した。伊太利亜語のe'・14,+
著のほかには英、独、仏等の浩潮 なる翻訳書を集めて得意になつた りした。一つヴァザ リ伝




もとよ り矢代1`fによれ ば、「ヴァザ リに註 をつ けて見たい といふ 希望 は、大抵の伽
太利亜美術 の研究 者は一度 は抱 く学的野心である」 と註い1矢 代 も試み ようとしてい た
ところ、「帰朝 後の余の仕事 も、 大分長い間 ヴァザ リ中心 に考へ られ て層たC,(中略)然
しその うちに美術 研究所 設立の'1`業が 余に託 されて余の身辺は急 に多忙 にな り、 また
追 々東洋美術に対する余の 興味は深 くなつて、ヴァザ リの翻訳には到底 著 】三出来そ うも
な くなつて来た」 とい う事惰があ った、1そうした ところ、知己であ ったある実業家か ら
の援 助を うけるこ とがlil来るようになったことか ら、 この翻訳事業が進め られるよ うに





亜 美術が好 きで仕様がないといふ{rrであつた,(中略)そ の城崎君が何か 庭術に関 して有
益な仕事があれば補助 してもよいと申しlhされたので、余は一も:も な くヴァザ リ翻訳'1二業
を綻案 し、そ して監督は余自ら当るとして、翻訳の実務は隈元謙1欠郎君に委嘱することにし
た。それで司1時まだ才II:かつた隈元君は毎1に庭術研究所の1瑚覧宅に逓つて来て、余の所蔵本よ
りヴァザ リを翻訳 し、また城崎1と は、隈元君と 三人で時 々会合 して、伊太利1臣美術の紹1談
に花 を咲かせたり、或はヴァザ リ翻訳の進捗の模様を聴取 した りして、愉快な時を過 ごしたC,
隈元君の翻訳は薯々と進んだが、それを原 文に照 り合せて見直そうといふ余のVIII,i!3の仕1∬
は一一・向に杵]㌦することも出来なかつた 、その岡に余の外遊も幾度かは さまり、また隈 元君が
美術研究所 に就1哉して前の様に翻訳に専念することも出来なくな り、そんなこんなの うちに
つい幾年か経つた.、そ して 太夫そ うに見えた城崎君1よ昭和 卜 二年突然亡くなつた[)余は驚愕
して己が怠慢 を悔いた、城崎1・の生前にヴァザIJの翻訳が・・巻でもiて居た ら、如何に喜ば
れたであ らう。城崎君の補助は、こちらにその義務を感 じさせないほど気持ちのよいや り方
であつた。それをよいことにしたつもりは無いが、事実、出版にまで到著 しないうちに、君
の死に出逢つたことは、何として も相済 まない、それを思ふと胸が痛い。」
ここか らは先述の隈 元謙次郎が 、その翻訳 にあたった ことが記 されてお り、隈元が 「明
治大正)亀術史編 纂那 業」 に参Dili「する以前 か ら、西洋美術 史研 究者 としてその役 にあった
ことがわかる,、しか し、隈 元 も当研究所 の職 員と して前記事業 に従事す るよ うになる と、
翻訳の'1喋は中断 しかね ない状況 であった らしい、,そこに加 わった のが 、矢代がli`∫をll:の
「序 文」でi1うところの 「少壮学者」 たちで あったL、
25T
「それにして も、ヴァザリは出てくれないと困ると思つて、爾来余は常 にそれを苦労にした。






ところで、同書の翻訳の意義 につ いては 、欠代は西洋美術 史研 究 とい うよ りも、次に
記 してい るよ うに、「'文学佃i値i{專記 文学 の傑作 」 として啓 蒙的な価値 にある ことを冷
静 に強調するこ とも忘れてはいない。
「ヴァザ リの持つ根本史料 としての価値は強いてII本語で解説 して出冒弓必要もないのであ
る,そ れを必要とする嶽の専門家は何れにしても原典に拠 らなければならないか らである。
即 ちヴァザリを翻訳する意義は」三として伊太利亜〕亀術のL亙人群を知 り彼矯1に親 しませ る為
の 文学価仙、傳riLFX`f:の傑作と しての文学価値に在 りとr:rへるであらう,旋 、独、仏の大
規模なる翻訳の狙ひ所 も寅献 も、大体そういふところに在つたと1tへるであ らう,ヴ ァザ リ
を現代ll本の読書界に1_f:かす といふ意味 に於ける翻訳及 び註釈 と しては、この四宕の協
力は完壁 に近 きもの を成すこ とを余は確信するのである,d
そ して、長 文にわた る矢代の 「序文」 は、次の言葉 で締め くくられている[1
「/.1やヴァザ リの研究その ものか ら遠ざかつた老兵の心境 を以て、余は蕪にヴァザ リ中心
に思ひiiiすいろいろを書 きつけた。(ll1略)それほどに余の若 き心 に纏ひ付いて居たヴァザ
リが、余に親 しき四君の協力によつて、今回出版 されることになつたのは、余自身の夢を若
き人々が実現 して くれるやうなものであるn余 は歓びといふにはあ まりに深い気持 を以て之
を迎へまたその成功を祈る。」
また 、巻 末 に は 、隈 元 に よる と思 わ れ る 「訳者 緒 言 」が 掲 載 され て お り、 そ こで 原,..
に つ いて は 、 次 の よ うに記 され て い る。
「本書 は 、GiorgioVasari:1.eVidede'piueccellentiPittori,ScultoriedArchiettc7riの
翻訳 であ る。 そ の 表 題 は正 しくは 『最 も卓 越 せ る 画 家 、彫 刻 家 及 び建 築 家 の伝 記 』 とす
べ きで あ るが 、長 きに失 す るの で 単 に 『美術 家伝 』 と した」 と断 って い る。 そ して 、「底
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本 」 は、 「ガ エ タ ー ノ ミラ ネー ジGaetanoMilanesiが校 訂 し、 註 釈 を加 へ 、一 八 七 八
年 よ り八 五 年 に亙 つ て フ ィ レ ンツ ェ に於 い て刊 行 した9冊 本LeVidede'piueccellenti
Pittori,5cuitoriedArchiettori,scrittedaGiorgioVasari,pittorearentlno;conⅢove
annotazioniecommentidiGaetanoMilanesi.Firenze,G£.Sansoniを用 ひ1専 らこ れ に
拠 つ た」 と してい る。 な お 、外 に も独 英 語版 等 を参 照 しなが ら、続 け て 次 の よ うに 本書
の 第1巻 刊 行 にあ た って 、原 書 白体 が 大 部で あ る ため に 、 そ の 中か ら作 家 を選定 し、 さ






各作家伝巻頭の扉に揚げた肖像は、第二版に於いて新 しく加へ られたものであり、ベ ッキア
イ本よ り複製転載した。又1司じ扉に記入 した各作家の生残年は、必ず しも原本に依らず、今
日の研究により妥当と思はれる年に改めた。」
また、訳者 は4名 連名 になってい るが 、その訳 出作業の分担 も、次のように行 われた
こ とが付記 されている。
「最初この翻訳箏梁は昭和五年秋実業家 にして伊太利亜美術愛好家であつた故城崎禅蔵氏
の援助 と、矢代幸雄氏の指導のもとに隈元が著手 した ものであるが、その草稿全般に亙つて
改めて新が伊太利亜文に依る再検討を加へ、寓永は邦訳 としての文辞に修正を施 し、又…部
を訳出 し、山田は註釈の執筆を担 当した。」








以前にもあった。1911(明治44)年に 『明治43年度 日本美術年鑑1が 、画報社から
刊行され、大正元年度 まで同社から3巻刊行されている。その後、1927(昭和2)年か





幸雄は、その 「序」において、明治以来の 「美術」隆盛を背景に した時代において、「美










もあらう。併 しなが ら1上述の如 き見地か ら現代美術に対 してもカ を致すことは、本研究所
の最 も魚要なる使命の一と考へるのである。厳密 なる意味で甚 だ困難ではあるが而も能ふ限
り正確公平なる調査 を遂げ1其 の結果を美術年鑑 として刊行することは、現代に於て美術界
並に一般社会に対 し直接の貢献た り得ると共に、将来に亙つて永 く、我が美術史上に最 も信
頼し得べき資料を蓄積 して行 くことに他ならぬ もの と信ずるのである。」
しか しなが ら、一方で矢代自身が研究所として組織的に当該年の 「美術界全般の活動」








不 可能で あ る。ill]も芸術 に関す る批判程個 人的なるは な く、ll観に従 つて見解の相違 を來す
こ とは何 人 も之 を避 け得 ない性 質の もの である、個A'1i.ならざる奉研 究所が 美術年 鑑を編
纂 す る困難 はi実 に此 に点 に在つた 、編輯 員は能ふ限 鴫 じの 妥'llならんこ とに努め たが、決
して此の結 果を以て完 全 な りと 自負す る ものではないCj」
この矢代の'=FJIILL'識は、現 在におけ る編 輯一Lの問題で もあ り、「美術 年鑑」 と しての公」1ξ性 、
客観性 、同時 に批評性 をは らむ ものであ る、,さて 、その内容 と構成であ るが、創F肚ナで
は、「現 代 美術 」、「古美術 」の展覧会、糞報記事 ならびに前項 においては 「物故作家 及
美術 関係者」の記事が含 まれ、次 に 「美術行政」、「美術市場」、「昭和'卜年度美術文献ff録」、
「挿絵」 によって 「本欄」が構成 されている。 次に 「便覧」 として、「美術関係法規 」、「)宅
術奨励施設一覧」、「美術研究施設 一・覧」、「美術教 育施設一'覧」、「美術 観覧施設一・覧」、「美
術団体一一覧」、「展覧会場一 覧」、「美術関係定期刊行物 一・覧」、「)集術家及 美術関係者名簿」
とい う川頁に構 成 されてい る。「本欄 」の部分の 占 美術 、現代 美術の展覧会蛸 報、文 献情
報、彙報 、美 術家等 の物 故者記 事などは、現 在で も受け継がれ てい るC,「使覧」の 部分
は、戦前 までは継承 されていたが、戦後、「本欄」 にあたる情 報量の圧倒的 な急増 によ一,
て、割愛 されているC,創刊時か ら戦前の 「美術年鑑.」を'r一にするにつ け、実に1幅広 く1'1
を配 り、丹念 に、'労力を惜 しまず に編 集 を継続 していた ことが実感 され るVそ して今 目
も、 その1年 間の美術 界の記録(情 報)と して、 後lil:に残すべ きもの を厳選 しなが ら編
集 を進め る姿勢は継承 されてい るr、そ う した意義 と認識にたって以後、 『口本 美術 年鑑』
はr戦lll期の11q析をは さんで、ほぼ毎 年 「1∫行 され蒲1己け、現 在に至ってい る,,
IfiI
2戦 後 か ら近年 までの調査研 究1945(昭和20)年～2000(平成12>年
戦後、1947(昭和22)年5月 に美術 研究所 が国立博物館 附属 とな り、7研 究室体制 を
とる時期 もあったが、1950(昭和25)年8月 よ り文化財保護委 員会の附属 とな り、下記
の3部 体制 をとることとなった。
O第一研究部 上代 中世及び近世の美術並 びに東洋美術の調査研究並 びにその成果の公表
O第二研究部 近代及 び現代美術並 びにその結果の公表
o資料部1 .美 術研究資料作 成収 集整理保管公表及び閲覧 に関する事2.美 術研 究資
料 に関す る写真の作 成及び原板保管3,エ ックス線写真i赤 外線写 真、紫外線 写真
その他特殊写真 による美術の研究 に関する事
(『東京国立文化財研究所20年のあゆみ』11頁)
その後1952(昭和27)年4月 には文化財保護法の改訂 に伴い、美術 研究所 は新 たに芸
能、保存科学 の部門 と合 し、東京文化財研究所(1954年より東京圓立文化財研究所)の 美
術 部 として発足 した。 これ に伴 い、上記 の3部 は策一研究室、第二研 究室、資料室 と部
か らt:rへと変 わ り、3室体制 とな った。その後、1977(昭和52)年に美術 部資料室は廃止1
新たに情報資料部が設置 される こととなるが 、基本的に美術部の調査研究は情報 資料部
と協 同す るかたちで継続 された。
本項で は戦後、2001(平成13)年に当研 究所が独 立行政法 人 となる までの期 間 に行
われた調査研究 をi(1)1960年代前半 まで 各室(部)ご とに、(2)1960年代後半か ら
1988(1昭和63)年まで に行われた科学研究費や特別研究 、一般研究等の共同研 究 を各研
究 ごとに、(3)1989(平戊元)年 か ら2000(平成12)年まで 、大学 にな らって中長期計











科学研究 費 「'ド安1時代 におけ る浄一L教美術 の総合的研 究」
科学研究 費 「南北朝 をqI心とす るIl本1円1Ⅱ旋 術の形成 過程の{ill究」
特別研究 「口本近代)亀術の発達 に関する明治前期 ・中」け」のjl懸礎費料の調査研究 」
科学研 究費 「日本16・7世紀 における絵1111iとIl芸との相関性の検討」
科学研究 費 「日本)亀術の{'1_f作品に関す る基礎的研究 」















「科学 的方法 による材料 と技 法の研究」
「作 家 ・流派及 び美術1引体の研究 」
「美術基準作品の研究」
「美術様式 と伝播 の研究 」
(3)1989(平成元)年 ～2000('ド成12)年の中長期研究計画 に基づ く調査研究
「日本 にお ける絵 画 ・彫 刻 ・L芸 各分野のモチーフの交流 に関す る調査研究」
「美術 に関す る基礎資料の研究 」
「美術にお ける地域性 及び社会姓 の研究」










(1)1945(昭和20)年 ～1960年代 前 半 の調 査研 究
第一研 究室の調査研究1945(昭和20)年～1960年代前半
1947(昭和22)年5月 に当研究所が国立博物館 附属 となる前後か ら若二Fの人貝増加 を
兄、建築 ・書蹟 などへ研究分野 を拡 げて、内部 的に7研 究室体制 をとった。1950(昭和
25)年8月より文化財保護委員会附属 となって、上 代中世及 び近 世の美術 並びに東 洋美
術 の調査研究並びにその成果の公表 を担 う部 門は 第一研究部 と して再編 され る。
この時期の代表的 な事業 としては、画家索引作 成の基礎的整理事業、仏教図像の基礎
資料整備事業が挙 げ られる。 このほか、「源氏物語絵巻」、栄11峙八 角堂 、暴蹟 などに関
す る研究 を行い、『美術研究資料 益田家本tl氏 物語絵 巻』(1949年)、『栄 山寺八角堂』
{1950年)、『栄山寺八 角堂の研究』(1951年)、『墨蹟 資料 集一～三1揖』(1949～51年)を
刊 行 した ほか、機関誌 『美術研究』 をほぼ年6冊 刊行 した。 また、後述す るよ うに光学
的乎法 を援用 した研 究を再 開 した ことも特記 され る。
1952(Ill{和27)年の文化財保護法改訂 にともな った機講替 えがあったが 、第一一研 究部
は第一研 究室 と して従 前の業務 を継続 した。研 究範 囲 と して従 来の絵 画 ・彫刻 に、建
築 ・工芸 ・書蹟が加 わ り、文献的研究 と基準作 品調査の両面か ら活発な研 究が進め られ
た。諸分野が共同 して研究す る色彩が濃厚であったことは、 この時期 の活動 を通 じて特
徴rl勺であ ったb
実作品の調査は各 分野 で鋭意進め られた。大規模 な もの としては、法 隆寺金堂焼 損11寺
における調査研究 と醍醐寺五重塔の解体修理に際 した調査研究が挙げ られる。 その成果
として 『法隆寺金堂建築及 び壁 画の文様研究』(1953年)及び、高 田修編 『醍 醐寺 五重
塔 の壁画』(吉川弘文館、1959年〉が刊 行 された。 特に後者 は、絵画史のみな らず 、書道
史、国語 国文学史上 の重要性 を総合的 に明 らかに した点 で瞠 目すべ き成 果であ り、1960
(昭和35)年には第50回 日本 学士 院賞恩賜賞 を受賞 した 〔図7〕。多角的な分析 と、外 部
との共同研 究は この時期 の研究 に共通す る特徴 である。
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111、1瑚査 非先
平 安 ・鎌 倉 絵 画 につ い てv)研究
は め ざ ま し く、 『美術 研 究 」'C・'各
種 美 ・術全集 等 に 多 数の 論 考㌔ 解説;」1
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こ に は 染 織'「1芸の 分 野 に お け る 成 果 も 含 ま れ た,絵'巻 物 の 研 究 も:il:1:蹟の 分 野 と 共 同 し て
行 わ れ て い る 、・,こ れ ら の'ド 安 ・鎌 倉 絵 画lill究が 、 絵 ・巻 物 な ど に 描 か オ'しる 建 築 や 障 壁lilliの
lill;究へ つ な が'」 て い っ た こ と も 見 逃 せ な い1.,1961dll{和:ifi]・1卜以F条 に は 、 絵 巻 物 に 関 す
る 文献 資 料 を カ ー ド化 し て 整 理 ・蓄fflする 作t'4',・'f:が継 皐売rl{ルニ行 わ れ 、 い わ ゆ る や ま と 絵 肖
像 画 令 般 に わ た る 資 料 収 ・集 と カ ー ド 化 も 進 め ら れ た1.
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ll文り 組 ん だ ほ か 、 所 員 がII1心と な 一・・て 編 集 さ れ た 図 録 研 究llFl光 琳 .ll〔II本経 済 判1聞社 、
1959年)、所 員 が 編 集 ・委 員 の ・入 と な'」 たI ll"池大 雅Illli‡{'}紅(.111リ乏公 論)劉lj'出版 、1957・59で1凡)
等 の 成 果 を1:げ て い る,,
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進 め ら れ た ほ か 、 解 体 修 理 等1.二際 し た 銘:吏 の 確 認 、 地1或 別 しヒ く に'ド安 仏 は1手{北」'巳」功'、 鎌
倉fム1よ関 東 地 力')・尊 像"ljl.二よ るlilf'完を 訂lllf皇し た1,ジ 条 丁ム師 べ・illギII歓圃}:、南,1ヒ朝II、1イUllゴ1多'刻研
究 に4'i千 し/::こ・L:1も1'.ill;Llされ る.、 や{よ り:11)雄術 研'フ`ヒ.lh、1と」 ・.～1}に1・贈 さがr,i;f7;7L/1・ヒ 能 ノぐさ れ 、
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戦後 、1947(昭和22)年5月 よ り当研究所が国立博物館の附属 となる中で 、その 【」本
近代 美術研究の成果 と して 『近代 臼本美術資料』第1～3輯(美 術出版社、1948年一1951年)
と 『黒 田清輝素描集』(1949年3月)が残 されてい る。 『近代 口本美術 資料集』 は、戦前、
主 に古美術 を対 象に美術研究所が刊行 した 『日本美術資料』 をうけて、日本近代a術 を
鳥服すべ く編纂 されたもので、原色図版 を含 む計60点 の図版に所内研究 者(隈 元謙次郎 ・
河北倫明 ・岡畏三郎 ・中村伝三郎)に よる解説 を付 してい る。その うち第1輯 は1947(昭
和22)年7月1日 か ら8月20日 に国立博物館 で 開催 され た 「近代 日本洋 画展」、第2・
3輯は1948(昭和23)年10月15日か ら11月30日 に同館 で開催 され た 「近代 口本!.r術
総合展」の出品作 よ り収 載 され た。 『黒 田清輝素描集』 につ いては、 当研 究所 の創 設に












称 を 改 め た195(Ill杯II29)年1ま黒
出清 輝 の 没 後30年 に あ た り、 これ
を機 に よ うや くIf'∴1.'.IIlti'輝作IIIIII・集』
(美術出版 社、1954年)が 団行 され る
こ と と な る.,またIIゴJ年711711から
27111こ`よ、II{h'プ.」丘fに〕隻i小∫fifiとJIJIU
i:,f量iUこよ りLI⊥lIIIlII丘庁軍3{}li†r」{「ll己,念
展 覧 会 」 を開f崔した 〔図8玉,そ の 後
も黒Ill生誕100イ1三にあ た る1966(昭
和41)年 に は作 品集 と隈 元 謙 次 郎 に
よる詳 細 な伝 記 を備 えた 『黒 田清 輝 』
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記 及 び 正ll:簡を 活 字 化 し た 「ll,lilI清輝Il記 」l
II1わ ば 創 設 折 と し て の 功 績 を 顕 彰 す べ
黒 川清 輝{iJl二究 にhき く 当'`献した隈 元謙 次rlllは、ii乾前 の明 治 ノqDさ術 史荊1}1纂'1`裳よ り1Ⅱ
本近 代 美 術 研 究 に関 わ っ て お り、黒 旧の 他 に もll、'll橋山 ・や 藤 、ll'占武1と いJた 洋il【li家、 ま
た 狩野 芳lil、速 水1卸舟 と い'JたIIイ又1}1!i'家につ い て も論 考'を試 み 、1964{昭和39)イ1こには
それ ら を 『近 代II本 〕こ術 の研 究.1「{ノく蔵 名'印刷 局)に まとめ て い る1,
他 の研 究 員 も、荻 原守 衛 ・小lil楢1'巨:・卜.村1ラ}圃とい 一,た作'家研究 に取1,組 み 、成 果 を 「r,
術 研 究』 誌.ヒに 発 表 して い るが 、1`1川,1三に ド記 の よ うな)隻術 団 体 の 活動 につ い て の 研 究 を
行 い 、 そ れ らは 今 日で'も基 本的 文1臥と して の 価fll1〔を 尖'〕て い ない,
河 北 倫 明 「紅 児 会lfl各史」([ti術{ill究.II160、1951年3」P
中 村伝 三 郎 「明治 時 代 の 彫 塑 団 体'1「1:f{凋多塑 会 につ い て 」q美 術研究』184、1956年3月)
岡 畏三 郎 「フ ユ ウザ ン会 」(「1美術 研',割185、1956年91」)
巾村 伏 三 郎 「「1本彫 刻 会 小 史一 岡倉 天・L・と 日本 近代 彫 刻 」(『'美術研 究』190、1957年31D
関T・代 「,1詩合 会 につ い て 」(『美術研究』209、196{}年61D
関 丁・代 「黒 猫 会 ・1反面 会等 覚 亨IF-111治末年 に お け る 泉都lllli壇の 一動 「孟ll」(「・:庭術研 究』
232、】964#:10月)
な お河 北 倫明 の 「'紅児 会1略史」 は 、紅 児会 の 中 心 的 な 存:在だ った 安 躍 鞭 彦 に 非常 に1・"1
ば れ 、 や は り同 会のlll心だ っ た 今村 紫 紅 の 色 紙 を贈 られ た とい うエ ピ ソー ドが 、 河 北 倫
明IL〕亀心 遊 歴 』1」塀II木新1∫H杜、1992年)に紹 介 され て い る,、
1G7
1936(昭和11)年より当研究所 で編集 を続 けてい た 『日本美術年鑑』 につ いては、戦
中戦後 の混乱 期 にあ って 昭和18年 版の組 版 を焼失 して以降刊 行が 途 絶 えてい たが1
1946(昭和21>年に昭和18年 版 を、1949(昭和24>年に昭和19年 か ら21年版 を(出 版
は国立博物館事業課が担当)、1952(昭和27)年に昭和22年 か ら26年版 を刊 行、そ して
1953(昭和28)年よ り1年1冊 とい う本来のペ ースで、第二研究室が 中心 とな り編集 ・
刊行 を続 けてい くこととなった 〔図9〕。
資料室の調査研 究1945(昭和20)年～1960年代前半
資料塞 は1美 術研 究資料 の作成、収集、整理 、保管、公表、及び閲覧、な らび に美術
研究資料 に関す る写真の作 成 、その原版の保管(「情報資料部」の項参照)、な らびにX
線写真 、赤外線写真、紫外 線写真 その他の特 殊写真 に関す る美術 の研究 を行 ったaさ ら
に、1941(昭和16)年に刊行 をみた 『東洋古美術 文献 目録』 の後続 を刊行すべ く編集 を
継続 して行って きた。
この うち特筆すべ きは光学 的手法 による作 品研 究で ある。 この研 究 は秋II」光和 を研
究担 当者と し、中川千咲、岡畏三郎 、久野健 を所 内の協 力者 とし、所 外か らは中山秀太
郎(東 京大学)、山崎一・雄(名 古屋大学)の 協力 を得 て研 究班 を組織。1949(昭和24)年
度か ら翌年、1951(昭和26)年度{こ の年の担当者は中川千咲)に 科学研究費(個 人研究)
の交付 を受け、 また、当研究所の予算に も機械設備の購 入が認め られ て、研究着手の運
び となった。 これ と前 後 して秋山は11950(昭和25)年より翌年 に亘 る ヨー ロッパ留学
中、諸 岡各研究機 関 ・美術 館 において既 に実 用化 されつ つあ る光学 的鑑 識設備 を見学
し、その資料収集に努めた。1952(昭和27)年度には、 これ までの成 果を基礎 と して一
層根本的 な研究設 備 とそれ に よる基礎的研究 を行 うため に機関研 究費の交付 を受 け(「光
学的方法による美術 品の鑑識に関する研究」)、光学研 究に必要 な最新の機器類 を整備す る
に至 った。1953(昭和28)年度よ り1955(昭和30)年度 にわた り継続 的に研究 費の交付
を受け(「光学的方法等による東洋美術品の材料構造の鑑識及びその年代判定等に対する適用
の研究」)r研究領域 を更に拡 大 し研 究陣容を整 えた。す なわち 「作品 の鑑識及 び美術 史
的研究」につ いては秋 山光和 ・田中一松(絵 画)、久野健(彫 刻)、申川千咲(工 芸)、伊
東卓治(書 跡)が1「 物理化学 的鑑識 技術の研 究ユ につ いては中山秀太郎(X線)1登 石
健三 ・平 田穣(ガ ンマ線、紫外線)、山崎 一雄 ・山崎文男(化 学分析、ベータ線後方散乱に
よる判定)が 、「写真技 術の研究」 について は小沢健志 ・橋本弘 次(赤 外線、顕微鏡、カ
ラーフ ィルムほか)が 担 当 した。 このプ ロジェク トに よ り絵 画、彫刻 、工芸 の各分野 に
新 しい研究 問題 と多 くの成果 を得 る こととなった。殊 に、彫刻では8世 紀 に流行 した水
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芯 乾 漆 彫 刻 の 造 像 法 、 寄 木 造 の 発生 のIllil因等 、絵
画 で は古 代 顔 料 の 性 質 、 年 代判 定 等 、'll芸にお い て
は顕 微 鏡 写 真撮 影 に よる焼 物 の 窯 の判 定 や 、 織物 の
織 り方 等 、=1!1.」二跡 にお い て は運 筆 、筆 の 性 質 等 を究朋
す る こ とが 出 来 、 従 」r_肉ll艮に よ り判 断 を ドして い
た もの に対 して 、客観 的 な新 資料 を もた ら した1、ち
なみ に 、1949(Illi和24)年度 よ り1954Ulli和29)年
度 まで の 研 究 成 果 につ い て は 『美 術研 究』 誌 一hにお
い て 公表 され て い るUす なわ ち159号(1951年31〕)
に秋III光和 「光 学 的方 法 に よ る美 術 品の 鑑 識 前ill、
中 山 秀 太郎 「X線 透 過 法 に よ る仏 像 の研 究 」、久 野
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レ イに よる彫 刻 の調 査」、1661」-q952年81Pに久」}f健「東 大 ぴの 塑 像 」、168り7U953
年31j)に 秋 山 光和 「光学 的 方 法 に よる 絵lllli研究一 ヨー ロ ッパ に於 け る{ill究の 現 状 と東
洋絵lllliへの適 川一 」、中 山 秀 太郎 「il本1111i顔料 のX線 透 過 に 関 す る実 験 」、秋III光和 「絵
因果 経 ・紫 式 部II記絵 巻 ・金棺 川現 図のX線 に よる鑑 識」、111川丁・f3「紫 外 線 に よ る111
陶磁 の 実験 」、171rrlj(1953年ll11)に久野 健 「木心 乾 漆像 につ いて 」、172・1731♪q954
年2・31Dに 秋 山 光 和 「厳 島 神 社 所 蔵 ノ1・形檜 扇 絵 につ い て」、174}∫《1954=　`-311に
秋 山光 和 「源 氏 物:fi.FI11絵巻 に つ い て の新 知 見」 中 山 秀 太f{1二・山崎 ・雄 「il;'1C物fi,iicr絵巻 の 顔
料 につ いて 」、179号(1955年31Dに 秋 山 光 和 「教ili測1こ1寺所 蔵lil!:櫃とそ の絵lllll」、182
号(1955年12月 〉 に秋III光和 「鳳 鳳 堂 本i!li胎内納 置 の 阿 弥 陀 大 小 呪 月Il喩及 び蓮 台 の構
造 と彩 色 文様 」、伊 東卓 治 「鳳 嵐 堂ll台内 納 置の1;II∫サボ陀 大小 呪1」輸 台1・i{σ)楽Il}:1.久野 健 「鳳
風 堂 本 尊 納 入物 の 透過 撮 影 」.III崎・雄 「鳳ll;1～堂 本1!1〔胎1人1納人物II1のガラ ス破 片 につ い て 」
が 掲 載 され て い る。 さ らに 、1954(lll{和29)年度 文部 省研 究成1樹二1∫fJ:費補 助 金の 交 付 を
受 け て1955(昭和3〔}〉年3月 に は ヒ述 の 光 学 研 究 班 に よ り 「光学 的 方法 に よ る11r美術
品 の 研 究 』 と して研 究 成 果の 総 合 的 幸1乏告Ill:が1二1」行 され た 〔図10〕1,これ らの研 究 が 示 す
よ うに 、・光学 的研 究は ほ とん ど 東洋 楽術IIIil1の令 ラ♪野 に適 川 す る こ とがlr」『能 と な り、 そ れ
らの1渚方 法 と全機 能 を 発揮 して1955dlli租30)イ1こ度 に は 利・学 研 究 費 「光'1∫trl勺方法 に よ
る法 隆 与宝 物 の 総 合的 研 究 」 が ペノ:ちトげ られ た 、,以後 、 このr法 を川 い ての 成 果は 「醍
醐 か11:1乖:塔の壁lllli」L-{ir川弘 姫fl、1959年〕、1「'・ド安II斜UIII俗lllliの研 究」(1:II川卯、K館、1964
年)、 『高雄 曼 恭羅工GI'川弘 文館 、1967年)な どに結 実 して ゆ く、,
1fi9
なお、この光学的手法が華 々 しく斯界の耳 目を集め る一方 で、 資料室では、美術 資料
の収集、作 成 に関 して地道 な努力 を惜 しまず、図書 のほか、膨大 な数量 にお よぶ作品写真 、
関係資料の蓄積 を行い、広 く内外 の研究者 のために、あ るいは、 文化財の指定、展示 そ
の他の文化財 関係の事業 に大 きく寄与す る こととなった。そ して、1941(昭和16)年に
刊行 をみた 『東洋古美術 文献 目録』 を承 け、その続編 の刊行 を目指 して採録が積み重 ね
られ、用紙不足 の中、 『東洋古 美術 文献 目録 自昭和11年 ～至 昭和20年』(1948年)と、
『東洋古美術 文献 目録 自昭和21年_._.至昭和25年』(1954年)2冊の文献 目録 を刊行 した。
(2)1960年代後 半 一一1988(II召和63)年 の調 査研 究
科学研究費 「明治以降 日本1東 洋美術史学の発達に関する研究」
1962(昭和37>年以降 、資半1室の所員の間で、美術 史研究 に資す る基礎 資料の集成へ
の気運が 高 まる中、辻惟雄 か ら、 『東 洋美術文 献 目録』 に次 ぐ目録の編 纂刊行が提案 さ
れた。 当初美術 部長寓 田修 は、研究 と平 行 して遂行す るには相 当の覚悟が必要であるこ
とを説いた。 しか しe:S.,年、高 田は科学研究 費を申請 し支援体制 を整え、編纂事 業が始 まっ
た。上野 アキ、永雄 ミエ、辻惟雄 、江上繧、関口正之 らが担当 して採録 ・編集作漿 を行 っ
た。戦時 中の刊行物 は欠号 も多かったため、1936(昭和11)年以 降の文献 をすべてπ二調
査するこ ととし、1965(昭和4U)年か ら1967(昭和42)年は大学紛 争・のため大学図轡 館
の利用が 限 られていたが、国立国会図書館、都立 中央 図普館 、名古犀市鶴 舞中央図書館
など相 当数の機関へ 出向 き文献採録 に努めた。1969(昭和44)年3月 には、逐 次刊 行物
1200種(採録対象は うち900種)から約 窪万件 を収録 した 『日本東 洋古 美術文献 目録
昭和11年 ～40年』 を刊行 した。本書 は版を重ね 、1997(平成9)年11月 刊行 の第5版
には、新たに著者名索 引 を出版元の中央公論美術 出版の編集部が作成 し付 け加 えた。
その後 も日常業務 と しての文献採録 は後任の鶴田武良、河野元昭 ら も加わって継続 し
てい くこ ととなる。 『日本東洋古美 術文献 目録 昭和ll年 ～40年』 の編集以 降使用 さ
れたのはパ ンチ式の図書 カー ド〔図11〕で、パ ンチ カー ドに棒 をさして分類する ものだっ
たが」976(昭和51)年にマー カー によって仕分 けす るマルチカー ドセ レク ター(シ ャー
プ製)〔図12〕を導入 し、機械 による分類作業 を開始 した。
現在、学 問の発達 に伴 う各分野の多 面化 と細分化 は加速す る一方 であ り、特定の図書
・7研 究機関です らそれぞれの関係専 門図書雑誌 を完備す ることは容易 ではない とい う
状況 はます ます深刻化 して いる。 この ような中、先学の積み上げて きた研究成果 を容易
に検索 し一覧 しうる基礎的 資料 と しての文献 目録 の重要性 と必要性 は、現在で もまった
.174
く失 われてい なG㌔ したが って文献 目録の
編纂 は現在 において も当研究所 の根幹の一
つ をなすユ ニー クな事業であ り続 けてお り、
当 目録 の採 録範囲以降(1966{1こ以降)の 文
献、あ るいは古美 術の範疇 を超 える近代 ・
現 代美術関係の文献 について も 『口本美術
年鑑』へ の採録 を継続す ることで順次情報
を追加 ・蓄 積 し、現在 はその一部 をデータ
ベース として も運用 している ところである。
この うち古美術文献情報 につ いては、やは
り再点検 と新規採録を経 た うえで 、2005(平
成17)年度 に 『旧本 東 洋古 美術 文 献U録
(1966年～2000年定期1:1∫行物所・「め 』 と して
刊行 されてい る(215--216頁参照)。
皿 調査研究
科学研 究費 「近世初期 日本洋風 美術 の実証的研究」
明治以前の 日本で描かれた西洋風 の絵1由iは、桃山時代 にキ リス ト教の伝播 に伴 い;}{rf"1及
した第1期 洋風 画 と、江戸 時代「11期以後に蘭学の1輌入 とともに展開 をみせた第2期 洋風
画 に大別 される。 当研F)Cでは1967(昭和42)・1968Glri和43>年度 に科 学研究 費によ
る助 成を受 けなが ら、両期の洋風 画を研究対象 とし、その成 果を上げている。
第1期 洋風画 については、主に 美術 部第二研 究室の坂本満 によって研 究が進め られた。
「マ ニエ リスム と洋風11111」(「11堺〕こ術全集』8,角川i昌7店、1965年)では、第1期 洋風画の
重要 な担い手であったセ ミナ リオ出身画家によって制作 された世俗 画 と、ヨーロ ッパマ'
ニエ リスムの作 品 とを比較 してr風 暴における北方的要素、牧歌趣味 と古代崇拝 、王侯
賛美、人物 の形 にはまった 肉付け と険影法など、両者に共通す る要素が多い事実 を挙げ、
セ ミナ リオ作品 は全体 と して後期 マニエ リスム に近い もので あ り、これ らの原図の大部
分は フラ ン ドル製 の版画であ る可 能性 を指摘 した。 セ ミナ リオ作品は、統 一的合理 的遠
近法の欠如 に よリマニエ リスム を更に硬化形式化 させ たが、 日本的工夫 を加えて桃 山装
飾画の優れ た一側 面を形 成 した とも言 える。「レパ ン ト1"闘図屏風 について(上)一 日
本初期 洋風11111とヨー ロッパ におけるその背景一」(『美術研究』246、1967年3月)、及 び 「南
蛮美術 」(『原色II本の美術』25、小学館、1970年)では こう した見解 を、新 資料の追加に
よって さらに説得力の強い ものと してい る。
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第2期 洋風 画に関 して は同 じ く第二研究室の陰里鉄郎が主に担 当 し、江戸 を中心 に活
躍 した司馬江漢 ・石川大浪 ・亜 欧堂 田善等 の作 品研究 を行 っている。 中で も1969(昭和
44)年、上記科学研究 費を受けて組織 された研究班 によ り平戸市松 浦資料博物館の洋書
を中心 とす る所蔵品のft11を実施 し、江漢 の 「異 国人物 風景図」や 「食器工場 図」(い
ずれ も神戸市立博物館蔵)と いった人物画の原図(ル イケン父子 「人の営み」)発見へ の端
緒 となった(こ の資料発掘の経緯 については、陰里鉄郎 「司馬江漢の洋風Tyruixとルイケ ンの
銅版画一江戸洋風画 とヨーロッパ版画 二」『ミュージアム』286、1975年1月を参照)。
科学研究費 「平安時代にお ける浄土教美術の総合 的研究」
(1)浄土教II3.u・想 と美術、(2)浄土変相及 び来迎図の展 開、(3)彫刻 における定朝様の
成 蹉と変遷、(4)大陸 にお ける浄土教 関係の彫刻 及び敦煤莫高窟の浄土変相図の研究 を
柱 に、昭和20年 代後半か ら本格的 に研究 開発 された 光学的手 法 を用いて三i三要作品の調
査 が次 々と実施 され、平安11寺代後期 浄土教壁画の基礎資料が提示 される こととなった。
1968(lll{和43)年には、平安時代後期 を代表す る建築 であ る大分 ・窟 買寺大堂壁画 の
調 査が 行われ た。富貴寺大 堂壁画 につ いて は、早 くも1937(1昭和12)年に、当研究所
に よる調査が行 われ、翌年 には 『富貴 寺壁画』(美術研究資料第6輯 〉が刊 行 されていた。
この総 合研究 を契機 に、ふたた び同寺 仏後壁のX線 撮 影な どが実施 され 、 さらなる資
料収集が行われた。 また、楽良 ・法華寺阿弥陀三 尊及 竜子像び)光":`:的.IFが行 われ、制
作 年代 に諸説 あった本像 について、画絹や技法の実証的な検討か ら新 たな結論 を提示 し
た(柳 澤孝 「法華寺阿弥陀三尊及び童子像」解説、高田修 ・柳澤孝 『ブ ックオブブックス
日本の美術9」小学館、1974年)。
1969(昭和44)年には、奈良国立博物館 「伝清海曼祭羅」、-i川・心蓮祉 「阿弥1吃来迎図」、
奈良 ・興福院 「阿弥陀二十五菩薩来迎 図」 などに対 して も、光学的手法 をITIいた調 査研
究 が進 められ た。 また、京都 ・三千 院 「往生極楽 院壁画」及び阿弥陀三尊像の調査 を行
い、従 来知 られていなか った同像の構 造 を明 らかに した。
引 き続 き1970(昭和45)年には、 来迎 図、浄土変相 図の調査が進 め られ、京都 国立
博物館 「山越 阿弥 陀図」t京都 ・知恩 院に所蔵 され る 「阿弥 陀 来迎 図(早 来迎)」、同寺
所 蔵阿弥陀変相、観経変相 な どの浄土変相図の調査 ・撮影が行われた。
科学研究費 「南北朝を中心 とする日本中世美術の形成過程の研究」
中国及び日本の墨蹟・絵画を多数収蔵する正木美術館(1968年開館)の調査を中心 としY
そのほかにもMOA美 術館が現在所蔵している 「断橋妙倫墨蹟」、笠置寺 「笠置寺縁起」
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皿 調査}研究
などのaが 行われた⑪1970(昭和45)年度 宋に研究班が解散 したため、 まとまった成





新聞 ・雑誌その他の基礎資料をもとに、明治初年か ら編年的に美術関係の教育施設 ・博
覧会 ・研究団体等の調査、並びに書簡 ・日記 ・作品等についての調査を行い、当研究所
に既存するものも含めて基礎的資料を集成する広範なものであった。
その成果である 『明治美術基礎資料集』(1975年)は、明治維新以後に西洋文化の強
























科学研 究費 「日本16・7世 紀 における絵画 と工芸 との相関性 の検 討」
(1)画家 と工芸家 の生活環境 の比較及 び交渉の文献 的考察、(2)金碧 障壁画 と蒔絵の
手r:.デザ インにおける関連性 、(3)宗達派 におけ る絵画 と工芸 、(4)風俗 画に見 られ
る染織 その他の工芸作 品の研究 、(5)絵画及 び工芸の各分野 に見 られる南蛮モテ ィーフ
の比較 な どの分担課 題の もとに調査研究 を進め た。
1970(ll召和45)年度 には、 日光東照宮 、高 台専霊屋 、都久夫須麻神社 本殿 な どの蒔絵
を中心 とした工芸建 築装飾の調査 を行 った。 また東京藝術大学「光悦築宗達派下絵謡本 」、
株式 会社松坂屋その他に所蔵 される小袖雛 形、徳川美術館所蔵 の染織品、神戸市南 蛮美
術館 その他に所蔵 され る初期 洋風画や工芸 品な ど、それぞれの課 題による調査 ・撮 影を
行い 、絵1白iと工芸の意匠性 及びその主題の解 明にむけた調査研究 を進 めた。
1971(Ef和46)年度 には、文献 的考察 と して 「土佐家文書:」「後藤家文lll:」「晴豊公記」
等か ら工 芸に関す る事項 を多数見出 し、重要な資料 を蒐集 した。大崎八幡 神社 、薬庭lll覚、
瑞巌寺等の調査で は蒔絵 を中心 とす る工芸建築装飾 に多 くの知見 を得た。...達派の料紙
装飾 にみ る工芸的手法の調査 か らは、蒔絵 などの文様 との関連 について新たな資料 を得
た。 東京国立博物館所蔵の小 袖雛形の調査 、及 び宮 城県白石市片倉家等 に所蔵 され る桃
山か ら江戸前期の染織 品の調 査 によって モテ ィー フとデザ インとの関連 について研究 を
進め た。 また石川県立美術館 、中村記念館等 に所蔵 される陶磁器 の調査 、古九谷窯跡 及
び発掘破片の調査 を行 ったほか、有田にて柿右衛 門関係の諸資料 及び柿右衛門窯、今右
衛門窯 におけ る伝統 的窯技 についての調 査を行 った。 さらに神 戸市南蛮美術館その他 に
所蔵 される初期洋風画 や工芸 品の調査では主題 の解 明にむけた資料 の蒐 集を行い、 これ
ら未開拓分野の研 究に重要 な資料 を収集するこ とが 出来たO
これ らの研 究成果 の うち陶磁 器 に関す る もの は、中川千 咲 「江 戸時代陶 芸の流 れ」
(『MUSEUM,235、1970年10月〉、「陶芸」(『ブ ック ・オブ ・ブックス日本の美術27』小学館、
1971年〉、「赤絵」(『日本の美術』71,至文堂、1972年)、「九谷焼」(『日本の美術』103、盃文堂、








各研究者の専 門分野に基づ き、特定のジャンル ・分野に集中 しており、それぞれにまと
まった資料群を作 り上げている。







科学研究費 「院政前期 より後 期への様式展 開に関する研究」
院政前期 より後期にかけては、平安11寺代の伝統 の変容 と新時代の諸要素の萌芽のllia=期
と して見 なされ、歴 史の輯換期 と して極 めて重 要な時期 と児な されて きた。 そのため、
本研究 におい ては、歴史、美術 史のそれぞれの導 門家が連繋する ことによって、 この時
期の美術 史上の問題点 に取 り組 んだ。
彫刻班 は、 基準作例であ る奈良 ・円成瀞大 口如来像(,..慶作、1176<安元2>年)や 奈
良 ・長鵠 寺阿弥陀三尊像(1151〈仁平元〉年)、京 都 ・峰定寺千乎観薪像(1154<仁平4>年)
等 を調査 した。絵画 ・仏 画班 は、11世紀か ら1211L紀にかけての基準作 である岐阜 ・来
振寺 「五大尊 像」(1088〈寛治2>年 一1090〈寛治4>年)、東 寺旧蔵で、現在京都 国立博
物館 に所 蔵 される 「十二 天両像 」(1127<大治2>年)、京都 ・神護春 「釈迦如 来f象」等
多 くの作 品を調 査 した。 また、絵 画 ・i謝谷画班で は、愛 知 ・徳川美術館、東京 ・五 島美
術館 「源氏物語絵 巻」、東京 ・出光美術館 「伴 大納言絵詞」、京都 ・高山寺 「鳥獣戯画及
び残 欠」、「年中行事絵巻」の調査 を行った。装飾 文様 と しては1京都 ・西本願寺 「三十六
人集」、守屋 コレクシ ョン(現 京都国立博物館所蔵)装 飾経 の文様の分類整理 を行 った。
各分野 において は、作 家な どに まつ わる諸史料 を収集整理 した。中で も、この研究 を通
じて整理 された諸資料、特 に造像銘記、納入品か ら、院政期か ら鎌 倉時代初期 にか けて
の仏師 の制f1藩と しての意識 のあ りようを読み 解いた水野敬三郎 「院政期 の造像銘記 を
め ぐる二t三 の問題」(『美術研究』X95,1975年2月)は、施主 と仏師の関係、 ひいては
像内の構 造 と納入n[fl1との関係 に説 き及び重要で あるa
この研究 を通 じて得た 知見は、『美術 研究』 等 を通 じて発表 され、その代表的 なものに、
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柳澤孝 「日野原家 本大仏頂曼茶羅 について」(285号、1973年3月)、有賀祥隆 「〔図版解説〕
来振 寺本五大尊像」(293号、1974年U月〉、江 上繧 「山水表紙絵のある藤 原経 の一遺例」
(295号、1975年2月)等がある。
科学研究費 「法華経絵 の研究1
法 華経は 日本において広 く受 け入れ られた。法華経が大乗 の根本的 な経典であ り、護
国のための主要な経 典である とい う重要性 もさるこ となが らr経 典の中に豊富な美術的
なイメージが盛 り込 まれていることも、その人気の理 由であろ う。法蕪経絵 については、
古 くか ら宮次男が研究 を続けていた(宮 次男 「談山神社蔵法華経憂茶羅について(上 ・中 ・
下)」『笑術研究」221.222.223、1962年11月・1963年2・3月)。また1972(昭和47)年には、
当研究所 の監修 によ り、現存す る扇 面法華経冊子 のすべ てを網羅 した原色図版 と研究篇
とか らなる大 冊の 『扇面法華経』が鹿島1巳版会か ら刊 行 されて いるP
1973(昭和48)年に、宮 次 男を研究代 表者 と して、「法華経絵の研 究」 の題 目で科 学
研究費 を獲得 した。 この折に、法華経関係経典の見返絵 や法華経変相図 を中心 に、多数
の写真資料 を収集 した。 また この年 に、大阪市立博物館 で 「法華経の美術 」展が開催 さ
れ、その1.1[1p作品の調査 も行 った。
この研究で調査 した主 な作 品は次の通 りである。
(1)法華経見返絵:大山祇神社蔵 、八枠神社IIN4善通 寺蔵、金剛峯寺蔵r:r[1CZ経、中尊寺経 、
本興 拳蔵、唐招提寺蔵 、百済専蔵、頴川美術館蔵、東北大学 図轡館蔵
② 法華経曼茶羅(法 華経変相撰D:本法寺蔵、海住 山寺蔵、西 明寺三重塔初層内部壁 画、
宇佐 神宮の神輿障子 に描かれ た法華経絵
(3)今光明経最勝王経金字宝塔 曼;r羅
(4)中国の作 例:宮 城 国分寺 蔵法華経、宋版細 字法華経見 返絵(伝 香寺蔵、善通寺蔵、
保国寺`・ii`)
この間の主 な研究成果は以下の通 りである。
宮 次男 『金字宝塔 曼茶羅』(吉川弘文館、1976年)
江上繧 「延暦寺蔵金銀交書 法華経 の荘厳画」(『美術研究』309、1979年2月)
宮次男 「金字法華経絵 について」(『金沢文庫研究』25-3、1979年5月)
宮次男 「法華経絵 について」(『新修 日本絵巻全集』25、角川書店、1979年〉
宮次男 「法華経美術 の特 質」(『法華経の美術』佼成 出版社、1981年9月)
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IIIF冒u査iii「'究
「中 国絵 画 史 の研 究 」
1956(昭和31)年 か ら1981(昭和56)年 までの 長期 に わ た って 行 わ れ た研 究で 、美 術
部 にお け る 中 国絵ll剛il『ず巳の 根 幹 をな す事 業 であ ー1た.、時 代 的 に は牌 ・宋 ・元 ・明 ・fiiiの
み な らず 民 国 期 や現 代 、 地 域 的 に は 来舶Illli家まで を対 象 と して 、広 く作IIIIII並び に11111家
資 料 の 収 集 と調 査 を継 続 的 に行'・た こ とに特 色 が あ ったn'isな調 査先(対 象、年度)は 、
香 港 の 個 人 コ レ ク シ 三1ン(明清 画 ・民1:1く[期及び現代絵IIlll、1137,5)、台 北lli父宮 博物 院1宋lllli、
1975)、r―鶴 美 術 館 ・人41・11.7,S,s物館 ・ギ メ美 術 館 ・ア メ リカ諸 施 設{敦 焼 絵lilli、1976)、大
阪 市 、k博物 館{明 清illll、ユ976)、台 北 故 宮博 物 院(元 画、197}.台北個 人 コ レク シ ョン(明
清 画 ・近現 代絵ll【ii、197)、国立 中 央 図 書 館 及 び 台 湾大 学 図書 館(民 国期画家 餅 こk1978)、
長III奇県 立 長 崎 図 書 館 及 び 東 北 大 学 狩 野 文 庫(来 舶 画 家資料 、1978)、大1仮の 個 人 コ レ ク
シ ョン(来 舶画 人作rilll-1、19?S)1L海・洛 場・西 安 ・蘭列1・ウ ル ム チ の 各博 物 館(館 蔵 資
料、1979)、ギ メ美 術 館 ・パ リ国 、"1図・11F躍i・大 英 陣物 館(敦 焼将 来辛lj絵粥 鴫絵 、1979)、台
;1ヒ占1とで丼†専二「勿1;完(IL'[り」1由i、1979)、ll{1泰美 争1サf訂1(1男i―liIIIIi・近」児イ℃綴ミ[正lll、1979)、lk1.ソ.匡1会 叉Ⅱ㍉1舌:鮮卜
東)」({刊5」ン:lIIリ、と1二(1♂1:fifi・∫韮量ノ1三文」司1:・季!:1sf'r?11ゴ聖lf三雀黒}Il1しλと 呉lIl}:貞f{(ン[{:殉rlIll,i葛ぐそオ斗5 i・、工979)、大1坂
の1固人 コ レ ク シ ョ ン(来 舶IIIII家作 IIII、]97c3)、福 岡ll∫美術 館(「 近代 ア ジアの 庭術1展 出IIIII
び)近代 ―III.14絵Ill!iイ乍≡4111fl及び資 料 、1979)、台 北 故 宮 博 物 院(1り1画、1980)、カ リ フ ォル ニ ア 大
学 美 術 館(館 蔵1[lil{1画、1980)、デ ・ヤ ン グ美 術 館(館 蔵qll匠IllllL193[])、ク リー ヴ ラ ン ド
美 術 館(館 蔵中ll{1―Illi、1980)、フ リー ア美 術 館(館1哉;II国両、1980}、メ 】・ロポ リ タ ン美 術
館(館 蔵1[11'1{{llhi、198{})、大 阪 及 び兵 庫 の 個 人 コ レ ク シ ョン(来 舶lll!i家1乍illll、1980)、カ リフ ォ
ル ニ ア 大学 バ ー ク レ 一ー校(近 現 代1由陽《資料 、1980-8D、ハ ー バ ー ド大学 〔近現代Illii家言資
料 、1981)、フ ォ ッ グ美術 館(近 現 代1!lli家資料 、1931)、フ リー ア 美術館(近 現 代Illli家資料 、
1981)、メ トロポ リ タン 〕こ術 館1近 現代ll1稼資料.1y81〕が あ る、,成果は 川1二浬 、鶴111武良 、
関 口正 之 、 上 野 ア キ、 柳 澤 孝 に よ り、 『)ミ術 研 究」 誌 ヒほか に 順 次 発 表 され 、 そ れ らは
現 在 で も基 礎 資料 と して の 重 要牲 を失 っ て い ない 、
「中央 ア ジ ア古 代 絵画 史 研 究」
美術 部 は 、 西域 美術 の{ill二究 を積 極11勺に 行'・て きた,,その 中で 、 もっ と もrlr心とな'・た
の は 、 人谷探 検 隊 の 収 集 した 西域 ・)難術 遺itlillの{i}f究で あ 〆,た、 大 谷探 検 隊 の 収 集`IIllは、探
検 隊 の 帰ll毛1後に1=i1Trされ た 『1,L∫上柱考'1「∫1幽《!1{・][tit』〔1915年)や 「新 酉域ll己』(1x)37年)などで
紹 介 され たが 、 発 見地 につ い て の 詳細 な記 述 に 欠け 、 さ らに学 術 的 な 考察 が 不足 す る な
ど 、種 々の問 題 をか か えて い た 、,IJIIえて 、遺lll11の多 くに つ い て 、 戦 後 しば ら くの 問 、 そ
の 所 在が つ か め な い状 況 に あ った、.r.物 館 や 龍 谷 大学 な どが 所 蔵 す る 大谷
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探検隊収 集品を調査 したのは、熊谷宣夫 と上野アキで あった。熊 谷は、戦前、朝鮮総督
府博物館 において大谷探検 隊収 集品の整理、研究 に携 わったの をきっかけに、戦後 もこ
の分野の研究 を リー ドした。 ミーラ ン1コ ー タンー キジル、 クム トラ、ベゼ ク リクな ど
の遺蹟か ら収集 された様 々な遺 品について、実物 に即 した調査 を行い、写真撮影 による
資料収集に努 めた。大谷探検 隊員 らが残 した記録類 を丹念 に調べrさ らに諸外 国の探検
隊 の収集品に関す る図録 類や報 告書 を参照 して、遺 品の詳細な研 究 を行い、多 くの論 文
を発表 した(熊 谷宜夫 「ベゼクリク第20窟寺将来楽人図」『美術研究』21$,1962年3月等)。
一方で美術 部は、諸外 国の関連機 関 との問で、この分野の国際的な交流 を強力 にすす
めた。1953(昭和28)年にはrパ リのギ メ東洋美術館 と資料 の交換 を行 い、ペ リオが撮
影 した原板 より焼 き付 けた敦燈 莫高窟 の写真346枚、トゥムシュ ック、キジル、クム トラ、
ドゥル ドゥルアクール1スバ シな どの遺蹟 関連の写真243枚を受け入れた。また、1967(昭
和42)年には、 レニ ングラー ドのエル ミタージュ博物館 より、西 トルキス タン、東 トル
キスタン、 カラホ ト、敦 煤な どの写149枚 を寄贈 された。ペ リオの収集品につ いての
研究 は、主 として秋 山光和 が行 った(秋 山光和 「ペ リオ調査 団の中央アジア旅程 と其の考
古学的成果(上 ・下)」『仏教芸術』19・20、1953年1Ql2月)。エ ル ミター ジュ博物館 の
作 品については、上野 アキが 中心 とな って研 究を進めた(上 野アキ 「エル ミタージュ博物
館所蔵ベゼクリク壁画誓願図について」『美術研究』279、1972年4月)。
さらに、美術 部 は秋 山光和、柳 澤孝 、上野 アキ らが中心 となって、敦焼莫 高窟につ
いての研究 に も早 くか ら着手 した。石窟 の編年 、変文 と絵解 きの問題(秋 山光利 「敦煤
本降魔変(牢 度叉闘聖変)画 巻につ いて(附 載)牢 度叉変相色紙形文字」『美術研究』187.
1957年3月)、説法表現の図像的解釈(秋 山光和 「弥勒下生経変白描粉本と敦煤壁画の制作」
『西域文化研究第六』法蔵館、1963年)、アメリヵ所 在の敦煤壁画の研 究 と紹介(秋 山光和
「庸代の敦煙壁画一 フ牙ッグ美術館所蔵の断:片を中心に」『仏教芸術』71、1969年6月)など
について研究 を進めた。
「中央 アジア古代絵 画 史研 究」 と名付けた研究は、上野アキが行 った もので ある。先
に も述べ た通 り、上野は大谷探 検隊の収集 品について研究を進 める とと もに、新彊 ウイ
グル自治区 トルファ ン地区の遺蹟出土 品の研究 を、 ヨー ロッパ や中国の報告書 をもとに
行 った。1968(昭和43)年に東京国立博物館 に東洋館 が開館 し、大谷探検 隊収集品が収
蔵 、展示 されたことによって、上野は、大谷探検隊収集品の調 査を より積極的 に、かつ
継続的に行った。1973(昭和48)年には、科学研究 費 「中央 アジア絵画における東方 要
素 とその浸透 についての検 討」 を受け、国内に所在す る中央 アジア絵画 と模本類の調 査
を進め、かつ敦爆絵 画研 究の成果 を踏 まえて、中央 アジア絵画 にみ られ る東方の要素 に
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ついて考察 したnま た、龍谷大学や天理 参考館が所蔵す る 「伏義女蝸図」について、外
国 に所在す る類品 との比較 を通 して、墓葬画 と して特質 を抽 出 した(ヒ 野アキ 「アスダ
ナ出」二の伏義 女蝸図について(1∵ ド)」『美術研究』292・293,1974年3・11月)D
上野 は、海外 の美術館 、博物 館に収蔵 され る中 央アジア関連の遺品や現 地遺蹟 の1証司査
も積械 的に行った、,1966(111{和4P年71∫か ら9」1にかけて、ヨーロ ッパでは大英r!'物`a,.F.[
ギ メE.T洋美術館 、ベル リンCELI!%博物館(イ ンド美術館)の 中央ア ジア関連遺品 を、イン
ドで はニ ューデ リー 国 立博物館 の ス タイン収集 晶の調査 を行 ・)たn1976(lll{和5D年
10月か ら12月にか けて、文部省の在外研究員 としてア メリカ とヨー ロ ッパσ)美術館や
博物館 を訪ね、中央 アジアの遺 品を調査 した。 さらに、1979(昭和54)年には トルファ
ンを、1980(昭和55)年には敦煤 を訪ね た。1976(昭和51)年の欧米調査以降 は、 ドイ
ツ探検 隊のル ・コ ックが収集 した壁 画断片について、実 物調査の成果 に基づ いて、詳細
な研究 を発表 した(L野 アキ 「キジルH本 人洞σ)壁ll珂一ル・コック収集西域壁凶1訪1査(D」『追
術研究』308、1978年1{〕月等)、,1980(昭和55)年以[;年は、「E1,.絵jii;「史研究」あ るいは 「東
洋占代絵画 史研究 」の・・燦 として、中央アジア絵 画の研 究を続 けた、,
「朝鮮仏画の研究」
1976(昭和51)年度か ら翌年度 にかけて科学研究 費 「朝丑洋の9-16111:紀の仏 教美術
に就て の綜 合的研究一特 に1[本国内の所蔵111―1調査を111心として一 」の絵1illl部門担'liとし
て上野 アキ,r[:1:絨に よ り行われた。この分野 では先行研究 と して熊 谷宣 夫「朝鮮{ヱ、画徴」
(『朝鮮学 帳1覗 、1967年71Dが知 られ ていたが 、作 品 を口にす る機 会 もほ とん どない
状況で 、上野は高麗時代 σ)仏ldiを屯点的 に調査 し、カラ 一ー撮影に よ り高麗独塒の細部の
技法の解明 に努めた、これ らにつ いては美術 部研究 会で 「朝鮮仏画の種 々相 」と して研
究発表 を行 い、 また1977(昭利52)年1(〕月韓国 芸術院で開llllされた第6同 ア ジア芸術
シ ンポジウムに参加 し、「日本所 在び)韓国仏 画」 と題 して発 表を行った、'[i時韓 国には
高麗仏画の現存作 品が ほ とんど無か ったため大 きな関心 を呼んだ,こ れ らはその後 『高
麗仏画』(朝口新聞判:、1981年)収録の論 文にイ巻展 した[1またll塵〔接の成 果では ないが、 ・1
研究に関わ 一aたrl:ヒ絨 もその後 「南禅!・.,」_所蔵 「秘蔵詮」の木版IIIII』(lll川出11反亭1:d994f卜)
の執筆 者に加わっている1、
「日本 古代 中世 絵 画 史 の研 究」
この 研 究 テ ーマ は 、 日本 の11r代及 びllqil:の絵11111につ い て 、様 々 な 角度 か ら研 究 を行
うた め に設 完 され た1,1975(II"F1和5{〕)年に 〕き術 部 の 一般 研 究 と して 始 ま り、1977tlli和
IT9
52)年に情報 資料部が発足 してか らはr美 術 部と情報資料部の両部に またがる研究 テー
マ となった、1982(昭和57)年か らは 、美術 部の一般研究か らこのテーマが消 えてお り、
も'・ば ら情報 資料部の研究 テーマ とな り、1983(昭利58)年まで実施 された。1984(昭
和59)年からは、情 報資料 部の一般研 究は 「口本 中111:美術の研究」 と名を改めたt,研究
の細LIは時期 によって異 なるが 、次の諸テーマによって、研 究が行 われ た、7
(D高 松塚古墳壁画の石ll究
X化月:の依頼 によ り、双11艮実体顕微鏡 による観察 と1'」:真1最影 を'爽方{亘し、壁1山1細部の図
様 と彩色技法 について検討 を加!えたC,
② 日本仏教絵 画史の研 究
'ト安時代の絵画関係資料 につ いて記録 や 文献を渉 猟 し、その収集に 努める とと もに、
光学的f・法による 「真 言八祖 行状 図」0)実証的な研究を行い 、その関連資料 として、永
クd}関係の資料や 東 きf云来の 「山水屏風」 を訓ぞiした.,また栄山 与八 角堂の荘厳Illli、痕
芋i西 院曼茶羅」 などの調査を行った、,
(31経絵0)研究
中 ト11〔、『・、談111神社 、立本寺に所蔵 される金宝塔 曼祭羅 のイijl二究 をまとめる とともに、金
剛 証 寺蔵法'1鴇経 や延暦寺 蔵 金銀 交諸:法華経の 表紙 と見返絵r根 津 美術館 「1・二因縁絵
II、畠山聚術館 「{ミ華経絵 巻」、台北 故宮博物院蔵の宋 代か ら明代の版経挿絵 な どのlllllj
iiを実施 した、,
(4)絵巻物の研 究
1.r'1..1='r.物語絵巻」 のllllm構成 と制作イ1三代、東寺本 「弘法大師そ1:状絵 巻」の成 、刀こ関 す
る1}蹄問題 を考察 しr遊 行L人 縁 起絵i捲本の系統 に関する研 究 を行 った、武藤家 「歓}～沃
霊験記 」、「天狗草紙」、安楽寿院 「高粗大 師秘密縁j=L」な どの,lrrをIJ:った1,
()7肖像 画の研究
藤原隆信に関する 「松雲寺 文書」 など、鎌 倉時代の 肖像画に関す る雄礎資料の収f,を
行い、藤原隆信 ・信実 と 「似絵」 に関わる研究 をすすめ 、さらに信実 の オ{商の 画家た ち
に関わる」1購資料 を収集 し、検討 した。 また アメリカの美術館や個 人が所蔵す る絵巻物
の調査を行った。
(h}日本古 代文様の様式的、形式 的研究
ノく神社蔵法華経料牽氏の文様 、正倉院関係の文様 、関連 ある大陸σ)文様等 につ いて研究
した(7
(7)仏潔繋 図の研究
尾道の浄土寺、耕 三寺i岡 山の 自性院、安 養院、常念寺 、橘寺な どのr図 及び釈迦
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八 相 図 の調 脊 と撮 影 を 行 った、
(8)密教 絵11町の研 究
各 種 の密 教 卜}1〔像illii、IIIII界憂 奈羅 、1'1描図 像の 調 査研 究 と資 料 工1又集 を行 い、 浄 一L寺 「両
界曼 茶 羅1刈 、西1り持 ・こ一「匡塔 柱 絵 金 剛 界{卜':臨ll〔、霊 雲 キ 「lr.秘密 像 」、日野 原 家 本 「1・一・
而 観 ボ冒象」 な どを 研究 し、紹 介 した,、
(9)」巨」査Illllσ){iJfラ七
丁・葉県 福1咋寺 「四村:明神 像 」 等の 調 査 を行 っ た、,
ほ0)科 学 的 方浸こに よ る 占代絵 画 の材 質 ・技 法 に 関す る研 究
科 学 研 究 賢 「科 学 的 方法 に よる 東 洋古 代 中 世絵 圓の 材 質 ・技 法 に 関 す る研 究 」(特 定
研究)の 一 環 と して 、t`i.;l」:「五大 尊像 」、 「金棺Lf.rlI現図 」('1111寺は松 永記 念館 蔵)、lh梨県
大 善 守 「不 動 明:1三像 」、1「 卜 ニノく堺 風 」 な どを調 査 した、,
(11)仏阿 に施 され た彩 色 文様 及 び蔵 金 文様 の研 究
一i-一.iiLの東 寺 「五 大尊像 」、「金棺lh現図 」 を対 象 に彩 色 史様 と哉 金 文様 の 研 究 をfl:った,、
(12)厳島 神 社'll重」答初 層 壁 画 の研 究
壁 画 及 び 柱 銘 文に関 す る調 査 を行 った,,
(13)off,.i絵p　rjd)ii,f究
法 華 午 「阿 弥1竃一・三瞭 三1浄及 び1'1'1:了・像 」、清 涼 芋 「迎接 曼 茶羅 図」 な どを調 査 した17
(14)料紙 装 飾 をill'L・とす る11f代中IIヒ絵llhlの研 究
ア メ リカ 西海 岸:の〕き術:飢i等に 所 在す る遺 品 の 調 査 をfl:い、 カ リフ ォ ルニ ア 大学 と 共II∫j
研究 を行'♪た,ま たll{1内で は 、;1:国 ウ:博:物貞ゼ1法隆 、1」㍉'i:.物飾 の梵 網 経 見返 し、 金剛 証 ギ
「紺 紙 金字 荘 厳 経 」 な ど を調 査 した,
(15)法然1一人絵 伝(掛1幅 本)の 研 究
三 重 県 西 導 寺 蔵 の 「法 然i人 絵 伝 」 の 調 査 を実 施 し、先 行 す る伝 記 の テ キ ス トと伝 記
絵 との比 較 研 究 を進 め 、伝 記絵 諸 本 に お け る掛 幅 本 の位 概 付 け を試 み た。 また1そ のほ
か、 妙 定 院 本 、 増.L孝本 、 東 博 本 、 光照 」f本、妙 源 与本 、岡 山県博 本 な どの 「法 然.'.人
絵 伝 」 を調 査 し、 その 系統 的 な研 究 を行 った、
(16)垂推倉li寺ft糸会IIIIiσ)f乍勿〔冨i斤究
中1{1:絵川 作 家 の 研究 の ・部 と して 、 法 隆 ぶ 「発 尊 筆三聖 徳 太 子勝{藍経講 讃 図」 及 び 「蓮
池 図1な ど を調 在 した、,
(17)右三米:1[イトこfム11珂(ア)f1牙究
ロ ー ゼ ン ブ イー ル ド1ハ ーバー ド大学教 授)ら と 共 同 して 、 ア メ リカ 各地 の 美術 館 や
個 人所 イ3の作Illlllを調 査 したn
18J
(18)鎌倉時代仏教絵 画研 究
薬師寺板絵神像 な どを調査 した。
(19)仏教説話画の研 究
聖衆来迎寺 「六道絵」、広 島県持光寺 「釈迦八相図」な どを調査 した。
(20)鎌倉時 代高僧伝絵 の研究
東寿 「弘法大師行状絵巻」 などの調査、研究 を行 った。
(21>古代 ・中世や まと絵の研 究
フリーア美術館 が所蔵す る平安 ・鎌倉時代や まと絵 の調査 を行 った。
(22)経典荘 厳画研究
概郷寺 「観普賢経」 をは じめとす る荘厳画を調 査、研究 した。
(23)呼1廿ヒ絵1面史石升究
科学研 究費による研究に関連 して 、京都泉涌寺 の寺宝 な どの調査を行 ったi,また1鎌
倉時代 の年紀 を もつ絵画作品に関す る資料収集 を行った。
(2の年紀資料研究
10ill:紀か ら14世紀 にいた る絵画作品の中で、制 作年代が 明記 されて いる作IIII11の奥 書}:、
賛 、銘記 な どを解読 し、翻字 したb
(25)山水 ・景物 画の研究
日本、中国の山水表現の資料を収 集 したQま た、 日本中世絵画 に見 られる景観表現の
特殊性 を、地図、絵図、説話画を対 象に、検証 した。
テーマが多岐にわたることか ら、その成果 は数隈 りないが、主な もの を挙げ るな らば、
次の逓 りである。柳 澤孝「真言八祖行状図 と廃寺永久寺真言堂障子絵(1～5)」(『美術研究』
300・3[]2304・332・337,1976年1・3月・1977年3月・1985年6月・1987年2月)、宮 次
男 『金字宝塔 曼茶羅』(吉川弘文館、1976年3月)、米 倉迫央 「藤 原信実考」(『美術研究』






ボス トン美術館、心遠館(エ ツコ&ジョー ・プライスコレクション)等の在米宗達光琳派
作品の調査 ・撮影 を行い、この調査 による成果は美術部研究会及び美術史学会東京支
X82
1皿1凋査研究
部例会 な どで報告 したほか、「光琳 水墨画の展開 と源泉 」(「水墨 追術大系』1[]、溝談祉、
1975年101Dなどに まとめ、国内ではあ ま り知 られてい なか った絵 画 資料 を広 ⇔1{介
した。 また河野 は狩野 派 ・雲谷派 の研 究の一環 と して 「探 幽 を中心 とす る大徳毒1こ林
院1箪壁 画(f・,・ド}」(「美術研究」298・299、1975年3・11月)に研 究論 文 を発表 したほ
か、科学研究 費 「瀬戸内1毎沿岸 諸地域 におけ る近世絵画資料の調 査研究」(研究代表汗 ・
吉澤忠)、及 び 「1-1本近lil:絵lllliにおけ る lr典的伝統の調査 と研 究」(研究代ノ《拷・III根有1)
に参加 し、狩野派 及び雲谷派の絵 画作品の調査 ・撮影 を行 ったU
また江戸洋風画 についての研 究が陰里鉄郎 に よって進め られ、オ ランダ国立ラ イデ ン
民族学博物館 等 に所蔵 される川原慶賀作ni-fl1に関する調査研究 を行いrそ の成 果を 「川原
慶賀筆西洋人物 図」(「季刊美術』48、1975rl.611)、「川原慶 賀をll1心1こ」(「シーボル トを
中心 とした浮世絵展 目録』1976年31]7等に発表 した、,また1975(昭穂50)年121161i
に東京国立博物 館講堂で行 われ た開所記念講 演会にお いて 「長崎 と洋風Illli」とい う題 目
で、長崎で活 躍 した洋風爾家の作品 とその制作状況 について講演 を行った、,
1976(昭和51)年度 には、引 き続 き河野に よ'・℃1で達 光琳派の研究が推 進 され、仁和
寺 「御室御記 」 などの文献資料調査 を行'」た ほか 、これ までの作品 及び文献資料の調査
研 究成果 を 『尾形光琳』(『rl術 絵lllii全集」17,集英社、176年)にまとめ、広 く紹 介 し、
その後の光琳研 究に寄与 した、,また11川1派の研究 と して、凹満院所ll幾円Illl芯挙 関係 資料
の準備 調査を行ったほか、復古大和絵派の研究 と して科学研究費 「江戸il寺代障 壁1画の研
究」(研究代表箭・辻惟雄)に 参加 し、岡川為恭筆 「大植持 障壁 画1な どを調 査 した[7
また前 年度 にり1き続 き陰 堪に よ・,て江戸洋風ll町の研究 が進め られ 、海外所蔵作itffffの調
査 を継続す るこ とに、1鮪:して国内の111原慶賀作 品σ)調査研究 を行い 、さらに長lll奇派の他
の画家 を も研 究対 象に拡大 し、その成 果は 「長崎洋風 画」(『江∫∫時代図紘125、筑摩}ll:房、
1976年)、「川原慶賀考」(『〕こ術研究13〔)6、197?11=3J!)などに発喪 したn
「日本彫 刻史 の研 究」
当研究所 においては、彫 刻作Ifl.II]を系統 的に理解す るの に必要な材料1構 造、技 法に関
す る基礎 的情報 を取得す ることをif的として実地調査 を行い1な おかつ、比較例 として
必要な海外 の作 品や作品の 史的裏付 けに必 要な造像銘や文献資料 な どの文字史料 の蒐4
を併せ 行って きた、
昭和20年 代 よ りX辛1畏や ガンマ線を川いた!・1を 利用 して、彫刻作品 の内部構
造や技法 を明 らかにす ることを試み、構造の不明であった金銅仏 、塑像、乾漆 像な どの
構 造解明 に';;}=rj一してきた、,また、 これ らの)鷲学的 科去は構 造の解明ばか りでは なく、像
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内納 入品の発見による制作者の同定に大い に有効であった。例 えば、従来運慶作であ る
こ とを否定 されていたil浄岡 ・願 成就院阿弓ホ陀如来坐 像、不動三尊像、毘沙1】Ff天像が、X
線撮影 による像内納入IIIII1のli雁1認によ り運慶作である ことが明確 になった ことは、運慶}に
対する見方に大幅な変11を迫 るものであ り、平安1時代 末か ら鎌 倉時代初頭 にかけての彫
刻iに 多大な影響 を与えた,,
このよ うな光学的方 法を利川 した彫刻の基礎的調 査 ・研究は、(D古 代彫刻史のlljl究、
(2)・1`安鎌 倉11寺代彫刻iの 研究 、(3)尊像別分類 による彫刻 の研究 の3テ ーマに基づ き、
作品調査 と文献資零トの収集 を両輸 として進め られた。
1976(昭和51)年に は、法隆寺・戊r年 銘釈迦及び脇侍像、野111芋弥勒1博薩'1㌔助II像の銘
史の撮 影、浄瑠璃寺四天 王像の透過X線 撮 影、塑造 である奈良 ・岡 芋如意輪観1㌢像の調
査が行われたr.71977Glli和52)年にはr引 き続 き岡 芋 ・如意輪iIif'.像の 調itがffわれ
るとともに、従来構造や鋳造技 法が不明であ った東都 ・蟹満 キ釈辿肱11来像、奈良 ・飛鳥
芋釈迦如 斗乏像の像1プヨをファ イバー スコープによ り撮 影、福島 ・能n:3.の木心 乾漆造虚空
蔵 μ1薩像のX線 撮影、%i:都・浄・瑠璃 寺四天{:像の ガンマ線撮影 、東京蟄術 大学所1}窺の
金銅仏の ガ ンマ線撮 影 を行 うな ど多 くの調査 を行'・た.,1978(昭和53)年には、や は り
木心乾漆像である奈良 ・興福院阿弥1,ピ三瞭像 、奈良 ・額安寺 虚空蔵sの 調 査を行 い、
乾漆像の構造解明にJめ る とともに、神奈川 ・荏柄 天神像や京都 ・fll中1砕仁Il像な どの
在銘作it1111の調査 を行 ったc,1979(昭和54)年には、1」本の占代彫刻の源流の ・つ として
11111こ1の作istnr調査を始 め、Il本に所在す る石造仏を中心 と したコ レクション及びlllll{1での
実地調査、 また、宮 城 ・船 形山神者L菩薩立像な どをは じめ とす る朝鮮 半島製の4藩Ili1仏の
調査を行 ったiま た、奈良国立 博物館の在銘舞楽面 など、作家資料収1に 努めた。1980(昭
和55)年には引 き続 き、中国彫刻の研究 と して敦fira」r:..高窟 、燗霊寺イ'[f.li、1r粛省博物館
などの石造仏の調査 を行った、7また、保存科学部 との共1司研究 として 、X線 透過撮影の
技術 をさらに修理 や保存の現場 で応 用す るため に、仏像の内部 に使われている釘 などの
・1・法 と位 罎を、X線 立体写 真の実態 視による観察 と一対の写真 画像か ら計算処理 によっ
て定1正1:的に求める方法 を研 究 したnそ の手法 を、後補の彩色に より構造が不明であった、
運慶作 との伝承の ある愛知 ・滝IU寺帝釈 天立像1こ応用 し構造に関 して新 たな知 見を得 た.I
l981(昭和56)年には、朝鮮半島製 と見 られる金銅仏の鋳造技法 を理解す るために、遺
品の調査 を行い、そこで得 た知見 に基づいて3{!1の制作 と鋳造 を行 った。 また 、体系 的
な把握が なされていなかった神像彫刻の調 査が 開始 され た。
これ らの実地調 査 と平行 して、文献史料 か らの作 品研究 としては、仏師及びその系譜
に関 して造像銘 な どの資料 を収集 し年代川頁に整理 を行 う作 家資料の研 究が挙げ られるCi
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仏像の像内銘や納入物 に記 され た作家名及びその伝記の収集を行い 、あ るいは、京都に
お ける院派仏師の在銘彫 刻をは じめ、新たな銘 文資料 を見出す ための現地調査が行われ
た。作家 資料に関する成果は、「美術研 究」hrL1.1:に逐 次報 告 され るとともに、資料集 『造
像銘記集 成』(束泉堂IIB版,1985年)として 出版 され、学 界の大い に御 益す る ところ とな・J
た。 また、i尋〔格 ご とに 形式の変遷 や図像学fの 問題 を時系列的に明確 にすることを目的
と し、関連資料を収集 ・整理 を行ったlll〔像別分類に よる研究 も継続 的に行われた,,
「日本工芸史 の研究」
(1)近IHI初期染織IIIIIIの研究r(2)小袖の研究i(3)伝統 的染織技術の調査 ・研究 、{4)
1一代裂の研f.な どの題 目で神谷栄rに より調 査研究が行われたC,
近 世初期染織 品の研 究に ついては、米沢市.上杉神社 所蔵の1ち杉謙信所 川袴類 及びビ
ロー ド洋套、宮 城県白石市 の片倉家伝 来胴服 ・陣」1可織ySri紀州flE照宮伝 斗ξ服飾類 、徳川
黎明 会所蔵 の尾張徳川 家第三代綱 誠所 川縞麻 羽織な どの調査研究 を行 った、 この うち、
紀州 東照宮 の染織品については 『美術研究』(306・310・311、1977年311・1979年6・101D
に発表 した論考 にさらにのちの調査研究 を加 えて 『紀州東照宮の染織 品』(芸艸,sl1L.1:、198G
年)に まとめた。
小 袖の研究 については、紀州東照宮 所蔵の家康所 川小袖4領 の調査研 究、徳川 美術館
所蔵作品及 び石 見 ・益 田家伝来綾小袖な どの調 査を行ったほか、白イ1市片倉家伝 来1感儒
r小袖の研究 を修復技術部 と共同で行った。
伝統的染織技 術U)調査 ・研 究については暇染、絞 り染、緋 、花織 、紬 、織 通、縮 、麻織物 、
芭蕉布な どの技 法について、沖縄 本島及び八 ―R山・宮111群ll、}・久米島地 方、福岡、佐 賀、
長崎 、京都、名ll〃う{、新潟、長野 、新潟 、富lll、石 川な どで現地調査 を行'」た、,これら
の調査結果 は 『日本染織 芸彿1叢11}型染1{芸1」II唖、1975年)、「舶 載の 染織1{神谷栄r・
山辺知行 『日本の染織4』 中央公論社、】983it:}などに まとめ られた、,またll本1:芸会
で1978(昭和53)年度 か ら4ケ 年のllhlhiで行わ れた東ヌ1ql{{ウ:博物 館 「rl地風 景模様 身¥
1帷 子」の復元 メンバーにな り、Il刑査研究記録 を重1い11した1,19801昭和55)年1巽には1
科学研究費 「近 代 目イくにおけ る1山1の研究 」4_おいて風俗 ・服 装関係 につ いて研究 を分
担 した、、
L代裂の研究 は叫ξ京「ll[r`1i鯛勿角 所蔵の法隆 芋裂やIll倉院裂、京都illl、k博物 館所 蔵イ乍IIIIl
などの調 充を行い、198f)(昭和551年1愛か らは東京lllh曜1二博:物館 σ)特定研究の分担 κとし
て研究 を行い、 また併せて毎 年秋 には1】{倉院展出陳 染織lfllllのlill,1査を通 じて進 めた,
以i..継続 して 基礎的調 査を進め 、染織 作品資料U)II又集及び伝統的技 丁+;rの体系的な研
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究 を行 うことによ り、 日本染織 史研 究 に寄与 した。
「和漢書道史の研究」
本研究 は[[i村悦子が進 めたs71975(昭和50)年か ら翌年にかけては(1)「L;本書 道の
歴史的研 究」 と ② 「異体字 の歴 史的研究」 を二大 テーマ に掲 げ、(Dで はL1本書 道
の最高峰 である平安時代禰:道を代 表す る三蹟(小 野道風、藤原{オ三理、藤鳳行成)に ついて、
J,礎的研究 として各遺 品の釈 文 ・釈 義 よ り始 める再検討 を行 うと ともに、和読解義等の
基礎 にい ろいろ難問のあ る 『去夏帖』 の調査研究 を行い 考察 に至っている、1(2>では、
多年にわ たって収集 した 異体字r料 を体系化 し、中国の異体 字 文献(碑 別r"R',=)を参照
して1レド資料か ら収 集に人らなか った形体 等 を補 充 した、,さらに、1976〔Ill倒5D年に
は 「惰性的になって いた江戸時代の・1生樋 を立ち直 らせ る努力は1`i】末期か ら始 まるが、明
{ilに人って政治 ・社 会の一大変 ・ll㌔:とともに心ある'II隊の 識見を まって頗 る見るべ きもの
に至'・た」 と評価 し 「この注1'【すべ き現象に対 してい ささか"一 を1(腰 覧」1976年度)
行つている、,
1977{昭和52)年か ら1980(昭和55)年にかけては、(1)「11'II:道の..術ll↓学的{il「
究一11本慮ll:道の遺lll1の精査研究一 」、(2)「基準1≦∫筆切の集n-」 、(3)「1;イ〈II}:i直の 文
字学的研 究一{椅三に異体字の研究一 」の3テ ーマで調査研究が行われた,1(1)では、 日本
Il言道の最高峰である'r安11寺代lll:道を代表する こ蹟(小 野道風、藤原1ノ!り:lll、藤原 成)の作
品な らびに伝記 を実 証的に研究 し、 日本ilド道 史における 一{蹟の歴 史的意庶 を明 らかに し
ている1、(2)では、古筆 り」の採 訪整理 が本筋 の書道 史研究の1夜要な資料であ るのみ な ら
ず、 文学 ・史学 にも貴重 な材料 を提供 するこ とか ら1諸 所に蔵 されるr鑑 その他に収 め
られる占筆切の撮 影に始 まり、その時代 ・筆 者 ・品 名を明 らかに して分類 ・整理 し、研
究 者へ の便宜 をはかろ うとしたn特 に絵巻絵 詞を切った古筆切が絵 画史研究 に不 可欠の
もの である との認識 の もと、 これ に注意 を向 けてい るC,(3)は1975(Illi和56)年か ら
行われて きた研究 を継承 ・展 開 させ る もので、研 究は中世 に及び、宋風 の 井の感化 にみ
られ る親驚の書 籍中の異体字研 究に向 か う。
そ して、1981(昭和56)年には、(1>「仏教書道 史の研 究」として親鶯の坂 束 本 『教行儒}1!三』
の成 立改訂 の段 階 を明 らかに し、 さらに、(2)「文芸 と書道 との}:渉の研究」 として 和
歌の書式 を1L^^_理しつつ 口訥文芸 と書 道の相互農開 や意義 を考究、(3)漆に債 け られ硬 化
して土中に残存 した文:書類であ る 「漆紙文書 の研 究」 に までテーマを拡 げている。
その成果には、「〔図版解説〕天理 ・旧松永 本 『源氏物語絵巻』 訓褐:(桐`・1:{)断簡一 熱
海美術 館蔵 国宝 手鑑 「翰墨城 」所 収」(『美術研究』307、1978年9月)、「藤 原佐理誹 状
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去 夏 帖 に つ い て一 榑 のii免位 は 材 か 村 か一 」(『美術研 究」3〔〕8、1978年101D、1法然 ふ
本 地 蔵 菩 薩 霊 験 絵 巻 の 逸 出 した 詞,1}:一占筆 粟 田ll切 に つ い て 」(「新修 日本絵 巻物 全集」
29、1980年)、「散 文(物ifi.uir・:∵1二f'類)中にお け る和 歌 の11}二式 につ い て 」{Dミ術 研究」3工7、
1981年7月)、「親驚 の 、 特 に坂 東本 『教fJ:信証」 の筆 蹟 につ いてq:・D」(「 〕こ術 研究」
318・32[),1982年1・611},などが あ る、、
「近 代 日本 美術 史 の 研 究 」
本 研 究 は、 美 術 部 第二 研 究 室 にお い て 岡 畏三 郎 、 中村伝 三郎 、関 千 代 、陰 里 鉄郎 、三
輪 英夫 、 これ に 東京 国 立 近 代 美 術 館 の 三 木 多聞 が 参 加 して進 め られ た 。 幕 末 明 治初 期 か
ら昭 和期 に い た る まで の 日本 画 、 洋 両 、 彫刻 を対 象 に、総 合的 に研 究 が 行 わ れ たC,ただ
し、1975(昭和50)年 の 調 査 研 究 につ い て 、下 記 に 挙 げ る よ うに 各研 究 員 が 個 別 的 にテ ー
マ を もち進 め られ て い た 。
(1)幕末 明 治 初 期 の 画 家 の うち 一1として1-1本画 家の 作crnii,伝記 資 料 に つ いて の 調 査研
究(関 千代)。
(2)黒田 清 輝 、 青 木 繁 、 古 賀 春 江 な どのIl}:簡丈献 資 料 の1釧ll】査 、特 に橋lf収 蔵1⊥II日清
輝 書 簡289点 につ い て調 査 整 理 、 梅 野 家 収 蔵Il'木繁llll簡、松IIl家収 蔵 占 賀 春江lll二簡 の 調
査 。 大 正 期 にお け る二 科 会 、 院 展 洋 画 部 、1'i'1二f一社 な どの 新 興 美術 団体 の調 ず託、作 品 ・k
献 資 料 の 調査(陰 里鉄郎)。
(3)大正 ・昭 和 期 の彫 塑 界 の 動 勢 に つ い て 、特 に北 村 西 望 の 業 績 に関 す る 諸 資 料 の収
集 調 査 、 評伝 作 成(中 村 伝 三郎}/
(4>版画 史の研 究一 浮 世 絵 版1}lll及び明 治 以 降 新1}1虻lllli運動 に関 す る 調 査(岡 畏 蜘1)、
な お 、 この よ うに継続 され た 各種 の 調 査研 究 の 成 果の 一・部 は 、 ド記 に 挙 げ る 『楽術tiff
究』 に掲 載 され1公 表 され た,
ii刈畏 モ郎 「IIIドりん の 伝 記 と作lllll」{「)さ術研究』279、1972年411)
岡 畏 三郎 「1∵q:村:の創 、ン:につ い て」(『聚術 研究」297、19?ri年31」)
関 千 代 「〔研 究 資 料 〕 狩 堕卜f芳崖 のII舌:状一 トー・月 六 口(安 政 四)fl三付 一 」(『)卸1サ研 究」
311、1979f卜10月}
陰 里 鉄 郎 「川 原 慶 賀 疹11d「}芝術{ii「究」13〔〕6、1977年31D
陰 里 鉄 郎 「〔図 版解 説 〕111姓川 茂 松 筆 「人形 の 着物 」」(1〕隻術研究」313、1980年31D
陰里 鉄 郎 「〔図 版解 説 〕 関 根Ill:筆 「死 を思 ふ1[』」d「旋術llll究」315、198(1'.121D
三輪 英 夫 「洋 瓜 画法 に よる 達 磨 図 に つ いて1(r雄 術Illr究」311.1979年1(lID
また 以.上の他 に 、 この 研 究 に 関 連 した トなlit行,1卜等 は ド記 の とお りで あ る1,
IN7
岡 畏三 郎 監 修 ・鹿 島卯 女 編 『山 下 りん 黎 明期 の 聖 像 画 家』(鹿 島 出版 会、1976年>
ll-1村伝 三 郎 編 著 『北 村 西 望 彫 塑 大 成』(講 談社 、1976年)
中 村伝 三郎 編 著 『近代 の 美 術39荻 原守 衛 とそ の 周 辺』(至 文 堂 、1977年)
関 千 代編 著 『現 代 日本美 人画 全 集6中 村 貞以』(集 英社、1978年)
関 丁・代編 著 『近 代 の 美術60近 代 の 肖像 画』(至 文ir,!.s=.、1980年)
fT・f℃新置著 「,栽厘;・示多フー -T会』(∫k薪1`・:;:err:1写芒、1982il')
陰1'一一.f郎編著 「近 代 の 〕き術29萬 鉄111郎』(巧1文堂 、1975年)
陰 里鉄 郎 編:柊 『巨【li'の名画10青 木繁 』(学習 研究社 、1976年)
陰1}1鉄良i編著 『原色 現 代 目本 の 美 術5日 本 の 印 象派 』(小 学館 、1977年)
陰ll!鉄郎 編 著 『近代 の 美 術50村lh桃 多 と関 根IE:』(至 史堂 、1979年)
1写ミ匠1し3失ゴこ1二胆Ili}:1二『'寝〔 1x軟イ'i・'二裏き争1サ1}ヒ百'}こ』(Iil嘩11炎子 二、 980{卜)
llli命英夫 「近 代 の,..術53i'i武兼 行.](1:X堂、1979年)
「日本古代 中世の料紙 に施 された絵画の研 究」
本研究は、江L繧 が推 進 した ものであ ・)た,経典 見返 し絵や 料紙 に施 された絵1{lliなど
の小llllillll絵lllliの研究は、小画 面絵iilliとしての歴 史的展開、描線 の様式的展llll、大Illlml絵
画 との影響 関係 を含む図像学 的問題な ど、様 々な側面か ら深め られて きた1,とりわ け、
この類の絵phj作ITIillは、作IFilil点数が 多 く網 羅的な調査が必要 とされる と同時 に、小[Illilfli絵
IllliのIIIで歴史的 ・様式II勺変〕豊を明 らか にするだけで はな く、 この小1[lllllll絵Illliを糸∫ミ画史.
全体のLで 、どの ように位 置づ けるか は1重要な問題 であったi!また1小 画而絵il11ilこ施 さ
れたK様 について も、大陸の'文様 表現 との比較に),!づき、形式的 ・様式 的研究が進め ら
れた、,
1×368(昭利43)」よ り1項本願 き 「三一卜六人家集」の料剰鴫装飾 の調査が行わオした、 見返
し絵のX線.rrr'aを撮 影 し、 表紙絵 や晋紙が貼 られて見 ることの 出来ない 文様 を確認 し
た1,Ill1年には静嘉堂美術館 「和漢朗講く集 」の調査 も行 われた(11971(昭和46)イ1ζに は、
絵lllll的様 式的 見地 か ら 「三1'六人家集」 と制作 年代の近 い奈良 ・興 福寺 「糾1紙金地成
唯識 論」 の調査 を行い、従 来紹 介のなか った同作 品の報告 を行った(江 上繧 「興福寺蔵
紺紙 金字成Illl≡識1論の荘厳llllU『美術研究』277、1972年2月)、,1973(昭和48)年か らは、滋
Ini
1丁西明 前 三重塔 の法華経変相図等の大画面壁画のLl.・司調査(「法華経絵σ)研究」)によ り、
描 かれた 吏様や自然物の描写 についての研究が深 め られた⑪1司時に静岡「本興寺法華 経」、
和 歌山 「金剛峯寺法華経(中jll〔哨三経)」、滋賀 陛1済寺法華経 」 など、平安il寺代の紺紙金
地法1'1唾経経 典の調査 が並行 して行 われてお り、法華経絵画 に描かれたモチー フな どの比
摺8
ⅡIlIJ・幽IJ在ll月究
較 研 究が 進 め られ な 、
1974(昭和49)年 に は 、 引 き統 き、 共同 研 究 「法'fl'炉経 絵 の 研究 .」の'環 と して 、法1'lrl
経 経 典 の 見返 し絵 や 法1雫1曙経 変相 図 な どの写 呉 資 料 の収 集 を行 っ た..研究 対 象 と して は 、
欧米 の美 術 館 博物 館所 蔵 のf1{IIII,1にも 視野 を広 げ て精 力的 な実 」也調'iを行い 、 また'ド安 時
代 の書 跡 資 料 に施 され た絵lllli的装 飾 につ い て絵 画 りこ的 見地 か ら検 討 を加 えた1、
こ れ らの 成 果は 、逐 次1美 争ll{ill:究.11に1唇1婚され 、1'III水ヨ《紙 糸`≧のあ る藤 原 経 の ・1遺例1
(295}}、1975年2月)、「宇申光1堀己ii{覧紫 湘 輩艮'{..〔♪糸釜斗iヨ葦受p1;fσ)IlI4く'《ユ3↓」(3〔〕1}」・、lg76イト21」)、
「延 暦 手蔵 令銀 交書121蝦経 の荘 厳 画」(:3(]9}ナ、1979年21D、「〔研 究 資料 〕 法 隆 一F=-X11.,1{「
紅爬金字二李む辛岡紀}の表 唯氏糸会」(312号、198〔}年2月)、「蒲1'11の金 圃1揺正肯:'哉斜隠氏x,≡1酸 華釜」(314
号 、1980年9月)r「芦 手朗 詠 集 の'ド絵 につ い て 」(320り・、1982年61])等が あ る.,
「日本 古 代 文 様 の様 式 的、 形 式 的研 究 」
江 上 緩 は 、古 代 よ り日本 にお い てfl]いられ たK様 を対 象に 、様式1:の 展開 に関 す る研
究 を進 め て きた。 と くに1973(1111和48)年か ら1980Glll和551年に か け て 、様 々なK
様 や 意 匠 の 源 流 を大 陸 に求 め 、ffに お け る 文様 の 展 開 を 大陸 との関 係 か ら捉 え よ うと
してい た 。
中で も装飾 古 墳 な どに 見 られ るi1幽{弧文は従 来 、11本独特 のK様 だ と孝 え られ て きたが
1973(昭和48)年10月 に 、「東off=:文様 ・意 防1の1i!iと展llト」,10」1'1:弧文」 〔1「ll本庭術11
芸』42)を 発 表 し、青 海 波1七 宝 つ な ぎ、 亀lll、渦 巻 水波 文、lll1:鏡背 文の ペ ル シア風 構
成 、 魚子 地 、植 物 的 装飾 の あ る動 物 と並ん で 、Ill〔弧 文も また 大陸 との 関 係 か ら位ii'1:づけ
直 した。 さ らに1976(昭和51)年91Jに 、「IEEE:弧K鏡_IC;11の源 流 に つ い て 」 〔「II本庭術r芸 」
456)を発 表 し、や は り直弧 史の 源流 が 大陸 に 求 め られ る こ と を論 じた、、
「近世絵画史(江 戸時代洋風画)の 研究」
1977(昭和52)年度か ら4ケ 年にかけて、陰 里鉄郎 、三1論英夫に よって江戸時代 洋風
画 を中心 とす る研究が行われた,こ れ以 前に行われていた研究 を継続 し、陰 果に よって
国内の 川原慶 賀作[."TIIiEの調 査、 さらに長III奇派の他 の圃 家 を研究対 象 に拡大 して調査 を進
めた。新資料 の紹介 として、'三輸 英夫 「若杉五 一卜八の新 資料 「鷹 匠図』」(「MUSEUMIl
325、1978年4月)等にその成果の一・部 を報;1「した、
1979(昭和5の 年度 には、才ll杉ノ1二i・八、 荒木如元 をは じめ とす る長崎系洋風lllliの調 査
をffい、 また亜 欧堂川論の作品 と文献資肇1・につ いてiil'iJIIを行'・た1,継続的 に行われ た江
戸時代 洋風 画び)li丹究の成 果の・・部 と して、 く輪 英夫 「,.{:風il婿」1による達磨 図について 」
∬89
(r美術研究』311、1979年10月〉では、17世紀か ら18世紀 にかけて多数制作 された洋風
画法 による仏教 人物 画についての論考 を発 表 し、17世紀初頭 に制作 された南 蛮美術な
ど初期洋風画 と、司馬江漢 らに代表 され る18世紀後半以降に盛 んに制作 された洋風画
とを、画風 ・技法の点で橋渡 しし、結びつける作 品群 と して位 置付 け、江戸洋風画研究
の進展 に寄与 した。 また、陰里は江戸派 における写生画法の成立 過程 につ いての調査の
共同研究(代 表者 ・山川武)に 参加 した。
1980(昭和55)年度 には、 オランダ所 在川 原慶賀作品の来 日を機に陰里が作品調査 を
行い、継続 的に行 って きた研 究の成 果の一都 を 「川原慶賀 について」(『川原慶賀展』 目茅乖、
西武美術館、1980年)にまとめた。 また東京 藝術大学 芸術資料館所蔵の洋風絵lllliの調査
を行い、町Ⅲ市立博 物館 で開催 された 「亜欧堂 田善展一 我国 における銅版匝Ili風俗頂1の先
駆 者」 に関連 した 「亜欧 堂田善 と江 戸洋風画 」 と題す る講演 を1980(111{和55)年10月
に行 った。 さらに江戸後期の洋風 画家の作占1{1、ことに長崎派の絵画を中心 に調査 を継続
して行い、その成果 の一 部は、三輪英夫 「江 戸時代後期 の絵 画 ・長ll―奇の洋風 画」(『週刊
朝II獅科 世界の美術』128、1980年9月)に発 表 した。
1981(昭和56)年度 には、陰里 ・三輪 の両 名に より、小田野li当:武、佐 竹曙 山をは じめ、




(1)研究所が所 蔵す る黒田清輝の作 品 を中心 に主題 と図像 表現につ いて の研究の継続。
(2)大正期において極度 に個性的な画家 とその作 品について調査 した。
(3)明治初期の洋画家百武兼行の画歴の調査を した。
これ らの3項 がいず れ も 「日本近代絵 画」 を対象 と した調査研 究であった こ とは、同
年に、 日本近代彫刻 史.を専 門と し、それ まで同研究室長 であ った 中村伝三郎の退官の影
響だ と推察 される。 第1項 の黒田清輝の作品の図像表現 に注 目した研究は、陰里鉄郎編
著 『現代 日本美術5日 本の 印象派』(小学館、1977年)において 、著者が、黒 田清輝の
「智 ・感 ・情」の図像 解釈 におい て、 ヨーロ ッパ 世紀 末の象徴 主義か らの影響 を示1唆す
る見解 をもとに した ものであった。同作 品の図像解釈の問題につ いては、その後、三輪
英夫が引 き継 ぎ、その研究成果 を 「黒田清輝筆 『智 ・感 ・情』 をめ ぐって」(『美術研究』
328、1984年6月)に発 表 した。 また同 じく黒 田清輝 に関 して は、そ の後、東京国立文
化財研究所 編 『黒 田清輝素描集』(日動 出版部、1982年)が刊行 され、同書 に掲載 され
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III調査研究
た 論 文で あ る 陰11髪鉄 郎 「黒lli清輝 の 素描 」 に お い て 、 素描 作lrll[tの面 か らこの 研 究 は 深 め
られ 、 またiliL1}:に収 め られ た こ輪 夷夫編 「ll、1田清輝 年譜 」 も、 これ までの 研 究 成 果 を見
il'〔して 作 成 され た もの で 、 最 も詳 細 な もの と して現 在で も基準 とな る 年譜 とな っ て い る1,
第2項 に つ い ては 、x..鉄 郎 に よ る関 根il:二、 村'Ill桃多 を中心 とす るIlllll】_/1研究 をII
こ の 研 究 成 果 は、陰il!鉄郎 編1『 近 代 の)さ術50村 山1・鬼多 と閏根1Ⅱ{:』(至文堂 、1979
年llDに ま とめ られ 、 また 調 査の 過 程 で 発 見 され た 作lflll1をも とに 同i'〔図 版 解[,1色〕 関
根 正 一:筆 「死 を思 ふH」 」(「美術研つと1315、1980年12f1)として発 表 され た、 これ に関
連 した 陰 里 に よる 大 正期 美 術 に対 す る 調査 研 究 は、 夏 目漱石 の 第6回 文展 評 「文展 と芸
術 」 を テ キ ス トに して 、 これ に 詳 細 な分 析 と解 説 を加 え た 『夏 口漱 石 ・美術 批 評』(講
談社 、1980年)と して ま とめ られ 、成 果 と して刊 行 され た,,
第3項 に つ い て は 、 三 輪 英 夫 を中 心 に 明 治 初 期 の 洋illll家1写武 兼 行 に つ い て の 実 証 的
な調査 研 究 が 進 め られ 、 そ の成 果 は 「近 代の 美術53百 武 兼行』(iミ文堂 、1979年71D
と して ま とめ られ た 。 そ の 後 、 三 輪 に よ る 明治 初 期 洋IIlllに対す る 調 査研 究 は 、 「ll{1沢新
九郎 の画 歴 と作 品 」(『美術研究」321、1982年911i、「〔図版 解説 〕 岩橋 教';で筆鴨 図 」(候
術 研究」 岡前)と して発 表 され た。
なお1こ の 間 に関千 代 に よ る狩 野 芳崖lill究も深 め られ 、「芳崖 の写 生 帳(ヒ ・卜月{「)こ
術 研究』286・316、1973年3月・1981年3月)等 に成 果が ま とめ られ た1,ま た、 『近 代 の
美 術60近 代 の 肖像画 』(至文afr_、198〔}年9117にお い て は 、長年 にわ た る 「近 代11本絵Ill!1」
研 究 の 成 果 が ま とめ られ て い る.
「科学的方 法による材料 と技 法の研究」
本研 究はX線 透過法 、赤外線"メ真、紫外線蛍 光法、双眼実体顕微鏡 、赤外 テ レ ビ等
を用いた科・学的 方法に よ り、わが1・1`[美術1二芸IIII盲1の材'料・技法 ・構」堂な どを明 らかにす る
ことを 目的 と して行わ れた{ill究で ある.こ の研究 プ ロジT_クトが 始 まった1982(昭和
57)年度 は、(1)「古 代中JI1二絵lllliの材質技法 に関す る研 究」(柳澤孝)、(2)「古代 書鎖 資
料 の材 質技 法に関す る研究」(III村悦子)r{3)「伝統 的染織技術 の調査研究」(神谷栄f・)
の3本 柱で スター トした,,
(1)では、科学研究 費 「ter代中世における絵 画彫刻染織 品のホオ質技法 に関する科学的
研究」(特定研究)の 研 究絵[llli班の一 員 と して柳澤孝が 参画 しi赤 外線 テ レビを川い法
界寺 阿弥陀堂柱絵 の調査 を行 った、,その成 果の …端 は 一tili定俊 と共 拷二の 「科学的 調査





1984[1!和59)frl斐以 降 は こ れ に 加 え て鶴 林 寺 太r堂 壁illllと1∫q天柱絵 の 調 査研 究 に も
活 川1,その 成 果は 柳 澤 孝 ・三lllDヒ俊 「赤 外線 テ レ ビ カ メ ラ に よる 堂 塔 荘 厳lllliの調 査弼「
究1(「ll「k化財 に関す る保存利・学 と人K・ 自然 科学一総 括報 告書;」1984年)1まか 、「真 詳八
t:fl.1r状図 と廃 手内1且1永久 芋真ll堂 障 ∫・絵 〔一・一～ ノ1.7」(『〕亀術{研究』30{〕・302・:1〔14・332・
337、1976年1・31」、1977年311・1985年611・1を}87年2JJ}にも反1映され て い る,、柳
澤 孝 が198711ili和62)年3月1こ退 官 す る と、 関11[E之が こ の 手 法 に よ る 仏 画 調 査 をり1
き継:ぎ1987qlrl和62)年度か ら1988(昭和fi37年度1こか け て 、広 島りIUみ」所 在の1仏f云 図 」、
Ilill光淀術 館 「不動 明一ill出1像」、%r.都・個 人 蔵 「ノく1[如来像 」 の調 査狙1究を,_/1つて い る.1
これ とは 別 に1984d暇和59)年 度 に は 「こ宅 久雄 が 「金 銅 仏の 材 質技 法 に 関 す る研 究 」
を研 究 テー マ に掲 げ 、 東京 国 、'汎博 物館 の法 隆 寺献 納4言1物特 別総 合 調 査の ・環 と して 、 材'
質 ・鋳 造 技 法 等 を角年明 す るべ くガ ンマ 線 透 視 撮 影 等 を 四一卜八 体 仏 に 行 い 、)i1:+1.年度 か ら
1988d昭和63)年 度 まで 「仏 像 彫 刻 の 材 質技 法 に 関す る研 究 」 の・…環 と して 、 和歌 山 ・
遍 照 光院 、大 阪 ・北1`萬、大 心 寺 、長 泉 寺 の 各 阿弥 陀 如 来像 、長 崎 ・宝II侍 田ll;蓮降1ヨ[1二
明IE像、京 都 ・清 水 寺 観音 ・勢 至 菩 薩 像 、神 奈 川 ・燈 明 寺観 音 ・勢 旨ミ菩 薩 像 、 イー 1川・尾
恭 白II1社阿 弥 陀女rl来像 、栃 木 ・真 教 寺 阿弥 陀 如 来f象、 地蔵 院rilYlmo.奈良 ・法 隆 寺百 済 観
音 像 な どのX線 透 視 撮 影 を行 い 、構 造 ・技 法 の把 握 に 役 立 て て い る。
(2)では、茨城 ・鹿 ノ子遺跡か ら出一i
した漆 で閲 まった漆紙文書 を赤外線テ レ
ビで解読 し成果 を上 げたfj
(3)では、片倉家伝来の小紋 胴服(r.:
要文化財)の 復 元に応川 し、染織 の解明
に役立て たほか、n光 ・輪 一E寺伝 来ぴ)胴
着 や東京 国立博物館 「白地風 景模様省峯屋
染帷 」㌦」 の復元のための調作lill究にも1、Ll
川 した。
の 調 査研 究 が 継続 した が、 こ とに(D
「作家 ・流派及び美術団体 の研 究」
1・1本・東洋の近代 美術 史を語 る際に欠 くこ との 出来ない作 家、流派 、美術団体 につい
て1{S:礎的調査研究 を行い 、各分野の研 究基盤 の充実 をEi指して本研 究は行 われ た。 こう
した基礎 的研 究は193a(昭和5)年 の開所 以来、継続 して行 って きた ものであ るが、明
192
Il1調査研究
治 百 年 を迎 え て 以 降 、1970年代 に 人 っ て イく格 的 に 歴 史的li万究 が 盛 ん に な ・,た近 代)こ術
史の 分 野 で 、 そ の 基 礎 資 料 整備 が急 務 と な一・た,、】982(II梱157)年か ら1984dlll和59)
年 に お い て は 、q)黒IF【清 輝 と と もに1[本近 代 洋1[Illをi{導す る 位 置 に あ'」た 久 米 桂 ・・
郎 のE1記、 一虻献 資 料 の調 査(三 輸)、(2)黒 田 清輝 宛llll箇の調 査(漸 毒)、(3)橋本 雅 邦 、
菱1「1春ll',二、 ド村観 山 、II訓1霊'1℃な どのlllli家に つ い て の 調査(関 、佐ll細、(4)明 治 期 に
活 躍 した)芝術 商林 忠IE宛il}:簡の 調 査(購lll、米倉、鈴 木)、(5)中 国 近現 代 画葛{資料 の収
集及 び現 代lll国絵h　ijの動 向 につ いて の 調 査(鶴1」Dを 行 った 、,こ0)うち林 忠111宛Ill;簡の
調 査 は2001(1城13)年 に 『林 忠 正 宛 書 簡 集 』 の刊 行へ と結 実 す る こ と とな る(「 明治
後期 か ら昭和 前期 の美術1囲体 、内外博 覧会 に出品 されたイ乍品 及 びその作家 の研究」2[).5-2{}6
頁参照)。1986(昭和6D年 か ら1988(昭和63)年 に は 上記 の 調 査研 究 を継 続 した ほか 、
E1本近 代 美術 につ いて は 明 治 期 か ら昭和 戦 前 期 の 美術isの1[次 、彙 報 を網 羅 的 に収 集
し、編 年 的 に編 集 して 作 家 や 追術 団 休研 ラとの 基盤 を形 成 した1,この 研 究 の'li該年 度 の成
果 と して 以 下 の ものが あ る、





鶴 川 武 良 「'11代il111`lr:1」f'」:)ご術 関 係 期'1:1」解 題 】」q美illjli」1:究ll332、1985年61D
鶴 「II武良 「'―1代IlII'賦[1二1」ff凄術:{刻係1リ」1二IJ解題2」q'追 ラtl∫研究」1333、1985年9月〕
∬1こ,ま塞道イ1言「鑑 画 会 再 考」Lu.)聾{,1{f`i」】:究_:】:3'1〔)、1～)87でiこll1」)
また 、 こ の研 究 を踏 ま え、'li該年 度以 降 に 発 表 され た 成 果に以Fの もの が あ る、,
1⊥1梨絵 美 子 「埋ゼf・'イくr-llil_ゴ'1二1'li71・吹111:肖τll-3」(1「〕喫補∫iill:究』344・345・346、1989イ「3・II11・
1990年3月)
三 輪 英 夫 『久 米 桂 一郎11記1(中 央を、論美 術Ilh版、1990年)
鶴 田 武 良 「民 国 期 に お ける 全 国 規模 の美 術 展 覧 会 近 百 年 来 中 国 絵 画 史研 究1」(『 美
術研究」349,1991年3JJ)
「美 術 基 準 作 品 の研 究 」
本 調 査 研 究 は 、 わが1'1{hll代申Iiilの三)き術'1二芸IIIIIIのうち 、 国宝 ・近 要'K化財 あ る い は それ
に準 じる優 作 で 、 年紀 が あ って 製作 年 代 の 明 らか な もの や 、弥 家 ・様 式 等 を代 表す る も
の等 の 美術 史Lの 基 準作 品 に つ い て 詳 縞 に研 究 し、 あ わせ て 、X献 史料 の 検ii'1も加 え 、
美術'L芸遺IIII11の体 系づ け に役 立て る こ とを11r白と して ～1,`ら美術 部 の{iJl究テ ーマ と してcif:
餓ヲ
め られたal982(昭和57)年度の開始時は、(1>「古代 中世絵画基準作 品の調査研 究」(柳
澤孝・真保亨)、(2>「基準在銘彫像の研 究」(猪川和子)、(3>「尊像別分 類による彫像の研 究」
(猪川)、(4)「書蹟基準作 品の研究」(田村悦子)、(5)「染織品の研究」(神谷栄子)、(6)「日
本 近代美術 基礎資:料の研 究」(関千代 ・佐藤道信)で 構成 されていたが、1983(昭和58)
年度 にはr(1>の研 究細 目で あった 「仏教絵画史研究」(関口正之)と 「や まと絵研究」(真
保)が 項 目独立 を果た し、(4>は 「絵巻物 における書道調査研 究」(田村)に 展開 した。
その成果 と して 『美術研究』 に以下の ように発表 された。柳澤孝 「異色ある孔雀明王
蘭像」(322号、1982年12月)、真保:亨「三十六歌仙絵{書 伝為相築)」1323=,1953年3月)、
1司「兼平 本三十六歌 仙絵 」(325号、1983年9月)、猪 川和子 「西 国の溝涼寺 式釈迦如来
像(上 ・下)」(324・327号、1983年6月・1984年3月)、同 「愛媛 の!F-711]1寺式釈迦如来像」
(330培、1984年12月)、田村悦子 「サ大納 言絵巻 に関 する若干 の_.i」(326GIF'、1983年
12月)、神谷栄子 「〔研究資料〕片倉家伝来小紋胴服 の修理及 び復元構造 につ いて」(332
}ナ、1985年6月)、同 「日光 輪王寺伝 来の胴着三領並 びにそれ らの修理 及び復元構 造 に




(334}}、1986年1月)、同 「〔研究 資料〕快 慶作 光台 院蔵阿弥陀三 尊像 」(351号、1992年
111>、井上一稔 「螺 髪宝冠 阿弥陀如 来像 について」(343号、1989年2月)、等である。
「美術様式と伝播の研究」
わが国の美術、工芸にみられる様式の展開とその系統について1イ ンド・中国 ・朝鮮













近代 画家の水彩画に関する文献 の調査 を行 った.
(4)n本占代彫 刻並 びに源流 としての東洋彫刻の研究
lll倉院の厨子押 出仏、大阪大将 軍寺や壷井iI..」一の金銅仏 、11本llボ代彫 刻の源1充をなす中
国、韓 国の諸作品 を調査 した。
(5)東洋 仏教絵画 史の研 究一 バー ミヤー ン壁1由1の研究
ギ メ東洋美術館所蔵 のバー ミヤーン壁1川析片や塑1象を調 査する とともに、先に成城大
学調査 隊が行 ったバ 一ーミヤー ン壁1111i調査に参加 した折 に作成 した調}11:と写真を整∫lllし、
共 同研究 を実施 して1轍 告lll:作成 の準備 を した0
(6)東洋 仏教絵画 史のlill究一 敦煤絵 画の研究
ギメ東洋美術館 、大 夷博物館が所蔵す る敦煤 将 来の絹絵 の調査 を実 施 した 、
(7)大陸 画の影響 と受容 に関するlill究
H中絵 画交流 史の研 究の 環 として 、来舶illli人の作[11111の調査 とfi]F'iを行った、,
(8)ずヱ、lIlI亘`こおGナる大1;走旦i}多網且Oこ「xl冒弓'る{i」1:ラと
科学研究 費 「中il1:美術における伝統 と大陸影響 とに関す る実蔽的{肝究」の 環 として、
鹿 児島 ・1L厳寺 「湿獺 叉Uを 調 査し、その様式的な検 討を行った 、また、鎌 倉時代 仏教
絵 画の様式研究 に資する ため に、ア メリカボ ス トン〕こ術館所 蔵陸Ill忠筆 「i六羅漢図」
の調査 を行った、,
(9)中国IIF道の11木`1}:道にrJ一えた影響 の資料的研究(後 に、来舶II卜IIlliの研ラヒに改名)
H本 に舶載 され、日本のiiiによって鑑賞 、研究 されたlll:蹟の実体 を明 らかにす るた
め、{1[.ji時代の学 者、趣1味人が筆記 した、1111111i記、経眼録、銘心録(例 えば、'li研究所 「墨
華塾書:画銘心録 ・附 本皐;り踏:IIIIi銘心録」)などを調査、filf'iしたC,
(10)現存す る中1瞠i絵jihjの包括的llゴ検 討 と【}己1内国外 におけ る補足的調 査
東京大学東洋文化耐究 所の)-i川禎佑 を代 表とする共同研究 に参1111し、写真 資料 によっ
て検討 を加 えた。
成果 にはr三 輪英 夫 「園沢新 九郎 の10li歴と作品」(「美術fi)F』321,1982年9月)、田
村悦子 「梅堂浅野長酢 自筆稿本 「墨華熟書 画銘心壷亜・1司本朝書画銘心録』 の研究」(暎
術研究』33正、1985年3J])等があるn
(3)1989(平成元)年 ～2000(平成12)年の 中長 期掃「究 計 画 に基づ く調 査研 究
「日本における絵画 ・彫刻 ・工芸各分野の モチーフの交流 に関する調査研究」
美術部 では従 来の東洋 美術総11録編纂'1喋などによる作家研究の蓄積か ら、作itilllをf=
1.9
題、様式等 に よってあ る まとま りとして捉 え得 る とい う認識 は共 有 されて いた。1980
年代には 「美術様式 とその伝播 の研 究」に見 られるよ うに、それ をあ る原初 を持ちr「伝
播 」「影響 」によって広が りを もった もの とする語 りが行わ れた。本研 究では 、絵}Illi・
彫刻 ・「二芸 各分野の様 々な側而での相互関係が 、その 史的展 開 に大 きく反映 されている
ことが 口本美術のあ り方の重 要な一一而であ るとの認識か ら、そ こにモチ ーフとい う具 体
的な視点 を設 け、総合的な解 明を試み た∩Ill代中1塀ill究班 ・第一一班 は古代 中世の彫刻 を
III心に、1司・第':班は絵lilll工芸をlll心1こ、近1ill近代研究班は近Illl近代絵画 を中心に調 査
研究 をff'・た,,1988(昭和63)年度 は、第 一班 は(1)il本彫刻 の蒋衣形式 、(2)十一
Illl観音一経 典 と表」3↓の関 係、(3)仏伝 図 ・忽怒 形ill〔像一 図 像学 的展lll・1、第 二班は(1)
浄1:宗高側 云絵一 テキ ス トと絵 画、(2)頂柑における図像の伝播 と変容 、(3)漆工 ・金
i・扇llliのモチーフ伝播 、近Ill:近代弼1究班はq)宗 達派llゴ典モチ 一ーフの典拠 と表現、(2)
近 代1回刈illlにおけるlilil題と技法i(3)近代絵画史における歴 史lllliと構剋tllⅡli、をテーマに
Il周査研 究に蒋 ヂし、次年度か らは全体 に共通する視点 として 、時代や ジャンルによって
あ るまとまりを設定する作業 にfll∫が伴 うか 、それに よって見 失われが ちな ものはな にか
という問題 を設け、かた ちや 」こ題が時 代や ジャンルを超 えて 「共有」 されるこ とに蒋 口
し、 さらに 「共有」 とい う現 象を、 その源 泉を探 りあて、その伝播に よる 「影響」 とい
う枠組 みで と らえ ることか らの脱却 を試み た.
その成 果 と して、{輸 英夫 「黒田清肯il〔と構 想IIIII-「{1!:lil手り』 を中心 に」(1美術研究」1
350」991年31!7、【II梨糸会)芝f「1艮II1量II}艇1{のイ乍 IIIIIと1∫Uξ導文:irf:」(『)隻神rfi」Dと』349、1991年311)、
及び科学研究 費成果報告i1}:(1990年)があ るC,報ilナ嘩1}二は以下の論考を掲 載 して いる0
島尾 新 「『影響』 か ら1'共有』へ一 『モチー フの交流』 につい ての覚書一.」
関IhE之 「三面大黒 天II剛象につ いて一 モチー フ転 川の ・例 として一 」
井f誠 之輔 「i'三・匹Ⅱ1li二紀 の仏浬繋 図にみる中国 とlid」
長岡龍作 「〔来迎美術;研究 〕初期観経 変相図1こおける来迎表現 の諸相」
井.1∵一稔 「〔来迎美術研 究〕天台 浄土教q'世 紀)に お ける来迎表現一 真 正極楽寺 像
を中心 に」
三ケ也ク㌦雄{「〔来迎 美術石牙究 〕来;r旦三三章皐ヲ1多コ弐1(フ)展開」
米倉辿夫 「法然上人伝絵 における法然忠通遅遁図 をめ ぐる ノー ト」
鈴木廣之 「歌の こころ、絵 のこ とば一 瀟湘八暴モチーフの 交流」
佐藤 道僧 「『絵』 「画』 『図』 の歴 史的 意義一 明治前期の絵画 と意匠一 」




山梨 絵 美 子 「黒 田清 輝1の作 品 と西 洋 文'll`!」(『美術研究』;343、1991年:i11)要旨
「美 術 に関 す る基 礎 資 料 の研 究」
本研 究 は 大 き く1989eド成 元)年 か ら1993er成5)年 まで の5ケ 年 と199(平 成6)
年 か ら1998('ド成8)年 まで の5ケ 年 、及 びそ れ 以 後 の3期 に 大 き く分 か れ る1、1989いド
成 元)r4:からの5ケ 年 に お い て は 、(D「 絵 巻資 料 」 の 調 査研 究 、(2)1明治 後 ・'卜lll以1術
資 料 」 の 調 査研 究 、(3)「関東 所 在 鵬ilili資料 」 の 調 査研 究 をテ ー マ に進 め られ た 、(D
は梅 津 次 郎m蔵0)絵 巻 資 料 につ い て の研 究 で 、 米倉 辿 夫が 中心 とな って響 い 、 『梅 津 次
郎 氏 撮 影 作 品 リス ト(稿)』 を作 成 して い る(r美 術 史研究 におけ るrire料 の 共有化 とデー一
タベー スの活 用』東京 国立文化 財碕究所 、1992年収 載)、,(2)は、1輪 英 夫 を中心 に 〃1{藤道
信 、 山 梨 絵 美 子 が 参 画 、,明治 後 半期 の 内1`+t1勧業 博 覧 会 及 び)こ術 展 覧 会 埠 に 関 す る 資 料
の収 集 ・整 理 と 目録化 をf1的 と し、 明 治 美術 会 、rⅡ馬 会 、 日本絵 画 協 会 な ど明 治 期 の5
美 術 団 体 出 品 目録 を 集 成 した 『明 治 期 美 術 展 覧 ∫ヤII【1品目録Jq994年)な どに結 実 して
い るn(3)は 、 島尾 新 を ―il心に 」」:r誠之.1補が 参lllli、,所外 か らは111∫合IEi}り」、横 日1忠`4、捌
澤 正 彦 、大 石利 雄 、Ilfド裕':、小 川 知'二、坂 ―ji"Lc、救 仁 郷 秀明 が 参1川して 行わ れ た室1―r
水 墨1iⅡli及び関 連 資料v)調査研 究 で 、関 東所 在 の 水墨 画 に爪 点 が 置 か れ た1,1991er成3)
年 か ら は こ の 枠 組 み の な か で13世 紀 か ら16ⅡII二紀 に お け る 水 墨illli家(約60名〉 に関 す
る基 礎 資 料 の収 集 と研 究 史の 整 理 に も着fし て いる.,
1992(平成4)[1.から{よ鈴 木廣 之 が 中 心 とな り、 『11本絵lllli史年辛己資 判・集 成i一肚紀 一
十 四 旧二紀 』q984年 〕 団行 を承 け て 「'II本絵 画 り↓年辛巳資 料 集 成15111:紀」 の 研 究 を推 進.,
研 究 は1997(平成91年 まで 継 続 した、,14〔}B応永 鋤 年 か ら 】500(明応9}年 に作 られ た
作 品 ・落款 ・奥 訓∴ 賛 文 ・銘 記 な ど に 年 記 を有 す る作Illlllを集 め て そ の 資 料 を収 集 す る
こ と を 目的 と した 。推 敲 をi庭ね 「 ・!i二世紀 絵lllll史1年ノ《』 の増 補 改 訂 第 一稿 を作 成(絵 画
28?件、 彫刻166件 、二[芸58件、Ill;跡17件、の"r'iil'528件を収録)、 絵 画 を1・-T心に143{)年
代 初 頭 まで の銘 文 ・奥 ・1'f・賛 文な どの 翻刻 と解 読作 業 を終 え た 。1994(平成6)年 か ら
1998(平成10)年 まで の5ケ 年 で は 、q)「 絵 画 に 見 る 武 装 資料 」 の調 査研 究 、(2)「察
町 水 墨 闘 に 関 す る基 礎 資 料 」 の 調 査研 究 、(3)「明 治 後 期 ～ 昭 和 前 期 美 術 資 料 」 の 調 査
研 究が テ 一ーマ に設 定 。 これ に 「II本絵illl:史年紀 資料 集 成151{1:紀」 の研 究が 併走 す る、
この う ち(1)は 、廣J卜雄 ・が.一_T]う,、成 果の 一 端 は 、胱 井 雄 ・「卿llll鎖・長 覆 輪 太7]
の1岡f乍年f'tにつ い て一 厳 島 神判:f云来(ア)太ノ」を`II心に一 .1(『)薯術研 究.,,361、1995年31」}
に結 実 をみ た1,ただ し、1996いr成8}年31jo)、 廣 井雄 一 の 退1'デと と もに研 究 が 継続
され る こ と はな か ・・た.,≪}は 、llil年まで の1'1莫桝{所 在琳Illli資料・」 〔ノ)fi)C'iを継 続rl9に展
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開 させ た もので ある(島 尾新を中心に共同研究者はそのまま〉。室 町時代 の水墨画作 品の
調査研究 と併行 して画家別関係 資料 の収集 と研究史の,:..::を中心 に行 い、収集 資料の整
理 ・デー タベース化 を行 った。 ③ は、前年 までの 「明 治後半期美術資料」の調査研 究
を農開 させた もので 、三輪英夫 を中心 に山梨絵美子r田 中淳が参画。引 き続 き美術団体、
内外博覧 会等 に関す る資料の収集 と整理 を行 い、デー タベース化 を行った。そ の一環 と
してシカ ゴ ・コロンブス万国博 覧会(1893年)、パ リ万国博 覧会(1900年)、セ ン トル イ
ス万国博 覧会(1904年)の出1罪1目録 をデー タベー ス化 し、光風会 、ヒューザ ン会、草土社 、
紅児会、光声会、 日本彫刻x:,国民美術協 会等の 出品 目録を収集整理。あわせ て、これ
らの団体 に出最 した作家に関す る資料 を調査。1995(平成7)年 には、国画創 作協会展 、
春陽会展 、1930年協 会展覧の出品 目録 を収集整理 し、既にi.11=i[llTq目録 の収集整理 を終 え
ていた明治期主要団体展につい て新聞 ・雑誌掲載 の展覧 会批評 、関連記 事を調査 ・収 集。
また1996(平成8}年には 『内国勧業 醇覧会美術品111品目録』、翌1997(平成9>年には 『明
治期万圖博覧会美術品出品 目録』 を刊 行 した。 この研 究は1996(・F成8)年以1峰r美術
部の中長期研 究計 画の枠に推移 して調査研究が新たに進 められたn
なお 、(1)に代わ るもの と して1996(平成8)年 、松 島健が情 報資料部長 と して着任
したことにともない5ケ 年の初 年度 として 「鎌倉後期彫刻の暴準作1511資料」 の調査研究
が始 まった。①在銘作 品及 び納 入品所 在作 品の調査、② 作品及び仏師関連資料の収集1
1997eF成9)年度 には③ 岡宝 非旨定 彫刻作品の 資料収 渠をこれにJaEIえ展 開 させ ようと し
た。 この過程で円派 仏師の朝円の作例(京 都・正覚 院毘沙門天像)を 新た に見出 し、長野 ・
仏法紹隆寺不 動明王 像が運慶一一門 に関わる作 例 として注 目。後者 の却 見は1997(平成
9)年度秋の第31回 美術部 ・情報資料部公開学術講座 で公表 され た。ただ し、松 鳥健 が
1998(平成10)年2月 に病没 して以後、研究 は継続 され なかった。
1998(平成10)年度か らは、(1>「中国 日本拓本 資料」の研究、(2>「室 町時代水墨画資料 」
の研 究が行 わ れ、1999(平成11)年度 に は(3)「未 公 開仏教 美術 原典 史料」 の研究 、
2000(平成12)年度 には(4)「国宝重 文指定 関係文書 」の研究 が加 わった。(1)は1岡
田健が行 い1当 研 究所が所蔵す る明治 ・大正 ・昭和期 に収集 された中国 ・韓半 島 ・日本
の金石文 ・工芸品等 に関す る全拓本約4700枚につ いて点検 ・整 理 を進め た。 この調 査
研 究の成果は 『資料編』 に 「東京文 化財研究所所 蔵 拓 本総 目録」(462～545頁)及び
「東京文化財研 究所所蔵 龍 門石 窟造像銘記拓本 目録」(546～608頁)として公表 され
るに至 っている。(2)は、前 年 までの 「室町水墨画に関す る基礎資料」の調査研究 を継
続的 に展開 させた もので、島尾新が牽 引 した。(3)は、津 田徹英が行った もので1未 翻
刻の仏 教美術 史料 、活字化 されている ものの改めて原本 との照合が必要 と思われる重要
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史料 につ いて調査を行 った,,東寺所蔵 の仁 海 白筆 「密教 師資付 法次策」、未翻 刻の心覚
撰 「不動集」(K永3年写)ほ かの調 査を行',てい る,,(4)は、情報資料部保管の1963(昭
和38)年までの国宝・特 別保護建1去物・1亘要 文化財の指 定関係 及び修理関{系の 文111:類(366
件)を 岡Ⅲ健が整理を行い完 ∫させている、
「美術 における地域性 及び社会性の研 究」
本研究 は地域 固有の社 会的ない しK化 的{則面 における特殊性 を重視 し、地域 間におけ
る交流 の様態 と、その伝播 ・受容の結果 として行 われ る各地域 内での変容の圃有な形態
を明 らか にす ることを 日的 とし、中世 近世研究班 と近代現代研 究班 の2班 によって進め
られ た。
中世 近世研究班は美術の伝播の様態 を作者 と草受 κの双方の視点 に 立ちなが ら、以 ド
の ようなテーマ を立て、具体的問題点 を探 った,,
(D外 来の視覚情報の伝播経路 とその発展の地域的 差異
請来仏画作llllに関す る調 査と」1{墨礎資料の収 集をそ∫い、 【1本におけるIl申三1仏Illli受容 σ)過
程 を明確化 しようと試みた,,論疹にル1:誠.!x`11]「陸 、i忠疹一lll{繋犬現の変容lf'D」(『)隻
術研究」374・355.1992!#'11・1993年111)がある、,
(2>芸術家の社会的地位
雪舟 σ)イメー ジ形成や111山文亨:に現 れた川家 イメー ジの研究 を行い、島尾新 「雪 舟等
楊 の研 究(・}一 雪 舟の イ メー ジ戟略一」(1「庭術研究』3.51、193?年1月)、i司「雪 舟等楊
の研究C)一 「'1二f―1丈'、・7}:」のなかの[llll家た ち一」(「)聾術11】1究」356、1993年31Dにそ
の成果 を発表 した、,
(3)15・16世紀 における絵lllliマーケ ッ ト
室町 時代 の絵画の価格及びIIIII師の雇川形態等につ いて研究 を進め、鈴木廣之 「絵の価
値 ・絵 の見方一 室町時代 柑[[{侍松 泉軒の1肝lllr絵制作 か ら一 」(「美術研究』352、1992年2F])
を発表 、また建築 史 ・口本史の各分野で発表 された番匠の生産形態 、雇用 の社会機構 に
関す る文献、及 び当該 時期 における鑑識 ・代付関係の 史料 を収 集 した。
(4)画f象と言語一 東洋)さ術史における比較研 究一
科学研究費の助 成を得、fll肋の作例 ・作 品群 にもとついて視覚像 の成立 ・展開の過[{・1.
を、li評俵 現(伝 承 ・史芸 ・ユ賄琶など)と の関連か ら明 らか に し1あ わせ て美術 史におけ
る視覚像 ・1漢の比較研究のための一般 的問題 ・理論の提示 を試み た 、
近代現 代研究班 は匡次米と日本における11本)さ術観の相違 をテーマ に、欧 米の美術理 念
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の導入1美 術行政 との関連、及 び外 国文化受容 の方法論 といった視点か ら考察 を進 めた。
その成果 として、以下の論考が発表 されている。
佐藤道信 「明治美術 と美術行政」(『美術研究』350、1991年3月)
佐藤道信 「絵画 と言語(一)「 画」 と漢字」(『美術研究』353、1992年3月〉
佐藤道信 「野 間 コレクシ ョンと大衆社会:時 代 史 ・個 人史の タイムカプセル」 噺 潟
県立近代美術館 『「野間コレクションとその時代」展ユ図録、1993年9月)
佐藤道信 「歴史史料 としての コレクシ ョン」(『近代画説』2、1993年12月)
lll梨絵 美子 「渡辺幽 香 のシ カゴ万国博 覧会婦 人館 出品作 につい て」(『近代画説』2、
1993年12月)
「来迎 図 を中心 とする浄土教美術の研究」
研 究代 表者の三宅 久雄 は、浄土 教美術につ いて、それ までに も鎌倉時代の来迎像 を中
心に精力 的に基礎調 査を進め ていた。 さ らに、本研 究においては、(1)8世紀 か ら9世
紀における 日本 ・中国の浄土教美術の比較、(2)平安時代における密教系 と浄土教 阿弥
陀如 来の 関連、(3)平安1妾期 か ら鎌倉初期におけるβi耳弥陀来迎美術、及びその 中国 ・朝
鮮 奨術 との比較、(4)宋代江南地方 を中心 とする浄土教美術 と西域地方 ・朝鮮 ・日本等
周辺諸地域 における浄土教 美術 との比較 、の4テ ーマ を柱 にす ることで、東 アジア地域
にお ける浄土教美術の総 合的 な研究 に着 手す ること となった(三 宅久雄 ・井」ニー 稔 ・井
癌誠之111前・長1剥音琶作)D
研究 成 果は、1991(平成3)年12月7日 に開催 され た第25回美術 部 ・情報 資料部公
開学術講座において公表 され た。井手 は 「中国寧波地方の仏教絵画」 と題 した報告 を行
い、寧波の天台寺 院 ・延慶寺 を中心 に盛んで あった浄土教信仰 と仏画 との関係につ いて
言及 した。 また三宅 は、本研究の基礎調査 を もとに した研究成果 を、「多彩 な来迎の造形」
と題 して報告 した。
本研究 はi研 究代 表者の三宅 と井上が職場 を移 ったため、結 果的に1年 で終了 して し
まった。 しか し、本研究で掲 げられたテーマは、その後 メンバ ーそれぞれ のテーマ とし




し、中国仏教美術の体系を見直す とともに、図像 ・様式 ・技法の面か らその特質を明ら
zoa
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か にす るこ とを目的 と した。 なお 本研究は1998(平成10)年度 よ り中長期研究計ll珂「美
術 に関する基礎資料の研 究」 に引 き継がれた。
(1>研究会(研 究協力者会議)の 開催
1992(7成4)年度には国内所 在の111国イ!、教美術、 また日本 における中国仏教 美術の
受容の諸相 について研究 を重ねて きた研 究者を招 き、今後 の調査研究の方法等 を討議 し
た。そ して1993(平成5)年 度 には稲 本泰生、井乎 誠之輔 、石松f奈 子 、井筒信隆 、1.'1'-1i:1
布川寛、河 田昌之の6名 が 、1994(平成6)年 度 には松田誠一郎、宮崎 法子、加須巌 誠、
山本泰一、井 手誠之輔の5名 が、1995{平成7)年 度 には西上実、井手誠之輔、藤岡穣、
岡田健の4名 が 、1996(平成8)年 度には肥 田路美、 岡1TI健、松浦 正昭、長 岡龍作 、武
田和 昭、泉武 夫の6名 が 、そ して1997(平成9}年 度には勝木r.r一郎、山瑞伸生 、菊竹
淳一r佐 藤智水 の4名 がそれぞれ研究発表 を行 った。
(2)基礎 資料 の収集
制作年 次、制作 地、制作 の発願1画 師 などの明 らか な中国仏教 美術作 品につい て、
その デー タのuxを 行 った。1992(平成4}年 度 には フィラデル フィア美術館所蔵 の宋
代木彫像 について基礎 データを収 集 し、1993(平成5)年 度 にはア メリカ所 在の中 国仏
教美 術関連 資料 を、1994(平成6)年 度 か ら1995(平成7)年 度 にはア メ リカ及び ヨー
ロッパ 所在 の中国仏教美術作 品の写 真約6千 枚 を、1996(平成8)年 度か ら1997(平成9)
年度 には情報 資料部が保管す る拓 本彩」4700枚の整理を進めた。
(3)現地調査
年紀 を有す る中国仏教美術作llll1を中心 に1写 真撮影やX線 透過撮影に よる調査 を行っ
た。1993(平成5)年 度に は関 西 ・九州方flil、199(平成6)年 度 には東寺 ・奈良国立II#
物館等 、1995(平成7)年 度 には大阪ll∫立 〕き術 館 ・京都国立博物館 ・根津美術館 等、中
国の陳西省 ・山東 省 ・河北省 ・河南 省 ・漸江省 ・,..11.,,.c省・四川省の石窟寺院及び博物4.
さ らに欧米6ケ 国の美術館 ・博物館 、1996(平成8)年 度 と1997(平成9)年 度 に は東
寺蔵木造 兜蹟毘沙 門天像、同観智院蔵木造:li.大虚空蔵菩薩像 、大徳寺 「五百羅漢像」(京
博 ・奈良博寄託分)等 の調 査をそ れぞれ実施 したP
(4}デー タベースの作 成'
中国仏教美術研 究の ための 各種デ ータベー スを作成 した。1994(平成6)年 度は大正
新脩大蔵経収載の請来 目録類 、『宋高僧伝』(中蘇書局刊)の 入力(1995年度 まで)、1996(平




主 な研 究成果は下記の通 りである。
井手誠之輔 「陸信 忠考一浬葉 表現 の変容一(上 ・下)」(『美術研究j354・355.1992年
9月 ・1993年1月)
岡田健 ・石松 日名子 「中国南 北朝 時代 の如 来像着 衣の研 究(上 ・下)」(『美術研究」
356・357.1993年3・7月)
宮 崎法子 「中国花 鳥画の意味(上 ・下)一 藻魚,,・蓮池水 禽図 ・草虫 図の寓意 と受容
につ いて」(『美術研究』363・364、1996年1・3月)
井手誠之輔 「〔図版解説〕長野 ・定勝寺所蔵補 陀洛山聖境図」(『美術研究』365,199年10月)
岡田健 「〔研究資料〕山東歴城黄石崖造像」(『美術研究』366、1997年2月)
肥田路美 「法隆寺金常壁画に画かれた山岱 景の意義」(『仏教芸術』230、1997年1月)
岡Ⅲ健「東寺毘 沙門天像一 羅城門安慨説 と造立年代 に関す る一一考察一{}一)」(『美術研究』
370、1998年3月)
松浦IE昭 「毘沙門天法の請 来と羅城 門安{貴像」(『美術研究』370、1998年3月)
なお 」二記論 文の うち、宮崎法子 「中国花 鳥画の意味一 藻魚 図 ・蓮池水禽図 ・草虫 図の
寓意 と受容 について」は第91国国華賞 を、岡田健 「東 寺毘沙門天像一羅城門安 概説 と造
、Z年代に関す る一考察一 」は第12回国華賞 を受賞 してい る。
「近百年来中国絵画史研究」
本研究は、中国の近現代美術に関する資料が、戦争や文化大革命等によって収集が難















葵 術 展 覧 会一 近 百 年 来 中国 絵llllillヒ研究1」 と して 掲 載 され 、 全 国 児1'1't芸術:展覧 会、 第1
次 か ら第4次 まで の 全ll4教育 展 覧 会、 教 育 部 第1次 令国 庭術展 覧 会 、 全国 児1†1:織1∬li展覧
会 の 開 催 経緯 、Eitiii規定 、展 覧 会 組織 等 の 関1坐資 料 及 びII1}品II録が 明 らか に され た,、続
い て 『美 術 研 究」35[)り'q～〕91年3fl?に 「解 放 後の 全 国 〕隻術 展 覧 会 近1'1年来;II国絵
画 史研 究2」 が 発 表 され 、 第1次 か ら第4次 まで の 全国 追術 展 覧 会 に つ い て 、 しlili、ll(1)庭
術 雑 誌Lに 掲 ・1改された 記 嘲ll:など を もとに 会期 、関 連 そf事等 の 基礎n勺嘱実 が 明 らか に され
る と と もに 、第1次 令ilミ1庭術 展 覧 会・出Illl11【[録を掲 載 し、『美 術 研 究」351レ」'q992年PP
に 「J丘1∫1凸fl三斗ξ1「IIlこ】糸`ミ1」11iI氾fi,1:`フL2.1≦fj.1」と して 第2次 同 展 出品r1録 が 、 同3521♪(1992
年2月)に 「附 ・一.1」と して 第3次 同 展 の 出 品 口録 が 公 開 され たql992(;1`成4)年度
に はlll国近代 に お ける 人体 表現 の研 究 、近 百 年 来 中 困美 術 イ1三表の 作 成 が 行 わ れた 、 そ の
成果 の 一 部 と して 、1992(平成4)年 に 開 催 され た 第161111史化 財 の 保 作 及 び修 復 に関 す
る 国 際 研 究 集 会 「東 ア ジ ア美 術 に お け る 人の くか た ち〉」 に お い て 鶴 田 が 「民 国 期 中 国
にお け る裸 体 画 論 争」 と題 して発 表 を行 った1,同発 ノミは 同研 究 集 会 の 報Ilhl}二に掲 栽 され
て い る。1993(平成5)年 度 に は 近百 年 斗乏1円1{映術 で「炎の 作 成 を継 続 して1∫う と と もに 、
民 国 初 期 にお け る美術 教 育 の研 究 を行 い 、rr命:11に高 く評lliliされ な が ら、111国近 代 絵1111i
史一ヒに は 名 を残 して い ない 陶 冷『月 に関 す る1命疹 「陶 冷 月 につ い て一 近f'1年lf.'1・中llモ1絵lllll史
研 究3」 が 『美 衛 研 究』358号(1993年12J])に掲ll伐され たr1庭術教 育 に つ い て の 訓 査
研 究 成 果 は 『美 術 研究 』365号(1996年1011)に 「清 末 ・民lllⅡ初期 の 庭術 教 育一 近rr年
来 中 国絵 画 史 τilF究4」と して 「清 国 ・民 国 赴 任1レド人 〕隻術 教 員 ・覧 ほ か 」 と題 す る 資判
と と もに掲 載 され た。
本 研 究 は1990年代 以 降 、 これ を ラ イフ ワー ク と した 鶴 川に よって 担 わ れ 、'Li研究 所
の研 究 プ ロジ ェ ク トと して項 目が+/_てられ な くな って 以 降 も地 道 に継 続 され 、 そ の 成 果
は 『美 術 研 究 』に発表 され つ づ けた,,また 、本 耐究 を も とに 『ll1国近 代 美術 大 事 年 表』(鶴
田武良編 『和泉 市 久保惣記 念美術館 ・久保惣 記 念文 化財団 東洋 〕芝術lil『究所紀 圏要」7・8・9、1997
年3月)が 刊 行 されて い る。
「東 アジア美術 にお ける造形 と社会」
1993(平成5)年 まで行われた 「美術 にお ける地域性 及 び社会性 の研究」 を継 承 した
研究で あ り1東 京国立 文化財研究所時代の1994(平成6)年 か ら1998e内茂10)f-:.に実
施 され た⑪当時 、 庭術 史研究 において、造形が それ 白体で 白律 的に発展す る とい うII1来
の考 え方が兇直 され、笑術 を社会的な コンテキス トの中でllf評価 しよ うとす る姿勢が強
まりつつあ'・たが、本研究は 、まさに、個 々の美術作品 及び 庭術に関わる諸現 象を、社
2ρ3
会や文化、人間の営為の中に置 き直 し、両 者の間 に生 じた創造 的な関係 に着 目 して、美
術の持つ諸問題 を具体的 に捉えよ うと して企画 された。参加者 が共 同 して一つのテーマ
に取 り組 む というよ りは、個 々入がそ れぞ れ得意 とす る分野で 各 自のテーマ を設定 し、
美術 と社会的 なコンテキ ス トとの関連 を究め ようとした ものである。研 究テーマは大 き
く三つ に分け られていた。
その第一は、制作 と享受の場 につい ての研究である。(1)古代の空間意識 と彫像の機
能に関す る研 究は、長 岡龍作 「宇ll1護寺 薬師如来像の位相 一平安時代初期の山 と薬師一 」
(『〕こ術研究」359、1994年3月。第8回 国華賞受賞)の 研究 成果の うえに企画 された もの
である。9世 紀 に整備 された各嵜院の立地条件、その場で行 われた法会、安 置 され た彫
像の翻 配関係 について考察 を深め た。具体的 には、神宮寺所在像 と神像 、8世 紀か ら9
世紀の障磯 神信仰 、武装神 のか たち と機能、彫像 の安麗の あ り方 とその 機能 などを考
察 した。(2)寧波 、枕州 における寺院信仰 と絵 画に関す る研究 では、寧波 におけ る浄
土信仰に関わ る絵画、杭州 上天竺寺 と千手観 音信仰 、妙行寺 と祖 師像 との関係、}[rl-1陀山
f、書仰な どを研 究 した⑪成果は、井手誠之輔 「〔図版解説〕 長野 ・常 勝寺所蔵 補「学芭洛山
聖境図」(『夷術研究』355.1996年10月)、7(3>絵画の享受に関わる研究では、室町時代
の絵画や文学 にみ られ る 「なぞ らえ」の表現技 法の背察 を考察 した。成 果は、鈴木廣之
「類似の発見一 室町の 〈擬 〉、江戸の 〈見立て〉一 」(『日本の美学』24、1996年4月)Cl
その第二 は、流通 と交流につ いての研究 である。(D15、6世 紀 の脾絵 とや まと絵の
研究では、 日明間の交渉 に関連 して、当時の唐 絵が果た した役割 について考察 し、成果
を鈴木廣之 「往還す る絵画一十五 世紀 漢字 文化 圏のなかの 『唐絵』 の意義一 」 σ美術研
」」361.1995年3月)として まとめた。 また東 アジア交流 史における騨風絵の役割 につ
いて研究 し、その成果 は、鈴木廣之 「絵顧 のアルケオロジー一 室町 時代 におけ る扉風絵
のYi」(『 国華』1200,1995年II月)として発表 した。(2)室町時代におけ る美術 の
流通と価値観 の形成 では、唐物 を中心 に、美術 品の価値観が形成 される場 、流通や売買
について考察 した。 また、『室町行幸 御飾記』をもとに.=-r:.町殿会所に飾 られた唐物のデー
タベースを作成 した4(3)唐本、宋本画像 の意味 と画像 の研究では、 日本に請 来された
画像 の思想的背景や 日本の同類の絵画 との差異を明 らか に した。 また高麗、朝鮮の仏画
の請来事情 について も考察 した。成果 は、井 手誠之輔 「高麗 の阿弥陀画像 と普 賢行願品」
(「美術研究』362、1995年3月)、井手誠 之輔 「『境 界』美術 のアイデ ンテ ィテ ィー 請 来仏
画研究の立場 か ら一」(文化財の保存に関する国際研究集会 『今、 日本の美術 史学 をふ りか
える』1999年3月〉な どがあ るq(4)入明画僧の旅の実態について、資料の収集 を行 った。
第三は、技術 と素材 についての史的研究で ある。 この部 分は、基本 的に資料の収集 に と
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どまったが、中国 と[1本の仏像鑑験諏 か ら仏像の素材に関わる資料 を収 集 し、黒川道祐
の著作 か ら当時 の技 術に関す る分類意識 を考察 するな どして、その後の研究 の礎 をつ
くった。
「明治後期 から昭和前期の美術 団体1内 外博覧会に出品 された作品及びその作家の研究1
本研究 は1996(平成8)年 度 よ り美術部第二研 究室 のrF1長期研 究計li11iとして始め られ、
2000(平成12)年度に 「昭和期 の美術団体、内外 博覧会に出品 された作 品及 び11≡家の研
究」 と して これ を継 続、翌2001(平成13)年度 には当研究所 の独 立行 政法人化 に伴 い
黒 田記念近代現代 美術研究室の研究プ ロジェク ト 「昭和前期 を中心 とす る日本 近代美術
の発達に関す る調査研究」へ と受け継が れた。
全国各地 の美術館で 日本近 ・現代美術 の展覧会が開催、充実 した カタログが刊行 され、
大学 で も日本近代美術 に関する講座が 開設、研究者 が続Ilhする状1兄下で、同分野 の研究
は以前 に も増 して その実証性 が求め られ るようになる9こ れ を受けて本研究は、当研究
所 に蓄積 された資料 をベースに、なによ りも基礎 デ ・ータの集成 を第一と して遂 行 された。
なかで もその主 軸 として進 め られたのが、『大正期美術展覧会出lllllU録』(2002年1:1仔1・)
及 び 『昭和期美術展覧会出lllⅡlll録〔戦前篇〕』(2006年1:1」行)の 編 集であ る。 これは出品
目録の集 成 とい う点で 、既刊 の 『明治期美術展 覧会illl-3品EI録』(19劔年 阿行)、『内国勧
業博 覧会美術 品出品E1録』(1996年1:ll行)、『「リj治期ノ∫国1i享覧会 庭術品出lll1U録』(1997{F
刊行)に 連なる ものであったが(「美術に関する基礎資料の研究」197-199頁参IKI)、明治
末か ら昭和戦前期 とい う、官展が確 固 とした地位 をi--f1める一方で在野の団体展が勃興 し、
さらには幾多 もの グループが発表の場 を設 けて研縦 を積 んだ時代 を対象 と したため、収
録 した展覧会 はその内容や規模 において 多ll皮にわたるこ ととなった。基本的にはそれら
の 出品 目録 を典拠 とす る も、 目録 を制作 しなかった、 もしくは現 在見出 し得 ない展覧会
も多 く、その場 合は当時の展覧 会評等か ら出品作 を リス ト化 し、 言わば 目録の再構 成 を
行 ってその欠 を補 って いる。
展覧会 とい う組織 的な動 向に培1ヨす るの と並 行 して1本 研 究では近代美術 を支 えた
個 々の作 家 ・美術 関係 者につい ての基 礎調査 ・研究 も行 った。 その成果 として特 筆す
べ きは、『林忠正宛書簡 集』(2UOI年)、『木村荘 八 日記 〔明治篇〕校註 と研究』(2003年}
の編 集だろ う。 『林忠111宛諸:筒集』1よ明治期 に日仏 間で活動 した美術商 として知 られる
林忠正 に宛て られた欧文書簡 を公刊 した資料集で 、1980年代 に ジャポ ニスム研究が盛
んにな る中で始め られた調査研 究(「作家 ・流llR及び〕隻術 団体の研究」192～193頁参11ll>
が実 を結 んだ もの である。 また 『木村荘八 日記 〔明1台篇〕校註 と研究』 は洋醐家木村荘
2U5
八 の1911(明治44)年1月 か ら1913(大正2)年3月 までの 日記 を翻刻 し、註 を付 した
もので、その広 範な関心をカヴァーすべ く美術 史のみ ならず文学 ・芸能の研 究者の協力
を得て、校註 を行っている。
『林忠正宛書簡集』及 び 『木村荘 八 日記 〔明治篇〕校註 と研究』で は資料 の翻刻 のみ
ならず研G篇 も設 け、校 註にたず さわった研究者 に よる論 考 を載せ てい るが 、 こう し
た基礎研 究 を土台 と した考察 は、上記 『大 正期美術展 覧会 出 品 目録』 の研究 篇 と して
2005(平成17)年に刊イ〒された 『大正期美術展覧会の研究』 で もな された。所 内外 の研
+JS:.fy./Urlによる論文34編 とインタビュー、資料 で構 成 され る同書は1絵 画 ・彫刻 をは じめ
として二r二芸や写真 、漫画に至 るまで大正期 の美衛 をほぼ網羅 した内容 とな った。
その他 の研究成 果 と しては、『美術研 究』 に5慶(368・369・372・374・390号d997
年 工2月・1998年3月・1999年3月・2002年2月・2006年12月)にわた って掲 載 され.た田
rl1淳「後期 印象派 ・考一1912年肖∫後 を中心 に」 が挙 げ られよ う。 日本にお ける後期印
象派の受容 を、フユウザ ン会 を中心 とす る人的 ネッ トワー クか ら読み解 こうとす る試み
には、た とえば 『木村荘八 日記 〔明治篇〕校註 と研 究』 にみ るような地道な資料の掘 り





(明治20)年前後より始 まった日本の美術 史学が、近代国家 として西洋に認知され よう
とする国情を:IL'景として、日本の文化的アイデンティティの構築に寄与 してきたことが
明らかにされ、さらに今 日用いられる美術史の言葉や思考 も、こうした美術史学の歴史
の中で形成されて きたことが、美術史研究者にとって広 く認識すべ き問題 となった。
本研究はこのような問題意識に立ち、明治以来の美術史学の歴史を振 り返ることを通




究集会 「今、日本の美術史学をふ りかえる」を開催 し、研究発表と討議 を行った(L1絵




として 『語 る現在、語 られる過去一 日本の美術 史学100年』 を平凡社 よ り刊行 してい る。
(2>研究会の 開催
上記の国際研 究集会が絵画 ・彫 刻を専門とす る研究者に隈 られていた とい う反省 をふ
まえ、美術 史学の制度 をめ ぐる問題につ いてよ り多角的 に検討 を加 えるべ く、建築 史 ・
工 芸 ・書道 ・考古学の分野か ら研 究者を招聰 し、研究会 と討議 を行 った。 各発表 者 ・内
容は次の通 り。
1999(平成11)年3月10日 青ソ1:哲人 「明治期 の,.建築史"と ア ジア」/中 谷礼仁 「口
本建 築における近世 と近代」
1999(平成11)年7月28日 山崎剛「明治時代 の工芸品 を見る一 その 地域性 に留 意 して」
/大 熊敏之 「絵画性 と彫刻性の相克一近代工芸 にみ られ るレリーフ表現の位 相 をめ
ぐって」
2000(平成12)年2月9日 筒井茂徳 「=:は芸術か1」/名 児耶明 「書 は芸術か 皿」
2000(平成12)年7月26日 広瀬繁 明 「明治期にお ける 〈文化財〉保 護行政の展 開
一 美術 史か ら建築 史そ して考古 学」/内 田好昭 「1」本考古学の形成」
(3>資料収集
「美術」 とい う外 来の観念が 日本に確 立 される以前 に製作 され た物品が 「美術」 とし
て位置づ け られる過 程を跡づ け るべ く、明治期の博 覧会 ・展 覧会の出品 日録 に注 目し、
デー タ収集 を行った。本調査は2001(平成13)年度か ら2003(平成15)年度の研究 プロジェ
ク ト 「明治期 博覧会出iT[1r_Y録に関す る調査研 究」 に引 き継 がれ、『明治期 府県博 覧 会lll













一見慮 してい くことの必要性が認識 された。そのテーマ として設定 されたのが 「外来美術
の受容」 とい う問題 であった。
プロジェク ト期間中 には、墨蹟資 料(『禅林鐙蹟』、『続禅林墨蹟』など)の デー タ収集、
林忠正宛書簡(当 研究所保管)の 整理 を行いrそれぞれデー タベ ース化 をはかった。 また、
請来宋元 仏画 ・高麗仏画 、ラファエ ル ・コラ ン作nor.アン トニオ ・フ ォンタネージ作品
の調査を行 い、基礎資料 の収集 に努めた。
研究会は、各年 度に折 々行 ったが、2001(平成13>年3月14日 には、「水陸画の受容」
と題する ミニシンポ ジウム を開催 した。
本研究に関連 して、以下の論考が 発表 された。
井手誠之輔 「元時代の釈迦三尊像 ・雑感一東福寺旧蔵本 をめ ぐって一」(「仏画の美術』
静嘉堂文庫美術館、1999年10月)
山梨絵 美子 「日本近代洋画 とフランスの出会い(ラファエル・コラン展展評)」(『美術刊1占』
779、1999年11月)
井 手誠之輔 「〔研究 資料〕見心来復編 『澹游集』編 目一 覧 附1見心 来復略年譜」(『美
術研究』373、2000年3月)




なお、本研究テ ーマ は、当研究所 の独 立行政法 人化に伴い、「日本 における外来美術













す なわ ち 、199eド 成1D年 度 は 岡山 ・大 通 寺 不空 覇 尋{観音・坐 像 、 奈 良 ・室 生 芋金堂
諸 像 な らび に弥 勒 堂釈 迦 女1陳坐1象、 伝 弥勒'}詳薩tk像、 丁・i'±;・東)℃院 伝 し仏薬 師五1を像 の 調
査 を行 い 、2000いF成12)年 度1ま京 都'福ll侍 薬lllⅡ1如Dk、71像、 地 蔵菩 薩 、ヒ像 、 京都'大
将 軍 八 神 社11紺lll像群 、 京 都 ・行f1三院宝}琶lll可弥 陀 坐 像 、 京都11d立博:物館(:rlll蔵)1".
天 而な どの 調 査 を行 っ てい る、
なお 、 この 調 査研 究 は5年1}1・IIIIIのう ち2年 が 終 え た と ころで 、独 、Ti'政法 人化 に と も
ない 、r.術部 の研 究 プ ロ ジ.Lク ト 「1亜:要〕ご術 作 品 資彩1集成 に関 す る研 究 」 に吸 収 され 発
展 的 に 解 消 したr、2年間の 成 果 と して は 津 Ⅲ徹 英 の 目頭 発 表 「室 生 寺 金堂 諸 仏和、見 」(彫
刻 史研究 会、 東京 国立 博 物館 、1899　r:6月5u7、同 「丁・葉 氏 の 妙 見信 仰 をめ ぐる 二 、 三
の 問 題 」(『房総 の 神 と仁、(千葉 市 美術館 秋季特 別 展)」 シ ンポ ジウム 、一丁・葉市)亀術 館 、199)
年11月13日)が あ り、 また 、 津1]1徹英 ・'一川 泰 彊、「ポ ー タブ ル蛍 光X線 分 析装 置 に よ
る大 将 軍 八 神 社 所 蔵 神 像 群 の彩 色材 料 」(「MUSEUM』582、東}IUI赦博物 館、2003f卜21D
に結 実 して ゆ くこ と と なっ た,,
「海 外 所 在 の 日本 文化 財 を対 象 とす る調査 研 究」
本研 究 は 、11{1内外 に お い て美 術 史研 究 κの 間 で基 礎 デ ー タ を 共有 し、研 究 交 流 を促進
す る ため に 、 ア メ リカ所 在 のH本)銅ll作iiflにつ い て 、基 礎 デ ー タを収 集 し、そ の デ ー タ
ベ ー ス を 口本語 と 英語 で作1友し、SifIせて カ タ ロ グと して[:1」行 す る こ とを 目指 したIIなお
本 研 究 は)集術 部のII1長期 研 究 計lllllに基 づ く調 査研 究 で は ない が 、時 期 的 に も 弔二な り、'li
部 が 大 き く関'∫した 共Illl研究 とい う こ と もあ り、 こ こに特 記 す る こ とに した い 、,
1988(昭和63)年 に 、科 学 研 究 費 「rll外日本 〕ご術 作IIIIIIの調 ず責研 究 と内 外 の研 究 交流 の
促 進 」 に着 手 した、,アメ リカ 国 内 の46の)釜 術?1、博 物 館 、 大学 に対 してア ン ケ ー ト調
査 を行 い、 こ の うち16の 機 関 に つ い て は イ ン タ ビ ュー 調 査 も行 ったO大 方の 賛 同 を得
た が 、 一方 で 、 日本 にあ る コ レ ク シ ョ ンにつ い て す ら包括 的 な 口録 が 完 成 して い な い に
もか か わ らず 、 なぜ 海 外所 在 の コ レ ク シ ョンの 調 査 やIl録化 を先 行 させ ね ば な らな いの
か とい う疑 問 も寄 せ られ た 。 ニ ュー ヨー クの メ トロポ リ タ ン美 術 館 に お い て予 備 調 査 を
行 い 、 同美 術 館 が 所 蔵 す る絵 画作Illl―1580点に つ い て 、 その ア クセ ッ シ ョン ・カ ー ドを コ
ピー し、既 存 の}一.;1,,,litから焼 き付 け を作 成 し、一 部 の作 品 を調 査 した 、,研究 成 果は 、
1988(昭和63)年1斐科 学 研 究 費 補 助 金(海 外学術 研究)研 究 成 身ミ報 告一;:rrにま とめ られた 、
利・学 研 究?1#Eの1[1請で は 、r一備 調 在 費 しか 認 め られず 、継 続 的 な チ算 の措 置が で きな か'」
た た め 、 プ'ロジ.[ク トを維 持 して い くた めの 窮 余 の 策 と して 、1989('1`-ltk:li:711に財 団
法 人鹿 島)セ術 財 団 か ら助 成 金 を 得 た1、ilrj財団 の 「美術 に 関 す る国 際 交流 の 援 助(2)海
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外 派遣」に より、「メ トロポ リタン美術館所蔵 日本美術作 品の調査研究」 とい う課題で、
島尾新 、井手誠之輔、井上一稔、長岡龍作が助成 を受けた。 メ トロポ リタン美術館所蔵
の絵Lit,彫刻 の本格的な調査 とデー タベースの作成 を行 うとともに、 内外研究者 ととも
にデー タの形 式及 びデー タ共有化の手法につ いて協議 を した。
1990(平成2)年 か ら、 この研究 プロジェク トの遂 行の仕方が大 き く変 わった。古文
化財科学研 究会(1996年度に文化財保存修復学会と改名)が 日本芸術文化振興会か ら芸術
文化振興基金助成金 を受 けてこのプロジェク トを遂行 し、 当研究所が 委嘱 を受けて、対
象機関 との協議や現地調査、資料の収丁、整理 、公開、デ ータベースの作成 と公開、 目
録 の刊行 を行 うこ とになった。助 成金の課題 は、「海外所在の 日本文化 財 を対 象 とする
調査研究」であるqメ トロポ リタン美術館所蔵の絵画 と彫刻 を調査 し、 さらに予備調査
として、ニ ュー ヨー クのバー ク ・コレクシ ョン、バーク ・ファウンデー ションにおいて、
絵画 と彫刻 を調査 した。研究成果 として、『海外所在 日本美術昴調 査報告1ニ ュー ヨー
ク メ トロポ リタ ン美術館 絵画 ・彫刻』(古文化財科学研究会、1991年)を刊行 し、絵
画428件、彫刻31件 を収録 した。 この 目録 は、調査対象機関に50部進呈 し、国内の諸
機関等に約190件、国外 の諸機関に約110件を配布 したP目 録 の発送 については、この
後の 口録Fll行時に も1こ の原則 を踏襲 した。
1991(平戊3)年 、バー ク ・コレクシ ョン、バ ー ク ・フ ァウンデー シ ョンの絵画 、彫
刻 を調査 し、 フ ィラデ ルフ ィア美術館 において予 備調 査 を行った。成 果 と して、『海外
所在 日本美 術品調査 報告2ニ ュー ヨー ク バ ー ク ・コ レクシ ョン バー ク ・ファウン
デー シ ョン 絵画 ・彫刻』(古文化財科学研究会、1992年)を刊行 し、絵画396件、彫刻
22件を収載 した。 この年か ら、奈良国立博物館が このプロジェク トに参画 し、ヨー ロ ッ
パ方面の調査研究等 を担当 した。
1992(平成4)年 、 フィラデ ルフ ィア美術館 において本格 的な調査 を行い、 カリフ ォ
ルニア州 コロ ナ ・デ ル ・マールの財 団法人心 遠館 及 び ロサ ンジ ェルス ・カウ ンテ ィ ・
ミュー ジアムにお いてプライス ・コ レクシ ョンの予備調査 を行 った。成果 として、 『海
外所在 日本美術品調査報告3フ ィラデ ルフ ィア美術館 絵画 ・彫刻』(宙文化財科学研
究会、1993年)を刊行 し、絵画141件、彫刻39件 を収載 したd
1993(平成5)年 、プライス ・コレクシ ョンの本格的 な調査 を行い、サ ンフランシスコ・
アジア美術 館 にお いて予備調 査 を行 った。成果 と して、 『海外所在 日本美術品調査報告
4プ ライス ・コレクシ ョン 絵画』(古文化財科学研究会、1994年〉を刊 行 し、絵画255
件 を収録 した。
1994(平成6)年 、サ ンフラ ンシスコ ・ア ジア美術館 において、絵画 と彫刻 を調査 し、
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成果 と して 『海外所在 日本美術品調 査報告5サ ンフ ランシ スコ ・ア ジア美術館 絵
画 ・彫刻』(古文化財科学研究会、1995年)を刊 行 し、絵両225件、彫 刻68件 を収録 した。
この年11月30日 に 日本芸術文化振 興会の駝査が あ り、その折 に、 日本芸術文化振興 会
側か ら、財 政事情が厳 しいために、第1次5ケ 年計 画が終 了す る1994(平成6)年度 を もっ
て本 プロジェク トを終 了 させて欲 しい との申 し入れがあ った。古文化財科学研究 会はそ
の 申 し出 を基本的に了承 し、当研究所が担 当す るア メ リカ所在の美術 品の調 査 は1994
(平成6)年 度 をもって、奈良国立博物館が担当す るヨーロ ッパ方面の調 査は、ギメ東洋
美術館 の調 査が終了す る1995,.=.f..成7)年度 を もって終了 させ る意向で あると回答 した。
その後1文 化庁文化財保護部美術工芸課長の三輪嘉六 よ り、文化庁が本 プロジェ ク トを
支援 し、日本芸術 文化振興会 に も助 成の継続 を申 し入れる旨の表明があ りr古 文化財科
学研 究会、当研究所、奈良国立博物館 は1プ ロジェク トを継続す る方向で合意 した。 こ
のため、 この年度には予備調 査 を行 っていない。
1995(平成7}年 、ブル ックリン美術館 にお いて予備調査 を行った。1996(平成8)年
1月16日 、古 文化 財科学 研究会 は 日本芸術 文化振 興 会か ら、継続 して助 成 を受 けて い
る活 動の必要性 について1検 討 し、対処 したい と して、再 疫資料の提 出 を求め られた。
1996(平成8)年 、ブル ックリ ン美術館 において本格的 な調 査 を予定 していたが 、美
術館 か ら、175周年記念展覧会 の準 備 に藩手 したため、当分 の間調査 を受 け入れ ること
が出来ない との申 し出があったため 、急遽 、調査対象をハ ーバー ド大学 サ ックラー美術
館 に改 めた。 ブル ックリン美術館 に関 しては、1995(平成7)年 度の調 査に基づ き、所
蔵作 品の基礎 データを・ ・iiして、 日本語 と英語 を併記 した 『海外所在 日本古美術lll調査
概報 ブル ック リン美術 館 絵 画 ・彫 刻』(文化財保存修復Ne会、1997年)を刊行 し、絵
画342件、彫 刻37件 のデー タを収 録 して、今後の調査 や資料 の活ll1に備 えた。古文化
財科 学研究 会は 日本芸術文化振興会 から、過去 のr績 と将 来の年次計画の提 出 を求め ら
れ、 本プロジェク トをすみやかに終了 させて欲 しい旨の 申 し入れがあった。
1997(平成9)年 は、ハーバ ー ド大学サ ックラー美術館 にお いて本格 的な調査 を行 った。
1996(平成8)年 度の 日本芸術文化振興 会か らの 申 し入れ を受け、文化 財保存修復 学会
と当研究所 は協議 し、1997(平成9)年 度 を もってア メリカ所在 の美術品 の調査研 究 を
終了す るこ ととした。 しか し1!良国立 博物館 は、1997(平成9)年度以 降 も当分の 間、ヨー
ロ ッパ方面の調査 を継続す ることに なった。
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算1期 中期計画 「東 アジア地域における美術交流の研究」の一環 として進めてきた研
究プロジェクトであった。




どの分野 にお いて も美術へ の関心が 多様化 し、質の高い資料を1幅広 く提 供"弓門ることがあ
らためて求め られるよ うになって きたことがあ った1,
したが って この研究プ ロジ」 ク トは新 しい 庭術 資料の 可能性 を探 り、その実現 を目的
に してお り、if.:体的 には、(D記 録媒体、分析 膚去な どの新 たな技術 に対応 し、精 度、
信頼性i網 羅性 など必,y,な条件 を満 たす資料の在 り方を研ラ廿し、(2)それを例示す る資
料の収 集と蓄積 を実践 し、成 果を報告、ll:として公表す ることを企図 して いた,、
{lll究ll的の実現に向け、例えば在外[[本llr美術 品保雀r二修復 協力 事業との関わ りか ら調
査を行うなど、様 々な試行が繰 り返 された中で生み 出された研究成 果の うち、最 も特 筆
すべ きは 「美術 研究作品資牢:1」"ArtworkArchivesforArtStudles"とい うシIJ一ズ名
を冠 した報告書3冊 であ ったq」 絵掲載L、以 ド、各報告書 について概 要を示す1、
(1)『黒田清輝 《智 ・感 ・情》一 美術研究作 品資料・一 第lII1}』(2{〕{〕ユ年1斐)
渡邊 明義 「は じめに」
山梨絵美子 「表紙解説」
城野誠治 「デ ジタル撮影 ・処理のll己録」
山梨絵美f「 赤外線のlf工遇で!Lる黒掛清輝 《智 ・感 ・情》」
「iiヲ『/fJ「L文.i十武」
本 誰};は、当時 、当研究所が所蔵 していた黒 川清輝 「'1:iflI・1惑・情 」に対す る光学1{1司査の
報告審 であ る、,この ときの光学調 査で は、情 報調整室が{ill究プロジェ ク ト 「lilli像形成技
術の開発 に関す る研究」の ドに開発 した高精細 デ ジタル画像 よる撮 影技術が駆f・芝された、、
論 文(LII梨)では光学調 査か ら得 られた知 見に基づいて作illl11制作 の過程や変 兜の意図な
どが考察 された。
(2)『東寺観智 院蔵五大虚空蔵'墨1こ薩像一)ご術研究作品資料第2冊 一』(2〔X}3年度)
渡邊 明義 「は じめに」
岡田健 「東寺観智院蔵五大虚空蔵 避1'薩像」
岡田健 「【調書】五大虚空蔵'亭薩像 ノll躰」
#i・は京都の束春観智 院に所1歳され る五大虚空蔵 灘 剰象5尊(唐 代、木彫像)に 対す
る調査報告書 であ るr,この 報告ll}:に掲 載 され た図版 は、19961::成8年度)7月 に特別
研究 「中国仏教美争1}∫基準作llllll翻1騨削ill究1の・・環 と して、本作例 を調沓 した際 に撮影 され
た写 真資料が使川 された1,それ らは4x5イ ンチ ・サ イズのモ ノクローム ・ネガフfル
ム とカ ラー ・ポ ジフfル ムに よる撮 影 、1～切大の専 用 フ ィルムを川いたX線 透過撮 影
か らなったが 、これ らか ら今目の水準に照 らしてす ぐれた画質の図版 を作成す るこ とが
確認f;:}た,
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石井`1∫「巡海の掌》 肖二考':もの としての絵 画」
森111秀r編「白馬 会第91【1【展出品時の1比評」
植野健造編 「育木繁 《海の幸》 関連年 表」
植野健造編 「青木繁 年表」
(3)『青木繁 《海の幸》一 美術研究作 品
資料第3冊 一』(2004年度)
鈴 木規夫 「は じめに」
平野実 「《海の掌》100周年 に寄せ て」
旧中淳 「《海 の掌》誕 生 まで」
植野健造 「名作 ものがた り:青木繁 《海
の幸》の100年」
城野誠治 「デ ジタル画像の制作につ い
て」
1「f木繁 「海 の 幸 」につ い て 、当研 究 所 と石橋IIす団 石橋 突術 館 の 問 で 研 究 協 力が 行わ れ 〔図
14〕、lll:木繁 の 生 地 で あ る 福 岡県 久留 米 市 、「海 の幸 」 の 制 作 地 で あ る 丁・薬県館Ili【M∫良
等 で 、関 係 者の イ ン タ ビュー をi`sむ現 地 調L[.撮 影 が 行 わ れ る と と もに 、高 精細 デ ジ タ
ルIllli像、 近 赤 外線 撮 影 に よ る 「海 の 幸 」 の 光学 調rt.が実 施 され た 、,
L述の 報IIFi暑:3冊の ほ か に 、非 売 品 なが ら、2002('ド成14)年 度 に 『1豊要 美 術作 品 資
牢:ト集L此`こi】一弓旧る イσf究'1∠,戎ll4(2002)イ1三1幸艮[.1t:1'』、2005Ci勺」比i7)イ「1圭芝1こ『唯'拠美 制サ
作 品 資料 集成 に1瑚す る研 究』 をそ れぞ れ刊 行 したC、前 者 は この 研 究 プ ロ ジz、ク トの 中 間
報 告 、 後 者 は総 括 と して の役 割 を担 った と言 え る。
「日本 における外来美術の受容に関 する調 査 ・研究」
本研究 は、前年度 までの研 究プロジェ ク ト 「日本における外 来の美術の受容 につい て
の研 究」の成果 を引 き継 ぎ、開始 された。前 プロジ ェク トを うけて本 プロジェク トが 日
指 したのは、外来美術 を 「受容」や 「影響」 といった一面のみ な らず 、制作 地での状況
や、Fl本側での選択 や拒絶、転用な どを視野 に入れつつ、その時 々での異 文化理解の 諸
相か ら究明する とい うことにあった。
と りわけ、以下 の四つの具体的 な視点の下 、概究 は推進 された。(1>作品の移動 に注
目す る、(2)一つ のモテ ィー フの形体が変容 してい く様 を詳細 に追跡す る、(3)一人の
作家 をめ ぐる言説 を詳細 に収 集 し、その作家が どの ように受容 されたのか を言説の面か
ら跡づ ける、(4>受容 された ものがr本 来 どの場で どの ような位置づけ にあったのか を
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1[1調 佃lll・究
新たな資料 によ・」て検証 し、それ との1'ヒ
ll咬において、その受容の され 方を再検詞'
す る、である1,
研究推 進にあたっては 、前 ツロジ⊥ ク
トの1傑にlf1'われた ミ∬:シンポ ジ ノム 「水
陸画の受容 」が大きな刺激 とな り、 ・つ
のテーマにつ いて 複数の研究 者が発表を
行い、意 見交換 をする シンポ ジウム形式
の研究会 を行 った。「異'文化受容 と美術」
rr
15「 異 虻{ヒ受 容 と 美 術 」 第1[[ljミニ シ ン ポ ジ ウ1,
「鎌 倉 ・南北 朝1時代 に お け る外 来'旋術 の受 容一."司く
風.iの問 題 を 中心 に 」 島 尾 新 のiL.r.:
i
と題 され た ミニ シ ンポ ジ ウム は 、毎 年1、21111、計61111開催 され 〔図15〕、国 内 外 か ら広
く専 門 家 を招 聰 し、積 極 的 な学 術 交 流 が は か られ た1,また 、毎 年 秋 に 開か れ る オー プ ン
レクチ ャー の総 合 テ ーマ を 「外 来 美 術 の受 容 】に設 定 し、所 内外 の 研 究 昇の 発 犬の場 と
した 。 各 月の研 究 会で も 、木 研 究 に関 わ る テ`"1/での 研 究 発 表が 行 われ た1、
2003(層三,曵15)イr`こ1よントこ子i」1ニザヒ(ノ)[lIll}1判U}テ〔「llイq:tscrる夕下来)廷子'h℃)'受ぞド1二1具1-」る1;瑚II`・
研究』)が ま とめ られ 、 中 川 報;1'1:ll行ll貨階 で の 研 究 成 斗毛と ノi後の 課 題 、 そ して 、 第11111
か ら第3111mまで の ミニ シ ンポ ジ ウム で の討1畿が まとめ られ た1,
また 、 最 終 年 度 の2006い ド成1呂1年:1月 には 、 『Ei本に お け る 外 来}さ術 の 受 容 に 関す
る調 査 ・研 究 苧1乏11hll:.1を1 ll行し.ミ ニ シ ンボ ジ11ノム とオ ー プ ン レ クチ ャー で 行 わ れた
研 究 発 表 を掲 載 した1.轍Ilhll:は蓄 績 され たll'11々の 発 ノぐ内容 を 、lill究の 発 表順 や 時 代lll〔{で
は な く、 「人の 往 来1.1'モノの 往 来i,「メデfア の 役 割 .1、1新IIIの川 会い と葛 藤 」、「近
代 美 術 史へ の 眼 」 の ∬1:つの グル ー プ に 分類 し、本 ヲ'i:1ジ」、ク ト/.体の 流 れ が わ か る よ う
な構 成 を 目指 した1、
「日本 ・東 洋 美術 研 究 文 献 の 活 用 に 関 す る研 究」
美術 部 はi日 本 及 びそ の他 の ア ジ ア諸 地域U)Il羨術 に関 す る'文iを 収 録 した 口録 と し
てi帝 国 美術 院附 属 美 術 研 究1サ1時代 の194!(昭 和16)年 に 『東 洋 美 術 文 献 口録 定 期
刊 行 物 所 載 古 美材{j:文献 」 を 、 躯京IIこ[、Z文化 財 研 究 所 時 代 の1969(II召和44)年 に 「II本
東洋r美 術)ヒ南よII録 昭 和ll-40で1こ定 期Flj行物 所 載』 を刊 行 した。 前者 には 、明 治時
代 か ら1t3:i5dll{和1〔J]年まで の 問 に 発 行 され た 定 期i二ll行物 に掲 て1覗され た 文献 を、 後'呂
に は 、1936〔昭和IDfi毛か ら1965t.lli和40)年まで の 文献 を収 録 した 、 本 研 究 は、 これ
らの続 編 にあ/:るm本 聾{洋111凝術 文献 目録 一・九ノ{六一:OO()年 定 期1:1」行 物 所 ・1鱒
をrlJ行す る こ と をJlx終的 なII標 と してfJ:・・た 研 究 で あ る,独 、ン:行政 法 人 と な',た200】
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(平 成13)年 か ら2004!.成16)年 に
、.一・ ㌧ 年 度 計1
111iに掲 げ 、 研 究 を 行'」 た が 、 こ
.良監
れ は 、 前 著 を 刊 行 し た 以 降 も 、 定 期 同
行 物 所 載 の1・II`美術'文 献 を 継 続 的 に 収 丁 、
7 、 ・IF整 」叩 し 、 ・デ ー タ イヒし て 、)ミ術:部力{団 行、 L㌦
㌔'r,
・ ミ.提{、 一'1一るil口 本 ・嚢 術 ぐ1こ錦i.llに掲1殴'll一る と い
う情 報 資 料 ・部 、 そ の 後 」才で あ る`1'Ill報lll・liJ
!;iγ1術ヒ献II録.'及び ・i'11本叫U・1≒[11・〕≧術 虻献1{rII:1:.〕整 室{現1企1111i1'illl躍i"}il:虻化 財'ア 一ーカ イ ゾ
'1'1『の 地 道 な 仕 事 の 実 績v)う え に 成 り 、ン:って い る 、
年 か ら20〔〕0(1こ成12).f「ま で の35年IEtjに、1[本 国 内 で'発fj:され た 定
、:1'II本'〕曇術:年j;llll.!1に収 録 さ れ た 二(L献4〔〕766件 を1もれ な く 対 象 と し 、
さ れ て い な か ・・た 嚢 術:・11芸 く1係の 文1猷2576タ1二を 増
3342件 と なJた,,採 録a.)範llllと[一,た.1'山域 は 、ii本 、 中[11、朝 鮮 の 束 ア ジ
リ ジ ア
、1十∫ア ジ ア 、liI央ア ジ プー 、.lLアジ ア 、IlL〔ア ジ ア のllii'Ili1、諸 地 」或
こ れ ら の 地 」或 に 関 連 す る 内 容 を も つ1虻 献1こつ い て は 、 そ の 他 の 地 域 の も
.とし た1、 時 代 に つ い て は 、1図{1.止江 戸11与代 、IIIll{は清1L「・代 、 朝 鮮 はi明
_、f也 の 」也」或 に/.)い一(隔も1既ね こ れ に 準 じ.た1,」厘 、 憂見代(ノ)幽拝 象 て3あ'・て も 、
こ関 連 す る 内 容 を1も',虻 献 は 対 象 と し た ジ ャ ン ル に つ い て は 、)隻術 、Il




こ れ に 様 々 な 理IIⅡか ら 年 鑑 に 収 業」轟
ff1し、 ・1総数Lレ1
ア を は じめ 、 東 南1
'ぐ・あ る ま た
、
の で・あ … て1も 対'象
紅r.1時イ1こζを ド1牡是とi
こ れ ら の 目ll代l
a:、建 築 を ヒた
を 川1え た.,
対 象 と し た す べ て の1如 猷 に つ い て 原 誌 に ・1'1た;lllli:し、 掲 載 記 ・」fと照 合 、 校lrを 行 っ
て 、 臣 確 を 期 し た.=原 誌 の 照 合 ℃斗に 関 し て は 、 多 く のJ`'i='や図II}:角隣{の協 力 を 得 た.文 献
の 分 類 と 配 列 、大 見1[llしのfd'1」・に つ い て は 、il'II本美 術 年lllll劇の 現 行 の そ れ に 準 拠 し た が 、
さ ら に そ の 中 を 細 分 し て 、 中 見 出 し と 小 見lilしを 加 え る 努 力 を し た.,ま た 、 前 嵜 に は 無
か 一・.,た定 員ル同 行 物 の 発 行 ・年 月 を'文献1r}:に付 し 、 さ ら に 検 索 の 便1'isを・考凸慮Lて 、 拷:者'名索
り1を 加 え る.'1':・九 も 行 っ た 、,1
こ れ ら のfi升ラ冠1'比・果 と し て 、2005いF成17)でli3」 」に1「itイ{畔{1羊Ili'・美 術:文 由,こil霊1貞
一九 六 六 一・二 〇 〇 〇 年 定 期'i二ll行物 〕り「'載』 を 刊 行 し た 〔図1(i〕1、
「中 国 壁画 の 研 究 」
III期計」Illl「束 ア ジ ア地域 にお け る美 術'交流 の 研 究 」
ジ」一、ク トで あ った 〕
2∬6
の 一・nLxll1LCとし て 進 め て き た 研 究 フ"ロ
旧 調在研究
研 究f=i的はi中 国 に所 在す るIir墳、寺 観 、 石 窟 与院 な どの 壁 画 につ いて 、現 地 調 査 を
踏 まえ なが ら、(D壁 画 σ)技法 、 材料 、 と くに顔 料 や 色 料 に 関 す る分 析 とJ・J:、(2)顔
料i色 料 の 変 色 、退 色 にiす る資 料の 収 集 、想 定 され る原 因 の 考察 、(3)壁1[1】1のi完題や
図 像 構 成 、 様 式 的 特徴 の 記 録 及 び その 解 釈 と比 較 研 究 、(4)修 復 す べ き作llllの選定 及 び
そ の 美 術 史的IIIIilil{IJ凸け 、(5)技 法 や 材 料 等 に関 す る 文献 資 料 の 読解 及 び現 存す る壁Illliと
文献 資 料 との 北II咬等 を通 じて 、中 国 壁 画研 究 の ため の 基本 資 料 を整 備 す る と と もに 、そ
の 保 存 と修 復 に 対 して 庭術 史の 面 か ら協 力 す る こ とに あ っ た、
研 究 成 果は現 地 調査 、 関 連 作 品 の調 査r研 究 交 流1デ ー タベ ー スの構 築 、 そ して 報 告
ll}二の 阿行 が挙 げ られ る。
現 地 調 査 につ い て は 、 中 野 が2001(平成13)年 か らx[]03いト成15)年 まで 毎 年lIll【、
ユ ネス コ の クム トラ石 窟保 存修 復 事 業 の ・環 と して 、 新脳 ウ イグル 白治 区 クム トラ石 窟
の調 査 を行 った 。 ま た 中野 はXO[]4いF成16)年に 、 トル フ ァ ン地 区 を 代 表す るベ ゼ ク
リ ク石 窟 及 び トユ ク石窟 を調 査 した、,新頒 ウ イ グルr【治 区 を フ ィー ル ドと した 調 査以外
に は 、勝 木が2002q{成14)年 に 南 京地lx:にお け る石 窟 壁1111iの調 査 、2004いド成16){ト
に 山西 省の 寺 観 壁lllllの調 査 、2〔}05eド成17)年 にlllll・1西北 部 の 芋観 壁 画 の 調 査、 そ して
北 京 市 の 法 海 寺 壁ll町の 調 査 を 行 った,
i作r.:rrFiiの調 査 につ いて は 、情 報 調 整室 、保r._.,の 協 力 の ドr光 ・:..._的な 調 査 が進
め られ た 、 調 査対 象は2001('r成a))年度 に 東京lll位隙物 館f呆管 の 地ll聯11二i据像 幡(享虻蜆
出i:、ペ リオ将 来、TAI58)、20〔〕2いド成14)年 」 に 東 京ll`1、Z博物rrti・,5・の 壁Illlil析片(大
谷探検 隊将 来の クチ ャ出L断 片3!,'!:、将 来 者不 詳の クム トラ川 ヒ断片1点)、2003い ド成15}
年 度 に痕 京 国 立 博物 館 仙モ管 の 壁lllli断1'r'3点(大谷探検 隊将 来、ベ ゼ クリ ク石窟IlhDと 紙
本 着 色 樹 下 人 物 図(ト ル フ ァン ・ア ス タ…1一墓lhI:)、2004(・ド成16)f1η斐に 収 京 国 、7二博
物 館 保 管 の 壁 画 断 片2点(大 谷探検1隊将 来、 ミー ラ ンX14!:とべ ゼ クIJク石窟Illl1:)と塑 造
菩 薩 頭 部(ク チ ャ ・クム トラ川L)で あ っ た1,
研 究 交 流 につ い て は2002(平成14)年1斐に 研究 協 議 会 を1回 、2002(平成14]年 度 に
研 究 協 議 会 を2回 、研 究 会 を1同 行 い 、 調 査 ・研 究 σ)成果 を公 表す る と と もに、 今 後検
認 す べ き問 題 の 共 有化 を 目指 したC
111国壁II【1iのデ ー タベ ー スの作 成 に つ い て は 、河 南 省 、吉 林 省 、湖 爾 省 、 広 東 省 、11f海
省 に所 在 す る壁illliのデ ー タ約3F件 を5年 間 にわ た って 入 力 したC,研究 成 果報 翫1目まこ














を開催 し、その報告書 『今、 日本の美術史学をふ りかえる』 を1999(平成11)年に刊
行 した。 また、それを踏 まえて1997(平成9)年から2000(平成12)年に科学研究費 「日
本における美術史学の成立と展開」を受けて日本の美術史学史の調査研究を継続 した。
「明治期1専覧会出品 目録に関する調査 ・研究」はその一課題 として開始されている。博
覧会は西洋の展覧制度として明治期にもたらされ、同じく西洋からもたらされた 「美術」













翌年からは科学研究費 「日本近代の造形分野における 「もの」 と 「わざ」の分類の変遷
ors
flll』1幽ll査研究
に 関す る 調査 研 究 」 に よっ て 各博 覧 会の 要綱 、II録の 収 集整理 を継 続 し、 デ ー タベ ー ス
化 す る作 業 を1-'い、 本 プ ロ ジ.1.クトの 目的 で あ っ た 『明 治 期 府 り1し博 覧 会出 品1険 貞 明治
匹1年～九 年」(2004{卜31Dσ)1二1」行 を 果た した1,この 報ll'il}:が1876(明lii9)年まで を対
象 と した の は 、収 集 資 料が 大部 に な り、 ・巻 に ま とめ るの が 困難 で あ った の を ドな理 ―11
とす るが 、 この まと ま りは 、18771明治10)年 に 皿i幻付に よ る内1'i三【勧 業†ll;〔1参包会が 開催 され
て 西洋 的 鱒覧 会の11111度が 本格 的 に受 容 され始 め 、江 戸期 まで の展lli'-iuシステ ム が 大 きな変
遷 を 遂 げ る画 期 をな した の と呼 応 す る,本 研 究 で 収 集 ・整 理 され た 資 料 は1877(明 治
10)年以 降 に も及 んで お り、そ の 公 開 、 発 表 は今 後 の課 題 と して 残 され て い る[1
「昭和前期 を中心 とする日本近代 美術 の発達 に関す る調査研究」
本研究 につい ては、「(3)1989(平成元)年 ～2000(平成12)4三の中長期研究 計p1sjに
基 づ く調査研究」 中、「明治後期 か ら昭和前期 の 美術 団体、内外 博覧会に出品 された作
品及びその作家 の研究」(205--206頁)を参照、
「現代美術資料の調査 ・研究一 資料収集 ・整理法の確立の ための研 究」
本研究 は、研究 プロ ジェ ク ト 「我が国の近代 美術の発達 に関する調査 ・研究 」のpxl,I」rコ
として、 田中淳、塩谷純 、小林未央子 を中心 に進め られ た,、これは、戦後か ら今11にい
たる 日本 の現代 美術 を対象 に、展 覧会図録 、11録等の印刷物 を―II心とする資料を」1又集 ・
調 査 し、多様化する現代美術の動 向を研究 し、あわせてll本の近現 代 〕亀術 の保 存ll己録の
あ り方と公開の方法につ いて研究す ることを口的 と した ものであった1,
と くに本研究 は、1997(平成9)年 度 に笹木繁 男iそ宰現 代)亀術資半十セ ンターか らの寄
贈 を契機 に同セ ンターの 資料 を11T心に進め られ た,,寄贈時には、 ド記のよ うに各報道機
関 に も取 り.上げ られ、話題 となった、,
個人収集の現代 美術資料1し:1ウ:支化財研究所に寄贈
東京都中野区の現代 箕術資料セ ンターが収蔵す る戦中、戦後の美術に関する資料の全点
が、東京文化財研 究所に笥:贈されることになった。




プに関するlll二籍や展覧会図録、パンフレッ ト、はが き、ビデオなどが含 まれてお り、冶術
7rr)
雑誌や作家の個入資料もそろっている。





東京文 化財 研 究所 では、段 ボー ル箱
1'rLl'箱分 の 資 料 を 六)!に'受け 入 れ、
二〇〇〇年までにすべてを搬入する,、この
年に完 成1㌻定 の新 しい建物 に 移転 した後 、笹木氏 の 協力 もえて、 公開 に向け て 整理 作 業 と
Il録作 りを始め る,,」(「li本経 済新聞』 日刊、199?年71]171D
L記の 新 聞 記 事 の他 に も、寄 贈 時 に は 各種 の 新 聞 、雑 縮 に ド記 の よ うに取 りf'げられ た 、,
1'戦後現 代 獅ll∫のII種な 資料 、 來 京ll{1-、ン:史化財 研 究所 へ 毛有:贈決 定 」(―'1刑熟fヤラ リー1、
1997年711}∫・)
「人 らん だ む 東 京 国 立 文化 財 研 究 所 に 美 術 資 事:トを寄 贈 した 笹 木 繁 リ}さん 資 料 の
開放 を願 って 」(「新 庭術新聞』809、1397年911211D
「笹 木 さん の 什r一をつ な ぐ数奇 な糸(笹 木繁 男)」(『あいだ』Z4,1997frl2月)
II;lll淳「特 集 アー ト・ア ー カ イ ヴ 近 代)こ術 ア ー カ イ ヴ と ダ ンボ ー ル箱 」q[現代のII艮.1】
523、2000でト8月)
また 、 こ れ に関 連 して 笹 木氏 は、 す で に閉 じられ た[[1[j11'1liの資 料 を中 心 に した ドキ コ メ
ン トの 展 覧 会 を企 画 公 開 し、 その 折 りに も各 新 聞等 に取 りLlデられ 、"ifiJf所へ の 寄lll;噌
がlifrl題とな っ た 、
「疾 駆 け た ギ ャ ラ リー の 記録(軌 跡)展 」(ギへ・ラ リー川船 、1998年81」24UからXlll21D
「イン タ ビュ ー 私 財 を投 じて 美術 資 料 収 集 笹 木 繁 男 さん 疾駆 け た ギ ャ ラ リーの
記録 展 画廊 の 原 点 見 直 しを」(菅)(「読売新聞』 夕:「U、1998年91!211)
.ヨll晴夫 「現 代 ア ー ト考 記 録 と芸 術 時 代 の鼓 動 鮮 や か に(笹 木 繁男)」(「毎II新1珊』
タ 「ーll、1998句三 月20「D
こ の寄 贈 資料 の特 徴 は 、戦後 及 び現 代 まで の 画 廊 資 料i作 家 資 料 だ け で な く、1=f中戦 争 、
太1五洋 戦 争 を中'L・とす る戦 中 期 美術 資 料 、戦 後 の 「具 体 美 術協 会」 資 料が 充 実 して い る
こ とであ るDま た作 家 別 で は 、 と りわ け 久 隅 守景 、本 多 天城 、 藤 Ⅲ 嗣 治 、李 鴻 喚 、 草 問
彌 生 、111村.iF.:.山下 菊 二 、中 川 莱 夫 、 大野 一雄 、菅 木 志 雄 、 川俣 正 、村 」:隆等 の 文 献
資 料等 が ほ ぼ網 羅 的 に収 集 され て い る こ とで あ る0そ して、 美 術 部 で は前 述 の 資料 整 理
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とデ ー タ化 をす す め 、CI)一一12C)M版と して 「笹 木 繁 男氏 一iモ宰」}邑代)こ術 資 料 セ ン ター 寄 贈
資 料11録 」{20⇔2で1こ31D、「笹 木 繁'Ja1Liこ宰 現 代 獅!}1資料 セ ン ター 寄 贈 資 料II録[111i廊
関 連 デ ・一 タ」{2006年3月〕 を 団行 す る こ とが 出 来た,な お 、 笹 木氏 との 問 で は 、lill究
者へ の 公 開 をす す め る ワ∫で 、資 料 の 補填 をす る こ と を 条件 に寄 贈 を受 け 人れ て お り、
1f比野 レ1`彦、高III良策 、 ヒ前,E:lill11、中 村 宏 ジ.Lセブ ・ラブ らが所 蔵 して い た資 料 も寄
贈 され 、 それ は 現 在 も継 続 され てい る[]
「黒田清輝 の再評価 に関す る調査研 究」
Q本 近代 を代表する洋画家の黒 田清輝、 及び関連美術 家の作品やY:.:11料等の総 合的な調
査研 究 として2001(平成13)年度か ら2005(平成17)年度 まで行われ た、,'11研究所は
その前 身で ある美術研究所が黒 田の遺産 によって設 凱されたこともあ り、黒 川の作1'IIIIIを
多数所蔵 し(2007年に東京国立博物館へ移'"=}、関連資料 も蓄積 さオしてい る,,本研 究はそ
れ らを改め て調査 整 理す ることで 、作家研究び)・つのあ り方を示そ うとす る ものであ'J
た。
まず作品 については、情 報調整室の城 野誠治 の協力の もと、最新の デジタル技 術 を応
用 した光学 的調査 を推 し進めた,、その成果は研究 プ1!ジLク ト 陣:要 甕術作IIIIIぽ量料集成
に関する研 究」の一・環 で もあ る 『黒川清輝 く智 ・感 ・情》一 美術llll二究作 品資料第lHl}』(2{}〔〕2
年「ll)に報 告 され た他、2004いド成1(i)年には情報 調整室の研究 プロ ジ」、ク ト 「[llli像形
成技術 の開発 に関する研究」 との 共同研究 と して、黒 川記念館で 「黒田清輝 の 日一風 景・
か らだ・顔」 と題 して展示公閉を行 っている、 この展 示で は黒 川清輝の 「湖畔1「智・感 ・
情」「松方公 肖像 ド絵 」「1it人1'lf象」 及びIlf木繁の 「高取伊好像」 を対象に、風 景・身体 ・
顔の3テ ーマで構 戒 し、高精細デ ジ タル[llli像、Ilr視域内励起光に よる蛍 光画像 、反射近
赤外線 画像 、透 過近赤外線1山1像等 を実1乍IIIIIIと比較 I同ξる ように展示 したr,
資料 に関 しては、当研 究所 が保管 する黒 川清輝宛1肺行の整理 を行 い、7千 件にのぼる
書簡 の差出人や 日付 を入力 したデー タベ ースを2002er成14)年度 に作成 した。 同デー
タベ ースは個 人情報 を含 むため 原則 と して非 公開で あるが、 旧中淳が2005(平成17)
年に刊行 した 「画家が いる 「場所」一 近代U本 美術 の基層か ら』 ではそれ らの書簡 が随
所 に活 用 され、 また200d1・rl..1..成】6)年1斐には フランス語書 箇253通が小山 ブ リジ ッ ト、
奥川勝彦 によ り翻訳、2〔}09(平成2D年 度にこれ を刊行する予定 である、,
本研究では 淋簡 をは じめ とす る未公1二1」資料の整理 に加 えて、公1二1」図膚や 新聞剰1≡誌 等に
掲載 された黒川清 輝関 連文1獣の収 集を行'・た、2()U3eド成15)年に和歌山～IIいk近代美術
館で開 催 した黒 川llll輝展の カ タロ グ編 集に際 し、それ までの 文献 」[録の見illl二しを図 り、
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これ を更新 した。 その うち、 とくに黒 田清輝 の署 名のあ る文章 ・談 話 ・座談 会等 の記
事 については、1983(昭和58)年に刊行 された 『絵画の将来』(中央公論美術出版)に 収
録 された もの を除いて編 集、適宜注釈 を施 し 『黒 田清輝著述集』 として2007(平成19)
年 に刊 行 され てい る。
その他に も、黒田が1900(明治33>年か ら翌年 にか けて渡欧 した折 に関 わったパ ン
テオ ン会につ いての研究協議会 を、他機 関の研究者 を交 え2001(平成13)、2002(平成
14)年度に開催、2002(平成14)年度にはその会誌 である 『パ ンテオ ン会雑誌』の撮影
調 査を行 うな ど、黒 山周辺の美術家 も視野 に入れた調査研究 を行 った。その成果は 「パ
ンテオ ン会雑誌』研 究会編 『パ リ1900年・日本 人留学生の交遊一 『パ ンテ オン会雑誌』
資料 と研究』(2004年刊)に 反映 されて いる。
o広領域研究室
「光学的手 法による美術 工芸品の彩色 につい ての調査研究」
本研 究 は、「画像形成技 法の開発 に関する研究」(情報調整察)、非破壊測 定法の改良
{研究及 び新手法の研究 で開発 された分析 及び画像形成技術 を、美術工芸品 に適用 し、美
術史等 人文科学の分 野を含 むよ り総合的 な研究のための基礎 を築 くことを目的 とし、X
線透過撮 影、エ ミシオ グラフ ィ、蛍 光X線 分析 ・赤外線撮 影、蛍光撮影 、顕微鏡撮 影
などの光学乎法 を用 い、絵画や彫刻 ・工芸の彩色顔料の材質 ・技法 を分析 し、そこで得
られたデー タをもとに、美術工芸 品が本来 どの ような表現 をもっていたのかrそ れ を実
現するために どの ような材料や技術 が用い られていたのかな どの 問題 を追及 し、作品が
盛 まれてか ら現在 に至 るまで生 きて きた歴 史を考 える ことを 目指 した。
研 究対 象には、それ以前 の受託研究 を含め過去3年 間行 って きた五 島美術館 ・徳川
美 術館 「源氏物 語絵 巻」 の調査研究 を この プロジェ ク トで継続 し、蓄積デー タの整理
を行う とともに、デー タ解析の ための研究会等を開催 し後掲の報告書を刊行 した。 また、
2002(平成14>年度 には国宝平等 院鳳 鳳堂南面 側壁の壁画調査 を行い、2003(平成15)
年度か らは彩色 関係 資料 のデー タベース(語 彙 ・資料編)の 構 築 とホー ムペー ジにお け
る公開、木彫像の彩色調査な どに も対象 を拡大 した。
成果 として、第30回 文化財保存修復研究協議会 『光学 的方法の明1ヨ』報告書(2002年)、
早川1弘 ・津 田徹 英 「ポ ー タブル蛍光X線 分析 装置 による京都 ・大将軍八神社神像 群
の彩色材料調査」(『MUSEUMj582.東京 国立博物館、2003年2月)、『光学的手法に よる





川 泰 弘 ・津 田 徹 英 「蛍...xilk分析 を111いた'ド等 院鳳 嵐 堂 中lll11中生 図 の 彩 色材 料 調 査 」(『鳳
翔学 叢』2、'ド等 院、20〔〕5で1q2月)、!1り[1泰弘 編 『1-1{「1こ源 氏 物 語 絵 巻 蛍 光X線 分 析 結 果』
(2008年)など に結 実 して ゆ くと と もに、 美 術 部の 研 究 プ ロ ジ ェ ク ト 「美 術 の 材・料 ・技
法 に関 す る広 領域 的研 究 」 に 発展継 承 され て い くこ と とな るt,
むすびにかえて
これ まで75年 の間に行 われた調査研究の概要 を記 して きた。それ ぞれの研究 を概観
してい くとr当 部の業務が 、教育 ・研究機 関である大学 、展示 ・研究機関である博物館、
美術館 とは、おのず と異 なる特色 と職貨があることは明 白である と思 うnそ れ は、総合的 、
基礎的 な研究の継続 と、先端的 な調J,1.・研究 ノ∫法、手法の開発 とそれを援川H'た新たな
課題 に取 り組 むことで あ り、その研究成 果を積極的 に公開 してい くことであ る、 いずれ
の場合 も、同 じ研究課題 に向か って'1倍llの研究 粁が糸11織的に、なおかつ時間 をかけて計
画的 に遂行 しなければ成 果を 】:げる ことがIlll来ない ことは 註うまで もない、だか らこそ、
今後 ともK化 財、〕き術 作品 を対 象に、当研究所 内外 の他 分野の ～～こ門家 との協力、連携を
深めなが ら、業務 と しての調査研 究を不断に進めなければならないであろ う、 また1こ
う した継続 があればこそ、'li部の調査研究ll斥動 に対 して国内外か ら厚 い信頼 を得 るとと





1930(昭和5)・年10月17日 、 美術 研究 所 の開 所 に よ りr資 料 部 が誕 生 した。1947
(昭和22)年、当研究所は国立博物館 の附属とな り部局名は第 七研究室 と変更 されたが、
1950(II獅1125)年、文化財保護 委員会の附属 となって1951(昭和26)年には資料部の名
称 に庚 った。1952(昭和27)年4月1日 、東京文化財研究所 と改称す るにあた り美術 部
資料室 とな り、1977(昭和52)年4月 まで この名称が続 いた。
1977(1―1i利52)年4月18日、従 来美術部資料室が 果た して きた美術 に関す る研 究資
料の作 成 ・収集 ・整理 ・保管 ・公開等r美 術 史研究における資料セ ンター的役割 を更 に
発展 させ て、 当研究所各部の所掌にかかるすべての資料 を対 象 とす る部署 として、新 た
に惰 報資料部が発足 した。 同部 には、文献 資料研究室及び写真 資料研究室の2室 が 澱か
れた。
2001(平成13)年4月1日 、F:t京国立文化財研:究所 が独 立行政法 人文化財研究所 東京
k化財研究所 となったのに伴 い、協力 調整官一情 報調整室 と改組 された。
20〔〕6(平成18)年4月1日 、情報 システム研究塞 と文化財 アーカ イブズ研究室の2室
構成の企画情 報部 となる。
部室 員の調 査研究 につ いては、美術 都の項 で述 べ ることと し、 ここで は職掌 であ る、
研究 資料の作 成 ・収集 ・整理 ・保管 ・公開、情報処理シ ステム、画 像形成 に焦点をあて、
蔵書の紹 介 とあわせ て、当研究 所の設立準備の時代 を含め て開設後か ら75年にわたる




画 された美術奨励事業に、矢代幸雄の美術図書館建設案が採用されたことか ら誕生 し

















Zナ シ ョナ ル ・ア ー ト ・ラ イ ブ ラ リ ー
存 して い る 例 が 多 くみ ら れ、 矢 代 は 日本 で も同 様 の 施 設 が 必 要 だ と強 く感 じ、L研
究 で利 用 した い くつか の 機 関 をモ デ ル に、 美 術1_IF7館を構 想 して い た(「 美術研究所 の設
立 と 「美術 研究 」 の発刊」 『美 術研 究』1,1932年1月 、及び 「美術 図lll:館に就て」 『1更hll:館雑
誌』209、1937年4月)。そ の 関 心 の 高 さ は、矢 代 が持 ち帰'」た ウ芝国 のIF'....'.i.r.1}物館(British
Museum)〔図1〕、 ロ イヤ ル ・ス コ テ ィ ッシ ュ ・ミュ ー ジ ア ム 〔RoyalScQuisllMuseum)、
ア シ ュ モ リ ア ン博 物 館(AshmoleanMuscumJや、 ド イ ツの ラ イ プ ツ ィ ヒ ・ ドイ ツ図
書 館(LeipzigDeutscheBucherei)、ベ ル リ ン 国tン:図ill:館(Prt・u謡scheStaats1〕}blioth醸
Berlin)などの 図書 館 の 図 面 や 写真 か ら も うか が うこ とが 出 来惹 、
1925(大正14)年 、美 術 図書 館 と研 究 所 を兼 ね た 施 設 で あ る)集術 研 究 所 の建 設 が 決定 し、
1927(昭和2)年 よ り東 京 美 術 学 校 の 矢 代 研 究 室 で 準備 作 業がnま り、 所 員 は 爬術 の研
究 に 必 要 な諸 資料 の作 成 ・収 集 ・整 理 に 着Fし た 、1929(昭和4)年5月 に 帝 国)さ術 院
へ提 出 した 寄:附願 には 、 開 設 時 の 設備 につ い て 「(う 写 真室 設 備 諸詳械 及iit:ir-IIヲ含ム
{三)閲 覧室 設f蒲 研 究 資 料 収 蔵 川鋼 鉄 家 具 ヲ含 ムfi几DJI:庫設備 」(『資料編」2;31i'i}
とあ り、構 想 σ)実現 に 向 か っ てll暫準 備が 整 い つ つ あ ・・た、,以 ド、(1)図1[}:、(2)写真の
資料 収 集 と整3?C!につ い て 記 す こ とに す る、,
(1)図害
図 書 の 収 集 は 、矢 代が 外 遊 中 に 見聞 した ロ ン ドンの ヴ ィク トリア ・ア ン ド・ア ルバ ー ト・
ミュー ジ アム の ナ シ ョナ ル ・アー ト ・ラ イブ ラ リー 〔図2〕 や1934年 にハ ンブ ル グか ら
ロ ン ドンへ 移 った 「ノル ブ ル グ 文庫tliibli。lhckWarburg)、ベ ル リ ン美 術 図書 館(Staatlich。
Kunstbibliothek)など を参 考に 、 開 所 前 の1327(昭和2)年 よ 群)開始 し、1929(昭和4>
年41」末 σ)段階 で 「図il!:約:「・四rl部 、"∫払1尊其他 複 製 品 約 三 萬 八千 四 百 枚」(『資料編ll
?.3yi'i}を数 え た、,この 時 期 の受 け 人 れ は 所 員 に よ るi+1'贈が 数lll}ある の み で 、 大部 分 は






eBritishMuseumQuarterlyなどは寄贈 され た もの で 、 中 に は現 在 も寄 贈 を受 け
て い る雑 融 もあ る。 欧 米で の洋 瀞 の購 人 は 、登 録 台111⊥ミに よ る と1933(昭和g}年 まで に
集 中 してい る、,
・方 、 国1勺の刊 行物 に つ い て はi1928(昭 和3)年3月22i-1に 亡 くな っ た 美 術 史家
たた ユロの
中川忠川r〔図3〕の!fr`二乱li:(以'ド、本文中では 「中川 如1剛 と記述することにする)を 、本郷
の'II・h-A-L門書店1文求堂の 主人 田中慶 太郎 の仲ブトで燐 入 し、U本 東 洋美術図脅 の柱 と し
た.111川は1873(明治6)年2月1「i,金 沢 に!l:_まれ たD号 は{光O第 四 高,rf:f一校 か
ら1896[111{ii29)年東京'lil;国大学 国史学1科へ 入学 、1899(明治32)年大学院に進むが、
1il:年内務省に入 り、終 生古社寺保存会 の仕事に従 事した美術 史家で、岡倉天心 と親交が
あ り、ボ ス トン美術館 東洋部 監査顧問や、東京帝国大学の講βiliを務めた。 中川 文庫の中
の1冊"TheIdealsoflndianArt"(E.B.Havell,Lolldon,1911)は1天心の旧蔵本で ある。
1[1川は第1回 文部 省美術展 覧会の第一部(日 本1lllDの審査委員 を務め 、展覧会評 を数 多
く雑誌に,k.一,:,7.せるな ど、当時の美術 界 とも深い関わ りがあった。 ボス トン美術館 の富Ilf
次郎に よれ ば、中川が行 う蔵 品の整理 は、天心の見方 とは異 な り非y.II"1に丁寧であ り、1114
宝保存法(1931年)が1茂立す るまで、個 人の所蔵品が指定の対 象外だったのは、中川の
意見が」映 されたためであ った とい う。 また伊東忠 太は、中川が 「・書は芸術に非ず」 と
断言 して国宝保存会内で論争 になったな どの逸話 を伝えている。 ただ残念 なが ら中川の
著作集は刊行 されてい ない。大学で中川の薫陶 を受けた田中一松 、熊谷宣夫等、 また国
宝保存会で中川の もとで働いた脇本楽 之軒 は、後 に当研 究所 の職 員 とな り活躍 した。 ま
た忠順の子息 で陶磁 史研 究家 の中川千咲 は、1934(昭和9)年4月 に当研究所 に入 り資
料室長、美術 部長 を務 め、当研 究所 とは二代 にわたる縁 となった(「序一中川忠順と研究
a2s
残 され た 資料 に よれ ば 、黒 田 の遺 産 の う ち図書 賭
入 費 に当 て られた経 費 を も とに 、矢 代 は外 遊 先 の欧
米18ケ 国92都 市 で 西 洋美 術 に 関す る図 書 、展 覧 会
カ タロ グ、雑 誌 、 写 真 、絵 葉 書等 の収 集 に努 め 、 ま
た訪 問 先の 美術 館 や大 学 で は 刊 行物 の寄 贈 を依 頼 し
た。 雑 誌 は 受 け 入 れの 経緯 につ い て記 録 が残 って い
・、 な い ものの 、'`TheillustratedLondonNews"(1842
年51打洲二rPや、"TheBurlingtonMagazine"(19{}3
年37鎗 肝IPは 、 矢代 が ま とめ て購 入 して きた もの
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多 く、'11研究所の蔵Ill・の 母胎 とす4龍 門石窟造像銘,己拓本
る に相応 しい内容 で、愛読 した と思 われる ものには 「潜光過眼」 あるいは 「月在 天心」
の印が押 され ていた。忠川頁の旧宅 は戦 災 にあ ったが、焼 失 をまぬが れた中川の蔵 書は
1835種約5千 冊 を数え、当研究所蔵書 の約1害IJを占めている、,
中川文庫 の拓本2310枚の うち約 ユ700枚をchiめる龍F「」石窟 の造像 銘記 〔図4〕(『資判
編』「東京文化財研究所所蔵 龍門石窟造像銘記4イi本H録」546-608ゴ1参照)は 、拓殖 人学
図書館 の佐藤安之助文庫(550余点)や 、京都大学 人 文科学研究所が所1歳する 「龍門石窟」
の拓 本 と同様 にr資料 的価値が高 いが 、これ らも開所 前に購 人 した もので あるq'資料編工
「開設期の公文書」236頁参照)、ll1川が拓 本 を収集 した経緯 は不明だが 、寵IIII石窟への関
心 は強かった ことが残 された 文章 に うかがわれ る、
『新海竹 太郎伝』(新海竹蔵撰、非売品、191年)や、中川の旅行談q一芝那旅行刃を談」『庭
術月報』219、1921年gj」)などに よる とJl杉刻家の新海†ケ太郎(中 川がL宰 した集まり 「原
町会」のメンバーで、中川の親友であった 「原町'会1には、脇本楽之軒、1'子鐸嶺、川中慶
太郎、雑誌 『新仏教』 を創1・rlしたll∴'1島米1峰、東洋史学 κび)稲葉イlill、仏教学 齢の島地大等、歴
史学者沼田頼輔 らが参加 していた)とIII川は 東京帝il{1大学 よ り命 じられ1921{大ll三1(])イll
4月25日 に中国へ 出発 し、51114[[に雲 醐イ1窟、241[に龍IIII石窟 、311Ⅱにt:r%f・、6
月1日 に金 山寺 を訪れて、帰路 には九州で別府 の磨 崖仏や竹川等 を観て141]に帰 京 し
ている。 中川 は旅行談 の 一iで「龍 門の 丁・∬、洞に親 しく川入 してT・占の芸術 に親 奥す るこ
とが 出来 た」 と述べている,
この旅行 の 目的は、雲醐石 窟 と龍門 石窟の石 仏を観 ることで あったが、雲 醐へ は北
京 の山本照像 館(明 治憲法づ&布の際に御真影をlll達影、後に北京に渡って清朝末期の同地を撮
影 した写真集を出版したIII本讃L郎 力瀕 めた写真館)の 山本明 と岸」1三1]のGT3が同行 して
撮影 を行 った、,帰国後、中川 と新 海の 両名は雲R.Lfを 広 く世 に紹 介す るため、川 報
杜に働 きか けて、伊 東忠 太や常盤 大定 らの 文章 を収 めた 「雲醐石窟 別(1「漸1;rl由1報」x;31、
1921年9月)を出版 した他 、図版200枚を掲 載 した 『雲崩石窟」(虻求章:、1921でト)を1=i1
行 してい る 、本」1}は'11研究所の中川 文1・}1:の1111}であるが 、国内において写 呉で雲 尚石窟
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を紹 介 した最 初 の もの で あ るC,ちなみ
に本書 で使 川 され た と思 わ れ るガ ラ ス
乾 板 は 、そ の 後 、 山本 家 よ り東 京 大学
東 洋 文化研 究 所 附 属 東 洋fγ二研 究情 報 セ
ン ター へ 寄 贈 され た(詳 細 はfi'洋学
研究 情 撮セ ン ター叢1:1」6東京 大学 東洋
丈化 研究所所 蔵1[f"ノ:真資llこi目録1-1りj治
5漸 海竹太郎遺作写L唱≒剰 の営 業写 真家111本讃L郎 η:↓'£資 粗1録 そ
の11・:化 研 究所附棘:東洋':1∫:研究情 報セ ンター 、2006年を参照)、,
また1新 海竹 太 郎fヱ」 に つい て は'11研究所 と関 わ るエ ピソー ドが あ るの で 、 こ こで 記
録 して お きた い、 帝 国)こ術 院 は物 故 会 員の伝 記鞘 纂 に着 千 して い た が 、}―i研究 所 が 「明
治 ノ、iド.,術史糾1{纂事 業」 を行 う こと と な り、 対 象 とな る作 家 の 中 に は新 海 竹 太郎 も含 ま
れ て い た{同 」重業につい ては 、「)こ術 部一1中のIiil晃前のlllhl査{ill究」 参照)、1927(II召和2)L.
3111}iIに新 海 が 亡 くな っ た折 、rl1川の推 薦 で 脇 本楽 之liq二が1新 海 竹 太 郎 伝 」 を{1{:く
こ とに な',たが 完 成 をみ ず 、事 情 を 知 る甥 の 竹 蔵 を[1'新海 竹 太郎伝 」 の執 筆 へ と駆 り立
て た,そ の よ うに して編 まれ た 伝 記 は 作li[-111の写 曜〔とあ わせ て 、1937(il和12)年5月 に
'11研究所 に提 Ilhされ た、作lllll集に あ た る 『新海 竹 太1!IS:uT'1≡写 真 集」1けタ巴付写 真133枚、11i1失)
1図51は1938(rlli和1:i)fr2]1に登録'f・続 き を行'・た が 、 伝 記 は 戦 禍 が 拡 大 す る な か
で 公1:1」す る 時期 を逸 した,,戦後 にな っ て もril捲 資料 の1{雛lllは、遅 々 と して進 まず1竹
太郎 の 伝 記 もr一つ か ず で あ った が 、1974(Illl和49)年に 中村r,が 原 本 を確 認 し、 新
海 家 の 協 力 の も と1新 海 竹 太郎 伝 』 の トll行が 実 現 した 、 なお 前述 の 写 真 集 に は 、 戦争
で 供 川 され た1「南 部利 祥 像 』(イ1乎痕忠 太設 計のii座のみが 盛岡 市内7'lr・全、園内 に現 存 して い
る)の 石膏 雛 形 べ'『九代11ili川団 レ郎 「'1ゴ」 」像』1現 在は 再建 され て台 刺X:浅1∵1二公 輔1[にある)
な どの 写 三1〔も含 まれ てお り、新 海 の作iil.III集と して は唯 一 の もので あ る、
中川 文庫 の 他 に 図r:の収 集 に つ い て は 、矢 代が 外 遊 中 も資 料 の 購 入 を指 示 してい た1、
[1'1'{松堂1-1記』2巻(中 央 公論 美術 出版 、1965年)の1928(昭和3)年3月23日 の 記 述
に はmIl[噛 二作 青 山新 両 氏 よ り在羅 馬 矢 代 教 授 よ りの 来信 に よ り至急 、 国華 全部 をIlll:
究 所 に購 人 してお くへ きや う申越 した りと告 く」とあ り、そ の指 示 に 従 って既 刊 分 のil'll1
〒'1「rl』445部を2300卜11で購 入 した。 「国華 」 は 、1937(昭和12)年 までr雑 誌 の 登 録 川 と
掲1闘叉1版を切 り抜 くため の 写真 資料 用 と して 各号2部 ず つ購 入 した。
なお 開所 諭 か ら矢 代 幸雄 の 命 に よ り、 図書 整 理 の任 にあ た っ た の は尾 高鮮 之 助 で あ り
た、 矢代 の指 示 は、 将 来 の 美術 図害 館 的発 展 を念 頭 に 、 専 門 に偏 り過 ぎず 、一 般 図書 館
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の整 理 法 も参 考 に しつ つ 、研 究 所独r1の
図轡 整 理 を 行 う とい う もの で 、 尾 高 は帝
国 図二書館 や 東 京帝:1{1大学 図Ill二貞ギ{、ii洋史
庫 な どを 見学 し、現 在に い た る 整理 原 則
を つ く'・た(「序 文」 『llP度ll記.11刀江ll}
院、】939年}1,分類 は まず 形態(図 、爪 鮒1誌、
F3111:[':13'Ciu会カ タI」グ)に よ っ て 分 け 、 雑 誌 は
















それ 雑 誌 名 別 に 発行年 月 口 と通 号 ・巻号 を記 人 し、y}数順 に 製 本配 架 、展 覧 力 タロ グは
開催 年 月 日順 に配 架 、 図 書 の み 分 類 して ラベ ル を 貼 り配 架 した.分 類 方法 はNI)C;qI
本{一進分類 法i1928年発喪)の ・;lf:fl及以 前 だ'・た こ とや 矢代 の指 示 もあ り、 当研 究 所 独r1
の 規則 に よ り、 ア ル フ ァベ ッ トで 始 ま る記}ナを川 い て 分 類 した,、開所 前は 図Il}イテ帳 に{反
登録 を し、 そ の後 正式 な千1【漢ll}:台帳 、 洋lll;台1帳の2111}に11:klき写 した,分 類 表は そ の 後 数
回 、 部 分 的 な改 訂 を行 い 、現 在 も ド記 に 挙 げ る よ うな 「'分類 表 」 を 使川 して い る1,
〔美 術 関 係 図i3tr・分類 ノ匂
A叢:{i{:、B美術総 記 、C絵Illll、D彫刻 、Eに 芸 、F建 築 、G↓ll:跡、II諸芸 、1疹lll、J歴史 、
K文 学 、L宗 教 、M自 然科 学 、'11・!　R-P複 製、S拓 本 、T近 代1レド}き術 、U西 洋英 術
(2)写真
写 真 資料 の収 集 は、 ロ ン ドンの写1`善図Il}:館ウfッ ト ・ラ イブ ラ リー 〔図6〕、 ア メ リカ
の ブ リ ッ ク図 書 館 をモ デ ル と して設 、ン∵11初よ リノ∫をハ三ぎ、 臼1本 の ウ ィッ ト ・ラ イブ ラ
リー」 を 目指 した 、
矢 代 が購 入 し欧 米 か ら持 ち帰 った 西 洋 庭術 の紙 焼 き写 真 や 印刷 図 版 につ い て は1戦 後
に作 成 され た 「西 洋美 術 関係 図 版 リス ト」 に よ り、そ の 全 貌 を知 る こ とが 出 来 る。 収 集
した 写 真 の 中 には 、ア リナ リ社{Alir】arDべ'ブロー ジ社(Brog三)ほか 数社 の 美 術写 真 会
社 に よ る複 製写 真 もr-`rまれ 、そ れ 白体 の 資 料的f面値 も高 レ㌔
内 容 は 、 矢代 の専 門 で あ る イタ リア ・ル ネサ ン ス期 の作Z_!1111が多 くr約4千 枚 近 くにの
ぼ る 。 戦前 に収 集 され た これ らの 資 料 に は 、第 二 次大 戦 に よ り各 地 に分 散 され た 祭壇 画
の 全 貌 を知 る こ とが 川 来 る もの も含 まれて い るO分 類 は 、占代 ギ リ シア に始 ま り、時 代 ・
項11・作 家 の ア ル フ ァベ ッ トJlll〔に な され る が 、 レオ ナ ル ド ・ダ ・ヴ でンチ(LcOIlardd}1
Vinci)とサ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ー,一リに関 して は 、 ・項 目t'isてられ て いる のが 特 徴 で あ る
さ らに ボ ツテ ィチ.[リは 、「占 典関 係1「 宗 教llllil「聖 母Ilhl」1その 他 」の 項11に1川え 、「ilj
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像画」「素描」 「研 究資料」「疑 問になっている もの」 な どに細分化 された。ま たフィレ
ンッェ、 ローマ といったいわゆ る中心都市 のみ ならず、地方の画家 について も広範囲に
わた り収集 される一方で、た とえばイ タリア ・バ ロック期 の画家であ るカラ ヴァッジ ョ
(MichelangelaMerisidaCaravaggio)の作 品が少 ないの も興味深 い。
矢代購 入分 に加 えて、その後 も所員に よ り精力的に資料収集が なされたが、その内容
は、古代 ギ リシアか らロシアrハ ンガリーの現代彫刻 に璽 るまで多岐 にわたっている。
さらに、絵画 ・彫刻 に加え建築 に使用 された釘に至 るまで撮 影 された写真や印刷資料 は、
作品の実 見が 困難 であ った時代 、貴重 な研 究資料 となった。その網羅性 は、美術図書館
設 立の ために 「美術 に関 するあ らゆる もの」 を収 集 しようと した熱 意の結果 であ った
(『資料編』「矢代幸雄収集西洋美術関係1粟Ⅱ版11録」635～658頁参照)。
写真 資料の もう一つの牲 は図誉 同様 、申川患順 旧蔵の写真 である。 ジャンル は絵 画 ・
彫刻 ・工芸 ・轡・蹟等 多岐 にわた るもので、主 だった焼付写真 は台紙 に貼 り1図 書 同様 「中
川文庫 」 と押 印 した。総 数は定か ではないがil928(lip;和3)年5月の購 入時 に 「写真
一・、一〇〇 円」 とあ り、「図書 二1五 〇〇円」(5千冊以上)と い うことに鑑み、写
爽が廉価 に流通す る以前の もの とはいえ、相 当数であ った と推測 され る。岡資料の中に
は、明治か ら大正 期に撮影 された とみ られる大型焼付 写真(中 川忠順 も所属 した古社寺保
存会がIlf版に関わった 『国宝帖』 に使用されたもの)も ある。 また、1921(大正lO)年に
lll川と新海が行 った中国旅行 の写真 も複数存在 し、旅行 に同行 した山本照像館 の山本明
と岸正勝 によって撮影 された ものであ ることが、東洋文化研究所蔵 「山本讃七郎写真 資
料il録その 工」や 『震旦 旧蹟図彙』(山本明軍真場、1933年)から確認fli来る。 また、大
同上華 厳寺な ど中川 自身が撮 影 した可能性のある写真 も含 まれてお り、当陪の彼等の関
心が うかがわれる。 これ らの中で まとまった数 をほ こるの は、雲尚石窟 を写 した もので
あ り、石窟の 外観 や石 窟内部の写真 を掲 載 した 『雲 歯石窟』(前述)が 刊行 された。 な
お岡書 に使用 された もの と未掲載 の撮 影写真 約30枚 及び刊 行本 を出す際の校正図版で
あ る20枚が現存 してい る。
写真 類の具体 的な整理法 は、大 きさ別に台紙 に貼 り、裏 には作 品名、作者名、所 蔵者 、
法量 などの情 報を書 き込み、閲覧室 の壁面 に設置 したアメリカ ・クリーヴラン ドの ヴァ
ン ドー ン社(TheVanDornIronWorks)製のステ ィールキ ャビネ ッ ト25台に収納 した。
キ ャビネ ッ トはB4判 サ イズ用 とそれ以上の大型写真 にあわせ た2タ イプがあ り、所 員
は 「バ ン ドー ン」 と呼 んで いた 〔図7〕。大型写真 は、通常の キャビネ ッ トに大型函番号
を記入 した カー ドを入 れ、利用の便 を図 った。
















付 写 真 の 別 を問 わず 、 被 写 体 で あ る 爬術作!11111を東洋 ・1耳耳洋 に た}IUして 整理 され た,lI本 ・
東 洋 美 術 作 品 は 国別 に 分類 した 後、 ウfッ ト ・ラ イブ ラ リー に お け る整 理 法{作 家別)
に 加 え 、作 家 を特 定 し難 い 室 町以 前 の 占)節1:∫ll111に関 して は 、まず 大分 類 と1'て形状 別1絵
1呵、彫 刻、1:芸、建築、 井蹟 、その他 〈疹IIゴ学 〉)に 区分 し、 そのIIIでil題別 ぺ升1'質別 に小
項 目 をた て 、 さ らに所 蔵 者 ご とに 分 け た,作 家 別 に 分 類 され たの はi三と して絵lllllイ'hlllllで、
特 に1り二真 図版 数 の 多い 作 家 に 関 して は りこにIII水・花 鳥 ・人物 画等 に小 フ ァ イルを た てた 、
1作 品 の 配 架 区分 が2ケ 所 以1に また が る場 合 は 、 よ り適'11だと思 わ れ る 方 に寄 せ て 配
架 し、そ の 旨 カ ー ドで 誘 導 して い る 例 も見 られ る11≡IIII!1名、f 暑を1いず れ もア ル フ ァベ ッ
ト順 に並 べ られ 、 これ ら 日本 ・碍{洋〕芝術 作Irilllの整理 区分 は 、そ の 後 も 当研究 所 にお け る
基 準 とな り、 カ ー ドロ録 な どへ と踏 製 され た,
写 真 同様 収 集 の 対 象 と した絵 葉、ll・は、q)矢 代が 欧 米 で収 耳ミした美 術 館 ・博物 館 の所
蔵 品 や 遺 跡 、 建造 物 を 中心 と した もの 、(2)満 州 ・朝 鮮 の):1角館 ・1専物 館 の所 蔵ii[II1、遺跡
建 造 物 、 風 俗 な ど を含 め た もの で あ り、 いず れ も絵 葉 、llを収 集 した地 域 ・国 に 大 別 した
後 、所 在 地 あ る い は所 蔵 美 術 館 別 に系川分化 して 整 理 し、絵 葉 書 専10の木 製 カー ドケー ス
に収 め た 。 そ の他 、一 部 で は あ るが 、 矢 代 と交 流 の あ っ た 人 々 との郵 便 絵 葉 書 も加 え ら
れ て い る。
資 料 の整 理 は 、ii京 美術 学 校 の 矢 代 の 研 究 室 〔図8〕 でll融flされ 、 黒 川記 念 館 竣Il後
の1928(昭和3)年91」 か らは 、 同 館1階 の 資 料 室 に て行 わ れ たv 一整理 作 業 に 当た')た
の は 、 後 に 女'iゾDこ術 史家 のF'1'・二分 け とな った 白 畑 よ しの ほ か に 、 雨宮 十)男、浅 野IL俊、 今
If.1海な どで あ'・た,rl畑 は 、 矢代 が 海 外 で 購 入 した 西洋 〕こ術EtII1の図 版 を 切 り抜 き、 ゴ
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ンス ターチ を煮 た糊 で1枚 ずつ台紙 に貼 る作業 を行 った。 また 田中喜作 よ り引 き継 い
だ 『国華』 の図版切 り抜 き作 業はほ とん ど毎 日継続 され1そ れが 自身 を美術 史研究へ導
いた と述べている(白 畑 よし 「女流美術史家の回想」『芸術新潮』237～242、1969年9月_._.
1970年2月)。今 に よれば、午前 は西洋美術 の研 究 に、午後 は写真整理 にあてていた と
い う(今 日出海 「芸術放浪3」『芸術新1朝』2～5、1951年5月)。また浅野 は毛筆で 史料 を
筆写する仕 事 を していた。美術研究所の罫紙 に書写 された 『本朝画 図品 目』 は、「脇本
十九郎氏蔵本書写昭和 四年七 月二十二 日校合之畢」 とあ り、浅 野による筆写 と推察 され
る。当時 はコ ピー機 もな く、未刊の 史料類や1購 入が難 しい ものは、東京大学 史料編纂
所な どの所蔵先へお もむ き、借 り出す などして書写 した。 この作業は梅津 次郎 、高山久
子、田澤坦 、渡邊一 らも行い、戦後 は田村悦子、辻惟雄 らが引 き継いだ。現在 は美術 史
料抄録 として98冊が紐 で綴 じられ配架 されている。
2戦 前 の 資 料 収 集 ・作 成 ・公 開1930(昭 和5)年 ～1945(昭和20>年
1930(昭和5)年6月28日に帝国美術院附属美術研究所 として正式に開所 し、「美術
研究所事業ノ概要」 として以下の文章が掲げられた。
美術研究所ハ美術二関 スル事項 ノ基礎的調査及研究ヲナスコ トヲ以テ14的トス。此 ノ為





研究資料 ノ蒐集ハ壌業 ノ基本 タルヲ以テ、絶エズ之ガ拡充 ト整理 トニ努 メ研究調査ノ上二
遺憾ナカラシメントス。右 ノ中、美術品ノ写真其他複製類 ノ蒐集ニハ特二重キヲ置キ、既
二製作或ハ出版セラレタルモノヲ購入スル外、当研究所写真掛ニヨリテ原作 ヨリ撮影ヲ行
ヒ新資料 ノ蒐集二努ム。参考図書類二就テモ亦既刊図書 ノ購入 ノ外、印刷セラレザルモノ
ハ写本ノ製作ニ ヨリテ之ヲ集ム。(「沿革」中の 「開所期の諸事業」31頁参照)
当初、部署名は資料部の下に整理掛と写真掛の2室だったが、その後文部省の機関と
なり資料部 と写真部の2部体制 とな り、美術史研究の資料収集の基幹 として活動 した。




が った の で あ ろ う、 太/`洋戦 了1・IIIは、所 員の 出 征 や 資料 のlll甘111・奥 多摩 な どへ の疎 開 と
い っ た 多 難 な時 期 もあ っ た が 、 十:・い にLて 資 料 の 損 失 もな く1例51昭 和1〔y}年8月 に
終 戦 を迎 えた,91」か らは 所 員の 帰 京 が 、 またll月 か ら は資 料 類 の 叫{京へ の 返 送 の 梱
包 力敵台ま り、;f,=11946{II'{和2Dイト4114」1に酒IIIカ・i,のr'[き引易lfカ{完lq'た.[lfjじく
東 京 都'ドの 小宮 村 へ 疎 開 した ガ ラ ス乾 板 等 は 、II∫Pl14iifに輸 送 が 完 」'し、if研究 所 で
51j2011に復 興 式 を 行 一,たd沿1↓ll圃:.】61-62!'!)　以 ド、 本 節 で は 、'li研究 所 開 設11芋か
ら終iil見時 まで の 資料 部 及 び写lf辱部 の 業務 を 、(D図 ・it、f`?7写ICI、(3)叫{洋澄術総II$・貞
編 纂 事 裳に伴 う資 料作 成 、(4)閲 覧の4項 にわ た って 記す こ とにす る.,
t可研究所 の活動が徐 々に認知 される にfibい、国内外の 人学、l!ll:物館 、川版社な どの
か ら図書の寄贈 が増力IIした 1931di肝」16)年に'1i研究 所 の 後援 団 体 とLて 俺足
迄術懇 話 会 の 会 員か らはil本川 家 の結 城 素明 、国'i5:ll監査官 の 荻野 仲 も郎 、:」レ ク タ
卜1}でンヒ ・業 家(ノ)イ三コニこノ」く安 ノ1:fゴ1::」IIFj、で↑士、ガ三孟11,≡'(rli1'ii二、1㌧rlfjli守ヒ≡',カ{,1!義こ1芋}二を1{ゴ:鼓lll;Il_ノセニ.
h:1927d「1{・臼[2}イ1㌔61JlこII
1リjllオ:」「liH子:1:フウ{ELflill!1斗、〔三」(,Ff'ユニ三そ'1乱∫」箋f暫'(Flji」flilさ才しノこ二 「iリ」をず「ノく
乍展覧 会.」の収 益 を も.ヒに 」932dlfl和7:)fl:から始 ま・・た1明 治 人lll〕セ術1」↓編 纂 事 裳
「ゴゴs騨脚lfT二_1イ丈ボ♪ご♪`一.1ズ三T'1二∫'テ1二】IIIヴ)[iii堵」ji∫U)」圧fヒ1i'↑{r{i」1:究一 参jlく)-6`よ 、IlりjIl判「ia　」辛}:U)
一 り葺台以 降 の 獅1書」:に関寸 る図11}・糸{Jwf・冊 及 び奉
治 大IDさ 術 りこ荊11}纂用1の 図i.!1・台i帳`'仮 登 録 し 、
た 月えf[1ノ ㌔1873rト ウf-・
〔ゴ奥i'11「1寧賢きニゴ:こ'j匹務,口」、1875イ ト)、1893fr(ノ)コ1:」 ン





どの 博 覧 会 関 係 図ll}:べ・、 第1回 か




llllllll録は 、 そ の 後 、
'雄術 部 の博二
り」言fr旦し,」〕セi'li」Lむ畦ト夢↓ゴで11モ【1!IIIIIrf.]是.』(エt){)4
勧 黛 博 覧 会 〕廷術IIII㌔川 、11111目録]{1996
台 期 万II1博i;,.1..1会)t術IIIIIIIIlllllllllll録』





lll誌を 購 人 し た1,
当 初 は 明 治 大IE旋 術 【たi舗纂











指 定 寄 イ」'金で
図ii}:はi明
塔≦.iJ、〔用 と してf吏川 し
牌 頒 与 表 』(ノ
に 記 者 と して
「閣 龍 世 界'博覧
年)〔図9〕 な
ら10回 ま で の
ヰま力斗、1902～
で1㍉'氾念糸会1亘町壇遊
な どの 展 覧 会1


































lo「 太'f`cY.1由i会力 タ ロ グ1{u+i報制 し上力・、
191】2、19互2fP
の ほか 『黒 川清 輝 先ノ1つ"作展 覧 会II録』(黒 川清豊i1洗生遺作 展覧 会出版rt、1924年 〕〔図
ll1べ・、 小'1"1・'Ilii親が挿 絵 を11'Illいた[1薫分 東風 英軍ll己』 〔歌舞伎i・.r二、1882{卜〕な どσ)稀
呂 も含 まれ て い る、,
・llilll究所 が 所蔵 す る 、明 治 か ら大IE期に か けて}:lj行され た雑 誌 は 、ll・1内でイ∫数の 冊 数
を誇 り利 用 率 も1'、'llいが 、 これ ら は この時 期 に バ ッ クナ ンバ ー を ま とめ て 購 人 した もの で
`{弓菰)文:1転に手ネミ霊景∫1」邸こ 『llり、遊」Iiir」i(188{)イ}こf言[ユ1'lj〕、『み'ゴゑ」1く19〔}5{卜倉ljI二1P、1「'ノ'ト1,二己」(1924
年創1・i]]、1「)t之国』(1925年{1肝1」)など'i.r}:な美術 雑 誌 を 中'L・に 、1「rl樺』q910イ}こ創1二lj)、
「り↓学 雑 誌」】(1892年創f=i1)、『考 占学 雑 誌 』q91(}年創1・ID、1「'四1り1除霞iq888年 創f=i1)な
ど他 分野 の 雑 誌 をi'rめ5〔〕〕種 ほ どにの ぼ り、そ の う ちの2割 は ほか に は所 蔵 が1Lつか ら
ず 、1il研究 所 の蔵i1}二がuii・そ の 存在 を証 明 して い る[11'はIllによれ ば 、 神 保 町 の1}IIII:店に
行 き棚 板 ご とに買 った とい う、,1し11覧会 資料 に して も雑 誌 に して も、そ の 後 この よ うに ま
と ま った 人手 は不 可 能 で あ った ろ うC,
また図II}:購入費 の 不 足 は 、 各 種財 団 が 運営 す る助 成 金 に よ り補',た1,啓明 会 〔実 業家
赤 星鉄馬が 父弥 之助 の収集 した 濃術Itilllを売却 し、その うちの1〔〕0万円を奨学資 金 としてII4に寄
付 し、 丈部 省管 下 の最 初の財 団法 人 と して 設 、1.され た、、顧 問 に牧 野伸鍔〔、関 係 者に は樺III愛
輔 等が いた)の 資 金で は 『H本 随 筆 大成 』(吉 川翠1、文館)な どの 新刊 本 を購 人 した 他 、 末
延財 団(東 大法学 部教 授 末延=三次が父の遺 産 を元に設 、7:し、学 術研究 費 と して帝国学is院や 、
研 究 者、学生 に給費 した財 団)の 助 成 金 は、 蔵書 家 と して有 名 だ った 林 若樹 の蔵111:「若 樹
文庫 」 が 没 後 売 り立 て られ た際 、 『油 絵 開 業 規 則 高橋 由一 臼筆 明 治 四 年・†1未一三月」
〔図12〕 と 「図絵 宗 灘 』(版 本、享保20年)を 入 手 したの を は じめ 、 『鈍 画 早 稽 古 』(享 千II
2年)な どの 古 書 の購 入 に用 い られ た 。 雨 潤 会(陸 奥宗光 の長 男廣 書が 、弟の 占河潤_i:11を
記念 する 目的で、1917年2月に設立 した基 金。協議 員に は黒 田清輝 の名 もあ る)の 助 成 金 で
は、1940(昭和15)年 か ら1941(昭和16)年 に わた り、『親 鶯 聖 人絵 詞 伝』(版 本,18〔〕1年)
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皿 調査研究
な ど絵巻 関係 の資料 を購入 した。
また正 木直 彦 の蔵 嘗で あ った 「十三
松 堂文 庫 」 は、正木 が帝 国 美術 院 長 を
退 官 した1935(Hli利10)年の12月20
日に 当研 究所 に運 び込 まれ、逝 去 後の
194〔〕(111i和15)町三11,ヨ6E1`こ/."二託本 と
して 「十三松堂 文庫」 の図鴇:台帳 に登録
された。正 木の蔵11}:は生前の寄贈 も含め
1020種1300冊余 りを数 えるが、 その 中
には 『日本 見在支 那名画 目録』(全14冊
内2冊 欠)〔図13〕、『続 日本 見在 支 那名
画 目録』(全7冊)1『続 日本見 在支 那法
書 目録』(全3冊、172件)、『読顧1雑記』(全
3冊)な どの稀槻 本 も含 まれて い る。3
種 の 目録 は 「日本見在支 那法番 名画日録
国華倶楽部」あ るいは 「El本見在 支那
法書名画 目録索引 国 蝦倶楽部」 とい う 13「fi4£レ己白三支11fiをrI{旦:II3婁3轟』
柱題のある原稿川紙にそ れぞれ連 番をふ り、作 品の時代、箪 者、命題 、材 質、様式、法
量:、落款、題践 、収蔵 印記、著録 、伝 来、筆者伝記、備考、所 在の14項 口につ いて記
載 している。 雑記 は 「読画雑記 向EIE111:」とい う柱題のあ る用箋に、所蔵家宅や展覧会
で見た作品 を書 き留め た ものであ り、1928(111{和3)年10月7日に神戸Zの 川lll轟}男爵邸
を訪れ た際 の記録か ら始 まっている。 その 日的 は、II日に大阪美術倶楽 部で行 われる
入札 に向けた下見であった。
これ らの稀書 は、正 木が会長 を務めた美術工芸 の親睦団体 「国華倶 楽部」(1907年設
立)がrl928(昭和3)年 か ら4年 間、外務省 の対 支文 化事業 費の助成 を受 けて行 った
「支那古書画現 在 目録作 成事 業」 の記録で ある。報告書 の作 成は1東 京美術 学校 本科漆
工科 出身の南 画家で中国美術研究者の原田尾 山が行 った。国立公文書館 の史料 によれば、
原田 は5400円の助成金で、4年 間 にわた って調査 した1300件の作 品 につ いての報 告 を、
同録全13冊 、索 引1冊 、読両雑記3巻 に まとめ、1930(11召和5)年 末 に外務省へ提 出 し
てい る。当研究所 の 『日本見在支那 名画 目録』 と 『読画雑記』 の冊数 と合致す ることか
ら、 この2種 につ いては、原田が外務 省へ提出 した報告書の副 本を国華倶楽音llへも提出
し、それが 「十三松堂文庫」 に納 め られた と考え られ る。 『日本 見在支那 名画 目録』 は
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その後 『続 日本見在支那名画 目録』 の541件を合わせ、『日本現在支那 名画 目録』(大塚
巧芸社、1938年7月)として公刊 されたが、2種 の報告書 にはない作 品の掲載や12種 の
目録 にあるが公刊 本では未掲載 などと1内 容 にはか な り異同が ある。
この公刊本 は新たに外務 省の助成 を受け1中 国大陸の関係機 関へ100部寄贈 され.てい
るG同 書は 『中国絵画総合 図録』(東京大学東洋文化研究所、1982～2001年)の先例 とも
言 える。 また原田は、「支那画論 ノ研 究事業」で も、1932(昭和7)年 より5年 にわた っ
て 、外務省か ら1万2260円の助成 を受 け、そ の成 果 を 『支那画学書解 題』(大塚巧芸社、
1938年8月)、『支那画学総論1』(大塚巧芸社、1938年8月)として公刊 した。 この2冊 は、
原 Ⅲ家 よ り当研究所へ寄贈 された。 なお 『日本見在支那法書 日録』の所 在 と、その公刊
につ いては不明であるa
また矢代は、洋書 を主 として683種約800冊をrn贈してい るが、その 中には1925(大
lEl4)年に ロン ドンのメデ ィチ ・ソサエ テ ィか ら刊 行 した 『サ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ェル リ』
3巻本 も含 まれていた。この著書・は、関東大纒 災で父 を失い、家 も焼 けた矢代に、英 国
に留 ま リポ ッテ ィチ ェ リ研究 を完成 させ る よう、英図 の友人達が様 々 な援助 をさ しの
べ て実現 した もので あった。 この本に まつわる話 は、 『私の美術遍歴』(岩波lll・店、1972
年)に 詳 しい。寄贈図書 の中には、"VenetianPaintinginAmerica"(NewYork,1916)
や"TIGustodei.,,Primitive(B。lagna,1927)など、見返 しに著者のバ ーナー ド ・ベ レン
ソ ン(BernardBerenson)やリオネ ッロ ・ヴェ ン トゥー リ(L正oneHoVtinturi}の献 舌辛が
潜かれている ものもあ る。 またラ ング ドン ・ウォーナー(LangdanWarnEr)からは、著
作の"BuddhistWall-Paintings"(Cambridge1935)や蔵書の 『観 占図説 陶器之部』(蜷
川式胤、1876～1877年)が矢代 に贈 られてお り、矢代文庫 の書籍 に書かれた献辞 によっ
て、矢代の広 い交友関係を知 るこ とが 出来 る。矢代 は 『日本美術 の恩 人たち』{文芸春秋
新社、1961年)の中で、それ らの交流の一端を記 して いるv
当研究所創 設期に矢代 か ら直接指導 を受 け、将来を期待 されなが らも、1933(昭和8)
年3月23日 急性肺 炎 によ り急逝 した尾高鮮之助 の蔵・書 は、1937(昭和12)年7月 に遺
族 より 「尾高文庫」 と して寄贈 された(中 野照男 「序一尾高鮮之助について一」『東京文化
財研究所蔵書 目録4』2004年、12～13頁)。尾高が本の収集 に熱心 であ った こ とは残 さ
れた手紙か ら も明 らかだが、寄贈 され た158種500冊余 りの書籍の ジャンルは、自身が
関心 を持 ってい た浮世絵 関係か ら、業務 で担 当 した中国 とイ ン ドの絵画彫刻 に関す る
もの まで幅広 い ものであった。 そのほか寄託台帳 には、田中喜 作(主 に洋書を約60冊)、
兄の田中豊蔵(洋 書を50冊弱)ら の名前 も記載 されてお り、蔵書構 成が不十分 な分野 を
補充すべ く各 自が寄託本 と して提 供 した ことがわか る。
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Ill謁1・'「川・究
な お 受 け 人 れ 作 梁 は 、 登 録 台1帳(和 、ll:、
洋 ・書 の2種)にll己 人 し 、 カ ・・ド を..1=11kし
た,、 カ ー ド はLll:き の 和ll}:ql}・名 、 分 類
の2わ 匡)・汚:{籍qlゴJ2fl「r:1、タ イ ブ'ラ イ ダ ー
1吏川 の 洋11}・ql}・名 、 分 類 、3:呂・名 の3種)
に 区 別 し た1,図ll}:に`よ宋 色 の1哉ll}:「[11図
F1】を 」'lllし、;フ〆父ノレを・興lli'ノノ:カζ、 ・舟1と1叉l
ll}:館と 翼 な り 、 背 犬 紙 の 文 字 を 活 か す た 11)ヒ術研究所 「蔵ill'印1
め か 、 ラベ ルの 位 置は様 々であ る、:,その た め書 架 に 並べ る と雑 然 と した印 象 だが 、所 員
が 本 を検索 す る には有'効で あ った 。
一 方 雑 誌 は 、 ゴ ム の 蔵 書 印 を押 し、 縦llill1に年 、 横 軸 にJ!を格r1・状 に 印lllllした 雑 誌 台
帳(和 、洋 、Ill韓の3種)に1'『 数 を,ll:き込 ん だ,和 雑 誌 も 念 め 、 誌 名 の 読 み を13i.juitiu
Ke曲yuの よ うに欧'幻{、i己しABC順 で 配 架i,たの は 」 こ代の 指 示 で 、ウ,ろう..雑 誌 台Illll
の 型式 は 、'文献 目録 を編 纂す るiで も、1「〔要 だ った と思 オ,れる,
分:類した 図F.11・雑 誌 は 、閲 覧 室 の 開 架棚 に 配 架 す る 辞`1}:類な どの 参 疹図1!:をのぞ'き、
1935(昭和iOl年1月1、二竣 「:した資 料 室1.こ隣接 す る2階 登..巳て の!!:庫に収 荊∫1した.,
その ほか 矢代 が 集め た 各D1の 「)じ術 館 ・博物f「ll整備[と 題 され た 資 料 、 展 覧 会のllllllill
lⅡ録 、 小 冊 ヂ、 国 ド・1ヴ)絵襲II7、地 図 、抜 刷 な どは 、1幽ノfッ ト ・ラfブ ラ リ・一に 倣 い 、2
サ イズの 木 製 フ'〆でル ボ ッ ク スの ー1"1二に ジ ・vンルを1[}:き、そ れ そ'れを箱 に収 め 、i.:棚に 並
べ た1,
(2)写真
竣 工 時 に は レフ レッ クf械 、引 仲 川 レン ズ、引 伸 器械 、焼 付 器 械 な ど を備 え た
撮 影 室 及 び現 像 室 が黒 田 記 念館 の地 ドに完 備 され た.,ti.lid、幽ノ∵ 初の 図iiiiでは 「写 場 」が 描
か れ て い る が 、 実 際 は 、1938(Ill{和13}年21」に 、 本館 脇 に木 造 平 屋 建 て 延111「積9711f
の 二与:真室1棟 が 竣."1二した1・,
所 員 も増 加 し 本格 的 な調 査lijl究が 始 まる と と もに 、fll品の 撮 影 も増 え て い')た.,社
ぴ、 展 覧 会場 、所 戚 家 〔」な どで の撮 影 の ・方 、所 内 の写 場 に お け る撮 影 も頻 繁 に1/ill・われ
た ・'gill.1功状 況{1土戦 前 のr,i,i_lc:,:.三記録 にrir'しい{1;'資料編!ri幽)i湖1最影調査 ヴ1・`・1`1!ll2呂3-・4〔li
自参照)1こ こで1よ、同1時・期 に 行 わ れ た 調 査 研究 に よ って 作 成 、 も しくは 収 集uれ た 写
しヒし資ll;1・に' いて 、ll)II二学 的 、illllf置、'2物・外lil・1硫」1弧 〔1瑛術懇 話 ゴでの 活 動 と,IWI≦写 弧.1
そ σ)他の写 典で1料の ・1項に わ/:って記 して お くこ と1.二す る1,
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①光学的調査
矢代 は早 くか ら、美術 の研究材料 として写真 を位置づ け、 国 レベ ルで撮./¥保管 をし
ている ドイツの シュ ター トリッへ ・ビル ドシュテー レ{StaatlicheBildstelle)やフランス
の アルシーヴ ・フォ トグラ フィーク(ArchivesPhotographiques)などの施設 を 目標 と
していた。 またX線 、紫外線 、赤外線 など光学的手法 による撮影 も提 唱 した。 その よう
な状況の中、1930(昭和5)年 に カメラマ ンと して中根勝が入所する。
美術研 究所 開設前後 に矢代が渡 欧 した際 の欧米ではY既 に美術品の鑑識に科学的方法
が 用い られ始めてい た。1929年10月には、 フラ ンスの ルーヴル美術館 内にフェル ンナ
ン ド ・ペ レス(FernandoPerez.アルゼ ンチ ン在ローマ大使。斜光線 を用いるPinacoscope
を発明)、カル ロス ・マ イニー二(Cark〕sMaininiiブエ ノスアイレス大学教授)の 寄付 に
よ りマ イニー二研 究所{InstituteCarlosMainini、後のルーヴル美術館 ・フランス美術館修
復研究センター)が 設立 され、絵画 の物 理Luc.-f一並 びに光学的方法 に よる調 査研 究が開始 さ
れている(『占文化財之科学』2、1951年10月)。また、1930年10月130から17日には
博 物館 国際事 務局に よ り美術品科学的研究の専門家国際 会議が ローマで開催 され、科学
的 方法(顕 微鏡写真、X線 、紫外線、色彩の化学的分析等)に よる美術 品の鑑 別の実演及
び討論に関す る諸問題が討議 された(『博物館研究』3-10～11、1930年10～11月)。
国内におけ る光学 的方法 を用 いた撮 影の早期の例には、1935(11召和 0)年に便利堂が
行った法隆 寺金堂壁 画の赤外線及 び4色 の原色分解写真撮影が あるが、 当研究所ではそ
れに先ん じて,1.932(昭和7)年 か ら中根勝 が実験的 に撮影 を行っていた。赤外線撮影は、
絵 画作 品(東 京美術学校 「如意輪観音像」、同 「十王図厨子扉絵」 など)、彫刻作品(弘 明寺
「十一面観音像」、長尾欽弥 「薬師如来像」な ど)双 方 に用 い られ、いずれ も日視不可能 な
眉や眼や鑑の墨線の撮影に成功 した。使用 された素材 を浮 きだたせ る蛍光撮影は、工芸
作品(/」1・¥1屋孝蔵 「彩絵人物図鏡」、下村仙 「三彩婦女像」、東京美術学校 「擬宝珠」など)を
中心に、立体物の内部構 造 を明 らかに出来るX線 は彫刻作 品(東 京美術学校 「木彫観音像」、
守屋孝蔵 「塑造婦人像」(伝法隆寺五重塔塑造〉など)、顕微鏡撮影 は絹本作 品の布 地例 を
複数収集 して並列比較す る といった ように、撮影 は光学的手 法が効果的 な対象 に絞 られ
た。
当研究 所以外で も光学 的調査 は進め られ、1935(昭和10)年12月には奈良帝室博 物
館 におい て一乗寺 「天台高僧像」の赤外線撮 影が 試み られてい る。なお紫外線 撮影 に関
して、中根 は 「古美術 品鑑識の光 学的研究に就いて」(『美術研究』72、1937年12月)の
中で、研究所 に設備 がな く実験 を行 うこ とが出来 ないため、古美術作 品の調査研究には
有効ではないか と示唆す るにと どめてい る。 中根は、1935(昭和10)年まで東京美術学
238
皿1瑚査研究
校 で もkF^を努め ていた(『東京芸術大学百年史 東京美術学校編3』698頁〉。
その後、光学的研究は太平洋 戦争によって中断 し、戦後、秋山光和 らによる新たな光
学 的研究 の着手 まで空白 となった(「美術部資料窒の資料収集・作成・公開」中の 「(2)守鐸毛」
のうち253～254頁参照)。
②海外調査写真
海外 調査では、青 山(和rlD新、尾 高鮮之助、矢代幸雄 らに よるア ジアを中心 と した
撮影が行 われた。 啓明会の助 成 を受け た青山新 は、西 アジア美術の研究 を目的 と して 、
1929(昭和4)年8月 から翌年5月 にかけイランを中心 に ヨーロ ッパ諸国、ソ連、イラク、
シ リア、 レバ ノ ン、パ レス タイ ン(パ レスチナ)、エ ジプ ト、 トル コな どを歴 訪 し1手
持 ちの カメラZeisslkon(TessarF45)によ り、 フィルム(AGFA社製)約1600枚(大
判手札型約1千 枚、名刺板600枚)を撮影、研究対 象である建築や遺跡 のみ な らず市街地
や人々の様子 な ども写 した。/..初はシベ リア鉄道 を利用す る予定であったが対露情iの
悪 化か ら海路 をとることとな り、8月lr1神戸 よ り伏 見丸 にてt.aY[1'1'した(陳 京芸術大学
百年史 東京美衛学校編3』415～416頁、428-42g頁)。帰 国後、青 山は助成金 を得た啓
明会の もとで講演会 を行 ってい る(講 演内容については、『啓明会i溝演集39ペ ルシアを中
心 としたる西方アジアの美術』啓明会事務所、1931年5月を参照されたい)nまた、撮影 フィ
ルムは帰 国後現像 され、特に力 を淀い だイランの遺跡 を主眼 として、『イーラー ン芸術
遺蹟』(美術害院、1945年2月)にまとめられた。本調 査についての出張 命令は東東美術
学校 か ら出 た ものであったが、青 山が主 として 当研究所で研究を続 けたこと、 また青山
が 後進の研究のために役立ててほ しい と望んだことか ら、後年当研究所 に一括 して調査
フ ィルムが寄贈 された。
青 山新 の西 アジア歴 訪 に刺 激 を受け た羅高鮮之助 は、1931(昭和6)年10月16日 か
ら1932(昭和7>年10月14日 にかけて、当1時仏領であ った イン ドシナ をは じめ とする
東南 アジア、イン ド、セ イロン島、パ キス タン、アフガニ スタン、エ ジプ ト、 ヨーロッ
パ などへの 調査旅行 を行 い、 日記5冊 、調査 ノー ト1冊 、 フィル ム約2千 枚 弱、16ミ
リフ ィルム数千 フ ィー トを残 している。 カ メラは青山同様Zeisslkon(TessarF4、5)の
熱帯 用大陸判手 札写真機、16ミリフ ィルム撮 影機 はCine-Kodak、ModelK(F3.5)を
利用 して、 フ ィルムは イー ス トマ ン社(Eastman)製をは じめ 、無 くなれば現 地で調達
しつつ調査 旅行 を行 った。 『故 尾 高鮮 之助君の手紙』 に収録 された1932(昭和7)年
1月8日 付 の籍 永惣一 に宛 てた手紙 に よれば、文部省の命 を受けた無償の在外研 究員 と
しての出張であったと思われ る。撮 影 されたフ イルムは旅先で現像 され、簡 単な報告 と
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共 に数度にわた り当研究所宛 に送付 された。 この調査旅行の成果は1932(昭和7)年11
月18日 、1933(昭和8)年1月28日 の2回 の美術懇話会で講話 として披 露 され た(『資
料編』「美術懇話会主催展観及び講話等」663頁)。尾 高 は帰 国の翌年急 逝 したためr自 身
に よる研究 は途絶 したが1遺 族 よ り刊行 された尾高邦雄編 『亡 き鮮 之助 を偲ぶ』(1935
年10月、私家版)に は、尾高の 日記 、書簡 等が収め られ、写真 資料 は尾高 の遺志 をつい
だ1,..E::1-i山らに よ り美術研究所編 『美術研究資 料第7輯 、印度及南部 ア ジア美術資料』(美
術研究所、1939年3月〉 と して、Fn査日記 は遺 族に よ り 『印度 旧記』(尾高鮮之助、刀江
1[1:院、1939年7月)として上梓 された。
日本人美術 史研 究者 で初 めてバー ミヤ ン石窟 を訪れた尾高 と青 山両名が撮影 した写真
は、1930年代 当時 の西 アジア ・南 部 アジアにおける遺跡 などの状況 を知 る上で 貴重 な
資料 と して近年注 目され ることとな り、文化遺 産国際協 カセンター と企画情報部(情 報
資料部0)後身)が 共同で デジタル化 とデ ー タベ ース化 を進めている。 また尾高鮮之助 の
調 査活動 につ いて は、2004(平成16)年11月 に開催 した 第3811コ美 術 部オー プン レク
チ ャー 「日本 における外来美術の受容」 におい て、中野照男が 「若 き発術史研究者 の夢
尾 高鮮之助 の旅 と仕 事」 と題 した発 表を行い、彼が どのよ うな研:究の構 想 をいだい たか
を検証、再評価 した。
中国 ・朝鮮 半島におけ る調査 ・撮 影 は1矢 代幸 雄 を中心 に主 に1945(昭和20)年以
前 に行われた。当研究所独 自の予算ではな く、東洋美術国際研究 会の活動の一環 として、
外 務省 よ り助 成 を受 けて行 った調査 もある。 調査 は、遺跡や建 築物 等 と現代支那工芸
の2種 に大別 され、後者 については朝 鮮総 督府博物館や旅順 関東庁博物館 、あ るいは個
人コレクター などの所蔵 品を中心 に撮 影 している。 これ ら中国 ・朝鮮 半島にお ける調査
は開所 当時か ら行 われ たが、1938(昭和13)年頃よ り特に重 点がおかれた。 『昭和13年
度美術研究所 年報』 の概況 には 「五 、支 那美術 ノ調 査及指導」 の項 目がみ られ1ま た
1939(昭和14)年7月 に、矢代 は輸 出工芸振興 委員会 委員に任 命 されている(外 務省外
交資料館公文書 『東方文化事業部関係人事雑件第六巻』による)。
中国 ・朝鮮 半島にお ける主な調査旅行 は以下の通 りである。
1940(昭和15)年9月12日 か ら11月14日、当研 究所 長矢代 幸雄 ・正木篤三 ・豊 岡
益 人らによる、東洋美術国際研 究会名義で助成金 を受けた 「支那美術及美術工芸調 査研
究事業 」調査(同 調査 については、「関連団体」中の 「東洋美術国際研究会」のうち468～
474頁を参照)。
1941(昭和16)年9月26日 か ら11月11日 、矢代 幸雄 ・豊 岡益 人 ・小高根太郎が 中
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国満州各地 において調査撮影 を行 った(『葵術研究所年報 昭和15、16年度』、陳 洋美術
国際研究会日記』、『束}1〔些術大学百年史 東京美術学校編3』8姐頁)。
特 に1940(昭和15)年の調 査では、1>美 術hの 文化施 設の観 察、2)古 美術 保存の
状況観察 、3)地方美術工芸の観察(十 産漁術[芸)、4)現地側 ・支那側 要入 との意兄交
換 、を4本 柱 とした。訪問地は旅lgi'i博二物館や故宮 博物 院をは じめ とする中国満州 各地の
博物館 のほか、北東大学や燕 京大学 な どの各大学1満 鉄図書館 、済南 の金石保存所、天
津 の染織工場 、熱河避跡、大 同雲歯石窟 、蘇州や南京 などの各文化施設 と幅広い。資料
収 集費のほか写真材料費 として1千 円を計上 し、手札板 フ ィルム50ダ ース、ブ ロー二
形 フ ィルム及び ライカ用35ミ リ各100本の他 にr接 写用 レンズ及 レンズフー ド、現 像
用薬品、印画紙 などを購入 した。本調査 の成 果は、1940(昭和15)年12月21El、日本
工業 倶楽部で開催 された美術懇話会において展示 され([支那二r:芸標本陳列])、矢代 幸雄
「対支文化._と 美術」、正木篤三 「現代 支那工芸 」のs[寅とと もに紹介 された。 また
収集 された各遺跡や建築物、工芸品の写 真類 は、同研 究会か ら書1i研究所へ寄贈 され、写
真資料の一部 に加 え られた。鍵尚石窟の写真 は180枚前後撮 影 された。水野清… を中心
に1938(昭和13>年か ら1945(昭和20)年にかけて行 われ た考古学調 査の ような本格
的な もので はなかったが、膝 ドを土に埋めた ままの露座 大仏 な ど、当時の状況が 見てと
れる0
③美術懇話会 の活動 と調査撮 影 ・
戦前 の写真 資料収集の一役 を担 ったのが 美術懇話 会の存布であ る。 これは美術愛好者
の友好 団体 として創設 された恕織 であ るが、主催関係者や運営 方針 など当研究1りiの調 査
研究 と深 く関 わ りがあ った0特 に 突術懇話会.1三催の展観が ほぼ毎 月の ように当研 究所で
行わ れた関係か ら、同展観に伴 った撮影澗査 を行 うこ とが 多 く、新たな資料紹 介や研究
成果へ と直結 する ことも少 な くなか った(同 会については、『資料編』「美術懇話会主1柑1展
観及び講話等」「美術懇話会会員名簿」663-698頁、本書 「関連資料」中の 「関連1・li体」の
項参照)。1932(昭和7)年6月25Hに 行 われた 「西洋近代絵 画展 覧会」の出品作 品は、
『美術研 究』9号(1932年g月)において特集号 を組 んで紹 介 してい る。 また1935(昭和
10)年3月23日の 「武藤金太所蔵 光琳関係資料 展観」の場合 は、まず事前の2月3日 に、
正木1:彦とⅢ中事1手作が 当1時の所蔵 昔斎藤利1功宅へ 「武藤 氏旧蔵光琳 資料」 を確認 しに行
き(r十三松堂日記』3巻、中央公論美術出版、1966年)、展観 後の25日 に田中喜作が 資料
の調 杏i撮影を行 い、1936(昭和ID年8月 か ら12月にか けて 『美術 研究』56一号か ら60
号(193年8-12J!)に おいて資料の紹介 を行 った(「〔研究資料〕小西家ll臓光琳関係
資料D。 また、尾 高鮮之助の海外調 査の ように、所 員に よる調査研究 が 美術懇lli斥会の展
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観 において発 表 されるケース もあった。大規模な展観 調査 は、「長崎系洋風画 展観」、「職
人尽絵CQ「 桜 間青厘作 品展観」1「香取秀真氏所蔵懸 仏」等 その分野 も様 々であ り、
得 られた写真 は分類 され閲覧 に供せ られた。
④ その他 の写真資料
海外へ の調査旅行 をのぞ き、国内各所 における写真撮影には半切か ら手札判 まで各サ
イズのガ ラス乾板が用い られ た。 ガラス乾板 の原板 はサ イズ毎 に番号 を付 して登録 し、
2、3枚の紙焼 き写真 を作 成 した。それ らの うち1枚 はキャビネ判か ら四 ツ切程度 に焼 き、
閲覧用キ ャビネッ トに配架す るための写真 に、 もう1枚 はキ ャビネ判大 に揃 えて焼いた
もの をB4判 台紙 に貼 り付 け、焼付写真 目録台帳 を作 成 した。 また同台帳の他 に、撮影
目録 も作 成 し、番号川頁に原板検索が 出来るように整 備 した。 閲覧用キ ャビネ ッ ト写真の
裏面に記述 された項 目は、調査の際 に作成 された 「撮 影調査票」 を元に している。
絵 巻な ど通巻撮影 を した写真類は、キャビネ ッ トにおける分類 とは別 に、それぞれ資
料毎 に鉄 をつ くり、図書資料的扱いを した。「等伯画説」(『美術研究』1.193年1月〉や 「男
一一郎絵 詞」(『美術研究』38、1935年2月〉は、 当研究所 で撮 影 した ものであ る。 また
280に 「文晃筆公 余探勝 その他山水 写生 図類 展観」(美術懇話会)に 出品 した 「谷文晃
筆 公余探 勝図」(「美術研究』47、1935年ll月)などは、今 日では翻 刻や画 集な どで容易
に 目にす ることが出来るが 、当時、画巻 を一覧出来る写真資料はこれ ら以外 にはなか っ
た もので ある。
ll1園・朝鮮半島調 査の際 に収集 された絵 葉書や遺跡案内等 のパ ンフ レッ トも、当時の
状況を知 るこ との 出来る貴重 な資料であ り、 これ らにつ いて は、2001(平成13)年2月
か ら3月 に 「満州 ・朝鮮 関係文化財研究資料の共 有化 に関す る協議」 を開催 し、内田好
昭(京都市埋蔵文化財研究所)・広瀬繁明(真 陽社)・中谷礼仁(大 阪市立大学講師)・青 井哲 人・
1!町澤泰 彦(名 古屋大学助教授)ら を招いて協 議 を行 った。
(3)東洋美術総 目録編纂事業 に伴 う資料作成
開所 時の1930(昭和5)年 より開始 された東洋美術総 目録編纂事業(137～139頁参照)
で はtl936(昭和11)年の段 階で、売立 目録1800種4千部 に掲載 され た4万6千 枚 の
図版の切 り抜 き、作 品写真 及び印章写真6500枚、約600種の図録掲載 図版 分類 カー ド、
国宝所在別、題 目別分類 カー ド、画家索引 カー ド8千 枚 を作成 していた(「東洋美術総 目
録関係書類」による)。ここで は、 このmに 関連 した資料 の作成過程 を、① 作品 カー ド、
②抄録 、③ 『東洋美術 文献 目録』、④ 年表 、⑤落款及 印章、⑥ 関連写真 資料収集調査の
6項にわた り振 り返 ってみたい。
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Ⅲ 調査研究
① 作品 カー ド
作品 カー ドは、 『真 美大観』 などの大型図録、『文晃遺暴展図録』 など展覧 会の豪 華図
録、『野山霊宝 集』 など寺社の蔵品図録 、『浮111:絵派爾集』 などの流 派の図録、『元信画集』
な どの作家の図録な どか ら、掲載図版 を一作 晶ずつ カー ド化 しiジ ャンルや作 家名、作
品名で分類 したものであ る。同 じように530種余 りの画集の図版一 覧を罫紙 に害 き写 し、
1冊ご とに綴 じた総 目次 も作 成 した0こ れらを繰 るこ とによって、一 つの作 品が刊 行物
に紹介 された初出 をあ る1-3.f:度推測す ることが 出来、現在で も利用価値 は高い。 また切 り
抜 き図版は、購入 ・撮影 した写真の他 『国華』や売立 目録な どの 図版 を切 り抜 き、所 在、
あ るいは題 目別に分類 した。
矢代 の話 で は、売立 目録の収集は当時パ リ大学 に移管 された、オークシ ョンカ タログ
の収集 を行 っていた ドゥーセ文庫 をモデル とした。現在 、ジャック ・ドゥーセ美術J
学図書館(Biblioth的ued'artetd'arc聴ologieJacquesDoucet)は図書館の再編 で国立美術
史研 究所(lnstitutnati。nald'hist。irede1'artyの中に移;ak-C.:fされてい る。 ジャ ック ・ドウー
セ(JacquesDaucat)は老舗 オー トクチ ュリエの経'営者で、美術 品や'1.1'E.rのコ レク ター
で もあ り、 日本 の美術品 も所蔵 していた。彼 の死後に売立が行われ 、その折 りのオー ク
シ ョンカタロ グ ℃ollectionJacquesDoucet"(GalerieGeor幕e鼠ParFS,1930)は、蝿研究
所 の蔵書 にある。
明治 か ら昭和 にか けて 日本 各地の美術倶 楽部 で開催 されたオー クシ ョンの カタログ
(売立 目録)は 、現 在、主 な国内機 関86ケ所 に約430⑪種が所 蔵 されて いるが、 当研究
所 はその5害りの2231種を所蔵 している。 その うちの約半数 は2部 あ るいは3部 を入手
し、その中か ら2部 を解 体 し図版 カー ド(目絵掲載)に 貼 り、残 りの1部 を登録屑 と し
た。 そのほ とん どは購 入 によったが、啓明会 をは じめ、正木直彦や 、尾高鮮 之助 な ど所
員や関係者 か らの寄贈 も少な くない。売立El録の解体作 業は戦後の1960年代 まで続 き、
3部 を購入 した258種の うち191種は カー ド化 が完 了 してい る。 この作 業は、B6サ イ
ズほ どのカー ドに解体 した図版 を1作 ずつ貼 って売立会 名を捺印 し、裏に作 品情報 を書
き込み 、作家別あ るいはジ ャンル別 に配架 している。 カー ドにところ どころ"A""B"℃"
な どの書 き込みが見 られるが 、 これは作品の レベルを判 断 した もので、渡邊一 を中心 に
集 まった研 究員が議論 した結 果を書 き込んだ もので、"A"は 真作、'B"は工 房作 を意
味 した(白 畑 よし 「女流美術史家の同想」による)。なお 目録の 切 り抜 きカー ドは、東洋
美術総 目録編 纂窮業の柱 の一つであ ったが、現 在 も内外 を問 わず展覧会開催準 備の参 考
に、 また作品の来歴を調べ る資料 と して頻繁 に利 用 されている。
②抄録
243
史料収録 は、 『看聞御記』、 『古画備考』 な どの 日記や記録類 、『本朝画 史』 などの画 史
画論、『近世碕 人伝』 といった伝 記 などか ら作家あ るい は作品 に関す る記述 を用紙 に抜
粋 し、面家 史料、あ るいは絵 巻資料 としてフ ァイルキャビネ ッ トに収めて いる。
③ 『東洋美術文献 目録』 個 目録 については、「美術部」中の 「戦前の調査研究」参照)。
④年表
年表は作家 ごとに所定の用紙に年代 、事項を害 き込み、作家についての論考執筆の材
料 とした。 そのためか、最終 的に綴 じられた作 家別のファイル には、年表 は省かれている。
⑤落款及印 章
落款及印 章は 『芸苑叢書』 の印譜 や、『妾蜘LI印譜』 な ど作 家個 人の印譜帖や 、作 品 を
撮影 して、作家別 に分類 した。
ゆ関連写真 資料収集調査
「東洋美術総 目録」編纂事業 に付随 した調 査に ともなって撮影 された写真 資料 も多数
'∫二在する。 第一は1934(昭和9)年 度か ら1935(昭和10)年度 にかけ、末延財Mの 補助
金を受けて な された 「襖絵調 査」である。菅沼貞三 、田中喜作1カ メラマ ンの中根勝の
3人が中心 とな り、大安寺 を皮切 りに前 後11回 にわた って各寺 院で調 査 を行い、写真
の撮影 ・購 入 をはか った。 その 成果 は1936(lfa和11)年か ら1937{昭和12)年の繰越
1:_に出版補 助費を補 充 し、『美術研究資料第5輯 桃 山時代金碧障壁画』q937年)とし
て1:肝fされた。本調査で撮影 した原板 は、キャ ビネ判約900点の他 、襖絵 を個別に撮影
し実際の配1置順 に組み直 した版下用の半切124点などであ り、ガラス乾板資料の中核 の
一・端 をな している。焼付写真 は寺院毎に まとめ られた。
また同 じく末延財 団の援助 によ りr名 古屋市公園課の協 力 を得て名古屋城本丸御殿障
壁i画の撮 影が行 われた。1938(昭和13)年6月21日 か ら30日、8月16日 か ら17日の
2回にわたる撮影 では、菅沼 貞三r田 中喜作、浦崎久一が調査 を行い、11」根勝が富士パ
ンクロ中板 を使用 して撮影 を行 った。 また名古屋市の近藤銀治郎及び服部忠治郎が撮影
補助 と して雇われた(『昭和14年4月 起末延財団会計書類」)。1945(昭和20)年5月 の空
襲で焼失す る以前 の本丸御殿が撮影 されてお り、当時の姿 をとどめる貴重 な写真資料で
ある。戦前 に名古 屋城 を大 々的 に調 査撮影 した例 と しては、(1)1930(昭和5)年 に宮
内庁か らT_'i古屋市へ下賜 され る際、帝室博物館 が行った調査撮 影(『名古屋離宮障壁画大
観』聚楽社、1930年)、(2>1941(昭和16)年に名古 屋市役所 が記録 として建築学的調査
も含め行 った撮影(『国宝史蹟名古屋城』名古屋市、1942年)の二つが知 られてい るD当
研 究所 に現存 す るガラ ス乾 板 は四 ツ切判85枚 、 キ ャビネ判440枚にの ぼ り、(1)(2)
のJ{3[11'」と構 図等が重 なる もの も多いが、「対面所納戸 次之問」 の ような焼失 した障壁画
1/
Ⅱr【」Einf6`ij「L
の写真 もあ り、 また美術 史学rl勺観点か ら、よ り鮮 明に障壁llllio)図様を とらえようとした
努力が うかが える。従来の場iJi一か ら外 されている杉 戸絵や廊'ドに見学 コー ス川の低 い柵
があ るなど、一・般に公開 されていた様fも 見て とれ1(D(2)の 調査の問 を埋 め る資料
と して商い価値がある もの とiiえる1,この撮 影は 「東洋)亀術総ll録」の1葺章壁lllll部1111の調
査 に随従する もの と考え られ るが、戦争に よって調 査が困難 とな り、成 果の公表には至
らなか った調11研究の ・つであ る、.,
絵 巻物研究は 、1939(昭和14)年4月111より、図f:F:1=-jの購 人 と同様 に雨潤会の援助 を仰 ぎ、
「絵 巻物総覧」の編 纂と して囲始 した。担 当責任者 は渡邊・一の薫陶 をうけた梅津次郎 だっ
た。絵 巻物 の撮 影には、中根 と梅津が ガラス乾板 を携 え所蔵先 をまわ り、詞書の・書写 を
伊藤 のぶ子 、小野貞子、白畑 よし、中根得江、森敏rら が行い、渡邊、梅津 の両名が校
閲 した。 その他 、史料類か ら関係事項の抽iii,売立 口録か ら絵 巻物図版 カー ドや文献11
録 な ど も作成 した。llli版の準備 が整 い、1945qll{和ZO〕年21j1211に座右宝へ 陪会巻
物総 覧」第1巻 の原稿 を引 き渡 したが、3月loHの 東京 大空襲 に よ り原稿 は灰焙 に帰
した(梅 津 『絵 巻物総1`包関係目記』による),1[記に よれば、IlfDJl911には京都の所蔵 家
宅で 「伊勢物語絵 巻」の縮図調 査に 入ってお り、調 査は続行 された1,また戦後 も宮 次男
らによって 史料・の抜 き[;:きが続け られた,現 在も当研究所には 「梅津資料・」 と名付 け ら
れた絵 巻資料群がある1,
(4)閲覧
開所時 には 「美術研究所lilf究ぞで料閲覧 規程 」、「)さ術研究所特 冒1」資料・閲覧規程」・を定め 、
資料室 〔図15〕にて月、火 、水 、金の週4111[、閲覧を開始 した.,利川 者には閲覧ll'1を発
行 した。記念館の廊 ドや資料争;{のrr'には 複製IIlllが架け られ1矢 代が欧米で見聞 した美術
館や図書館の イメー ジを彷 佛 とさせ る趣のある室 内で あった、
閲覧業務は主に白畑 が担 当 した.,当時 一一.義'
の閲覧名簿が残 っていないため詳細は不
明だがr当 時の所 員の話 によれば、松 方
正義の孫 で ライシャワー駐IIアメリカ大
使夫人 となった松 方ハ ルがii幾争のため留
学 先のア メリカか ら帰国 し、親米派と 目
され1読視が 厳 しいIII、寿術 史の 勉 強 に
通っていた とい う,,








開所 間 もない頃 の写真 資料 の利 用 につ いて、「五年 秋か ら公 開 された時 には、(中II各)、
比較 にな らないが、そ れで もその調 法 さは誰の眼に もよ くわか り、学 者の利 用率 は急 に
L昇した,か くの ごとき多数の写真は常 に よ く整理 しておか な くてはす ぐ乱雑 にな り、
職 員の紗 い小研究所 としては、自由公開 とい うことは事実上制 限せ ざるをえな くなった。
それで も(111略)、た とえば この研究所 の設 備 を常 に利用 して仕 事を してい る研究所職
員の論 文は、その出 来不 出来は別 として、 この設備 を利用 しないで仕事 を している他所
の学 沓の論 文とは、使 った材料のii.:1.:度が断然 違ってい ることが、 じきにffll:にで も明瞭に
なって きた,こ れは私 と しては予期 した通 りで、本懐 至極で あ った,III略)ウィッ ト
卿の家庭内設備の時代か ら、その1Ⅲ値 を最 も大 きく認識 した当時の私が、初め はrl分r1
身のボテ ィチ ェリ研究のために利 用 させて もらい、 また後にはこれ をおr一 として東洋
r.術研究のJ
;礎的施設 として東京に美術研究所 をつ くったことは、私 として も、大い に
愉快 に感 ずる ところであ る」(246-247頁)と1-'1-.iいて、i..llらの美術 図il}:館構想 に白信 を
見せて いる、 が、それか ら10年 も経 たな い1937(昭和12)年には、「次に今ill」:げた
)ミ術研究所であ りますが 、これ は喪術学校 文庫の図llll本位なるに対 して写真の蒐集本位
と して 圧に補 ひ合つ て屠 り、研究所 と しては、II本に訣けて居 る)ミ術図件剣i的発達を し
たい とff.f.rte.つてをるのであ りますが 、何分建物 が閲覧 に適せず、 また研究所の職 責が1凋査
研究に在って閲覧 は第一 日的で はないのであ りますか ら容易 に手の廻 りかねるのを残念
に思ふ て居 ります」(「図雷館雑誌llZ[)g,1937年41」1103頁)と語'・てお り、思 い描 い
た 箕術 図1彗:館の理1想と現実の違 いにと まどう様子が感 じられ る.
その5年 後、矢代 は研究所 を去 り、矢代1時代は終 わ りをむか えた.,当研 究所 開設肛寺の
「資料 閲覧規程」 を下記 に資料 として挙 げてお く、,
美術研究所研究資料閲覧規程(i昭和 瓦年一トlj市1」定)
















第八条 閲iulハ指定 以外 ノ場所 二於 テlill究資料 ヲ閲覧 スル コ トヲ得ス
第九条 一 人・・時二 閲覧 シ得 ル研究 資窄:}ハ左 ノ如 シ
写 真 、複製 類 ・種
図II卜1.IIS
但 シ特 別二許1!」`ヲ得 タル場 合ハ此 ノ限ニ アラ ス
第 卜条 閲覧 者ハ1閲 覧 資料 ノ取1及二注意 スヘ シ之 ヲ殿損汚 染 又ハ紛 失シ タル トキハ閲
覧 者)くハ紹 介 者 ヲシテ相 当 ノ賠償 ヲ為峠1'シム ルコ トア ルヘ シ
第1'・条 閲覧 κ本規程二違 反 シ又ハ不都 合 ノ行為 ア リタル トキハ閲覧許 悶fヲ取マi[1シ閲覧lliN:
ヲ川叫又ス
第・卜二 条 左記 ノ11ハ閲 覧室 ヲ閉鎖 ス
日曜 日 木曜U祝 祭U年 末年 始G'二ll二:卜:fiifヨリ 一ー月五 日マテ}
臨 時二閲覧室 ヲ閉鎖 スル場 合ハ予 メ之 ヲ掲示 ス
第・卜三 条 閲覧 時間ハ別 二之 ヲ定 ム
美術 研 究 所 特 別 ぞ鳶料 閲 覧 規程ull{和.!r二年i・1」ll鵡ヒ)
第一条 庭術弼r究所所 ∬哉 ノ瑚:究資料IP牛1:別資料ハ 本規程 二拠 リテ閲覧 ヲll1・II∫ス
特別 資料ハ 共 ノロ録 二 「特 別」 ノ記}ナヲ!1付ス
第二条 特 別資料 ノ閲F:!・.iuハ・時二一・種 限 トス
第1条 特 別資料 ハ閲覧室 中特 二指定 セル場所 二於 テ閲 覧 スルモ ノ トス
笛四条 以Lノ 外総 テ弼1究資 料閲覧規程 ニヨ処ル
3美 術 部 資料 室 の 資 料 収 集 ・作 成 ・公 開
1946G昭手021)イr-1976(Ii召刑151)rf=.
所員 の復 員や新採用 に よη職 員 も増 えるll1、1947(H爾[122)年51」に匡1立博物館 官制
が制定 され、組織 は国立博物館 の附属 となったCi業務 は従来通 り黒田記 念館 で行 われた。
1951(昭和26)年1月3111、東};ぐ国立博物館 か ら文化財保護 委員会 の附属へ とかわ
り、1952(昭和27)年4月1日III.1_.[1コ・-`化財研究所 として独立 し、美術部資料室 とな ったn
1957(昭和32)年ll月 には、長年の懸案で あ った書庫 の増 築が完成 しr3階 部分 が趣
て増 しされた。以下、戦後の資料 部、資料蜜等 の業務 を(1)図 書 、(2)写真、(3)閲
覧の3項 にわた り記す ことにす る、,
247
1iiIIL特別 保 護 生1生造 物 及11く1宝11111ロー3'
〔審 〕:こトfl院噛li)1[)f1・.11915{卜[ll版,
へ も登 録 し、 その 後1f;庫に 納 め ら れ た1,購人資 料 に は 、「国 、Z博物 館 蔵 書 」 の 印が 捺 さ
れ たが 、 その 後K化 財'仙キ護 委 員会 の 附'属とな り、 こ れ らの 資 料 は管}1旧典を行 い 、 臣式 に
'11研究 所 の蔵 ・lll:とな りた、,
所 員 が 欧 米 留 学 や 海 外 展へ の 随 行 な どで 相r機 関 と新 た な関 係 を築 い た こ とで 、 海
外 か ら の 寄 贈 が 増 加 した,,1950年代 に は 秋IIP℃和 が 留 学 した フ ラ ン スか ら、 パ リ国
r/:図lll;館qうiblioth(・qu(}Nati〔)naユe、Parls)、ギ メ こ術 館 フ ラ ン ス 国1才411桝{学ll完{Eco且C.'
ド1・lmCaised'Extr〔,me-Oriellt)、また 大串純 夫が 随 行 した1'アメ リカ巡lll口i本ilゴ〕隻律1展覧 会」
に関 連 して 、 シカ ゴ 美術 研 究 所(Ardnstitut{・〔〕rChic乏玉g{})などの 寄 贈 が危1、増 した、,
戦 後の 混 乱 も落 ち1「i二き1幽∴'1度成 長 期 に 人 る と、 どち らか と 、1えば特 権 的 なi爽いIll:fir`のli1
で守 られ て きた 隣 術 」が 、 徐 々 に ・般 の もの へ と広 が り、「)き術 」 を取 り巻 く環 」尭は
変 化 して い',た、,1950(Ill1和25)年の 虻化1〔づ`保護 法 の 施 行 ∫ソ、後 、k化 財 に関 す る1二rl行物
も増 大す る、,この 頃 か ら・ill:名に 「史化 旦け」 とい う 史字 が 使 川 され始 め 、 屯要 文化財'や国
宝 を ま とめ た 全集 や 、'建造 物 の 修 理11!11報告 、ll:、戦 災 で'J;われ た 〕急術ll1111の1[録な どが
続 々と11j行され た1.戦前 のU録 は 、ylf・.II.'!iの1;IIIi査成 果 を も とに 編 纂 され た 『特 別
i呆1;'皇豊⊥主jl量呼勿及1玉1'{」二巾lifl-3』(審)亀トユ1:「ぢ己、1910で1ζ、1915イ「li」:1;1)Oll曳116〕ぺ,文二lf昌1タ「縞謳 「[1
本国宝 令 集1】lqlイ{1・1こ1'i5:全集1:1」行会、1923-1938で1つが ・Lなもの で あ'・た が 、戦 後 に な る と 、
文化 財'保護 委 員会(の ちx化 庁)関 係 の:Fl」行 物 が 寄 贈 され る よ うに な り、1「1和要 文 化 財 』
;31巻(毎H新lli捧1二、 972-1978年)や数 年 ご とに 史化 庁 が 編 ・纂す る1「指 定'文イヒ財'総
合li録」 が 、重'要'文化 財'の予 が か りを得 る・基本 書 とな った 、
またii乾前に は難 しか った 社 寺 や 華 族 ・財 閥 な どが 所 蔵 す る美術1lflllの調 査が 許 され る よ
うに な り、 また外 地か ら帰 還 した研 究 者 た ちの 熱気 も乎伝 い 、 次 々 と親 知 見が 発表 され 、
..術
kの 刊 行 も相 次 い だ。 社 寺 に 関す る蔵二書は 、 戦前 の もの で は 東 京 美術 学 校 が 編 箸撃し
た図 版 を空 と した 『'南都 ・L大寺 大 鏡』(南 者ll・ヒ大寺大鏡 発行所11921-1929年)、『南 都i




和25)年 、 国 立 博 物 館 附 属 美 術 研
究 所 時 代 の3年 間 に購 入 した 書 籍
〔8291Ⅲ・)は、す べ て'東京 国立 博二物 館
資 料i課の 原簿 に{禿録 した の ち、 当研
究 所へ 貸・'」・す 翻 二多式 を と'.)た.、貸r一
で はあ く)たが 、当 研 究 所 の 図1111:台i帳
肛 調査研究
(岩 波 書 店 、1965-一一1973年)、 『奈 良 のf+一,,・ 一,..…一 ・唱 ・H'1°ti';
霜離 謙黙 謬 繍 し゜ρ 拶,
、r.Sl'な どが刊行 され、図版解説 と論考が充1
実しているこ鵬 その後σ劇 仮 ⊥ レi:llξ
も含め利用者は多い。独立 した図書購 綿 ・、
入費の予算化がない資料室ではあ った

















が、写 真資料の提供や執筆協力な どによる献本がその不足 を補 っていた。そ こで 、この
時期 に寄贈 された 「香取 文庫」、「織 田文庫」等 について、 その内容 と特色 を記 してお く
こ とにす る。
① 「香取文庫」
1969(昭和44)年11月11日 、鋳 金家 で歌 人の香取 秀 真の蔵 掛:(未刊調登録 、拓本、
製作品の意匠図案、―」記 〔図17〕、訂補啓入自著及び美術図書167冊など)が 遺族 よ り寄贈
され、「香取文庫」 と名付け られ、図ill書は蔵 書 と して登録 し、諸資料 は 「作家資料」 の
中の 「香取 資料」 と して分 類 された4香 取 もII1川同様、1945(昭和20)年4月13旧 の
戦災で田端 の 自宅 を焼失 しているが、疎 開先の信州へ運 ばれ難 を逃れた ものやii幾後の資
料類 は、没 後整理 され、その一部(他 に東京藝術大学 、T県 立美術館)が 寄贈 された。
香 取 は1932(昭和7)年5月 と 正935{昭和10)年10月 の2回 、 当研究 所 よ り明治大
iE美術 史編 纂の委1属を受けて いる。 美術 懇話会 の設立 当初か らの会flでもあ り、例 会
では4回 の講演 を行い、その内の31jl1は講演録 も刊 行 された。 また1934(昭和9)年11
月には当研究所 が実施 した龍角寺(丁・葉県)調 査に加 わ り、論文 を執筆 してい る(「龍
角寺の薬師銅f象」 『美術研究」37、1935年11D。また香取 の三JJ立田三朗 は、1942(昭和
17>年に東 洋美術国際研究会の事 務嘱託 とな り、東京圃立博物館、文化財保 護委員会 を
経て1969(昭和44)年には 当研 究所 修復技二術塞 長の職 にあった。 これ らの事柄 にみ ら
れるよ うに当研究所 との様々な関係が、後に資料を寄贈す る きっかけになったと考 え ら
れる4
香取 は、東京美術学校 在職 中に脇本楽之軒 らと 「左右会」 と称す る 『君台観左右帳記』
の研究 会 を行 ってお η(嶋 本久寿弥太 『香取秀真の芸術 と生涯(資 料篇)』1955年)、文庫
巾の 『座 敷飾次 第』(香1双秀爽、1936年)は美術学校所蔵 の永正16年 版の複 製で同会が
作成 した ものであ り、万治3(1660)年の版 本 『玩貨 名物記』 や 『御飾記』 な どは同会
のための資料 であろ う、











qll{和22)年3月11flに民事 検 閲 局 長の検 閲 を受 け た こ とをIE:き付 け るな ど、 香取 は 多
くの 苫:作に 朱 の 書 き込 み を して い る 日記 を 何lll[も清lll・した り1随 筆 に 詳細 な索 引 を
付 け る な ど、 資料 に はJLI隈面 な性 格 が 現 れ て お り興味 深 い 、,『随 筆 ふ い ご祭Ill〔学 芸lll:..'iL,
1935年)の 「採 集 と和鏡 の研 究 」 の 項 に は 、 中川 忠 川r〔が 「糸 印 」 を約300点 珍 蔵 して い
た こ と 、没 後 関 西の 富 豪 の 乎 に帰 した とのSriが出 て い るが 、 これ は 、 巻 末の 索 引 か らた
どって 知 り得 た情 報 であ る、
Gl'織川 文庫 」
1970(Illi和45)年3f11611には 明 治 か ら昭 和 に か け て 活 躍 した イ1版lilll家織 川 一1葦¶1が
収 集 した葛 飾 北 斎 の絵 人版 本 を 中心 と した コ レク シ ョン136種3271ii}が遺 族 よ り寄 贈 さ
れ1[織 川 文庫 」 と して 登録 され た1,
織 田 は 北 斎 な ど浮i1ヒ絵 の 研 究 者 と して も知 ら れ 、「北 斎 絵 本 解 題1-5」(1ア ル
ト」8-12,1928年12月一1929年5月)で 、北 斎 の 絵 人 版 本351冊に つ い て 紹 介 して い
る、 う ち23冊 は 、 現 在 織 ―[文庫 に 収 蔵 され て い る もの で あ る,,織田 の絵 本収 集 に 際 し
て は 、 フ ラ ンス の作 家 で 日本 美 術 コ レ ク タ 一ーの エ ドモ ン ド ・ゴ ン ク ー ル(Edmonddo
Gollc⑪urDの:著書'`Hokusai:rArtJaponaisauXVIIIe5iecle(EugeneFasquolle,Paris,
1895)〔図18〕 を も と に永 井 荷 風 が 作 成 した 「北 斎 年 譜 」{『三 田文'三1`:』4-1〔〕、1913年〉 等
を参 考 に して い る 。 例 え ば 、 『光 悦 正流 盆 画独 稽 古 初 篇』 に関 して は 、 「ゴ ン クウ ルの
年譜 に 記載 して あ る ので 、私 も求 め たが 、これ は北 斎 の 筆 か ど うか 、研 究 のtii:」sがあ る 」
(「解題1」 『ア ル ト』S,1928年12月)と 述 べ て い る。
織 田文 庫 は 、当研:究所 の 通例 の分 類 を用 い ず 、織 田独 自の分 類 をそ の ま ま引 き継 いで
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いる。時太郎II∫候 と名乗っていた北斎の 自1由1像が巻 末に掲 載 された 「窟将軍勘略巻』L図
19〕をは じめ、川版物や 「北斎展」な どの展示 に利川 されているr、
そ のほか、1976(昭和51)年3月15ifには、白畑 よ しの後任 と して、 長 く資料室 の
業務 に携 わった 永雄 ミエの遺族 よ り寄付 を受け、rコ^コAE{の111:籍を購人 し 「永雄 ミエ 文庫 」
と した,
(2)写真
ガ ラス乾板 か らフ ィルムへのf吏川転換期 にあた るnガ ラス乾板の撮影 には撮li杉機材'や
乾板原板 な どの運搬でか な りの労 力が必要であ った為、海 外調査 などでは戦前 よ りフ ィ
ルムが 使用 されてい たが、調査写 真 と して フ ィルム撮 影 を開始 したのは1950(昭和25)
年前 後か らで あ り、本格 的 にフ ィルムに切 り替え始め たのは1{i.57(昭手―132)年頃か ら
であった。
また前章の 「美術部」中の 「戦 後か ら近年 までの調企研究」の項で も触 れ、 またその
具体的 な手法等 については後述す るとお り、'li研究所 にお ける戦後の光学 的調査が本格・
化 し、X線 ・赤外線 ・ガンマ線撮影 など特殊撮 影に よる"」:真資料が増ナJilしてい',たII撮
影 フ ィルムは ガラス乾板 の整理法 にならって、各サ イズ ・各撮影種類 に より番}ナを付 与
し登録 を開始 した。同資牢1・の111には、エ ミシオグラフ ィ撮影、顕微鏡抽童影、赤外線 テ レ
ビ撮 影 など、実験的な撮 影 と推1則され うるフ ィルムもあ る1,斗寺殊撮 影写 真は、1952[lii
和27)年にi没hヒされた保 存科学部及 びlhllliij:・雄 、中lh秀太郎等の所外の研究 者との 共IlrJ
調査 に よる もので、修復技術部に も特 殊撮 影フ ィルムや調 査記録が保管 されている,な
お、当研究所 では 『X線フ ィルムll録」1、 Ⅱq998、2〔}02年)を「ll行している、
写真室 に所属す る小沢健志、僑 本弘 次の各カメラマ ンは、研究 渚 と同行 して撮影を担
当 し、調査後、現像及びi...i..,を作成 した[1フでルムの登録 、保存、公開は研究 者の
責で行われた。 しか しなが ら限られた 予算内での調査であ っため、撮影 フ ィルムの 全て
を現像r焼 付 す ることは困難であ り、研究Lよ り有川 とな り得 るフィルム を選択 して焼
付(プ リン ト)を作成す る方法が とられてい た0ま た、焼付写真 台帳や キ ャビネッ ト配
架用焼付写真 はモ ノクロ撮影の フ ィルムのみが作 成 され、モ ノクロネガフ ィルムよ り若
i遅れて使 用が始 まったカラーポ ジフ ィルムによる撮影写真は、経年 による変色等の問
題 か らキ ャビネッ ト配 架111の資料作1茂を控 えてい た、,
キ ャビネッ ト配 架川1写真 は、戦前同様 に収集 ・整∫型されていたが 、大 型写 真、図版 切
抜 、 また西洋)曇術 の複製図版等 の収 集は次第に減少 していったr,日本 ・東洋 聚術関係画
像につ いて は、 ブ ギルムの使 川によって ガラス乾板 を川いた時代 よ りも撮 影が簡易 とな
2,51
り、大幅な資料 の増加 をみ た。報告書等 に使用 した図版 の焼付 写真は、分類せ ずにま と
めてキ ャビネッ トへ追加 した。その他 にも、各研 究者が 自身の研究用 と して他機 関所蔵
の原板か ら焼付 けた ものや他機関 との共同調査等 によって撮影 した写真 も増 えた。 また
1司時期 には春1【1武松が撮影 した岩佐又兵衛 関係の写真資料や、大塚稔(大 塚巧芸社)、国
1'll粥二か らも焼付写 真の寄贈 を受 けてい る。 各種の焼付写真 は、「写真受入 博」に記載 の
L整理 したC、
大型写 真の 目録 は、1952(昭和27)年までに総計約4T・種、8台 分が作 成 されたr「バ
ン ドー ン11録」 と称 され る目録の分類 は以 ドの通 りである。通常の キャビネッ ト配架川
写 ～'〔や図版カー ドに比べ数は少ないが 、美術作 品 を実物 大あるいはそれ↓ソ、Lの大画面で
;1棉IIにとらえた大型写 真の収 集は、顕微鏡"∫真等 と並んで、後`rの高精細Illli像の撮影へ
と繋が る研究への興1床を少なか らず示 してい る、
第1函 仏illli(如斗乏剖ト 澤'薩部)lll正1象別
舞薗2卜,:iイム1山i(1珂1詳刊ニー 天宵1二)1浄f象男1」
第3函 仏画(声lii1・羅漢部～厨f絵 亭茂絵)韓 像別 ・その他材質別
第4函 仏画(曼 茶羅1寄ll一壁扉illli板llllDllll:像別 ・その他材 質別




次 に、こ0)時期 に収集 された写 真資料 な らびに調査 によって作成 された写 真資料につ
いて、(ηギ メ美術館寄贈写真、(2)光学 的方法 による古)き術品の研究 、⑧マ イクロフ ィル
ム資料の作成の3項 にわた り託 してお きたい、7
、Dごドメ弓〔≡争15rf官r寄:貝曽:与:客三専〔採「20〕
』





20ギ メ ー美術 館 寄1憎写 真
当イ研究1四iはr1906{ドカ・ら1909{1三`こカ、}ナ
て ポ ー ル ・ペ リオ(PaulPelliot)が率 い る
中央 ア ジア調 査 隊 が 撮 影 した6種 類 の遺 跡
写真(ギ メ美術館所 蔵原版)を 所 蔵 して い る1、
トゥム シュ ク遺 跡 及遺 物 写 真62枚
egos年10月30日 ～12月15if
(以下調査EI程)




ドル ドル ・ア クル遺 跡 写 真24枚1907年11120y91131i
キ ジ ルイ1窟写 真70枚13()?年111211-91131f
ス バ シ遺'r:28枚1907年ll」21f-9月3i[
享虻ナ皇石 窟"」:}1尊346桑文1908イ ト2月ll日 一51」281i
I950(II召和25)年811、 秋lll光和 は 、 戦 後最 初 の フ ラ ン ス 政 府 招 」傍留'}∫:ノiとして 、
1952(Illi和27)年1J1までの1年1㌔ 渡 欧 し、 パ リでは 、ギ メ美術 館 や パ リ国 、k図lll:館力£
所 蔵 す るぺIJオの 資料 を調 査 した,,これ らの 資料(絵 画類、ベ リオがll}いたlhlム発掘記録 、
1調査 ノー ト等 〉は 、'―ill寺様 々 な 理 由 で 公刊 され ずr存 在 自体 も一・部 に しか 知 られ てい な
か っ た が 、秋 山 は幸 い に も閲 覧 を許 され 、敦 煤 莫 高 窟 のhrji　ijなどσ)搬影 写 真 と諸 記録 を
照 合 しつつpn査 を進 め たU帰 国 後 そ の成 果 を 「ペ リオ 調 査 団の 中央 ア ジ ア旅 程 とその 考
古 学 的 成 果 」(r仏教芸 術」19・2{}、1953　=1[〕・12∫Pと して 発 表 した が 、 これ は ベ リオ
の調 査 報 告 につ い て の世 界 で最 初 の 論 考で あ る、,秋IIIは、 ペ リオ が撮 影 した写 真 σ)複製
を当 研 究 所 が 所 蔵II」1来る よ うギ メ 美術 館 にq―L入 れ 、そ の 後 、lli研究所 へ 寄lll;呼された,、
後 年 秋 山 は 、 ギ メ国.、ン凍 洋 美 術 館 ⊥遥との 共 同 監 修で 、ペ リオ調 査 団 が将 来 した敦焼 絵
画 と中 央 ア ジア の 遺物 を紹 介す る大 型図 録 『西域 美術 ギ メ)こ術館 ペ リオ ・コ レ クシ ヨ
ン1、z.11ql本語 版、講 談社 、1994・1995年)の1:1」行 に も関 わ り、 長 年 に わ た りペ リ オ
資料 の 月本紹 介 に 尽 力 した,、
② 光 学 的 方法 に よ るt・15の 研IL
戦 後 の 光学 的 方 法 に よ る調 査の11Ⅱ核 をな した の が 秋1【1光和 であ る1,1941(昭和16)年
7月 嘱 託 と して入 所 した 秋Illは、 光学1;Illl條をiモ導 した 中根 勝 よ り、 調査 開始 時 の抱 負や
戦 時 下 にお い て 調 査 が 次 第 に 困難 と な りて い くこ との 「嘆 き」 を聞 い て い た,,その ため 、
戦 後 復 員 した 秋 山 は 、')亀術 史研 究 の 一一つ のIlllllとして 、 光学 的 鑑 識 法 を組 織 的 に推 し進 め
る こ と を望 み 、 光 学 的 手法 を取 り人 れ た 撮 影 ・調 査 を{引1司した(秋 山光和 「(資料)i体
絵 画研 究に対す る科学 的鑑識法 実施の経 緯 と方法1:の1洲lll題」 『占 文化財の科 学』30、1985年
12月)。
1949(昭和24)年 、当研 究 所 内 外 の 研 究者 を集 め た光 学 調 査 班 が 結 成 され た(「美術 部」
111ぴ)「戦 後か ら近年 までの 調 査研 究」の 「(P195(昭 和20)年 ～1960年代前 半の調査研 究」
の うち・「資料室 の調 査i研〔先」参fl4,},..,., .この 光学 的 調 査 で は 、 秋 山が 学 生 時 代 か ら研 究対 象
と して い た 「平等 院鳳 鳳1}1量:障壁1呵」 のX線 撮 影 を は じめ 、 「過 去 現 在 因 果経 」、 「伴 大納
言絵 巻 」、 「友台 高 僧像 」、 「富 貴寺 板絵 残 欠 」 な ど古 代 中世 の絵 画 を中心 に 撮 影 を試み た,,
1949(昭和2弔 年12J!に は徳 川)こ術館 にお い て 、 四 ツ 切原 寸 写 爽 ・赤 外 線 ・X線 ・コ
ダ ッ ク社4×5カ ラ 一ーフ ィル ムな どを駆 使 して 「源 氏 物 語 絵 巻 」 を調 査 した、、調 査 には
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橋本弘次、小沢健志 の他 に、写真担 当の嘱託であ り、美術写真 を専門 として高名であっ
た坂本万七が 関わ り、ほか に所外 の専 門家であ る山崎一雄、 中山秀太郎 、所 内か ら田中
一松、 白畑 よしな ども調査 に加 わった。 なお光学的調査 開始時 にはまだ入手困難であっ
た赤外線乾板 は、山崎 自 らが手製 し1X線 撮影 には、中山が設計 にあた り理 学電機(株)
に製作 を依頼 した美術 品撮 影用初の可搬式X線 発生装 置(タ ングステ ン対 陰極 、最 大
プ レー ト電圧90kV、電流10mA)を使用 した。.一..r..年の1950(昭和25)年春 には、国立
博物館 小講堂での公 開研 究発表会 と原色版X線 透過撮影 による写真 の展示 を行い成果 を
公 表を した、その他 『美 術研究』及 び報 告書等 の刊 行物 にお ける研究 成果の公衷につい
て は、同 じく前章 を参照 されたい。
さらに長波長X線iif用フ ィルムをいち早 く絵 画撮 影川に と りいれ、高感度HS・ 低 感
穫FGの 蝉用 フ ィル ムを使 いわけ顔料の性質や彩色技法の推定 に用いた。 また保存科学
部の三浦寵俊が元々工業用として用いられていたものを改良して、初めて古文化財の分
析 に用 いた赤外線 リフレク トグラフィ(赤 外線テレビ)や 、エ ミシオ グラフ ィ撮影に よ り、
鶴 林寺 太子堂壁画 ・法 界寺 阿弥陀堂柱絵な どを調査 してい る。 また、遠隔操作が可能 な
高所調査用移動架台 を特 製 し、高解像度モニ ターテ レビによって観察 し、肉眼では見る
ことの出来なか った線 像や、従来鑑別が困難であった岩緑 青 ・岩群青 を濃淡の差で とら
えることに成功 した(三 浦定俊 ・柳澤孝 「赤外線テ レビによる堂塔荘厳而の調 査研究一主と
して法 界寺阿弥陀堂四天柱絵について」、『特定研究 ・古文化財に関する保存科学 と入文 ・自然
孝:レ7:一売1徐書舌幸畏il量書』、1982イド)。
久野健、猪川和子 による仏像の光学的調 査は1木 彫 、金銅 と材 質によって方法 を替え
試 み られた。前者はX線 や赤外線 などの特 殊撮影 によ り、仏像の内部構 造及 び表面 に残
る彩色 を鑑別す る一方、後者では、1958(昭X1133)年頃 より保存 科学 部のIi三 、石
川騰郎 が新たにCo60を用 いたガ ンマ線撮影 を開始 し、法隆寺献納宝物四 卜八体仏 など
の金銅仏 の透視研究 によ り内部構造 を明 らか に した。
これ ら光学調査班が撮影 した各種 フ ィルムは、例 えば神護寺 「高雄曼奈羅」 を撮 影 し
た もの はX線76点 、4x5モ ノク ロネガフィルム188点等 にの ぼ り、写真 資料 の新 た
な蓄積へ と繋 がってい る。
③マ イクロフイルム資料の作成
1961(昭和36)年度か ら1962(昭和37)年度には、科学研究費 「基礎 資料の蒐集整理
に基 く古 文化財 の実 証的研 究」 に よって、マ イクロ写 真撮影及 び閲覧の環境 を整 えた。
これは当時閲覧が困難であった文書や絵巻 などの諸 資料 を撮影 し1独 自にマ イクロフ ィ
ルムを作成、研究に活用す る 目的の ものであ った。購 入 した機材 は、マ イ クロ写真撮 影
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装置(付 自動現像機、プリンター、引伸機、乾燥機等}1式 、マ イクロ閲読 機(ル ーモ社製)
3台 、 リー ダープ リンターである,,マイクロ写 真撮 影機 は組み 、アて式で 、撮影台 となる
ケー スに一・式が収 められてお り、簡易な撮影が1り'能である、撮影 フ ィルムはネガ ・ポ ジ
2種 の35ミ リロー ル式マ イクロ リー ルに作成 した1,これ らマ イクロ資料 は1961{Ill杯II
36)年か ら1t)67(lill和42)イ1こにかけて 集中的に作 成 され、秋山光X11,柳澤 孝、宮次 男ら
は 「源氏物 語絵巻」な ど、隈 元謙次郎 、岡畏 三郎 らは岡倉天心 や近代作家の資料を撮 影
した、 そのほか 「劇場節 川集』 や謡本 などの占典芸能 に関す る資料 は、 芸能部 と共1司で
撮影 しr後 にマ イクロフ ィルムは芸能部 の資料 に加 えられているry今EIではほほ刊 行物
に収録 され る ものではあ るが 、「黒Ilf家系図」(「黒1舞ill輝系図1-4巻」「黒lil清輝系図(巻物)」
の2種)な ど、黒 田清輝 に関す る未刊行の資料 も含 まれる他 、刊 行物等の撮影 も行われ
た。当時NEベ ー スで作 成 されたマ イクロフ ィルムは、経年 による劣化が進んでい るた
め、フィルムの クリーニ ング及び リールやケー スの 人替(フィルムは金属製からプラスチッ
ク製の芯にまきとり、中性紙による箱に保管)を 行い保 存 している"
(3)『日本策洋古美術文献 目録』編集
同H録 の編集 については、前章 「美術部」中の 「戦後 から近年 までの調査研究」の 「(D
ユ945(llli和20)年一196()年代t1.!e!]IJの調査研 究」の うち、「資料室の調査研究」において 、
詳述 されて いるので参照願い たい1,
(4)閲覧
資 料 室 に て 月 、 火 、 木 、 金 の週 引lIl、iu務 に あ た った 、担 当 はお もにh野 アキ 、
永 雄 ミエ が あ た っ たO閲 覧 希 望 折は 、学 生 の 場 合 、指 導 教 官 の 紹 介状 が 必 要 で あ っ た
が 、国 内各 地 か ら利 用 者 が 訪 れ た,、また 海 外 か らは 、械 前か らの 呼 称 で あ っ た"lnstitute
ofArtResearch"が浸 透 して い た た め 、戦 争が 終 わ る と早 い 時 期 か ら 来所 す る研 究者
が 多 か っ た。 ア メ リカ の シ ャ ーマ ン ・リー(ShermanLee)、ヒュ ー ゴー ・ミュ ン ス ター
バ ー グ(HugoMOnsterberg)、マ ニ ー ・ヒ ックマ ン(MoneyHickman)1ジェー ム ス ・ケ ー
ヒル(JamesCahiil),イギ リス の バ ー ナ ー ド ・リー チ(BernardLeach)、ス ウ ェー デ ン
の オ ズ ワ ル ド ・シー レ ン ㊨svald5ircan}、ドイ ツ の ロー ゼ ・ヘ ンペ ル(RoseHempel)、
ベ ア トリ ク ス ・フ ォ ン ・ラ ゲ ー一(BeatrixvonRague)、 ロー ター ・レ ダ ロ ー ゼ(Lothar
Ledderose)、ステ フ ァ ン・シ ュ ミッ ト[StephanSchmidt)、フ ラ ンスの マ ドレー ヌ ・ダ ヴ ィッ
ド(MadddneI)arid)、ベ ル ナ ー ル ・フ ラ ン ク(BernardFrank)ら美 術 史研 究 者 が 閲覧
室 を 利 川 して い た1,
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なお、「閲覧 ユの 「所内規程」 を下記の通 り、資料 と して掲載 して お きたい。
所 内規 程
1研 究資料 閲覧規程
第一一条 本研究所 の図1圭芋及び研 究資料(以 下単 に 「資料」 とい う)の 閲覧は 、この規程の定
める ところに よる、
第.:条 資料 の閲覧 は無料 とす る,,
第 モ条 資 料の本研究四τ外 の持 出 しは禁 止す る、,
2・ ・.'r.rAliコの 車:要な資料は公開 しない ことが ある、,
第四条 閲 覧 者は、本研究所 におい て適当 と認め た 者の紹 介がなけれ ばな らない。
h.i5.閲 覧 者は、所fの 申込 票に必 要事 項 を記 人 し提 出 しなければ な らない、
第 六 条...-L1は、研究 ヒ資 料の閲F'['・-iuが長期 にわたる ときは、 ・定期 間イf効の 閲1壼鍋 【1を交付
す る、,
2期 間 を糾 過 した閲覧 票は返還 しなけれ ばな らない、,
第 ヒ条 閲覧 者は、所定の倍 出票 に必要事 項 を記 人 し、閲覧票 を添 えて提Illしなければな ら
ない、
2閲 覧終 ゴ後 資料 は掛 員が検収 し、引換 えに閲1:[1:iliaiu"7'1':を返還す る,1
第八条 閲覧 人員 は、一一時 に概 ね一1'名以内 と し、 ・人一・回 に貸出 しす るぞf料は左 の通 りとす るC]
図111:こ部一卜冊以 内
写 真 三種以内
2閲 覧 中の資料であ って も本研究所 において必 要がある ときは返還 させ るこ とがあ る。
第九条 閲覧 は本研 究所 閲覧室以外 で行 ってはな らない,
2閲 覧室 においては 、 インク、墨 汁等の使li!!lf?に飲 食喫煙 を禁1ヒす る,1
第1・条 閲艶 者は、資料 を鄭重 に取扱 わなければ な らない、.
2閲 覧者 が資料 を滅失 、殿 損及 び海損 した ときは本研究所 で定 め る損 害 の賠償 をな さな
ければ ならないむ
第 ト 一ー条 閲覧者 が この規程 に反す る と認め る ときは、閲覧f=irkを取消す ことが ある0
第十'二条 閲覧時 間は、午 前十時 よ り午後 三時三十 分 まで とし、閲覧停 止H時 は左 の通 りと
す る。
毎週 、水 、土、 日曜 日
祝 目
開所記 念 「!(十月十 八 日)




第十三条 本研 究所にお いて必 要が あ るときは、前条の閲 覧時間 及びIIIIξを随 時変 更す るこ
とがあ る1,但しこの場合 にはfめ 掲 示す る1,
4情 報 資・料 部 の 詔1査研 究 ・資 料 収 集 ・イ㌃書成 ・公 開
1977dlf材ミ1152)f卜一20{〕0い内茂12)f卜
1977{昭和52)年411181f、文部省設il'1二法施 宇了規則 の一・部が改1[1され、 〕こ術 部資料
室 を発展 させ た形で 、x献 資料研究室及 び'与二真資料研究室の2室 構 成の情報 資料 部が新
設 された。情報資料部は資料1,":f1の業務 を引 き継 ぎ、lallえて対象 とする研究 資料 は、美術
だ けでな く各部の様 々な研究 領域の情報 を扱 うこ とになった1,
1978(昭和53)年3月201]、1[1写場 をII文り土袈し、その跡地に 、関野 克が設 計 した スタジオ、
暗室 などが備 えられた地下1階 地 ヒ3階の情 報資料 部研究棟が竣1二し、地 ド1階の・颯ll二庫
をのぞ き、主 に写真 関係の業務 に使川 した、 新棟建:!Liix中は東京国 、㌃博物館敷地内 にあ.,
た保存科学部棟 の暗 室や黒 川記念室 をスタジオ として使川 した,
1984(昭和59)年の コンビrL一タの導 人に より、所蔵情報 はデ ータベー ス化 されるこ
ととなった 、国内で も徐 々1こ文化財情 報の処理 シ ステムに取 り組 む機関が増 えr研 究 会
な どで、「情 報 システム」や 「共有化」が 話題 となっていった,,
所 内の処理 システムについ ては 、既 に保 存f1・学部 と}等能部にそれぞれiii1'1{1が設 置され
ていた ことや、建物が 別棟だ った ことな どの諸般の都 合か ら、各分野の研究情報 を統括
して外III3へ発 信矧 る役ll}1は、 ほとん ど果たせず にいた1,
1994(平成6)isに'111i,「究 り「の新1ア舎建芽睡力{言央りヒし、1996いF成8)イトに1'1:、各響ミ('1)
設 計 プラ ンは室 員 にゆ だね られ 、検 討 を1重ねた 親庁 舎は 、2000(1城12)年311に竣
r[した。情報 資料部は地 ド1階 地一L4階建ての1階 にス タジオと"∫真 資料研究室、2階
に文献資料研究室、閲覧室(約246nf)、書庫(約62011ゴ・跨ll3階)等がiLZi_1.されたC,新庁
舎の書庫 には保存科学 部 と芸能 部の蔵書 もお さめi文 化財 に関す る研究資料セ ンター と
して の環境が徐 々に整 えられた1,
しか しなが ら1999(噛ド成111年 ド亀1㌦期 か ら200()(平成12)年上 半期 まで、新庁 舎移
転 にともな う作 業で実 質的 な研究や活動 は休ILした状態が続いた,,
また20〔〕1('r成13)年度か らの独 立行政 法人化 に際 し、情 報 資料部 の廃1ヒが 決定 し
てい たことか ら、従 来蜻 報資料部が行って きた業務 をどの ように継 承 してい くの かとい
う点 について議 論を1乖:ね、'li研究所 令体 の情 報発信 を担 当する部 署との認識にた ち、な
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以 ド、情 報 資料 部 と して業 務 を 、(1)図}ll:、(2)写輿 、(3)1[録f1≡成 、(4)閲 覧 、(5)
情 報処 埋 の5節 にわ た り記 す こ とに す る。
(1}図書
1978(昭和53)年311情報資料部研究棟 〔図21〕が竣Lし 、地 ド1階 のIll:庫へ漢籍 と
近現代関係美術 図書 を移動 するにあた り、蔵J3t.:.fの整理 を行った,、和雑誌 の配架はABC
順 から50音順へ と変 更 し、製本機 をつか った簡易製 本な どを行 った、漢籍は 京都 大学
人K科 学研 究所 の漢籍 目録の 分類 にな らいDか らN分 類へ 、 また 近現代 関係 美術図
llFについ ては、無分 類か ら占美術分類 にな らってT分 類 と し、分類 表の 見i白:しも含め1
大がか りな書 庫整理 を行 った。
[・1年11月17日、隈元謙次郎の蔵警488種500冊余 と諸資料が 、遺族 よ り寄贈 され 「隈
元 文庫」 と名付 け られた。 隈元は在職 中 も当研究所の収.」3-1に気 を くば り 『帝 国銅像鑑』
(大li本帝国史跡研究会1欄支部、1935年)や写本 『油絵道知辺』 〔図22〕な どの稀IIFを寄贈
してい る。隈元 は1963(昭和38)年か ら翌年 にかけて 日本美術院の 岡倉天心 関係 資料
を調査 し、マイ クロ フ ィル ム43リールに撮 影 してい るが 、そ れをすべ て紙焼 きして整
理 してお り、 これ らも蔵書 に含 まれていた。これ らは 「天心 資料」 として別に保管 して
いる、,その後、隈元 は平凡社 版の 『岡倉天心全 集』(全9巻 、1979-一一1981年)の編 集委
員 を務め てい る。
1980(昭和55)年3月 、漢籍(線 装本689種8419冊、洋装本92都1097冊、 うち6劇 を
中川文庫が占める)を 再整理 し仮 目録 『東 京国立 文化財碕究所漢籍分類 目録』(1983年改
訂)〔図23〕を刊 行 した。 また正木の寄託本 「十三松 堂文 庫」は1980(昭和55)年9月 に、
また 「明治大正美術 史編纂用」 に購 入 した近現代美術関係図書 は、同年10月 に、正式
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皿 調査研究
に蔵 書登録 を行 った。1984(昭和59)
年1月 には、和 田新旧蔵の黒田清輝 に
関す る明治時代 の新 聞の切 り抜 き帖7
冊 〔図24〕、1993(平成5)年11月 に
は禾口:書:g冊}と2000(上Pζ成12>年5月
に洋書:125nl}が遺族 よ り寄贈 された。
1984(昭和59)年の コンピュー タの導人後、業務の システ ム化 をはかるため、科学研
究費(後 述)に よる蔵 書の遡及入力委託の他 、 日常 業務 でも諸情報のデー タ化が進 め ら
れ、1993(平成5>年 度には、す べての登録 が コンピュー タ上 で行 われる ようになった。
構築 された和漢書 、洋 井、展覧会カ タログ、和羅誌、洋雑誌、文献等のデー タベー スは、
会場 と開催展覧 会、和雑誌巻 壕と文献等とデー タベー ス問で リレー シ ョンを くみ、 日僧
作業 に即 した入力用 システム を簡 易 言語 を川いて独riに開発 し、機器 、os,アプ リケー
ションのバ ージ ョンア ップにあわせ て変更 を加 えてい った。
1992(平成4)年 、動物心理学 者の都守 淳夫がr売 立 日録 の中か ら 「猿 猴図」の 図版
を探 し出す ためー 閲覧 に訪れたこ とか らr売 立 目録の所 在一1作 成 に関わ ることとなっ







期、会場を簡単に記載 しているだけであ り、書誌の取 り方は所蔵機関において異なって
いた。その様な状況では、既に他機関で実見 したものと同一の 目録かどうか判断がつけ
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られなか ったため、都守は統一 フォーマ ッ トを編 み出 し、詳細 な売立 目録 の書誌デ ー タ
を作成 した。その形式 にあ わせて資料室で も売立 目録デー タベース を作 成す ることにな
り、その 過程で、東京 大学 、西 尾市岩瀬 文庫、奈 良国立博 物館、徳川 美術 館 な どの所
蔵r関 の調査 も進め、1995(平成7)年 の段階で18機関の所蔵情報3800件余 りが集 まっ
た,,それ らの情報の共有化 を目指 し、上野 にある東 京国立博物館 、東京藝術大 学 と当研
究所の3機 関の所蔵情報 をまとめ、『美術研究』360、361号(1994年10月11995年3月〉
に掲載 した。その後 も都守 は調査 を続 け不明だ った会期 や、某家 とある ものの家名を補
い、86機関が所蔵する22490冊をまとめた 『売立 目録の書誌 と全 国所在一覧』(勉誠出版、
2001年)を刊行 した。2001(平成13)年1時点でr国内 には約4300種が確 認 されているが 、
資料室はその5割 の2231種を所蔵 してお り、現在 も収集 を続 けてい る。
1997σF成9)年度 よ り、明治か ら昭和前期 に刊行 された美術 雑誌のマ イ クロフ ィル
ム化 に着手す るこ ととなった。 これ らは所蔵機関が少 ないため利川率が 高 く、そのため
劣化 も激 しか った。す でに 『日本美術』、『みつ ゑ』1『中央美術』、『ア トリヱ』 などの明
{jjから大正 にかけて創刊 された美術雑 誌のマ イクロフィルムが雄松堂書 店で作成 されて
いたが、活 用 と保護 の両 面から、大正創刊 の 『美之 国』、『大 毎美術』や 昭和創刊の 『J_
術』、『美術 評論』 な ど、劣化の進んだ ものか ら順 次マ イクロフィルムに撮影 してい った。
その際、東 京国立近代 美術館、京都国立近代美術館 、東京都現代 美術館 、兵庫 県立近代
夷術館、大阪府立 中之島図書館 な どの協力を得て、欠号部分 を補充 し作 成 した。 また他
館が作成 したマ イクロフ ィルムの複製 も許可 を受 け所蔵 に加 えた。資料保存 と情報の共
イr化の両面か ら も関係機関の協 力 を得 られたこ とは大 きい。1998(平成10)年度以降 は、
マ イクロフ ィルム化 と同11寺にCD-ROM化 も図 るようになった。CD-ROMで提供す るた
めのツー ルが整って きた事 もあ り、資料保護 の為 に複数の媒体で保存す る ことを目的 と
し、貴重割 及いの図書 も対 象に加 えることになった。
1997(平成9)年 度か ら2000(平成12)年度 には科学研究 費 「日本におけ る美術 史学
の成立 と展開」 に よって、 日本美術 を紹 介 した刊行物 や 日本東 洋美術 の コ レクシ ョン
カ タログなど を中心 に購入 した。それ 以前に もイギ リスの建築 家 ジ ョージ ・ア シュダ
ウ ン ・オーズ リー(GeorgeAshdownAudsley)とイギ リスの コレクター、 ジェームズ ・
ロー ド・ボウズ(JamesL.Bowes)が編纂 した"LaCeramiqueJapanaise"(Paris,1880)
や御雇外国人でのちの大英博物館の 日本美術 コ レクシ ョンを収集 した ウィリアム ・ア ン
ダーソン(GilliamAnderson>の"ThePictorialArtsofJapan"(Landon,1886)、『日本
美術全書 沿革門 ・応用門』(八尾書店、1896年)などを購 入 してい たが1フ ィレンツェ
在住の アメ リカ人批評家で コ レクターの ジェーム ズ ・ジャクソ ン ・ジ ャー ヴス(James
zsa
皿1澗 在研究
Jackson」arve5>が記 し た"AGIimpseattheArtofJapa11"(NewYork,1876)、 オ ー ズ
リ ー の 噛'TheUrnamentalArtsofJapa1ゴ(Lond{}n,1882)、御 雇 外ll{1人で ジ ャ ー ナ リ ス
トの フ ラ ン シ ス ・プ リ ン ク リ ー(CaP重ainYBrinkley)と岡 倉 天 心 が 編 纂 し た"Japan"
q2v{}王s.,B`}瓢011、1897-19く)1.7、庭術 商 サ ミ ュ 、エ ル ・ ビ ン グ[SamuelBing)の"LeJapon
Artistique"(3vd5,,Paris)等の 日 本 庭 術 を 紹 介 し た も の あ る い は コ レ ク シ ョ ン カ タ ロ グ
は 、 明 治 時 代 の 外 国 人 か ら み た 日 本 〕ミ術 を 知 る ヒで も 貴 重 で あ り 、 独 ウ:行政 法 人 化 後 の
収 集 も あ わ せ て 蔵ll}:の特 色 の 一一つ と な っ た 。 ℃ ⑪llentinnHayashi1噛(1'ari5,1902-1903)
に は 見 返 し に ビ ン グ の サ イ ン が{ll二か れ て い る な ど 興 味 深 い 。
(2)写真
1978q1召和53)年3月20f=fに 完 成 した 情 報 資料 部 研 究棟 で は 、撮 影 ス タ ジ オkif-.
な ど撮 影 設 備 の 整 備 が 図 られ たnま た 、1970年代 以 降 、Ilこ1内の 経 済 発 展 と と も に各 地
で の 調 査 も盛 ん とな り、撮 影 した写 臭 資 料 も 飛躍1!f'・7に増1川した、、この よ うな状 況 をふ ま
えて 、 写真 原板 の恒 久 的 な 保存 、焼 付"3.ICI.のさらな る活 川 を 口指 して 、 写 爽 資 料 の 整理 、
管 理 、 保存 作 業 が 日常業 務 と して 開始 され た1、
まず 、調 査 に伴 う撮 影 に 関 して は 、個 別 で あ った撮 影 調 査ll願1をj術部 ・情 報 ぞi料部内
で統 一 し、 各調 査者 よ り原 本 な い しは コ ピー を収rti1年1川 毎 に製 本 し保tiする こ とと
した 。調 査 内容 は科 学研 究 費 に よる研 究 や 他 機 関 との 共 同研 究 も 含 まれ て い る、1原板 フ ィ
ルム か ら焼 付 写 真 を作 成 し、1枚 は焼 付 台 帳 をイノ1三成 して 保 管 川 に 、 も う1枚 は小 型 カー
ド台 紙 に 貼付'し検 索1]録用 と した,さ ら に た き く引 き延 ば して焼 付 した1枚 は 、開 架 キ ャ
ビ ネ ッ トで 閲 覧 に 供 した1,調査 票 に も原 板 登 韮、点番1♪を記 人 し整 理 に 努め た1,その 後 、小
型 カー ド目録作 成 につ い て は 」二算kの 理111からlll断した1、
キ ャ ビ ネ ッ ト配架 用写 呉 は こ れ まで と同 様 に分 類 し、III}」'・状 の 目録 を作 成 した,、口本 ・
東 洋 美 術 に関 して は 、}`分類(彫 刻 ・絵 画 ・II本人作 家 ・中 国人作 家 ・Il}二跡 等 ・建 築な ど)
毎 に 冊子 を作 成 、1f'ljf]:の小項li(キ ャ ビネ ・ソト1ノ寸にたて る札 名)を た て 、 骸称 ・所 蔵 者 ・
枚 数 を記 入 したC、これ は'―1初か らの 分 類 を踏 襲 して い る もの の 、収 集 数 の 少 ない或 いは
こ の時 まで に収 集対 象 か ら外 した 分 野 な どは 、 個 別 の11録をた て な か ったC,これ は 、網
羅 的 な収 集 か ら、研 究 員 そ れぞ れ の 研 究 対 象へ と収 集 方 法が 特 化 され て い っ た こ とに よ
る もの と 疹え られ る1,
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なおlll;・14美術(絵1山i)に関 して も作家 名で整∫111し、」:見在の醗架は、漢字 の[1'1"llifllii1L
!i:1'剖頗となっているが 、1f録は整備 されず 、作家名のみ項llがた',てい る,,
当研究所 全体の ネッ トワーク化構想、各種 史1嵌情報な どのデー タベ ース化に伴 い、原
板やキ ャビネ ッ ト配架川写 真などの画像資料情 報もデー タベー ス化が始め られた 、初期
のデー タベー スは 冊 臼」録 よ り作成 し、現物 にあた りなお して修[1{を中:ね精度 を高めた,
1{)771111{和52)年0)情報 資料 部新設 に伴い、剥 離剥 落の進 むガラ ス乾板の フ ィルムへ
の転写 が計画 されrこ の時点で所蔵す るガラ ス乾板原板の破損状況 をチ:r.ックした1一で、
転写r定 の原板に新原板 番}」・を付 与した、,翌1978(昭和53){トよ り、四 ツ切 ・八 ツ切 ・
キャ ビネ ・浜札の 各サ イズ川1'〔に1麺II斜斌?∫で乍漿 を開始、転写 は橋 本弘次、11∫川和IE、野 久
保Ii';Ii!.のrによ り原板 を直接接写す る方法で行われ、原板のサ イズに関係な くネガ ・ポ
ジ2種 の4x5フ ィルム を作 成 した。毎 年最 多で1800枚程度が転写 された、,転写 した
各フ ィルムか らは密着写 真を紙焼 きし、通常 の原板1司様焼付写真台帳 に よ り整理 を行'・
た、,この作業 は1994(平成6)年 度 まで業務 として継続 され、合計約2万3丁 ・枚(焼 付
写典台帳40冊分)の フ ィルム転写が完 」'して いるrYガラス乾板 原板 に比べ る と若1二零ll渡
が劣 るものの 、劣化破損 の進 むガラス乾板の 画像を保存 させ る意義があった と言える、,
計画 された新庁舎建設 にむけ、ユ985(昭和60)年度に所蔵写真 関係 資料 を配i貴す る棚
数 を創 り出すために もフ ィルム を整理 し、1985(昭和60)年2月41-i付「施設整備計IIIIi
委貝会作業 部会用資料」 として庶務課へ提出 したが、この新営 は計画段階で取 りやめ と
なっ たnそ の1祭カラーポ ジフ ィルムの増加に ともない、保存方法 を検 討 し、便 利堂 、フ
ジフ ィルム、小西六 における保管状況 を比較検討 しr写 真棟1階 奥 に細長い大 型の冷凍
庫 を設遣 し、フ ィルム原板 の保存環境 の改善 に努めた。




69本、,∫真1046枚が河野)亡昭 より、 また和1_ff新が撮影 した酉 アジア遺跡"i-:'`1丁・枚が
寄贈 され た,、
大一規模 な調査 による写 翼資料の収集整理 の 一例 として,191(lll杯1:56)年1斐か ら1982(昭
和57)'1=1に行 われた科学研究 費 「大和絵模 本の研究」が 挙げ られ るf、調査対象を模 本
類 に限 定 し、初年度に 「:,1..刀比羅宮蔵為恭111蔵模本」、次 年度に東京藝術 大学 蔵 「佳llド
家粉本」、,;tAliAli、〉:芸術 大学蔵 「1㍉佐家模 本」 の各 コ レク ションを調 査 し、作IIII11リス ト
を科学研究費報 告Ill:として 発表 したr,金刀比羅宮蔵本、 東京藝術大学蔵本については全
作11111モノクロ6×7フ ィルムで撮影 し、焼付写真 を作成、小型カ 一ード化 して閲覧に供 し
ているL、
寄贈 された梅津 次郎撮影 の絵巻物資料の整理 は、1989eド成元)年 度か ら2003(平成
15)年度にかけて行 われた。美 術 ・情 報資料部の 共li`1研究 「絵 巻物 資料の研究」 の一環
と して、米倉迫夫 、大西昌子、佐野 み どり、千野香織、村rら による整理 ・デー タベー
ス化が 検討 され、(Dネ ガ フィルム ・撮影台帳(撮il}多ll己録)、② 焼.r..,.(35ミリ、6
x6を主 としたネガフィルム618本か ら新たに密蔚写真を作成 した もの},(3)作品別資半1・ファ
イルに大別 し、収録作品件数1129件に及ぶ調査記録の作1.lli[iリス トは、「梅津次郎氏撮影
作 品 リス ト(稿)」として科学研究費 「)き術i研 究における基礎 資料の 共イf化とデー タベー
スの活用」 において報告が なされた、,
i..(昭和63)年度 よ り科学 研究費 「在外 日本 美術作iillflの調査研 究 と内外の研究 交流
の促進」 によって始め られた、ア メリカの 〕庭術館 が所蔵す る明治期♪丈前の 日本 夷術作llll
の調査 では、プライス ・コ レクションから調査 した全 フ ィルム原板の寄贈 を受 け、現在
も出版物等 の利用 申請に対 応 している、,他機関調 査に関 しては、調 査記録 とともに焼付
写真の寄贈 を受 け、閲覧に供 している、,
(3)目録作成
美術 資料室[時代 と同様 に 「東洋 美術に1具1する交流 関係資料のτiJl'究」(-19H:i年度)、「情
報 資料 の収集 と調査 に関す る研究」(-1988年度)、「Il本・東洋 換術 史文献デー タベー
スの開発 」(-1993年度)、「〕庭術 史研究 におけ る語彙の研 究 」{-1998年度},「文化財
に関す る研究 文献情 報の活川」{-2α}〔〕年1斐}という中 長期研 究計IIIIiのもとで、受 け人
れ 資料・か らの 占 〕筆術 文献採録 は、情報資料部員が担 当し、未所蔵あ るいは欠 り`雑誌 につ
い ては 、国 ・1小絵 図 臣顎1'li国文学研究資料館へIlll向き、 史献採録を補った,ま た斬たに
全集本の1J報類 、展覧会カ タログか ら文献の採録 を開始 した、1984{昭和59)年以1條は
コ ンピュー タによる人力とな り、新蒋雑誌 の 文献採録 要否は所 員が担 当 し、アルバ イ ト
2碍
が入力 を担当 した。そのほか 、また書籍掲載図版の カー ド作 成は、従来通 りカー ド方式
で継続 した0
(4)閲覧
資料室 で月、水、金の週3回 、閲覧業 務 にあた った、 この時期、 ア メリカをは じめ
海外でll本美術研究が盛 んに な り、学芸 員、教・.','f,など多 くの 日本美術研 究 者 らが 来H
し、閲覧察 を利用す る人 も多 くなった,,中[=ii,韓国 から1日 本岡内にある自国の 美術関
係資料 調査で%1:1-1する研究者 も増 え、海外の研究 爵との交流 も盛んになった 、また国内
では 美術 史系の学科の増設がめだち、学生 も増加傾 向であ った。新庁 舎移転 に ともない 、
閲覧は1999いド成11)年11]]から20{〕Oer成12)年8月まで休」f:した1,その 間、蔵 噛ll'
の点検を行い、20001平成12)年9月 よ り新庁舎2階 の新閲覧室で閲覧業務 を再開 した1、
中国、/,湾、韓 国、欧米か ら、i」本美術あ るいはrll1三1の庭術資料 をruす多 くの研究 者が
利用する ようになった0
(5}情報処 理
198〔〕年 代に人 り、学術情報 の加速 度的 な増加 と多1:兼化の時代 をむかえ、同時にその
需 要も 多様化 しつつあった。情報 資料 部で はこう した状 況 に対応す るため、1955([ll{和
(if))年度か ら科学研究費の交付 を受け、 本格的に情報処∫1【1システムの研究に着rし た,
その際 、「デ ー タの 共有化」をテーマ と して 「)こ術情 轍処∫lllシステムの研究一 デ ・ー夕
の共有化 をII1心として一 」 と題 した研 究を進め ることと したL、この研 究は さらに 「美術
情 報にお ける語彙 の研究(検 索辞::f:システムの研究)」、「デジ タル11剛象デー タの蓄積 と活
川に関す る居礎 的石ll究」へ と展開 して情 報 システ ム構築やjtl;「像デー タ蓄積 ・処理 方1去の
』ltき礎 をか たちつ くった、,これ らのlilf究を推進す る中で黒 川記念館 に小 焼模LANを 敷1没
し、シ ステム構 築の基礎づ くりに務めた ことも特記 してお きたいr,
この ような状況 か ら1995eF成7)年度か ら始 まった文化庁 を中心 とす る1一文化財情
報システム ・f-y..5J情報 システム」 の整備 によ り、各研究 部門 ・事務部1111を糸illぶLANの
敷設や インター ネッ トの利用環境 を整 え、1996(平成8)年 度 にホームペー ジを開設 した,
1999eド成lD年 度 には新11二倉への移転 に ともない情報 システム を再構 築 した[コ
1述した情報資料部における情報化の流れ を5段 階に分 け、順次具休的 に記 してお き
たいr7
第1段 階 パ イロ ッ トモデルの作成
1984(II召和59)年度i美 術 資料 に関す る情報処理の可能性 を検 討す るため1台 の コン
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ピュー タ(NEC製PC9801、OSはMS・DOSver.Z.II}を導入 し、簡易なデータベ ースアプ
リケー シ ョン,.COSMOS"に よる試行 を経 て、"dBASEH"によるデー タベース作
成に着手 したC,記録メデ ィアは8イ ンチ フロッ ピーデ ィスクのみか らの出発であったが、
資料 情報化へ の期 待はさ らに高 まった と言える。小 規模で情報処理専従員を擁す ること
の出来ない国内の多 く0)資料部門で も1司様の4犬況か ら、情 報化 に向けて試行錯 誤を始め
た時期であ った。
次 いで1985Gili和60)年度 か ら2年 間、美術部 と共に 「美術 史学 にお ける多角的r一
報処理 システムの開発」 をテーマ と し科学研究 費 によ り、情 報の共有化 のための シス
テ ム イメー ジの追求 と、 よ り広範 囲 な資料 のデ ジタル化 に着手 した。その ためMicro
VAX(OS日本語MicroVMS)を導入 し、RS232Cを介 してPC3台 を接 続 し専用 端末 と
して使用可 能 とした環境 を設定 し、蓄積 したデー タをホス トにi転送 してデー タファイル
の統 合や再編 な どを一括 して処理する実験 を行 った。 また古美術文献 目録のデー タベ ー
ス化へ むけてサ ンプルと して、美術全集に掲載 された論文(1600件)を採録 しデー タベ ー
スのパ イ ロッ トモ デルの作成 にあたった。この結 果を幽力 した ものが 『美術全集所.si.口
本東洋古 美術文漱 目録(稿)付 録キ ーワー ド・リス ト』(1986年)で、情報 を共有すべ
く美術 関係機 関に配布 した。 同時に東京 国立 噂物館が代表の科学研究 費「国立の博物館 ・
美術 館資料 に関す る情報処理 ネッ トワー クシステ ムのfi^に関す る調査研究」 に参加 し、
諸機関の情報化構 想の把握や 人的 ネ ッ トワーク構築 に努めた0
第2段 階 各種 資料 のデータ化 と関係モデルの作成
翌1986(昭和61)年度 はコ ン ピュー タ8台 を追加 し、美術 史研 究 を支援 す る各種所
蔵資料のデー タ化 を始動 した。 まずデー タベ ースの素材 となる 「作 品」、「算真資料」、「史
料」、「文献資料」な どの素材 ごとの特性 を生かす デー タフ ィール ド、各種 コー ド、キー
ワー ドを含 む入 力il}:式等 を順 次確定 したuま た雑誌 『国華』所載 文献(1966-1985年)
をサ ンプルに、誌名 典拠(SERIAL1)、雑認台帳(SERIAL2)、文献(ART1),キー ワー
ド(KWDIC)等の各 フ ァイル問の リレー シ ョナ ル イメー ジを固め、デー タベ ース設計
を行 った。 この成果を報 告書 『美術 史学における多角的情 報処理 システムの開発』(1987
年)と して まとめ 、所蔵する 各種情報のデー タ化 を本格的に開始 した。
1986(昭和61)年6月 「美 術情 報分析 システ ム研究会」(於大和文華館)、10月の 「日
仏 美術学 会全 図大 会」、1987(昭和62)年31」の 「東洋学研 究支援 デ ー タベ ー スの研 究
シンポ ジウム」(於東都大学大型、II'算機セ ンター)な どに所 頻が参加 し、f`i'r報を交換する
とともに情 報資料部における情報処理研 究の概 要を発 炎 した。時あたか も人文系研究機
265
関 におけ るデー タベ ース構築への動 きが加速 した時期 で もあ った。
第3段 階 画像情報の デジタル化
着手時期 は、 まだAdobePhotoshopなどの画像処理 ソフ トが一般 に普及す る以前で
あった。美術 史研究者が個 々の コンピュータにおいて簡易 に画像処理が出来る よう既存
の システム ・ソフ トを土台 に実験検討 を重ね、独 自に美術研究用画像処理 システムの改
良 ・作成 を試 みた。
1987(昭和62)年度か ら1988(昭和63)年度に国内の美術館 博物館や大学 の研究 者 と
共 に科学研 究費 「美術史学研 究支援画像処理モデルの開発」 にお いて、美術 史研究への
画像処理技術 の応用及 び画像情報のデータベー スに関する研究 に蔚手 した。当研究で は
画像処理 専用機NEXUS6810を導 入、美術 作品の 画像デー タの分析 に即 したII【li像処理
lHパッケー ジを開発 し、い くつかの分析手法 を公表 した(詳 細はIll{和62--63年度科学研
究費補助金研究成果報告書 『美術史学研究支援1山i像処理モデルの開発』を参照)。さらにデ ジ
タル画像の作 成にあわせて電子 ファイリングシステムRIFILEへの光デ ィス クへの画像
デー タ蓄積 、画像デー タベース検索 システムな どの研 究を行 ったn
続 いて1991(平成3)年 度か らは、東京 国立博物 館が 中心 とな り、 京都 ・奈 良の国
立博物館 、東京 ・奈良 の国立文化財研 究所の5機 関が参加 した科学研究 費 「有形文化
財デー タベ ース検r1アル ゴリズ ムの研究」 において毎年2千 枚 か ら2500枚分の所蔵 ガ
ラス乾板 をア ナロ グ画像 と して レーザ ーデ ィス クに蓄積 し、「有 形文 化財映像 デー タ
ベース」 を作 成 した(1991～1994年度)。その間、将 来の画 像デー タベ ース像 を想定 し、
TIFFやJ-PEGなどの記録形式 につ いて検討 を加 えた。 その結果1995(平成7)年 度か
らガラス乾板 のデジタル化は、アナ ログ方式の レーザーデ ィス クか らiデ ジタル方式の
CD・ROMへ記 憶媒体 を変更 し、解像度300dpi8bitTIFF形式の ファイル と した。 同時 に、
所蔵する古美術 や黒 田清輝作 品のカラー リバーサル フィルムを もとに、当時は世界的 に
利用 されて いたコダック社 のプ ロフ ォ トCDを 実験用 に作成 した。
フィルムか らデジタルデー タへ
1994(平成6)年 度 か らは、 中長 期研 究計画 「デ ジ タル画像 デー タの蓄積 と活 用 に
関す る基礎 的研究」(5ケ年針画)を 掲 げ、1996(平成8)年 に レーザ ーデ ィス クに収鍬
されてい た画 像 をデ ジタル変換 し、CD-RAMへ入力 し直 した。そ のほか、1999(平成
11>年度 まで に4x5判 カラー リバ ーサ ル ・ガ ンマ線 ・X線 な どの各 フィルム を毎年約
2千件、外部委託 に よりコダ ック社 の プロ フォ トCD及 び8bitTIFF形式でCD-ROMに
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収録 した0黒 川作lflll]のプ ロフォ トCDI曲1像は 、ホームページに開設 を検 討ll1であった「黒
田仮想 美術館 」の小競摸 画像デー タベー スの実験材'料と して使 川 した、
また本研究 を もとに した活用の画では、国宝 「源氏物語絵 巻」の科学的分析の例が挙
げ られ る1、これは1935eド成if}}年1斐に、2年 間の受託研究 と して徳川 濃術館 よ り1司負官
所蔵の国宝 印巧{氏物rG.till絵巻」の科学的分析を依靱1された ことか ら始 まった もので 、情報
資料部、保存科学部、修復技術部のff:/Y同研究 による もの である、,初年 度は15111iについ
てデジ タルカ メラによる高精細 カラー撮影、X線 透過撮 影、エ ミシオグラフ ィー(光.i,L
f撮影)、蛍 光X線 分析 、赤外線撮 影、顕微鏡写真撮 影な どを実施 した。
中長期 研究計IIIiが「デ ジタルjE]ilT'f`報の多重化 に関す る研究」 に引 き継が れた1999
1/城ID年 度 には、五島美術館所 蔵の圓宝 「源氏物 語絵 巻」4面 も対象 として加 わった、,
さらに1999(平成11)年に城野 誠治が'li研究所情 報資料音ilに採用 され る と1彼 がそれ
まで独 自に研究 を進めてい た可視域内励 起光を川 いた蛍 光撮影 に よる調査 も行い 、その
研究 成果 を、1999(平成11)年11112011に「拳:1学の1[で見る 国宝源氏 物語系51巻」(於
徳川美術館)、2000(平成12)11月11iIに「科・ノ1`:(ノ)日で 見る国宝源氏物 語絵 巻 Ⅱ」(於
五島美術館)と 題 した2回 の シ ンポジウムの折 に成果を発表 した、 調査に使川 された城
野の光学 的 な写真撮影法 による画像では、彩 色の 腿色や経年の劣化 に よって現在 では11
視出来ない細 部や、装束の文様、iTT:花を明瞭 に捉 えることが川 来た,、この調査は、'11研
究所 において可視域 内励起光 を用いた'」光撮 影が応川 さオした最初の例であ った,そ の後、
この手法 が広 く知 られるようにな り、非 破壊 に よる作晶の新たな調査 ノ∫法 を提示 した点
で も大 きく貢献 した。 また戦後間 もな く秋 山光和等 によ'」て 一_'(1われた 「源氏 物語絵1」
の調査(前 述)に 続 き、新た な手法に よる調査成 果が加 えら葺した ことは 「源氏物語絵u」
調査の歴 史を伝 えるアーカ イビングで もあった、 また調 査の成 渠は、徳 川 迎術館 が同時
期 に進め ていた復 元模写事業 を担 当した林功(愛 知県 、ン1芸争1{汰学教授)ら も参 考と した,
なお本研究 は2004('内茂16)年に 『光学的 乎法 によるllく1宝・源氏物語絵 巻調 査報告書』
と して ま とめ られたが、その後の研究成 果 も加 えた似1匪ll:(『国宝源1L'物語絵巻』rh央公論
美術 出版、2009年)が1;1」行 されたこ とを付'してお く、,
このよ うに様 々な撮 影方法 によって得 られ る多様 な情 報 を解析 するこ とに より、新た
な文化財 の研 究成堪が生みiiiされるll∫能性が示 され 、その後の 画像 形成の研 究へ と続 く
ことになる(「独 、ン:行政法 人化後の調在lil「究 ・資堵lll・収集 作成 ・公開III1の「(Dillll像形1・父技
術の開発に関する研究」参lfii},
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第4段 階 ローカルエ リア ネッ トワー クの敷設
1980年代後 半 には、各所で様 々な学術 デ ータベ ースが構築 され、 コ ンピュー タの普
及 によ り個 々の研究者 レベルでのデー タ生産 も日常化 して きた。 しか しデー タベ ースの
利川環境はい まだ整備 された状 況にはな く、 また基礎 資料の デー タベース化は遅 れてい
た。 そこで、1989(平成元)年 度 よ り、基礎資料のデー タベー ス化 と相互利用 システ ム
の整備 を目指 し、関係諸機関の研 究者 を分担者 として科 学研究費 「美術史研 究における
基礎資料の共 有化 とデータベースの活用」 を開始 した。
当研 究所 内 で の情 報 の共 有化 を実 現 すべ く、黒 田記念館 内でMSDOS、DBASE:3-
LANPACK、ア ンガマンバスーLANマルチ ポー トトラ ンシーバ8ポ ー トによる最初のiコー
カルエ リア ネッ トワー ク(LAN)を敷設 した。 これは文献資料研究室のパ ソコン2台 を
サ ーバー と し、各研究察 の12台の クライア ン トをつないだ小規模 なLANで はあ ったが 、
これにより文献 目録 の入力や、資料の検索が ネ ッ トワー ク上 で可 能 となった。
LANの実現 とともに力 をそ そい だの は基礎 資料のデー タ化 であ る。 まず研究文献 目
録 の作成 を目標 とし、美 術史関係主要学術雑 誌4誌 『美術研 究』、『美術 史』、『仏教芸術』、
『国'醐 所載 文献の デー タベース化か ら始 まzそ の後 『日本美術年鑑』掲載古美術 文
献 の遡 及入力、既刊 の 『東洋美術文献 日録』、『日本東洋寅美術 文献 目録』2冊 の所載文
献 のデー タ化 を継続 して進 め、1996(平成8)年 度には美術研 究所時代 よ り収 集 して き
た占 迄術文献すべて のデー タベ ース化が完 了した。 また美術研 究の基本貰料であ る 『本
朝1岬畑 、『歴代 名画記』、な ど日本中国の画史1"11論108和韮(1989-一一1991年)、所'哉和漢雪1}二(191
年)、『EI本美術年鑑』(1995年～)な どを順次デー タ化 していった。
上述 の成果 は1990(平成2)年6月 の 「アー トドキュ メンテー シ ョン研究 会第lIll!総
会」(於当研究所)で1情報資料部 の情報処理 システムの紹介 とあわせて報告 された。 また、
国立歴 史民族博物館 の共同研究 「歴 史系研究 支援情 報処理の研究」へ の参 加(1991年)、
『歴代著録画 目』 な どの画論 を研 究者へ配布 しモニ ター を依 頼(1992年)、学術情報セ ン
ターや国文学研 究資 料館のデー タベース利 用、佐賀県立美術館 ・博物館 での デモ ンス ト
レーシ ョン(1992年)など、デ・一タ共有化 に向けたモデ ルケースづ くりを試みた。
こうした中、1993(平成5)年 度か らは文化庁 を中心 とす る 「文化財情報 ネ ッ トワー
クシステム」構想が 実現 に向けて動 き始め、美術館 ・博物館 ・文化財研究所 におけるデー
タの活用、共有化の 環境作 りが始 まった。
第5段 階 所内LANの 構築、 そ してインター ネッ トへ
1995(平成7)年 度 には補正予算 によ り急遽、文化庁 を中心 とす る文化財情報 ネ ッ ト
..
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ワー ク シ ステ ム が 整備 され るこ と とな り、そ れ に よっ て'【i研究 所 も本餌li別館 をつ な ぐ
LANシ ステ ム を 構 築 した 、 ネ ッ トワー ク構 築 に際 して は所 内 の クラ イア ン トに 異 な っ
たOSを 許ll∫す る こ と を前提 と して 進 め られ た が 、 一部OSのTCP/IPへ の 対 応 が 不 完
全 で あ っ た た め サ ーバ ー はNEWS4000、同5000(NEWS-OS6.Dで運 川 を開 始 し、ネ ッ
トワー ク1～にx線 写 爽IIIII像な ど を蓄積 す る た め σ)MOデ ィス クラ イ ブ ラ リ を設 置 した 、,
さ らにSINETを 通 じて 外 部 ネ ッ トリー ク(イ ンター ネッ ト)へ の接 続 を 開始 しY同II脳こ
ホ ー ムペ ー ジ も開設 、 コ ン ピュ ー タの 利 川環 境 は 一段 と整 備 され たC,
デ ・一 タ化 につ いて も 「白馬 会展 覧 会出 品1;録」(1992{F)、『絵 画 の将 来 』(1996年)、『黒
Iffy'輝H記』(1996年)、芸 能 部蔵=[3_:::1(1996年)、「万 国博 覧 会 関 係 出 品 目録 」(1997fの、「本
魚 遺 響』(1997年)、『方 眼 美 術論 』q997年)、『芸 術 の エ スプ リ』(1997年)、『仮 敦 の 創 造』
(1997年)、『鉄 人画 論』(1997∫1り、『光雲 懐 占1淡』q998年)、「小[fit.太郎 先 生 』(1998{「)、「謡
曲 界』(1998年)、『能 楽 画 報』(1999i4.、保 存 科 学 部 蔵 蓼IF(2{〕0(}年)など多III支に わ た る
資 料 の 入力 を進 め る こ とが 出来 たnこ れ らはの ちに 、『明 治 期 美術 展 覧 会 出品 口録」q994
年)な どの 刊 行 物 や 、 ホ ー ムペ ー ジ、情 報 検 索 シ ステ ム な どで 公 開 され て い る、、
2000(平成12)年 の 新 庁 禽 の 竣 【二に 伴 い 、所 内 の ネ ッ トワ ー クシ ステ ム を ・新 す る こ
と と な り、 各部 の 意 向 を確 認 し会 計 部 署 と連 携 を と'ブ(1没計 を進 め た,,3階のLAN機
械 室 を 中心 と して 、 各 フ ロ アー に そ れ ぞ れIGBス イ ッチ ン グハ ブ を設 置 した,、そ の 間
の バ ッ クボ ー ン に1GBps高 速 光軸 ケ ー ブ ル(SMFケ 一ーブ ル)を 配線 した ス イ ッチ ン グ
ハ ブ と、居 室 の間 は100MBpsの光lliillケー ブ ル でつ な ぎ、円滑 で迅 速 な 粟務 遂 行 をサ ポ ー
トす る環 境 と したD外 部 との 問 に はFirewal1を設 置 し、 不il:アクセ ス や ウ イル ス感 染
に 対 処 して い る、,光ケ ー ブ ル を幹 線 と した 高速 ネ ッ トワー ク シ ス テ ム を構 築 し、 また
SQLサ ー バ ー に よる 資 料 検 索 シ ス テ ム の 試 験 運 川 を 開 始 し.情 轍 発信 へ の 足 が か り と
した。 さ らに モ ー シ ョン ・キ ャプ チ ャの 導 人に よ り芸 能 部の 動lllli情報 の 定llll的把 握 へ の
試 行 を 開始 、 また リモ ー ト ・セ ンシ ン グ ・シ ステ ム の 樽 人 を はか り衛 星 画 像 の 解 オ斤か ら
地 理 情 報 を取 得 分 析 へ とX化 財 情 報解 析 の 却量盤 を構 築 した.、
5独 立 行 政 法 人 化 後 の 調 査 研 究 ・資 料11又集 ・作 成 ・公1粥
2001eド}茂13)イ1モー20〔〕6(しド,」叱1R)　;
2001いト成1;3)f「4月1目、 独 、ン:行政 法 入 文化 財研 究所 東 ∫;〔文化財 研 究 所 とな'」た こ
と に と もない 、情 撮資料・部 は協 力調 整官 一 †Ill:・ド1{調整 室 と なJた 、 協 ノ」1JIIJ整1'1は、外 部か
らの 様 々な 協 力依 頼 に対'して 、研 究性 の 高 い結 果報ll「を ま とめ る た め に 、 各研 究 部Illjの
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協 力体制 を調整する(本 書 「管理運営」中の 「独
戸 す るほか、f云統芸能、保存科学 、修 復技術な ど
・働 の 複 数0)研究 分 野 に また が る 研究 所 令体 の 成 果
を統 合 し、外 部へL信 す る役 割 を担 い 、広 報 企
,1山i関 係 のJ;一を 行 うほか 、資 料・の称 成 と公開 を
担 う資 料 閲 覧 室 ・写 呉 室 を 統 括 す る こ と と な
25デ ゴスク[hrンー f-.:iイン氏卸 でi・f)臣,、 広 領域 の情 報へ の 対 応 が 要求 され 、それ に
伴 い 、従 来ffって きたllゴ美術 史献 目録の 作 成 業務 はti術部へ 移 す こ と とな ・・た1,従 来情
寺ll資料 部 の職 掌 に掲 げ られ なが ら、 実績 を伴 わ なか った1'1j体のII1一 括1'1'・1ti.'i
信 も、新 庁 舎に 全 部 署が 集 まった こ とで 、実 施 へ の 興 境 が 整 っ た 裳 務`よ5ケ 年 を1#1,位
とす る1申 期 目標 ・中期lll'画」 に も とづ き実 施 され たが 、情 撮公 開 野 裳費 ヴ)史言が 示74
1一おi]、 業務 の1体 は情 報 の 発 信 で あ り、 調 査研 究'F裳 費 に よ る 業務 は 、n由i像形 成技
i'11の開 発 に 関す る研 究 一lll'1:であ')た,、イ ン ター ネ ッ トが 前提 の 杜 会 」果境 の もと、Iil⊥録
媒 体 も8イ ンチ 、5イ ンチ 、;i.5インチ 、 ギ ガli～位 ・テ ラt1,_位の ハ ー トデfス ク[図251
へ と変化 し、情 報 発 信 の現 場 は ツー ルの 進 化 に 追 い ウ:てられ る よ うに 、 虻字 情 撮の 公 開
か らlllli像情 帳の 公 囲 まで 一・気 に進 む こ と とな る1,また情 報資 料 部 か ら精 報lillll整室へ と規
模 が縮 小 され た た め 人 員は1㌔減 した が 、 前述 の よ うに 業務 は 拡 大 した た め 、担 当 者へ の
負担 は増 大 しt、
以 ド、llllll査研 究 と してのq)「[il―if象形1茂技 術 の 開 発 に1昊1する研 究 」、叢務 と してσ)(Z)
シ ステ ム管 理 、(3)広 報 企II呼拝業 、(4)資 料 閲 覧室 運'1;穿i(5)所蔵 日録1;[lfi・7i-一コー・
ド化 、(6)写 真室 運 営 ・写↓巴1設備 の6項 にわ た り記 す こ とにす る1,
(1]画像 形成技術の開発に関す る研究
本研究 プ ロジェ ク トは、1999('r成ll)イ1三度か ら竪年度に行われたll[長期研究計1111iIデ
ジ タルlllli像惰報の 多重化に関する研 究」 を発展的 に継承 した ものであ るIIこれは、人 力
デー タ[phj's'1、情報等)の 向1一を計るために、画像形 成の研究 の必要性が高 まり、・・方 で
デジタルデー タの記録 メデ ィアが[1まぐる しく変 わるため、ハー ドコ ピーをあわせて作
成 し、デー タを保全す る 目的か ら始め られた もの であ る。その背景には、 コンピュー タ
技術の深化 とcif:1-1及や デジ タルカメラ技術 の進化、 また赤外線 写真 フ ィルムの輸 入中止な
どの様 々な環境の変化が 、文化財に関する研究画像 の形成やその管理 方法へ も大 きな影
27U
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響 を及 ぼ したことが挙 げ られる。そのために、この ような変革に1!11応しうる体 制の整備
と技術 開発 は、緊急の課題 であ るとい う認識があ った(1
美術 史研究 、あるいはX化 財の保存や修復0)ため には、任 意の1`Ixで統一 された 再現
画像 をつ くることは、多種 多様 なK化 財 の研究 には欠かせないが 、11耐象形成時 におけ る
諸条件の整合性 は ト分に計 られていない状況であ った,,この ような状況のIllで、着色イ1、
画 ・彩色壁Illl―・汕彩画 ・II本illli・漆絵等の)箭ll∫作品 を対象 とし、それぞれにつ いて、以
ドの項 目を掲げ研究をll融frした(口 絵掲載)。
1)光に対す る物性 の検討
鉱物 系顔料 ・天然有機 色料 ・合成染料 ・油 彩絵 具な どの文化財 に使用 される色 料が 、
Iir視光域か ら赤外線域 にお よぶ波長域 の光に対 して、 どの ような特性 を保有 し、 どの よ
うな論 理の もとで、その特性の画像化がiii来るのか について、形成画像の実例 を増 や し、
その分析結果 を蓄積す る。
2)光物性 の画像化 に関わ る技術 開発
複数の材 料が複合的 ・重層的に混合あるいは重な りあ う形で形成 されているx化 財の
表面 は、任意 の厚み を もった構造体 と して把 握 される必要があ る(7こう した観点か ら、
絵 具層 の表面か ら支持体 に もっとも近い面 まで を断ti',II・Jに撮 影す る基本的な技 術を開発
し、調 査で応 用す る。 また、あわせて ミクロな観察び)結果を1剛象化す る技術 と して、高
精細デ ジタル カメラによる近接撮 影に加 え、蛍 光顕微鏡に よる試料の撮影 を行 う。
絵具 層の表面 → フル カラー撮影 、偏 光撮影、lir視域内励起 光を川いた蛍 光撮 影
絵具 層 と支持体 とのIII問層 → 反射赤外線撮影(複 数σ)フでルタを使川)
支持 体 にもっとも近 い層 → 透過赤外線撮影(複 数の フィルタを使川)
3)形成画像の汎川的 な活川法(表 ・Jい川力)に 関す る条件整備
画像 形成は、デ ジタルカメラに よ り分割撮 影 した1由i像をデ ィスプ レイ上で合成 して形
成するため、膨 大な時 間 ・費川 ・容lll:を要す る、,しか しなが ら、形成 された画像は、被
写体の情報 をマ クロか ら ミクロまで様 々な レベ ルで1.力・表示 出来 る、 きわめて有用な
高精細 デ ジタル コンテ ンツとな り、情報の 共有化の点か らも、展示や刊 行物等 様々な利
用の可 能性 を探 る,,
以上 の 手法 と日的か ら開始 された本研究 プ ロジェク トでは、何 よ りも画像デー タを
デー タベー ス川資料か ら研究川資料に変換す ることが大 きなIirl勺で あった、,そのために
もデ ジタル情 報の特性 を活川するための条件整備 、特に コンピュー タ川 に汎川的な画像
処理 ソフ トを利川 し、所1ノ・1で処理 することによって研究に資する情報の生成 をすべ く実
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川化を進めた。その方向性が認められたため、後述するように文化庁の依頼により、国
宝 「燕子花図屏風」の撮影を行い、修復のための検討材料 として活用 された。
以下、本研究プロジェクトの もと、所内外からの要請により実施 された調査作品につ
いて、すでに報告書、展示等で成果報告 した主要な14件を記録 しておきたい。
(D佐賀 ・鏡 神 社 「水 月観 一iY.II図」
2001('F,」曳13)～2003(:i;.,,15)イド1斐1こ訂司査壬最景多
本図 は、 現 状430×254cmの巨幅 で あ りなが ら、使 川 した絵 絹 は1枚 の み と され る作
品 で あ る、 フ ル カ ラー 画像 は 、2200万画 素 の 高精 細 デ ジ タ ル カ メラ を使 川 して85カ ッ
トの 分 割 撮 影 を行 い 合 成 した,,約600MBのjiUj像に圧 縮 して も ズー ム インす る と細 部 の
観 察 がn」'能とな る。 拡 大lllli像か らは 、 目視 不 可 能 な絹llや 、裏 彩 色 に 川 い られ た赤 い 色
料 、 金泥 の雲 気文 や 、 薄 物 のベ ー ル(白 色0)細か い線描 を2mm間隔 の格 ∫・状 に何 本も引いて 、
透 か しの効 果を演 出 してい る)に よ り緻 密 で 計 算 され た技lll:を確 認 す る こ とが 川 来た,,
反 射 近 赤外 線 撮 影 で は109カ ッ トの 分 割 画 像 を合成 した,,この 画 像 で は 、墨 線 を明瞭
に1り゜視 化 川 来、色 料 の 有 機 ・無 機 を斗三1」別 した,,
特 に 蛍 光 画 像か らは 、イ∫機 染 料 を使 川 した 可 能性 や 、同 じ緑 色 で も、鉱 物 顔 料 と天 然
有機 色 料 を使 い わ けて い る こ とが 判 明 した、,また 従 来 墨 と思 わ れ た 箇 所 が ノ<然有機 色 料
のnJ能性 が あ る こ とな ど、様 々な問 題 提 起 が な され た。
2001('ド成13)年111J19Lfに 、 東 京 大 学 総 合 図 書 創{で行 わ れ た 「ノ＼文社 会情 報 と
IT」シ ンポ ジ ウ ム で 事 例 報 告 を行 い 、2003('F成15)年10月 に サ ン フ ラ ン シ ス コ ・
ア ジ ア 庭術 館 で 開 催 され た 「高 麗.」三朝 輝 か しい 韓 国 の 歴 史 」 展(℃(DryeoUynasly
Korea'sAgeofEnlightenment,918-1392..、2003年10月～2001年11J?σ)関連 シ ンポ ジ ウ
ム にお い て 、調 査 報 告 と画 像 の 展示(2003年10～11月)が な され た1,
他 に本作 品調 査 に関 す る報告 は 、下 記 の 通 りで あ る。
井 病 誠之 輔 、 城 野 誠 治(共i司 執筆)「 美 術 史 にお け る研 究 画 像 の 現 在 」(『人 文社会情 報
とIT』全国文献 ・情 報 セ ンター 人文社 会科学学術情 報セ ミナー シ リー ズ11、2001年1111>
城 野 誠 治 「近赤 外 線 画 像 の 形 成 と利 用 」(『美術 研究』376、2002年311)
城 野 誠 治 「光 学 的 手 法 に よる可 視 画像 の 形 成 と利 川 」(『第30回 文化 財保 存II参復研究 協








② 黒 日・1清輝 作 「1胡畔 」
黒Ill清輝 作 「智 ・感 ・情 」
2001(/く1」迄 3〕-2(〕02eI勺茂14}{「1斐1こIl周ずi掛とll杉
楽彿】:部の 研究'j'ltジ.1.クト 「黒Ill清輝(ノ)lll二評 価 に1契B'るlllllll査研 究 」(「'}セ術 ・r.!III]中の 「曳ll
、7二行弼d去/`化後σ)1凋査lil1:究1『参ll(Dとの 」痔Ilil{i'r究と して 、;llli家1県IUI青朗〔(わ「彩ミ〆づく り.1
σ)過程 を 多 角 的 に解 釈 す る た め に 、様 々な光 学 的 な手 法 に よ って 継続 的 に 調査 を 行'」た,.
そ の 成 果 を 、「展 示 」 とい う形 式 で 黒 田記 念館 の2階 展 示 室 を会 場 に2004(平成lh)年
1110Llから11月71:1に一 般 公 開 した 。
この 展 示 は 、黒 田清 輝 の作 品 で あ る 「湖Ili判、 「1:likI・感 ・情 」、 さ らに'i像lllliを素材'と
して 、 「風 景 ・か らだ ・顔 」 とい う三 つ の テ ーマ を 、ヒて 、 実 作 品 と 合わ せ て 鑑 賞 しな が ら、
同 時 に通 常 の 人 間 の視 覚 で は 得 る こ とがiiiな い 、 カ ラーIllli像、近 赤 外 線llllil象、Ill'視域
内励 起 光 に よる蛍 光 撮 影 画 像 を立 体 的 に 体験 す る こ と を 目的 に した もの で あ った.1
会 場 で は 、 下記 の よう に3テ ー マ を 具体 的 に設 定 し、展 示 室 を3分 割 して 、そ れ ぞ れ
の テー マ ご と に画像 を展 示 した。
(1)「湖 畔」 の 風景:実 際 に作 品 が 描 か れ た場 所 に 、:ノン♪て 撮 影 され た 現 在 の 風 景{神
奈川県箱 根 町、芦 ノ湖)の 画像 を壁 一・lfniに拡 ノくし、その 前 に 実 ・」ツくの1'湖畔.1のIIIIi像を吊 し、
両 画 像 を比 較 しなが ら1画 家 が どの よ うに風 景 を と らえて い たか を提 示 した1ま た 、反
対 側 の壁 面 に は、 精密 に拡 大 され たlll」精細ll}ll像を展 示!'、肉眼 で は 感 じられ な か り た 色
彩 の微 妙 なニ ュ ア ン ス を示 す よ うに し、Illl時に原 ・r大σ)近赤 外 線itl!{像(lll1彩i山iのト絵 と
ノ'
思 われ る線描 の跡 が示 されてい る)と 比 較 川 来
る よ うに した(口 絵掲 載)、
(2)「智 ・感 ・情 」 のか らだ:こ の コ ・一ナー
で は 、3点 の 作 品 につ い て 、 そ れ ぞ れ3種 類
の 画 像 を 展 示 し た、,この3種:類 の 川f象展 示
は、lbIl作時 か ら現 在 まで の 時 問 の経 過 をll止示
す る試 み で もあ った,ま ず 近 赤 外線 撮 影 に よ
る絵 具の 層 と キ ・ヤンバ スの 問 を1ヒらえ た モ ノ
クit・ム の1呵像 、 これ はll刈作 中 σ)lilli像で あ る,
形 を修 正 した り、模索 して い る跡 を認 め る こ
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をとらえたオ レンジ色 の画像(可 視域内励起光による蛍光撮影)か らは、完成後、長い時
間をへ て画面 が痛 んでいた部分が黒 い部分 として見ることが出来た。そ してカラー画像
によって とらえ られた、修復後 の現在の作品の姿 である。展示 では、それぞ れの画像 の
開 を来館者が 自由に通 ることが 出来 、画像 を比 較出来る ように した。画像 展示の会場 〔図
26〕。
(3)肖像画 の顔:こ の コーナーで は、 肖像画 の顔 に焦点 をあて、蛍光反応 をとらえた
赤い画 像と近赤外線撮影 によるモ ノ クロームの 画像 によって、絵作 りの プロセスを提示
する試 みを行 った。作 品の表面の内側 を見るこ とが出來 る近赤 外線撮影 による画像 では、
製作途 中の線描や修正の跡 をみ とめ ることが出 来る。 また、それぞれの物 質は、独nの
蛍光反応 を示す特性 をふ まえて、画面では同 じ白色に塗 られた ように見える部分 も、蛍
光反応 では異 なるこ とか ら、 白色の絵の具 を画家 は使い分 けていたことを提 示 した。
なお 、この展示のため に、パ ンフ レッ ト(A4変形、16頁)を作成 し、来館 皆に配布 しr
さらに詳細な解説を記 した。来館者 には、この 会場で体験 した後rも う一一度黒田清輝の
作品 との比較 を進め1「わた したちの 目が 、何 を見ているのか、また 、何が 見えていなか っ
たのか を考えてみ て くだ さい」 と呼 びかけた。 この ような、多様 な画像 を駆 使 した実験
的な展示は、 これまでに ない ものであ り、テ レビ、新聞等 のマ スコ ミにもと りあげ られ、
多 くの話題 を呼 んだ。 しか し何 よりも画像形成技 術の蓄積 と進歩 、そ して展 示形式 に対
する卓抜 なア イデ アによって初 めて可能 になった研 究成果の公 開であ った。 この展示期
冊終了後 も、一部の画像 は、同記 念館 にて公開 を継続 した。
③中国甘粛 省敦煙市 「敦煤 莫高窟」 第53窟
2002(平成14)一一2004(平成16)年度 に調 査撮 影
当研究所が200z(平成13)年度か ら2005(平成17)年度 に実施 した敦焼研究 院 との
第4期 「敦燈 莫高窟壁画 の保護 に関す る 日中共 同研 究」 の一環 と して、莫 高窟 第53窟
を対 象 として1情 報調整 室、美術部 のメ ンバー によって、2002(平成14)年8月10日
か ら21日12004(平成16)年7月7日 か ら17日に壁画 の調査 を行 った。彩 色技法の調
査 にあたっては、情報調 整室が画像形成 を担 当 した。第53窟 は莫 高窟の麓の最下」4に
位置 し,1隔約6.5m、奥行 き約6.5mの方 形の洞窟で 、天井最高部の高 さは約6.3mあ　1
その特徴 的 な劣化状態のため、第1期 の共同研究が開始 されて以来、調査研究対象窟 と
されて きた。今 回の作業 においては、窟内に足場 を組み機材 を持 ち込んで、 カラー画像
撮影、近赤外線撮影、可視域 内励 起光 を用 いた蛍光反応 の撮影 を行った。
南 壁、北壁で 、 目視で ラピス ラズ リと思 われ る箇所の可視域 内励起光 を用 いた蛍光反
応では、場所 によっては有機 物の存在 の可能性が示 され1高 精細 デジ タル カメラで接写
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した拡 大1111i像で も、顔 料 の 粒1'が確 認IMξな い 箇所 が 認 め られ た、,また 北 暗 ドlflflJi:代
の壁画)の 供 養 折題 記 につ い て は 、 反射 近赤 外 線 撮 影 で 痕 跡 がJLられ ない こ とか ら、墨
ill:銘で は な い と判 断 され 、111'視域 内 励 起 光 を川 い た蛍 光撮 影に よ 〆〕て 、植 物 性 の 色 素 を
ふ くむ 色 料 で111:かれて い る11f能性 が 示 され た 、,敦燥 研 究院 の サ ン プル採 取 とX線 解 析 も
併 せi調査成 渠雪午の 協「議を行 い 、 第4期 にお け る1司窟 ヴ)修1夏f乍業に 対 して 、 イ」'効な'阿断 材'
料 を提 供 す る と と もに 、デ ジ タ ル写1圏9最影 を活 川 した 光学 調 査 の 新 しい 方向 性 を示 す こ
とが 出 来た 、,
画 像 形 成 及び 彩 色技 法 に 関 す る 公 表 は以 下 の 通 りで あ るv
城 野 誠 治 「有 機 色 料 の 光 物 性 を応 用 した撮 影 」(第 射切中 日合作研 究保護敦 煤 莫高窟 第
53窟調 査成 果報告会 、敦焼研究 院資料rll'心・閲覧室 、2002年81121i.D
城 野 誠 治 「科 学写 真 撮 影 の実 際」(第1回 文化財ll夢ll技術 者講習 会、2002年1111)
井 手 誠 之 輔 、 城 野 誠 治 「敦 煙 莫 高 窟 第53窟 壁Illli彩色技 法 調 査に つ い て」(r敦煤 莫高





④ 奈良 県 高 市 郡 明 日香 村 「高 松 塚 古ナIll壁lllli」
2002(平成14>～2003(平 成15)年 度1こ調 査撮 影
高松 塚古 墳 壁 画 は7世 紀 末 か ら8111:紀初 め につ く られ た と推 察 され る 円墳 石 室 内 の 、
漆 喰上 に描 かれ た極彩 色 の壁 画 で あ る、 外(四南北 の 各壁 に四 神 、男 女1附象及 びIl輪lj輪
を、 天 ル に 星宿 図が 描 か れ てい る[]そ0)撮影'!siL録と して は 、q)1972dll{和47)イ1三3月
21日壁 画 発 見 時 に橿 原 考 古 学lil}:究所 の 依頼 に よ って22fl、2411の2Li間に 行 われ た 便
利 堂 に よ る撮 影 、(2)阿 年411に 所 管 が 文 化 庁 に 移 って の ち10月811か ら91fに 行 わ
れ た記 録 撮 影r(3)1975(1111和5⇔)fl三5月91-iから10ff及 び翌 年2月19[_iか ら20日
に 当研 究所 が 関 わ り行 わ れ た 修理 記 録 原 区i作成 の た め の特 殊 撮 影 も含 め た 記録 撮 影 、 の
3件 が あ る。 こ れ 以降 大規 模 な撮 影 が 行 わ れ た こ とは な か っ た。 過去 の 各撮 影 手 法 や 古
墳 自体 の 保 存 に 関 して1よ、 奈 良 県 橿 原 考古 学 石牙究 所 編 『飛 鳥 高 松 塚 』(奈 良県 高市 郡明
H香 村、1972年)、高 松 塚 占墳 総r}調 査 会編 『高松 塚 古 墳 壁 画』(便 利lllt、1974年)r「国
宝 高松 塚'lil墳壁illli保存 と修 理 』1文 化庁 、1987イト)等 を参 照 され た い,,高松 塚 発 見30周
年 に あ た る2002e卜成14}年 、 文化庁 が 記 念 出版 を 計lihiした こ と もあ り、 長 期 間 に わ
た りll∫墳 の 保 存 に1襲1わって き た 噛11研究 所 がR現 在の 光学 調 査技 術 に よる 新 画 像 及 び 画
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像研究 資料 を作成するため光学的調査 を行 うこととなった。2002(平成14)年9月 か ら
20〔〕3eド成15)年4月 の期間中10回 にわけ撮影 を行った。本調 査 は1こ れ までの 本lill
究 プロジェク トにおける撮影現場 とは状況が著 しく異 なる。南北Z.655mX東西1.035m
X高1.134mとい う狭 い古墳石室 内部 での壁面 を傷つ けないための慎 重 な作 業、 また温
度摂氏約16℃ ・相.-y_・r.:i度ほぼ100%とい う撮 影者のみ な らず調査機材 に対 して も負荷の
、kきい環境 での作業が求め られた,1各撮影機材 の搬 入や圃定方法、撮 影方法 な どの周到
な計画 をね り、実際 に石室内で撮影 にあたるカ メラマ ン1名 、前室で撮 影データのチ ニLッ
クにあたる2名 とも防塵服 とマスクを着用 し撮影 に臨 んだC,
その折 の撮 影で は壁面 を平均的 に再現するため の無影撮影が望 まれ、壁 面の水分の影
響 を除去す る為に偏光カ ラー撮 影法 を採川、鮮明 な線描や壁 面の様rを 写 しとることに
成功 した。 カラー画像の うち、犬井 及びFI・西の2壁 面は8800万IIlll素で各12分割 、北
壁面は6分 割 に撮影 し、各デジ タル画像を ・面に繋 ぎあわせ るこ とで、IEilll性・'ト均性
を保'・た/こ図ll1li像を形成 した、1人物 群像や4神 、 日11や畢宿図な ど壁画彩 色部は別1固に
部分撮 影を行 ったC,また漆喰 ド地や彩 色壁画i芽1三分 に使用 されている有機 染料な どの検Ilh
とそのIIlli像化 を11的に、nj視域内励起 光による蛍 光撮影 を行った。撮影の成 果は、 文化
庁監修 『国孔iξ:高松塚llr墳壁Ⅱllli』(文化庁、20〔〕4年3月)と して報告書が1「ll行された。 その
他、'11研究所 における代表的 な画像 の公開は以 ドの逓 りである。
2003eド成157年7-11月 、 当研究所1階 エ ン トランスロ ビーにおけ るパ ネル展示1、
20〔}4el城16)年⊆1月2511、NIIK教育テ レビ 「サ イエ ンスZERO」特 集 「Illli像1『F析
で国宝先II髪画の謎に迫 れ1」 放 映、,撮影 画像 を内部4モlr;1に使眉 した実 ・」'大模 型を制作 、放
映 後'1↑研究所エ ン トランスホールにおいて模型 を展示.
⑥根津 庭術 館 「lll起子花図辟風 」
2002(馬ド1∫気14)蘇η皇1言周査1,1,1ik'i,i多
2003el城15)年度 よ り2ケ 年にわたる本作1...11.II-1の解体修珂1事業 にあわせ 、根津 美術館
と共i司で撮 影調査 を行った。 保存修理 の前提 ともなる技法 ・顔料等の情 報を得ること と
現状記録が 目的であ り、デ ジ タル画像 に よるカラー撮 影、近赤外線撮 影、透過X線 撮
影に よる一光学 的調査 を行った。
本調査の 成果 は、実際の修復 にも修理前記録 と して用い られ、その燕子 花図屏風の修
復完成披露 も兼ねた「国宝燕 子花 図 光琳 元禄 の偉才」展(2005年10月8日一llll611}
にあわせ、 『国宝燕 子花図 保存修理竣工記 念』(根津美術館 、2005年)として根津美術
館 より.上梓 された。




科学研 究費 「大谷探検隊将 来西域壁1111iの保存修復に関す る総 合研究」(同報告1「トを参kffi)
によ り、大谷探検 隊が将 来 した韓liこ1国、ン:II1央1県物館所 蔵品の1辱1存修復のための調査 とし
て、同 じく将 来IIII'1の東京!1己位 鳳物館所 蔵IIIIIIもあわせて調査が行われ、 カラーlllli像撮影 、
近赤外線 撮 影、1り'視域内励起 光を川いた蛍)込反応の撮影を行った、以iの11P撮 影に よっ
てi材 質の 異なる色料の使川 をは じめ 、特 に 「仏坐像」 〔8111:紀、 クム トラ出L、 東京国
、kl桝勿館)か らは 、腿色 した色料がII∫視域1ノヨ励起 光の蛍 光反応 で、腹部 に紐状の描lllll線
と して とらえられるな ど、今後の修 復のための判断材料 を提供す ることが出来たr,成果
報1.[一.-1として以下の発表があるC,
城野誠治「大谷探検隊将来画1域壁画 の画像形成」(韓国国 ～ン:中央1尊物館、2003年12月24[D
⑦MOA美 術館 「紅白梅 図屏風」
2003(平成15)～2004(平成16)年度調査撮 影
MOA美 術館 との共 同研究 で、 同館所蔵尾形 光琳h:「'紅r―梅図屡風」 のデ ジタル高精
細撮 影及び蛍光X線 な どの特殊撮 影に よる光学的調 査を行',た,,本111111111は、金地は 金箔、
現在黒色 に見える流水部分は銀箔が酸化 した もの と1}われていたが 、本調 査によってこ
れ ら従来の説へ新 しい科学的見解が加え られ、 〕亀術 史のみな らず 、新則 報道 などで社会
的 に も大 きな話題 となった。2004eド成16)年21jl411にはMOA}ご術 館能楽堂 にお
いて当研 究所 と同美術館 によ り 「尾形 光琳筆 「紅 白梅図屏1虫Uの新知見一 調査速報 とシ
ンポ ジウム」 を共 同開催 し、調査結 果の報ll「と1;重議が行われた、,シンポ ジウムにあ わせ 、
MOA美 術館 では本作 品が特 別公聞 され、会場で は撮 影Illll像等のパ ネル展示がIJ:われた 、
シンポ ジウムの プログラムは以 ドの通 りである1、
調査報告
(1)三浦定俊{協 力1洲整1'P「調 査の概要につ いて」
(2)内田篤呉(MOA)著術館学芸1ヤ山 「光琳 筆 「紅 白梅i叉1屏風」にみ られる技法の 再検詞'」
(3)早川 泰弘(保 研1・学部)「光琳 筆 「紅白梅図1‡1覧瓜 」にお ける蛍 光X線 に よる顔料
分析の知 見」
(4)城野誠治(情 報[1,ll整室)「画像情報からみ た 光琳筆 「糸1:rl梅i叉1屏風1の 制作」
総合討議 、パ ネリス ト:1人川1篤呉 ・一{浦ワヒ俊 ・i糎叱川 泰弘 ・城野1訓」気治 、 司会:川手 誠
之輔 ・綿田稔{情 報1凋整室)
テ レビの特 集 番細([VI[f{スベシャル 「光琳 ・解 き明か されたllこ1'}`:のll迷11VIIf{総合、20{}4
年8112111など)に よ り話題 とな'」たが 、 ド記に挙げる 帳Ilhl}においては1最影画像 をuj'
能 な限 り多数掲 載して、科学的 ・光学11く撒llllデーダを公開 した,
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東京 文化財研究所 ・MOA美術館編 『国宝 紅 白梅 図屏風』(中央公論美術 出版,20D5年)
なお本報告 書において特記 すべ きこ とは、蛍 光X線 分析 デ ー タと対応 した画像が掲
載 され、文字通 り自然科学 と人文科学の連携 に よる画期的な内容 となったことであ る。
また 、当研 究所 において は同年12月25日 か ら翌2005(平成17)年9月30日 まで1
階エ ン トラ ンスロビー に於ける画像パネル展示 や、2005(平成17)年2月1日 の総合研
究会 『紅白梅図(尾 形光'.MOA美 術館所蔵)調 査につ いて』 などで も発表 を行 った。
その後2006(平成18)年9月 には、画 像及 び関連す る文献 を結 びあ わせ た総合的 な研
究用 の コンテ ンツをiPalletnexusにて作成 し、公開 してい る,
⑧ 中国 ・河南省洛陽市 「龍 門石窟」
2002(平成14)～2005(平成17)年度撮影
当研 究所 は、国際文化財保存修 復協力 セ ンターを担当 と して、2000(平成12)年度か
ら、龍門石 窟研究 院 との共 同研究 ・共同事業 を実施 した。その一環 として、2001(平成
13)年度か ら、龍 門石窟 を画像 によって記録す る共同研究 を実施 した。特 に同年にはユ
ネス コi施門石窟保 護修復事業 に参加 した こともあ り、同事業の試験洞窟 である皇甫公窟
(北魏時代、6世紀前半)に つ いて、撮 影作 業 を開始 した。皇甫公窟 に引 き続 き、ユ ネス
コ事 業とは切 り離 して、龍 門石窟研究院 と当研 究所 との別個の共同研究事業 として さら
に敬 鯵寺洞 傭 時代、7世紀後半)と 蓬華洞(北 魏時代、6世紀前半)に つ いて も撮影 を実
施 した(本il}:「文化遺産国際協力センター」中の 「2006(平成18)年までの調査研究」の う
ち 「中図文化財保存修復に関する調査・研究(龍 門石窟の保存修復に関する調査・研究)」参照)。
撮 影には情報調整室の城 野誠治 と鳥 光美佳子が あたった。
鑑蛸了公窟での撮 影は、ユ ネスコ事業における洞窟の状態記録が 目的であった。2002(平
成14)年6月1日 か ら22日、翌年3月1日 か ら12日の2回 にわた り、壁面か ら等距離
での平行移動で、均一 な光を当て なが ら約380カッ トの画像 を撮 影 したn
敬善寺洞及び蓮 華洞 の撮,iは、洞窟内の仏教 造像 をそ の内容に沿って記録す ることが
目的で あった。 これ まで の龍 門石窟仏教造像 に関す る写真撮影は、光 源の確保 に困難が
あった ため、 自然 光が作 る強い陰影 によって、作品 の情報 を十分に伝 える ことの出来な
い ものが多 か ったが、今 回は、撮 影 に十分 な時 間をか け、光源 の確保 、 自然光 の遮 蔽
な どを実現 して、作 品の細部 にわた る情報 を得 るこ とに成功 した。敬 善寺洞 の作業 は
2004(平成16)年11月4日 か ら24日、2005(平成17)年6月12日 か ら26日の2回 実
施 し、183カッ トの画像 を撮影 した。
蓮華洞の撮影は、(2006年6月12～23日、11月22～12月6日、2007年5月30日～6月




これ らの撮影 成果は 、『世 界遺産龍門石窟 日中共1司写真撮影 プロジェク ト報告書(画
像 目録)』(文化遺産国際協力セ ンター、2008年)としてま とめ られ、関係專 門機関 と専門
家に配布 された。 さらに、1呵像デー タベース として当研究断資料閲覧一r_:に設遣 した コン
ピュー タでの閲覧 ・公開 を行っている。
⑨金剛 峯寺 「仏 浬繋図」
2003(平成15)年度調査撮 影
本作 晶(2676x271汝m)は,195(昭和50)年か ら3年 をかけて修理 な らびに調査 を行い、
色料 の判別を行 った。その当時、彩色 と技法の調査 を担 当 した渡邊 明義の 発案で、可視
域 内励起光 を用 いた蛍光撮 影を用 いて、本作 品に使用 されてい る鉱物系顔料 ・天然有機
色料等 の色料の新 しい判 断材料 を得 ること、 とりわけ天然有機色料 の使用 の可能1生を探
るた め、金 剛峯寺r東 京 国立博物館 と調奮 を行 うこ とな り、2003(平成15)年1月26
日か ら2月6日 まで、東京 国立博物館で、カ ラー画像の分割撮影、可視域 内励起光 を用
いた蛍光撮影、反射近赤外線画像撮影 、ならび に蛍光X線 分析を行 った。撮 影両像 は、「男、
法大 師入唐1200年記念 空海 と高野IU展」(東∫1〔国立博物館、200魂年4月60～5月16日)
にあわせてr同 館の平 成館1階 ロ ビーに展示 された。 また調査報告 と して、5月8日 に
平成館 大講堂 にて 『絵 画表現 の深層 を探 る一 国宝 仏湿繋 図(応 鯉 里繋図)の 光学的調査
・一』と題す る調査報告座談会 を開催 した。他に、『朝1]新聞』(2004年5月15口)紙上では、
本調査 の記事が掲載 され、蛍光撮 影で捉 えられた頭 光の グラデー シ ョンや 拠色 して いた
文様 な どの画像が紹介 された。
⑩京都 ・平等院 「平等 院鳳風堂仏 後壁」
2004(平成16)～2005(平成17)年度調査搬 影
2003(平成15)年か ら開始 された本獅 ・∫弥陀如来坐像 ならびに天蓋 の平 成大修理のた
め、 同本尊 を堂外 に運 び出 した こ とに併せて、宗教法 人平等院 との共 同研 究 としてi仏
後壁 の撮影 を行 った。本尊の背 後の板絵(仏 後壁)は 、縦302cm、横26～40cmの板 を
11枚並べ た.ヒに描 かれている。2004{平成16)年7月26日 か ら8月6日 、翌年1月11
日か ら26日(休.tL一日あ り)、2月14日か ら26日(休 止日あ り)、3月22日か ら24日の4
回にわ たった撮影では、國宝建造物のため、壇上 をは じめ周辺部分 も養生 をほどこ し万
全 を期 して行われた。 色を忠実に とらえるこ とを基本 に、剥落あるい は槌 色 した画面か
ら、何が描かれているか、どの ような色料に よって描かれているのか を読 み取 ることを
念頭 に調査撮影 を行った。撮影は仏後壁全対 を16分割 して行った。近赤外線撮影で は、
描かれ た足の数か ら2頭 の象が描かれていたこ とが判明 し、可視域 内励起 光を川い た蛍
光撮影 では有機物 などか ら発する蛍光反応に より、衣 に書かれた文様 も捉 え られた。 こ
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111'視域 内 励 起 光 を 用 い た 蛍 光撮 影 、 な ら び に蛍 光X線 分析 を実 施 し、
調 査 の 量ll乏告ill:にお いて 、2ⅢⅢ範 囲 の 蛍 光X線 分 析 の測 定 箇 所 に 含 まれ る材 料 と対応 した
拡 大1山i像を掲 載 す る こ とが 川 来た 〔図27〕、,
['4量∫と114、ン:「螺〔雪勿fi官四↑}1拙と1・1こ「に藩jノド:1拷:色1-・1rll舞見r㌣ず象.1】(外〔上k'文fヒ且けfijl;究,り〒、2006{卜)
奈良11・IIウ:博物館 新館 地 ド通路 に てパ ネル 展示2005年 一
13出)℃ユ包術 館 「1'1りく納ll絵u」
20{}4el勺茂16,-2()05いドI」～と17){卜}斐f訓IIJ査引宝1是景多
イ段作 品 は 、 貞観8(866)年 閏3月10}fに 起 きた応 ノ{門炎 ヒ'倒'1二に 幕 づ き、12ill:紀後
半の宮 廷絵 師 に よ って非1111かれ た と され る現 状3巻 の絵 巻物 で あ る.,ノド調 在で は 、出 光)隻
術 館 との 共Ilfj研究 に よ り、2{〕04ti..成16)年ll1J及びx[]05いド成lr?年81」 に カ ラー
撮 影 、近 赤 外 線撮 影 、11∫視 域 内励 域 光 に よる蛍 光 撮 影 、蛍 光X線 分析 及 び1由1像ll城を 行 っ
た 絵 巻 は全 巻 を通 して撮 影 し、 また 登場 人物 な ど特 定 の部 分 につ い て は 特 にllf部まで
観 察 出 来る よ う部 分撮 影 を行 っ た、,
反射 及 び透 過 近 赤外 線 撮 影 に よ り、 建 造物 群 の 入 念 な下 書 き跡 と は対'照的 に 、 登場 人
物 につ い ては 下絵 な しに 描 かれ て い る こ とな どが 判 明 し、絵 巻 の 制 作 方 法 や歴1廷II鴇1に
つ い て も新 た な発 見 が あ っ たn
調 査 の 成 果 と して、 「国宝 伴 大 納 言 絵 巻 展 一 新 た な 発 見 、 深 まる謎 一 」{川 光美 術館 、
2006年101・」7日 一11月5[1)に お いて 、画 像 解析 な ど と もあ わせ パ ネル展 示 を行 ・・た,
絵 巻 で は10cm程度 に描 か れ た諸 々 の 人 物 像 を等 身大 に 引 き延 ば した 画 像 、 炎 ヒす る応
天 門 の大 画 面 等 の 画 像 を展 示 した。 あ わせ て 展 覧 会 図録 の意 味 合 い を兼 ね た 『国宝 伴 大
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れ らの画 像 や 分 析 に よ り、今 後 の 仏 後 壁 の 研 究成 果が
期 待 され るC、2008(平成20)年 度 か ら撮 影1111i像の 種 類
別 の 画Tl録 を刊 そ1:する予 定 で あ る、1
⑪ 奈 良 国立 博物 館 「卜一 面 観 音像 」
20{ン1eI勺茂]6)-20{)5eI41」文 7)イ1η斐1言IlliCEt'Iz旦;!多
2004(14成16)年度 よ り、 奈 良 国 、'近博二物flド1と兵同 で 、
博物 館所 蔵 の 仏 教 絵1面につ い ての 光学 的 調 査 を行',て
い る 。 その 第 ・次 と して 「1・-llll観1'冒象 の調 甘llを1∫・・
た 、2004いr成16〕81116口 か ら2211、12月1(Ill
カ・ら121i、2005いE勺」1こ17)f卜8月ユ911カ・ら2111(り
3圖 にわ た り、 博物 館 は透 過X線 撮 影 を 行 い 、 当研 究
所 で は フ ル カラ ー 撮 影 、 近 赤 外 線 撮 影 〔反111・透過 〕、














は、これ まで科学的調査が行われて こなか った同博物院の文物 に対 して も、 これ ら手法
を取 りいれた調査 を行 いたいとの趣 旨か ら、本研究 プロジェク トの光学的手 法が有効で
あ る との判 断にたち、共同研究 を行 う運 びとなった。本研 究 プロジェク トにとっても、
海外の機関 との連携 による調査、絵画以外 の作品 とい う点で、新 しい試みであった。
2004(平成16)年8月 中 に故 宮博物 院 との協議 を行 ったの ち、 同年10月12日 か ら
21日の 日程で現地 を訪れ、光学 的調査 を行った 〔図28〕。
調査 を終 えた10月20日 には同博 物院図書館視聴室において成果発表会 を開催 し、当
研究所の山梨絵美子 と城野誠治、及び故宮博物院轡画処の何傳馨が画像の作 成や解釈 な
どにつ いて発 表 した後 、質疑応答が行 われた。 また、10月30、31日に台北市 師範学院
で開催 された中華繕1:道学会 「懐 素 白叙與磨代草轡」学術研 討会議で も何傳牒に よって画
像 とともに発表 された。
なお故宮博 物院では、この研究会に合わせ 、10月29日か ら11月1日 の4日 間のみ、「自
叙帖」全巻が公開 され 、あわせて本調査画像のパ ネル展示 が行 われた。その成果は故宮
博物 院、当研 究所双方 が共 有す る もの と し、2ケ 国語併記 の報告書 『懐 素 自叙帖 検測
報告』(国立故宮博物院、2005年)にまとめ られた。本調査以降、故宮博物 院 とは、李唐
筆 「万墾松風 図」、徽宗筆 「文会図」 な ど絵画の共同調 査 も継続 して行っている。
⑭ 奈良 ・薬師寺 「麻布著色吉祥天像」
2005(平成17)年度か ら継続 して調査撮影
本作品 は、数少 ない 奈良1時代 の著 色絵画 の一 つである。 本調 査は、2004(平成16年)
度か ら行 っている奈良 国立博物館 と共 同研 究において、「十一面観音像」 に続 く第2次
調 査 と して行 った。2003('r成15)年12月4日か ら5日 の蛍 光X線 調 査 を皮切 りに
2005(平成17)年8月29日 、9月3日 及び2007(平成19)年1月221]から25日 に光




「平城遷都1300年記念 国宝薬 師寺」展(東 京国立博物館、2008年3月25口～6月8日)
にお けるパ ネル展示。
奈良 国立博物館 との共 同編集に より刊行 された報 告書 『薬師寺所蔵 麻布著色吉祥天
像』(東京文化財研究所、2008年)。
本研究 プロジェ ク トの成果は、従来の文化財、美術史研究の ための 「美術写 真」の概
念を変える もの となった、,近年急 速に進化す るデ ジタル技術 と、画像 光学 研究 の成果に
),づき、 ミクロか らマ クロまで、 また近赤外線、可視域 内励起 光を川いた蛍光撮影等の
特 殊撮 影による多様な 「1由i像」 を形成、提示す ることは、 文化財 、あ るいは 美術作品そ
の ものを 「視 る」 とい うこ との意昧 を、あ らためて問いII聖〔すこ ととなった、,同時に、本
研究 プロジ:r_クトの実践 と成果その ものが 、 文化財の研究における非破壊 の 光学的調 査
の新 しい局 面を切 り開いたとい う、学 術的、かつ専門的な研究領域 と して国内外か ら高
く評f価され、注Uさ れる ようになった,、その後 も、本研究 プロ ジェ ク トは 「高精細 デジ
タルIllli像の応川に関する調 査研究」(2006年度以降)に 引 き継 がれ展開 されている。
(2)システム管理
新庁 舎にお ける、システムは2000('ド成12)年度の構築後 、順 調に稼働 した(1システム・
ネッ トワー クについては情報調整室長が管 理責任者 とな り、 システム、セキュ リテ ィー、
メールな どを管理 し、各部 ・セ ンターの委 員で構成 したLAN委 員会 と共に、 メールア
カ ウン ト、システ ム更新や保守契約等 について協議 してい る。
(3)広報企画事業
当研究所 の活動 を紹介す る刊行物の編集 出版 は、情報調整室 の職掌 の一つ とな った。
これ らは毎年広 く国内外 の関係機関へ送付 している。
独 立行政 法 人化 を 目前 に ひか えた2000(平成12)年3月 に、当研 究所の研 究 ・活動
を広 く一般へ 向けて伝 える広報誌 『東文研ニュース』 の刊行 を開始 した。本誌 は年41111
の刊行 で、研究活動や関連す る話題の中か ら、速報性 と公共性の高い情報 を記事 にす る
もので、2006(平成18)年3月 までに24号 を刊 行 している。
1998(平成10)年度 よ り、当研究所 は 『東京国立文化財研 究所 要覧』 にかわって 『東
京国立 文化財研究所年報』 を発行 して きたが、2001(平成13)年度 よ り 『東京文化財研
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究所年報』となった、,本誌 は、当研究所における各年度の活動 を網羅的 に報告する もので 、
自己点検 、外部評価委員 会の参 考資料 として も使川 してい る;,2006(,i;成18)年3月ま
でに、 『東京文化財研 究所年報2005』 を刊 行 している。
1988(昭和63)年度 よ り1:il行してい る 『東京1三K位文化財 研究所 概要』 は、『東京 文化
財研究所概 要』 と改 題 し、年度初めに、当年度の事業Ii標を掲げ紹介 している、,2006('r
成18)年5月 に、『東京 文化財研究所概 要2006』を刊行 している。
所 内の 部 ・セ ンター においては個 々に研 究会 を開催 してい るが、各研究 部門の プロ
ジェ ク トにつ いて情報の共有化 をはか るため、総合研究会 を開催す ることとなった、、こ
れは各研究部 ・セ ンターの研究 員がテーマを設定 して プロジェ ク トの成果 を研 究発表 し、
研究者間で 自由討論す るシンポジウム形 式で毎 月1回 開催 している。
また各部 ・セ ンターのプ ロジェク トの成果や経過報告 を、各部の持 ち回 りでパ ネル、
展示品、映像等 を使用 して、来所者の方 々によ りわか りやす く紹 介す るのが、当研究所
エ ン トランスホールでのパ ネル展示である、,情報調整室の担当では、2003eF成15)年
3月に高松塚古墳 壁画の撮1,1/Sly%報!1:IIを、パ ネル と実物 大に再現 したlll墳の 墓室 とともに展
示 した他 、2004er成16)年12月にはMOA美 術 館 と共lillで行 った国,,1.『紅 白梅 図1≠楓 』
の調査の成果 を展示 したc,
ホー ムペー ジは、 インター ネッ トとイン トラ ネッ トの2種 に分けて運川 している。 各
部が それぞれのサ イ トを管理運営 してい るが、 トップペ ージ と黒 田記念館 のペ ー ジは、
情報調整室が担 当している1、黒川記念館 では作品の画像 と解説、Ii記、il}:翰、自筆 文献、
白馬会 関係 資料 な ど基礎 資料 を4コ老供 し黒川清 輝石ll究の ための 知的 デー タベ ー スとして、
機能 と内容の充実を図ってい る、,白馬会関係新聞記 事は、石橋 美術館学芸 員の番il〔野健造
よ り、作成 した情報 の提供 を うけた もので、情報の 共有化の 一つの方法 「場」の提 供で
もあ った。なお2002('r成M)年度か らは、ホームペー ジの充実 を目指 し、ホームペ ー
ジ及 び公開デー タベ ースの作成 ・運営 を独 、Zした プロジェク トと した(U絵 掲載)。








資料 閲覧室は月、水 、金の週3日 公開 し利用者 に諸資料を提供 し、それに ともなう検
索 システムの構 築や、公開用デ ータベースの作成管理 を担当 して いる。新庁舎の書庫 に
は、美術部 、芸能部 、保存科学部の蔵書が一括で収め られ、全所 的に情報発信を行 う部
署と して、美術 部、芸 能部、保存科学部 の蔵書情報 をは じめ として、美術 関係 文献情報 、
『保存科学』 所載文献情報、伝統 芸能関係雑誌所載文献情報、伝統楽器所在情報 など各
部の調査研究成果の提供 も受 け、検索 システムに加 え運用 を図っている、,また情 報調整
室では各部の蔵書 を対 象に出納業務 を行 うこ ととなった。ただ し、資料の登録作業は従
来通 り各部 ごとに行 うが、書籍 のテーマに よっては、よ り近い研 究分野 をかかえ る部 署
で登録 する ように調整するこ ととした、
検索 システムは、すで に イン トラネッ トiで 、Windows2000サーバにMicrosoftの
SQLサー バー を搭 載 して研 究資料検索 システム を構築 し運 川 していたが、2002('ド成
1・D年3月291iより、 イン ター ネ ッ トで 試験 運用 を開始 し、7月lIIにIE式に外部 公
開 を開始 した。
人)Jシステムは、現 在 までに ソフ トウェアーのバージ ョンアップに伴 う更新 を2回 行
い、アプリケーシ ョンのFILEMAKER(SERVER、Pro)を利川 した小規模 ネッ トワー
クを所内に構築 し、資料の登録 業務や、美術部 の文献11録入力川 プログラム作成 、また
/ろ行 して情 撮調整室で も諸情報 のデ ー タ作成や、既 存の デー タの校IE作業を行 ってい る、
独 、/.行政 法人等情 報公開法の施,._.'(.J_にともない、2002eF成14)年1011111より従来
の限定 公開が改め られ、…般 公開施 設となった。 インターネ ッ トの 汚及に よ り、当研究
所の知 名度 もあが り利用 者は増加 している。 作成あ るい は作成 中のデー タベ ー スは35














2002(平成14)年度か ら2005(平成17)年度 の美術部の科学研 究費 「モ ノ・宝物 ・美術品 ・
文化財の移動 に関す る研究一価 値観 の変容 と社会一 」に よって、 フラ ンスの文学者 ゴン
.,
皿 調査f研究
クールの ℃ollectiondesGoncqurt:Artsde1'Extreme-Urient"(Paris,1897)、「ガゼ ッ ト・
デ ・ボザール」の編集長ル イ・ゴンス(LouisG。nse)の"L'ArtAncicna1'Exposition"(Paris,
1879)など日本美術の紹 介や 旧本東洋美術 のコ レクシ ョンカ タログな どの購 入 を継続 し
た。
その中の1冊`Hi8toirederArtduJapan"(Paris、19{〕o)は、1900年パ リ万国博:覧会
のために、臨時 博覧会事務局の 委嘱 を受けた帝 国博物館によって編纂 されi臨 時全国宝
物取調局の調査成果を基に岡倉天心、福地復 一等 によって執筆 された 日本人 による初め
ての 日本美術 史の フランス語版である。 これは事務官長の林忠正 の序 、九鬼隆一の緒%i、
挿絵322図、290頁のB4判 で1千 部刊行 され、200部を皇族は じめ国内へ1279部は各
国へ配布 された。 本書 には、林息正 自筆の書状が貼 り付けてあ り1各 国へ送 られた中の
1冊で あるこ とが わか る。 日本語版 は1901(明治34)年に 『稿本 日本帝国J」術略 史』 と
して農商務 省 よ り刊行 され たが、当研 究所には1908(明治41)年El本美耐サ社刊行の平鑑}版と、
簡易製 本の 『日本帝 国美術略 史稿』 儂 商務 省、1901年)があ り、いず れ も十三松 党文
庫 の ものである。
お な じく2002{平成14>年度 か ら2005(平成17)年度の科 学研 究 費 「日本 近代 の
造形分 野 にお け る 「もの」 と 「わ ざ」 の分類の 変遷 に関す る調 査研 究」 で も、"L'Art
]aponais"(Paris,1883>や"orientalSeriesspanandChina"(12Vols.,Boston/Tokyo,
1901～1902)を購 入 した。
「美術 部」 中 の 「独 立行政 法 人化 後のk研 究」 の うち 「現 代美 術 資料の 調査 ・研
究一 資料収 集 ・整理 法の確立 の ための研 究」の項(219～221翼)でも記 した ように 、
2002(平成14)年、笹木 繁 男主宰現 代 美術資料セ ンター よ り近現 代美 術に関 する膨大
な資料が寄贈 された。寄贈 資料の内容 については、同項で記 した通 りであるが、ここで
は、その公開につ いて記す ことにする。整理 、データ化が完了 した資料 か ら公開を進め
ているがi同資料 の場 合、展覧 会準備の学芸 重凌の利川が 多い。 また、展 覧会開催情報デー
タの提供 も大 きな成果であ る。現在、國内で開催 された展覧会の開催情報 を網羅す るデー
タベースの公開は まだみあ たらないU明 治以降の美術館博物館 の開催 デー タが膨大 なこ
と1ま た近代現代 作家の展覧会 を網羅す るには画痴1の開催デー タが欠かせ ないが、膨大
な情報 を収 集す る ことは非常 に難 しい。 しか し笹 木氏は画廊 を廻 り、 開催情報の蓄積の
必要性 を説 いて、賛同す る多 くの1岬廊か ら、開催幣報のデー タが当研究所 に提供 される
ようにな って きた。これ らは整理がついた ものか ら順次、資料検索 システムの展覧 会開
催情報に加 えて外 部に公開 してお り、今後 も充実 を目指 している。
なお、 美術部では受け入れた資料別に 『笹木繁 男氏主罵`現代美術資料 セ ンター寄贈資
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料 目録』(CD-RQM、2002年)、『笹木繁男氏主宰 現代美術 資料 セ ンター寄贈 資料 目録 画
廊 関連デー タ1(CD-ROM,2006年)を制作 し、関係機 関に配 布 してい るが 、これ らの
資料は閲覧室 で利用可能である。 なお現在 も資料は受 け入れ を継続 している0
2005(平成 ユ7)年度には洋画家藤間清の蔵書が 「藤問文庫」(目録は 『藤間清寄贈図書目録』
2006年〉と して寄贈 されたが 、いずれ も近現 代美術 に関す る大量 の図書 や資 料類であ っ
た。 また同年 、旧所 員の故柳 澤孝の蔵書(目 録は 『柳澤孝旧蔵書籍 目録 図書 ・展覧会カ
タログ ・雑誌』2006年)が寄贈 された。同年度以降 も旧職 員であった梅津 次郎、川上浬 、
久野健、高田修 、田中一松、中村伝三郎等 の調査研:究資料が遺族 よ り寄贈 され、整理 を
川頁次進めている。資料保存については、情報資料部時代 よりの貴重雑誌や図轡のマ イク
ロフ ィルム化vあ るいはCIJ-RAM化を継続 して行 っている。
(5)所蔵 目録 出版 ・バ ーコー ド化
1938(昭和13)年、美術研究所は次年 度概算 要求 に 「美術研 究所 設鷺十週 年紀念 出版
二要スル経 蟄」 として以下の要求 を行 って いる(「沿革」50頁参照)U
(二)美術研 究所蔵 書日録
美術研究所 々蔵美術関係図書ハ現在和漢洋書 ヲ合 セ約五、七〇〇部一四、○ ○○
冊二達 スルヲ以 テ其分類 目録 ヲ編 纂干ll行シ、以テ美術研究所事 業 ノ報告 ノー タラ
シムル ト共二 、研究者並ニー般 ノ利 便二供セ ン トスルモ ノナ リ
内 容
四六倍判約三〇〇頁 一、○○○部 印刷
結局予算要 求は通 らず 、そ の後蔵書 目録刊行の話 も立 ち消 えとなった まま60年余 り
が経 った2001(平成13)年、情報調整室の プロジェ ク トとして 「所蔵 日録 出版 ・バー コー
ド化」が決定 した。バ ーコー ド化 については、蔵書点検 が前提 となるため、その準 備 と
して も蔵書 目録編纂が必要 とな り、5年 計画で始めた。 まず美術図書館 と しての成 り立
ちを検証す る意味で 、美術関係図書か ら始 めるこ ととし、第1冊 目は、初代所長矢代幸
雄 の蔵書 を中心 とす る西 洋美術 関係図書 を対象 とした。「序」 につ いて も、蔵書の 成 り
立 ちに係わるテーマ での執筆 を所 員及び関係者 に依頼 し、口絵 には稀襯本 を中心に解題
を付 けて掲載 した。 本 プロジェク トは第2期5ケ 年計画で も継続 され.、2009(平成21>
年3月 末現在 、以下の 目録 を刊 行 している。




欧文 図害1467種、和 文図11}:526種を収rf,182i'i、口絵7頁 、序 「東京 文化 財研
究所所蔵西洋美術関係図 暫1}二と矢代幸雄」




『東京 文化財研 究所蔵～ll:ii録3日本ii洋古 美術関係 和 文編』(2004年)
和 文図}1}:7348種、簡易装 丁図書863種を収録、,702頁、口絵13頁 、序 「中川忠順
と研究所 の蔵書」
『東京文化財研 究所蔵書 目録4日 本東洋古 美術 関係 欧文編』(2004年)




『東京文化財研究所蔵iii:目録5ド 和 雑誌 索引編』(2005年)181頁
『東京文化財研究所蔵11}:目録6i展 覧会カタログIi録 編』(2006年)
1888～2004開f崔分2/Jl744f重を収録.、601頁、Ii絵8頁、序[無 題]
『東京文化財研究所蔵玉1}:目録6下 展覧会カ タログ 索 引編』(2006年)5()9頁
(6)写真室運営 ・写真設備
新庁舎 におけ る写 真室 は、画像情 報室 と名称 を変iし 、撮 影 ノ∫法 をアナログ(フ ィルム)
か らデ ジタルへ と移行 した、,撮影のll的も、被写体である文化財の記録か ら、画像その
もの を利用 した研 究を包括す るものへ と変化 した。画像形成の諸研究で得 られた高精糸lll
デ ジタル画像 は、従来のCD-ROM媒体には収 ま りきらないギ ガバ イ ト、テ ラバ イ ト級
のデ ー タ量 を有 する ようにな り、Illli像保存媒 体はDVD、 ハー ドデ ィスクが 中心 となる。
それ に伴い従来の写真il剛象の蓄積 ・登録 などは根本的に見直 しの時期 を迎えた。画像処
理 には、一般 に普及す る ようにな った既存のAdobePhotoshopやIllustratorなどを使
用す るようにな った、,なお作成 されたデジタルデー タの保存方法 については今後の課題
となっている.,
これ ら高精細 デジタルIllli像の うち、尾形 光琳 筆 「紅白梅 図厩風」(MOA美術館蔵)を
モデ ルに、高精細デ ジタル撮 影 と赤外線 や蛍光X線 な どを川いた特殊撮 影のilllil象比 較、
画像 及 び関連す る 文献 を結 びあわせ た総 合的 な研 究川の コンテ ンツをiF'alletncxusに
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よって作成 し、2006(平成18)年9月 よ り資料 閲覧室内端末で閲覧 に供 してい る。
写真資料の 目録 については、冊子体の 目録にかわ り、情報資料 部時代 に検討 ・構築 し
た画像デー タベース検索 システムをベー スに、画像検索 システム(Pictureweb)を作製
した。2001(平成13)年度中 に、テキス トデー タベース化が完了 していた文字情報 に加 え、
デジタル処理済フ ィルム画像 、デジ タル撮影画像等 、各種画像情 報の試験的 な登録 ・検
索実験 を行 った。 その後 、プ ログラムの修正、デー タ登録作業の算用的な運用 について
協議 を重ね た。2004(平成16)年度 より、写真資料中利用需 要の高 い4×5モ ノクロネ
ガフ ィルム をは じめ本格 的に登録 を開始 し、現在 まで に前述 ネガフ ィルム約4万8500
枚、4×5カ ラーポ ジフ ィルム約8500枚等が イン トラネ ッ ト内の検 索 システムで運用
されてい る。
蔵{1}:累計(2006年3月31日現在)
図書 和 漢 書
洋 書
























うまれた様 々な資料や情報を、受け入れ、整理 し、保存 し、提供する役割を担ってきた。
..
Ⅲ 調査研究
その間 に収集 された資料群は今 も当室の誇る ものであ り、それ を利用 して ドさる 多 くの
方 々に心か ら感謝 している,,
現代社会 は、ほんの4判ll二紀 前には想像す ら出来なかった 「高度情 報化社 会」 とな6].
情報 や資料 の入 乎は容 易い.1ただ し情報は氾濫 している。
一'つの作IIIIllが、戦 前のガラ ス乾板 と最新のデ ジタル1111i像ll111方で1言己録 されて同 じ場所に
保管 されてい るこ と、明治、il-:、Ill{和、'ド成 と時代 ごとに作成 された 文字 資料 、これ
ら文化財 に関す る様 々な情 報 を積み 承ね、収集 して きた ことは、「アー カイブ」の実践
その ものであ り、資料 を通 して 見えて くる75年 の歴 史は、「継 続は力 な り」 と語 って
い る。 これか らの時代 、資料群 をどう充実 させてい くのか。情報 とは何か。収 集すべ き
資料 とは何 かiど こに集め るのか、 どう保存す るのか 、どう活 用 し、 どの ように次代に
伝 えてい くのか。「75年の歴史」 をつ な ぐ}`IY任は重いC,
X89
新たな企画情報部として
本章 の 「企画情報部」 では、2006(平成18)年3月31日 までの 「美術部」 と 「情報
資料部 ・協力調整官一 情報 調整室」の75年 にわたる歴史 を2部 構 成に して記 して きた。
最後 になるが、2007(平成19>年4月 に所内の改組 にともない美術部 と企画情報部 を
統合 し、新 た なる企画情報都が設置 された。当部 は、これ まで 、 ともすれば美術 に関す
る情報に重 きをおいて きたが、当研究所全体の文化 財に関す る情報発信 を担 い、同 じく
所全体の文化財 アーカイブズの構築 を目指 し、 さらに文化財その ものの研 究 を深め なけ
ればな らない。 この三点 こそが、相互 に連携 しあい、将 来にわた る当部の業務 、調査研
究の 中心 になるで あろ うDな か で も情報発信 は、今後 も重要 な当部の職掌の柱 となる。
その文化財 情報 とは、そ の もと となる質の高 い研究情報 は、研 究者 による調杳研究や、
当研究所内 ばか りで な く、広 く他機関、研 究者等 とのネ ッ トワー クによって しか生産 さ
れないこ とは言 うまで もない。 この点 を今一度認識 し、それ を実現 するこ とが 、当部に
とっての責務であ る。 これに より、統合の メリッ トの実現 を目指 しつつ 、継続すべ き調






1952(昭和27){卜4月、文化財保護委員会無形文化課 の起案 によ り芸 能 部が設 置され
ることになった10本 で唯一一の伝統芸能、民 俗芸能 を研 究する国立 の機 関が誕生 したの
であ る0東 京 藝術大学 音楽学部別科教室2室(8坪)を 借用 して現実 に発足 したのはIlil
年10月 であ ったが、演劇 ・音 楽舞踊 ・郷hヒ芸能の3研 究室 に、専任 研究 貝2名 」 週
1日出勤の非常勤 研究員3名 、臨時 筆生1名 とい う体制 でス ター1・をきった,,浦山政雄、
三隅治雄が専任r非常勤研究員 に戸部銀作 、岸辺成雄、池 田弥一{郎とい う構成に翌 年3月 、
横道萬里雄が専任研究 員 と して加 わ り、この6名 が発足時 メンバー とな った、,別科教室
は防音設備の ない木造2階 建 ての建物 であ る1,箏・ こ味線 はもちろん、 ピア ノの弾奏も
絶 えず聞こえる中で研究 を余儀な くされた、とい うiillはこ とあ るごとに うかが った1、後
に職 階制の変動 な どがあって定員が2名 増加 したが 、この間は剖1長の定 員が認め られず 、
東京 藝術大1:1楽学 部長が芸能部1を 測 后す るか、所 長が事務取扱 をlr'_rう体制であったU
また発足当初 は'文化財保漫 委員会無1r多丈化 課の併任職員で もあ'・たので 、施策 に参lllliし、
重要無形文化財の指定 及び保持 者の認定」1馴賦 」、記録作戊等の措 置を講 ずべ きll酬;多史化
財の選択fの 作成 に も参 与した、
1962ql召和37)fF7月、保存科学llllが劉1庁fi.に移るに及んで 、東,iて国 ウ1博物館構:内の
旧保存科学 部庁舎に移転す ることになった、,木造'Ⅱ五屋建 て1棟 で 初めて3室 が分離 し、
ほか に資料室 と機器操作室 と1坪 の録r㌣室 とが設置 され ることになったが、住環境 は必
ず しも快適 とは言いがたい ものであ'・た らしい。1967(昭和q2>年に、浦lll政雄が部長
に任命 され、芸能部単独の体制が整 ったC、またこの年 、部の紀要 『芸能 の科学』1号tE_1
絵掲載)と2号 が 公刊 されたが 、いず れ も乎:'.[flf:き原稿 を孔版印刷 したもので200部限定、
3号 よ り活版印刷 に,己許 した,,年1[rll、芸能部 の研究成果 を一般公開す る公 開学術講座
も、 この 年始 まった(口 絵掲i伐)、,実演 者の演技 を交 えなが ら部 員が 研究発 表 を行 う形
式 は当初か らの もので、カルチ ャーセ ンターや大学 のオープン講座が盛 んに なる以前 に
独 自色を うちだ した企画であった,当 初 は2H問 行っていたが 、第3回 よ り1日 にな り、
冬の慣 例 ・1喋として定着 した1、ネスカ フ.[のコマー シャルで一一躍署名に なった野村万作


































2調 査 ・研 究
資料収集
伝統 芸能、及び民俗芸能の基礎研究 をII的として設置 された芸能部では、調 査研究 と
並行 して芸能 資料の収 集に もカを注 いで きた,
Ii∫販 されたi"f7原資料の収 集 もその ・つ だが 、最 大の トピ ックは1960(昭和35)年 度
科学研 究費 「浄瑠璃 のrテ楽 的理法の研 究」 によって購 入 した、安原 コ レクシ ョン邦楽
SPレコー ド5600枚であろ う 〔図1〕,,義太夫が過 半数をllfめるが、明治 ・大正 におけ る
雅楽か ら大 衆芸能 までの ジャンル を網羅 した音盤は、江戸時代 末期の演 奏の名残 と考え
られる様式 や技法 、明治以降の演奏 の変化 、関東 と関西における演 奏様式の違 いな どを
如実に伝 える芸 能資料 と して大 変貴重 である.、r盤に貼 られた レーベ ルを綿密 に調iiし、
音盤 に打 ち込 まれた番 号 によって レコー ドの製作 状態 を把 握す るな ど、詳細 な調itを
行 った結 果、整理 、目録化 が完成 し、『膏盤 目録』4巻 のi:ll行を終 えたのは実に1987(昭
和62)年の ことで あった。 目録の刊行以 後、Il本イ∫数の 邦楽SPレ コー ドコレクシ ョン
と して知 られる ようにな り、その後 も竹内道敬 コ レクシ ョンな ど貴rRな苗原の寄贈 を受
けて現在 に至っている。
芸能 の研究 は従 来文献 中心 であ ったが、芸能部で はこれ と並行 して身体の 「わ ざ」、
技法や演出 を対象 とした研究 を目指 し、発足'li初よ り積極的に研究 対象 と して記録作 成
を行って きた、2300本以上の オープ ンリー ルに1㌣声、1600本以 ヒの ビデオテーブに映
像 を記録 して きたが、音声 ・映像 共にi三力を置いてきたのが 、伝承のあやぶ まれる種 目、
秘伝 とされ る演Hや 楽 曲の記録であ る(1また、 文化財 としての指定0)有無にこだわ らず、
芸 能 として 貴飛、あるいは価仙 をイ1すると
判 断 した もの は調IIの対象 として記録 を採
り続 けて きた。
今 、 発 足 当初 に 録 宵 した オ ー プ ン リー
ル の 箱 瞥 き を 見 る と 、1953(昭和28)年
61J`こ「葛 西 喋{1∫・」「IE調i店匡多 節 」、llfjイ「
1011に「筑 紫 箏 」、 翌1954(lli和29)年4
Jj`こ」L、三±堕屡J'リ巳しi、°f1卜"1～ぞ}i～i～考唖騒～{ミ4'(ノ)「{番盲三と!li
ヒ」、Ilfl年1011に伊 ▽1ド狩 野 村の{番 曳 な












ド を1区容 して い た
2玖?
した ことが うかが える。伊豆半 島各地で行われていた三xの 伝承 は とだえ、筑紫箏 も
伝承者が亡 くなった現在、 こうした記録は大変 貴重 な もの と言 えよ う。
伝統芸能 に関 しては 、文化財保護委員会が主催す る古典音楽特 別鑑賞会 など演奏 会に
川向いて録音 を行 い、芸能部 の専用舞台が出来る以前 は文化会館 の録音室や実演者 の 自
宅 などを借 りて単独に録音 を行 うなど、第二次世 界大戦後、伝統芸能が復興す るまさに
その状 況の記録 を数多 く残 して きた。 こう した音の記録 を有する機 関はそ う多 くはない。
曳㌧〔川舞台が 出来 てか らは、演者 を招いて特別に記録 を採 るようになった、,伝統芸 能の
講演や邦楽 の演奏会は恒常 的に行 われてい るが 、そこで演 じられ演葵 され る山 目は、伝
承山の うちの一部で しかない。そ こで、芸能部では秘伝 と して上演 の稀 な演 目を中心 に
記録 を作 成 した,、例 えば1980(ll召和55)年、能楽 ワキ ノ7の森 茂好 によ・)て替工の語 り
をi=.としたワキ謡の記 録を行っている。
当時の"i研究所 は公 開施設で なか ったため、 こ うした録i'1'.を広 く活 川す ることはな
かったが、報告書の形で公開 したのが能の 「翁」 の記録であ る,1「翁」 は鎌 倉時代 か ら
演 じられて きた能楽最古の演 日だが、神聖視 され、秘伝化 した部分 もあ って、楽譜 、型
付 ケの類は公開 されていない,,芸能部では シテノ∫各流 による演技 の違 い、笛 ノ∫や小鼓方
の流儀 による演奏の違 いを1994(平成6)年か ら6年 間かけて個 々に記録 し、『芸能の科学』
27り゜ (1999年3月)や『芸能部 プロジェ ク ト報告書 伝統芸能の特 殊な ヒ演に関する調
査研究』(2006年)で写真 と所作 を対比 させなが ら報告 した(日 絵掲載)、,
無形 文化財に指定や 選択の対 象になっていないジャンルに関 して も、芸能 と してす ぐ
れた価値を認めた場合には、記録作 成 を行 ってい る。その中で最 たる ものが キ院行 事、
法 会の記録である。横 道萬里雄は 「寺事 」 とい う用語 を新たに考案 したが 、記録選択 の
対 象となる声 明がu昌え られ る場であ り、雅楽や能楽 、平d11の発生や伝承に 大きな影響 を
及ほ した寺院行事 の解 明は、Il本の伝統芸 能の伝承解明に欠 くこ とが 出来ない 重要性 を
有 して いる。 とりわけ東大寺二 月堂修二会(俗 称お水取)に つい ては佐藤道fが 中心 と
なって1967(昭和42)年か ら6年 間にかけて集 中的 に調査を行 い、紀要 『芸能の科学』6、7、
12、13号(1975年6月・1977年3月・1980年7月・1982年11月)に、Tr'y.の次第や内容 、
所作、声明につ いて詳述 したが、 これは法 会研究の噛矢 と して外部の研究者か ら高 く評
価 された。 ビクターが1971(昭和46)年に作 成 した6枚 組 の レコー ド 『東大寺修'二会
観音悔過』 の編集 ・解説 も横 道 と佐藤が担 当 したが、 この レコー ドは同年度の芸術 祭
優 秀賞 を受賞 し、寺事 の重要性 を広 くア ピールする こととなった 〔図2〕。 このほか法蔵
館 が1984(1昭和59)年に作成 した レコー ド 『声明大系』 全6巻 の主要音源 は部の作成




なお、録音 ・録画媒体の劣化 を憂 えて、当
部 では平成 にな り媒体変換 を行い、デジタル
化 の作業 を進めている[7これは、作 成記録の
公 開に向けた取 り組みで もある。
これまで芸能の研究は燃 体であつた.璽 《













中長 期研 究計画が行 われるよ うになる以 前、芸能部では、各研究室で個別 に研 究テー
マ を設け、期限 を特 に限矩せず に研 究を行 ってい た。研 究室 ごとの プロジェク トとい う
よ りは個人研 究に近いかたちで行われた もの もあ り、その数は膨大 であ る。 ここでは紙
数の関係でその一部 を紹介す ることに したいn
初期 の芸能 部が総 力 を掛 けて行 った ものに、 『日本舞踊i渕 の作成が挙 げ られ る。 日
本舞踊 に限った ことではないが1日 本の芸能 は動作 単元 に分解す ることが出来、その く
みあわせで全体 が構成 されてい る。 こう した特性 を生か して、舞楽 や能 楽で は舞譜 と し
て型 を記録 し、次代へ伝 える方法が長年 の問 に発達 しているが 、 日本舞踊で は幕末 まで
.;;,が存在 しなかった。 しか も流派ご とに型の名称が異な り、名称の ない型 も少 なか
らず存在 する。流派 をこえて共通する型、関連性のあ りそ うな型が あって も、それ らを
総合的 に把 握す ることが むずか しい状況 だったのであ るaそ こで 、それ らに統一名称 を
与 え、型の映像 を詑録 して名称 と対照 させた一一覧 を作成する作業が 第一段階 として行わ
れた。 この基本作業に則 って、板東流の 「廓八景」、藤間流の 「松 」、花柳流の 「松の緑」、
若柳流 の 「夕 月船頭 」、西川流 の 「扇」 を例に挙 げて伴奏音楽 と型の 関わ りをわか りや
すい舞踊譜 として まとめた もの を196U(昭租35)年に創元社 よ り刊行 した 〔図3〕。エ




















儀 を{府鰍 した能楽の技 法解 明など も行われた,,能楽の技法 についての詳細 な分析は横道
萬IIL雄独 自の視点で行われ、能楽研究 においては、歴 史的研 究 を1:とす る法政 大学付属
能楽{IJI;究所 と並んで技法研究 を/1'う11lll究機関 と認め られ るようになった1,
能楽 に関 しては、III形県東Ili川郡櫛弓1町大字黒川 にfエミわ る黒川能の調 査 も行った。黒
川能は11!央の能 とは異なる点 が多 く、そのll1には、中央の能の技 法史 を解明す る上での
弔:要なrが か りが含 まれているC,そこで法政人こ..,..f:能楽{i形琶所 と提携 して 、1午楽舞踊研究
室が中心 とな って1956(昭和31)年より1凋査研究 を開始 した1、諸行 ↓1`の録1'卜撮影 を
は じめ 、所蔵する面 ・装 束、莫大の最の伝来 文書の撮影 を行 ったが、その成果の大要 を
1'1⊥1川能』eド凡子1:、1967fr)で発表 した。
設定 にも役立 ち うる土台作 りが出来たわ
けで 、1966(昭和41>年には改訂版 も出
版 された。外 部か らの評価 も高 く、研究
の続行 も予定 されていたが 、残念なこ と
に継続 されていない。
流儀 ・流派 ご とに閉 じられて いた各
ジャンルを共通0)視点で総 合的 に把握す
る、とい うのが芸能部の 方針である。 そ
の 方針 は他の ジャンルに も応川 され、流
胡院行'拝は宗教行 為であるため に文化財指定 制度 にな じまないが、 人間の生み出 した
知的遺産 と して大 きな意味 を持 って いる,、宗教学 の 、:leiだけではな く、前述 したように、
目本芸能研究の{1r',i]cとしてその研究解明は欠 くことが 出来なレ㌔ 例えば修[E会・修二 会
等の春迎 えの行 一Fには、農耕 に結 びついた民俗芸能 との深い関係が見 られる し、学会に
おける講問の論議や、浬契 会等で聞かれ る講式 は、平 曲 ・曲舞 ・能等 の言1拘物の祖形 と
大 きな関 わ りを有 してい る。 また呪師の作法 をは じめ とする法会 の所作 には、舞踊 史 ・
演劇 史i㌦注11すべ き多 くの点 を指摘 出来るc,こう した理 由か ら、.it.1=1楽舞踊研究室(後 に
1寅劇研究室に移る)で は寺 院行事 の研究 を志 し、1961(昭利36)年以 来、 多 くの寺 院で
実地調査 と録音 ・写真 に よる記録 を行 って きた。修正会 ・修二会の代表 的法 要は悔過法
であるが、その もっ とも大が か りな ものに、お焚松 またはお水取 りとi7われる東大寺の
修二会がある 〔図4〕。これにつ いて は前述 した ように詳細 な調査 を行い、報告書 を作成
して高い評価 を受 けた。 その他の悔 過会につ いて も、花会式 と呼ばれる薬 師寺の薬師悔
過 、行い と呼 ばれる法隆寺金堂の吉祥悔過、同寺夢殿の十一面観音悔過 、西 円堂の薬師
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悔過 、新薬 師寺 の薬師悔 過、東大 寺大
仏殿 の如意輪観 跨悔 過 、中宮 」∫・の{'・
而観音悔過 、西 大ぷの仏頂悔過 、長谷
寺 の十・一;Ill観搾悔過 などの調 査を行い 、
民 俗 芸 能的 色彩 を帯 び た 大分 県 岩戸
、1三・成fノ、が ・尺然 与の薬師悔 過、 挿;
県IIヨ1堂の 　=klll1」:t、岩f県 毛越寺の
常 行'{昧供 等について も、研究 の手 を















る真言宗豊1.1派の伝 法大 会、延暦寺 にお ける天台宗 の法花大会 、収大'芋lll[;厳宗 の方広 会、
薬 師寺(ま たは興IJrft寺)の慈 恩会、延暦寺の別請竪義 会、ノく台 会 ・霜 月 会、延暦 芋横川
の元三 会、寛永寺の元 一一{会、東大 牟の聖武 天皇御忌 会 ・良弁忌、延暦寺 の御修法 、光明
寺 の十夜念仏法要 、遊ll寺のお滅灯法要 、新勝 、1ガ・の落慶法'要の曼茶羅供、法隆 孝 ・四 天
王寺 の聖霊 会、増Lぷ の法然L人 御忌 会、万福 芋の 開山遠忌 など、 天台 ・E't.:,卜肋散 ・
法相 、聖徳い 浄 」'1!影iで・黄漿宗 など諸宗派に及ぶ法会の実態調作 を行 った,,これだけ
広範1州に、諸宗諸 豚1}にわたる全国的 な調 査は、仏教学 方ill1でも今 までに例がな く、芸
能研究.トの新分野 を開拓 した とilうことが川 来る(口 絵掲・陶,,
民 俗 芸 能研 究 室 で は民俗 芸 能 の分 布 と分 類研 究 に着 手
民 俗 芸 能(発 足r・時 は郷1:ユ1前ヒ)の 伺1・:li'i'iな分 布 は 、 芸 能 部 発 足1時の1952(II{和27}
年 頃 に は まだ学 界で も充 分 に把 握 され て い な か っ た1,文化 財 保 護 委員 会で は 、1951{昭
和26)年 と1954(Ill{和29)rl'.の21111にわ たaて 全国 各 都 道 府 県 に対 して郷L芸 能 の 現
状 調 査 を依 頼 し、 各 市町 村 か らの 報 告 を求 め たが 、 そのII41答率 は 微 々た る もの で あ った1,
郷 土 芸 能 研 究 室 で も,z・.=[初か ら郷'L芸能 の 所 イ1≡地台1陵と分 布 図 の 粕1成を計 画 し、ア ンケー
ト調 査 、現 地 採 訪 、既 調査 資 料 のi集 な ど を行 い 、 文化 財 保 護 委 員 会 との 資料 交換 を頻
繁 に行 う こ と に よ って 、相'1i量の 資 料 の 集 積 を得 た,、
そ れ と同 時 に これ らの芸 能 を どの よ うに整埋 分 類 し、U本 芸 能 史 の上 に位 置 づ け てい
くか 、 も研 究 の 対 象 とな って くる、 郷 土芸 能 の分 類 につ い て は 、 す で に 早稲 田大 学 の 本
川安 次が 、芸 能 様 式 と信 仰 要 素 の1fllからす る 分類 案 を作 成 して い たが 、 郷L芸 能 研 究 室




九州の南部か ら沖縄に至る南西諸島の祭祀 と芸能の研 究 も、郷土芸能研究室に端を発
しているn本 土 ・中国大 陸 ・東南 アジア等 に隣接す る地理的条件 の もとで、それ ら諸 国
の 文化を吸収 しつつ、独特 の文化 を培養 しなが ら今 日まで来たが 、特 に注 目され るのは、
本 ヒではす でに失われた 占代 卜体 の 文化 と同質の文化が 、これ らの島 々の現実の生活 の
lllに色濃 く残 してい ることで あるnそ のため従来よ り学 界か ら注 目されてい たが 、実 際
に調査 を行')たのは郷一L芸能研究室が最 初で11957(昭和32)年8月 、奄美大島 と徳 之
島の民俗芸能の調査 を行い、奄 美大 烏の ノロの祭祀 ・八lj踊・奄 美民言1壽、徳之 島の浜踊 ・
まんかい ・闘牛 ・徳之島民1{岳な どを現地調 査 した、、次いで翌9月 、薩摩 半島 に近 い'こ島
村の硫 黄島 ・黒島 ・iな1島を訪れ、硫 黄島の庖瘡踊 ・太鼓踊、黒島の庖瘡踊 ・長 刀踊 ・F}
矢踊 ・ こ士踊 ・一∵才廿1毒・而踊 ・民謡等の 芸能 を詳 しく調査 した、,その 後 も、1962(illi和
371・195(Illi和40)・1966(lli和41)年の3111iにわたって薩南地 方の調査 を行い 、多 く
の芸能資料 を蒐集 し、学会誌 にその成果 を発 表した1,
琉球{現 在の沖縄県)に 関 しては、第.二次iill界大戦後 、ア メリカのi,lr政ドに 置かれた
関係 ヒ、調 査が叶 わなか',たが 、1958(昭和33)年811、琉球政府 文化財保護 委員会の
招勝 を受 けて渡島 し、組踊 ・端踊 ・雑踊 ・歌1剥等の舞台 芸能や沖縄 本島1こ分布す る京太郎 ・
「1太鼓 ・南の島 ・打花鼓実撃の民 俗芸能や 、八 重山iil1島に伝 えらオしる111i=1小胴 ・A'h"i°t..'lln・盆
アンガマな どの;:J=1を行った、。これによって 、戦後衰 退を憂慮 されていた沖縄の伝統芸
能の現状 を知ることが出来、 また芸能分布の状況をおお よそつか むことが川 来た、ll964
(Illi和39)年11月には、沖縄令域 の伝統音 楽の記録化 を計lll11してr沖 縄 ・i'iICI・八 弔山
の各諸 島に渡 り、琉 球文化財保護 委 員会の 協力 を街・て1000曲にのぼ る歌曲 ・iuir'P楽II{1・
舞踊 曲の録 音化 を果 た した。 この成果は1965Glll和40),1.1[本コロム ビア レコー ド
から 『沖縄`瞭 総掩』(LI'3UcⅢ盤16枚)と して刊行 され 、その年の芸術祭奨励賞 を受賞
一1.、一 、1、1し た 〔図5〕。
　'宝
一.一..1-:一 一 一一.2そ の 後 も 久i鵠 で の イ ザ イ ホ ー な ど を 詞司査
・1・㍉1内 ・い:









病 中長期研 究計画以商∫の段階では、一一般研究 費










1959(昭和34)年度 「歌舞伎 舞踊1[fllllの復 元に関す る研究」(各個)
1960(昭和35)・1961(II和36)年度 「浄瑠璃 の膏楽 的理法の研究」(機関)




1964(昭和39)年度 「小 町踊 りとその歌謡 の研究」(各個)
1967(昭和42)年度 「歌舞伎の演 出 ・技 法の研究」(機関)
「能の小段構 成の研 究」(各個)
1968(昭和43)・1969(昭和44)年度 「寺 院芸能 の(i)「究 一)1'1男を中心 として」(一・般)
1969(昭和44)年度 「歌舞伎灘子付帳の研究 」←一般)
1970(昭和45)年度 「沖縄の舞踊技法の譜化 とその分析研究」 ←一般)
「近松周辺の浄瑠璃作 者の研究」(奨励)
1970(昭和45)・1971(昭和46)年度 「歌舞伎演技譜の研究」C一般)
1971(昭和46)年度 「能の脚本 史の研 究 一'i・'ri形式の成1.1/.について 一」(奨励)
「語 り物芸能の研究」(・般)
中長期研 究計画一独立行政法人以前の特別研究 を中心 に一
研究室 ごとに、 先述 した ような基礎 研究を行 う ・ノ∫で 、部と して総 合的 な研究 を行 う
姿勢 を取 るよ うになった,,その最初が 、1974(ill{和49)年度か ら美術部 との共同に よる
特別研究 「浄・土教関係の 文化財 に関す る総合ll勺研 究」である、,4ケ年の中で浄土教 の寺
院行事、念仏踊 りな どの調査研究 を行った,,この時期は 、調査の報告書 を別個に刊行す
ることはなかったが 、『芸能の科学』8シナ(1977年31Dに柿 木吾郎 が 「大谷派の正信偶 ・
念T!、・和.ニi;:一そ の構 成 とr?楽的 分析一 」、}8{9シナq978年3月)に 佐藤 道子が 「祖師 会
の 史的研究 」、llり'(1980年31Dに佐藤が 「浄 ヒ真宗 本願寺 派の法要形式 に関 する一
考察」 と して成 果を公表 している、,
1980(昭和55)年度か ら4ケ 年計lllliで特別lilt究「民俗芸育旨の有効な保イ∫:伝承 ノ∫法の確
　r.に関する調査研究」が始 まった,,民俗 芸能研究室 を中心に、民俗芸能の伝承 を支える
各地域 の社会的条件 をII体1`ICJに考慮 し、伝承条件の変化に対応する新たな伝承の仕方(継
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承者選定及び技法習得過程)に つ いて、各地域 の関 係者 が具体 的 に どの ように対処すべ
きかの方法論 を示すための調査研究で、その成果は 『芸能の科学』15・16(1985年31J・
1988年3月)号に載せ た三隅の論文 「民 俗芸能の有効 な保存伝承方法の確立 に関する調
ii研究:」に詳 しい。
引 き続 き、1984(昭和59)年度よ り4ケ 年計画で 「伝統芸能の保存組織のあ り方の研
究」が始 まった。 人か ら人へ 、技芸の伝達 によって保存が可能になる伝統芸能 にあ って
は、その伝達 を正確 、かつ強固に行 うための保存伝承組織の確 、Zが望 ましい 、そのため、
過);の伝承組織の諸相 を考察 し、現存す る各地の保存会 ・養成 会 ・愛好会な どの実態 を
精 査 し、それ らの分析 を通 して、伝統芸能の 文化財 と しての よ り完堕な保存組織のあ り
ノ∫を研究す るもので、この成果は 『芸能の科学』17号(1989年二3!1)に佐藤 道t-「伝統
芸能の保ffAIL織のあ り方の研究一ii大芋修二会の伝承基盤一 」、中村茂/'「伝統芸能の
保存組織 のあ り方の研究一民俗 芸能保存会の事例 を中心 に～ 」、羽川拠 「能楽 におけ る
後継 κ養成の現状一 国 疏能楽堂三役研修の1拝例を中心 に一」 として 報告された。
1988(Ili和63)年度 より特 別研究 「仏教 系芸能の芸能i的 位置づ けのための調査研究」
が始 まる、,1(本0)伝統的 な行 事や芸 能が 、仏教 との関わ りの中で展開 して きた様相 を具
体的 に解明 し、文化史的 ・芸能 史的位置づ けを行 うことをH的 とした もので、中で も衰
滅の危機 にあ る延年 を対 象 として、その芸態 を把握 し、芸能1的 位 置づけ を明 らかにす
るため に残存事例の実態調 査を行 った,,『芸能の科学』21号(1993{ト31))は延年特 集
り`と特 に冠 していないが、実際はその成 果報告轡 にあたる もので、羽川腿 「『延年』 の
定義 と概念 につ いて」、中村 茂f「 民俗芸能 にみる延年の諸相 その2一 種ll名としての
延1=.試案一」、鎌 倉恵子 「毛越寺 の祝 詞」、蒲生郷 昭 「延年の音楽(ヒ)一 小迫の場合一 」
(中村0)論は20号にその1が 、蒲生の論は22り゜に(ド)を 載せる)、芸能部編 「延 年関係資
料 ・文献 目録」 を載せている。
特 別研究で はないが、1ggo(平成2)年 度には、能楽の技 法 を多角的 に とらえる共同
研究 「能楽の芸能学 的調 査研究」 を5ケ 年計画 で開始 した。 この成果は 『芸能の科学』
23号(1995年3月)に高桑 いつみ 「扇拍子覚 工書 」、羽田剥 「〔楽〕 〔神楽 〕〔漏鼓〕のあ
る狂言一 狂言 の嘱子 事その2-」、鎌 倉恵 子 「元禄歌舞伎 と能一 初代市川 団四郎の場 合
一 」、蒲生郷昭 「地歌 が摂取 した能 詞章」、中村茂子 「武器 と芸 能 〈その2>一 流鏑馬 を
中心 に一」 と して発表 している。
1992(平成4)年 、東京国立博物館法隆 寺献納宝物特 別調査 「楽器」に、蒲生、高桑 、
調査員の 高橋 美都が参加 した ことが契機 とな り、1993(平成5)、1994(平成6)年 度 に
は科学研究 費の交付 を受 けて 「雅楽古楽器の総合的調査研究」が始 まった。音 楽学 、美
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術工芸学 、保 存科学 といった 劇 阯」分野




まで に類例 の ない研究 であ ったため、
x:1;1iの楽i11::rを1発掘 」す るなど著 しい
成 果を挙げた1,この成果 は1997('i勺戊
9)年か ら1999eド成11)年にか けて 6宮 内庁式部職楽lll3での楽器調査風景
行 わ れ た 科学 研 究 費 「地 方 に残 る 雅楽 ・能 楽 の 古 楽 器 研 究 」 に引 き継 が れ 、そ の 後 の研
究 プ ロ ジ ェ ク トに 発展 す る 〔図6〕。
1993(平成5)年 度 か らは特 別 研究 「伝統 ユヒ能 にお け る 〈鬼〉の 実ill1三的 研 究 」 を行',た、,
口本 の民 俗 行事 や宗 教 行事 、能 ・狂,1歌 舞伎 な どの 伝 統 芸 能 に 、様 々な 形 で 登場 す る 「鬼1
の 多 面 的 な性 格 、 芸能 的 ノ{現の 多様性 、歴 史.的変遷 を総 合的 に把 握 、解 明 す る こ と を1[
的 と して い る 、,この成 果は1'芸能 の 朴 学」24}ナq996年311]に 結 実 した、.すなわ ち111
村 茂 子 「民 俗 行'」`・民 俗1圏ξ能 に 見る 鬼 の 形態 」、 高桑 い つ みi「 乱 声.「1の系譜 一 雅 楽 ・修
正 会 か ら鬼 狂llヘーL鎌 倉惑f「1丘 松 門左 衛門 の 鬼一 浄 瑠璃 の場 合一1-Ill生郷Ill{「長
唄 の 鬼」 の 各論 が そ れ で 、これi'a,lli!にも 『芸 能 の 科学」21号q993年3117に 高 桑 が['鬼
の 難 子 の ―ll態一 〈111イrl〉で ハ タラ イたII∫能 性一 」、22り・q994f卜:iIDに鎌 倉が 「江戸
歌 舞 伎 の 鬼 ノー トq)」 を掲 ・ltkし、 第2{〕II―1夏期 学 術1溝座q995年 〕'ぐは 「伝 統 芸 能の
鬼 」とrt1して専 任r・i:lf.'で成 果を 公表 して い る、,またJ公 開学 術 講1・i{(1996f「)
で は 、「鬼狂 言 の 復ll11. と題 し、研究 成 果を生 か して ノく蔵 虎 明 本 に の み11　るJl≡i演曲 「く
も」 を復 活上 演 したr,
1994(平成6)年 度 よ り共 同lill究「1「翁,「】の技 法 集 成 」 を 開始 した、,利1事的 な色 彩 が強
く、楽 譜 類 が 」卜公 開で あ る 「翁 」 の技 法 につ い て 、能 楽 シテ 方 、笛 方、 小 鼓 方 、 狂 言 方
各 流 の能 楽 師 を招 いて 記録 作 成 を行 っ た もの で 、そ の・・部 は 『芸 能 の科 学』27'aq999
年3117に 高 桑 い つ み が 「翁 の技 法」 と して ま とめ た が 、 関連 す る 論 考 と して 『芸 能の
利・学 』26itl」'(1998でト311}に鎌 倉惑 子 が 「∫覧三'番覚=1:{rr・き一 い わ ゆ る 元 ・禄{歌舞 伎 の 時 代一1、
4..c,a-{200〔}年:3Jl〕に 中村'茂∫・が 「三 信 遠 地域 の くお こな い〉 に 伝 承 した 翁 猿 楽 の特
色 」、 高 桑が 人蔵虎 明 の 白筆 伝lll:「代1云抄 」 の翻 刻 をsし た1,この ほか 、 策2211!1憂期
学 術1,1罪座q併)7年}に はi翁(式 こ番)の 種 々1・Illと題 して 丸茂}芝恵 」へql本 大'」∫二芸 術学
部 ㍉IMr:、,1,1:「ill1を交 えて1、睾,1:ff:研究 員 全llで公犬 し、第311111公開 学 術 講 座{20(,⇔年)で は 「翁
;lfJl
の技法一舞 う翁 ・語 る翁一」 と題 して兵庫県上鴨川神社 の翁舞、能楽金春流 に よる 「翁
十二 月往 来」 の実演 を交 えなが ら高桑 と中村が講演 を行った6
1996(平成8)年 度か らは特別研 究 「近 代歌舞伎 の伝承 に関す る研 究」 を開始 した。
重要無形文化 財保持者各個指定の中村又五郎 に取 材を して 「一谷徽軍記」 を例 に した団
十郎型 と芝翫 型の扮装 ・演出の相違 、後継 者育成の問 題点 な どを うかが ったほか、上方
歌舞伎 につい て制作 や演 出に携 わる中川 芳三 を取 材 し、近年 まで上演 されていた演 目
や演技、古 い技法 につい て話 を うかが った。成果 は 『芸 能の科学』26・28丹(1998年3
月 ・2000年3月)に羽 田飛 ・鎌倉恵 子による 〔聞書 き〕 として報告 した。この ほか、芸
能部所蔵の杵 屋栄二 旧蔵歌舞伎 附帳写 真について、鎌 倉 と児玉竜一が共同で整 理にあた
り、11録を 『芸能の科学』27号{1999年3月)に掲載 した。 この特 別研究 は、1998(平
成10)年度に始 まった新 たな 中長期研究 「伝統芸能の継承に関す る特別研究」の中に組
み込 まれ る形 となった ため、報告 書の刊行 は2001(平成13)年度 に持 ち越 され た。報
告lll・は第1章 ・近代歌舞伎 と写真 メデ ィア、第2章 ・近代上 方歌舞伎の伝承、 として研
究期間rllに開催 した研究会での講義録(神 山彰(明 治大学教授〉、浅原恒男 く日本俳優協会>i
楕藤芳一 く元大阪学院大学D、 と石井雅子{日 本芸術文化振興会)、中川 芳三へ の インタ
ビュー、及び芸能部所蔵 となった石井雅子撮影の歌舞伎舞台写真の 目録 と、雑誌 『幕 間』










月にプロジェクトの報告書 を刊行 した。そこでは 「__の 調査報告」「人形浄瑠璃人
形遣いへの聞き書 き」「能 『卒都婆小町』の旋律復元」「系統別歌舞伎戯曲解題索引」を





演 した もので 、伝承の変 化を舞台のLで 具体的 に示
す こ とで、能楽 界に少なからぬ波紋 を呼び起 こ した,,
!㌦演は11川限 りであった が、成 果は放送大学の特別
講義 と して5年 以1:放映 され 、い まだに1莫1心を1呼び
続 けてい る,「系統別 歌舞伎戯 山ll`F題」は、渥 〕宅清
太1111によ'ノて示 された歌 舞伎戯1111の傭1取図だが 、雑
誌 『芸能.llに四 押 ヒ紀 にわた って連 載された もので、
歌舞伎研究の基礎 資料であ りなが ら、今 まで ト全に
活川 されていなかった、その索引を作 成 した意義は
大きい。報告書 以外 に も 「芸能の科学」 等に論 文や
聞轡:き、三番 隻 に関す る大蔵 虎明rn、1伝lll:の翻 刻、
芸能部所蔵 の資料 目録な どを掲 載 し、 夏期学術講1・i{
で発表 した。
記録作成事業 はこのプ ロジェ ク トに紅み込 まれるこ ととな り、プロジ.・ク トの タイ ト
ルに添 って、秘伝 ・特殊上演 を中心 に継続 している、,能楽で は橋岡久胸に よる乱曲 「東
国下 」、近 藤乾之助等 による 「勧進帳 」を始 め とす る'.jil{.物と 「関 芋小Ilif」など、 ヒ演
が稀 な演 目ばか りである 〔L17〕6また、1997eド成9)年 に 「記録 作成等 の措 置を講ず
べ き無形文化財」 に選択 された講談 について、 文化庁 の委嘱 を受けた 「講談調査推進 委
員会」 の協 力依頼 に基づ いて2002いr成14)年度 よ り'{」卜馬琴 ・ 一龍斎;1{水師の記録
作成を始 め、2005(・r成17)年度 よll部の'lf業として記録作成 を行 うこ ととな一aた1,
このプロジェ ク トには 「ア ジアとの研究交流」 も組み込 まれてお り、韓国国 、ン:文化財
研究所 な どとの 人的 交流等を積 極rl勺にll:っている,,
「日本伝統楽器の変遷研究」は 、これ まで行 って きた楽 器研究 をプ ロジェ ク ト化 した
もので、2000eド成12)年`こ着千 した,こ の プロジ ・.クトでは、一[=.国の博物館や 芋社ヘ
ア ンケー トを送付 し、それぞれが所蔵する楽 器につい て調査 を行った。楽器 の文化rl勺な
価値 については一般 的な認識が低 く、所蔵状況の 令貌が まだ把 握 されていない。 人知れ
ず朽 ちてい く楽 器が少な くない中 、所蔵デ ・ータベ ースの構築 を第一 の 目標 に掲 げた。成
果の一部 と して最終年度に 『伝統楽器 ・所在デー タベー ス』 をi:ll行し、ホームペ ージ.L
で 公開検索 が出 来るよ うになっている、、このほか 、kと して管 楽器 の調査 を行 った。特
竿1すべ きは、鎌 倉時代に造 、71された仏像の胎1ノ寸納入itinrの横IICIのi調査である、,現時点で、
納 人 された横笛は3管 確認 している,従 来構 笛の製作年代は確 定lh来なかったので 、イム
像の造 立年代 をそ う ドらない時代に製作 されたであ ろう横循の 存在は、[r倉院の楽li'111Pに
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つ ぐ古 さを確定 出来る もの と して貴重であ る。 この うち1管 は現在 の龍笛 とほぼ変 わら
ぬ ・」'法、音律であったが、他の2管 は現存す る横笛 よ りはるかに小 さい もので、文献資
料にあが った こともない 未知の 存在であ ったr,遺跡 か ら出土 されたh.,F7..ELi料とあわせ て
『芸能の科学』31号(2004{卜3月)で報告 したほか、夏期学術講座 や関連す る学会で も
報llrを行'・たC、この プロジェク トと関連 して第251;1【国際研究鱗芝会 を「日本の楽器」をテー
マに行',た(『資料編』173-175頁)Q音楽学の 立場以外 に美術1二芸 史、図像 学、博物館
学 な ど多彩 な視点か ら楽器 を とらえようとい うfl的で開催 し、好評 を博 した,,
2001いr成13)年に始 まった 「民俗芸能の ヒ演II的やL演 場1舜の調 査研究」では、現
代における民 俗芸能の保護 と継承 に役立つ実践 的な課題 に取 り組 む ことを志 して、「社
会変化に ともなって一ヒ演11的やLl隻iσ1:多態が変化 したと疹えられ る民俗 芸能 の調イi研究1
と、「本来の ヒ演場 所以外 での公開の調査研 究」 を 二つの柱 と して調査研究 をf]'てきた,
前者について は、ニドとして近Ali.後期以後の礼会変化の影響 を強 く受けて伝承実態が変化
して きた と考えられ る民f谷芸能 の事例 と してi山1i県長1―ll地方の岩戸刊1楽舞、 丁・襲県南
房総地 方の ミノコオ ドリ、岐 一.斐 郡の 太鼓踊^:1`を取 リ ヒげて、実 地調 査に基づいて、
芸態や伝承組織、地元における伝承の意味付けな どの 変化 を、時代 ごとの社 会的背 景と
の渕連で考察 しiそ れぞれ 『芸能の科学』 などに成 果を公 表 して きた、 こ う した調 査研
究は、現代 に生きる文化財 と しての民俗芸能の保護 を考えるにあたsて 、やや もす ると
ス タテ ィックな制度 と考え られが ちな 「K化財保護」のあるべ き姿 を円考 し、 とくに無
形民俗 文化財 として は避ける ことの出来 ない 「変化」の問題 を、保護施 策の111'LtlYhとの関
連で どの ようにとらえるべ きか とい う課題 に取 り組 むための試みであ ・・た 、これ らの'li
例研究 を踏 まえて、民俗芸能の変化 につ いて考察 した論考を、本プロジ1.クトの報;lhll:
であ る 『民俗 芸能の一ヒ演fs的ぺ'ヒ演場所 に関す る調査iill究報llナ臣1}:』に発 ノ《した、,また後
者については、:'fllE形民俗文化財'としての民俗芸能の保護 活動0)一環 と して長い歴史を持
つ ブロッ ク別 民俗芸能大会 をは じめ として、文化財保護 とは別 の枠組みで始め られ定 膚
して きた 「地域伝統芸能全国 フェステ ィバル」 な どの イベ ン ト、 さらには近年 たいへん
な盛況 とな り、地域 の民俗芸能のあ り方 に も影響 を与 えている高知 のよ さこい祭 りや北
海道 のYOSAKOIソー ラン祭 りに至る までrい わゆる民俗芸能の現 地公開 とは異 なる
場所 ・異 なる環境で 開催 されてい るイベ ン トについて実地調査 を行 い、そのデ ータの集
穣 と分析 を行 ってきた。その成果は 『芸 能の科学』や上述の プロジェク ト報 告書で発表
してお り、近 年この種の イベ ン トの社 会学 的研究が盛 んにな る中で、その基礎 デー タを
提供する もの として評価 されてい る。
2006(平成18)年4月 か ら、部の改組 に伴 って新たなプロジェ ク トが始 まった。無形
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文化財 研究室 と音声 ・映像記録{{ll究室を中心 と した 「無 形文化財の保存 ・活川に関する
調査研 究」 と、無形民俗 文化財研究室 を中心 と した 「無形民俗 文化財'の保存 ・活川 に関
す る調 査研 究」である,1まだ まとまった成果 を発表す る段 階 まで調 査研究は進んで いな
いが、新たな紀 要 「無形 文化遺産研究報llJに各白が:-t..一.tiltlli.あるい は資料紹介を掲 載す
る形で2006eド成18)f1渡分の調査帳告を行')ている1.
3シ ンポ ジウム と国際'交流i研 究 会
芸 能 部 の 担 当で5回 、無 形 文 化sir.z;mfrとして1同 の 国 際 研 究 集 会 を これ まで行 って きた 、
始 め は、 柿 本 吾 郎 を 中心 に 「伝 統 芸 能 の 保 存 と発 展 」 と題 して198{Ill{和55)年8
月 に 行 っ た。 セ ッ シ ョン1が 臼1本 の 民 俗 芸 能 」、セ ッ シ ョン2が 「太'1戎洋 周 辺 の 音楽 」、
セ ッ シ ョン3が 「保 存 と発 展」、 セ ッ シ ≡7ン4が 「II本の 芸術 ・音楽 と'泉1器」 とい う タ イ
トル でY竪 年 、英 語 で 報 循1}1がrl」行 されて い る。
次 に 三隅 治 雄 を111心1こ「ア ジアの 仮1∫1i芸能 」 と題 して198qll{和61)年91jに行 ・」た 、1
本 田安 次 と フラ ン ク・ホ フ を基 調 講演 者 に迎 え 、セ ッ シ ョン1は 「鬼神 と信 仰 儀 礼 」、セ ・ソ
シ ョン2は 「獅 」への 舞踊 」、セ ッシ ョン3は 「仮 面 舞踊.1と い う タ イ トルで 、 ネバ ー ル 、
韓 国 、 タ イ、 チベ ッ ト、 イ ン ドネ シア か ら專 門 家 を招 き、様 々な仮 面芸 能 につ い て の討
議 が 行 わ れ た,,報{騨 ドは翌 年 英illlで1:U行したが 、H本 人向 け に は 財 団法 人H本 ナ シ7ナ
ル トラ ス トi;ll行の 『rl然とK化115}ナq986年121Dに 要 旨 を掲 載 した 。
次 に 、 羽ill利・蒲 生 郷1!llをlll心に 「能 の 伝 承 とIll:生」 と題 して1991{平 成3)f卜10
月 に行 っ たUジ ェー ム ズ ・ブ ラ ン ドン、横 道 萬 里 雄 を基 調1{静演 者 に迎 え 、 セ ッシ ョ ン1
は 「伝 承 の 諸 †1・1」、セ ッ シ ョン2は 「能 と現 代 芸術1、 セ ッシ ョン3は 「欧米 に お け る能
の 受 容 」、セ ッシ ョン4は 「復fillの意義 と活 動 」 とい う タ イ トルで 、ア メ リカ、デ ンマ ー
ク、ポ ー ラ ン ド、 ドイツか ら研 究 者 や 実 演 家 を才llき、3口1」 に は 「能 劇 の座.1との 共 催
で 世 阿 弥 作 の 能 「多度津 左 衛 門 」の 復 曲1一演 を鑑 賞 す る な ど、 能 楽 界 の 現状 に即 したプ
ロ グラ ム を組 ん だ 、,報告、1}:は}呂{イト、II本語 ・英語 の 混 合 版 で刊 行 した。
次 に 、 羽 田飛 ・鎌 倉惑fをllⅡ心 に 「歌 舞 伎一 変 遷 と展 望一 」 と題 して1996(平成8)
tl_111」にlf')た,、ジ ェー ム ズ・ブ ラ ン ドン、 河 竹登 志 夫 を棊 調 講 演 者 に 迎 え 、 セ ッ シ ョ
ン1は 「西 洋 との 出 会い 」、 セ ツシ 三1ン2は 「江 戸時 代 の歌 舞 伎 」、 セ ッシ ョン3は 「近
代 の 歌 舞 伎 」、セ ッシ ョ ン4は 「現 代の 諜題 」 とい う タ イ トルで あ る、 欧米 の 研 究 者 を
招 き、 国 、曜ノ:劇場・の 歌瑠ll:伎研 修 生 の研 修 風 景 を 見学す る プ ログ ラ ム を紅 ん だ、1報llhl}二は翌
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講 ≒セ＼
h2〔 附1年111jq.3r5.'3J2511[1[[IIll祭伺 究 拝き∫}「II本 ぴ,二艇 け:き
一 新1ゴい 楽 器'1∫:へ向 け て 」でt,わ れ た 」ヰ{京国Lン:博
物lllli所蔵 の 雪∈器 展 小 風 景
次 に 、高 桑 いつ み を中心 に 「円本
の 楽 器 一 新 しい 楽 器 学 へ 向 けて 一 」
と題 して2001(平成13}年11月 に
行 った、,笠原 潔 、 ケ ン ・ムー ア を基
調 講演 者 に迎 え、セ ッ シ ョン1は1'楽
器 学 の 現 在 」、 セ ・ソシ ョ ン2は 「図
豫 学 か らJLた楽 器1,セ ッ シ ョ ン3
は 「「芸 品 と して の楽 器 玉 セ ッ シ ョ
ン4は 「楽 器の 修 復 と展 示 」 とい う
タ イ トル であ る.ゆ 臼人」か らはX三神」:部
び)勝木,1・郎 、修 復技 術 部 の(11111f寛
に も 発表 を依 頼 し、 来京 国 、r."j}{二物 貨f の協 力 をい た だ い て 博:物f?所蔵 楽 器σ功蔓観 を 博物 館
本館 特 別 展 示 室 『(覧行 った1図8工,当 研 究 所 の ホ ー ム ペ ー ジ を ご覧 に な 一・r,-1,・.が
非 公 式 で 参加 され 、 そ の 応対 に お われ る な ど、 ハ プ ニ ング もあ る シ ンホ ジ ウム とな りた 、,
報IIナII}:は翌 年 、Illl版芸 術 祉の 協 力で 公1二i」した が 、1[ゴ販 は 部 と して 初 め ての 試み であ る、
次 は 、 無 形 文化 遺 産 部 とな っ て初 め て の 国 際 会議 で あ る.,宮Ill繁・1':・をIII心に 「無 形 文
化 遺 産 σ)保護一 国 際 的!筋力 とli本の 役 割一 」 と題 して2{〕〔〕7e}死成19)ギ「211にrた,、
lltllll・構 演 上宮 川の ほ か 、愛 川 紀f一を招 き、111国、韓 国 、ベ トナム 、 イ ン ドネ シア 、 フ ィ
リ ピ ンの 保 護 行 政 関 係 者 をIII心に 、 セ ッ シ ョン1・2・3は1各 国 の 無 形 之化 遺 産 保ll墜の
現 状 と課 題 」、 セ ッシ ョン4に 「国際 的 協 力 にお け る11本の役 割1と 題 して 、 活 発 に 討
論 を行 ・,た、,今後 の 無形 文化 遺 珪儲llの課 題 にjr面か ら向 き 合 ったllこ1際会II義で,もる.,
この ほか 、2{〕Oleド成13)年2]!に 、 ユ ネ ス コA!・.との 共 催で 人 問1・t:i削度 をめ ぐるlilt
形 文化 遺 産 につ い て の ワ ー ク シ ョップ を開 催 して い るn日 本 の 文化 財 制 度 と諸 外11こ1のそ
れで は 大 きな格差 が あ り、そ の 間 の協 力 を どの よ うに行 って い くか 、 今 後の 課 題 と ぼえ
よ う、,
芸能 部 を特色づ けて きたのは、実演 を1半う公開学術講 騒1`であ る。1367(昭和42)年
に第1回 が開催 され たが、美術 部の講座が研究発表の色彩 を強 くするのに対 して、芸能
部では・般 へ の芸能普及 とい う性格 を基本 に置いていた。講座 開催の きっかけ について
は 『東京 国立文化財研究所20年 のあゆみ』 に詳 しいので、そ こから引用 したい。
……公開講演会が実現 に至 る までには、次の よ うな段 階が あ ったc,すなわち昭和31
3(Jfi
調査研究
年4117日 に第1回 が持たれた 「実演 による芸能研究 会」である1、この時 は博物館大
講堂 において八if近 郷の芸能が実演 されたが、第21―llは昭和33年5月171[に、i`fj
じく博物館 大講堂にお いて、西川流車 人形家元1里中 との共催、 東京新内連盟 と民俗iさ
能の 会の後援 により、lIII:入形 と民 謡」の実演 が催 された、演IIは新内 による 「 三番斐」
と 「関ll灯・lllll幟」、民謡 「念仏唄 と,'lt唄」、説教節に よる 「熊 谷館騒動」桂姫lll川il払い
の段 であJた 、そ うして第31111が昭和33年 の開所ll己念行"lfとして 、芸能部が虚1い11し
た1011171【のII琉舞踊の 会であ る、,産経新聞社 と沖縄 芸育旨同人会の後援 を得て、祝
儀物 ・男物 ・女物 ・通 い物 ・娘物 ・打組物 などに分類 したおのおの について、琉球 舞
踊 とrl本舞踊 とを一交互 に滅 じて見せる豪華 な研究会であった。
以後 、開所記念行事 と して芸能部が担当 したのは、昭和35年 、桐竹紋十郎 の 文楽
人形の実演 を加 えて、安原 コレクション邦楽 レコー ド購 入の披欝 を行ない、昭和39年 、
「関東 の神 楽能」 を東京 文化会館 ホ 一ールに11:し、111{和42年、「黒川能」の講演 と実演
を行 なっ た3回 がある こと、付 録欄 に掲 げた とお りである、そ う して、昭和42年 度
より毎年朝 日講堂を借用 し、朝[1新聞社の後援 を得て公開学術酢;1腎座 を開 くに至……
『芸 能の科学』30号(2003年31Dに特集 と して糾 んだ 「芸能部50年 の歩み」の 中で 、
横 道萬里 雄 は 「公開講座 を始 め た理 山は、社 会に貞献 した ノ∫がいい と思ったか らです。
それ と同時に研究所の名前が社会 に知られた 方がいい、 ということもあった!1美術 部が
や ってい ましたか らそれに倣 ってσ)ことだ ろうと思い ます 」と発 詳 している。芸能部の
研究の特 色 を打 ち出す ように 「○○ の技法 」と銘打 りた タイ トルが恒例であった、
大がか りだ ったのは第7回(1975年)で、「法 会 と芸能 ・その技法 」 とい うタ イ トル
の もと、東 大寺塔頭寺院の僧 侶に人こ勢 参加いた だ き、 二月堂修:会 の声明の実演 が行わ
れ た。 また、第9回 は 「={:の技 法」 とい うタ イ トルで、狂 、f様式 にアレンジ した能 「自
然岩十」が 、野村万之 丞 ・万作兄芽}によって;:演された,世 阿弥 によって様式化 される
以前の観阿弥作の能は、構想の点で狂F'iと共通性があ る、 とい う仮説 に基づ く上演 であ
る,,古台本や古譜に基づ く復 ノ亡はその後 もお りにふれ試み られ 、第22回(1991年〉の 「声
明の技法一 「大熾悔」と 「{1・:柑」をlll心に一 」、第271111U996・年)の 「鬼狂言の復{1[1」、
第361r11(2005年)の「11r世の1:!.院と芸能」 など、演 奏者の協力 をいただいて実施 されたrI
年1度 のペ ー スで開1{ilし、36回を数えた ところで部の改組 となった。2006(平成18)
年にはK化 財保護 委員会が作成 した録 音記録 を素材 に、内容を一 新 して第1回 を行 った









公 開学術 講 座 と並 んで 恒例 行事 と
なったのが夏期学術講座 であるnl975





に始 め たの です が、 そ うす るこ とで
我 々の研究が学界に 鋤歓で きる とい う学問的な意味がある」 と、その成 り+'iちにつ いて
発、江 ている.,大学 において芸能をテーマに した講座 が現 在ほ ど多 くなかiた 時代 に、
若 臼ill'1LFIを育成 したい、 とい う熱 意か ら誕生 した講座であった1
同 じ様な趣 旨で行われたのが能楽技 法研究 会であ る1、横道萬 壁雄が中心 となりて所外
の 才1;獅ll究静に1呼びかけ、1967(昭和42)年か ら3年 問 、合Ili】研究 を行・・て技法の知ll哉
を体得 させ た、,その成 果の・・部は 『能の1難了・'劃(;,楽之友半i:、1990年〕に結実 している1.
1995〔・r成7〕年には、羽川爬 と高桑いつ みが中心 とな'・て能楽技 法溝 座 を開11ilし、111】
じよ うに 才1浮研究 者に能楽の技法 を体得 させる研究 会を2年 間行 った..
夏期学術講座、技法研究 会 ・技法 ―;博座 には、現在活躍 してい る能楽 、も しくは芸能研
究 κが多数参加 し、学 界への 貢献は少な くなか った と考えている..
1999(/`成ll]年31」に始 まった民俗芸能{ill究協議 会 も、民俗芸能研究室ヴ)恒例11:'ll
とな り、「学校教 ・育と工忌俗芸能」「芸能fl!jl.の保 存:・修f夏・新E:jiit・f舌川」[民1谷芸能 の公
開 をめ ぐって」「無形民俗'文化財の映 像記録作成1な ど、無形民俗K化 財 と しての民俗
芸能が直面 してい る課題 をテーマ に掲 げて、 文化財行政担'li者・保 デ∫:会関係 捲 ・研究 者
らが 一堂に会 し、テーマに もとつ く.rt一例報沓 と、それ をもとに した総 合討議を行って き
た.,いず れ も現代 的 ・実践 的な課題 を取})ヒげてお}1、また 各地 方rl治体や民 間IJ1体、
伝承 者r;身に よる民俗芸能の保rl1SC.と伝承の ためのユニー クな取 り組 みを紹 介 し検討 する
場 として 、さらには民俗芸能の伝承 に取 り組 む関係者が地域 の枠 を超 えて交流する 貴弔:
な機会と して定着 して きた もの と白負 している,、なお この協議会は、20{}6er成18)年
度 より対 象を無形 の民惇ミ文化財一般 に広げた 「無形民俗文化財研 究協議 会」 に引 き継が
れている 〔図g〕。
また、この協議会か ら派生 した活動 と して、2003(平成i5)年度 よ り映 像記録作成 に
関す る継続的 な小協 議会 を、映像製作関係者や文化財行政 関係者の有志の協 力 を得て開
.cos
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催 し、無形の民俗1ζ化財の1映像,言己録作 成事業 に関する情 報の 共有 と手法の検 討を積極的
に行 ってい る、,この成果は、2007er成19)年度に 『無 形の民俗 文化財映像記録作成の
手引 き』(仮称)と してi:ll行す るf定 である、k化 財保護のT一法 と しての無形の民俗 文
化財の映像記録作成11喋についての実践 的な指針 はこれ まで に存在 しなかった ものであ
り、 大きな期待が寄せ られてい ると感 じてい る。
4科 学研究費補助金交付による研究
研究活動 を行 うため に、科学研 究費補助金制度 に負 うところが大 きか った、 とい うこ
とは先述 したが、それ以降 も状況 は大 同小異であ る1)1975(昭和50)年度以i降の主な研
究、 また分担者 となった研究 について述べたい,,
1975(昭和50)年度 仏事 法要の様式技法の研究(・ 般)
1976(昭和51)年度 能楽技 法の総合rl勺研究(・ 般)
1977(昭和52)年度 日本民謡歌詞の総 合的研究(総 合)
1979(昭和54)・1980(lliill55)年度 論;;義会の研究(・・般)
狂iiの演劇 における 「型」の研究(… 般)
1982(昭和57)・1983(II,'和58)年度 南者1～諸寺の宗教儀礼 に関 する総 合的研究(総 合)
1984(Hl{和59)年度 遠隔地に残在する悔過 会の調 査研究c・ 般)
1984(1昭和59)・1985(昭不ll60)年度 義太 夫節におけ る様式 展開の研 究(総 合分担 音
として参加)
1984(昭和59)～1986(昭和6D年 度 東ア ジアk化 圏か ら見た沖縄舞踊技法0)特質
とその舞踊譜化の研究(般)
1986(昭和61)～1988(lli和63)年度 醍 酉胡芋の密教法 会と建築空間に関する総合的
研究(総 合 分担者として参加)
1987(昭和62)～1988(昭和63)年度 仏教典礼に基づ く法 華経信仰の研究(・ 般)
1993(平成5)・1994(`1`.成6)is度雅楽 占楽器の総合的調査lill究(総合)
1997(平成9)-1999('r成11)年度 地 ノ∫に残る雅楽 ・能楽の11f楽器研究(・ 般)
1998(.,"成10)～2000er成12)年1斐新 史料翻刻に よる化祭 りの芸能史的 〉/二置づけ
一 大神楽 から花祭 りへ一(般)
2001(14成13)-20()3('1冗成15)年度Ilゴ楽器の形態 と跨色に関す る総 合研究




技術 を応用 した近世芸能の基礎 的研究(特 定領域研究)
2002(平成14)～2005(平成17)年度 民俗芸 能における文化財指定 の及 ぼす影響 に
関する調査研究
2005C'1成17)～2007(平成19)年度 大規模 イベ ン トにおける民俗芸能 ・祭礼の利
川の実態 とその影響の調査研究(若 手研究)
日本学術振興会研究費 イン ドネシア音楽の民族 音楽的研究(国 際共同)
この うち、特筆すべ きは仏事 法要 、宗教儀礼に関す る調査であ る。補助 金を得た こと
で、前述 した ように天台 ・真言 ・華厳 ・法相、聖徳 ・浄土 ・時宗 ・黄k宗 な ど諸宗派に
及ぶ法 会の実態調査 を行 うこ とが出来た,,特に報告ill:は刊行 していないが、 『芸能の科
学』18・19号(1990'1=311・1991it=311)に分載 した佐藤 道子 「悔 過 法要の形式一 成立
と展開一 」な どに成果は公表 されている、
「義 太夫節 における様式展 開の研究」 は、井野辺潔(大 阪音楽大学教授)を 研究代表者
とす る もの で、これ まで漠然 と指摘 されて きた 「風 」(演出)の 違い を具体 的な音 の差
異 として とらえる試み であ る。報告書 は1986(昭和61)年にアカデ ミア ・ミュージ ッ
クよ り刊行 された。
総合研究 では蒲生郷11llnが研究代 表者 となった 「雅楽 占楽 器の総合的調査研究」の意義
が 人きい、,これ までの科学研究 費補助金交付研 究は、芸能部の研究 を補助す る意味あい
が強かったが 、この研 究が契機 となって新たなプロジェ ク トが発展 した、 とい う点で こ
れ までの研究 とは経緯 を異 に してい る。
以 ヒ、芸能部の50年 のあゆみ をざっ と追 ってみ た。文化庁 の付 属機関 と して、行政
に直結 した研究のみに従事 して きた 、とは言いがたい。 しか し、行政か ら少 し離れた 、k
場 を取 って いたか らこそ寺事の ように行政の指定制度 にな じまないけれ ど無窮の文化的
Milli値を有す る ものの研究 を行い えた、 とも言え よう。昨今は、行政に資す る研究が よ り
・一一層強 く求め られる ようになってい る。選定保存技術の調査、文化財記録作成 について
の地 ノ1行政へのア ドヴ ァイス、近隣諸国 との連携 に よる無形文化遺産の保護 、など無形




保 存修復科学セ ンターは、2007('ド成19)年4月 に、保 存科学 部 と修復技術 部が統合
して設 、Zされた,当 セ ンターは、 白然科学的手法を1,藤川 し保存修 復に関す る科学研 究を
強力に推進 するナシ ョナ ルセ ンター として先端 的 ・総 合的調査研究 を行 うことを「1指し
てお り、 よ り充実 した 目標に向かって調査研 究 を進め てい る。
以 ド、1952(昭和27)年に発足 した保存科学部、次いで1973(lll{和48)年に保存科学
部内か ら新設 された修復技術 部につ いて 、それぞれの歴 史を振 り返る ことで保存修 復科




保イ∫:科学 部は1952(1昭和27)年に発足 した1時は、化学 、物 理、生物(」Wllは生物科学)
の3室 で構 成 され ていたが 、1962(II和37)年に修理技 術研究室 が川 来て1973(lll{和
48)年に修復技術部 となって独 、kする までの11年 間は4室 とな った1,また1952(lli和
27)年の 発足,当初か ら1973(昭和48)年に修復技術部が川 来る までは、保存科学部の中
で合成樹脂 を川いた絵lllliの剥 落1トめ、建造物部材の保存修復、 考占出 ヒ品や遺跡の保 存
処置な どが 研究 されていた。その頃の修復技術 に関す る研究内ぞぎについ ては 、1973(昭
和48)年に発行 された 『ii京国立文化財研究所20{トの歩み』 の保 存科学部の∫τ〔に、iγ三し
い記載があ るので、そ ちらにゆずる ことと して、ここでは化学 、物理 、生物 の研究室が
行って きた研究について述べ る、
研究 を組織 や予算の枠組 みの変化 に従い、おお よそ次の年代 に分けて述べ てい く1
第1期1952(lli和27)イ1三～ 966(昭和41)年
isに一般研究 費で調 査研究 を行った時期
禽舷2!Jl1967(胆♂拝H/12)イド～1988(Iliill63)イト
特別研究費で プロジェク ト研究を行 った1時1り1
第3;切1989(平成元)1'三～2000('i勺茂12)il:






物課長が兼務 し、化学研究室はそれまで化学系研究員2名 であったのが、技官1名 、技




てい た,,その 後、生 物研 究室 に は1858(昭和;i;3)年
か ら非常勤1名 が配 置された1,
発足}11初は東東llこ1、ン:博1物館地 ドのfl饗lil室を研{究室 と
していたが 、19531昭和28)年4」!に木造 倉庫 を改 造
して、化学 ・物理 ・生物の 各研究室や実験 川目i㌣室、写
川 紹{を も設け た1,1962ωli和37〕年31」には鉄筋 コ
ンクリー ト造2階 建の建物 が建 ち、研究室、実験室 の
他、ア トリエ、試験 器室、図Il}:室、会議室が設け られた。
この時 、施 設の拡充 に併せ て修laJr技術研究室が室長 以
ド3名 の人数で新たに設置 され、化学研究室 も技官1
名が増 員 された ので、保存科学部 は部長(併 任)以 ド
技官10名 、非常勤2名 となった 〔図1〕1, lf㌔芝fr:華11-:'f11看東7ぐ'ぴ,'」{蛎免v)右猿 『-
1959(昭和34)年 か ら、 文化 財 の所 有 者 ・管 理 昔か ら 委託 を受 け て 調 査{ill究を 行 う受
託 研 究 が 始 め ら れ、 そ の報 告 と して 「受 託 研 究 報 告」 が 発 行 され た1、しか し、 そ れ 以
外 の研 究 成 果 の 公 表 は1951qll{和26)年に発1二llしたIll文化 資 料・「1然科学lill究会(現 、 文
化 財保存 修復 学会)の 機 関 誌 『占 虻化 財 之 科 学、1に依',て い た た め に 、 保 存 科 学 部独1/
の6L5'関誌 と して 、1964(昭和39)年 か ら 「受 託 研 究 報ll'」を 含 め て1'保存 科.,,が 年1
回 発 行 され る よ う に な った1,こ の 頃 の研 究 は ・・般 研 究 費 と受 託{ijl究費 で 行 わ れ て 、特
に 一般 研 究 につ い ては 年 限 を 切っ て 行 わ れて い なか った の で研 究 テー マ ご と に細 か く分
け て 述べ る こ とが 出 来 ない1,そこ で研 究 を 大 まか に 、保ff:環境 に関 す るlill究、 材 質 ・構
造 ・技 法 に 関す る研 究 、生物 劣化 に 関す る研 究 、に 分 け て概=lkrを述 べ る.、
保 存 環 境 に関 す る研 究
保存 環 境 の研 究 は レ;{内環 境 の 調 査 、適ILな環境 の た め の条 件 の 検 討 」 と して 、 保 存
科学 部 発 足'1i初」か ら取 り組 まれ た,し か し温 湿 度 に 関 す る研 究 はそ れ よ り」1Lく、 文 化財
保 護 委 員 会建 造 物 課の ドに あ った 頃 よ り さらに 前 の 、['1{位博物 館 保 存 修 理 課 保 存技 術 研
究 室 時 代 の1948(lili和23)年よ り1;il始され て い る、 」11時は東 京 圃 立 博 物 館 内 外 で の測
定 を基 に 、収 蔵ll111・陳 列 ケ 一ース 等の 保 存 環境Lの 効 果 を立 証 して い るnま た1950(昭和
25}1:には朝ll新聞 虻化 郭 業団 とllli!1〔午に よ る調ii「 中尊 芋御 」世体 学 術 調 査 」 の 一・環 と
してIIllyll:ぷ金 色'i:1:の須 弥 檀lllの1!1【1度を研 究 し、か な りの 高湿 で あ る こ とを報H-.した 、,保
デf:科学 部 が 発 足 して 後 の1955dl梱1:`〔〕)fトに な る と科 学llll究費['II羨術111111の変色 に 関
す る胡1究1で 、恒 温 恒 湿 装ii'1を1没ii'{:して 八1 照明 に よる 染織 晶 の退 色 に関 す る研 究 を進
:31:3
めるようになった。 これに関連 して、蛍光灯か ら出ている紫外線 による資料 の退色 を防
ぐため に、X958(昭和33)年に紫外線吸収剤 を蛍光灯 の管壁 に塗 布 して、その効果 を検
証 し、やがて蛍光灯 を製造 している メーカーと協力 して紫外線 を嵩 さない博物館 ・美術
館川の蛍光灯 市販へ とつ なが っていっIBC、
'三敢り
lu川IMfで石油化学 コンビナー トから排tl」1される大気汚染物質に よ り、ぜ んそ く
な どの公害病が1960(昭和35)年頃か ら多発 して、大 きな社 会問題 となったが 、.x化
財の保存環境 の立場 か ら も大気 汚染は重大 な問題 で、汚染 因子に よ りIl1〔接 影響 をこ う
むって変色 や腐 食 を起 こ してい る例が出て来 たため、社 会問題 となる よ り11軋く195〔}年
代か ら研究 を行った。1956(昭和31)年度に」1=.倉院周辺道路が 、一{笠温 泉111--F'1'F','1-111にヒ
る観光道路に通ず るこ とにな り観光バ ス等の交通景が 増大 し、IE倉院御物 への影響が懸
念 され、議会文教都 会の問題 となった、,そのため保存科学 部は、これらの汚染 によ'・て、
11三創;完御物が 影響 を受 ける11∫能性があるか否か を2年 にわた り調査 を行')た、構内数カ
所 に百 葉箱 を設鷺 し、その中 に金属、顔 料の試片 を置き、それ らが受ける影響 を測定 し、
汚染の分布 を判定 し、汚染閃 子の分析 に努め 、同時 に保存科学部構 内において も汚染度
の指標 と して亜硫酸 ガス濃度の測完を行 った、1この調査 を契機 とし、以後 は東劇1小'ノ:博
物館 を中心 とする上野周辺か ら始めてr各 地の汚染度の測定 に着手 した,
1960(昭和35)年には岡lh県西 大寺 市西 大三、予観音院 の重要文化財梵鐘について調査依
頼をうけ、調 査 した結果 、鐘の表面か ら内面 まで紫がか った暗 育色の娼 羨な色と変わっ
てお り、Erの 結果 、硫化水素 による硫化 であることが判明 した,、原因については、 芋
の脇 を流れる川に.上流の板紙工場のパ ルプ1雍液が流 入 し、澱 んで醗酵 して硫化水素の発
生を見た ことが わか り、'」二場{則が浄化槽 を設置す るな どの改善処 概が とられ た1、その
後1961(昭和36)年には鎌倉大仏、箱根美術館、1962(昭和37)年y'.'1寺、1964{昭和
39)年横浜三渓 園、東京 国立博物 館法隆専宝物館 内1京 都国立博物館、清水 寺、字 治'ド
等院 などにおいて観測点 を設 け、測定 が行われた。
大気汚染 の研究 を開始 した頃のX95?(昭和32)年に、戦 後始め ての国宝 重要 文化財
の欧州巡回展が行 われた。その当時、文化財輸送 は海上輸送であったが 、熱帯地 を通っ
てまた温暖地へ入 る航路では密閉 した文 化財梱包の 中は乾燥 した り、あるいは文化財の
木質部な どか ら梱包 内に吐 き出された水 分が、温度が ドがった時に急 に元 に戻 れず、空
気相の相対湿度が異常 に高 くな り時 と しては結露 を起 こす ことがあった。 これ に対 して 、
吸`laf:nの大 きい吸 湿剤(ゲ ル)に 予め相対湿度55～60%の 空気 に平衡す るだけの水
分を吸わせ た もの をか な り多量に同封 してr密 閉梱包 して相対 湿度はほぼ恒常 に保つ と
い う方法が 始めて 試み られた。 その後、文化財 の輸送 は殆 ん ど空輸 にな って きたので
324
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材 質 ・構 造 ・技 法に関す る研 究
非破壊 分析の一 つで あ る放射 化分析 を試 みたの は1955(昭和30)年で、理 化学研究
所 の協力 を得て 、同所 のサ イクロ トロ ンを用 い金沢城石川 門、鉛 瓦中 の銀、朝 鮮昌寧
出土の剣の飾金具 、金張 中の銀の検 出に応用 したのが最初であ る。金銀製品(金 張、金


















究班を組織 して絵画と木彫像などのX線 透視写真 による技法的調査が行われていたが
(168～169頁参照>1保存科学部も発足以来、これに協力 して研究を行ったO特 にコバ































た。その間色々必要 と された試験 、調 査の多 くが保存科学部 によって行 われた[1解体部
材の うち4本 の巻柱は特 に内部木質の腐朽の激 しい ものであ ったのでア トリエ において
もう一・度精密なX線 透視 を行って腐朽 を1評1暫査 し、4本 の うち内陣 後部2本 は新 しく製作
して と り替えることにな った 〔図5工,
生 物 劣 化 に関 す る研 究
4{物被 害 防 除 に関 す る研 究 は 、1952(Illi和27)年度 よ り建造 物 の腐 朽 被害 調 査 、rii材
の材 種 鑑 定 な どの 委託 調 査か ら始 まった,、木材 腐 朽 菌 に よ る被 害 の 調 査 は 、 京都:1952
(昭和27)年 大 報恩'芋本 堂 及 び鳳 楓 堂 、 奈 良11952(Ill{和27)イト1'輪院 、 極 楽 院 、法 華
寺 、1961ql召羽136)f!こ薬llili芋イ隠f}t、析}木:1959(II「i和134)-1967ql召手042)jf=[1ソ己叫,〔1照害f、
二 荒 山神 社 、輪:r{_r.一;]一な どで 行 わ れ た、、絵lllliの徽 害 調 査 に関 して 、1961(II翻136)年薬lllll
寺:吉 祥 天 像 、1967(111梱142)年法 隆 与:焼 損A摘体 をは じめ 多 くの もの を'rがけ た1,ま
た装 飾 古墳 の 壁 而 や 発堀 後ll穽IIh保存:さゴしてい る佃111跡に発 生 す る 微生 物 や空 ―lI微生物 の
調 査 も、 多 くの 文 化財 展 示 収 蔵 施 設 で 行 われ た、
食 害 昆 虫 に対 す る殺 虫処 理 は 、1952(昭和27)年 頃 よ 吟各社 寺 の宝 蔵 、経 蔵 内 の収 蔵
晶 を一・括 して 憾 蒸 した、 初 期 の頃 の ドな}一_」.は、1952(昭和27)年 酉{追醐 寺 、妙 法 院 、 高
聾堅}lll、1月i本厚f〔ぷ、 東Ikif与、孝文Ei些[3cⅡ一」:、1955(Ili利1:i[]Jf卜∫暫L凸 ち、1956(岬{千II3D-
1957(II召和32)年 浅1'1'1:キ、 57ql召和32)年1斬耐1浄 、1960(昭和35){ii明1ヨ1完な どで あ る、,
また 個 々の 対 象に つ いて は 殺 虫'r収 蔵 庫 な どで ノく幕燃 蒸 を実 施 した1,殺虫 剤 と して は
初 期 には 、 ク ロ ル ピ ク リ ンを使 川 したが 、そ の 後 臭 化 メチ ルが 使 用 され た 〔図6〕,
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2第2期1967(昭 和42)年 ～1988(昭和63)年
この時期 に組織 としては、1972(1昭和48)年度に保 存科学部修理技術研究室 が修復技
術 部と して独立 し、保:存科学 部は発足 当初 と同 じ化学、物理、生物 の3研 究室 とな り、
部長以 ド、化学研 究室が研究 貝3名 、物 理研究室 が研 究貝2名 、生物研究室 は研究貴1
名と調査研究 員(」剛な勤)1名で 、あわせて研 究員7名 、J1='常弛力研究 員1名 の構成 となったr,
始めに述べた ように、それ まで研究経 費 は・般 石ll究費 と受 託研究 費、科ノ1`:研究 費の3
種類であ'・た ものがi1967(Ill{和42)年になって新た に特 別研究 費の枠が設 けられ、特
定 の研究 テーマ を設けて 予算 がつ け られ る よ うにな った,、その最 初が1968(昭和43)
年度か ら19Ei9(昭和1組4)年度 まで行 われた特別研 究 「陳 列死ミ並びに収蔵庫内 の湿温 度
及び汚 染空気 が美術 品に及 ぼす 影響 とその防除 についての研 究」であ り、その 後、「害
1;完造 等障壁画{呆存の科学的調査研究」(1971～1973年度)、「軸装等の保存及 びfl参復技術
に関す る科学 的研究」(1974-1976年度)、「石造文化財 の保存 ・修復に関する手tl"1∫:的研究」
q977-1984年度)、「金属 文化財 の材質 ・技 法及び保'f:に関す るllll究」q985-1988年1如
とテー1マを変 えなが ら実施 された、,
受 託研究 も、それ までは修復技術 、特 に彩色の剥落 【Lめが ほ とんどであ ったが、この




光社 ぶ文化財保存の研究」(1974～1986年度)な どが、その代 表的 なものである1、1972(昭
和47)年3月 に高松塚註f墳壁画が発見 され、文化庁 の依 頼を受けて保存科学 部の{ill究者
は環境 調査 に携わる こととなったが、中田横 穴と虎塚 占墳に関する受託研究 は1高 松塚
占墳 の調査 と重 なる ように して研究が進め られた。
高松塚古墳 の発見 と並 んで この時期 に は世 間の注 目 を浴 びた出来事が あ った。1974
(Ilr梱149)年4月か ら611まで東京国立博物館 で開催 された 「モナ ・リザ展」で、 この
展示 に保存 科学部が協 力 した。 展覧会 ではケー ス内の温湿度 を一 定 に保つ ために、当
II寺、毒三に輸送 に用い られてい た調湿剤 を備 えた密 閉展示 ケー スが初めて設計 ・使用 され
た、展示 に際 してフラ ンス側か ら示 された条 件 は、温 度は18～21℃、相対湿度 は50
±10%、照度 は200ルクス以下で紫外線 を含 まず温度 上昇 も起 こ さない こととい う条
件であ った[コこれ を満たす ため にケースの壁 は25mmと50mmのグラスウー ルを含む5層
.318
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の断 熱構造 、正 面はT:ガ ラスとし、床下 に相対湿
度50%に 調整 した調 湿剤 を置い た.ま た照明 は紫
外線 を出 さない 蛍光灯 と補助 光源 と して熱線吸収
フィル ターをつ けた白熱灯 を川いた、,その結果、非
常 に大勢の観 客が押 しか けた に もか かわ らず、「モ
ナ ・リザ 」の入ったケー ス内は展 示期 間中、大変安
定 した環境が得 られ、 ここで川い られた展示 ケー ス
が、現 在広 く利川 されている密 閉展示 ケースのモデ
ル となった 〔図7〕、,
文 化財 の保存修復に関する研究 は、この当1時まで
は国 内の文化 財 を対 象に した もの に限 られてい た
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究交流が行われ るようにな り、現 在の活発な国際研究 協力へ とつながっていった。 まず
1984(昭和59)年の 目中lllll国外相 会議 、1985(昭和60)、1987(lli和62)年の 日中 文化
交流政府 間協議 において、..{,N.高窟壁画の保存 に関す るIi中の協力が約束 された、,そ
れ を受 けて1986(昭和61)年度か ら政府開発援助(ODA)予 算 と して特 別研究 「敦煤
文化財保存修復 に関す る調査研 究」が認め られ 、1987(昭和62)年度か らは科学研究 費
として国際学術研究 「lll国砂漠地帯における 文化財保存のためのrl然環境 に関する共lifj
研究 」が採択 され、中li三iとの国際研究 協力が始 まった、,また1988(昭和63)年に 文化
庁 とア メリカ ・ス ミソニア ン研究機構 との問で覚 え1°}:きが交わ され、両 痔の機関間でk
化財保存の分野で共同研究が開始 され 、当研究所 が とりまとめ を行 うこと となった、,こ
れ らの研究内容 については、次の第3期 の項 で述べ ることとする、,この他 に当研究所 の
事業で はないが、国際 文化財保 存学 会(IIC、TheInternationalInstituteforConservation
ofHistoricandArtisticWorks)の,1(都大会が1988(昭和63)年9月 に京都の国際会議場
で開催 され、保存科学部の研究 者は組織 委員会、事務局等において運営 に尽力 し、 この
国際会議が保存修復分野での広範囲な国際研究交流の始 ま りとなった(口 絵掲載)。
第2期 には、 文化財の科学的研究に1昊jする科学研究費特定研究が2度 にわたって行わ
れ た,,最初が 「rl然科学 のf法 に よる遺跡 ・'占文化財等の研究 に関す る総括」(1976～
1978年度)、次が 「llゴ文化財に関す る保存科学 と人文 ・自然科学 に関す る総括」(1980～
1982年度)で ある、,計画liJ(究σ)中には保イ∫:科学 部が 中心 となって、研究 を進めた ものが
あ る,、例 えば後に述べ る 「新設展示施設および収蔵庫内の汚染現 象 と収納 文化財への影
響 とその防除法 」(1976-1978年度)や 「文化財'の虫徽害 防除法の開 発」(1977-1978
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年度)が そ うである。その他、研究分担者 として研究 を行った もの もあ り、赤外線 ビジ
コンを川いた壁画の研究が その例 と して挙 げ られ る。従来用 い られていた赤外線 フ ィル
ムに代わって 、赤外線 ビジコンを用いた調査手法 は赤外線 リフ レク トグラフィと呼 ばれ 、
保存科学部 で はい ちはや く1974(II召和49)年度 に機器 を購 入 して研究 を開始 し、宮城
県多賀城跡か ら出土 した漆紙文害 にit-,:かれた文字 を初めて発 見 していたが、 この特定研
究では法 界寺 阿弥陀堂の1川天柱絵の調査に応用 して 、燃煙 で黒化 して肉眼では見えない
図様を明 らか に した,,この手法 は、後に二次電子 を利川 したX線 撮 影法であ るエ ミシオ
グラフ ィと併せて 、鶴林 寺太子堂四 ノ財1三絵 の調 査な どにも応 川 されて成果をiげ た、,
この時期 には また、鉛1司位 体比測りヒに よる青銅 器の産地推 定の研 究が始 め られた1,
1976(II和51)年度か ら1977(昭和52)年度に科学研究費 を受けて 「同位体分析に よる
占文化財 の研究」が行われ、lil国、日本の 占:銅鏡 や古銭 、ノ∫鉛鉱な どの鉛同位体比 を浬り
定 し、 日本 と中国の鉛では1司位体比が異なる ことを明 らかに した。 この研究 は以後 も一・
般研究 と して進め られた,,その結果、lll国の青銅鏡 も前漢 と後漢 ・{国時代 では鉛同位
体比が 異なって 、前者 はltE北、後者 は華 中か ら華 南で産出 した もの と疹え られ ること、
ii本の11j二銅鏡 は弥生時代の もの は前者、Ilゴ墳1時代の ものは後者 に対応 していることな ど
が明 らかになった。 また朝鮮半 島で製作 された と考え られる背銅製晶は、以 ヒの もの と
は異なる鉛1司位体比が得 られ、背銅製品の産地推定 手法 として鉛同位体比分析 はIR要な
位置をICIめるに至 った。
1971(lli和46)年には第1回 のx化 財保 存修復研究協議会が開催 された,,この会議は
k化庁 文化財保護部三課の担当官 、東京国立博物館 、東京藝術 大学その他の保存修復 に
関わる関係者が集 まって、研究 発表 と協議 を行 う会で、第1回 は 「木材 を素地 とした文
化財彩色の保存 と修復」 という テーマの ドに、板絵 、彫刻彩 色、建築彩色 に関する研究
ll1'議が行われた。 この時期は まだ学 会活動 などでの研究者 交流機会 も少 な く、特 に 庭術
史 ・建築学 ・保存科学 などの学 際交流の視点 もなか ったll寺期で あ り、研究促進のための
研究情報把握 や専 門研究者間の充実 した討議 、研究成果のすみ やか な公開 を通 して、図
らず も重要な専 門研究者交流の場 を提供す ることとなった。この研究協議会は2005('F
成17)年まで毎 年開催 されたが、学 会活動の充実 や各 プロジ ェク ト単位 での研究会 が
盛 んになって きた ことか ら、その役 目を終 えた(各 回のプログラムについては、『資料編』
187202頁参照)。また新年度事業 に関す る文化庁 との打 合せ の場 と して 、1971(II和
46)年春か ら文化庁文化財保護部長、文化 財鑑査官 、庶務課長 及び記念物課、美術工 芸
il果、建造物課 の各課長や担当官の出席 を得 て、文化財保存科学 懇談会が年度末 に毎年 開





1984(昭和59)年度には、博物館 ・美術館の学 芸員を対 象と した 「保存担 当学芸 員研
修」が始 まった。 この研修 は博物館 ・美術館等の施設が各地に建設 され、燃蒸室な ど保
存修復 関係の施設が整備 されるよ うになったが、学芸 員が保存に関す る知識 を習得 しよ
うと して も、適切 な学 習の場 や教材が ない状 況で あることを受けて、文化財の科学 的保
存に関する知i織や技術 について研修 を行 うことを 目的 に始め られた。研修期 間は当初か
ら2週 間で、第1回 目は12月 に行われたが、2回 目以 降は7月 に開催 され るようにな り、
現在 まで続 いている(「資料編』224～227頁)。研修参加者 は初 めの頃は20名前後であっ
たが 、現 在は毎 回30名程 度の 参加者 とな り、研 修修 了者 は2005(平成17)年度 で約
500名となった。現在では この他に、研 修修 了者 に対す るフォロー ア ップ研修や、地域
の博物館協議 会な どの協力 を得て各地で実施す る1日 程度の資料保存地域研修(1998年
度か ら)も 行われてい る(「資料編』216～217頁)。
特別研 究 「陳列室並び に収蔵庫 内の湿温度及び汚染空気 が美術品に及ぼす影響 とその
防除についての研究」
1960年代後半 に なる と文化財 の展 示 ・収蔵 施設が 各地 に建 設 される ように なった。
それ らの建物は防火の観点か ら多 くが鉄骨 コ ンク リー ト造 りとなっていて、本堂 や本殿
が木造の寺社 も収蔵庫 はコンクリー トで建 て られ た。それ まで長 い年 月、木造の建物の
中 に置かれ ていた文化財が コ ンクリー ト造 りの収蔵庫 に移 された時 に、保存の面 か ら
どの ような点 に気 をつ けるべ きか明 らか にす るために、この特別研究 は1968(昭和43)
年度か ら1969(昭和44)年度 まで実施 された。
当初 は、1965(昭和40)年前 後に建 設 された鎌 倉(杉 本寺、青蓮嵜)や 京都(高 山寺、
大覚寺 、妙蓮寺、知恩院、平等院)に あ る寺院収蔵 庫や、当研究所の庭 に建設 した春院収
蔵庫の1/2模型な どで温湿度や空気汚染な どの測定 を行 った。 また最後の年 には 「正倉
院展」 に併せて奈良国立博物館で 鼠..1。齢Yパ し'齢兀 「冨嘔 卿;門 一ヤー-fNl'・
も測定 した。研究の結果 、コ ンク
リー トか ら発生す る 「ア ルカ リ」
が室 内気温 に依 らず壁温 に依 るこ
とな どが わかったが、それが何で
あるかを明 らか にする ところまで
巴
は至 らなかった 〔図8〕。






























































































































































































と、コンクリー トや内装材 か ら発生す る揮 発成分 によ り収納 品に変退 色を起 こす恐 れが
あ る、,この ような室内汚染 因rの 測定浸1や文化財への影響 評価 、防除法の確 、iを目的 と
して研 究が行 われた,,研究 の結果、 コンクリー ト庫内のアルカ リ雰囲気 に、 コンクリー
トか ら放川 されるカルシウムが大 きく寄与 していることや、室内汚染の判定 にplI試験
紙の ・種 であ る変色試験紙 やアマニ油含浸紙 な どが利川出 来る こと、アルカリ汚染 因f
の 発生 ㍉1:はコンクリー ト打 ち込みか ら半年 ぐらいが 大 きく、その 後i時間 と共に減少 し、
ほぼ3年 でその発,i_;,;.は安定 して、比 較的 良好 な環境状態 を示 した,,またア ルカリ因t・
の減少 に強制換気は有効で あるが、エア クリーナーは効果が低 く、特殊 なフ ィルターや






設のコンクリー ト造 りの施設の中で 「枯
らし」が不 卜分な時期に使川を開始する
特別研究 「書院造等障壁画保 存の科 学的調査研究」
1且1:院造 りの建物 内に長年置かれて きた襖絵 な どが 、観覧 者の増加や 大気汚穿ξの影響 を
受 けて いないか、将 来の こ とを考えて もっ と良い保存環境 の場所へ移す必要があるか と
い った こ とを調べ るため に、 この研 究 は1971(昭和46)年度か ら1973(昭和48)年度
まで3年 間行 われた。調査 は京都(二 条城、西本願寺、智積院、南禅 芋、妙蓮 芋、天球院)
を中心 に行われた。調査の結果、温湿 度、光 、大気汚染、塵埃 な ど建物内の環境 は決 し
て良い ものではな く、既にかな り弱化 していると考え られる襖絵 にとっては、別の場所
例 えば収蔵庫へ移す など、抜本的な環境の改善が必 要である と結論 された。この他 、緑
青焼けの現 象について も研 究 を行 った。
特別研究 「軸装等の保存及び修復技術に関する科学的研究」
掛け軸、巻物に仕立てられた絵画や書跡の保存と修復を科学的な観点から研究しよう





走査型電了・顕微鏡に よる撮影 、(4)ノ乏具 における紙の接
蒲 断面の光学顕微鏡に よる観 察、(5)魁1'ちに伴 うか さ
比容変化 と裏打紙の湿度に よるflll縮、(6)打刷 丘による
接着促進効果、(7)表IUij化学糊 について、(8)日本Illli
中におけ る力学的諸現 象、(9)保存箱1ノ・1の温湿度変化 、i
、
(10)和紙 と虫害、ql)防 虫 ・防徽斉llの薬効 と材質への
影響 、(12)漉嵌機の和紙修理 への応 川、(13)電j先線 に
よる補修川絹の劣化促進処理、 と軸物 の材料 に関す る研
究だけで な く・蹴 技術や修 そ夏材 料な どに関す るこ とまL ,1
で 多岐にわたった 、中で も表 具技 術の記録は 、それ まで
表具のi.1・.行程 を文章 に表 した ものがなかったので、海外
1(1












た、,また欧 米で 虹1}:の修理 に利川 されていた漉 嵌機 を、和紙 に も応川 して虫害で穴だら
けにな・・た 文ll}:の修理 に利川 しよ うとい う研究 は、その後 も進め られて現在では 文重1}:な
どの修復 に利川 されている 〔図10〕1,
特別研究 「石造文化財の保存 ・修復に関す る科学的研 究」
この研究 は、 当時、臼杵 ・熊野の磨崖仏や石塔 、石造建造物な ど石造 ∫ζ化財のIlf一急な
保存対策が 要請 されていたこ とか ら、1977(昭和52)年度か ら1979(Hl{和54)イ1こ度 まで
3ケ年行 われ 、り1き続 いて1980(昭和55)年度か ら1984(昭和59)年1斐まで特 別研究 「石
造文化財一 石 及び類似材料 の保 存 と修 復に関す る科学的 ・技 術的研究」 と して5ケ 年、
通算 して8年 間実施 された1,
研究の内容 は(1)凍 結劣 化 とその対策 、(2)塩類風 化 とその対策 、(3)生物劣化 と
その対策 、(4)保存修復処置に関するr.礎実験、(5)保存修復処 置の歴 史と現状 に分 け
られた。 中で も凍結劣化については、福 川正 己(北 海道 ノく学低温科学研究1りDの協 力を得
て、岩石の超音波伝搬速度 と空隙率か ジ)凍結破壊 に対す る抵抗度 を調べ、北 海道小樽市
や余市町、福 島県小高町 などイ1造文化財のあ る地域で冬季気温変化 を測定す ることによ
り、凍結破壊 の危険度 を評価する ことが出来た。凍結 劣化対策 としては、凍結破壊 が起
きる原因である、もろい 岩質、水分供給、低温の三つの要素 を改 善するこ とが考 えられた.
もろい岩質の改良につ いては、幾種 類かの合成樹脂 を比較 した結果 、擁水性 シラン(SS-
10DO)含浸処 置が 有効であることがわか り、福島県小高町'の薬師堂石仏の修理 などに応








11石 仏 の凍 糺 破∫裏へ のz1'策の 研 究
この特 別研 究 は1980(昭和55)年度 か ら1982(1昭和
57)年度 まで行われた、科学研究費 「古 文化財に関す る
保存 科学 と人文 ・自然科 学」(特定研究)の 総括 班 に設
けられた 「石造k化 財の劣化に関す る研究」班 と密接 な
関係 を持 って進め られた,,この研究班で は、千葉県館 山
市 大福寺磨崖イ1、をフ ィー ル ドとして、大学及 び当研究所





変遷 や環境 の変 化 と製作技法 、耐 食性 な どにつ いて1985(lli和60)年度か ら1988(lli
和63)年度 までの4年 間にわた って行われた、,東京II串k博物館所蔵の法隆 、狸q卜 八体fノ、
を初め とす る金銅仏のガンマ線撮 影や蛍光X線 分析、プ ラズマ発光分析に よる微lll:金属
元素の分析、ll∫銅 製品の鉛llfl位体比測ワヒな どを行 った,、この特別研究 と関連 して1985(II
和(i())年度力・ら1987Glr{不li62)イiη斐に1'る桑艮り1し荒率lilぞトjl近ゼ亦出i:」:同剣」・3同f睾・丘:ll51矛σ)〕」司ぞ蒼カミ
行われたが、発掘 された銅剣は総 数358本にのぼ り、 どこで製作 されたかが 疹liゴ学rl勺に
ノくきな問題 となった,、鉛同位体比分析 か らは、銅剣の 大部分 は1'飼ヒの鉛 を含むが 、朝鮮
'卜島の鉛 を含む ものが1本 あ り
、華北の鉛 に朝鮮 半1島の 鉛が 若 「混 ざった ものが少 しあ
るとい うlii果が 得 られた。 このこ とか ら朝鮮 半島産の鉛 を含む1本 を除 く後の357本は、
弥生時代の九州 ・近畿地ノ∫で・一・般的 に使われていた大陸 産の1量∫銅原料 を川いて、荒神谷
















課題 となった。分析の結 果、析川物 は一ヒ中にi'iまれる 多llllの只殻 などに起 因す る硫酸カ
ルシウムや炭酸 カルシウムなどで、具層 断面では覆屋 内の湿度 をiげ て地表面か らの水
の蒸発 を阻止す ることが実験 された,、その結果、析 出物 は減少 したが結欝やカビ発生の問
題が生 じた 〔図12〕,、
受託研究 「虎塚 古墳石室彩色壁画保存 のための調査研究」
茨 城県勝 川Il∫(現、 ひたt,なかll∫)にあ る虎塚 古墳 では、1973(昭和51)年8月 の発
掘時 に石室 を開Uす る前に石室内部の温 湿度や空気組成、微生物の調査 を行 うこ とが川
来、その後 も石室 内の環境 について受託研究が1983(昭和58)年度 まで(1975年度0)み
一般研究で実施)継 続 して行われたC,石室 は発掘後い ったん埋 め戻 され たが、その 間も
測定用の管 を通 して石室 内の温湿度等の環境 デー タが測定 され、石室 内の気温は年間..1.
均15℃で変動 は ±2℃、相対湿度 は92-98%で ある ことな どがわか った,,1978(昭和
53)年に仮設保護施設 を建i没し、再発掘が行われ、一般 公開が実施 されたが、 この際の
石室 内環境 変化 を調査 し、石室内環境 の保 全に努め た、/また1980(昭和55)年には公
開保存施設が建 設 され、以後、春 と秋の2illi・般 公開が行 われ るようになったが、施設
の設計 と公開時の環」漬ε管理につ いて調 企結 果を基に助11を行 った,
受託研究 「国宝 ・重文 日光社寺文化財保存 の研究」
日光市lll内には、国宝 ・屯要 文化財 に指定 された建造物 を初め と して多数の建造物が
保存 されているが 、山地であるために建造物は きわめて厳 しい保存環境 に置かれて いて、
修理 が完 了 してそれほ ど年数が経 過 していないに もかかわ らず 、塗装、彩 色、,.,,.,,が
変退色や腐 食を起 こす ことが 多かった,こ の ような劣化現 象に対 して科学 的調 査研究 を
行 うために♪Q光 社寺 文化財保存会か ら委託 を受け、1974(ll翻149)年度か ら1986(昭
和61)年度 まで13年 間にわた り、Ii光社 与建造物の修理に関 して塗漆 、彩 色、生物被害 、
微気 象な どの研究が行 われた。
始めに山内の気 象を知るために東照宮 、二荒山神 社、輪」1寺大猷院で温 湿度 を測定 し
た ところ、標高の高い輪E芋 大猷院の年平均気温が 、他の2ケ 所 よ り1℃ほ ど低 いがい
ずれ も年'F均気温 は10℃前後、 年'ド均相対湿 度は75%程 度であ った。1年 の変化 を%V
る と夏に相対湿度80%以 ヒ、冬は氷点下の気温 の 日が続 く、文化財の 保存 にとっては
厳 しい気候であることがわかった,、特 にその傾向は輪王寺大猷院で 著:しか った。
輪E芋 大猷院のニ ノく門で は、修理の際 に表面 に塗 られた漆が黒 く変色す ることが問題















































日)回{照宮 透 塀 ∫`1の退 色の 様 ヂ
格狭閲のiド 長押 には、漆箔地に唐油彩色で1川ッ花人 り亀甲繋 ぎ虻が施 されている、,
の 彩色が場 所 によって、変色 した り、;11c.してい る原因の調 作を行 っだ,調 査の結 果、
太ll易光線の直射や敷石等か らの照 り返 しが 大 きく寄'チしている もの と考え られ、防1ヒ策
として唐油 に酸化防且ヒ剤や防徽剤 を配 合す ることが 考え られた 〔図13〕、
分 を分析 した ところ、漆 を塗 ったケヤ キ
材か ら出て きた水溶性物 質であることが
わか った、 また顕微鏡で見る とその 中に
カビの菌糸が観察 され、ケヤキから出 た
水溶 性 樹脂1茂分 にC1α6!θ∫1り11Yl11191sp.が
付着 して増 殖 し、黒化 した もの と推定 さ
れた 、
ii照宮 の本殿 と拝殿 を取 り巻 く透塀の
こ
科学研究費 「文化財の虫徽害防除法の開発」(特定研究)
文化財の虫徽害 防除で は、X化 財の材質に変色や変質 を起 こ さず に、加害生物 を殺 菌、
殺虫、防除 しなければならない、,この研究では 、文化財に悪 影響 を及ぼ さない薬剤 を選
定す ることと、 文化財 に即 した防除法 を開 発する ことを11的として研究 を行った、
研究では各種の燃蒸剤 と 二酸化炭素、フ レオンな どの希釈剤の 文化財材質へ の影響 を
検討 し、k化 財川 の燃蒸剤 と して酸化エチ レン、 臭化 メチル、弗化サ ルフリル を選定 し、
薬 壮、rrFi蒸時間、温度等の燃蒸 条件 を決定 したOま た燃蒸 後の残留 ガスの廃 棄 ノ∫法 につ
いて検 討 し、活性 炭を川いた回収装 置を開発 して実川化 した。 この他、防J;剤や当時使
えな くなった有機塩素系薬剤に代わる低毒性薬剤について検討 を加えた、
3第3期1989(平 成 元)年 ～2000(平1友12)年
このlf寺期 には1990(平成2)年10月 に アジア文化財保存研究室 が発足 して 保存科 学
部の定 員が1名 減 とな り、1992(平成4)年 度 か ら研究 員6名 、調 査員(非 常勤)1名 、
客員研 究員(非 常勤)1名 となった。 また1993(平成5)年 か ら1995(平成7)年 度は ・
時的 に研 究員が1名 少 ない状態 で研究 を行っ ていたが、1996(平成8)年 度に現在 とIlfl
じ研究員6名 に戻 った。この他 、1990(平成2)年度 に客員研 究員(非常勤)が1名 ついた,,
1989.(平成元)年 度か らは中長期研 究計画 に従 った研究が開始 され、保存科学部で は
最 初に 「有機 質文化財 の光に よる劣化の定量的評価法 の確 立」(1989～199A年度)、「特
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lll調査研 究
殊 環境 に置 かれ た 文化 財 の保存 条件 の
検 討」(1989～1994年度)、「フ ォクシ ン
グの 保 存科 学 的 研 究 」(1989-1992年
一
度)の 三 本 の 研 究 が 行 われ た 、また この
後 に 「鉄 器 材 質の 歴 史 的 変遷 に関 す るli)(
1グ巳」(1991-199311'.1)、「辛斤しし・文二でヒ;{イ
'1坊"ミ1;方徽2ノ:U)伺『つ1ヒ」q99〆1-96で「1斐)、fluc











2000年度)、「Ilf代東ア ジアにお ける青 銅製 品の変遷 に関す る研究 」(1995～1999年度)
といった研 究が行われた、
また1995(平成7)年 度か ら東京藝術大学 との問で 「教育研究に対する連携 ・協 力に
関す る協定ill:」を結び、 東京藝術 大学 大'三1∫:院美術研 究科X化 財保存学専攻 にシステム保
存学研 究分野 を設置 して、保存科学 部とII砦復技 術部が中心 になって6名 の研究 者を教官
(教授4、助教授2)と して併任 させ 、保 存環境 学研つと室 と修 復材料ail(究.'r1.の2研究室
で大学 院教 育を行 うこととなった 、こ0)文化財保 存学 惇攻は学部を持 たない独 立専攻で、
当研究所が担'i1するシステム保存学の他 に保存修復(11本画、油画、彫刻、1二芸、建造物)
と保存科学(k化 財1則定学、寒術ll芸材料ノ1∫:)があ り、合計1つ の研究 分野 か らなってい惹 、
保存担 き11学芸員lill修では社会人教育 を、東京婆術大学 との連携 協力では学 生教育 を担当
し、各段 階にお ける保存科学教 育の 要望に応 えてい くこ ととなった、,システム保 存学か
らは2005(平成17)年1斐までに10名の修is程 修 」'生が川 たが、次年度 か らは協定 、ll:
を改訂 して、講義 と演習のみ を担 当 して院生の受人は行 ってい ない 〔図14〕、
ハロ ンの全廃 、臭化 メチ ルの令廃 、阪 神 ・淡路大震 災など、国際的な枠組み の変化や
社 会における重要案件 との関連 による課題が増え、年 次進行途 中の研究課題で あって も
緊急 に組み替 えて対応 を拡 充 させ てい った、,また研究成 果がすみやかに行政的 な指針 に
反映す るこ とも多 く、 この時期 に多 くの手引 き ・指針が文化庁か ら発刊 された。 かねて
より行 われてい た新築博物館等への保存環境 調査ではあ ったが、これ らの研究成果が基
礎 資料 とな り、「は じめて、重要な文化財 を借 用 して他府県移動 を伴 う場 合」には保存
環境調査報告11:の提出が必要 と変更 され、文化庁文化財部美術学芸 課か らの依頼 を保存
科学部 が受 けて 、全国の公開施設 に対 して、環境調査 を開始 した時期で もある,,保存環
境調1_を通 して現場のニー ズと研究 シーズを把握 し、新たに研 究課題 に設定す る形 で、
博物館 等の保存現場 と密接 な協力関係が築かれていった,,
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中長期研 究計画 「有機質 文化 財の光 による劣化 の定量的評価 法の確立」
文化財の 保存 において、材 質 ・構造 ・技術調査 と保存環境制御 の研 究は重 要であ り、
そのためには新 しい調査手法の開発が必須である。 この研究は、調査手 法のよ り一層の
開 発が望 まれる有機質材料につ いて検討 を進めた もので 、特 に光や温度 ・湿度 による劣
化の機構解明 とその防止の研究 を行った。主に絹 の劣化 について検討 し、経年劣化で断
裂する分子構 造 との比較 を行い、相関 を見いだ した。 また、電子線劣化 に よる補修用絹
と比較検討 し、 より経年劣化絹 と分解機構が近 く物性が似 てい ることか ら、小規模の補
1修川絹の作成には紫外線劣化 も採 川 されるようになった。有機質文化財の劣化 初期の損
傷 を検出す る方法の一つ と して、化学 発光検出器の利用 を検討 し、紫外線 劣化 では分解
に寄'./・す る波 長のエ ネルギ ーlll:に比例 した短 寿命の蛍光成分 のほか、累積照 射エ ネル
ギ司ll:が増 大するにつれて長寿命の燐 光成分が現れ ることが わかった(関 連課題、科学
研究費1絹0)劣化度の科学的評価」),,
これに関連 して、1994eF成6)年の 第18UPIK化財の保存 及 び修 複に関す る国際研
究f,会 「>C化財保存における分 光学的 手法」 では、ri外9名、IKi内8名、その他 ポス ター
による発表者を加えて、保 存修復 分野で さまざ まな成果 を ヒげて いる分 光学 的調査f
法 を網羅 した。1995('ド成7)年 には、 専門研究者 間の交流促進 と して、第2511q文化
財保存修復研 究協、議会 「有機質文化財 に関す る調査研究の新 しい展開」 を開催 し、有機
質 之化財'の調査研究の現状 と限界 、望 ま しい情報な どにつ いて検討 した,
調査研究 手法の応川や新 毛法開発について は、 リモー トセ ンシングを応川 した広域の
遺跡探 査r一法の検 討や、エ ミシオ グラフ ィを利川 した元素推 定、li∫搬型蛍 光X線 分析
装 置開発やそれ を用いた 「その場分析」の研究な どに受 け継 がれた,,2000('r成12)年
には第30回 文化財保存修 復研究 協議 会 「光学 的方法の　9111」を開催 した、X線 、赤外
線 な どを川いた文化財の画像計測 は、「光学 的方法」 と呼 び慣 わ され、1950年代か ら日
本 美術へ応用 して画期的成果 を上げて きた代表的 な非破壊 測定法 であ るが 、II1視光励起
蛍 光画像か ら情報 を得 る新手法 とポー タブル型機器類か ら得 られる情報 について検討 し、










おけ る保存展示 条件の検討」に引 き継 がれ、最終的に
アンモニ アの発生はコン クリー トに混合 される骨材 と
共に持 ち込 まれる微生物等の分解`こよる もの と推定 し、
新築建物の 「ア ルカ リ」対策 と して建築研究 者らによ
るアンモニ ア吸着シー トや各種 ケ ミカルフ ィルターの
開発へ とつ ながった、,また、科学研究 費 「文化財収蔵
庫 の庫 内空気 環境調 査法 の公定 化の ための基礎 的研
究」では、室内建材等か ら発生 する有機酸の文化財へ
の影響試験 か ら鉛 を含む 日本 画顔料 に影響が 大である







15環 境 調 査へ の 協 カーr成 館 開 貞ず1前
収 蔵 庫 調r.q996年)
可 能性 があることを明 らかに し、ケ ミカルフ ィル ターな どを利川 した改rlノ∫法 につ いて
検討 した。1991(平成3)年 には、 ～引"1研究 者への情 報elf%.it及や研 究交流促進 を、第211ni
文化財 保存修復研究協議会 「新設の 文化財施1没におけ る 『ア ルカリ』発生の 原因と対鋳芝」
の場 で行っている 〔図15〕。
大気汚 染につい ては、i野 周辺 、都内郊外の環境 中の酸性 ガ ス(SO・、NO・)濃度や
酸性 ミス ト濃度 などを測,,.iL・'し、同…場所での銀 ・銅 ・石灰石等の試験片 の曝欝結果 と1'ヒ
較検討 し、環境汚染が 文化財へrl・える影響 について評価 した,酸 性 雨の 文化財への影響
を評価す る場 合に は、初期降 雨 と全降1・卜1の組 成が 異なることか ら、全降雨につ いて検討
す るこ とが優位である ことが わかった,、銅板か らの溶 川割合は、降雨中の陰 イオン総量
と相関があ ることがわかった、,施設への侵人 を阻ILするには、エ ン トラ ンスに風除室を
設 けることとともに、搬 入口に換気装 置を設置するこ とが有効であるこ とが、施設内の
NOx濃度計測結果か らわかった,,
これ らの研究 と関連 して、1990(`1成2)年には第14回文 化財 の保存 及び修 複に関す
る国際研究集会 「文化財 と環境 」 を行い、海外 か ら6名 、国内か ら9名 の研究報告 を迎
えて、文化財 を取 り巻 く様 々な環境 の整備 につ いて、屋外彫刻 の保存 か ら館内環境制御 、
展示技術、移送のための梱包技術 まで検討 を行 った。 また、1993(平成5)年 の第22回
文化財保存修復研 究協tll`会「文化財保存 と環境汚染」では、特 に文化財 をと りま く人気
汚染の実態の把握 と評Tiilir.法を焦点に検討 を行 った。
関連 した研究課題と して、鎌IS大仏の錆の生成について風 向 ・風速 と霧の発生が関連
す ることを明 らかに した研究(科 学研究費 「X化財におよぼす酸性霧0)影響に関する研究」)
319
や、高湿度環境下での木材 の歪み の変化が季節変化 に起 因す ることを解明 した研 究(科
学研究費 「環境の湿度変化が国宝中尊寺金色堂に与えた影響に関する研究」)などが ある,、
これ らの研究成果は、文化庁文化財部 「文化財公 開施設の設計 の指針」(199511=1011)
にも盛 り込 まれている。
中長 期研究計画 「文化財施設の保 存(収 蔵 ・展示)環 境 の研究」
1993('F成5)年12月の消火剤 ハ ロン生 産停1ヒ、1995('r成7)年1月の阪神 ・淡路
ノく震災な ど、文化財保存の上 で緊急 に取 り組 むべ き対象が防災に も拡大 した ことを受 け
て、年次途 中で組 み替えた もので ある。 この中で、ハロン消火剤の各種代替薬剤の文化
財への影響 評価 をfl覧い、代替 フロ ン薬剤は噴川時の体積膨張に よる室温低下効果が大 き
いため誤作動 に注意が必要なこ と、窒素 ガス消 火設備で も噴出ヘ ッ ド1肖:ドでは結露水の
落 ドが生 じるため 、文化財 のlli:上に設lil走しないな どの運川.ヒの注意点 を検討 した。科学
研究 費 「美術 工芸 品等の防 災に関す る調 査研究」 等の補助 も受 けつ つ、地震時 に水消
火 スプ リンク ラーのヘ ッ ドが脱落 して文化財 の汚損 被害があ ったこ とか ら余圧方式へ
の 切 り替 えの推奨、免震装 置の評価 な どを行った、,絵画川fiり金具(S環)に ついては、
引 っ張 り強度は内1釜の曲率の小 さな形態が強度の点 か らは優れている こと、引 っかか り
が浅い とはず れやす く、太 さは直径6mm程度の金属 でll∫販 の金具で も一卜分 な引 っ張 り強
度q20kgf)があるこ とがわかった。テ グスの結 びノ∫については、片結 びの方が引 っ張
り強度が高 くなるが容易に切れやすいこ とがわか った,iワイヤー については接続 部分の
強度が弱 く、使用 には注意が必要 なこ とが わか った。その他 、転倒防il:川ワックス、粘
蒲マ ッ トな どにつ いても試験 し、文化財 に溶出す る化学物 質に注意が必要であるこ とな
ど、使用 ヒの注意点 を検討 した。
その後、屋 外にお ける文化財の保存 、特 に多孔質材料である石材 ・レンガの保存研究
を進め、科学 研究 費 「多孔質材料の凍結 ・融解 による劣化機構の解明 と防止対策」、「石
造 文化財の劣化機構 と保存対策の研究」、「屋外環境下での遺跡 、石造 文化財の保存対策
手法の開発」、「石造 、 レンガ建造物の劣化 にかか わる材料物性の研究」 を通 して、多孔
質材料中での水分移動 と劣化の関係 を検討 し、シ ミュレー シ ョンと実測 を組み合わせ て
対策の有効性 を検証す る手法 を確 立 した。これ らの基礎研 究は、国内の文化財保存 に貢
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財生物 被害対策の確 、Zを進め た,こ れ ら新 しい処置ノ∫法や防虫斉ll・防 徽剤等の 文化財'へ
の影響 につ いて、化学的影響 を検、言」す る顔料試験 をそ」㌧・た,漆 器や木造構造物への処理
を想定 した各種処理で生 じる 歪みの評lllli試1,を行い、 二酸化炭素処置法は高lllll度ドでは
鉛丹の変色を生 じるn」'能性があ ること、1氏温処置や:酸 化炭素処i;'1で木ll'に生 じる 歪み
は」'ヒ較的小 さく、 これ ら処置の導 人がll∫能であるこ とを明 らかに した、
科,.i:研究費 「文化財 の新たな総/¥的虫 菌害防除対 策(IPM)のシステム構 築に関する
lilt究」で は、 臭化 メチ ル燃蒸に頼 って きた従 来の体 制を、 文化財への 影響 は もとより、
環境 や 人体への影響 も考慮 した総合的な 文化財保存体 制へ移行する ことを 目指 し、 具体
的 な対処法 を検討 した。 文化財害虫 を同定 し的確 に対処 するための 『迄化財 害虫`拝典』
の編纂 、各種処理 ノ∫法の使 い分 けのIi安の公 表、現 場 におけ るIPMプ ロ グラム実践 を
通 して、IPMシステムのモデル作 りを行 った、、
こオしら(7)Vii)(究成 果は、2001(/4成13)イ「311文イヒ庁 文イヒ財 剖゜～[:1」行の 『文イヒ財のノi叫勿被
害防1ヒに関す る日常管理 の手引 き』の!,1礎資料 として重要な位 置をIliめた 、
また、保存担当学芸員研修の プログラム を改編 して、生物被害対策に関わる講義 ・実
習 を強化 し、最終的 には8コ マ を充て ることとした 〔図17〕。
1999('14成11)年には、高 温 多湿 のア ジア地域 で生物 被害 対策 と して どの よ うな ノ∫
法論が必要 なのか を探 る 目的で、第23回 文化財の保存 及び修復 に関する国際研究 集会
「ア ジアの文化財生物被 害防 除対策の今後一2005年臭化 メチ ル全廃 を控 え一 」 を開催 し、
国内外 か ら研究者 を迎えて活発 な議論 を行った。気候 や国状がか な り違い取 り組みの内
容 はそれぞれ異 なるが、文化財害虫発生の要因 を探 り早期 に対処す ることで 、轟性の強
い化学薬 剤のみ に頼 らずに文化財 を害虫か ら守 るための方法論の確立に各国が取 り組 ん
でいるこ とが わか り、 日本にお けるIPM推 進の起爆剤 となった。
その他 、最新の生化学 的手法 を用いた研究手法に よ り、修復技術部 と共同で糊抜 きに
酵 素を利 用す る手法の確 立のための基礎研究 を行った受託研究 「装漢材料の生化学的研
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究 」 や 、 出十 木 材 の形 態 安 定 化 処 理 に 川 い る 合 成樹 脂(PEG)を 分 解す る バ クテ リア を
同定 して 一 般1:壌111によ くiLられ るバ クテ リアが 原 因で あ る こ とを 発 見 した1,研究f法
の 確 立 の ため の 基礎研 究(科 学 研究 費 「i'i.T―1本の動 物遺体のDNA解 析1、科学lill:究費 「―ll
代 口本σ)動物遺 体の1)N!/解析 及び免疫学 的研究Dな ど も行 っ た、,
中長期研 究計画 「鉄器材質の歴史的変遷 に関 する研究」
Ill代において、鉄が どの ように作 られ流通 したか は、考古学 の立場か ら も科学技術の
ずノ!1..hr!から も興味 深い田1題で あ 急,こ の研究 は、鉄 器原料の 産地推 定 に対 して、化学組
成や鉛 同位体比 法が応 用出来 るか検討 した もので ある。古代鉄 中 にお ける鉛濃度 はた
いそ う低 く、古墳 時代鉄器 で約0」-0.01ppmで、鋼製 資料におけ る鉛濃度の1/100-
1/1000であったが、い くつか の資料で測定 は11].能であ り、その値 は銅 製資料 とは異な
り鉄資料独 自の分布 を示す ことが明 らかにな った(関 連ll果題、科学{ill究費 「lsl1:鉄器の鉛
同位体法による原料薙地の推定D、,これ らの成 果をもとに、1↓1門研究 者へ の情 襯1:及と研
究交流ぴ)ため開催 された第23回 文化財 保存修復研究房オ議会 「1畳ゴ代鉄の 保存科学」q993
年)で 、占代鉄 の産地 ・時代 ・技 法な どに関す る問題の解明が どの ように進んでいるか 、
鉄 器に対 して どの ような科学的保存処j法 が1r4されているか などの発 表が行われた、,
ll1長期イill究11hllll「11r代東アジアにおける 占:銅製品の変遷 に関す る研究」では、-t:lf銅器
資料の化学組 成及び鉛Ilf]1、ンニ体比 か ら11'釦i器の産地や製法に関す る研究 を行11た,,-Ill:銅器
の器形 に よる鉛 同f、":体比の数値分布につ いて国内資料につ いてはほぼ完 結 した ことを礎
に、中国の 行銅titirt'f明を材滑1こレ学 的視点 か ら分類 した、,
科学研究 費 「化学的 ・光学 的情報 を用 いた遺跡探 査の手法 に関す る研 究」(特定研究)
未発掘 の遺跡(i、 住居趾な ど)の 探itには、一・般 に電気 ・磁気 ・地r-一　:cレーダーに
よる探査手法が用 いられるが 、これらの 乎法は、隈 られた範囲 について探査 を行 うもの
で 、広い地域 につ いて遺跡の所在 を確認 した り、遺跡 の広が りを調査す る ことは難 しい,,
そこで1992(平成4)年 度か ら1996(平成8)年 度 まで、科学研 究費 「遺跡探 査」1-.IIII
領域)の 中で 「化学的 ・光学 的情 幸[乏を用いた遺跡探査 の手法 に関す る研究」 を行 い、人
工衛 星か らのIIlll像を川い てアユ タヤ遺跡(タ イ)の1980年代の整備 に よる環境 の変化
を調査 した,国 内では群馬県f持 村のi1[尻遺跡 を中心1こ、気球な どを用いて μ∫視 か ら近
赤外領域に わた る分 光川像を利川 して調 査 した ところ、地中 レー ダ・一の探 査結 果と比較
して良い一・致 を得た1ま た探 査結 果をJ1にボー リングして、採取 したL壌 試料を化学分





1988(昭和63)年に文化庁長官 とア メリカ ・ス ミソニ アン研究機構 の長官 との間で交
わ された覚書に基づ いて、両者の機関間で文化財保存の分野で、東 アジアの文化財 を保
存科学 の立場 か ら研究す る共 同研究が、科学研究 費 「東 アジア地域の古文化財(青 銅器
お よび土gnfib陶磁器)の 保存科学的研究」 を下 に開始 された。具体的 には次の五つのテー
マについて、ア メリカ側 は保存分析研 究所(CAL)、日本側で は当研 究所 が 中心 となっ
てll米の研究者が交 流 し、フ リー ア ・サ ックラー美術館 が所蔵す る膏銅器な どの分析調
査な どを行った。(1)東アジア文化財 とその原料についての鉛 岡位体分析のデー タベー
ス作成 、(2)ブロンズ病 と青銅腐食のメ カニズム、(3)古代東 アジア青銅器 における鍍
金、(4)中国製、朝 鮮半島製、日本製青銅器の鋳 型製作、鋳造技術、冶金学的問題、(5)
縄 文土 器の技 法、組 成の研究。
引 き続いて、科学 研究費 「科学技術を利 用 した文化財研究法 の開発」 を受 けてス ミソ
ニア ン研究機構 との共同研究 を続行 し、 アメリカ大陸 における遺 跡探査、青磁 ・緑磁 の
















成2)年 の 第13回11独 科 学 技 術 合1司交 流 委 貝 会 にお い て ドイ ツ側 か ら 「文化 財 保 護 に
関 す る 日独 学 術 交流 」の 提 案 が な され 、 ドイ ツ側 は ミュ ンヘ ンのバ イエ ル ン州i匪文化 財'
研 究 所 が 、 日本 側 で は'li研究1幹が そ れ ぞ れ 事務 局 と な.aて、199年eド 成4)度 か ら学
術 交流 を開 始 した,科 学 研 究 費 「沼ミ・ニ スな ど伝 統 的 天 然樹 脂 塗 膜 の 劣 化 と保 存 に関 す
る研 究 」(国 際学 術{iJl究一 共llil研究)及 び 「文化 財 の微M.il.ii料分 析 法 の開 発」(国 際"7二術 研
究一 共同研究)を,,riLけ、iこに16iil二紀 か ら18世 紀 にか け て 、 東 イン ド貿 易 を通 じて ドイ
ツ をlII心とす る ヨー ロ ッパ に渡 った 輸 出 漆器 のi釧司査 とそ の 分析 、 保 存 方 法 に つ い ての 共
同研 究 を行 っ た,、研 究 の 結 果、 漆 の新 しい分 析 方 法 の 開発 と共 に ドイ ツ各 地 に あ る輸 出
漆 器の 調 査 が 進 み 、 輸 出 漆 器 の 研 究 や そ の 保 存 ・修 理 に大 きな貢 献 をす る こ とが 出 来
た,,こ れ らの 成 果 は 、1999(平成11)年 第131111「大 学 と科 学 」 公 開 シ ンポ ジ ウ ム 「海
を渡 っ た 文 化財一 様 々な す が た とわ ざ」 のll1で公 表 され 、 文化 、技 術 の伝 播 と、 国際 交
流 の 中 で 相 互 に影 響 を 及 ぼ して い く受 容 ・変 容 の す が た を説 い た 点 で 高 い評 価 を得 たC3
また 、2000(平成12)年 に は"EastAslanandEuropeanLacquerTechniques"(独語 ・
英語 、BayerischesLandesGimtfurDenk111alpfleg疋,,Monchen)、2001年に は"Japaneseand
EuropeanLacquerware"(独語 ・II・Is-illI、Bayeri5chesLandesamtfurDenkmalpnegε,MOnchen)
の 著作 物 を著 し、基礎 学 術 研 究 の礎 を確 ウ:した 、,
Ll独学 術 交流 は、 輸lll漆器 に 関す る研 究 に引 き続 き、科 学 研 究 費 「彩 色 文化財 の材 料
と技 法 に関 す る科 学 的 研 究 」 を受 け 、1捌ll:の彩 色 木造 彫 刻 につ い て 共 同 研 究 を実 施 し、
日本 で は ポ ー タブ ル蛍 光X線 分 析装 置 を川 い て 木 造彩 色彫 刻の 顔 料 の 非 破壊 分 析 な どを
行 っ た,
4第4,樹2001Cド 成13)イi三一2006eド 成18)イ1こ
2001(平成13)年4月 か ら、 当研究所 は独 ウ:行政法人 文化財研究所 東京 文化財研究所
にな り、保存科学 部では生物研究室 を生物科学研 究寮 と改称 し、よ り広 い視野で生物被
害防止 に関 わる研 究をi佐め ることを明示 した、研 究に関 して は、中期11標として決め ら
れた5年 間のis標に沿 った形で年度計画が 、γて られた、保存科学部では、iI.となる{つ
の 基礎研究 プロジ,【.クトを 、1.てた、化学 研究室 を111心と して研究を進 めている 「非破壊
調査法 に関する調査研究 」、生物 科学研究室 を中'已・として研究 を進めてい る 「臭化 メチ
ル燃蒸代 替法に関するlill究」、物 理研究室 を中心 と して研究 を進 めてい る 「k化財施設
の保存環境 の研究1で あ るC,また これ らの基礎研究の成 果をすみやかに海外 に紹 介する
とともに海外研究 者と研究 交ll'Lを1う二つのプロジェク ト 「文化財の保護に関する日独
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都道府県教育委貴会等に対 して保存科学 的見地 か ら助 言指導 を行 うなどri咋及
研修活動 も基硯1研究 と関連づけて充実 してい った1,
学術交流」 及び 「北米 の文化財保存研 究
機関 との国際研究交流」 を行 った。いず
れの研究成果 も紀要 『保存科学』 を通 し
てすみやかに成果発表 すると ともに、す
でに学芸員 として定着 している社会 人を
対 象に保 存科学 に関する講義 ・実習 を行
う博物館 ・)ヒ術館等保了∫:狙当学 芸員研イ1参、




虻化財の彩色材'料やり剖オを様 々な科学的 な 手法で調 査 ・角葺1析し、同定する研究 を進め
ている1,文化財 に用 い られる無機 材料 ・イガ機1オ料の新たな調査 ・分析法の開 発及びその
応川 を目標 と し、実験室規模か らダウンサ イジ ング した 闘∫搬 型機 器及びその周辺技 術等
に関す る基礎研究 を行い、ポー タブル蛍 光X線 分析装 置及び種 々の光学的 科」1の改良 と、
これらの 手法 を応用 した 文化財の分析iUl41を行った し図18〕1,
ポー タブ ル蛍 光X線 分析装iiliによ り、「源氏物1語絵 巻」、尾 形光琳 へ1、1「紅1'1梅図屏風1、
「燕r花 図1≠1・風」な どの国'il:絵画 をは じめ と した彩 色材料 調査を 重点ゴ1{」に行い、い くつ
かの資料について斬 たな知 見を得 るとともに、各時代 に使われていた彩 色材'料に関する
貴亜なデー タを蓄積 することが 川来た、,また、1・HI:1∈:稲荷:lllllゴ墳 出土金錯銘鋤lt」などの 疹
llゴ遺物や彫 刻 ・'1二芸1{1―1について も材料調査 を行い、い くつかの資料について 新たな知見
を得ることが禺来た.こ れらの調査は、科学研 究費Dl∫搬ラlll分析 機器をlllいた 未調 査 史
化財の材質調査に関す る研究」、「文化財の彩色材料の変遷 に関す る基礎 的研究」、「文化
財の彩 色材料の変遷 に関す る科学的調査研 究」 な どを通 して充実 した成果 を発表 してい
る1、さらに、バ ッテ リー駆動(AC電 源等不要)の ハ ンデ ィ型蛍 光X線 分析 装償 によ り
高松塚 ・キ トラ古墳 石室 内の壁画顔料の調査を実施 し、非常 に貴重 なデー タを得ること
が出来た(受 託研究 「特別史跡キ トラ古墳墓道部発掘調査及び壁画の保存業務」、2006年度1
新たに導入 したフ ァイバ ー投受光型分光光度計を用 いて漆工i7nn分析の検討 を行い、漆
に混合 された藍の反射スペ ク トルが、強い散乱光の影響 を受 けつつ も、主成 分 インデT
ゴ特有 の吸収帯 を検 出出来る事 を見いだ した。 また、ナ ノ秒発光寿 命測定 よる材質情報
3.36
取得 について も検討を始め、膠がその存
在状態 によって 異なる寿命成分 を・丼す こ
とが分か った 〔図19〕.、得 られた成 果は、
2(,04〔平成16)年に 開催 した度 第28il11
史化 財の 保ff二及び修復 に関す るllこ[1:祭伺「究
集 会 「史化財の非破1析
の最 前線一」 において発犬 された、,その
他 、非破壊 分析 に関す る 各国の 考え方、




















じめ とす る様 々な機器 開発が もたら した美術 史的 ・歴 史的期1知見な どが報{lrされた.、
材料 ・構造 に関わ る非破壊手法 を川いた調 査研究 として 、科・学研 究費 「我力{国の科学
技術黎明期 資料 の体系化に関す る調査 ・研究」(特定領域研究)v)1}1'li11ilill究「トヨタコレ
ク ションの材 料 ・技法 の分析 と保 存に関す る{ill二究」 を通 して、か ら くり人形や噴水 諸}}・
時計 な ど数多 くの江戸の優 れた技術 を研究す る機会に も恵 まれた、,X線透視撮 影・rljξで
は イメージ ングプ レー トを利川 した撮 影を進め、 各地 の一)さ術館の調 査に も協力 し、画布
の再 利用の検 出や薄い挽 き板 を巻いて作 った琉球漆 器独牛i}の構造の発 見な ど、 多くの新
知見がこれ ら調査を通 して見つ かってい る1.X線調 査 ∫・法 の研究 はり1き続 き進め られて
お り、科 学研 究費[K化 財の透 過撮影お よび材質調査 を1Ⅱ的 とした新 しいX線 検111器の
開発」な どを得て籍技 術開発に関わる基礎研究 を進めている1、
臭化 メチル燥 蒸代替法に関す る研究
かねて よ り'文化財燃 蒸 ガスと して広 範に川い られて きた 臭化 メチルが オゾン層の保護
のため、2004(平成16)年末に 全廃 され、2001('ド成13)年か ら20〔}3(平成15)年1斐に
は代替手法 の開発 が緊急 に求め られていた 、世界的に も麺 々の代林法が検討 される中、
わが国において も薬剤 を使川 しない方法 、薬剤 を使川する方法の それぞれ について使い
分 けを明確 にす るこ とが求め られ、 噛【倍llで種 々の臭 化 メチ ル燃 蒸代替法 の具 体的 な使
川法 を確立 した、臭化 メチ ル製剤の使用停1Lを1旦iえた2004(平成16)年から2005(平成
17)年度には、 臭化 メチ ル燃蒸代替法研究 の吊徐仕 ヒげ として 、総合的有害地物防除/理
qlltc・gratedP。51WlallageⅢem〕を」IXり人れた生物被._Yr対処法の周知に力 を入れた。
基礎研究においては、化学薬 剤のみに頼 らない代替手法の処理 仕様の確 ウ1と、代替燃
蒸薬剤のk化 財への1}多響 についてilに衡 寸した、低酸素濃度処璃1法に関 しては一11:1鋤莫

















博物館 ・美術館等(2001年度},自然史系博物館(2002年度)、公文書館 ・図書館 ・史料
















美術館 ・博物館 ・てヤ・城な ど様 々な施設
での 空気環境 や温翫}度環境 の調 査を行 っ
だ1空 気環境 の調 査に関 しては、変色試
験紙 法に1川えて、アンモニア と存機酸 を
そ れぞ れ個 別に1卜定lllll白に 判断 出 来る
パ ッシブ インジケータ(商 標名)に よる
評価 方法を導入 し、博 物館 ・美 術館等で





























川越市 山車収蔵施設、長浜市 曳山収蔵川1のi㌃蔵、熊 仙 頗t要 文化財 「細川家波 奈之 丸
舟屋 形」の展示施設 などの温湿 度測定を行 うと共に、建造物 の構造 、換 気IIll数な どを調
査 し、湶湿度 の安定性 と建築物 の構 造、換気回 数の関係 を求めた 〔図21〕II
九州国立博物館の壁fj`き展/'ケー スにおける換気 回数、温 度、 相対湿度の測りヒを行い、
換気回数が温 湿度に'」・える影響 を調riした 展示 ケー1,の換 気lll1数測定法1こ1塾1する室内
試験 を行い、換気回数測定法の比較 を11"たr,
土破や建材'の水分特性 は、 文化財の展示収蔵施 設内σ)湿度の安定性 を訓乏価す る ヒで 重
要な因rで あ る 、L幣 、 レンガ、木材な どの建材を川いた実験 に より、それ らの水分特
性 を求めた、,これ らの物理定 数をシ ミュ レー ション解析 に川いた,九 州 国 軸 糾頒f{の文
化財収蔵庫川建イこイ'として使川 されるll喜1産杉材の試験法 に関する検 討 を行・・た、、
展示収蔵施設の シ ミュ レ・一ション解析は、展示収蔵施1没内の温 湿度変 化を外気の ・rl:ri{111L{±li;
度変化、換 気回数や建材の熱物性値や水分特惟 か らJ・測す ることであ り、施設 内の環境
の現状把握 、施設の」崇境 の改1を 番灸討するLで 有効である、、ここでは、熊 本城 「細
川家舟屋形」の展示 環境 の調湿 建材'を川いた改 修に関 して数値 シ ミュ レーシ ョンを行い、
この調湿建 材の有効性 について確 認 した(受 託研究 「弔:要文fヒ財 『細川家舟屡ヲ1多』の保存
瑞#黄i言周査」、2002、2003イ「】斐)、,
また、川越市のIII車収蔵寿缶設の温湿度変化が、建物 の構造や建 材の種 類に より異なる
とい う測定結果 に関 して も、数値 シ ミュ レー シ ョンに より、 この違いが建材の水分特性
及び換気il岨数によるものであることを示 した、 これ らの結果か ら、文化財 を取 り巻く環
境 の評価 、対策 方法の 策定に関 して、シ ミュレー ション解析が有効であ ることが分かっ
た 〔図2211,







β 綴 境 に関す る研究」」 、1で墳 やIII・j窟遺跡
の保存対策に関す る研究」、受託研弓冠 「特
別 史跡 高松塚 占」ユ「重壁Ilhl保存 対 策等i調査
業務」(2(」04年度 一)、「特 別 史跡 キ トラ
古墳 保 存:対策等渤ll査業務」 〔2004年度 ～)
を通 して、大 きな成果 を得、高松塚1Ⅱr墳
や キ トラIll墳の保 存 対 策 に役 立て られ て い る1,
文化財の保護 に関 する日独 学術交流
Il独学 術 交流 は ユ999e拘茂ll)年度か ら2{〕02el城14)年1蔓にか けて、1国1ヒの彩色
木彫像の 研究 を中心 に彩色文 化財に関す る共同 研究 を行 ったが、その成 果をバ イエ ル
ン州 、'1:'文化 財'{iJl;究所 と共1司で 論K集(英 語 ・71+fli17`咽liistoricalPolychr(}my"{Michael
K〔!hlclltha】andSadatoshiMiura,HlrrnerVerb#;M亡lnclle11,2〔〕〔〕4)として出版 した。 ドイツ
側はf:にバ ロ ック、ロココ時代の彩 色木造彫刻の彩 色材料 ・技法 とその保存について報
告 し、1図く側 は切金装飾ぺ・金泥塗 りも含めた木造彫 刻の彩色材料 ・技 法及びそれ らの歴
史に関す る研究 を報 告 した.、本の内容 は、1.18111:紀ドイッの彩色彫 刻に関する研究 、2.
fの 彩色彫刻 に関す る研究 、3,科学的研究の3畔こに分かれ 、全 部で27編 の論文 を含
む576頁(24x30cm)の本 で、1[本の彩色彫 刻の歴 史や材'料・技 法の研究 を!1堺に紹
介する英 文の研究書 と しては初めての ものである 〔図23〕,7
2003(平成15)年凌 よリ ドレスデ ンニ[科大学 との問で 「疋1造文化財 、石造建造物の保
存」に関す る共同研 究 を行 ってい る,、2003(・1∠成15)年には、711から91!にかけての
2ヶ 月間、保存科学部 の研究 員が ドレスデ ン.1二科大学 を訪問 し」キ同研究 を行 った[)研究
テーマは、建材に使 われてい る石材 、断熱材な どの 多孔 質材料中の水分移動 、熱移動に
関す るシ ミュレーシ ョン手法 、水分特性 測定法の研究であ る。具体的な研究内容 と して
は、北海道開拓 の村 で行 って いる土壁中の水分変化r温 度変化 を温湿度 や 日射 などの燦
境 条件 をもとに シミュ レーシ ョンを行い観測結果 との比較 を行った。
2003(平成15)年11月には、 ピー ター ・ハ ウプル(ド レスデンII科大学建築環境研究
所教授)、ジ ョン ・グル ネワル ド(岡研究員)、ル ドルフ ・プ ラーゲ(同)、 ハ イコ ・フ.[
ヒナーq司)を 招聰 して、「石造文化財、石造建造物 中の水分 移動解析 と水分特性の測定 」
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llll刑ず1湖究
に 関 す る研 究 会 を 開催 した1,また 、 プ ラ ー ゲ研 究 員 ら と 、
X線 を川 い た 多孔 質材 料の 水 分特 †生測 定 を 共1"1で行 ・,た,
20041'白北lfi]年、21}05eF成Ir]年に は 、 ドレ スデ
ンil科・1.1.[rの 研 究Uを 招1〔1与して 、 共llilで
弼1二究 を行 う と 共に 「建 築材'料の 水分特'性、Iillll湿特 性 のfill:
究 」 等 に関 す る研究 会 をll}」催 した,
北米 の文化財保存研究機関 との国際研究交流
中期 目標 において定め られ た協力事業 及び研究機 関 ・
専門家 との学術交流 について、当初 拷 ヒした とお り5年



















サ ック ラー 美術 館 の研 究 者 や カナ ダ 文化財 保 存研 究 所 σ)研究 者との......,r一術 交流 を行 った1,
カ ナ ダ保 存 研 究所CanadiallC〔,nservationIn5tituk}(L'G1,1972年設 、ン:、カ ナ ダ 対 ヒIU
局)は カナ ダ国内 の文 化 財 保fr:のた め に設 、ヒされ た研 究 所 で あ るが 、保 存燦 境 に 関 す る
研 究 を進 め る だ け で は な く、北 米 を中 心 に 田:界中の 博:物館 ・)ミ術 館 等 に対 して 保 存の た
め の助 言 やLji"il1,r一を行 って い る,カ ナ ダで はす で に燃 蒸 以 外 の 代 替殺 虫1」ξへ 移 行 してお り、
代 替 法 や シ ス テ ム の 研 究 、運 用 で学 ぶ べ き点 が 多 くあ り、 ㌦り二門 研 究 者 で あ る トム ・ス
トラ ング を招 聰 してIPM(総 合的害 虫管理 〕や 温 度 処1:111殺虫 法 につ い てσ)lill究交 流 を行
い 、 あ るい は'11研究所 のICI.)二門 研 究 膏 を カナ ダに派 遣 して 代 替 シ ステ ムの 運 川 の 実 際 と 方
法 論 につ い て の 調 作 を行 うな ど研究 交流 を進 めた1.?t)(74〔'r成14i)イ1こ度 は トム ・ス トラ
ン グ(CCDを 招 聴 し、 共1司でIPMワ ー ク シ ≡iップを 行 った、,この 共同 リ ー ク シ ≡1ップ
は、IPMの 方法 論 を 具 体 的 に学 ぶ 場 をll・1内博物 館 等;に提 供 す る ㍉1〔門lill修で あ る だ け で
は な く、 博 物 館 ・美 術 館 等 の 実 状 に 沿'・て 各llこ1の～11門研 究 κがIPM研 修 方法 をllξIIゴ1で
組 み 立て て い くこ とが 出 来 た1,2〔〕{}5〔平成17)年1芝は ス1・ラ ン ゲの 招ll噌時 期 にあ わせ て
「IPMコ ロキ ウム 」 を 開催 し、【PM∫～法 に よ る管 理 を実 践 してい るIl{1内の5博 二物 館 よ り
そ の 実 例 報告 が あ り、 参1川者 と有 益 な 意 見 交換 が あ っ た,ま た北 米 や ヨ 一ー一 1.:!ッパ にお け































りや遺構の保 存技術な どの開 発を行い、合成樹脂
の応川範囲の広 さと有効性 を示 した、
屋外X化 財の保存の 分野では、石造及び金属 文
化財 表面の汚れや カビ、苔 、地衣類な どの生物の
クリーニ ング法、その 後の 表面処理法の開発など
を行 った1,この研二究を きっかけ に して、屋外 文化
財'に対'する周辺環境 による影響が問題視 されるよ
うにな り、改めて屋外環境調査の必要性が 認識 さ
れた,こ れ らの研究で培 った保存修復技術が 、鎌
倉市の高徳寺国宝 多1可造阿弥陀勿固ξ坐像 いわゆる鎌





・川i.遺物 の保存処理法 に関す る研 究
・木造人頭 標本の修理処 置
・合成樹脂 に よる彩色剥落」iめ技 法(7)研究 と実施
・イ1造k化財の修 復処 置に関する研究
・屋外 露出の鉄 製X化 財の保 存処置法 の研究
●遺解亦、」遺艀孝(7){呆イr`こi剰づ弓る石牙つと
・染織 品の 保存処 置の研究
・r・:!1銅製品の修復処置 に関する研ラ埴
1鎌fτi1、
「 ・般 研 究 」 の 題ltは 以i・'の通 り
ら寒所出 ヒ複製品0)保存 と修復に関する調査



































































合成樹脂 による保存修復 は、多 くが壁画や障壁画 な どの絵 具の剥 落止め に川い られて
いる、,例えば、昭和50年 代 に行 われた桂 離,....,.i'illi院・中ll}:院の 保存修 復では、欠):し
た木材 部分の補填 や失われた木の節や木 目な どを人工 木材で修復 されてい る、 しか し、
先に挙 げた桂離宮 の例で も近年 人工木材に よる屋外部分の修復部分が著 しい劣化状 況 を
1`牝てお り、合成樹 脂に よる修復は厳密な使用条件 及び保存環境'ドのみで11的と した物
性 を発揮す ることが出来る とい うことを明記 しなければならない。
(2)「伝統的製作技術 及び修復技術の研 究」では以下の調査研究 を行 った。
・1973(昭和48)～1974(昭和49)年 中尊寺金色堂漆芸部材の修復
・1974(昭和49)年 にか わの劣化 と顔料の変退色
・1976(II,和51)年平安時代漆芸技 法資料一仏功徳蒔絵手箱 ・蓮唐草蒔絵経箱一
・1977(昭和52)年 東大医学部像 人頭模型 の製作技法調査 と保存処 置
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Ⅲ 調査研究
伝統的 な修復材料や技術 は、長い経験 に),1つい て確 、Zして きた ものであ り、 文化財修
復の根幹 をなす ものであるが、技術や技法 を自然科学的に記述 し、問題IIIを明 らかにす
る とともに改良 を行ってい くこ とも重要な仕事で ある。 この ような観点か らi記 のよ う
な調査研究が行われた。その結 果をこれ らの修復 に生かす とともに合成樹 脂な どの新 た
な材料や技法 との比1咬評価 も千rl:った、,
(3)川 ヒ遺 物 の 保 存 処 置法 に関 す る研 究
出 土 金 属 製 品 のIfiltip;化に合 成 樹 脂 を使 用 す る応 用 研 究 を行 っ た、,使川 した樹 脂 は 、
ア ク リル系 樹 脂 、 二 液 タ イプの エ ポキ シ系 樹 脂 な どで あ る。 従 来の 使 川 法 か ら比 較 して
格 段 の 作 業 性 の 向 上が 見 られ た。
以 下 の よ う な修 復 を応 用 研 究 と して 行 い 、 良いri」:11,IIIIを見た,
・1971(昭和46)年 日光 男 体ICI山頂 祭事 遺 跡 出i鉄 器
・1971(昭和46)年 宮 城 県iii:[:遺跡 川 ヒ弁柄 漆 塗櫛
・1973(昭和48)年 黄 金塚 古 墳 出 上鉄 器
・1974(昭和49)年 伊 達 政 宗 廟(瑞 鳳殿)墓 所llli副葬 品
・1974(昭和49)年 観 音 山 古墳 川 ヒ,t;.属製lll冨i
・1975(II"n和50)年岩 手 県堀 野llゴ墳 川一i:蕨f刀
・1975(昭和50)年 松 本 市 桜 ケ 丘占墳 川 ヒ《融llil天冠
●1976(ll召羽151)イF三 重 貯し1}lhl∫愛 マfihI㌧∫`'重lIlf-('/)石〉針i甘甲iiiTl、
第2期1989(平 成元)年 ～1994(平成6)年
今期で は、研究テーマを ド記の2点 に集約 した1,
(1)文化財の伝統的修復材料の研究
(2)屋外 文化財の劣化過程の調査 と修復 ノ∫法の開発
(D「文化財 の伝統 的修 復1オ料0)研究」では、次 に挙げる 文化 財に関 して調ii及び修
復 を行い、伝統的修復材料であ る膠や漆に加 え、セルロー ス誘導体やア クリルエマ ルジ ョ















(1)「文化財 にお ける環境汚染 の影響 と保 存修復 法の開発研 究」で は、屋外 にあ る文
化財が環境 汚染か ら受 ける被害につ いて 、従 来の修復のみの処置だけではな く、修復前
の畷境観測か らの劣化 原因の解明 と修復 後のモニ タリングを含 む総合的な保存修復計画
を視野に人れて、調査法及 び修復法 の開発研究 を行 った。環境観測のためのステーシ ョ
ンを鎌倉市高徳院 ・奈 良市東大寺 に設{置し、環境汚染物 質が文化財 に'」・え る影響 を調査
し評価 した。 この事業 は韓国図立文化財研究所 と石造文化財の保存 と修復に関する共 同
1り1究であった。
r1杵磨崖仏では、岩体か らの湧水量 や含水率の変動な どのデー タ収集が行われた。厳
島神社では建造物 の漆塗装の耐候性 向上 のため に、 ウル シオール三1.体の新塗装法の開発
と丹塗 り塗装 の変色原 因調査 と対策を行 った。 日光建造物 群では漆塗膜 ヒに起 こる変 色
の原因究明 と、胡粉彩 色上の カビ発生 と環境 との関連 を調査 し、環境制御 による対策 、Z
案のための基礎 資料 を得た、,さらに、11光山内での温度 ・湿度 ・雨一"-Jj.t.などの通年観測 を


















靖 国神社 、11本航空整備'【二場 な と'に保管 されている機体の修復材料 ・方法 などの調査 と
環境測 宛を行 った1,また、船舶 に関 しては、み ちの く北方漁船博物館 は じめ関連博物館
を調査 した 〔図2〕、,近代のK化 遺産特有の問題 を研究するために国内外の研究者 を招 い
て研究 会を行 った,,そのテーマ と開催年は次の通 りである、,
。1998('ド成10)年 煉!`の保イ∫:につい て
・1999ei孔成1Dfr航 空機の保存:・修復 について
・2000(平成12)年 舟1}舶の保存 ・修復 について
(3)「漆 の加熱硬化 の メカニ ズム に関す る調査研究」で は、 文化財の金属 表面にほ ど
こす焼付漆の工法につ いて技法の調査 を行ったr,この研究では、焼付温度 を変 えなが ら
銅板 に焼付 けて密着性 、硬度、平滑性な ど とともに物性の変化 を調査 したcfその結 果、
密着性 について は120℃で4時 間の焼付時間の場合が もっとも高いこ とが判明 した、,ま
た、硬度の変化 では焼付温度の高い ものがr硬 い塗膜 にな るこ とがわ かったC,これ らの
研究 をふ まえて、18世紀後 半の輸 出漆 器であ る蒔絵 プラー クの 製作ll程の復 元手板 の
作成 を行 った。
(4)「近世輸 出工芸 品の爽証 的研究」は、llll際K化財保存修復協力セ ンターで行って
い る 「在外El本古 美術 品保存II参復'1礫」で海外 に所在する 「[本の輸出1二芸lll11が修復のた
め に里帰 りをす る機会 をとらえて、材料及び製作技術の調査、様式の変遷 などll{【内iis.1;
陥 との比 較研究 を行った 、またr海 外 か ら3人 の1↓ξ門家を招耳勢し、以 ドの通 り研究発表
会を開催 した、,
・「ポーラ ン ドにおける11本の11芸品の保存 について」1ドロー タ・ロス ・ミエ レッカ(ナ
エ ドロ1L旺泣r曹:物館東洋音ll長)
・「リンデ ン美術館の 東洋 コレクションについて1:ク ラウス ・ヨアヒム ・プラ ン ト(リ
ンデン美術館東洋部⊥走)
・「初期の 日蘭交易(長 崎商館長日誌より月:シ ンシア ・フ ィア レ(ラ イデンた学調査li)
(5)「敦 煤 文化 財 保 存修 復 に 関 す る 調 査研 究」 で は、 第2期 の 保 存1隆復 び)ため の情 報
を コ ン ビr_r一タ人)」して デ ー タ管 理 シ ステ ム を 、kち1㍉げ たが 、 第3期 で は..術↑li報並 び
に 図 面 表 示のIll来る簡 易写11.測lll:図化 シ ステ ムの 開 発 と操f乍研 究 をff'・た1,
3〃
第4期2001(平 成13)年 ～2007(平成19)年
文化庁の施設等機 関か ら独 立行 政法 人に移行 した2001(平成13)年か らは、5年 間の
中期 日標 に基づ き、下記 の通 り中期 計画プロジェク トを進 めた。
(1)「近 代の文化遺産の保存修復 に関す る調査研究」
(2)「周辺環境が文化財 に及ぼす影響評価 とその対策 に関す る研究」
(3)「伝統 的修復材料 に関する調査研究」
(4)「レーザ ーによる文化財 クリーニ ング法の開発研究」
(5)「焼 損文化財の保存修復に関す る研究(2003年3月までの2力 年)」
(6)「文化財の防 災計画 に関す る調 査研究」(2003年4月～)
(7)「在外 日本古美術品保存修復協 力事業」
(8)nll際研修 『紙 の保存 と修復』 及び 『漆の保存 と修復』」
(9)「敦煤莫高窟壁画保存修復 に関する調査研究」
2006('ド成18)年4月 には、新たな中期 目標の策定に伴 う業務 見ill{しが行 われ、 下記
の通 リプロジェク トが進め られた。
(D「岡辺環境が文化財 に及ぼす影響 評価 とその対策に関する研究」
(2)「文化財の防災計画 に関す る調査研究」
(3)「伝統的修復材 料及び合成樹脂 に関す る調査研究」
(の「近代の文化遺 産の保存修復 に関する研究」
(5)「国際研修 「紙 の保存 と修復』 及 び 『漆の保存 と修復』」
⑥ 「在外 日本古美術 品保存修復協 力事業」
「近代の文化遺産の保存修復に関する調査研究」は、1998(平成10)年に開催 された
第221111文化財の保存及び修復に関する図際研究集会 「近代の文化遺産の保存 と活川」
から引き続き行っており、航空機 ・船舶 ・鉄道及び鉄道施設 ・大型構造物など毎年テー
マをIiえて、保存活用に関する欧米の事例 を調査するとともに、我が国の現状把握のた
めの現地調査を行った。特に欧米における情報収集に関 しては1ド イッ技術博物館 と共
岡研究の覚書 を交わ して研究者の交流を行った。さらに、重要文化財 ・0.5t及び3tス
チームハンマー(旧横須賀製鉄所設麗、〈1865年、オランダ製〉)や屋外展示航空機資料(かか
みがはら航空宇宙博物館)に関 しては、その保存状態の把握、よ り良好な保存方法の提
案のために環境計測 を実施するとともに、防錆塗装に関する現地試験 を継続 して実施 し
た。特に二式大艇に関しては、船の科学館に屋外展示されていた時代から観測 を継続 し、
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産の保存修復に携わる研究者 ・修復技術者やr同 領域で活躍する我が国の研究者 ・修復




ある石造文化財 ・木造建造物を対象に、劣化現象を把握するための周辺環境計測 を行 う
とともに、劣化の進行を妨げるため環境制御方法や耐環境性の強い修復材料の開発を
行った。















タリングの実施 に向けて、気 象環境 や環境汚 染物質濃度 の観測方法、取得デー タを報告
Ill:にする方法な どの所 有者や管理者 への技術移転 を'(1'った。現在で は、管理者である 日
光ll∫が現地観測 及び報告lll;作成 を自前予 算で実施 してい るC,この結果 は、地 方公共団体
の 文化財保護担 当者 が保 イf:環境モニ タリングを持続的に行えるこ と、 またモニ タリング
を行 うこ とで よ り積極 的に 文化財'保護に関わる体 制作 りがllr能なこ とを示 してお り、今
後 多くの 文化財へ適用出 来ると考えているn
また、11周辺 環境 がK化 財 に及ぼす影響評価 とその対策 に関す る研究 」は、韓 国11`位
史化財'研究所 との共 同研究で もあ り、1996(/城8)年か ら研1の 交流を開女fiした、 また、
2002(1'成M)年よ6}、毎 年1回 のペー スにて1Ⅱ韓 交'1:で研究 報ll護≒を開催 し、発表 ・
議論に より1`Illl】・【の研究 者が惰 報交換Ilh来る ように改めた、 さらに、両国で類似 したサ イ
トを選定 し、 共1司で現地調 査をfゴうとともに得 られた成 果の比1咬を行'・た1,その結 果、
石造 文化財の 覆屋(韓 国では 「保護閣」と定義)の 環境性能許fllliなどに関 して多 くの 共同
成 果が生 まれた、,
if」1統rl勺修復材'窄:1・に関す るi調査研ラ℃」 では、 丈化財'修復1オ料1こついて 製造法 ・適111法
な どを調査研究 し、適正 なX化 財修復を行 うための基礎 を築 くことを」1的と した、伝統
的修復材'料の製 法 ・1吏川技法 ・材'料物性 な どの研究か ら、伝統技術 を記録 しその有効性
について科学 的な検 証を行 った、,また、得 られた結 果をもとに、現在の環境 も踏 まえて
よりK化 財修復 に適 した技術や 材'料の 開発 も行った.,20{〕6〔/毛成18)年4jlからは、 裳
i一しによ り 「伝統II勺修復材幣1・及び合成樹脂 に関す る調査研究」 と名称 を変え、 文化
財 修復材料 と しての合成樹脂について過去の嘉例の 再評価等の研究が加 わった 、
その結 果、修 復現場 で使 われる糊や膠 などの援 着剤 ・膠 着剤の物性 が明 らか とな り、





が明 らか になっ た 〔図5L、紙 に関 しては、
本紙 の調査 方法のlllj発と修復紙の最適化
とい う観点か ら研究 を進め、適切な修復
紙 の選択 を行 うための本紙 の調査方法 を
検討 し、基礎デ ータの収集 を進めたC,焼
付漆 に関 しては 、耐候性試験 を111心と し
た研 究 を行 いY天 然漆及び ウ レタン変成
漆の焼付 に関 して有効 なデー タを得た[]
得 られた成果 は報告書 『伝 統的修復材
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料 に関す る調査研究』1～-5(2{〕02～2{〕07年)をFI」行す る とと もに、「f云統 的修復材'料
に関す る調査研究会」 を通 じて、伝統rl{」修復材料 を取 り扱 う技術 者な どへ の周 知を行っ
たnま た、調 査研究で 得 られた成果 と交流を もとに、2005e内茂17)if.に第35回 文化
財保存修 復研究 協議会 「伝統的[体 画修復 材'料へ の科学 的アプ ローチー 近年の動向一 」
を開催 した、,伝統的であ るが故に歴 史の中で変化 して きた絹 、紙 、接 蒋剤につ いて、製
法 の現状 や、現時i'iにおけ る使川Lの 注意点な どを科学的 ・技術的側面か らilr検討を行'」
た,,
「レーザ ー による文化財 ク リーニ ング法の 開発研究 」では、木造 仏の寄木部 分に付着
した 麦漆 、彩色のある漆 喰の汚損、石造文化財(特 に大理イDの 汚損 を対象に クリーニ
ング実験 を行 った。赤外線 レーザー は黒色物質に反応す ることが知 られてお り、1ryな
ど黒色 を是す る接 着剤 、彩 色のある漆喰の黒色斑 点、大理石 に付普 した環境汚 染物質な
どは、 レーザー クリーニ ングが有 効であ ると考え、室 内実験 を行 った、,結果、 麦漆 に関
しては、 その ものの除去 は成功 したが レーザー照 射部が焼 け焦げ木造 文化財へ の使川に
は注意が必要で あること、彩 色のある漆喰の汚損 に関 しては、その原因 となる2種 類の
カ ビへ は過酸化水素水 と比較 して も同様の分解 効果が得 られた ものの、彩色へ の影響が
大 きい こ とも同時 に判 明 したt,その 中で、大理石の クリー ニ ングに関 して は、韓11{1国
、匿111央博物館で展示の敬天寺±ll二十層石塔(国 宝第581」')の保存II参復 ―1事で使 川する中で 、
他の 方法 と比較 して安全性 が高いこ と、後処理が 簡便 であるこ とが明 らか とな り、同種
のK化 財での 有効性 を確認 した,
「焼損 文化財の保存修復 に関す る研究」で は、焼損 した木造 文化財の 合成樹脂 による
炎面強化 につい て実験 に よる評価 を行 った、 また、合成樹脂の 含浸 方法では、刷{三によ
る塗布や樹 脂溶液への浸漬な ど従来の 方法のほかに、減圧 含浸 による実験 を行ったf)試
験II「の電子顕微鍵1」二真 に よる比較 な どか ら浸透性 の評価 を翁:った結 果、ア クリルエマ ル
ジョンを減圧含浸 する方法力書最 も浸透性 が高 く長lfll強化 に効 果的であ ることを究明 した、1
成 果について は報{lhll;『焼{1iK化財の{呆存修復1こ関す る酬;究報告 嘩1}:』(2003年)として
同行 した、、
「X化財 の防災計lllilに関する調 査研究」は20〔〕:3el勺茂15)年4月 よ り始 まった,,建造
物K化 財'の多 くが木造である我が国では、火災による被害が 多い ため 世界で も先進的な
文化 財'防火 技 術 を 有す る1、しか し、1c]{15覗成7)il:111の阪 刊1・淡 路 人震 災で 多数 の
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文化財が殿損被害 を受けたこ と、また地震 だけではな く台風や豪雨 によ り広域 な文化財
被害が観測 され ることで、広範囲での文化 財防災計画 を立てる必要が 出て来た。そ こで
修 復技 術部で は、大規模なs{f..11i-.1然災三ii{:による広範囲の文化財被害 を早急 に把握 し、 合理的
な応急対策が可 能 となる ようr地 理情報 システム(GIS)を用 いた 文化財 防災情 報 シス
テムの開発を行 ったr.また、文化財防災情 報 システム と台風経路や活 断層マ ップなど災
害情 報を喰ね 合わせる ことで、被 災 文化財の地理的傾向や地震被害 を受 ける確率 などか
明 らか となった,,さらにk化 財防 災情報 システムに各 文化財の殿損 ・修理履歴の11`?　1を
追川 し、災zに よる文化財 被.fl"1の時系列把 握をIlr能とす るとともに、1く常時 に も右効 な
情 帳が提供川 来ることで地方公共団体担"i=などの文 化財管理 持が仙川出 来る ように し
た,,
史化財'の保 存修 復に関する研ラ℃分野で は、被害を受 けた文化財についての原因究明 も
弔:'i`'であるが 、1司様の 災害で被 害が ない 、も しくは軽微で済 んだ 文化財について、その
理 山を考察す るこ とも重要であるr,例えば1!1雨塔 ではr火 災によ り焼 失した谷中 ノ[二Er:塔、
台風に よ り倒壊 した四天 旺浄五 重塔 とい う例はあるが 、大地1a'によ り被害を受 けた例は
皆 無である,7そこで、 ノ1二弔塔 を対 象に常時1版動測定 を行 うこ とでそれ らの振動特性U)把
握 を試みた、
また、K化 財防 災に関する先行研究例 を収集する とともに、 文化財防災の ノく切さを広
く ・般 に知 らせ るため 、「K化財の防 災計lllliに関する研究 会 」を開ll旧,た現 在まで に
;ilcの研究 会を開催 した(「第IIIII一文化財防災へσ)道一 」、1第2【III一一震 堤から」ζ化財をk
もる一」、「第311」一:.:1:'la災から〕こ術1二芸品をまもる一」)が、そのll1で災害 に よる 史化財被災
状 況、被災 した 文化財の救援活動 、行政 や美術館 ・博物館 における危機管鯉、消防署な
どに よる地域 での取 り組みな どにつ いて 講演 ・討論 を行 うこ とで、k化 則防災 に関凸4る
情 轍を広 く国民 に周知 し、文化 財防災に関わる人々の ネッ トワ・一クをつ くることがlh来
た、,
「在外If本古美術 品保存修復協力事 業」は、1991(平成3)年 よ り絵phjを対 象に、1x)97
いF成9)年よ り工芸品 も対 象 を広げて、海外の美術館 ・博物 館への協 力を行 って きた,
2001いド成13)年か ら修復技術部の担当 とな り、修復 内'7'の検討 、修復f!ll品の写真記録
の作成や整理 ・保存 、輸送手続 きに責任 を持 って当た ったV2007eF成19)年31」1くま
で にi絵 画177点、工芸 品146点を修復 し、無事所有者 へ返却 した(各 年度の'1`前1,ll1査
及び修理嘱業については1『資料編』67～76頁参照)。
預かった作 品の修復内容や歴 史につ いては、和文 ・英文で記載 された 『在外ll本占美
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術ll巳Ill呆存修 復1筋力'拝業報1畳hl}・』 を4り三年 刊
行 し、広 く国 民 に公 開 した、、また 、在 外
日本 占 庭術 品 の 修 復 を通 じて 得 られ た 新
しい 知 見 な ど は 、 第32回X化 財 保 存 修
復 研究 協議 会 「近!lll輸llUl芸lll冒1の保 存 と
修 復 」(2002年)など にお い て 報 告 を 行'♪
た,,
「国際研 修 『紙 の保存 と修復』及び 『漆6i・Ki際 研修frの保存と修復」研修風5;,:
の保 存 と修復』」 は、ICCROMとの共催事業で ある。1999(平成11)年は漆 をテーマに
開催 し、その後 は紙 と交互 にテーマ を変えて研修 会を行 った 〔図6〕。 それぞ れの テーマ
につ いて、材料や技法な どの基礎 知識 、基 本的な取扱 いノ∫法 について、講義 及び実技 か
ら学 んで もらうとともに、エ クスカー ションで産地や修 復現場 を視察 し、我が国での保
存修 復の実 際を理解 して もらった、,1992(1城4)年の研修開始以降、紙 コー スではlo3名、
漆 コー スで は34名の受講者 を輩 出 し、1,1礎知識 を持 つ海外学芸 員の ネ ッ トワー クがIHl
界中に広が りつつあ る(各 研修σ)詳細については、『資料編』207-215i'i参照、口絵掲載),,
「敦 煤 莫 高 窟 壁plli保で∫1修復 に 関 す る調ii研究 」 は 、敦,r,;!:研究 院II-{r究所 との 共同 研
究 も第4期 と な り、修 復技 術 部が 担 当 して 壁 画修 復 に関 す る調 査研 究 を行')た,,f=.に、「壁
画 修 復 履 歴 管 理 シ ステ ムの 構 築 並び に 運 川 」、「壁lllli修復 材 料 の試 験 施1二と改 良 」、 「llllI
壁 画 修 復 用 語 集 の 同行」、「光学 的 ノ∫法 に よる壁lllli彩色技 法 の 調 査 方法 に関 す る研 究 」 に
つ い て の調 査 研 究 を実 施 し、2004('ド成16)年 ノ支び2005(1城17)年 夏IUIに第53窟 の
壁 画 修 復 を実 施 した(2003年は 重症 急聖1三呼吸 器症候 群 〈以 ド、SARSとす る〉 を原 因 とす る
渡航 自粛 に よ り中止 した)、,研究成 果は 、2004('F成16)年に開 催 され た国 際 シ ンポ ジ ウ
ム 「Conservationof//ncic-antSitesontheSilkRoad-SecondInternationalConference
ontheConservationof(〉〉-oitoSites(邦題:第21111洞窟壁 画{薯ミ存 に関す る国際研究 集会一 シ
ル クロー ド古代 遺 産の保fr二)」な ど に お い て一 部 を 公 表 す る と と も に、2006(平成18)年
31!にi:ij行した報 告ll}:『敦 娘 莫1萄窟 壁 画 保 存 修 復 に 関 す る 日11・1共同研 究2005』にお い て
総 括 した,
また 、 ゾ ロ ジ 」.クトで は敦 煙 研 究 院 保 護研 究所 よ り研 ラ℃員 を受 け 入 れ 、1ケ 月程 度 の
研 修 を実 施 した,初 期 は 、 「壁IIIIi修復 材 料 の 試験 施 工 と改 良 」の 室 内 実 験 を 行 うた め の
試 料 作 製 や実 験 遂 そ1二がLな 研 修 内 容 で あ った が 、我 が 国 の 修 復技 術 者が 実 際 に 敦煤 莫
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高窟 の壁画修復 に携 わる こととな り、修復 に関す る考 え方の 日中の相 違 を埋 め るため、
2004(平成16)年よ り我が国の文化財修復現場 の見学 を研修 プ ログラムに加 えた。
3文 化財の保存及び修復に関する国際研究集会
修復技術 部では、過去 に6度 「文化財の保存及び修復 に関する国際研究 集会」 を担 当
した、,調査研究事業 や文化財保存修復研 究協 議会の 成果な どを海外へ情 報発信す るこ
と、 また海外の事例 を国内へ 紹介するこ とをlj的に題 目を設定 し、国内外 の招聰講演 昔
による講演 ・討論 を行 った(各 会のプログラムは、『資料編』127～180頁参照)。
第1回 「木 の保存」1977(lli和52)年11月241i～2811
第1回 目の題llは 「木の保存(ConservationofWood)」と したが、 これは我が国にあ
る文化財の特徴 や保存修復に関す る先進的な思想 ・技術 を世界に発信す るの に 「木」 と
いうキーワー ドを外せ なかったか らである。 会議で は、海外6名 を含む12名 の講演-者
による講演 ・討論が行われた、,我が 国か らは、
「木造建造物の構造的補強」
「Ii本における木造建造物 の保存及 び修復における原則」
「木造 文化財の生物劣化 とその 防除」
「合成樹脂 による劣化木材の強化 及び修復」
「II本にお ける彫刻品の保 存」
「'ド城宮跡か ら出土 した水浸木材の保存処 置」
について講演 を行い、多種多様な我 が困の木製文化財に関 して、保存 修復の理念や技術 ・
材料 に関す る先進事 例を発信 した。 また 、海外 講演者か らは 、
「歴史的建造物の劣化 した木質部材の構 造的修復」(カナダ)
「ダッカ博物館 にある大 きな水浸木材の保存処 概に関す る問題点」(バングラデシュ)
「家具を含む木工芸 品につ いて」(タイ)
「イン ドにおける木工芸技術」
「イン ドネシアにおける木製遺物の保存 につ いて」
について事 例報告が あ り、木製文化財 をめ ぐる海外の状況について も情報共有が行われ
た。 また会議後は、奈良 ・京都の木造建 造物 や木造彫刻の修理現場 な どを訪問 し、我 が




第6回 の 題 目は 「木 造 文化 財 の 保 存 に 関す る国 際研 究 集 会(TheConscrvati<mof
WoodenCulturalProperty)」で引 き続 き「木 に関す る研究 集会 となった。これは、1980(ll召
和55)年に開催 された第21回ユ ネスコ総会 において、翌年か ら3年 の うちに 木材の保
存 に関す る国際 シンポ ジウムを開催す るとの提案が なされたこ と、 また木材の保 存修復
に関す る定期研修 コー スの 開催準備 も兼ねていたことに よる、,その ため、 この回の研究
集会 は当研究所 とユ ネスコの共同i三催 となった。
基調講演 は文化財保護審議会の関野克が 「日本におけ る木造建築の様相」 とい う題 目
で行い、我が国の伝統 的木造建築及びその技術 を紹 介 し、それ らは将来 に残すべ きもの
で あると指摘 した。我が 国か らはその他に も、桧や杉 など我が国の木材の特徴や、木造
彫刻や木造建築の修復 、合成樹脂 による木造文化財の修復に関する発表が行われた。 さ
らに海外か らは、 スイス・韓 国・オース トラリア ・イン ドネシア・パキス タン・ノルウ」ニー ・
英 国 ・ブルガ リアの木造建造物や 、メキシコ ・イン ド・フ でンラン ド・フラ ンス ・ネパー
ルの博物館所蔵 品と しての木材 について保存修復'1`例の報告が行われた。最 後、我が1.kI
や欧州 における木造 文化財 保存修復の ための研修ノ∫法について報告がな されたの ち、今
後我が 国で開催 拷 ヒの 木材 保存技術の 国際研修について議論が行われた。
第13回 「金属文化財の保存 と修復における今日の問題」1989er成元)年101141i-611
第13回 は 「金属文化財 の保 存 と修 復 にお け る今llの問題((,urrentProbiemsinthe
ConservationofMetaiAntiquities)。jを題 目に開催 したUこ こでは特 に出上 金属遺物の保
存修復 を取 り扱 ったが 、1:中における腐 食過程の解明が不 卜分であ った こと、腐 食にお
け る塩類 の挙動 と修復 における脱塩処理 方法 の開発が強 く求め られていたか らであ る。
セ ッシ ョンは、ウ ィリアム ・オデ ィ(大 英博物館)「ヨー ロッパ にお ける金属遺物 の歴i
及び保存 の展望」 や樋口清治 臼i本における川 ヒ鉄器修復処 置の変遷」か ら始 ま り、出
土金属遺物 の構造や腐食 メカニ ズム、安定化 や脱塩 処理 な ど保存修復に関す る先進事例
の報告が行われた。 また、総合討論に より出 ヒ金属遺物 の保存修復 に関する欧米 と東ア
ジア との交流 が促進 される結果 となった、
第17回 「漆 文 化 財 の保 存 」1993(平 成5)年111JlOi」～12FI
第171111は「漆 文化財 の 保 存(Conscrvati()ncifUrushiObjects)」を 題llに開 催 した(1こ
れ まで ヨー ロ ッパ をは じy)とす る海外 に 日本 で作 られ た 漆 芸 品 が 数 多 く輸 川 され た こ と
は知 られ て い た が 、 この 研 究 集会 が これ らの海 外 にお け る現 状 と、 今 後の 取 り扱 い を含
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め た保存 修復 を どうす るか につ いて、 日本か ら情報発信す る初 めての国際的 な機 会 と
なった、)セッシ ョンでは、現在、 日本製漆芸品をコ レクシ ョンと して所蔵 してい る国 々
における現状 と課題が まず提示 され、 「1本との環境の違いや伝統 的な修復理念 に関する
疹えノ∫の違いな どが浮 き彫 りとなった,,また、 ドイツな どの伝統 的な塗装法や事前の分
析調査な どの 方法 も報告 された。 その ヒで、ll本にお ける漆 と漆芸品の歴 史、漆工技 術、
漆塗 料を川 いた 日本の伝統的 な漆芸品の保存 と修復 ノ∫法 な ど多岐に渡って報告 された 、
いずれに して も、この研究集会は、海外 における漆芸品 を取 り巻 く現状把握 と日本の漆
[二品 と伝統 的な1暑ミ存修復の方法に関す る基本的な共通認識 を国内外の参加 者が 共有する
よい機会 となった,、
第22回 「近代の文化遺産の保 存 と活用」1998('r成10)年llIJ41i-611
第22il;1は「近代のK化 遺産の保 存 と活川(Colls(・rvationofIndustrialCollections)」を
題llに開催 した、,近1聴までの 文化財 と違い 多種 多様 な材料 を使い、規模 も大 きい近代の
k化遺産の保存 と修復、 また活 川について、 ヨーロ ッパの'揖列の帳告 も交えなが ら、 日
本における各種の取 り組 みが報 告 された,、建造物 か ら機関ll〔、飛行機 、産業機械 と動 産、
不動 産 を含めその保存の理 念の確 立、手法の開発、活川のあ り方な ど、 日本では始 まっ
たばか りといって もよい近代文化遺産の保護に関 して問題提起がな され、その解決方法
が議論 された、,
第27回 「漆が語る国際交流一海 を渡った文化財情報■」20〔違1`成15)イlq21」3日一511
第27回は 「漆 が語 る岡際 交流一 海 をll斐った 文化財情 報一(TheRole-ofi!ruslyinInter-
11alionalExchange)」が題 目であった。 これは、第17111i「漆k化 財 の保存」において我
が国の漆芸品の修復技術 を海外へ情報発信 してか ら10年が経 過 した とこ とと、その後、
ICCROMと共催で 「漆の 国際研修」 が行われ るよ うにな り漆 文化財の修復技法 に関 し
て深 い知識 を持 つ海外 の修復技術者が増 えたこ とで 、よ り先進的かつil-:確な情報 を提供
するこ とを 目的に開催 された。前回の第17回 の国際研究集 会では、主に海外に所蔵 さ
れて いる漆 芸品の現状把握 と、日本の漆 と漆芸品の歴 史や伝統 的な漆芸 品の保存修復 の
ノ∫法や技術 を海外へ情報発信す ることが主 目的であ ったが、本国際研究集会では、 ヨー
ロッパ圏 を中心 として 日本の伝統 的な漆工技術や漆芸品の歴史に関す る基礎知識 を十分
有 した講演 者たちによる在外の 日本製漆芸 品の歴 史的 も しくは美術 史的 な研究成果の報
告や、保存 修復 の実際 に関す るレポー ト、 さらには 日本 とヨー ロッパの伝統的 な保 存修




4科 学研究費による研究 ・受託研究 づ要同研究
科学研究 費による研 究
第1期 で は、出 ヒ金属製lllllのクリーニ ングや漆芸技法 の実証的研 究 な ど、 ・般研究
に付 随するテーマで科学研究 費の交付 を受け研究 を進 めていた、,そのlilでも、「古)こ術、
占建築の主要材料 であ る木材 お よびその化粧材 料、接 着剤の劣化 と修復処置 後の耐久性
強度 に関す る研究」(1976～1978年1斐)や「古 建築保 存処 置へ の シランカ ップ リング剤
の応 用」(1980年度)な どは、合成樹脂 の 文化財修復への使川に関 して検討が 行われた。
この時期 は、文化財修復に合成樹脂が 多川 されたが、これらの研究成果に基づいていた
もの と考 え られる。
第2期 で は、中長期 研究計画 に付随 するテーマに加えて、「在外ll本美術作品の調査
研 究 と内外 の研究 交流 の促進」(1988イi渡)や「ll1卜1く1砂漠地帯 にお ける 文化財保存のた
めの 自然環境 に関する共同研究 」(1988年度)な ど、その 後国際協 力プ ロジr_クトを1.1/_
ち上げ るため の事前調査 として補助 金交付 を受 けていた、その後、「在外 日本)芝術作品
の調 査研 究 と内外 の研究交流 の促進」は 「在外 日本IIゴ美術 品保 イ∫二修復協力 事業」へ 、「中
国砂漠 地帯 における文化財保存 のためのrl然環境 に関する共同研究」は 「敦煙 莫高窟ti'i`.
画保存修復に関す る調査研究」へ 発展 した(1また、1995eF成7)年1月17日に発生 し
た阪神 ・淡路大震 災で数 多 くのX化 財が被災 した ことに より、美術1二芸品の防災につ い
て考え直す必要が 出て きた。「美術ri二芸品等の防災 に関する調査lill究」(1995・1996年度)
は、博物館 展示 品などの美術1:芸品に対 して どの ような耐震対 策を講ず るかな どが網羅
的 に研 究 されてお り、成 果報告 慶ll:は現 在で もx化 財防災研 究の),1礎となってい る,,
第3期 では、「中il三1河北 省の 芋院壁画、llf墳壁画の保存1こ関す る研究」(2(XX)-200:3年
度)や 「大谷探検 隊将 来西域壁画の保存修復に関す る総合li)1究」(2002～2004年度)な ど、
中期計画プ ロジェ ク トの枠組みでは実施が難 しい海外共同研究 につい て研究所 全体で取
り組 んだC,また、「k化財 にお ける複合素材の保 存修復のための材料技法の 開発に関す
る調 査研究 」(20()2-2005年度)で は、 トヨ タコレクシ ョンの調 査研究 を通 じて、近iil:
か ら近 代につ くられた複合材料か らなる 文化財 について、その保存修復に関す る様 々な
知見を得た,,
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受託研 究及 び共同研 究
修復技術 部では、文化財 の修復 に関す る研究 、科学的修復方法の開発研究 とその応 川
を担 当 していたこともあ り、文化財修復現場 と密接 な関係 を持つ こ とが 多か った。その
中でk化 財 の修復 に関 して、国や地方公共団体 などか らの要請 によ り多 くの受託研究や
共同研究 を実施 した。
第1期 は、文化庁の施設等機関 として国指定 文化財の修理に密接 に関 わってお り、多
種 多様な文化財 において、その修理 に必要な材 料 ・技術 に関する研究 を受託 した(1その
111でも1位 つのは、「ilKi宝東福 寺」llj天井絵 彩色保イ∫二処 置の研究」(1973で1渡)や「弔:文
名Ilf屋城Ill本丸御殿杉 戸絵 の保存処置の研 究」(1974年度)な ど彩色 文化財の修 復処ii'i
に関す る研究、「Gi剛1いZ博物館{呆管)川 ヒ押出仏ll参復保 存処 置に関す る研究」(1973'1`一
度)や 「長野県指定重 文桜 ヶ丘古墳Illヒ金銅天冠の保存処 置の研 究」(1974年度)な ど
疹占資料の修復処iド1に関す る研究であ る。 これ らは、'li時の・・般研究や科学研究望1亡によ
る研究 と強い相関があ り、修 復技術部が、 文化 財保 存修復の研 究分野の うち、i=.に「臨
床1を 請け負っていた ことを示 してい る1,
第2期 か らは、加えて 「風邪引 き紙の保 存研究」(1989-1991年度)や 「絹 の劣化度
の非破壊 計測 に関す る研 究」(1994年度)、「装 横材'料の生化学研究(岡1↓1光';;り」(1995・
1996年度)な ど、装横技術 や材料に関す る調査研究 を受託する ようにな り、装横技 術や
材料の 発展 に寄与 した,ま た 、「重要 文化財 ・鶴岡 カ トリック教 会 ノく1:堂擬 ステン ドグ
ラスの保存:研究」(1991年度)や 「重要 文化財ill札IU農27:校1寅武」易(時lll'fr)塗装のtit(究
1刑査」(1995年度)な ど、近 代'文化 遺産の保存修復 に関する研究 も受託 してお り、 ここ
での成 果は中期計jdi―プ ロジェ ク ト 「近代の文化 遺産の保存修復に関す る,1　J 研究」へ と
発展 した、,
第3期 では、中期計 画プロジ」:クト 「在外 日本古美術品1均ミ存修復協力'∬業」 において
L芸品の修 復 を受 け人れ るよ うにな り、
ね ロ に
心 響…' 同時に我が国 にある漆i:品の保存修 復に
関 して受託す るようになったnま た 、1'
別史跡高松塚古墳 壁画f身ミ存対 策等調 作裳
務」(2005年度 ～)で は、高松 塚古 墳 の
石室解体 において壁 画養生 や側石の隙間





へ移動 したの ちは、病 害調査や クリーニ ング材料 に関す る実験 を進め た。 さ らに、「特
別 史跡キ トラ占墳 保存対策等調査業務」(2005年度～、II絵掲載)で は、石 室内の壁画取
り外 しに際 して、必 要な材料 ・技術 に関する室内実験 の実施や実際の取 り外 し業務 にお
け る指導助 言を行った。 また、取 り外 した漆喰片の再構 成 ・クリーニ ングに関 して も指






世 界各国に存在す る文化財は、国や 地域 を越 えて人類共有 の財7と して認 識 され 、多
くの人 々がその価値 を享受する権利 とともに、国際協力 の下 にそれ らを守る義務 をも果
たせ られている。多様で 豊かな文化財 を有 し、100年以上 に及ぶ文化財保護の1と 充
実 した保護制度 を持 ち1保 存 ・修復の ための科学 的研究 と技術 を発展 させて きた11:[本が
果 たすべ き役割 は大 き く、世 界各国か らの協 力要 請 も年々増加 している状況 にある。
当研 究所 の前 身で あ る東 京 国立文化 財研 究所 は、1990(平成2)年 に 「ア ジア文化
財'保存研 究室」 を設概 し、3年 後には これ を 「国際 文化 財'保存修復協 力篤{」と改称 し、
1995(平成7)年 に釜 り 「国際文化財 保存修復協 力セ ンター」に改組 して体制 を充実 さ
せ て きたa2001(平成13)年の独llX行政法人発足 にあたっては、奈良文化財研究所国際
遺跡研究室 との 間に、独 立行政法人文化財研究所 の国際関係1舌動の全般 につ いて連携協
力す る体制が と られた。 さらに、2006(平成18)年には 「文化遺産国際協 力セ ンター」
と改称 し、世 界各国の文化ly'の保存 ・修復に関す る国際協力の我 が圓における中心的 な










(1)としては、イン ドネシア・ボロブ ドゥール及びプランバナ ン付近の遺跡の現地調査、
1]








(別項参照)での事業に関する事例紹介の情報が項 目ごとに整理 ・分析 され、論文とし
2)3)
て まとめ られた 。
さらに、(1)及び(2)の 両方の内容 につ いて、アジア文化財保存 セ ミナー(別 項参照)
に出席 した文化財 保存修復 に携わ る各国の専門家 に対 してア ンケー ト調査が行われ、報
4)5)h}
告 書及び論文 として まとめられた 。
1993(平成5)年4月 、アジア文化財 保存研究室の 国際文化財 保存修復協力室へ の改
組 に伴 い、本 プロジ ェク トは 「世 界、特 にアジア諸国 における文 化財保存 に関す る情 報
の収 集」 と改称 され 、2000(平成12)年度 まで継続 した。なお、 本プロジェク トに関連
して、科学研究費 「世 界の文化財 の保存一 わが国に よる国際協 力体 制構築の ための調査 ・
研 究一」の交付 を受けた。本 プロジェク トで収 集され た情報は適ゴ1二更新 され 、現在 まで
各国の文化財保存に関する基礎情報 と して活用 されて いる。
1)西浦忠輝 『石造父化財1呆存調査報告書一大韓民国(ソ ウル・慶州)一』(東∫1(国㍍文化財研
究所アジア文化財保存研究室、1991年5月)






5)西浦忠、輝 ・二神葉子 「アジア諸国における文化財保存の現状一アンケー ト調査の結果と
考察一一」(『保存科学』33,1994年3月)




レンガは、泥を直方体に整形 して乾かして得 られる日干 しレンガと、さらに焼成 して
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得 られる焼成 レンガとに大 きく分 けられ るが、いず れ も世 界共通の文化財材料で あると
言 える。 しか し、湿潤気候 下の 日本 には 日干 しレンガで造 られた文化財 は、実 質上皆無
に等 しく、また焼成 レンガで造 られた文化財 も非常 に少 ないnこ れは、関東大震 災によっ
て レンガ造建造物が集中的に破損 を受け たことか ら、 レンガは地震 に弱 いとい う認識が
一般 に持 たれ、それ以降 レンガを構造体 とする趣物 が殆 ど造 られな くなったこ とに象徴
されるよ うに、我が国の気候 ・風土 にはあ ま り馴染 まない材料だったこ とが一 因 と考え
られる。 このため 、文化財 の保存修復 に関する研究が年 々盛ん になる中で、 レンガの保
存 に対す る研究 は日本ではあ まり行われて来ていなかった。
しか しなが ら、文化財 の保存修復 に関する国際協力が推進 されるにつ れて、 レンガの
保存 に関す る問題 に直面す るケー スが飛躍的に増 えrそ れに対す る対策 の要望が増 して
きた。 この ため、世 界各地 の文化財保存 に協 力す ることを目的 として、 レンガの劣化現
象 と保存対策 に関する研究が ス ター トした。
本研究 は、1991(平成3)年 度 に始 まる、「屋外石(レ ンガ〉造 文化財の保存修復処理
に関す る研 究」 に起源 を持 つ。 当初 は レンガ造 ばか りで な くr石 造 も含め た屋 外文化
財 を広 く対 象 と した研究が行われ、 これは2000(平成12)年度 まで続 け られた。-r1
石や レンガで 出来た屋外文化財の保存 とい う視点 ではな く、文化 財粧料 として の一つ一
つの レンガに注 目し、その劣化現 象と保存 対策に関す る研究が 「文化 財の保存 を 目的 と
した、 レンガの劣化現 象 と保存対 策に関する調査研究」 として1994(平成6)年 度年か
ら始 ま り、それが2005(平成17)年度 まで続け られたa
1999(平成11>年1月14日 には、第28回 文化 財保存修復研 究協 議 会 として、「レン
ガ造文化財の保存修復」 の タイ トルで研 究会が行 われ、研究成果の発表 と成果 の共有が
図 られた。 また、科学研究蟄 「タイ国石造遺跡の劣化現 象と保存処理に関する調査」、「タ
イ国 レンガ造 遺跡 の劣化現象 と保存対策 に関する調査」、「タイ国 ・アユ タヤ遺跡の保存
修復 に関す る研究」 も、当該研 究 と傍接 に連携 した形 で行われた研究で ある。 それぞれ
にお いて報告書 が刊 行 される とと もに、 研究終了11寺の2006(平成18)年3月 には、そ
れ まで に得 られた研究成 果 を網羅す る形で、 『文化財の保 存を日的 とした、 レンガの劣
化現 象 と保存対策 に関す る調査研究成果報 告{当:』が刊 行 された0
[石,F究成果]
国外の レンガ造遺跡 と して 、タイ ・アユ タヤ遺跡 にあるマハ ター ト導 院につ いて調査
を行った 〔図1〕。 同寺 院内に は、 レンガ造 の建物が 多数あるが、そ うした建物 の レンガ
_'i.は、一般 に脆弱化 して下部が挟 られた ように凹んでいる場 合が 多い。 その原 因につい
て検 討 した ところ、主 と して塩類の析lllによ って レンガが傷 んでい る(塩 類風化)こ と
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,'ず 、;、 鯛 化 を軽減す る備 実傑 とな 嘱 ると
1アユタヤ遺跡での闘査q999{11・タイ}考 え られた。
しか し、実際 の建物で対策を実 行するこ とで、かえって弊害 をり1き起 こす"弟旨性 も懸
念 されたため、遺跡 近 くに'!i該構 造物 の ミニチ ュア模 型 を造 り1そ の 表面 を撲 水処理 し
て経過 を観察 し、そ の効果と弊害 を検 証 した,結 果的に効果はi幽分 に確認 され、弊 害 も
僅 かに認め られたものの対処lr∫能な ものであ ったため、実際の レンガ造構 造物において
1司様の処置を行い、弊害が引 き起 こされないような対策 も行 った[1
その 後、処}II1後の状態観察 を行い、効 果は得 られてお り、 また大 きな弊害 も起 きてい
ないことを確1忍した、,さらに、壁llli状態 を検iiiした結 果、処理以 前に比べて処理以後の
方が 、壁面の傷 みが 少ないことも明 らか となった 、もちろん、 これ までの ところは効果
が認め られているだけで、/.後弊害のよ うな ものが遅れて起 きて くることが ないか、 ま
たこの 効果がいつ まで持続するのか、 といったことは検 証 してい く必 要があ る1,それで
も、イ藍研究で行った保存夷ナ策は、傷んだLン ガその ものに対する働 きかけで はな く、そ
の傷み を引 き起こ した原因に対す る働 きかけで対策 を試みてい る点に新規性 を持つ もの
であ り、同様の問題 を抱 える他の遺跡に対 して も、応川 目∫能な対策 となるこ とが期待 さ
れる,
ワ∫llく[内では、類似 した塩類風化 を起 こす レンガ造'文化財 と して、栃 木県野 木町 にあ
る旧 ド野錬瓦窯の状1兄につ いて検 討 した,.その結 果、風化は確 かに塩 類の析 出が激 しい
箇所で進11"している ものの、季節的 にJLれば塩類の析 出最が最 大になる冬場 にはむ しろ
崩落が 少ない ことが確認 された,こ れは、塩類 の析 出その ものが表面崩落を引 き起 こす
わけで はな く,一 旦析II{1した塩類が潮解 して水 を含んで重 くなることに より、崩落が!」
き起こ されるため と考え られる、つ まり、従来か らisiわれてい るように 「水が与 え られ
るか ら塩類風化が起 こる」 とい うような単純な状況で はな く、 む しろ湿潤 と乾燥 とが繰
り返 されることが塩類風化 を生 んでいる と思われ、水 を断 ち切 ると言 うよ りはむ しろ水
の移動 を軽減する ような対策が有効 と判断 される。 このことに基づ き、同建物 において
塩 類風化の著 しかった レンガ壁 を親水性樹 脂で処理す ることによ り、水の移動蚤 を軽減
,ir4
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し、処理 以前 に比べて:.i,+・rrを四分の ・一・程度に まで1隆減す ることに成功 した,、この 疹え
方は、他 の レンガ造 文化財の保存に も貢献する ところが大 きい とIJI待される[]
また、江戸 東京博物館 にある 「銀座煉瓦街遺構 」について も検討 した,、これは明治に
建 て られた銀座煉瓦街の 一部蔦勘lilを切 り取 り、博 物館 内に展示 ・公開 している ものだが、
状 況か ら雨水や地 ド水の供給 がないはずであるに もか かわ らず、塩 類が析 出 して表面崩
落が続 いていた,、その原因について検 討 した ところ、展示環境 で も室内 のlllll度は季節変
化 を持つ ため 、湿 った季節 には レンガ踏が空気 中の水分 を吸い込み、逆 に乾燥 した 季節
には壁か ら水分が空気rl―に放たれる という、水分 のや りと りが あるこ とが判明 した,、つ
まり、内部か ら一 方的に水が供給 されているよ うな状況ではない と判断 されたことか ら、
壁 表面にお ける水分のや りとりを軽減す ることが 、劣化 を軽減 する対 策 として考 えられ
たf]ただ し、これ も対策 を採 ることに よる弊害が懸念 されるため、試験的 に ・部を合1戎
樹脂 によ り強化 ・擬水 処理 して、その効果 と弊害 とを検証 した結 果、一・定の効 堪が得 ら
れ、弊害 も認め られない ことが1111明した1、この ことか ら、試験 的に行った強化 ・擬水処
lfl1を、壁 令面に対 して行 うこ とが保存対策 となる ことが期待 される.本 事例で は、空気
中の水分 との問で レンガが 水のや りと りをす るだけで も劣化が 進行す る事実 と1ま たそ
れ に対す る対策 を示す こ とが 出来たため、他の 二lf例に対する貢 献が期待 され る、,
なお、それ以外 の現場 として 、碓氷1峠鉄道施設 と、m口 本煉瓦 ホフマ ン式輪窯につい
て もレンガの劣化 と保 存対 策について検 討 した 、碓氷峠鉄 道施 設で は、 トンネルの 入 り
1]を閉鎖 して空気 の流通 を1隆減する ことで{FI'1'[[1破砕 を11 槻ll曳Ilh来るit」'能性 を提示 し、Ifs
煉 瓦においてはかつて造 られた建物 を覆 うギ漿屋の 存n三が、 レンガの劣化 を軽減 している
効果について具体 的に検証 した,こ れ らについて も、他の レンガ造遺跡の保 存対策 を考
える際に貢 献可能 と考 え られる1.
文化財の保存修復に関す る国際共 同研究
[経緯]
本研究 は、1994er成6)年度よ り始 まる 「K化財の保 存修復技 術に1瑚す る国際 共同
研 究」 に起源 を持 ち、,li初はK化 財の保存修復に川い られる修 復材料に関す る{ill二究 とし
て スター トしたC,k化財'の保 存修復には 、合成鮒脂 な どの修復材料が11]いられ るケ!,
が 多 く存往 し、 もちろん修 復材 料とは,i3ても実川 化 までには様 々な試験や評価がな さ
れるが 、例 えば 日本で開発 された材'料であれば、H本 で川いられることを前提 と した評
価 しか な されてい ない場 合が 多い1,しか しなが ら、そ もそもの 文化財'材料が 異なること
に川iえ、それが 置かれている白然環境や 文化的環境 も異なる外国においては、11本では
3G5
有効 だった材料が全 く有効でないばか りか、逆 に悪影響 を与 える可 能性 す ら考え られる。
従 って 、国際協 力を推進す る際 には、そ うした修復材料 に関す る新たな評価 方法が必要
とされる6こ の ような観点 か ら、2000(平成12)年度 までは上記 タイ トルで 、主 として
合 成樹脂の物性評価 の研究が進め られた。
当初 はタイとの共同研究 と して進め られ てい たが、やがてカ ンボジァ も対 象地域 に加
え、2001(平成13)年度か らは 「文化財の保存修復 に関す る国際共同研 究」 の タイ トル
で、広 く東南 アジアー般 を対象 と した調査研究へ と発展 した。 これに伴い、研究内容は
修 復材 料の物性 評価 に限定 されず、広 く東南 アジア地域の遺跡保存 に関す る総合的 なプ
ロジェ ク トとな り、それが2005(平成17)年度 まで続 けられた。 なお、さらに2006(平
成181年度 より開始 された 「アジア諸国における文化遺魔 を形作 る素材の劣化 と保存に
関する調査研究」へ と引 き継が れてい る。
当該研究の一環 と してr1999(平成11)年3月72001(平成13)年9月 、そ して2004
(平成16)年12月には、 タイのバ ンコ クで共 同研 究の成果報告会 を開催す る とともに、
2003eド成15)年12月にはバ ンコクを中心 に石造 文化財保 存專門家 会議 を行い、研究
成果 を広 く公 表 し共有 した。 また、科学研 究費 「木造古建築の保存 を日的 と した外装敵
装(丹 色塗装)の 物性 評佃U、「古建 築の保 存 を目的 と した石材 強化 保存用合成樹脂の物
性 」、「タイ国 ・スコー タイ遺跡 の劣化 と保存修復対 策に関す る調査研 究」 も、圭【1該研究
と密接 に連携 した形で行 われた研 究である。 それぞれの報告害が刊 行 され る とともに、
2006(平成18)年3月 には、 それ まで に得 られた研究成 果を網羅 する形で 、『文化財 の
保存修復に関 する国際共同研 究成果報告書』が刊 行 された。
[研究成果]
本研究は、当初 は文化財の保存修復 に用 い られ る合 成樹脂 な どの物性評価に関する研
究か ら始 まっている0こ の段 階の研究 に より、木造古 建築の塗装 コーテ ィング材や、石
造文化財の強 化処理剤 など、様 々な修復材 料その ものが持つ、粘性や強化力や耐久性 に
関す る基礎的 なデー タが収集 され、蓄積 されてい った。個々のデータは、 当該報告警に
掲載 されて公 表 され ているとお りであ る。
やがて、 タイ芸術総局か らの要請に応 える形で 、スコー タイ遺跡 にあるス リチュム静
院におけ る共 同研 究が、1996(平成8)年 度 より始 まった。同寺 院 には漆喰 で表面がfi:
上 げ られた大 仏が存在す るが、かつてはあったと考 えられ る木造の屋根が現在 は完全 に
な くなって しまっているため に、常に雨 ざらしの状態 になっていた。 この ため、本 来は
純 白だったはずの大仏表面の大半が汚れで黒ずんだ状態 にな ってお り、信者や タイ政府




グ後に如 が絶 を保 ケ、続ける榊 こつ 魯、騨
いての 共1司1り1究が 行われた 「図2〕、
まず、黒色の汚 れの1E体は、苔な どを
中心 とする生物 でζちることが判明 し、そ
の原因 と して水の 影$1!)jが疹えられた,た2ス:卜 汐 で遺跡スリ'た『r・ムPI'n:の大i!,1イ1
だ しその水の起源 と しては 、,hyの結 果従 来言われていた よ うな地下水の吸 い ヒげな ど
の影$111;は殆 ど考えられず、ほぼ雨水のみ に起因する ことが明 らか に されだ 、つ まり、雨
水がノく仏に浸透す ることを防げれば、汚れの沈着は軽減川 来ることになる、 そこで、II
本でi司様なケースで実績 を持 つ擾 水剤によ り111、ノ近面を処理す ることで、雨水の浸透 を
防 ぐ対 策が提案 された,
1ソ、i'.に」、辱1)Pき、1998('1勺友 0}イト1斐に、 ま『ギタ イf則に よ・・てノ＼こ仏ノミlrll(ノ)クリ ～ー一ニンク"
が行われた、,これ は、化学薬品を川 いることな く、物理的 にノ1`ilの汚れが除 去 された も
のである.、そのの ちに、日タ イ川 司で、ノく仏 ノミ面に 当該機水剤 を塗布する処理が 行われた、、
その後、2000er成12)年q「1から、再び藻類 をは じめ とする植物 が表llllに繁茂 し始め
て問題 視 され て きた,こ れは、 日本では実績 を持 つ携水剤が 、 タイの環境 ドでは完 全に
は機能 してい ない ことが原因 と判断 された,そ こで、そ うした植物が生えに くくなる環
境 を 考'察す る1111りで、現 地の気象,11'測、モデ ル構:築物 を川い た現地実験 、そ して試験的
な薬剤 塗布 などを進めた
モデル構 築物 による実験 では、大仏 とllfl様に漆1喰で仕iげ られた状態の柱に対 して 、
屋根 を掛けた場 合 と掛 けない場 合、そ して擁 水処理 を行 った場 合と行わない」笏合の四通
りのモデ ルを作 り、水分の浸透や ノミ而の汚れな どにつ いて観察 を続けだ,そ の結 果、屋
根 を掛 ける ことに よる効 果が非常に 大き く観察 され、礎水処理の有無に関わ らすぜ屋根の
あ るもので含水率はucく、屋根の ない もので含水率が高い傾向が認め られた,ま た 、表
面の汚れについて も、屋 根を持つ ものの ノ∫が持 たない もの に比べて明 らかに沈 着が少な
いことが確認 された,た だ し、屋根 を掛 けるこ1とによる弊害 について もぢ慮 す る必 要が
あ るため、 さらに他の ノ∫法 も含めて最 論の 方向性 を検.・1'している
その他、繁茂 した生物 を1Ii!:する'薬剤につ いて も効 果を試験 した 、その結 果、日本で
実績 を持つ生物 除人剤は、 タイにおいて も有効 であ ることが確認 された ただ し、日本
での耐'久年数については実績がある も(ノ)の、 タ イにおける耐 久 性゜に関 しては令 くデ ー タ
3(i7
が ない状態であ る。 このため効果の持続期間 について、 さらに慎重に検証 を行 ってい る。
一 ノ∫、カ ンボ ジアにおいては、2001(平成13)年度 よ りアンコール ・シェム リア ップ
地域 保護管理機構(APSARA)との共同研究 として、タ ・ネイ遺跡 における調査研究 を
始め た。同遺跡では、建物 を構成する砂署や ラテ ライ トの石材 表面 に、苔類、藻類 、地
衣類 な どの生物が繁茂 して問題視 されていた。 これ に対 して、各生物種 を解析 してその
lE確な種類やその生態 を研究する とともに、現地の気 象計測、表而沈着物の クリーニ ン
グと樹脂含浸 による擬水処置 、 さらには薬剤 による_.i:.物除去処理 な どの試験 的な保存対
策を検討 したf,まず、 クリーニ ングについてはli本で有効だった ジニLルパ ックによる方
法がカ ンボジアで も適川可能であ るものの、その 後の擾水処理 に関 しては、日本で有効
な材 料が現地で は十分に機能 しない ような状 況 も一・部で認め られているため 、実際の遺
跡の保存対 策には慎 重な対応が必 要であろ う、,また、生物除去の薬剤はカンボ ジアで も
有効である ものの、その耐久性 については さらに検証が必要である と判断 され た,、それ
ぞれの成 果は、2002(平成14)年12月に シェム リア ップにおい て行 われた、第7回 バ
イヨンシンポ ジウムや、各年度 にシェム リアップで行 われた アンコー ル地域保護 ・開発
llく1際調整委員会の場で報告 された(Il絵掲載L,
また、2004('F成16)年度 よりベ トナ ム情 報 文化省 との共il4で、 ミソン遺跡の調査 を
開始 した,同 遺跡 は、 レンガ造の建造物であ り、現 在 まで に気 象計測 を開始 してデー タ
を蓄積 している,,
文化財保存に関する国際情報の収集及び研究(ヨーロッパ諸国の文化財111rr1`II;C制度と活川`1`例)
本研究プ ロジェ ク トは、海外の 文化財及 びk化 財保存の現状 、特 にX化 財保 護に関 わ
る各国の法律 や文化財保存事業 を行 って いる機関な ど、 文化財保護制度 についての情報
を広 く収集整理 し、相互 に比較 して特長 を明 らかに し、Ii本の文化財保護制度に関す る
政策研究、 文化財保存 を通 じての国際 協力事業の進展 に寄与 するこ とを日rl勺と し、2001
er成13)年度か ら2005(平成17)年度の中期計画 において、文化財保 存に関わ る法 体系 、
組織 などが よく整備 されている ヨー ロッパ諸 国か ら ドイツ、 イギ リス、フランス、 イタ
リア、ベ ネル クス諸 国を対 象に研究 を行 った ものであ る。
研究は、対象国における現地調 査及び資料収集 、対象国か らの専 門家招聰 ・研究会開
催の成果な どに基づ いて行 った。現 地調査 においては 、中央及び地方政府 を含 む政府関
係機関における インタビューに加 え、文化 遺産の保護の現場 における運用の実態につい
て も調査 を行 った。研究の成果は、各国 ごとに報告書 と しテーマ とめ、 また収集 した資
料 は文化遺産国際協力セ ンター資料室に納 め公開の便 をはか った。
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研 究の結果 、以下の ことが明 らかになった。
現在世 界 に普及 してい る 文化財保護制 度が1911i:紀'トばに ヨー ロッパで始 まって、1
世紀 半 になる。 この 間に、社 会システムの進展 に ともなって 文化 遺産の概 念 も拡 大 し、
またその範囲が拡 大 してい くk化 遺産を保護 してい くための施策 も各国で様 々にll夫さ
れて きた,,20ill:紀初めのri然保護の動 きに連動 した天然記念物や優 れた景観の保護制
度の導人 、戦後復興による特 に都市の歴史的 景観の破壊 に抗 しよ うと した都 市政 策に連
動 した歴 史地区の保存制度の導 人、あるいは都 市域の大1匪i:の歴 史的建造物 の保存のため
の施策の拡充は、 ヨーロ ッパ 各困 に共通 してみ られた動 きである。
特 に日本に比べて一桁 も二桁 も異なる圧倒的多数の歴史的建造物や美術 コレクション
の保存、そのための体制 を誇 るこれ らヨー ロッパ先進国の文化財保護制度は 、常 にIl本
の文化財保護制度の模 範 となって きた,,
しか しそ う した ヨーロ ッパ先進 国におけるX化 財保護 をめ ぐる状況 は大 きく変わ りつ
つ ある。 かつて ほどの成長率 を望 めない 先進国の経済 事情 は、Iliとllil様であ る。k化
財 を活用 した地域お こ し・拝業の普及は地 ノJ政府に とって 重要な政t・X11!であ り、広が り
つつ ある産業遺 産の保存、農業!1そ観の保存への視 点はこれと連動 している。
地域活性化 のための 各種施策 と地ノ∫分権化施策 も連動 している。国の権 力によるシス
テマテ ィックな保 存を進めて きた これ らヨー ロッパの国 々において、中央 政府の ス リム
化 と規制緩和 、地ノ∫への権限 委譲あるいは民営化の推 進、 また各種経済振 興施策 との連
携 は重要 な政 策'j頭であ り、 これに ヨーロ ッパ連 合が整えつつあ る各種政策 との整合性
の確 保のための制度 ・組織の改変の必 要が加わ っている 、ヨーロ ッパ連合が進める各種
施策は、 文化 財の売 買や 、k化 財 に関わる経済活動の域 内 白山化 に限 らず 、各国のk化
財修理事 業 を国が認定す る建築家 ・修復家 、 また埋 蔵文化財調査機関 などに制限 してい
ることの是非 論な ども含 まれ 、k化 財 ・景観保護の政策分野に も確実 に影響 して きてい
る。 またユネ スコな ど国際機関が進める、例 えば無形遺産条約 や世 界遺産条約 などに関
係す る文化遺 産保護関係施策の影響 も無視 出来 ない。
調査研 究 を行った ヨーロ ッパ1櫻 各国の文化財保護政策について、連邦制 をとってい
る ドイツを除 きどの国におい て も、 ヒ記 を背 景に した 中央省庁 レベ ルでの制度及 び組織
の改変が急速 に進行中であ り、 しか もまだ どこ もその終着点 を見出 してい ない ことが確
認 された、
イギ リスの よ うにk化 財の法定保護制度がイく動産 文化財のみで、地方公共団体が行 う
都市 計画 と密接 に連携 し、かつ イングラン ドな どサ ッチ ャー政権時代にiモ要業 務すべ て
を新設の特殊法 人にア ウ トソー シング して しまっているのはその先行例であるが、 また
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オ ラ ン ダで はi司様 の 制 度改 変が 現 在 進 行 中 で あ るが 、政 府 の 中央 集 権 体 制 に よる手 厚 い
虻化 財 保護 制 度 の 歴 史を誇 って きた フ ラ ン ス、 また イタ リア にお い て もこ こ数 年 の うち
に同 様 の1頃向 が 進 ん で い る こ とが 認 め られ た こ と は 、 ヨー ロ ッパ の これ らの 国 に お い て
19世紀 に始 ま り世 界 に広 が っ た 文化 財 保 護 制 度'の歴 史が 良 く も悪 く も新 た な転 換 ,1.1、(を
迎 え て い る とい う点 で注 目 され る..
特 に 、 ヨーUッ パ0)多 くの国 で は指 定 や現 状 変 更 な ど国の 文化 財 行 政 を担 う国家 公 務
員あ る い は これ にlll'〔す る職 員が1調1、二網 の 目1・.に配ii'1され て お り、そ の こ とが 、地 ノJ公
!1ξ団 体の 教 育 委 員∫ヤに 事務U)・部 を 委ね 、 国の 」也ノ∫組織 を持 た ない 日 奉t二異な る特 徴 で
あ ・.・たカ{、カ・!)こv),1∴(にお いて フ ラ ン ス及.乙ドイ タ リア(ノ)ll刈1愛力{よく矢1【られ て きたIJ、 し
か しこれ ら(ノ)ilこiここお い て も、」也ノノ'分{二雀の;J:III.れ(ノ)もと1こ、 部'ij'!f`・)ここで・`よあ るヵ{il1(ノ)1職員の
監 州:徽 か 」也ノJ政府 に も移 され 乏5ように な った こ とで 、llミ1の対 ヒ財・行 政1二地 ノ」'政府 の,・3:
志 が 反 映 され る よ うに な ・,てい る1
,.Lた広 く 迄化 財の 活 川 、特 に 時 代の'変fヒに伴 ・・て 川.途を 宍い 空 き家 ヒな ・iてしま',て
い る 虻化 財 の処 遇 は 、低 迷 す る 地 ノ∫経1タ誓の 振 興 策 と も関 連Lて 、日本の み な らず ヨー一ロ ッ
バ 各国 政 府 に とって 頭 の痛 い 問 題 であ り、そ の 活 川 の ため の 様/,なIlたが 政府 レベ ルで 、
また民 問 レベ ル で進 ん で い る1,これ につ い て は 炭鉱 な ど競 争・力 を 宍 って.:iii,廃した産'Jli,
域 を数 多 くかか え る ドイツ、 イギ リ スが1夜要 な 参Y一例 とな る,
本lJIングヒ'ノ'トロ ジ,1..クト`よ、 丈イヒ財'保、護ll刈度(ノ)1酸1廻1ことっ て ・つ(ノ)タ・一一'.ンク'-・ポ イン ト
か 訪 れ て い る と考'えられ る現 在 に おい て 、 これ まで'll本が お1・本 と して きた ヨー ロ ッパ
L要 各国の 必化 財 保 護 制度 の現 状 につ い て情 撮 を収 集 し、比 較lill二究 す 乏(,ことで 、ベ ンチ
マ ー ク とな る記 録 を残 す と と もに 、オ)がli4の文化財 保護 施 策の 今後 をY'えるた め の 政 策
研:究に 資 す る 成 易ミを残 す こ とが 出 来た 、"職 一 圃
4-{・'嘱■尉璽智■■5畠■ξ己●●口`9'月 ■
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中南米諸国文化財保存修復協力事業一 第1期 パ ナマの歴1起地 区の保存修復協力'1「業
中南米諸 国にはiマ ヤ 文明 やアステカ 文明 といった古代 文明の 遺跡 、あ るいは スペ イ
ン植民 地時代 の中lll:都11∫な ど、11ヒ界的に 見て もf[1[ifll1{の高い 文化遺 産が 数多 く残 されてい
るnこ れ らの遺跡や歴㌧ヒ的建 造物 は、材質的に%Lれば木造 ・イi造・レンガ造 などであ り、
虫害や風化 な どの劣化が深刻に進行 しているnま た、現代社会の発展 や市民生活のあ り
方は、 これ らのK化 遺産に対 する人々の価値観を大 きく変 えようとしてい る。
ア ジア文化 財研究寛 を前身 として発足 したセ ンターは、一'貫してアジア各国の文化財
保:護に協力す るための研究 と事業 を推 進 して きたが、2001('ド成13)年度 に始 まった独
立行政法 人化後最初の中期5ケ 年計mこ おいて、初めて中南米諸国 との協 力E業 を推進
す ることになった,7
「パナマの歴i地 区の保:存修復 協力」二業」は、1998(1イ成10)年111!にパナマ政府か
らis本外務省に対 して 出 された 「パナマ4∫歴 史地lx:カスコ ・アンテ ィグオの復興計Illliに
関す る支援 の要請」 と、それに基づ く外 務省か ら当研究所への協力 要請 を契機 として、
結果的に'll研究1り「が独 「浮 算 をもって実施 した ものである。 これは、当初外務省 と連絡
をと りつつ外部資金を利用す る方向で計画 してい たカスコ ・ア ンテ ィグオの建造物修 復
事業が 、諸般 の理 由に よって実施 されないこ とになったためで、この 間同地区の修復 ・
活用 基本計illliの策定作 業 を進めて きた'i・研究所が12002eド成14)年21jにパナマ 文化
庁 との問でjlξ同研究及び交流のための合意lll:を交換 し、白らの能力に応 じた基'亡任 を果た
したのであ るU
5年間の共1司研 究と交流は、i=に:つの内容 と して総 括出来る、,
その 第一 は、パ ナマ人1、引「匠隊 の1体 へ の招聰 ・研修 であ る、1これは2001eF成13)
年度か ら連続4年 間実 施 し!mac,この問 に訂5名 の、1'門家が 来口 し、ll本国内の 屯要 史化
財建造物 の修理現場、 文化 財保護制度の枠外にある市民参加 による建造物 ・町並み 保存
の現場等 を視察 し、 口本の建築 文化の塒 質、建造物 の修復理念 ・方法の長所 を理解 し、
パナマの 建築保存 、と りわけ木造建築の保 存修復に適川 し得 る知識 を習得 して帰 国 した。
うち1名 について は、 この研修 を契機 と して 痕京藝術大学 大弓`二院 文化財保存学 惇攻{辱ξ存
修復嬢造物 研究室への留学 を実現 した、
第:は 、摺lllゴf呆存 に1対する}1己ll{祭セ ミナー{7)1骨封羅て㍉ある、 これは2002eド成14)年度
か ら3年 問連続で'」`施した、、この う ち2002い1勺茂14)年と2〔}03いF成15)年度 は、カ
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な か っ た ア ジ ア と中 南米 の 野 門家 の 交 流
をは か る とい うこ と を 口的 と して、 パ ナ
マ とll本の他 に フ ィリ ピ ン、 シ ンガ ポー
ル 、 メキ シ コ 、 コ ロ ン ビ アの1、1〔門家 をパ
ナマ シテ ィへ 招 鵜 して実 施 した,,2004いド
成16)年 度 は、II本 に 会 場 を 移 し、 萩
II1との 共催 で 「歴 史地1《にお け る 木造 民
家 の保 存 、及 び 地域 の再 生一 萩11∫にお け るlii]'lrみ保 存 と活 川 に学 ぶ一 一1を開 催1一た 〔図
4〕,1ξ日 した パ ナ マ 、 メキ シ コ 、 フ ィリ ピ ンの 馴Ill家にli本の 町 並 み 保rf:の実 例 を11.11介
す る と と もに 、 この 活 動 に熱 心 な萩 のII∫民 に ア ジア1Kび中南 米 にお け る 保 イ∫活 動 を紹 介
し、 交流 をは か った.,
5f卜問の 活 動 内容 を総 括 して 、20051..成17)年1奨に は スペ イ ン語 とij`iiiによるri,{.Ylt[1
11:を作 成 し、 パ ナ マ の 他 、 セ ミナ ー に参 加 した 各llllに配 布 した 、以iの 活 動 に よ・Jて、
II奉を含 む ア ジア 各・国 と中 南米 各rl`1との 交 流 が促 進 され 、パ ナマ の 歴 史 κi二11f保存に 有効
な情 報を提 供 す る こ とがIlh来た
し11研究 所 と して は
、 本 来のiで あ った カ ス コ ・ア ン テ ィグ オ建 造物 修 復 」「業そ σバ}
の に か か る 大 きな 資 金 を 自 前で 調 達 す る こ とは困 難 で 、 この総 括 を も・・て パ ナマ に 対 す
る 協 力 事 粟を終 」'した、 カ ス コ ・ア ンテ ィグオ 建 造物1修復 夢 業につ い て は 、2{〕個 いド成
1fib年3月に 、 パ ナマ 外 務 省か らパ ナ マ 側 の状 況 が 改 酢 され た とい うこ と につ い て現 地
駐r臼 体ll1大使へ の連 絡 が あ った もの の 、結 局 才」喋 復 活 に至 って い な い、 カ ス コ ・ア ン
テfグ オ保 存 事 務所 は 、 当初 計1山1で対 象 とな った 建 造 物2棟 につ い て 、 老朽 化 が顕 嵜で
危険 な状 態 にあ る ため 、パ ナ マ 政 府 のrl己資 金 を調 達 し、独11に修 復1二」fを開 始 しレぐい
る,こ の 保 存 事業 に5年 間 の 交 流 の 成果 が少 しで も反 映 され るな らば 、そ れが せ め て も
の ・;'きいで あ る 、
中国文化財保存修復に関す る調査 ・研究(龍 門石窟の保存修復に関する調査 ・lill究)
龍 門石窟の保 存修復 に関す る1.:1中共同 の調査 ・研究 は、敦煤 莫高窟 にお けるlilll共同
研究が開始 されてか ら約15年 を経て 、当研究所 としては二つめの 中国文化財 の保存修
復 に関する共1司事業 と して始 め られた ものである、,
中国 ・河 南省洛陽㌃lfに所在す る龍 門石窟は、中国三大 行窟の一つ に数え られる仏教 イ1
3勉
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窟寺 院で、北魏時代か ら宋II寺代 まで に2千 余の大小仏舵が開かれ、現 存す る仏像の数は
10万体 にのぼ るとriわれている、,また造像銘 記約2800が現存 してお りIil:法芸術の宝庫
と して も知 られている1r2〔〕01e1毛成13)年121jにはユ ネ スコによ り世界 文化遺 産に登
録 された、,しか し、 この岩山は もともと無 数の断層が走 り、石質 も場所 によって精粗の
7j',があ り、風雪 による温度 ・湿 度の変化、断層を通 ってlll族旨内へ滲II1して くる水、糸【li露
水の発生 な どfに わたって厳 しい白然環境 にあったために、様 々な傷みが生 じている1,
この貴重な仏教遺跡 の保存に関 して 、'11研究所 はセ ンター を担 当として龍 門イ1窟研究
院 との共}``】研究 ・共同事業 を実施 した。 その項Uは 、2000('ド成12>年秋に始 まる長期 ・
短期 の人材育 成協力(運 営交付金、文化財保護 ・芸術研究助1」文財団からの助成、国際協力機
構JICAからの要請)、2002(平成14)年に始 まる高精細デ ジ タルカ メラによる写 真撮 影
と画 像デー タ管理 システム構 築の共同研究 α 化財保護 ・1ヒ術研究助成財団からの助成},
2001(平成13)年秋に始 まるユ ネスコのK化a産ll本 信託基金に よる龍門石窟保存修復
事業へ のrt門家及びコンサ ル タン トと しての参加(ユ ネスコとのコンサルタント契約)で
あるC,運常交付 金による調査研究 は、2001いF成13)年1斐に始 まるIll期計lll:1において 「lI1
国文 化財保 存修 復に関す る調査 ・研 究(龍1闘1石窟σ)保存修復に関する調 査研究)」と して
実施 され、2006(1城18)度か らの新lll期計lilliにおいて も2008el尾成{))年1斐終rを 】1
途に継続実施 しだ1
これ らは、それぞれに 異なる財源 による ものであ り、 また始め られた契機 も異なるが 、
龍門石窟のlil:界遺産登録 ともr:なり、ま さに11L門石窟 保護の機運の高 ま りとともに、 当
研究所 に対す る各ノ∫面か らの篤 い信f「:を得て開始 され たものであ る、
1996(平成8)年111」、龍Illl石窟 研究所1り1長劉景龍が'li研究所 に渡邊 明義所 長を訪ね 、
龍 門石窟の保護 に関 して人材育成 と共同研究 の1要請 を行った、 このii請に対 して、渡邊
所長 は当時建設 中の新館完成 をif途に検 討す るこ とを約'iiした1,2000(平成12)年に新
館落成 と研究室の移軟 が完y」したことを
承 け、渡邊明義所長は財 団法 人 文化財保
護振興期'団(現、財団法人文化財'保護 ・芸
術研究助成財'卜IDに、龍門 石窟に対 する
各種 支援 についての援助 を要請 した 、要
請に応 じた 同財 川は、同 年11月 に始 ま
る龍 門石窟研究所1身1護技術慮研究 員の11
本における長期研修q〔1カIDに ついて
の助 成を開始 した 「図5〕、,これ に先駆け
る同年10月 には、渡邊明義所 長が龍 門石 窟 を訪問 し、劉景龍所長 と協議 して、同年12
月の 日付 を もって三者の協力 を約束 した合意書 を署名交換 した。
一方、1998(平成10)年ll月に中華 人民 共和 国の江沢民国家主席 が来 日 し1小 渕恵
三首相 との会談に よって、文化方面の一一項 目と して シル クロー ド文化財の保護につ いて
の合意 がな された,翌1999(平成11)年、小渕 恵三首相が 中国 を訪 問 したが、 この時
シルクロー ド文化遺産保護協 力の具体 的な対 象 として、新彊 ウイグル自治区 クム トラ千
仏洞 と龍 門石窟の二つが選択 され るとい うことで 日中双方の意 見が一致 し、 この資金 と
して 日本 政府がユ ネスコに提 供す る日本信託基金が充て られるこ とになった。
当研究所 は、外務 省の要 請 を受 け、2000(平成12)年1月 の 「ユ ネス コ保護事業 形成
のための予備調査」のための ミッシ ョンに参加 した。その後、ユ ネスコ/日 本信託 基金
龍門石窟保護專業へ 専門的立場か ら参 加 し、ユ ネスコのサブ コンス トラクターの役 割を
担 うこ とになった。同年9月 に再度派遣 された調査 ミッシ ョンを経 て、前後2段 階にわ
た るプロジェ ク ト計画案が作成 された。 そ して、2001(平成13)年11月、ユ ネス コと
中国国家 文物 局 との間で合意書が交換 され る とと もに、12月、当研 究所 とユ ネスコ と
の問で第1年 目の コンサ ルタン ト契約 が結 ばれ、同事業が スター トした(口 絵掲載)。
5ケ年の事業は、当初計 画では第1期3年 、第2期2年 の計5ケ 年で実施 されるこ と
になっていた。第1期 において、各種の観測、実験 を行い、その デー タを分析 して第2
期に予定 され る実際の保存修復作業 に向けての作業計画 を作 成するこ と、第2期 におい
ては具体 的な保存修 復作業 を実施す ることが 目指 されてい る。そのため に1事 業と して
は皇甫公窟(北 魏時代、5世紀前半)、路洞(東 魏時代、5世紀 半ば)、潜 渓寺洞(7世 紀 トば)
とい う三つの洞1}C.」が試験洞窟 に選定 され、第2期 に修復作業が行 われる予定 になってい
る。2003(平成15)年度のSARSの 発生やユ ネスコでの手続 き上 の問題等 によって若干
の遅れ を生 じつつ も、2005(平成17)年3月 に第1段 階が終 了 したが、諸般の事情 を勘
案 して第2期 は3年 の時間 をか けることになった。 同年9月 か らその第2段 階が始 ま り、
結局2009(平成21)年3月 を もって終了 した。
この ような大規模 な文化遺産の保護においては、短期的 な保存修復作業 による成果 を
求める と同時 に、持続可能 な保護 を保 証するための長期的 な目標 も持 たなけれ ばならな
い。す なわち、ユ ネスコ事業終了後 も龍門石窟研 究院が引 き続 き保護活動 を継続 してい
くことが 出来 るような基盤 をつ くる ことが 目指 された。 この ため、ユ ネスコ事業 におい
て石窟 全域 及び試験 洞窟 に関す る各種の観測 、調査 、試験 を実施 してデー タを収 集 し、
分析結果 をもとに具体的 な計画 を検討 する とい うこ とを1作 業 として こな しつつ、同晴
に龍門石窟研究院の保護担 当者 に対 して、基礎か ら実践 までの教 育 を施 し、自 らの能力
374
Ⅲ 調査研究
に よって問 題点 を発 見 し、解決の方法 を
考案 し、幾 多の 困難 をも克服 して、保護
鱒朧 撚 徽雛 、遭艶
へ に
成を・輌 的に進めることが1陳 ないので・ ピ1 ,『'
当研究所は劉景齢 りr長との約束を実行 ㌧一 臣2s
'着
麓二鰻蔽 麓二寒∵ ～＼1
ち、財 団法 人文化財保護振興 財団に よる6龍 門石窟・輔 公窟における撮影作業(2002年)
長期研修 に対す る援助 は、2000(平成12)年か ら2001(平成13)年度に またが る1人 日
で終了 したが、以後の長期研修 はJICAによる研修,1二業(12ケ1!)を受 け入れ る形式 をとっ
て継続 し、2005(平成17)年度 まで にさらに計4名 の研修が終/し ている(1
長期研修 とは別に、運営交付金 を財源 と して毎年2名 程度の研究 員を短期で1-1本へ招
](1,11Jし、国内の関係機関、文化財保護 を視察 させ、龍門イ1窟保護0)ための個 別の テーマ を
設定 し研修 を実施 した。 これは5年 間でのべ10人 に達 した 、
この他 、2002(平成14)年度 には、ユ ネスコ事 業の一一環 と して同事業の試験 洞窟であ
る皇甫 公窟(北 魏時代、6世紀前半)に ついて、情 報調整室の協力を得て、高精細デ ジタ
ルカ メラ を用いた詳細 画像に よる石窟デー タの収集 を行った(278-279頁参照)〔図6〕,,
そ して2004(平成16)年度か らは新 たに龍lllj石窟 研究 院 との問で 合意 塵ll:を調印 ・交換 し、
「画像 デー タによる洛陽龍 門石窟の記録 とjdij像管理 方法 に関するIi中共同研究」をスター
トさせ 、唐時代の敬善寺 洞、北魏1時代 の蓮華洞につ いて、撮影作業 を実施 した。2005er
成17)年度か らは皇甫公窟 を含むIlhi像デー タの整理作業 とともに、龍門石窟研究院及び
当研究所 におけ る画像管理 システム構築のための共同研究を進めた。
文化財保存 に関する国際情報の収集 及び研究一 デー タベースの作成 ・公開
本プ ロジェ ク トは、国際文化財保存修復 協力セ ンターで実施す る調査 ・研究 によ り得
られた、文化財 その ものや 文化財保存技術、k化 財保存 国際協 力事業等 に関す る情 報
をデー タベ ー スと して広 く公開 し、 文化財保存國際協 力 に役立 てるこ とをU的 と して、
2001('1`成13)年度か ら2005el城17)年度に実施 された。本プロジェ ク トは 、(1)セ
ン ターで実施 した調査研究 による情 報のデー タベー ス化、(2)寄贈 資料のデー タベー ス
化 、に 大別 されるO
セ ンターで実施 した調ii研究 については、特 にIi南ア ジア(タ イ、カンボジア、ベ ト
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ナム)で の現地調査の際 に調査地点の位置情報が記録 され、空 間情報 デー タベ ース化 さ
れた。デー タベース化 にあたっては、各 国の公的機関が作成 した紙地図や、国際協力機
関 ・文化財保存修復機関 による電 了・地 図、衛星画像な ども併せて収集 されている。野外
1)
調 査記録のデー タベ ース化の手順 は論文 にまとめ られた。
また、2001(平成13)年度か ら2005(1冗成17){1三度の アジア文化財保存セ ミナー(別
項参照)で各国か ら報告 された文化財保護制度に関す る情報は、2006('1`一成18)年3月に「ア
1
ジア8ヶ 国'文化財保護制度資料一法 令 ・機構図 ・文化財」 としテーマ とめ られた,,法令
の条 文は、科学研究 費研究成果公開促進 費によるプロジェク ト 「k化財保護関連デー タ
ベー ス」(別項参照)と の連携 によ り和訳 されている,,
本プロジェク トでは、セ ンターで実施 された調査研究の惰報の収 集のほか 、 文化財保
存修復国際 協力の専門家が収集 した資料の受 入 と分類が行われた,,2001('ド成13)年1斐は、
'V
I研究所の所長 を務 めた関野 克の資料、2002('r成14)年度か ら2004er成16)年1斐に
は、ボロブ ドゥー ル遺跡の修復に修復i二那技術諮問 委員 と して参加す るなど、i.にア ジ
ア諸llこ1の文化財保存国際 協力活動 に携 わ ったCI'_//」!大=1i:郎の資料 につ いて、デー タベー ス
3)1)5)(i)
化 とIl録の作成が実施 された,,2005eF成17)年度はユ ネスコの ア ジア ・大洋州 ・ヨー
ロ ッパ 文化遺産業務研修部 部長 などを務めた野H英 雄の資料の うち、1=.に史化遺産の危
機管理 関連の資料がデー タベ ース化 された。
このほか、「世 界、特 にア ジア諸国におけ る文化財保存 に関す る情J'1の収 集1か ら引
き続 き、 文化財保存修復 に携 わる圃内外の機 関 ・人材 に関す る情 撮 を収 集 ・蓄積寸一るな
ど、情 報の 充実が図 られた、,
D二神葉子・隈 元崇「文化財科学の分野の野外調査における地理情報 システムの応川及びデー
タベース構築の手法一国際 文化財保存修復協力セ ンターの実例一 」〔『保♂∫:科・学」43、2(x)4
年311)
2)東京文化財研究所国際文化財保存修復協力セ ンター編 『アジア8ヶlkl文化財保II蔓制度資
料一法令 ・機構図 ・文化財 その1.東アジア編、その2.東南アジア編、その3.イン ド編、
その4.西南アジア編(4分冊)』(同センター、2006年311)






6)東京文化財研究所国際文化財保存修復協力セ ンター編 『千原大五郎資料 日録(写真編)』q司
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セ ン タ ー 、2〔}05年3月)
国際資料室 の整備 ・公開 ・活用
アジア文化財保存研究室発足以来、文化財 とその保存修 復に関す る情報の収 集は一貫
してプロ ジェ ク トの柱であったがrl日庁 舎では専用の収納 施設が なか ったため、実際 に
は資料の蓄積は困難が伴 うものであ った。 しか しi2000(平成12)年2月 の新庁舎への
移 転に伴 い、国際 文化財保存修復協力セ ンターに国際資料 室が設概 され、大規模 な資料
の収 集が可 能 となった。そ こで、国際 資料室の外国の文化 財や文化財保存修復事業 に関
す る蔵普 ・資料の 質及 び最 を充実 させ 、センターでの関連 の研究や事業に利用 し、国内
外 の関連分 野の專 門家が利用 出来るようにする ことを 目的 と して、2001(平成13)年度
か ら本 プロジェク トが開始 された。
本プロジェク トでは、文化 財 肉体やそ の保存修復 、機関 ・組織 ・法令な どの保護制度 、
文化財 の公 開 と活用、危機管 理な どの分野の書籍や報告脅 、会議録 、地図 など、文化財
保護 に関す る資料 だけでな く、文化財保 存修復国際協力を行 う上で参考 とな る関連諸学
に関す る資料 も含 め広 く収 集 している。 資料の収集は他の プロジェク トと も連携 して実
施 され、プロジェク ト対象地域 につ いては1現地講 による資料 も含め重点的 に集め られた。
収 集された資料 の内容は多岐にわたるが、文化財の保存修復[=hl際協力 とい うセ ンター
の事業 の性格上、地域別 ・文 化財 別に資料が分類 ・配架 されるこ とが菓 ま しい。そのた
め 、地域 及 び文化財の種類 を基礎 と した独 自の分類 コー ドが2001(平成13>年度 に作
成 され、収 集資料 の分類 ・デー タベー ス化 を行 い、毎年iに 目録が作成 された(東 京
文化財研究所 国際文化財保 存修復協力セ ンター編 『国際資料室蔵轡11録』 同センター、2002年
3月、2003年3月、2004年3月、2005fF3月、2006年3月)。2005(平成17)年度 まで の5年
間で、告:籍等4600点余 り、定 期刊行物2300点(300種類)余 りが登録 されている。
国際資料室 には、所蔵資料 口録 に掲載
されて いる上記 資料の ほか、「文 化財 保
存 に関す る国際情 報 の収 集及 び研究一
デ ー タベ ースの作成 ・公開」 捌 項参照)
に より整理 された専門家か らの寄贈資料
や 、「文化財保護 関連法令デー タベ ース」
(別項参照)に よ り収集 ・和訳 された 各
国の法令が所蔵 されている 〔図7〕。
なお、所蔵 資料件数の増加 と内容の充7各 国の文化財保ll蔓にr対する法令〃液 料 咽際宿酬制
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実の一方で、資料の増加 と文化財 の概念の変化、関連分野の広が りによ り、従来の分類 ・
配架方法 は資料の内容 を十分 に表現 した もの とは言 えな くなった。 そのため、最終年度





保護 ・保存 ・修復に関する協力 ・支援事業の一環 として、特に内戦 ・紛争によって危機
にさらされているアフガニスタン及びイラクの文化財の調査研究を行い、それに基づい














に参加 して関係機関か ら情報収集を行った。 またr当研究所 と情報文化省(現在は文化
青少年省と改称)との間でアフガニスタンの 「文化財保護のための協力に関する合意書」








ア フガニ スタンの 文化財保護 を担 当す る
.{つの 部局 、つ ま りカー ブ ル国 航博物
館 、考 占学研究所、歴 史的建造物 局から
各年度4名 の専門家 を日本に招1陪し、研
修 を実施 している、,また、あわせ てアブ
墜,
ガニスタンで州[獺 もりξ施 してお ザ 毫 .'
2・()3職'5)職(文 丁ヒ肋 畷ll丘 臨1'1動 ・
,
事業)に は カーブ姻 嚇 物館 で・2・54□¥一 溝1 ..㌔・.{
(平成17)年度 にはバー ミヤー ンで 「考8バ ーミヤーンィ1窟における壁匹li保存作業(2備年〕
古 資料 の保存修復のためのワー クシ ョップ」 を開催 したq」 絵掲載)。
バ ー ミヤーン遺跡保護 の協力 ・支援活動は、同 じ[1的で実施 されているユ ネスコK化
遺産保存 日本信託基金 による 「バー ミヤー ン遺跡保 存:事業」 と歩調 をあわせて実施 され
ている。ユ ネスコ事業 の枠組み のlIIでは、'正i研究所 は 「壁画の保存 」、「保存管理活川iτ卜
画案の策定」及 び遺跡保護 のための 「考 占学 調査 」を実施 してい る 〔図8〕、,これ に11f1えて、
以下の様 々な活動を行 っている。 また、各活動におい ては、ア フガニス タン人専門家 と
共 同で作業 を行 うこ とによって 、人材育成 を図ってい 惹 、
(1)バー ミヤー ン遺跡地下探 査及 び試掘調 査
バー ミヤー ン遺跡で は、文化的 及び考 占学 的地区 と保護 されるべ き老占遺跡 を特定 し、
地域開発 による破壊か らこれ らのk化 財を守 ることが急務であるこ とから、埋 蔵 文化財
の存 在 を確 認す るため、2003(1`成15)年度(文 化庁からの委託'}喋)及び2〔〕05(1城
17)年度 に非 破壊 の地下 レーダー探査法 を用いて地下探 査を実施す るとと もに、それに
よって得 られたデー タを検uす るために試掘 調査を実施 している、,
(2)バー ミヤー ン遺跡建造物調査
石窟 の現状把 握、石窟 の構成 、技 法 、編年 観 に関す る建築 史的調査 を目的 と して、
2005(平成17)年度 に予備調査を実施。
(3)「ア フガニス タン文化遺産調 査資料集」 の出版
バー ミヤー ンで実施 している事業の成果 を公表す るため に、「アフガニス タン文化遺
産調査資料集 」のシ リー ズを刊 行(2005年度↓ユ降),、
(4)バー ミヤー ン遺跡 保護支援 活動 の広報 のために 、2004いr成16)年121Jに「バー
ミヤー ン遺跡保存 に関す る第3LII・、引「ll家作 業 ゲルー プ11く1際会議」 をユ ネスコと共催する





ガ',ニス タンK化t-:13少年 省 の許ilrを得 て11本に持 ち帰 っ た壁II}liの微Ill、I」U::1の分1・lrを行
う と と もに 、中 央 ア ジア で 発 見 され て い る壁IIIIiの調 査 を実 施(2004でi:度以降継続)1,
「イラ 刎
イラ クの 文化 遺 産 の保 存修 復 支援1事裳は 、 同ll{[の治 安 状IILを鑑 み 、略 毎 にあ 一aたバ ゲ
ダ 一ードlkl、'ノ」1草物1・1から イ ラ ク人の 文化 財L～〔門 家 を 目本 に招}ll亭し、研 修'」`巣を'」≦施 して い
る 「図L.i〕1
イラ クは 、 メソポ タ ミア 文明発 祥の 地 で あ り、 畦界的 に 重要 な考 占学 遺跡 が 数 多 く存
在す るの み な らず 、 バ グ ダー ドを は じめ とす る 国 、'ノ:博物 館 に は膨 大な 数の 遺跡 か ら発 書lll;
され た;1匝な遺 物 も大Ill:に保管 されて い る,,残念 なが ら 、紛 争中 及 び紛 争 後 の混 乱 の 中
で 、 博 物館 の1i又蔵 品 が破 壊 され 、 また 、重 要な 遺跡 も盗 掘 の 被 害 を受 け て し ま一・た1,し
か しなが ら、現 時 点 で は 、 こ う した 文化 財 を保護 し、調 査す る専IIII家の み な らず 、 最 新
の 文化 財'修復 技 術 に関 す る知識 や 経 験 が 不 足 して い る、,その ため 、 本}」i:業で は 、 イラ ク
人 網1lj家の 人材 を育 成 し、 イ ラク 人 白身 に よ る 文化 財復 興 をx援 す る こ と を 目的 と して
い る[1
2〔}04ei城16)年度 に は2名 、2005('ド成17)年 度 に はユ ネ ス コ 日本 信 託f'に よ る
1`材育 成'拝業 と共同 で2名 の研 修 生 を受 け 人れ たn
(5)その他、バー ミヤー ン遺跡保存 事業の一燦 と
して実施 されている事業 と しては、以 ドの通 りであ
る。
(1)名古屋 大学 年代測定総合研究セ ンター と共同で 、
壁 画や壁Lか ら採 集 された麦や木片 を試料 と し
て、放射性 炭素年代測定法 によって、バー ミヤ ー
ン遺跡仏教壁画や石窟 の年代測定 を実施 して い
る(2004年度以降継菊1己)、,
〔21叫〔京藝術)`学と共Ilrlで、流川 文化財保護1[本委
具会が保管 している 「バー ミヤ 一ーン遺跡 仏教壁
[Illf片」の 調査を実施(2004年度),
〔3)仏教壁 画の技法や材料・を理1ら∫rするために、アフ
中国文化財保 存修 復に関す る調査 ・研究q庚西省唐代陵墓石周多像の保存修理に関する研究)
中国陳西 省西安叶∫周 辺に現存す る庸時 代の皇 帝陵の うち乾陵(高 宗 ・則天武1酌 と橋
陵(容 宗〉、 さらに則 天武后の 緑の章氏 が葬 られ る順 陵の三つについて、2004(平成16)
,fig{)
且!1暉評'ljiii'9i,f究
年 度 か ら、そ のlidl=Y1北各 門 に配ii'iされ
る石 彫 像 の 保 存 を 口IIリ肺flで実施 す る こ
と に な った 〔図1{〕L、
こ才し1よ、il本U)充蒔,1._L;.・家'⊥～11i才,「{」1J力書、'ド
山郁 火 が 理Blf長を務 め る財IJ1法入K化 財
f呆i護・圭寒神∫何「究1坊成 販「1」1に女寸して 「ll1国
の 虻化 財 保 護 に資 金一一億 円 を提 供 す る 」
こ と を 申 し入 れ 、'ドlll理事長 と中 国[司家
文 物 局 との 問 で 調 整 した結 果 、一ヒ記 三 つ 1{〕i郷西省1成陽II∫順陵の石彫像
の陵墓 について、その石彫像の保存II参復を行 うことが合意 され、Ilil財IJ1の委託 を受 けた
当研 究所 が、セ ンター を批1iとして実 施す ることにな った ものである、,
同財 団は陳西 省文物局 との問でu:,,同`1喋実施 に関する合意lll:を交換 した,'li研究所 は
西安文物保護修復 セン ターとの問で具体II勺,1`業llhlhi案を作 成 し、実際 の推進役 としての
合意書 を交換,した、,当初は4イト問の計lllllであ.aたが、初年度の報llhll二作成 にf川 取 り、
実質は5年 問の計 Ⅱlhiに修」Eされた、,また、本来は同財団か らの委託 を受けた外部資金に
よる 事業 であるが 、当財研究所のX営 交付 金に よる経 費を確保 し、これ によって 共1司研
究の部分 を実 行す るこ とに している。
保護の対 象 となる石彫像は、いずれ も良質の石灰 岩によって作 られてい るものの、蕗
天環境 に置かれ た まま1300年の期問 、夏季のJI{1:射ff光、 冬季の風雪 にll暴されて いる、、
重量 数 トンの巨 大な石造物 は、大 きな空隙 を伴 う亀裂に起 因す る崩壊 の危険性 をは らん
でいる。 表面が甚 だ しく風 化 し、すで に当初の美 しい彫 刻の線 と面 をほとん ど失ってい
る。地衣類 ・蘇苔類が 繁殖 し、無惨 に黒変 している像 も多い,,現在 も多 くの劣化 因 ∫一が
存在 してい るのであるn
この ような状況 にある石彫 像に、イゴ効な保存修復の処理 を施す ことが 第一 の 目標であ
るがr同 時に1本 来これ らの陵墓は、当初は周囲 に垣 を設け、東西南北 の参道 に石彫像
を配置 し、陵園 として の衆観 を備えていた もので 、石彫像の保護 は、その景観の 中での
あ るべ き姿 につ いての考察 と効果的な設計 を伴 ったものでなければな らない。対象 とな
る三つの陵墓 の うち、 多 くの陪葬墓か ら唐時代 を代 表する壁画が発見 されて いる乾陵は 、
観 光地化が進み 、すで に当初の配澱を 考慮 しない参道の拡幅が な されている、Sこれ に対
して順陵 は農耕地 で、管理体制が取 りに くいほか 、農 熟に使 う潅溜[1水が石造物 に及ぼ
す 影響 な ど、調 査すべ き.一.__」.柄が多い1,橋陵 は、四安 市か らはやや遠隔の地点 に存在する
















2シ ンポ ジウム、研 究会等
「敦煙莫高窟の保 存」
(第19回文化財の保存及び修復に関す る国際研究集会)
1996(平成8)年2月1日 ～3日 の間、 奈良県新 公会堂において 、250名の参加 者を
得 て 「敦燧莫高窟の保存国際 シンポジ ウム」が行 われた。会で はeL基 調講演 、2地 形、
地 質 と石窟 の環境 、3石 窟 の構造 的安定 化、4.画 の強化 と修復、 とい う四つの セ ッ
シ ョンが設け られて19件 の発表が行 われる とともに、5,総合討議 のセ ッショ ンも設 け
られ、活発 な議論が行われた。 また、 シンポジウム後の同年2月4日 には、同 じテーマ
で公開 シ ンポジウムが開催 され、 一般 に もシ ンポ ジ ウムの成果が公表 された。翌1997








12)年12月18～2ユ1ヨに東 京 国立博 物
館大講堂で開催 された 〔図11〕。
1994(平成6>年 の 「文化 遺1_の真 正




バ リゼー シ ョンの急速 な進行 による地域ll文 化財保護法50年ll己念国際シンポジゥム
固有の文化の破壊が起 こって きた。そ こで、文化 と文化 遺産の 「多様性 」の真の意味 を
見直す とともにrそ の ことを世 界に発 信す るこ とを目的に、本シンポ ジウムのテーマが
設定 された。 日本の文化財保護法は世 界に先駆 けて制定当時 か ら 「無 形文化財」の概念
を持つ などi「多様性」 を有 していた ことも、このテーマの設定 にかかわってい る。
シンポジ ウムでは4日 間 にわた り四つのセ ッシ ョン、16名の講演 と討議が行 われ、「文
ロ ピカ
化 の 多 様 性 と 文 化 遺 産 に 関 す る 東 京 宣 言 」 が 採 択 さ れ た(『 戦 料 編 』172～173頁)。
1}東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 編 『文 化 財 保 護 法 年 記 念 国fシ ン ポ ジ ウ ム 文 化 の 多 様 性 と 文 化





「シル クロー ドの壁画が語 る東西文化交流」
(第29回文化財の保存及び修復に関する国際研究集会〉
東地 中海沿岸 から日本に至る までの シルクロー ド沿いに残 されてい る壁画の歴史 ・文
化 的な側面 、あ るいは技法 や材 料 とい った様 々な側剛に焦点 をあて、当時の東西文化交
流 の実相 に迫ろ うとい う試みであ った。専門家の議論の場 と して コロキ ウム(2006年1
月24～26日)を 、そ して一般へ の情報公開 の場 として シ ンポジウム(1月28日)を あ
わせ て開催 した。
3日間にわたるコロキウムでは、日本、イギ リス、イタリア、アメ リカ、イン ド、韓 国、
中国、ロシア、 フランス、 カンボジア、 タイの壁画 の保存修復 に関わる専門家及び美術
史家、歴 史家計31名が一 同に会 し、 シル クロー ド沿 いに位 践す る壁 画 をテ ーマ に様 々
な視点か らiを 行った。西洋 と東洋 とい う単純化 した影響論に終始せ ず、 シル クロー
ドにおけ る壁画の美術 史的 ・歴 史的側面の知識 を、世 界のF1'Fv'}一門家たち と共有する ととも
38.3
に、各地域 の複雑 な文化の融合に よって生み 出された壁画技法や材料、描 かれたモチー
フの意味な どにつ いて具体的に議論 しあうことで、地中海地方か ら日本にかけてのダイ
ナ ミックな東西の文化交流の一端 を明 らか にす ることが 出来 た。それ と同時に、文化遺
産 としての壁画の保存 と修復が抱 えている問題点 も浮 き彫 りになった。破壊 や盗難、現
地の状況に応 じた保存修復技術、 人材育成 と技術移転 、文化遺産 を守 るための社 会の意
識な ど、数多 くの 問題点が指摘 された。 また 、本 コロキ ウムで は、 シルクロー ドの壁圃
の保 存については、様 々な分野の専 門家の協 力が必要であ り、過去 において東西の人 々
が交流 し、文化が発展 して きた歴 史を示す壁 画を未来の 人々に伝 えてい くため には、現
代に生 きる私た ちが 、東西の経験 を共有 し協力 していか なければな らない 、とい うこと
が確 認 された。
シンポジウムでは多 くの参加者 を得て、美術c・ 文化 史、壁画の技法 と材料 、壁画の
傑存修復の視点か ら6名 の専 門家が講演 を行 い、パ ネル ディスカ ッションでは保存 にお





物館の建設 を進めている山西省における文化財保護の制度 と現J[犬、そ して今後の諜題













「文 化 財 の 調 査研 究 お よ び保 護 に対 す る地理 情 報 システ ム の 利用 」
(第341rl!文化 財 保存ll笏復研究協議 会)
位 置 情 報 を持 った'1f物を対 象 と して デ ー タベ ー ス化 ・管理 ・分 析 を行 う ツー ル 「地理
情 報 シ ス テ ム 」1以 ト、GISとす る)は 、近 年様 々な分 野 で 利 川 が 進 ん で い る、1文化 財 は
位 置 情 報 との1'1:]係が 不Ilf分で あ る に もか か わ らず 、Ifsで は埋 蔵 文化 財 以 外 の 分野 で の
GISの利 川 は まだ 始 まっ た ば か りで あ る1,そこ で 、「K化 財 の 調 査 研 究 及 び保ii{ftに対す
る地 理情 撮 シ ステ ムの 利 川 」 を テ ーマ と して2005(平成17)年31」2411に'll研究 所 セ
ミナ ー室 で 第341111文化財 保 存修 復 研 究1筋議 会 を1粥催 し、1現在GISを 積 極 的 にゴ舌lllして
い る文 化 財 分 野 の1占乏門家 に よる 粥 例 紹 介 を行 い 、 今 後 のGISの 利1目の可 能 性 につ い て
考 え る機 会 と したO
研 究協 議 会 に は67名 が 参 加 し、外 国か らの2件 を 含 む6件 の'll:例紹 介 と質疑 応 答 が
行 わ れ た(『資料編』2{〕ls'i},、また 、'斯列紹 介 と 質疑応 答 を ま とめ た報 告Ill:が作 成 され た(東
京K化 財研究 所編 「桝∫34illBζ化財 保 存fi毎復研究 協ll義会報{1「、1ト虻化 財び)調條II」1究及び保 護に
対す る地理情 報シ ステムの 利川」 東京文化財lill究所111際娼 ヒU措lll:修復1`鈎セ ンター-」〔〕06年31DII
(1>ノ1辱調 講演:史 化 財 保 存 修 復分 野 に おけ るGISの 利 川{奈 良 大学:、碓II:照D
(2)文化財 と時 空1用情 報科・'1∫:-4D-G【Sによ,る文化財 解 析一{東};(藝術 大学 、llt村'宏臣}
(3)文化財 防 災へ のGISの 利 川(当 研究所 、 二神 薬 ∫・)
(4)金沢 のGIS歴 史遺1恥デー一タベ ー スにつ いて(j'`;{尺1梁大学 、宮 瞥111裕)
(5)GISを川 い た 文化財 イ ンヴ.r.ントリー(イ ル・ドウ・フラ ン」,地方圏 文化=J、i.!ズリ 一ー
ヌ ・ピコー シエ ・・ル)
(6)[il:界遺 産 の マ ネー ジ メ ン トと保 護 に応 川 され た稲ll報シ ステ ム(III:界遺 産セ ン タ 一ー、
マ リオ ・サ ン タナ ・キ ンテ ロ)
ア ジア文化 財保存セ ミナー
膨 大なア ジアの文化財 を保存 ・活 川す るには 、各国の主体的な努力 と相互の協力が不
可欠である。 このような認識か ら、ア ジア各国の代表が文 化財の保存 に関す る基 礎的惰
報 を交換 し、将来 の多国 間の共同研 究 ・共同事業 を推進す るため の礎 を築 くことを目的
と して、ア ジア文化財保存セ ミナーが企画され た,、
セ ミナー開催の発端は 、文化庁 〕な算に より、 噛li研究所のill当でアジアの'k化財保存 を
テーマ と したセ ミナー を開催 しては、 とい う文化庁 か らの依頼がな されたこ とで あった、,
199(平成2)年1〔〕月のアジア 文化 財保 存研究室 の発足 とい うこともあ'♪て、馬 淵 久夫
保存科学部長が事務=Jと な った,セ ミナーの テーマ は、アジア諸国 が保fr:を望 んでい
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セ ミhナー一 軒乏+lis11旦E・1'〔2D⑪2で1モ)
るのは観光資源 として 国の経済 に関係 する歴 史的遺跡
との考 えか ら 「石造文化財 保存の問題点 」 とされた。
そ して、ア ジア13ケ 国の文化財保 存 に携 わる国立研
究所 や行政機関か ら出席者の推 薦 を受 け、文化庁 ・奈
良国立 文化財研究所 との共催、ユ ネス コ ・アジア文化
セ ン ターの 協力 に よ り1990(平成2)年ll月 に国立
京都 国際会館で第1回 目のセ ミナーが開催 された。セ
ミナーにおけ る口本の 立場 は、ホ ス ト役ではあるがア
ジアの一一員 と して平等 とい う ものであったUそ の後の
セ ミナー も一貫 して円卓の会場で開催 され、議長 は各
国代 表が交代で行 うという形式 を取っているC,
第1回 ～第9回 まで のセ ミナーでは、各開催年度で
虻化財の材 質や種類 によるテーマを設定 し、3't[の文化 財の現状 と保存の技術 的な問題
について情 報交換 と討議 を行って きた(口 絵掲載)。
これ に対 して、2001.rr....E__成13)年度に始 まる―ll期研 究 計画(5{卜問)で 実 施 した第10
1"卜策14111;のセ ミナーは、 これ までの形式 を・一変 させ る試み を行 った 〔図12〕、,
この5年 間のテーマは、ア ジアの各地域 における文化 遺産保護の制度 とその 運川 につ
いての調査研究 を行 い、各国の文化遺産保護制度につい ての認識 を相互に共通 のもの と
し、ア ジアの文化財の保護のための有効 な理 念の確立 と、よ り強固 な協 力関係 の構築 を
1甘旨す、 とい うもの であ る。
しか し、一つの国の文化財保護 を理解す るためには、 きわめて 多様な内容 についての
研究が必要である。その国 にお いて何 をk化 財 と捉 えているか、,具体的な保護制度は、
どの ような文言に よって規定 されるのか。制度の運用 は どの ような組織 、人材 、予算的
裏付けに よって担 保 されているのか。現在 に至る文化財 保護の制度 はどの ような歴 史を
た どって きたのか。文化財保護 の制度 はそれぞれの政治 、経済、文化、民族 、民俗、宗
教な どと、 どの ような関係 を持 って いるのか。保護の制 度は将来 において どの ように変
化 していこうとしているのか。 また どの ようにあるべ きなのか。それ らの問題 を、各国
の専 門家が この機会 を利用 して一つ一つ検証 し直 し、他 の国 との比較を行 うこ とによっ
て、さ らに 自国の特徴 を認識す るとともに、 自国の保護 制度の改善 に寄与す ることが 目
標 とされた。
そ して、 日本を含 む9ケ 国の固定 された メンバーが、毎年 日本 に集合 し、設定 された
テーマに従 って調査研 究 と報告 を行 った。最終年 度の2005(平成17)年 には、この5
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人類 共通 の遺産であ る文化財を守 るためには国際協 力は不ロr欠であ り、世界のK化 財
を守 るためr伝 統的 ・先進的な技illl:をともに イゴする1体 が 果たす役割 は 大きく、実際 に
多 くの国際事業が行われて きた1,しか し、 史化財'の材質やその{i'1二かれて いる環境 は 多様
であ り、Ii本とは民族 や宗教、社会体制、経済状況な どが異なる外国でK化 財の保存修
復 を行 う際には、多 くの問題に直llllしているのが現状である1
ヒ記の ような 文化財 保イ∫:国際協力'jl業に関 する問題点について検討 し、解決のための
方策 を探 ることをII的として、1997e卜成9)年13月311、「アジア 文化財保 存修復研'究
会」が 開催 された その後 この研究 会は1[・1際虻化財保 存修復協 力セ ンターeli時}の'lf
業の こ本柱 の ・つである、「情 報収集 と人材 ネ ッ トワー ケの構築」 を実現 するlr段と し
て位 概づけ られ、2111111以降 は冒頭 にllll次が つけ られ るように なる 以 後、2〔〕05いr成
1の年度 まで19岡が開催 された1、
本研究会 は、ll本のs.化財保存修 復協 ノ」'1環のi三要な ター ゲ ッ トは アジアであ'・た
こ とか ら、2回 目までは 「ア ジア 文化財 保存修 復研究 ≦}」とい う名称で あった。 しか し、
3回 目か らは 「対 象をア ジアに限定 すべ きでない」 との参力1南の意 見に基づ き 「国際 文
化財保存修復研 究会」 と改称 され、 コ 一ーロ ッパやllI米な どでの」1僕の紹 介や、外1Ⅱllや国
際機 関で働 く日本人専 門家に よる発表 も行われる ようになった。
研究 会は、文化財保 存修 復ILI際協力」乎業の現状 と問題点 を紹介する事例紹介 と、それ
に関する質疑応答 、及び総 合討議 とい う形式で行われていた,と ころで 、本研究会では、
他の研 究会 と比べて長時間の質疑応 答の時 問を確保 していた。 これは、本研究 会を、様 々
なllilでH本とは異なる外国で ↓1礫を行 うに際 して11"1:ll【iした困難やそれへ の対処 、時 には
11本、あるいは「1らの所属機 関の・∫喋 運営の問題点 もi'iめた†II∫報を提供iノて もらう ・方、
参加 拷相111のII義論 を通 じて ↓」喋 の ノウハ ウを交換 し、問題解決の 方浸ξを探 る場 として活
3召7
用 しようと したためである。様 々な地域の保存修復事業 の事 例が(研 究 としてではなく)
事業 と して紹介 され、情 報 を得 られる場 はあ ま りなかったため、参加者 のア ンケー ト調
査 を見て もこの点 に関す る評価 は高か った。保存修復事 業 に関 する事 例紹介 は、2000
(平成12)年度 までの9回 の研究会で34件行われ た。
次の2001(平成13)年度か ら2005(平成17)年度 までの問 に、合計10圓 の研究会が
開催 された。 この、研究会は事例紹介 だけではな く、文化財 をとりまく社 会環境の問題、
民族や文化 その ものに焦点 をあて、その保護のあ り方 を討論する場 として機 能す るよう
になった。 これは1民 族や宗教 の対立が ます ます顕著 となる中で、国 を越 えた保護活動
のあ り方 、場合 によっては文化 その もの を越えた協力活動のあ り方につ いて1あ らか じ
め考えてお く必要がある、 とい う認識 による もの であ る。
20⑪1..i_:成13)年度 に実施 した第10回 、11回は、 と もに 「地域社 会 と文化 遺産」 と
い うテーマ をかかげ、世 界の各地域 における民族 、宗敦、文化の違 い、違い を認識 した
ヒでの相互交流のあ り方につ いて、それぞれの分野の専門家に よる報告があ り、文化財
保護の専門家 との問で討論 を行 った。 この ような討論は、文化財科学の分野か ら発展成
、Xした国際セ ンターに とって 、これ まであ まり得意 と して こなかったこ とで 、まさにセ
ンターの変化 を象徴す る ものであった。 とくに、10月18Uに実施 した第10凹では 「イ
スラム社 会 と"文 化"の 構造」 とい う報告 があるが 、これは9月11日 の ア メリカ同時
多発テ ロ事件 よ りも前 に企画 をスター トさせていた もので、世 界の情勢 をいかに読 み、
どの ような準備 を してお くべ きか とい う点で、図 らず も、セ ンターの これか らのあ り方
を強 く示唆 する結果 となった。
2002(平成14)年度の第12回 では、日本、アジア、ユ ネスコにおける 「無形の文化財」
保31".rC;をテーマに した。遺跡の保存修復 のみ を扱っていた国際 センター と して は、画期的
な出来事であ る。次の第13回 で はrこ の間に発生 したバー ミヤー ン大仏の爆破か らア
フガニ スタンの治安復興 を受 けて 「アフガニス タンの文化遺 藍の復興 をめ ざして」 とい
う研究会 を実施 した。急 激に変化 し始 めた世界の情勢 に、国際セ ンターが積極 的に対応
した研究会であ る 〔図14〕。
2003(平成15)年度の第14回 と第15回 は1イ ラク戦争終結 を承けた 「イ ラク文化遺
産保護 の地平線」 と中央 アジア西 アジアの文化財 の主要 な材料であ る 「日干 し煉瓦の保
存」が テーマ となった。 緊急 の課題 となる地域 につ いての情勢報告 とともに、具体的 な
保存修復に関する内容 に も対応す ることが求め られた。
2004(平成16>年度の第16回 には、 この年改正 され た文化財 保護法 に新 た に盛 り込
まれた 「文化 的景観」 についての研究会 を実施 した。法1の 施行 に対 して、導 入された
..
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経 緯、 その意 味 、今後の 課題 につ いて、報 告 と副'論
を行 った。 これ に引 き続 き、2{}05い14成17)年度の第
18同では 考 古学、地理 学、 一.r・,民俗学 な どの 、k
場 か ら 「文化 的1蔀測 とIfわれている ものが具体 的に
どの ように生み出 され、現 在の人 々によ'」て継承 され
ているのか、 とい う問題 を疹えた、、
本研 究会の 「情報収 集と人材 ネッ トワークの構 築」
を実現 す るとい う当初の 口標は今後 も変わることはな
いG口 本国内の文 化財 保存 に従事す る専 門家のみな ら
ず、世 界各国や国際機関の専1"1家との連携が ます ます
必要 となっているaま た、多分野 の専 門家 との 交流が
なけれ ば多様 な文化遺産 の保 護は出来 ない,,しか し、
rrl{仕削、'過軸町'」仙究
ア ツ ガ ニ ス タ ンの 立化 週 激の 槻 翼 をめ ざ して
a曜隔IIII叫際.'LiCdflLf」昨唱智観'A:61幽II■1
nh脚1誼砧 真zna隅電 幽
劇 噸 ヒ此 問脚卑 殉旧 脚 轟化叫 陶蒔繭 描 臨,」司:.,胃
14研'尭会 「アソガニスタンの文化
遺席の復興をめさして」報告、1}
この よ うに 国 際協 力の テ ーマ が か つ て な いほ ど 多様 な もの とな って い る'ill、そ れ だか
ら こそ 、問 題 に 対応 す る ため の セ ン ター 自 身の 明確 な 方向付 けが 必 要で あ るIIネッ トワー一
クの構 築 は 、 そ のH的 とfiii川す る 方1去が明 らか に な って い な け れ ば 、実 現 す る はず が な
い か らで あ る(各IIIIのゾ ログラムは、『資料編」 「アジア 文化財保存修復lill究会 ・II・1際文化財保
存修 復研究 会」59～66頁参照).
各国の文化 財保 護制度 に関する研 究会(第lI‡ll一第13回)
2001いr成L3)年度 にiiiiまるlll⊥モ期研.t::-ILpi『lllllでは、各l こ1の文化財保護ll司度に関する{lll
究が重 要 な位 眠をlllめ、これ までのセ ンタ ・ーの研究 ・活動 方llllを大 きく転換 させる もの
となった。すなわ ち、[lfiを含むア ジア9ケ 国のK化 財保 護の制度 について 各国のr1`i,1.門
家が5年 間にわたって 共同で研究 を進める 「アジア 文化財保存セ ミナー」 と、 ヨー ロッ
パ諸国の文化財保 護制度 と活用1`例についての研究 を進める 「文化財保存 に関する国際
情報の収 集及び研 究」の二つの研 究項 目を設けた ことである、,もちろんこれ らは、専門
家招聴 や外国へ の出張旅費 など、r算 的措置 を伴 った ものであった。 しか し、セ ンター
にはその他の科学研究費 による招助 や、別件の国際会議等 で来 日中の外 国専門家の来訪
が しば しばあ り、その機会 を利川 して積極的 に研 究会 を開fl崔し、各 国の文化財'保護制度
に関す る情報 を収集 して 来た1,「各国の文化財保護制度 に関す る{研究会 」 と銘打 った研
究会は、2001(平成13)年度か ら2005er成17)年1迂までの5年 間で通算121111を数 えた1,
以下に12同 のテーマ を列挙す る、,
第1「`」【:ltl}玉1・llll斯省の 文イヒ員オと文化財保1護(の雄む1犬2001いr成13)年ll112811(第
,3N9
31回文 化財保存修 復研 究協 議会;第2回 開催時 にこれ を第1回 と位 置づ けた)
第2回:巾 国 ・陳 西 省 の文 化 財 保 護 の現 状2002(平 成14)年1月231二1
第311【1:ドイツの 産業 遺 産の 保 存 と活 用2002(平 成14)年7月Ili.1
第dllll:文化 財 へ の 地 理情 報 シ ステ ム応 ∫IIに関す る研 究2003(平 成15)年1月22日
第5回:ド イツの 歴 史 的建 造 物 の 再生 一 現 代 社 会 に適 合 したi的 建 造 物 の 多様 な再
不ilJll-2003eド1茂157{F2月130
第(ilirllイギ リスの 新 しい 文化 財 保 護 の動 き一 ロ ン ドンの都 市 景観 保 存か ら町並 み1り1
生 小 業 まで一2003い ド成15}年31」10日
第711111ドイツの 産業 遺産0)保 存 と活 川一 現 代 社 会 に適 合 した歴1足II勺建lii物の 多様 な
111二示lllIl-2003(1{1」〕ζ15)イr101」1511
第81111:フラ ン ス 虻化 財 保護 の 現 在一 都 市 文化財'とk化 財 プ ロモ ー シ1ン ー2004(平
}茂16)向こ3JJI5[[
第91∫II:「歴 史的 モ ニ コ.メン トii任建 築家 の 職 能 と実 践」{講 演 、 ダ._.1:,ル・ル フ」.一ブ
ル;歴1遅的モニ ニLメン トM丁:建築家)2004eド1戊16)r1.113111
第1〔〕回:フ ラ ン ス 文化 財 の 現 在(3>:k化 財 建 築 家 の 要1}Illと実 務2004い 内」U6)
{卜71」201Ⅱ
第1111111イタ リア 文化 財 保護 の什 組 み:文 化 財 監 督 局 の 役 割 と展 覧 会 に 関 す る 規定
2005い1勺曵17)fr1」」3111
第]`JIIII:(タイ トルな し、 イタ リアの景観保護 につい て)2005い ド成17)sf-.5112511
第131111:アジア のk化 的景 観 を 考 え る一[II:界遺 産 フ ィリ ピ ン ・コ ル デfリ.r_一ラの
棚 田群 の 事 例 を通 して2005('F成177年8月29El
3科 学研究費による研究
石器石材の岩石学的研究
石器に用い られている石材 は、 これ までは:kとして考 占学の分野か ら分類研究 されて
いたため、岩石学 的に見れば不正確 な記 載方法が 多 くEⅡにされたreしか しなが ら、ある
遺跡で 昂 ヒした石器 と、別の遺跡で出一ヒした石器 とを比較 して検討す る場合 には、石材
名が統一的 な基準で分類 されてい る必要が あ急7も ちろん、石器石材 の分類 は、考古学
rl{」な議論や考察 を目的 として行われ るものであるか ら、岩石の成因に関す る議論 を目的
とす るような既存 の分類法 を単純 にその まま適用す るこ とは好 ま しくないが 、岩石学の
分野で は既に確立 されて いる方法論 に則れば、系統的 な分類は可能になる と期待 される、7
3go
iu調在研究
この ような観点か ら'1i研究で は、高知県か ら出iし た 、f=.として111石器の石材を¥}石学
的に記載する ことか ら、それ らを系統的に分 類す ることを試み た、,この ように して確 、レ:
された分類法は、高知ばか りで な く他の地域 の石 器を記載する場 合にも有効 となる と期
待 され る,1
古 墳の装飾 に用 い られた赤色顔料に関する鉱物学的研 究
文化財の分析は、 これ まで はiモと して化r__r.f..分析が中心 に行われ てきた、 このため赤色
顔判の分析で は、鉄 を含んだベ ンガラなのか水銀 を含 んだ朱なのかが一kとして議論 され
て きたO確 かに朱 が用い られる古墳 とベ ンガ ラが用い られ る古墳 とには違いが 見 られ、
この議論が有効 であるこ とは事実である。 しか しなが ら、顔料が持つ情報は決 して化学
成分だけでは ない。例 えば鉄 を発色の主要 因 とす るベ ンガラのlllにも、純粋 な赤鉄鉱の
鉱石の ような ものか ら、結晶構 造 を持たない、単 に赤 い粘Lの よ うなもの まで様 々な も
のが存 在する。 そこで本研究で は、そ う した赤色顔料 を、化学成分で 見るばか りでな く
鉱物学 的に細 分 してい くことによ り、 さらに細か い議論 を干1媒す る ことを　1的と した、
その結 果、純粋 な赤鉄鉱鉱石 と、結晶構 造を持 たない赤い粘1:質の物 質 とは明確 に区1,ll
され、古墳 に よって使 い分け られ るばか りで な く、 ・つのlll墳内 でII1暗が併用 され る場
合 もあ ることが判 明 した。
壁画 顔料 の現地非破壊分析法 に関する研究
壁画顔料の分析 は、美術 史的研究 と しての 側llllばか りでな く、その 対 ヒ財の保 ヂr:修復
を考 える際に も必要不可 欠であ るが、通常 はその ため に試料を採取す ることは許 されな
い、1文化財の非破壊分析法はそ れまで もい くつか 知 られてはいたが 、壁 画は実験 室 に運
び込 むことがlh来ないため、現地に持ち込んで1一分で はない電源環境で 分析 を行 える装
置が必 要 とな るC、そこで 、容易 に持 ち運びがrlf能で、バ ッテ リーで駆動す ることがIlll来、
対象に対 して非破壊 ・非接触で 元素分析 を行 える装 澱を開発す る ことを1If的と した,,そ
の結果 、法律 の 規制 が生 じない、低 レベルの放射線 源 を利川 するこ とで1重 さ4kg以
'ドの装 置で
、バ ッテ リーによって稼働す ることの 聞来 る、蛍 光X線 分析装概 を開 発する
ことに成功 した、,この装 置をlllいる ことによ り、出雲地 方の中[11:から近llllに描かれた壁
画や各地の絵馬 、あるいは建造物彩色な どに川い られている顔料 を、非破壊で分析 した.
空間情報 データベース及びインターネッ トによる各国の文化財保護 システムに関する研究
外 国でのX化 財を取 り巻 く状 況は 白然環境 だけで な く、保護制 度や保fr:に対す るJL
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方 も日本 とは異な りr文 化財保存修復 国際協力事業 の効果的な推進 には これ らの情報が
不可欠であ る。 ところが 、この ような惰報 は体系的 に整理 され提供 されてい るとは言 え
ず、現 に情 報不足 のため に様 々な問題が起 きてい ることが、事業 に関わ る専 門家か ら指
摘 されてい る。
そこで 、国内外 の文化財保護 システム を中心 とした情報 を広 く収集 し、結 果を空間情
報デー タベー スと して構築す ることで文化財保存修復国際協 力に貢献す ることを目的に、
2001(平成13)年か ら2002{平成14)年に本研究が行われた。
本研究で は、インター ネッ ト、文献、各悶の専 門家へのア ンケー ト調査か ら、各国の
文化財保護機関の情 報収 集 を行 い、機関の連絡先や業務内容 の概 要を明 らか と した。国























タベ ー ス化 を実 施 したx()(31('f`一成1.3)年1斐か ら20〔〕4e1べ成lh?イ1モ度 に は科 学 研 究 費 補
助 金研 究 成 果公 開1足進 費 の 助 成 を受 け たが 、現 在 も、 セ ン ターの 他の 」喋 と も連 携 し、
法 令情 報の収 集 と和 訳 ・川 語 集 作1曳を継続 しK化 財 の 定 義 な どに つ い て比 較 研 究 をfD
て い る,
歴 史的建造物 に おけ る塗装 の変遷に関する研究
歴 史的建造物が 、それが建 てられた時代に、当時の 人々の 目に どのよ うな色で 見えて
いたか を系統 的に検証 した,ま ず 、古代 における建造物塗装は、瓦 に付 耳'1する顔料に聴
ついて検討 したv塗 装 の際 にはみ出 して付着 した と考 えられる顔料 を もとに推定 する と、
奈良時代以前 の 日本において は、建造物 塗装 に用い られた赤色顔 料 と してはいわゆる不
純 なベ ンガラ しか今の ところ認め られず 、水銀朱や鉛 丹に よる塗装 は 全 く確認 されな
かったためr通 常 の復元模型 などに塗 られた派]忘な イメー ジは今後改 め られ る必 要があ
るだろ う。その後、平安 頃になると、一・部に水銀 朱で塗 られた と考え られ る1川列が認め
られ、鉛丹 で外装 塗装 がな された と考え られる幽掴列はこれ までの ところ近 田二以降の もの
しか確認出来てい ない,,この他 に赤L'」,外の塗装 と して注1;される もの として 、含コバル
ト青色顔料が挙 げ られ、徳川家 光に関係 した時代 に111コの限 られた建物 において川い ら
れた形跡 が認め られた,
低頻度大規模 自然 災害一 地震一 による文化財建造物 の損書可能性の確率評価
限 られた ア算や資源 を活月!した 丈化財 防災のため には、過去の災害 被害のデ ー タベー
スに よる将 来の被害の想定や 、統計 ・確率 にJ,.1'一つ く>1=Tilliが有効である、,本研究はK化 財
建造 物 を対 象に、Glsと地震 の発生確率論 を融fヤした新 しい実際的 な危険度評南1[iを試み
た ものである。
本研究で は、重 要文化財 建造物のGISデー タベー スを作成 し、「全国を概観 した地震
動予 測地図」 に よ り地震危険度 を算 出 したC,また、最勝 院五重塔(青 森県餐1、前1の を対
象に強震動予 測 を行 ったOさ らに、 イタリアでのGISデー タベース に よる文化財 の危
機管理 に関 して予備調 査 を実施 した。
「文化 的景観」概念の成立 とその国際比較
文 化的景観(culturallandscape)は、1992eド成4)年il堺1遺産委員会 において 、ll倒ξ
の建築や考古遺跡 とい った物 質中心の保護制度か らさらに進んで 、農耕や狩猟、漁 業と














仏教の小石窟が数多 く開かれ現存 しているが、管理体制の不備によって、破壊 ・略奪が
続 き、危機的状況に陥っている。本研究は、それらの小石窟がい くつかの小 さなグルー

















ニ ングす ることを通 じ、他の磨墨仏を クリーニ ングする方法 について も確 立す るこ とを
目的 と した研究が行われた。1992(平成4)年 度 に化学 薬品を用い たパ ック法 によるク
リーニ ングが行われ、擬水性 シラン樹脂 を塗布す る処理 を経て純白の色 を取 り戻 した状
態 で、第 一番石 仏は現 地に戻 され、馴 立概 に安 罎 されたn研 究成 果は 『保存科 学』33
号(1994年3月)に報告 されている。
文化遺産 の高度 メデ ィア コンテ ンツ化の ための 自動化手法
本研究 は、科 学技 術振興事業 団(現 、科学技術振興機構)の 戦略 的基礎研究推 進事業
(CRE5T200Q)で2000(平成12)年度か ら5ケ 年 の研 究 と して採択 され ていた もので、
当研究所 は、研究チー ムの1グ ループ として加わった ものであ る。当研究所 と科'f技術
振興機構 との問で は2001(平成13)年8月1日 付 で 「共岡研究契約 喬」 が締結 された。
池内克 史(東 京大学生産技術研究所)に よる研究 計画は、 レーザ ー光三次元 デ ジタル
セ ンサーや デジ タルカ メラ ・ビデオを利川 して文化遺 産の酬 象情 報や形II犬情報 を白動的
に処理 し、高度 メデ ィアコ ンテ ンッ化す るr法 を開発す るとい うものであった。 当研究
所チームは解析 と結 果:の評価 に文化財の専 門家 として関わ り、k化 財の保 存修復や記霊泉
作成のための手法の開発を行 ってきた。
当研究所の担当部分 で得 られた成果は下 記の通 りであるa
(1)史跡 フゴッペ洞窟(北 海道余ll∫町〉の窟内全体 を三次元デ ジタルセ ンサ ーで計測
し、得 られた洞窟の形状 を もとに、太陽運行のシ ミュ レー ションによる洞窟内 離への光
の射 し込み方 を見積 もった。 その結 果、將 別に灯 りを用いな くとも、季節 と時刻 を選べ
ば、 自然光 を利用 して洞窟内で壁画 を描 くこ とが 町能 なことが判明 し、成果は洞窟の現
1)
場で公開 された。
(2)王塚 古墳(福II司県桂川町)、寺徳古墳(福 岡県田主丸町〉、1⊥1口8号横 穴墓(熊 本県
植木町)1オ ブサ ン古墳 、弁慶が穴古墳(熊 本県山鹿市)の 各古墳で 、石室 の構造 と壁画
を三 次元計測 し、ヴァーチ ャルリア リテ ィを作成 した。
通常 、この種 の遺跡 では壁画の保存のため 人の入室 を厳 しく制限するが1遺 跡 をデジ
タル ・コンテ ンツ化 し、博物館等 で擬似的 に窟内を体験 出来 るようにす ることは、文化
財 の活用 と して有効である。 また、デジタル ・コンテ ンツ化 された情報 は、壁 画制作時
の光環境 を研究する上 で有用 であることが判明 した。
(3)整備 に伴い一部解体 された史跡 前二子古 墳(群 馬,..[,.Flq橋市)の 石室 の壁 、床、天
井の石材の状態 を解体 前、解体 中、修復後に三次元 デジ タルセ ンサ ー及 び三次元測i.ri;jカ
2)
メラで計測 ・記録 し、実測 図 を作成 した。
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形状の異なる石 を数百個の単位 で積 み上 げている遺跡 では、スチル カメラによる記 録
や 従来の測量に よる図化では記録 として不十分で、何 らかの事情で オリジナルな状態 に
戻 す場合 に不安が あった。 これ に対 し、三次元デ ジタルセ ンサー及 び三次元測量 カメラ
で 計測 ・記録 した情報 では、解体 前の状況 を正確 に把握 するこ とが可能である。 しか し、
狭 い窟内での情報取得 は長時間 を要 し、 これらの情報か ら図化 を行 うことも種 々の困難
を伴 うことか ら、三 次元 デジタルセ ンサー と三次元測量 カメラには、それぞれ有利 ・不
利 があるこ とが明 らか にな った。今後 は、 よ り有 効 な手段 の開発のための研究 を行 い、
取 得 したf肖報 を利用 した修復や復原の シ ミュ レーシ ョンなどへの応用 を目指す。
(4)アユ タヤ遺跡(タ イ)で 、 レンガの劣化 が顕著 な壁 面 を2001(平成13)年及び
2⑪04eiミ成16)年に三次元 計測 し、壁面崩落の稚度 を定量的に解析 した。 また、同 じ地
点について、2000(平成12)隼と2004(平成16)年に撮 影 した写 真を用い て、写真計測
3)
技 術による構這 ・形状情報 の取1昇と、三次元データを用いた劣化評価 を行 った。
これは、微細で複 雑 な変化 をデ ジタル情報 として取得 し、劣化の進 行や 原因の解 明1
防止描置の開発 を日指す もので ある。 しか し、現在の三次元デ ジタルセ ンサ ーの精度で
は限度があ りiこ の種の文化財 保存 プロジェク トへの応 用に適 した機器 の性能 に関す る
研 究 とその開 発を進め る必要が ある。写真計測の手法 による劣化評価は、従来定性的 に
記載 されていた文化財の劣化 の進行状況 を定量 化出来 る可能性 を示 した。写真 を用いた
計測 にはデー タ処理の作業量が 多いな ど問題 もあるが 、今後の研究 によ り1文 化財保存
の分野へ の貢献が期待出来る。
(5)将来的な芸 能の 身体技法 の三次元 的な記録作 成の方法 と して、二 次元の動画像
{フィルム ・ビデオ)を 三次元のモーシ ョン ・データ として トレースするための手法につ
いて検討 した。 またそれに向けて、芸 能部が所蔵す るフィルム ・ビデオ等の資料につい
て、どの ような映像が三次元デー タの元 として有効か を検討 しなが ら、整理 を行った。
これは、近年世界的 に重要性 が認識 されて きた無形の文化遺 産に関す る研究で、デジ
タル ・コンテ ンツ化 した情報 を用いて、言葉で しか表現 し得なかった技能 の核心 を数値
的に解析 し、 また、そ の成果 を伝承者 養成に応用す る研究に利 用出来る可 能性がある。
1)増田智仁 ・山田陽介 ・朽津信明 ・池内克史 「三次元計測データを用いたフゴッペ洞窟内
の線刻画の太陽光源の移動による見えの シミュレーション」(除市水産博物館研究報告』7,
2004年3月)
2)津村宏臣 ・二神葉子 「三次元写真測量の手法 を応用 した前二子古墳石室の計測」(『大室












これ まで1930(昭和5)年 か ら2005(平成17)年度 まで の75年 にわた る歴 史を回顧
して きたが 、本:章では、現 在の当研究所 の組織 と概 要を 「現況」 として記す ことにする。
2006(平成18)年4月 以降か ら現在 までの当研究所の紐織の改正 につ いては下記の通 り
で ある。
2006{平成18)年4月1日 文化財研究所組織規程の一部が改正 されて、協 力調整
官一一情報調整室 は企画情報部に、芸能部 は無形文化 遺産部に、国際文化財保存修復協力
セ ンターは文化遺 産国際協力 セ ンター となった。
2007(平成19}年4月1日 独立行 政法 人文化財'研究所 と独立行政法人国立博物館
との統合 に より、東京文化財研究所は、独立行政法 人国立文化財機構}{京文化財研究所
とな り、黒 田記念館 は、その保管する作 品とと もに東京国立博物館 に移管 された。この
統 合に伴 い、東京 文化財研究所の組織 は、美術部 と企画情報 部が統合 されて新たな企画
情 報部 とな り、 また、保存科学部 と修復技術部が統 合 され、保 存修復科学セ ンター とな
り、管理部 を含め3部2セ ンターに改編 された。
以下の組織 図に基づ き、現在の当研究所の各部、セ ンターの業務、 な らびに調査研究































































料などを整理 し、月 ・水 ・金曜 日に一般の利月」者に公開するほか、各種の轡誌や研究
情報のデー タベースを作成する0ま た、所蔵資料のデジタル化と日録作成を進め、刊
行物 として も提供する。図il}:資料、写真資料等のオンライン検索に対応するとともに、
写真資料は主題別 ・作家別に分類 ・配架 し、閲覧に供する。
画像情報室1各研究部門の依頼や外部機関の要請により、文化財を撮影し、画像を
















美術の ジャンルや時代、地域 を横 断
す る課題 に取 り組み 、文化財 に関わ る
諸分野 と連携 して、広 い視野か ら美術
を研究 し、)こ術の材料 、技法、制作過
程等 を明 らかにす る、,
1鞭llll史化ll鰍rr及醐 卿1す 網 窃をllll,融卸 僻 艮部 は 肝 の 楳 を1・:う・
}1認磁 繍 もi}jノ「#IIし岐 化U」ア"ヵイフ脚'(1)文 化財 に1興1する ㌦1'qll1師'一カ イブ
の拡充
他機関 との 共同調 査研究 によ り高精細 デジタルlllll像を作成す る とと もに、 ・lf研究所 の
各研究部門 と共II可1で画像資料のデ ジタル化等を推進 し、Illli像管理 と内1㌣ll閲覧 を11的とす
るlllll像デー タベースを運用す るUま た、これ らのIllli像資料 を、 文献資料 、及 び研究情報
1ヒ連係 させ 、 より充実 した 文化財アーカ イブの形成 を進める 〔図1〕1、
(2)ft1C究†Iljr乏4)∬`i己{,1こ血1[i
所 内の 各部IIIjが遂行す る研 究の新 しい成 果を共有 し、かつ1,:いに評価 し合 う場 と して
所内総合研究 会(イト61rll程度)を 企lllli、開催す る とともに、 各年度のlil「究やlli:裳を総括
したf「報を編 集するC,
[;3}研究情 報の外部発信 と共有化
研究惰 轍はrニ ュー ス レター ・概 要 ・年報 ・ホームペ ー ジ等によって提 供す る.ホ ー
ムペ ージ及び外部公開デー タベースは、昨今のブ ロー ドバ ン ド時代に対応すべ く、一層
の充実を[i指すnLAN委11会 を1三宰 し、情 報 システ ムの効率化 とホームペ ー ジの充実
につ いて協議 し、 イン トラ ネッ トシステ ムを活川 して所 内の情 報化を進め 、情報 公開の
1要lil聖1に即応で きる体 制を整 える。
(4)プロジエク ト研究
歴 史的 な観 点か ら美術 を捉 え ることによって、モ ノに対す る理 解 を深 める と同時に1
その成 果を 文化財の保存 、修復、保護、公開に役 立て、かつ恒 に新 しい研究方法 と研究
領域 を開拓 して、社 会に貢献す ることを目指す、7美術研究所の創設以遜蔓、当研究所が今
IIまで果た してきた アーカイブとしての任務 を認識 し、美術研 究のための資料や情報 を、
よ り高i..III―1質で信頼性のあ るものにする こと、そ してそれ らの有効な活用 と社 会への還 元
を心 がける。 また、新 しい研 究方法 や研究領域の開拓のためには、関連分野 との連携 の












『美術研究』(年3冊)、『日本美術年鑑』(年1冊)、『東京 文化財研究所 蔵嘗 目録」 のほか、
種 々の報告書 を公刊 して、調査研究の成 果を公表す る。 また研究成果の一端 を、一般向
けの講演 会で あるオー プンレクチ ャーにて披 露する。
(6)黒田記念館の運営 と黒rl1清輝 に関 わる研究情轍の公開
黒 田清輝(1866～1924)の遺巌 に基づいて造 られた黒IU紀念館には、当研究所 の前身
である美術研究所 と黒田記 念室 がjar'かれた0独 立行政 法人国立文化 財機構の発足 に伴い、
黒田記 念館 と黒 田清輝作品の管理 を東京岡 立博物館 が行 うことになったが、黒 田記 念館
の運営 を当部 が担 当 し、作 品 と研 究成 果の展示 を行い、毎週木、土 曜 日の午後に無料で
公開する。秋 には、台東区の上 野の11」文化 ゾー ンフェステ ィバ ルに協賛 し、特 別公開 も
行 う。 さらに、1977(昭和52)年以 来、「近 代 日本洋画の巨匠 黒11[1青輝 展」 を年1回 、
各地の美術館 と共催 している。 また、ホー ムペー ジでは、 ヴァーチ ャル ・ミュー ジアム












風俗 ・慣習 、民俗芸能、及び民俗技術 などの無形民俗文化財 について、その 保護 に資
す るための基礎的調査li,1究を、現 在における伝承 の実態 、伝承組織 、公開のあ り方等の
実地調査に基づいて行 っている。 また 、映像記録作 成、公開 邪業等i現 実 的な問題 につ
いて全国の 関係者 との協議 を実施 し、 その対策の検 討 も行ってい るn
音声映像記録研 究室
無形 文化遺産に関す る記録 のアーカ イブ化、記録作 成手法 について研 究 を行ってい る。
また無形文化財、無形民俗文 化財 の現状 を把握 し、後Iltへ継承す るために、それ らの音
声 ・映像記録 を作成 してい る。
(D無 形文化 遺産 に関す る調査研究
技法 ・技術 ・慣 習等、無形 文化遺産 は多岐にわたってお り、保護対象の確定 や適切 な
保護手法の確立のためには、無形文化遺産 を構成する諸要素σ)専1111的な調査 ・石}1究が重
要である。 また、人に よって伝承 され るために、年代 や社会情勢の変化 に伴って変容す
る:.:,:.:も大 きい。 このため、従 来の文献的研究の蓄積 に加 えて、伝承の実態に即 した調
F::[.研究 を実施 している 〔図3〕。
(2>1-]li映像記録作成 とデ ジタルアーカ イブ化
無形文化 遺産保護 に とって、音声 ・映像記録 は、記録保 存的役 割は もちろんの ことi
その伝承 ツー ルとして も重要 な意昧 を持つ。 このため、無形文化遺産部では、他機関で
は行い難 い希 少演 目等の記録保存事業 を実施 する と岡時に、既存 の記録活用 のため に、
デ ジタルアー カイブ構築 に向 けての研究 を行っている 〔図4〕。
i.
lV」見 況
4保 存修復科学 セ ンター
保存修復利・学セ ンターは、 文化財の保存 科学 ・修復技 術のナ ショナ ルセ ンター として
調査 ・研究 を行 うrl111Jで、保存科学部 とfl参復技術部 を統 合 してi没、7:された,,センターで
は、保存のため に、 史化財 を取 りまく保存環境の研究や科学 的な調査方浸この研究 を行 っ
てい る、,また、修復のため に、それぞれの 文化財の材質、製作技法 とその 置かれた環境
をisし 、必要 な修 復材料 ・技 法の改良 と開発評佃i及び メンテナンス手法の開発 を行 っ
てい る1,これ らの調査 ・研究は 文化財 の保存修復現場の 人々と密接 に協力 しなが ら進め
てい る4,
研 究テーマは、文化財保護の行政施策 面か らの必 要性 、学問分野 における先端性 と発
展性 、保 存修復現場 か らの要請や国際協力 な どを勘案 して設定 してい 砲,こ こでは、現
在進 めてい るプ ロジェク ト(2006-2010年度)に ついて概1略を記す1,
また、保存 修復科学セ ンター には國立博物負1{等の保f∫:修復関係 者q8宇1)が併任 とな り、
国立博 物館 と文化財研究所 との間で 「文化 資産の保 全に寄'♪する保存環境の構築」 とい
うテーマで連携 して研究 を進めている、、
保 存科単研 究室
温 湿度 ・光な どと文化財の劣 化 との関係 を調べ 、環境 を評価 して劣 化を1坊ILするため
の研究 を行 っている。X線 ・赤外線な どを使・,たJl≡接触調 査]監法の 開発 も重要な研究で
あ るn
分析科学研究室
文化財の材質 を様 々な分析 回去によって調査 し、 文化財'の化'i"II`・Jな特徴 を明 らかにす
る研 究 を行 ってい る,、本研究は材料や技術 の歴 史的 な変遷や資料の保 存方法 を∫1Ⅱ1解する
ため に利用 されている1,
生 物科学研 究窒
生 物が原因 となった 文化財の劣化の機構:を調べ、防除法の研究を行っている,、現在は、
文化 財の安 全性 は もとよ6},環境や 人体への 影響 を も視1阻二人れた対 策の開発 に力を人
れている。
修 復材料研 究室
伝 統的修 復材料の評価 と改良 、新 しい修復 材料の 開発評仙及 び修1夏材料の適川 方法の












化 を摂'♪て きた文化遺産に関 して、保存修復のための情報収 集、技術 ・材'孝IIの調査 ・開
発 を行い、u:fLx化遺産 を後 肚に伝 えてい くため に研究 してい る、
(Dプ ロジr'.クト研究
「P「K化財の非破壊調査法0)研究」
材'質分析は 史化財の保存修復 や歴 史研究の ため に今や欠かせ ない もの となっている、、
彩 色k化 財をLな 対象 と して、分析科[:.[Wyk;r'rを中毛・に、新た なJl三破壊分析 方法の開 発
と現場での測定 を目的 と したポー タブル蛍 光X線 分析装 置の改良 や染料な ど有機化 合
物の物 質同定 をIlrl勺と した新たな非破壊調査法の調 査 ・研究 を行う 〔図5〕1、
曲 「丈化財の 生物劣化対 策の研究」
歴史的 建造物や彫刻等、雑外喋境 に近い空間にある 文化財 は生物被害 を受 けやすい撮
境にあるが、 その劣化の 早期検lllや被害防」L対策につい て、研究 はまだ ト分な状況 とは
itえない、本 プロジェク トでは、特 に屋外に近い環境 に概 かれ た文化財の生物 劣化対 策
を確 、kするこ とを[1標に、生物 に よる被r_111一[の現況 について集約 し、lr卿1発兄のための シ
1,テム作 りや劣化の防止手 法の 開発などの研 究 を行 う。本 テーマに関 して、 カナダ保存
研究所(CCDな どの研究者 と共同研究 を行っている。
(3)「X化財の保存環境 の研 究」
文化庁美術学芸課か らの依頼 を受 けて実施 している国指定文化財公開のための館内環
境調 査の基礎 となる研究 である。保存科学研 究室 を中心 に、 これまで室内汚染物 質、美
術館川 免震装置1ハ ロンに代 わる消火剤 など公開施設が 日常抱 えてい る問題 を研究 して
きた。現在は様 々な文化財 を取 り巻 く環境 の調査 手法、モ デル実験や シ ミュレーシ ョン
技術 を用 いた環境の解析手法の確立の ための研究 及び実践 を行 い、文化鰍 を取 り巻 く保
存環境の現状 を把握 し改善す るこ とを 目的 と して研 究を進 めている。本テーマに関 して、
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IV現 況
ドイツの ドレスデ ン1二科 大学の研究 者と共Illl研ザ冠を行 っている,
伺}周辺瑞境 がx化 財に及ぼす影響 評価 とその対'策に関する研究
石造 文化財や社 か建造物 など屋外にある 文化財 は、 「1然環境 における石材や木材 、塗
装の劣化 など、保 存L大 きな闘題 を抱 えている、本テーマでは、自然」崇境が 文化財 に及
ぼす影響 を評価 し、それ らを1軽減するための研究 及び修復技法の開発 を行'・ている,
また、石造 文化財を対象に ノk韓民11三1・【ll位文化財研究所 と共Ilflで調 査研究 を行 っている
(5)文化財の防災計[dijに関す る調 査研究
自然 災害に よる 文化財の被害 を111:減す るための調査研究 を進めてい る1,大災害時の被
害 予測 、迅速 な被 災文化財救 援 を目的 として、文化財の被災履歴 と地理情報 システムを
組 み合 わせ た文化財防災惰報 システム を開発 してい る,、また、仏像群の耐震対 策を 、'4案
す るための基礎的調査 を行 っているCi
⑥ 伝統 的修 復材料 及び合成樹 脂に関す る調査研究
伝統 的修 復材料 と技術 の評 価 と改良、新 しい修復材'料の開発1計ド価 及び修復材料の適川
方法の開発 を行ってい る。 また、最適 な材料を選Aliするために、材料に 影響 を1ノ・える環
境 調査 も併 せて行 っている。
⑦ 近代の 文化 遺産 の保存修復 に関する研 究
近代の 文化遺産 は多種多様 な材料か ら構 成 されてお り、 また、その規模の 大きさも特
徴的であ るC,それゆえ、従来の修復材料や技法での対処が難 しく、新た な材料・、技 法の
開発が必 要となってい る。現 在は、鉄構 造物の利活用 について問題点 、 残去などの{ill二究
を行っている1、本テーマに関 しては、ドイツ技llll博物館のll北究 κとf3:-y同1111究を行・」ている
⑧ 文化庁が行 う高松塚古墳 ・キ トラ占墳 の壁Illliのlllllll査及 び保rf:・活Illに関する技1'llユ的協力
高松塚111f墳壁1111ilま2001el4成1;i)年以ll条、微生物 による損 傷が 拷:しくな')たため、
石室の解 体 を行 い2007(平成Ic}}年に壁 画 をII参理 施li受に移動 した。壁i山[の修理 及び修
理 環境 の保 全並 びに壁画の劣化原因及びirr一
コ 　コ む
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①博物館 ・美術館 等の保存 担 当学芸 員研
修
プロジェク ト研 究で得 られた研究成果
は直ちに博物館 ・美術館 ・資料館 な どの
現場 に活か して いか なければな らないも
のが多い。 そこで毎年夏に保 存担 一]j-・
則ill修を実 施す る とと もに、修f_の
フォローア ップのための研 修や 、各地の
博物館 などに出かけて行 う地域研修な ど、受講生の状 況に応 じた研修 を実施 している。
{2〕イll夕・ト日本 匡1ボ美郵fI～111f呆イ審イ 筆千夏協 プコ`罫業
海外の美術館 、博物館が]tl'蔵する評価 の高い作品の修復 に協 力 してい 歓,こ の事業で
修復 した作 品の公 開によって わが国の修復技術 に対する理解が深 まり、 さらには技術交
流 も促進 されている。
に坤11際研修一 紙の保存 と修復 ・漆の保存 と修復
海外の美術館 ・博物館 に保管 されている紙文化財や漆芸品は、乾燥 した環境 と保存状
況の違 いか ら損傷 を持 つ作 品が多い。 また不慣 れ な取 り扱いか ら破損す る場 合 もある。
これ らの問題 に対処す るため、当研 究所 はICCROMと 共同で 参1Jl1Vii'を募 り、紙 と漆の







世界各国の文化財の保存 ・整備 ・活用計画、地域開発 ・観光開発と文化財 との関わり
等に関する調査研究 と保存計画立案を行う。
地域環境研究室




文化遺 産国際協 力セ ンターは、ll本政
府に よる国際協力セン ター設 置の方針 を
承け、文 化庁に よって1990('」`成2)年
に当研究所 にア ジア文化財保存研究室 が
設椴 されて以 来、一一貫 して我が国のX化
遺産国際 協力活動 の最前線で活動 を行っ
ている、,我が1玉1の国際協力活動の端緒 と
な り現在 もなおその象徴的存在である敦
焼壁 画の保護に関す る日中共同研究 はす
8第5撫1「1}{ヒ餌馳壇1珂(ノ)1雇嘲護`こ1則『`'るIIIIljlJ圏il`1斤究一1
(2Ⅲ}7年71D
でに第5期 を迎 え、タイ王 国における石造 文化財の保存に関す る共同研究 もまた継続実
施 されている 〔図8〕。
中国河南 省龍 門石窟の保 護に関す るユ ネスコn本 信託基金保存修復事業におけるコン
サル タン トとしての活動 、挾西省唐 代陵 幕石彫像 の保護修f夏事業 は2009er成2D年3
月に終了 し、いずれ も中国政府、河 南省 ・陳西省両政府か ら高い評価 と感謝の意が 表 さ
れている。
20世紀末か ら世界の 各国 では 白然 災害、戦争等 に よる 文化遺産σ)破損 ・破壊 が頻発
す るよ うにな り、アフガニ スタン ・バ ー ミヤー ン遺跡保存修復協力廓 業、ア フガニ ス タ
ン文化財 専門家 及びイラ ク文化財保存kl∫門家の人材育成事業等の戦災復 興、 スリランカ、
イン ドネシア、中国、 イタリア等で発生 した地農 ・津波等の災害復興 に も貢献 して いるO
このほか、カ ンボジアにおける石造 文化財 と遺跡 の保存 に関す る共1司那 業、大エ ジプ
ト博物館附属の保存修復 セ ンター開設のための協力戯業、 タジキ スタン等中央アジアrsFl
国の壁画保存のための協力'∬業、 イン ド ・ア ジャンターイ1窟壁画保護 のための協力 事業 、
ベ トナム ・タンロン遺跡の保護 事業、モ ンゴルにお ける文化遺 魔保護協 力事業など、ア
ジアを中心 に世界の広範 な地域での活動 を展 開中である、
さらに、諸外国の専 門機 関 ・専門家 との共1司研究や研究交流 、人材育成事業 、専1"J
を招聰 しての研修 を積極的 に展開実施 している。 これ らの活動 は各協力事業 の一環 と し
て行われてい るほか、1990('14成2)年以来実方範されて きた 「ア ジア文化財保存 セ ミナー」
は2006(平成18)年か ら 「アジア文化遺 産国際会議」 と名称 を改 めたが、一貫 してア
ジア諸国の文化財保存関係者 によ り特定 のテーマ に関する意見交換 を行 う場 となってい
る 〔図9〕。
そ して 、各国のX化 財 やその保護 のための しくみ(保 護制度)に 関す・る調査研究 ・情


















報は、Ii陛外国での 事業 を行 うに際 しての棊礎資料 と して 業務 に活川 される一 方、 日本の
k化財'保、護制度 との比較 とい う観点 か ら、ll邑1内の関連機 関によ一・ても活川 されてい る、,
これ らの 多岐にわたる事業、 共同研究の実施は、当然 なが ら}1～研究所独 自の運鴬 費交
付 金だけでは経 費が 足 りないため、各種外部資金の活川 にも積極的 に取 り組 んでいるC,
常勤職研究員が6人 に抑 えられている中、 これ らを実施するには人材の不足は否めない
が 、多彩 な分野 の客 員lill究員、特 別研 究員、研究 ・事務補佐 員σ)献身的 な仕慕が これを
支え.外 部 ㌦1、〔門家の協力もf{1・なが ら、総合 科学領域 と しての 文化遺魔保護 を国際社 会の
現場 で実践 している。
2{〕〔}1いド成13)年の独立行政法 人化以降 は、奈良 文化 財1111究所 の国際遺跡1111二究室 が当
セ ンダーへの併任 とな り、奈良 文化財研究所 と協力 して国際協力活動 を実施 してい る。
なお、20〔〕6いF成18)年61]に「海外の 文化遺産の保護 に係 る国際的 な協 力の推進に関
する法律」が制定 され、この法律 を具体的な活動 とし、文化遺産保護の動機 を共有する
機関や個入等のll嘔広い結集 を図 り、協調rl勺・連携 的な国際協力のための共通 基盤 を確立
す ることを1」指 して 、「文化遺巌国際協 力 コン ソーシアム」が設 立 された、,その事 務局
は毎年公募 によって選定 されるが、設 立以来、当セ ンターが事務局 を担 当 している。
ロ ッパ諸国 を主 な対象 と して文化財保護
∵ に携 わる省庁や研究機関 に関す る総 合的
な調査研究 を実施す る とと もに、世界各
国の'文化財保護 に関する法令 を収集 ・翻
イ 訳 し、ウェブサ イ トや印刷物 による公開
を行って いる。 さらに、関連 の轡籍や資
料 を収 集 ・分類 ・整理 して利 用す るとと
もに、1剛祭資料室で 閲覧 に供 してい るC、
このよ うな調査研究 によって得 られ た情
41Z
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邊辱≧木1尚美(金療蝿fl参i夏・h.'1't勿魚厘1',.,i:)
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室長 杉 山 洋(奈 良 文化財研究所)
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・文化遺 産国際協 力コ ンソーシアム事務局
特 別研究 員 川代 亜紀f"(社会学)
特 別研究 員(ア ソシエイ トフェロー)
原本知実(国 際政治学)
特 別研究 員(ア ソシエイ トフ_T_ロー)
原川 怜(K化 財保護政策)
研究補佐 員 小ltJflll㌦(情報学)



















術の発達を奨励 し後援す る面白い蒋想や ら、 また之 を実施す
る為の新計画や らが自 ら湧 いて来て、大袈裟に中せ ば将 来社
会を動かすr・J・論の1,礎をも作 る」 という 「高遠なる理想」を
目的に、 しか しなが ら 「極めて暢気 に、謂ゆる 庭術の 友達の
会といふ 程度」のこ とから始め られた,,言わば、当研究所 の
「後援」会的な性格であった とiiえる、ここに、 『美術懇話会
・竪包」(ilr{不II18でiこ8jj151iづ&f了、47∬`、糸従21×15cm)〔1叉1
1)と題 されたlffyiがあ り、その中か ら 「美術懇話 会設 、kの
趣旨」、「腱術懇話会規則」、及び同年 までの 「沿革 及一'!;概
要」を紹 介したい.,なお同資料は、原則 として原文表記の ま
まであ り、そのため同会主催の展覧等の事業 については、各
"i研究所創設後の1931(1昭和6)年11月 に、帝国美術 院長1E木直彦の首唱 によって 「美術懇話
会」が設 、Zされ 、1μ務所が同研究所内に置かれ ることになった、同会は、LC.木の言葉によれ ば、「美
術に関する友達がIlll三だ単 に集 まつて話を した り、よい物 を見1
;









1『X術 懇 話 会一・覧』19411年
'1`業について校閲を経て編集 された 『資料編』の 「美術懇 話会i禰1展覧及び講話等」(663-696∫ご)
を参照 されたい。同会は、同資料刊行後 も、1945(昭和20)年4∬jま で展覧、講演 等の活動が行
われたとli己録 されてい る、 また 「美術懇話会会員名簿」(697-698∫0も参照 されたい.
美術懇話会設立の趣旨
巳言ILx-、kIvガIl'}
帝 国 美 術 院 長jE木 直 彦 述
我圃社会に於いて美術に興味と関心とを持つて屠らる ・方は、中々多いのであ りますが、従来我
国には、是等の人々が相集まつて懇談する機会が余りありませんで した。是は甚だ遺憾なる事態








関 連1・1・1体1美術 懇iiri会・東 洋 庭術Ill1際ii,1究会 〕
山あるのであ ります、然 るに美術 に関する社 会の設備は、容易に改 まるものではあ りませぬ,1美術
の 名品 を調査保存 し、之 を研究 し鑑賞する施1没を作る とか、それに よつて、将 来の我が 迩術育成の
jl陰礎 を作 るな どといふ ことは 多額の経費 を要 して実現が困難 なるのみならず 、美術 といふ と我国に
於ては、何か遊戯の やうに聞えて 、何 とな く社会の必要から迂遠なる仕'jrとして等閑視され易いの
であ ります。然 るによ く考へるな らば、 美術 とはiitにXしい楽 しい ものであ るばか りでな く、実に
重 要なる社 会的任務 を持つていて決 して軽視 してはな らないものであ ります、家庭 に於ける装術の
教養が人間の感情 を 美しく発露せ しむる謂ゆる 業育 として重要なる ことは近 年識 者に よつ て提ll昌さ
れ るや うにな りました.ま た斯 くの如 き教育の普及は我国の1・しきil芸の進化に、從つて また産 業
の発展の」二に重要 なる基礎 を作 ります。優秀なる文化 を示 してlll:界各国が はげしく競争す る今 日に
於ては実に美術 は最 も有力なる平和的武器 とな り、困艮外交 ヒ最 も34.化力に籍みたる一資料たる働
きをなす ものであ ります。斯 くの如 く美術は国民'域舌の トに実 に意味深き ものであ りますので、私
共 は、 この我 国の美術 を愛 し護 り健全に発達 させねばな らぬ と考へ、それが 為め先づ芽生 を育てる
様 な積 りで、舷 に一つ美術懇話会 を作 り、同趣1未同憂の 方々と御集 りしたい と思 ふのであ ります、,
美術に関す る友達が唯だ単に集まつて話を した り、よい物 を見るといふ、と りとめのない会合を時 々
やつて行 くうちに、 美術の発達 を奨励 し後援 するIlll白い許想 やら、また之 を実施する為の新計lllliや
らが 自ら湧いて来て 、大袈裟に申せ ば将 来机:会を動かすill論のJ礎 をも作 るであ らうと疹へ るので
あ ります。
今 回、私共 が作 りたい と思ふ 美術懇 話会は!:述の如 き高遠な る理想 を持つて居 るのであ ります
が 、それ を極めて1陽気 に、謂ゆる 庭術の 友達の会といふ程度 で、先づ兎に角始めたい といふ意舗で
あ りますU大 きな会になつた暁には、法 人に して、II{式なる組織 にするr想 と希望とを以つて、然
しなが ら、初めから余 り大袈裟な ことを孝へて も却つて実現 し難い ことであ りますか ら、本式 なる
もの に進む第一歩と して 、先づ同志 と語 り合ひ、;rr:rrらつた 蓄が追 々に集 まる といふ形で、兎に角始
めや うといふ訳であ ります、,本会は或る都 合か ら本年中に㌦1・く作.3ておかねば ならなかつたので、
去 る十一・月一:十一・II創・把いた したのであ りま したが 、同志勧 誘の 方法 も、斯 くの 如き趣旨の会であ
りますか ら至極1陽気 にやつてIII}るので、或は創+f.までに是非 お話 しなければならない ノ∫々に もS未
だ申上げずに居た6]する右様であ ります1,fly,..に御 口 か ・つた方にお話 して、先づ以つて1'・11
二十一 日に蓋開 けを した といふ 成 り行 きであ ります1,/戸後 も同様 なる方針 で、誘 し合つて同志 を
追 々に糾合する といふ形で進 むほかあ6]ませんので 、従つて勧誘の 先後順 序などにはi.然意味が な
く、唯だ美術 に趣味があ り我 閏美術の堅実なる発達に関心を もたれ る方々に成る可 く広 く御人 りを
願つて、仕事 の成績 を挙げたい と思ふのであ ります,,何率宜 敷御願 ひ致 します。
最後に一言 いた してお きたいこ とは、本会の事務所を美術研多と所にJ.51Sき本会理事の一人 を美術研
究所長に委嘱 したこ とであ ります,,一体本会の如き美術の友達の会 を作 りたいといふ希望は多年持
つて居 りま したがrこれを漸 く作れるや うになつたのは、実は、美術研究所がr'1_i来たか らであ りますit
一種の倶 楽部と も1Lるべ き美術懇話 会を成 、凱させ る為めには、先づ適当なる場所が なければ、事務
を鞍掌 して行 く.ヒに も、或は会合や 小展観 を為す場合に も経 費ばか りか ・つて、不便で仕方がない
のであ ります。 ところが昨年か ら 」`度都合のよい)竃術石Jl究所 が出来 ヒが りましたので 、予て稟んで
居 た懇話会 も初めて作れ るや うになつたわけであzrま[]庭 術研究所は御承知の通 り故黒川清輝r
爵の遺志 と遺1?によ り、牧野伯f侍閤 ド、樺lll伯碍 、福原鑓:郎 君、久米桂 一・郎君等1の尽ノ」を俊つて
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成立 し、之が政府に寄附 されて、帝国美術 院に附属 したる美術研究所 となつたのであ りますが、建
物は実 に品位ある立派 なもので、且つ美術の中心である上野公園にあ り、その上また研究所 の佳 曜ド
の性 質 ヒ.美 術懇話 会の如 き、美術 に趣味 と理解 とを持 ち、日本の美術のrな る発達 を後援 し奨
励 して行か うといふ会の本部を置 くに、 この上 な く適当 したるところであ ります。 美術全般 にlllる
研究 費料 を蒐め諸種のiflに従議 し、美術 一ヒの海外連絡にまで力 を致 して居る美術研究所 に、懇 話
会の仕'1聴やつて もらふ ことは、懇i議会の事業 方針の上に も、広 く且つ深い学術 的根拠 を与へ て好
都合であると同時にまた研究所 として も、懇話 会の如 き美術研究 を後援する事業を直接 に世話 す る
ことは、仕 那は少 しlf[1倒になつても、大きく見れば、研究所側 も利益 を:,.x:つて、事業の能率 を高め
る所 以に他 なりませぬ 、我国に於 ける美術研究所 に、民問の美術の理解者後援者の集合団体であ る
美術懇 話会を置 くことは、初めは小親模であるにせ よ、性質 としては、謂ゆ る官民 一致 して、我IIこ1
の 庭術を1尉Ill的に も社 会的に もまた国際的に も進展せ しむる所以であ りまして、その将来両者協力
して斯界に貢献するところ 多きを期待 されるのであ ります、,




第 ・条 本会ハ美術懇話会 ト称ス
塘 二条 本会ハ事務所ヲ美術研究所1ノ寸二置ク


























第 卜条 本会 ノ事務ヲ処理スル為i事 其他 ノ職員ヲ置ク
前項ノ職f,jハ理事長之ヲ命免ス
第 卜 ・条 本会ハ毎年一・回通常総会ヲ開ク
通常総会二於テハ理事長ハ其ノ前期間二於ケル本会 ノ`lf及会計ノ報告ヲ為スコ トヲ要ス
通常総会ノ外必要アル トキハ臨時総会ヲ開クコトヲ得














十二月十九日 本会規則第八条li重rx術研究所主f壬』 とあるを 『美術研究所∫i三事』 と改む。
昭和七年





二月二十日 懇話会を開{lllす,,1111i法ll,i譜類約三1'1点を展観 し、脇本 卜九郎君解説をなす。
三月二1'三日 規則第八条により大島義脩君理事に就任す。
三月二十三日 懇話会を開催す,,探幽縮図及写生図巻並に常信縮図を陳列す。
三月三 卜一ii)ミ術研究所編輯美術研究資料第一・輯 『支那占1坂lllli図録』を発行 し会員に配布す、,
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四月二十三日 懇話 会を開催 す。香取秀真君所蔵の和鏡約百二十点を展観 し同陳列 品に関する講
話 をなす。
六月rlヲ〔日 懇話 会を開催す。諸家収蔵に係る西洋近代絵画三十九点を借用陳列 し矢代幸雄君
のll陳画に関する講話あ り。
引続 き翌 二十 六 日よ り二十 八 日まで之 を西 洋近代絵 画展覧 会 と して 公開 した り。 来館 者
四 壬二百人。
九月二 卜四 日 懇話 会 を開催す。 諸家 に蔵せ らる ・長崎 系洋風 画約 ヒ トー点 を展 観 し、引続 き
二 卜h:f1及ニ トー六 日の両日之 を公開 した りn
卜月:1'二II規 則第八条 によ り杉栄:三郎荻野仲三郎両郡 型ユ1事に就任す∩
Dj二1'二11懇 話会を開催す,,東京 美術学校所蔵狩野芳1韮筆 『5琶ミ'リ:嬢見t'r1・1叉1』及其 ド絵並に 『鷲
図』等数点 を借用陳列jし、IE木直彦君の談話あ り、,
卜 一11卜八日 通常 総会を ヒ野 公園精養軒に於て開催す、,総会終 ゴ後尾 高鮮之助 君の印度 支那、
印度、アフガニ スタンノ∫面の旅行談あ り、同君旅行Ilq最影に係 る活動写爽等を観覧す、,
1'・月 二i'六1」懇il舌会を開催す1,中村不折 君所蔵に係 る支那llゴ代{:道の沿・'1～:に関す る資料 を陳
列 し同君の談話あ り、,
1'=11卜II懇話会 を開催すr,奈良元興 浄塔趾出一1:品並に京都鞍馬 芋経塚 の発掘品一・切を陳ダ1」し
荻野仲 三郎 川沢金吾両君これに就て講話す。
尚盟 卜 ・日研究者 を招 待 して観覧に供 した 賦,
卜'll卜h:II美術懇話会叢il}:第一・輯 『和鏡の話』 を発行 し会員に配 布す,
昭和八年
・月 二1'八Il懇話会を開催す,、子爵岡部長景君所蔵に係 るハ ツダ彫 刻二 卜点、 東京帝室博物館
所1歳の ガンダラ彫刻二点及びii京美術学校所蔵のガ ンダラ彫刻一点 をu:li川陳列 し、尾高鮮之助
君の解説あ り。
:IJ二卜1i二日 懇話会 を開催 す、,ヒlll恭輔i・の 『失はれ行 く清朝の名宝 に就て』の講話あ り、Ilfl
君所蔵の北 平故宮宝蔵内の重ll;1画の写生、標 本などを展観すり
:1J-:トノ1二目 東京帝室博物館 に於て懇 話会を開催すり浄瑠璃寺i-:祥天女豫 、同厨1-、東京)ミ術
学校所蔵同厨子扉並に関野 聖雲君作i司f象模作 を陳列 し田中豊蔵君及関野聖雲 君の講話あ り、,
四月一二卜八 日 懇話会 を開催す∩小場恒 吉君の朝鮮楽浪郡時代の 占墳 発掘の状況新発見に関する
講 話あ り。
ノx:11一ニート七 日 懇話会 を開催す。男爵古河虎之助t・所蔵の萬古焼約二 百五 卜点 を借用展観 し脇本
卜九郎君解説をなすu
し1J-一日 懇話会を開催す。東京 、横浜、静岡、愛知等の諸家に収蔵せ らる ・渡辺'qt:山筆 肖像画
並に椿椿山作品を借用陳列 し菅沼 貞三君の講話あ り。尚翌二 日この展観 を公開 した り。
九月 卜六 日 懇話会 を開催す。吉沢三朗君所 蔵に係 る支那陶器九十余点 を借用展観 し同君の談話
あ り。
十月二 卜八 日 懇話会 を開催 す。寺崎広業筆画稿 、写生図類 を主 とし、なほ大 仏開眼、渓四題 を
陳列野 田九浦君の談話あ り。
卜一 月二十五 日 懇話会 を開催す。 国宝東北院歌合絵巻一巻外職 人画絵各種を収蔵諸家 より借用
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陳列 し、脇本 卜九郎 君解説す、,尚》診{二卜六IIこの陳列を公開 し研究 音の観覧に供 した り,,
卜:IJ卜六 日 通常総会 をis野公園精養軒に於て開催す,,総会終 ∫後、 臼醇大河内正敏君所,,!1'の
陶磁 器中の名品を'塞例 として 『II本陶磁器の鑑賞に就て」の講話 をなす,、
昭和 九年
一・月一 日 美術 研究所編。輯庭術研究資料第 二・樺1としてボス トン美術館所iirJi,',・'1　i i大臣人唐絵 詞を発
行す。
一 月二十七 日 懇話 会を開催す,,橋本辰 邑1郎君所蔵に係る揮南川筆扇面く㌃部 六 卜八枚 を借川展観
し、同君及小室畢雲 君の解説 あ り1,
二 月五 日 美術懇 話会r7k'ti:第二輯 『三代秦漢 の遺品に識せ る 文字』 を発行 し、会員に配布す、,
二 月二・卜四 日 懇話会 を開催す、,熊谷直太剃所蔵の 文晃筆写生図、Ilili稿、模 本縮図類 をi乏 し、
並 に男爵倉富勇 三郎君所蔵 の文晃作品、東 京美術学 校所蔵の縮図等をu:ii川展観 し、脇本 卜九郎
君の談話あ り。
三月二十四 日 懇話会 を開催す、,諸家収蔵に係る芭蕉、嵐雪 、蕪村 等の 俳phj約i'111点を借川展
観 し、伊藤松宇君の俳 画に関す る講話あ り,、
四 月十四 日 懇話会 を開催す、,ll川1応挙筆写 生図 こ巻を西村総左衛門君よ り111t1し、なほ、帝室
博物館所蔵 の応挙写生帖 、滋 賀県円満院蔵瓦さ挙筆難福図巻稿本:巻 を併せ陳列 して、川中1}蔵
君の解説あ り。
五 月十二 「1懇 話 会を開催 す1,諸家収蔵に係 る西洋近代絵Illli、素描 及び彫刻約六 卜点 を借川展観
し、児島喜久雄 君陳列品に関す る講話 を行ひ、lil本削 ∫君のマ イヨールについての追憶、富永
惣一 君は フランス近代1山i家のill'簡につ き談話す.尚 覗 卜{Iiこの展観 を研究者及愛好者の為に
公開 した り、,
六月九 日 懇話 会を開催す,,庭術研究所 撮影に係る'r等院鳳鳳堂本腺並に雲中供養仏写真及び東
京美術学 校所蔵の模 刻{体 を陳列 し、川中1厚作君解説 をなす、
九 月二十二 日 懇話会 を開11itす,、故 久米桂一郎 君の油絵四 卜余点を収蔵諸家 より借川展観 し、和
田英作君の談話あ り,,
卜月二 トーci懇 話会を帝室1導物館に於て開 催す、野問清六 君 『占楽面の鑑賞に就て』講話を行
ひて後1司館主催 占楽面特 別展覧会 を観 覧す.,
十一月十七 日 懇話会を開催す、,侯爵浅野長勲 君蔵 男寝 三郎絵 詞一 巻をi乏 し、併せて鎌倉光触
寺蔵国宝頬焼阿弥陀縁起 曹港 を借川陳 列 し、脇本 卜九郎君 これが解説 をなす。
十二月十五 日 通常総 会をi.野公園精養・旧:に於て開催す。事業報告 に次で理'-i_・1`C改選 を行ひ、ll{
木直彦君重任す。理事長指名に依 り川合,w、 和 田英作、矢代幸雄の三ct理事 に重任す。総 会
終 了後、関野 貞君の熱河 、興安両省に於ける遼代古蹟に関する後援 を行ふ。
昭和十年
一月二十六H懇 話会 を開催す(1板谷波ilr快人蒐集に係る髪飾品 を借用展観 し、伊藤赴君の講
話あ り。
…月三 卜日 原邦造君理事任期満 ∫の処理'∬長指名に依 り重任す、,
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11:ト ヨi懇 話会をll}1催す,武 藤 金太郎君所Ill髭に係る)℃琳関係資料を借lil展観 し、田中 卜'r.作
召の講話 あIL、
1'41J:1・し日 懇話会をIII催す1,安川;r,:次郎所蔵の'r家納経 副本 三1'/Cを{1セ川陳列 し、III中親
)怨君の談話あ り,,
ム.月:卜ll美 術研 究1り『編輯)隻術研究資率:1第{輯と して、ボ ス トン庭術館所蔵[徽;;:fir張萱揚練
図』 を川版 し、会員に配布す,
11Jl:i・11111懇話会を開催す 、応 挙眼鏡絵 とその類lllll並にIIJ;鏡を蒐集展観 し、外ll1卯{郎君の
講、活を行ふ。
六月 ・II本会規則第八 条中 『美術研究所Lll`』とあるを 『庭術研究所1』 と改 む,,
六月:i:日 懇話 会を塩原 又策君邸 に於て開催す、,同君蒐蔵の陶磁器数 卜点 を鑑賞 した り,
し月i'四日 理 嘱大ll占義脩 君逝去す1,
九月 卜八 日 懇話 会を開催'ザ,文晃筆公f探 勝其他山水写生図類 をiil家より借 川展観 し、菅沼
1,(君解説 をなす,
卜月 卜 二Ii杉栄 三郎 君荻野仲 測1理事任期満 ∫0)処F凹帳 指 名に依 り曇童任す.,
卜月i六ll懇 話会を開ti#'す,須賀川所 在亜1疋次堂川論作lllll及関係資料 を陳列 し、西村 貞君の田
鯵に関す る講話を1礪恵く、,〔図2〕
翌:1°し、二十八の両Iiこの陳列を須賀川所在亜欧'1;ヒ川善遺品展覧 会と して公開 したりQ来 館
者 三1'f勇ミ名o〔【叉13〕
卜 ・11卜H懇 話会を開催す。菊池容斎作品画稿其他 資料 を蒐集 し、結城素明君の講話聴 きた
り、,卜二 月二 日此 展観 を研究者の為公開す。
1・:li卜九ii通 常 総会を.ヒ野精養軒 に於て開催,,理事 長よ り本会概況説明並に`1環概要の報ll'
ありて総 会を終了 し、続いて三原繁吉君及平塚運一君 より木版 画製作技法 に関する講話を聴 く,,
昭和i・一年
・月二十五ii懇 話会を開催 し、牧松 、周耕等主 と して足利期水墨画の珍蹟 を諸家よ り借用陳列
し相見香雨君の講話を行ひた り。
二月五 日 美術研究所編輯美術研究資料四輯 『鳳風 堂雲 中供養仏』 を発行、会員に配布せ り。
四 月二十五 日 懇話 会を開催す。帝室博物館及西沢笛畝 料所蔵の人形 を展観 し、同君人形 を展観
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し、同君人形 の発達に就 き講話せ られた りU
五 月二十三 日 懇話会を開催すf)前川家 、団 男塒家、西脇家 及増 ヒi・.」.蔵国宝法然絵 伝を展観 し、
田中一松 君の講話 を聴 きた り,,盟二卜四Ii之を特 別展観 と して公開す、,
六月十三 日 懇話会を開催す、'ド塚 巡 ・君蔵 ヒ代仏教版 画を展観 し、同君の講話 を行ふ、,
九 月二 卜六日 懇話会を開催す、,s;::X術学校所蔵 故ノ川納 夏雄君III蔵装剣金1二具類展観海野lll孟君
講話 を行ふ。
卜月一二トし日 規則第八条に依 り芝川徹心 君理事に就任すn
卜月:i・11懇 話会を開催す、r爵 岡部長景君蔵北 斎密岱:一三卜六景を展観1爆懸静 也君の講話聴
きた り、,
卜・・11卜八II懇 話会を開催す、,岡崎 及東京所在の桜間x;11:作品約三 一卜点 を展観 し菅沼 貞{君
の講話を行ふ,,尚美術研究所に於 ては二十九及三十1-iの両 日此展観 を公開 して研究者の参考に
供 した り。
十二月十九日 通常総会 を上野精 養軒に於て開催,,続いて法 隆寺壁画の実物 大写真を撮影 したる
便利堂技師佐藤濱次郎君撮影状況 に就て講話を行 ひた り。
昭和 十二年
一月三十 日 懇話会を開催 し、lll元家所蔵山元春♪宝奪筆山の写 生巻等 を陳列 し、川合k堂 君の講話
を聴 きた り。
二 月二十 日 懇話会を上野精養軒 に開催 し、ボス トンII本r[i'X術展覧会のli本側代表 として渡米
したる溝口禎次郎の米国 見聞談 を聴 きた り,,
三月二十二 日 懇話 会をli本民 芸館 に開催す。同館 蒐it'.芸を鑑賞 し、柳宗悦君の民 芸館設 疏の
由来 に就て講話を開 きた り。
四月二十三 日 懇話会 を開催 し、帝室博物館 、東京 美術学校 、香取秀真、11他諸家所蔵の懸仏を
借用陳列 し、香取 秀真君の講話 を行ひた り1、
五 月十.n二日 懇話会を開催す、 ドイッ素描画名作一:卜11q点を陳列 し、ベル リンIK泣銅版Illli蒐集館
主事 ドク トル ・メー レ君の講話 を聴 きた り,,
六月十二 日 懇話会を開催す、i三と して1匪∫森県所在の建部寒 躯斎遺墨 三卜余点並に関係資料を借
用展観 し、西村南岳君の講話 を行 ひた り。
十三、十四両 日之 を当別展観 と して公開す。
九月二十五 日 懇話会を開催 し、r`i京美術学校 、 「村 英時柔重岡Ⅲ儀一 君及 び村Ⅲ徳次郎君所蔵 ド
村観山筆下 図類 を展観 し、 ド村英時君の講話 を行 ひた り。
十 月二十三日 懇話会を開催す。 主として津山、青森地方所在の広瀬台山遺墨 を展観広瀬哲十 君
の講話を行 ひた り。 尚二 卜四、五両CI之を特 別展観 と して公開す。
十一月二十日 美術研究所編輯昭和 十二年版ri本美術年鑑 を会員に配布せ り。
一トー月二 卜七 日 懇話 会を開催 し、満谷家所蔵の満谷国四郎 遺作 、習作、素描、写生等 を陳列 し、
小杉芳庵君 の講話を聴 きた り,,二十九日之 を特別展観 として公開す。
十二月十八 日 通常総 会を上野精 養軒 に於て開催、,理事 長本会事 業の報告 をな して 後理'」岐 の改




一月二十Ia懇 話 会を神田学士会館に於 て開催。山崎覚太郎君のパ リ万国博 覧会視察談(十 六 ミ
リ映画使用)並 びに男爵団伊能君 より同博覧会参加経緯 を聴 く。
・月 ヨ'口 理事 原り1～造鴛任期満了の処理事長指名によ り重任す。
:lil'八日 懇話 会を開催。 岡野繁蔵君の蒐集の東 印度遺存古陶磁 を陳列 し斉藤IE雄君の講話 を
聴 く、 尚十 九日之 を特別展観 として公開す。
:11:1'六日 懇話 会を開催す1、堂本印象'11の大分県富 貴寺壁画模写 及美術研究所撮影に係 る同
キ壁 画写 真を展観 し、豊岡益人君の講話を行 ひた り、
四 月 三III懇 話会を開催す,,浅井忠遺作水彩phj、素描514:」一を諸家 より借 川展観 し、石井柏亭 君の
講話 を聴 きた り、7尚Ili:1:II此展観 を公開せ り、,
11コ11'・日 懇話会を開催す、釈迦:モ尊並にi六 羅漢図 卜九llll{を展観 し、川中1'千作君の講ll舌を聴
きた り、,
六月:卜 三日 甕術研究1リテ編輯H本)箋術資半こト第 ・輯 を会員に配布せ り,
ノ';1J:i・ilqH懇話会をi野 精養軒 に於て開催 し、有島生馬 君の ダヌンチオのヴ ィラ、ヴ ィツ ト
リアー レに就ての談話 を聴 く、,
九月:卜 九IIヒ 野精養・lli二に於て懇話会 を開催 し、川立{指龍子君の北 支及内蒙 占旅行談を1B暮きた りQ
i'・lj卜:li懇話会を根津 嘉 ・郎 君邸 に於て開催 し、牧渓筆瀟湘八景図同竹雀図 光琳筆燕r花
図屏風、新 因果経 、1'二因縁絵 巻、ノく狗 ♂ll二紙其他の絵Illii並に銅 器仏像等を鑑賞 した り。
卜:11卜九 日 通常総 会を ヒ野精養軒 に於て開催。理 事長本会事業の概要の報告をな して総会 を
終 ∫し、続 いて堀 日捨 巳君の現代f.1建築に就 て(映II珂使川)の 講話 を聴 ぐ,
昭和 卜四年
・月 卜八 日 美術研究i)"r発行il召和 卜 三年版美術イ1鑑を会員に配布せ り,、
・1J卜一・Il懇n舌会を開催 し、朝倉 文夫滑 蒐蔵 の清朝乾隆時代の硝t-'　rを借川展観 し、各務鉱
{君の講話を聴 く、,
・月{卜 目 原邦造君杉栄栄三郎鱈荻野仲三郎君理 事イ壬期満rの 処理 事長指 名によ り　T:任す,,
一:11四日 懇 話会を開催す、,滝沢邦行君筆桜花iり:生図を展観 し、一三ヒ参次 君{好 学 君及滝沢非1～行
君の講話を聴 く,,尚引続 き1il、六両 日之 を特別展観 と して公開す、
四月:1'二1(懇 話会 を開催す。佐 々木昌興 君蔵彰城,.111川作品 を借 川展観 し、川中喜作君の講話
を聴 きた り、翌二十三 日特 別展観 として之 を公開す,,
六月二 卜三 日 懇話会 を開催 し、武内金平牙暫其他諸家蔵 のエヂ プ ト、ギ リシャ、 ローマ等0)小芸
術品 を借 用展観 し、児島喜 久雄滑の講話 を聴 く。
六11=:卜Ii杉栄三郎君理事 を辞任せ らる。
L'11==卜二日 美術研究所編輯 日本美術 資料 第二輯 を会員に配布せ り。
九月二 卜九f_1規則第八条に より帝室博物館総長渡部信君理事 に就任す。
九月三 卜日 懇話会 を開催 し、細川侯爵 、中山侯爵 、其他諸家所蔵菱田春草作品を借 川展観 し、
安Ⅲ靱彦覗等 の談話 を聴 きた り。
一十.一.月1-一一f-(懇話会 を開催す。阿部幸次郎 君蔵支那画 を展観 し、正木直彦君0)講話 を聴 きた り。
尚十二 日之 を特別展観 として公開す。
428
関連団体Oご術懇話会 ・東洋〕ご術国際研究会)
卜'1J四日 理'」`芝口i徹心 君任期満rの 処理事長指 名により重任す、,
卜 二月1°六Il通 常総 会を ヒ野精養軒に於て開催,,理肇長 より本会概況並に本年度肇業概要の報
告あ りて後、伊東忠 太君の講演 「熱1可の趣築に就 て」(映lllli使用)を 行ふ,,
昭和 卜11二年
一1」二i'iI懇話会を開催す,,新潟地 ノ1所在の 文人画家石111侃斎の遺墨約 三1°点を陳列 し、酒井
丁・尋 君の講話あ り、,
'll:1-II東洋美術 国1劣モ研究会発会式に因み、華族会館 に於て、蜂須賀侯爵家蔵紫式 部日記絵
詞、c利 侯爵家蔵雪 舟筆llI水長巻、団 男爵家蔵光悦宗達合作歌巻 を展観せ り。
三月 二lI理 事長ll沐il畳1:彦君薇 去せ らるv
四月i° し日 懇 話会を開催、,故正 木直彦君蒐集の墨蹟 、絵 画、茶器、文房具 を陳列 し、交友諸
家の座談あ りて同君の遺風 を偲 びた り。
1il月1'一日 細 川侯爵匙～ilに於て同家 蒐蔵の 支那占明器、 一三彩 、銅器等を鑑賞す1、
五月二十 日 美術研究所発行 日本美術年鑑昭和1°四{1こ版 を会員に配布す、,
ヒ月六 日 臨時総 会を東京帝室 博物館 会議`1.¥に於て開催 しil・:木前珂1那長艶 去伴ふ後任理'1帳に藤
原銀次郎を推薦 し同君の就任 を見た り、,
理事長指名によ り東京美術学校長沢川源 ・君理 肛に就任す。
総会後諸家に収蔵せ らる ・足利時代水墨山水jiGjの尤品 卜 二点 を展観せ り、
八 月十六 日 美術研究所 発行 日本美術資料第 く輯 を会員に配布せ り,、
十 月十三 日 懇話会 を開催す。北鎌倉長尾欽彌 君別邸に就て同潜 蒐蔵の絵Illl―、彫刻 、陶磁、衣裳
等 を鑑賞 。
十二 月二十一 日 通常総 会を 日本工業倶楽部に開催,,理事長 よ り本年度事業及本会概況の報 告あ
りて後、矢代幸雄沿の講演 「対支文化政策と 庭術」並にIE木篤 一一11の「現代 支那i二装」の講話
を聴 くり 支那工芸標本陳列。
川合、和川、矢代三理 事任期満J'のところ理 事長指名によ り重任せ り1、
1昭和i・六年




11十八 口 日本1二業倶 楽音ilに於て午餐会開催、,永14道元 、占林iiii、痴絶道沖、南楚師説、無
学祖元、梵埼楚イ1等の墨蹟 を陳列 し、田III信郎君の講話 を行ふ1、
三 月三十一 日 規則中一・音随 改IEし、理 事の増 員、常務理'」吸is'1棋他職 員を置、,
四 月曹トノ1:f=1日本1二業倶楽 部に於て'「餐会開催、,飯塚瑛∫1:斎君の竹細i:の話 を聴 く,,
五 月二十七riIl本il業倶楽 部に於て午餐会開iii{,,大名物瀟湘八景図六幅 を展観 し、矢代II/.雄君
解説を行ふfl
六 月十七flIi本is業倶楽 部に於て午餐会開催,,小ih冨レ夫君の'.r演「北 支定窯惣月二発見の顯 末」
を聴 く。
九 月十六日Il本v;倶 楽吝llに於て午餐会開催、香取 秀真君の講演 「茶の湯 釜の話」を聴 き、同
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君蔵及根津美術館蔵の釜を陳列す。
十 月二 卜一 日 日本工業倶楽部 に於て午餐会開催。小沢清佑看蔵初期洋風 画 「帝王図」及細 川侯
爵 家蔵泰西人遊 楽図屏風 を陳列 し、隈元謙 次郎君の講演 「最 近発見の初期 洋風画」 を聴 く、,
卜一一1」十八 日 日本工業倶 楽部 に於て午餐会 開催。尾 上柴舟君 の講演 「平安 朝の仮名の鑑賞 」を
行 ひ、同家蔵東大寺切及石lli切並に津村重舎君蔵高野切 を展 観す。
卜二月 卜六 日 口本]二業倶 楽部 に於て通常総会 を開催 し理事長に代 り沢川常 務理事 よ り本会1∬業
の概要報告 を為 して総会 を終 了 し、続いて三矢宮松 君よ り 「i{本刀剣の各時代の様相」 と題す
る講噺 を聴 き、国宝 、重要美術品刀剣類十 数点 を鑑 賞せ り。
Ili和卜七年
一・1].一:卜Ii独逸 より帰朝 された小塚新一郎 君よ り 「美術 と防空」に就 ての講話 を聴 ぐ、
JlL'11闘 麿に就 て版1由1を展観 し、高橋誠…郎君 の講話 を聴 きた り1,
:11トしII「茶室の話」 と題 し堀 口捨 巳t・{,4こ講話を願 ひ、それに関する写1'誓を陳列す,
四 月 卜八日 根津 美術負f{に於てr磁 の発達 変遷 に就て」 小li1冨十ノぐ君び)講話 を聴 ぐ,こ の 日敵
機の来襲 を受け、中途で展観品の片付を致 したが無!1`講演 を終rす,,
'.:11i'九日 帝く,,一.博物館蔵の故岡崎ilI:L翁の蒐集品 を借川 展観 し、溝II禎次郎 君のll縫話を聴 く、,
ノJll°六日 畢山筆四州 真景並に椿lll筆lli海奇景 を展観 し、菅沼 貞 三君解説 をな゜4、,
し月、八月 毎年の例 によ り、休 会す,,
九月一二卜二llⅢ 中一松t.に 「仏教図像類 に就て」の講話 を願 ひ、図像類 を,;家よ り借川展観す,
卜月二 卜日 文部省前宗教局保 存課長の青戸精一・鷺 よ り 「保存行政に就て」の講話 を聴 ぐ,
卜 一11卜三U長 尾欽彌 君の 占代 衣裳並に南 方染織品 を借 用 し、東京)こ術会館 に於て 東洋 庭術国
際研究 会と共催の下に展観行ふ。 来館者凡そ二 τ゜名 。
卜'1J卜二II「 日本南宋Illliの発祥 」に就 て川II軍喜作 君の講話 を聴 き、渡 来黄漿IIIli及llイ煉ノリ期南
宋画 を諸家 よ り借 川展観す。尚二十il右出陳イ4三品を中心 として、更に数点を加へて,.術研究所
に於て特別展観を開催す1)
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関 連 団体(庭 術懇 話 会 ・東洋)ご術 国際{lll究会)
「ii洋美術 国際研 究会」
「ii洋)包術lki際研 究 会 」の 創 　r.と活 動
il`1会(英語 名称:Th(・SocietyofFriel1(isofl?asternArt)は、1990(昭和15 年2月 に、会長
を細 川ra<、/.[図1〕とし、,i,i研究所 を事務ゆ「に して創設 された団体である、,当lijr究所 とは別組織 な
がら、矢代 彰雄 をは じめ所員が同会の 事裳活動 を委嘱 され、参画する場 合が 多く、そのため同研究
会の性格 と活動 を明 らかにするため に、本';窒ではは じめに、(1)創立時 に刊行 された小冊rr東 洋
庭術国際fi)(究会規則』(発行 日II和15年111、1()頁、縦22×15cm)〔図2〕 の全文を引川 してお く,
つ いで(2)で こ うした研究 会が創設 された背景 を説明 した うえ、(3)で事 業の中心 となった1:1」行
」゜喋 のなかで主要 な1:1」行物 を順次説明 し、(4)で同研究 会が外
■
務 省に助成 巾請 し、1940(昭和15)年9月 に実施 された中国





第・・条 本会ハ東 洋美術国際研究 会(The50cictyorFriends
ofEasternArt)ト称 ス
第:条 本会ハ事務所ヲ東京 市1・'谷区 ヒ塁lf公園,.1術研究所1ノ・1二
置 ク
第:,;定II的及嘱業1「
第{条 本 会 ハ 匿 界 二 於 ケ ルli本 及 東洋)こ術 ノli)(究ヲ進 メ,.術
1一ノD{i際連 絡 及 協 ノJヲ図 リ併 セ テllイく迄化 ノibj:外、'i:揚及1屠⊂i際









本会ハ前条 ノIl的ヲ達 スル為左 ノ事裳ヲ行フ
講演会及展覧会 ノ開催並二連続講茂 ノ開設
外国人 ノ研究及見学指導
著述、編 纂、翻訳 、出版並一:定期rll行物 ノ発行
海外研究 機関 トノ連絡及協力
海外二対 スル出版物 ノ頒布、寄贈及交換
:11:ノ他理 嘱会二於テ適 当 ト認 メタル事裳



























































第 卜 ・条 会(1ヲ分チテ理事会及評議員会 トス
第 卜二条 理那会ハ理事長之ヲ招集シ之ガ議長 トナル
理事総数ノ三分 ノ…一以 ヒヨリ会議ノli的タル事項ヲ示シテ請求ヲ為シタル トキハ理'1帳ハ遅滞
ナク理夢会ヲ招集スルコトヲ要ス
第 トー {条理事会ハ理事総数ノ三分 ノ…以上出席スルニ非ザレバ議決ヲ為スコトヲ得ズ
理那会ノ議事ハ出席者ノ過半数ヲ以テ之ヲ決ス可否同数ナルトキハ議長ノ決スル所二依ル










評議 員会 ノ議 事ハ出席 者ノ過i.ヲ 以テ之 ヲ決 ス可否同数ナル トキハ議 長 ノ決 スル所 二依 ル
第11:章会員
第 卜六条 本会 ノ会員ヲ名誉会員、賛助 会員及研究会員 ト為 ス
第1・し条 名誉会員ハ理 肇会 ノ議決 ヲ経 テ会長之 ヲ推薦 ス
賛助会貝ハ本会 ノ嘱業 ヲ翼賛 シ ・1時金1臼'日11以ヒ若ハ 年額参拾1'1LJIヒヲ醸 出スルモ ノ トス
研究 会員ハ本会 ノ施設A'c')ti.ヲ利川 シテ研究二資セン トスル内外 人ニ シテ会費年額拾円ヲ納 ム
ルモ ノトス
第1'八条 会員ハ本会ノ定期又ハ臨1時二開催 スル講演 会、講義其 ノ他 ノ会合二川席 シ及 見学 二参加
スルコ トヲ得
会員ハ ・定 ノ本会出版物 ノ無料配布 ヲ受 ケ特二定 メタルモ ノニ就キテハ割 引価格 ヲ以テ購入ス
ル コ トヲ得
第十九条 会 員ニシテ退会セ ン トスル トキハ其 ノ旨ヲ本会二届 ケ出 ヅベ シ
会員ニシテ会 費ヲ滞納 シ又ハ本会 ノ目的二反 スル行為ア リタル トキハ理'1桧ノ議決 ヲ経テ之ヲ
除名 スル コ トアルベ シ
退会又ハ除名二際 シテハ既納 ノ会費又ハ醒 出n,U.ハ之 ヲ返付セ ズ
第六章 資　〉'f及会計





五 本会 ノ事 業ヨリ生 ズル収 入
六 其 ノ他 ノ収 人
第二 卜一条 本会 ノ基本財産ハ左二掲 グルモ ノヨリ成 ル
ー・),1本財産二編 人スベキ コ トヲ指定 シタル寄附金品
二 基本財産二編 人スベキ コ トニ決 シタル金品
第二十二条)L本 財産ハ消費 スル コ トヲ得ズ但 シ'∬業遂行 ヒ斗寺二必 要アル トキハ評議員会二於 テ評
議員総数 ノ三分 ノニ以 ヒノ1司意ヲ得テ其 ノ ・部 ヲ経費二充 当スルコ トヲ得
基本財産中現 金ハ国債証券又ハ確実ナ ル有価証券ヲ買人 レ才'1ハ郵便官署又ハ確実ナル銀行 、信
託会社二預入ルルモ ノトス
第二十三条 本会 ノ経'1ハ基本財 産以外 ノ資産ヲ以テ之 ヲ支弁ス
経費二余剰 ヲ生ジタル トキハ次年度経費二繰越 スモ ノ トス但 シ理事 会 ノ議決 ヲ経テ其 ノー部 若
ハ全部 ヲ基本財産二編入 スルコ トヲ得
第二十i川条 本会 ノ予算ハ年度開始 前誇i三議員会 ノ議決 ヲ経 ルコ トヲ要 シ決算ハ理i・会 ノ議決及監'1`
ノ監査 ヲ経テ之ヲ評議 員二報告 スルモ ノ トス
第二i・五条 本会 ノ会計年度ハ毎年四1j-・日二始 マ リ糊年三月三 卜一・ll二終 ル
第 し章 補貝lj











































































































(2)「東洋 美術 剛 際{ill究会 」 創 、kのf;i
同研究 会創立の背 景についてみてお きたい,,1×37(昭和12)年611の帝国芸術院 創11生にみ られ
るように、国内 にお いては 追術をふ くむ芸術全般 の 「統制」が 文部省.i三体 にすす め られてい った1,
一方で 、海外に対 しては、外務省が 中心 とな ってlK化 」 を喧伝(宣 揚)す る ようになった.そ の
背景 には、満州 ±1;変(1931年91D、満州 国び)建国宣,}[1932,」=311y以来IIこ1際ll勺な批 判をあ び、
ついに国際連盟脱退q9:33年31Dに いたるII本の孤 凱化がある とll',ていいだろ う、,そう した
なか、海外への 「文化」宣伝のII―核 を担 うべ く設 、kされたのが、'卜官(外 務省)'卜民 の財 団法 人iK】
際 文化振 興会(1略称:K.13.5、1934年創設)で あ り、 これは現在の独 、断f政法 人国際 交流基 金の前
身にあたるものである。
同財団は、総裁 に 「高松宮宣仁親王殿 ド」、顧問 に宮内 大臣、外務大臣、 文部 大臣 等をは じめ と
して有力な華族 がな らび、 会長 は近衛 史麿、理事長は樺山愛 輔か らな り、円 喋 綱'要」 として ド記
の ように 「著述、編纂、翻訳 及び出版」、「講座の設置、講師の派遣及 び交換」等 の1[]項が挙げ ら
れている。
一、著述 、編纂、翻訳 及び川版










さらに1938(昭和13)年ll11には 、機関誌 としてr国 際文化』 を創刊 した。巻頭 には 「対外文
化事業の永久性」 と題する無署名の一kが 掲載 されている。これ を読む と、当時の国際的な状況の
なかで、対外的に旧本の 「K化」を宣揚 しようとした主体が どの組織 だ ったのか 、またその戦略 と
はどうい うものだったのかが うかがわれ る。やや長い引川なが ら、つ ぎに同文の一節 を挙げておき
たい。
今度の事変 に閲聯 してIl本の国際!:の、7:場を有示1」に しよ うと してい ろいろの努力が なされた(1
所 謂国民使節の派遣とか宣伝 印刷物 をバ ラ撒 くとか乏 しい智慧 を絞つて 支那の、宝伝 に対抗 しやう
としたが、どう も思は しくない、1圃民使節 の話は 『弁解 者』 と して頭か ら聴か うと もしない し、
パ ンフ レツ トは帯封の ま ・紙1耐施に没 井にされると云ふ憂1二1は度々。
こ うした宣伝σ)効1【がない ことは数f卜前の満州fの ときでYf:験済みの筈である、た ずあの時
43a
の場合 と違ふのは文化宣伝が今度の事変の以前 か ら余程効いてゐた ことだ と思ふ。之は どの位効
いてゐるか実物で証拠 立てられるものではないけれども、平常の文化的接触が どれ程 こんな時 に
役に 、1`つかは吾 々の想像外であ らう。 その意昧か ら異の満州事変に促 されて・・層強化 された対外
文化機構一外務省内の文化事業部、国際 文化振興 会の新設や観 光局、 口仏会.,・1.::.日独文化協会等
の拡 充を指す一 のこ ・数年間の活動 なか りせば、1=fの岡際的立場は一・層困難 にされてゐたらう
と考へ ることは果 して云ひ過 ぎだ らうか,(中 略)
今度のll唆に就い ての経験 から文化その ものの紹介又は文化問題 をa　iiじての宣伝で なければ、
かう した」卜常時に国際 的に理解 をaTLめる途はない と云ふこ とを知つた、1そしてそれはい ざと云オ、
ときになつて慌て ・始 めて もあ まり役 に立たぬと云ふ ことを知つた,
文化事 聡は恒久的'1環で なければな らない、謂 は デ地均作 業である 、地均 された道路の上 にの
み1百二い トラックは走 れ 一,fa.,この地均 には1・年 ニレ{1モいや 百年を必要 とする,
/{常何の連絡 も関係 もない ところへ 、い きな り事変に凋するバ ンフレツ トを送つて も誰 も見な
い訳であ る、,汗々 がk化 問題につ いて こ ・数年間 に弥 つた淘・外の友遠に 、'1・々か らそ うしたパ ンフ
レッ トを送つて初め て彼 等は読んで呉れるのだr、
対外 虻化'1喋は際物的であつてはな らない、1嘲1'晒しさを期待 してはいけない それは毎Hジ ワ
ジリとそ して地味 に続け られるべ きものだr、
llllもその効果 は国家 有'ji:の時 に現はれる ものである1,
{『国際 丈化」1り・、1938でFll月、2-31珂)
噛11時のll本は国際的 に孤 、1,し、状 況が きわめて逼迫 しているにもかかわ らず、ヒ記のIIIでは 「K
化'i環」は 「恒久的」で 「毎 目ジワジワとそ して地味に続 けられるべ き1と 述べている、,しか しな
が ら実際の活動 には、拙 速の感があった と言 わざる をえない,,たとえば、その ・つが 外務省 文化'lr
業部 と}lil財団の斡血定で創 、セニされた 「日本ペ ンクラブ」であ る,,P.1;.N,クラブとは、1921{大il:1{」)
年にf.7ンドンで創 、セ:された 文芸家の国際的な相互"皇解を11的と した団体 であ',た、,II本では、1935
(ll∫i和10)年1111に東京で創立総 会が開かれ、初代会長に島崎藤村、副会1受には有島生馬が就任 した。
翌 年71」には、ブエ ノスア イレス(ア ルゼンチ ン)で 開かれる第MIIII国際ペ ン大会に出席の ため、
II本代表 として藤村 と有島 は東京 を出発 した、,9月の現地の大会では、有島 を通訳に して藤村が講
演 し、 さらに1940{昭和15)年 の国1緊大会 を東京で1.7rJ催す るように提 案 したのだった、,この当時
のII本は、1940年がrY-f;紀_二1㌧六百年にあたることか ら、これを1―指 して国をあげて国際的な 「宣揚」
に とりくんでいたように思 える。た とえば当時の新聞紙 面には帝国芸術院問題 とともにオリンピッ
ク開催q94{〕年東京1凋催)にむけて会場用地(東京の神宮 外苑)の聞題が とりざた されているように、
痕京 オ リンピ ック、万国博覧会(194年 東京開催)な ども国家的なプ ロジェク トと してお しすす
め られていた(P.ENクラブの東京大会、オ リンピック、万国1導覧会の いずれ も中」Lとなる)C,
また、『国際文化』5号(1939年7月)で は、下記の ように 「幻燈板 『現代美術篇』 の製作」 と
題するriL・が掲載 されている。
本会では先に(昭 利十一年)古 美術幻燈板 を製作、既に今 日迄 に、_一'71...千余枚の ものが各国
に配布 され、美術の国 月本の紹介に、又講義 用に貴重 な材料 として各方面 に尊重 され てゐるが、
436
関連団体(庭術懇話会 ・東洋美術国際研究会)
今illiはその姉妹篇 として 「現代 喪術 篇」 を製作す ることになつた、
古)き術 篇は 、絵p4j、彫 刻、1:芸、建築 、庭園の1`部門に分れてゐるが、現代篇は庭園 を除いて
同様に四 部門 とした、,
選定 された約 一二rl点の作llllは明治 、大」E、Ill{和の三代 に 二々り、いつれ も代表的作品 であ るが 、
tlに現 代優 秀作品の紹 介と云ふばか りで なく現 代 〕峰術 を通 じて日本 文化史の経移 を現 はそ うと云
ふこ とをi:II艮と した ものであ る、,
1モな作 者を挙げてみ ると左の如 きもので作晶は大体 ・人一・点の割である。
(う 絵 画0)うち日本Illliでは、・諺野楳嶺、瀧和亭、狩野 芳巌 、橋本雅邦、菱川春草等か ら横lil大観 、
竹内栖鳳 、 ド村観III、'ド福rl穂、富 岡鐵齋、川合1;.堂等約lisi'氏の作品、
洋p4jでは高橋 山一・、川村清雄、黒 川清輝か ら安井曾 太郎、梅原龍:三郎 、藤島武二、藤 川嗣治
等{卜 氏 の作品を含む。
(1)彫刻は木彫の高村 光雲 、塑像の新海竹 太郎か ら現 存作家の佐藤朝IIi、'F櫛川中等約 刊 氏゜
の作 品
(a工 芸では金工 の加納夏雄、香取 秀爽等、陶磁の板 谷波山、富本憲II∫等、漆1:の柴川是爽、 六
角紫水等 、染織の川島甚兵衛、竹isの飯塚瑛 升齋 、等その他約四 卜氏の作品,,
(四)建築ではウオー トレス氏の造幣寮、ボアンビール氏のil部大学講堂、辰野 金1千氏の%J:駅11
本銀行等か ら現代の代 表的 ビルデ ィング、競技場 、橋梁、個 人住宅迄`ff・1!i二卜点 を含 んでゐる、,
尚作 品の選定は本会 團常務理事を中心 に行つたが外か らは)亀術研究所の隈元謙次郎氏 の努力を
願つた。
作品は大部分実物直接撮影 を行つた為 、各方 面各位の御援助 を賜つたこ とは感謝の至 りであるくi
ここで述べ られている 「古美術幻燈板」の内容については不詳なが ら、この 「現 代美術 篇」の構
成については、すで に 「美術研究所の隈 元1{兼次郎氏 」の関'J一していたことが明 らかである1、また隈
元は、ほか にその学術rl{」な専門性 か ら、同誌4}」・(1939年4月)に 「明治 初年 に於 ける吾が国 と
伊 太利lll〔文化の 交渉」を寄稿 している1,
また 「IKi際文化』8り・(1940年311>には、「紀 元二r・六 百年記念il三i際懸 賞論 文募集規定」が掲
載されている,,これは同年が 「紀 元 二r六rl年」にあた ることか ら、その 「奉祝事業」 と して企画
された も4)で、「論 文題 目」は、「・・、 口本 文化の特 質 二、目本 と諸外国 との 文化的交渉 三、世
界に於けるli本文化の地位」の こ題か ら 「・・題 を選択執 筆の こと」 となっている。 その 「r_u.」の
「委員」の一 人には 「美術lill究所11矢 代 幸雄」の名前 も挙げられている。
このよ うに、国際 文化振興 会の'1喋に)亀術研究所 員が少なか らず 関与 していたこ とは、 このii洋
美術研究 会創設の前 胤 こあた る'1嚇であろう、,実際 、本稿の冒頭 には 「東洋美術研究会規則」をか
かげておいたが 、その うち 「第一・章第1川条」の6項 にわ たる 「事業」 に明 らかなよ うに、 この研究
会は、国際 文化振 興会の 円 環 綱要」の うち、「学生の派遣」 と 「映画の作製」を除 き、「文化」を 「ii
洋美術」に置 き換 えて構想 された ものであることがわか る。 この事実 は、国際文化振 興会の理'1F1
であ り、i司時 に同研究所`llj設に尽力 し、 またここで誕生 した同研究会の理那長に も就任 したのが樺
山愛輔であった ことと無縁で はないだろ う,,つまり、同研究会は、樺 山を中心に して、国際 文化振
興会の 「文化」pl僕の うち、 と りわけ東洋(日 本)美 術 を海外に宣揚す るための ものであ ったので
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はないだろ うか。 なお、同研究会の会員 については、 『資料編』 の 「東洋美術 国際研究会会員名簿.」
(699～701頁)を参照 されたい。
一・方、美術研究所内で も、以下に挙 げる"ThealbumsofKoetsu'sshikishiintheOstasiatische
Sammlungin..Berlinのように、すで に海外に向けた刊行物を作成 してお り、これは東洋美術iKl際
研究会創設を意識 した事 業であったと思われる。この冊子は、ベ ルリン東洋美術館所 蔵の本阿弥 光
悦111:・俵屋宗達i・'絵による 「四季:ii:花下絵不rl歌色紙帖」(2帖、36枚)の 英 文解説である(コ基礎 デー
タを含む本 文は、『美術研究』85り・掲il戊の矢代幸雄 「伯林'東亜美術館所蔵 光悦色紙帖」(1939年11!〉
をほぼそ0)まま英訳 した もので、原'・j'よりやや小 さい 色紙2面 のモ ノクロ挿図 を付 している1,矢代































伯林 東亜美術館所蔵 光悦 色紙帖
序文
このたび美術研究所編 集の 『】こ術研究資料』 の第84と して、伯林 東亜美術館所蔵 光悦色紙帖の
ファクシ ミリ複製が出版の はこびとなったC、'1で所 は海外に流 出 して回帰 することの ない 東洋 美術
の名品を国民 に紹介する趣 旨によリベ ル リンの 光悦色紙帖を111行の無r象として取 り1:げた、写真複
製に よってオ リジナルの 芸術的印象をAIL"IAに伝 えることはで きないが、この光悦のil}と宗達の制作
とされるす ぐれた ド絵 とが渾然一一体 として調和 している珠i:.の作r:alll1を、オ リジナルに接す る機会の
ない国民 に対 して、鑑賞 に供せ られるこ とがで きれ ば幸いである:i
プロシア1Ⅱ〔泣 鱒物館総 長であ り、伯林 東lll渓術館負ll長を兼務す るオッ トー・キュ ンメル教授 には、
光悦 色紙帖 の良質な写真の提供において ご協力をいただ き、感謝す る次第であ る、,また本・illこのF l行
については末延財団 による助成 を受 けてお り11・II版の実現 のためにご高配賜ったことを記 して感謝
の意 を表 したい、,同財団の 当所に対す る不変のご理解 ご協 力につ いては感謝の 念に堪 えない、,
作 品画像 に添 えた解説は、美術研究所 の機関誌である 『庭術研究』854.1,I」(「{餅本刺 の釜術館所蔵
光悦 色紙帖」1939年1月)に 私 自身が著 した ものである、 これは数度の基礎 的調査に基づ く1{rr
にす ぎないが、今後の重要かつ興味深 い研究課題を未だ残 している,、個 人的にはこの ような一・報告
を翻刻す るこ とに意義が あるのか定かで はないが、オリジナルを11にした ことのない 方々に と.,て






同研究 会の活動 の ひとつ に、「講演 会 及展 覧会 ノ開催 並二連続 講義 ノ開設」が あ 惹,こ れは、
1931(昭和6)年 創立の 美術懇 話会がすでに行',ていた 「展観 」・「講話」等の事業 と共llrliこ催 され
ることが多かったCiこのllliでの活動の ・覧は」資料編」の 「美術懇話会i三催展観及び講話等」(663
～696頁)を 参照 されたい、 ここでは、11il研究会のll喋活』塀こ挙げられた 「普述、編 纂、翻訳、川
版並 二定期 同行物 ノ発行 」及び 「海外 二対 スルIll版物 ノ頒布、寄贈 及交換」に関連 した1:ll行'1喋に
ついて見てお きたい,、そのf=.な阿行物 は ド記の5種 であ る、それぞれの 【:lj行物の解題を記 した1一で、








BulletinofEasternArt(『東洋美術国際研 究会紀 要』 以下、 『紀要』 とす る)は 、同会の定期刊
行物 である。創刊号 は、会 の設 立 に先立つ1940(昭和15>年1月 、A11判(縦26x18cm)、計







た 『紀要』には、東洋美術に関する論考、美術界の動向を記 した 「ArtNews」(展覧会情報 ・物故
記事など)、書評などが英文で掲載された(一.x;15、ドイッ語も含まれる兆
['Ll,r研究所が所蔵する第1号 か ら39場を概観する と、35・36号(1943年)までは月団で 、基本的
に各,ナ・つ のテーマが選ばれていることがわかる。内容 は 日本の仏教美術か ら現代絵 画、能、刀剣s
日本薩園、橋 な どの建造物 のほか龍門石窟や アフガニ スタンの美術 及び考古学 など多岐 にわた り、
毎 号、表紙に1点 と本文 に数点の図版がモ ノクロで掲載 される。 テーマの巌宛基準 は不明であ るが、
会が定期的 に行 っていた展観や個人コレクシ ョンの鑑徴 会の折にはその特集が紅 まれている。
美術作r:rli[1の紹介のみならず、 日本美術に造詣の深い外国人による講演 や論考、1」本 ・東洋美術研
究に秀でた外 国の研究者の紹介 も掲載 されるのが 、本紀ifl'iの特徴であろ う。nl`陣』(594号)にお
いて 「氏の 日本美術 に対する理解 は、外国人 としては相当深い もの と察 し得 らる ・」 と紹介 された
イタリア大使 ジャチ ン ト ・アウ リーチの講演 「口本美術 の印象」(J)はiI∫ 笥洋 及び東 洋美術 に
おける写実主義 と理想主義につ いて 、また 自然 に対す る態度の違いなどが 、11本の作 品と主に イタ
[sfリ
アの画家 を例に語 られ、西洋 人の 目か ら見た東 薗比較 として興味深 い、 また、 矢代が連」:.した ビ
ニ ョン、ウェイリー、クンメル紹介 は、単なる業績紹 介に とどまらず、氏 と交流のあった矢代な ら
[・13
ではのエ ピソー ドが記 され.ているの も印象的であ る。
{.`b)'1i時の編 集作業 の様 子は、当研究所が所 蔵する3冊 の 『日記』(lirali和15年～ 7 )か らうかが
うことが出来る。執筆者は不明 であ るが、異なる筆跡が認め られるため少な くとも二人以上に よっ
て記 された もの と推測 される。
特 に詳細 な記述が記 されてい るの は第6号 についてであるが、「昭和15年6月21F[(金)」 の項













る小池愛 子、伊地知純 ∫・は、共に津 川英学塾 を卒業 後、嘱託と して"i研究会に勤務 していた,,この
他に も翻訳者 には、倉川 文作や、オー ス トラリアに5年 近 くの在住経験 があ り、共 、k女学校で英語
科の教 員 を勤 めていた森節 子な どが いる,,会の設立趣 旨に、「何 よりも、信愚性のあ る翻訳 とイ∫益
な刊行物の出版に全力をそそ ぎたい と望んでいる」 とあ るように翻訳者には英語に堪能 な者が積極
的に選ばれたのだろ う、,
完 成 された翻訳原稿は、時 にジ ョージア ・ニューベ リー(GeorgiaNewbury、「外人嘱託」 とし
て昭和17年6月 まで 当研究会に勤務)に よる ネイテ ィヴ・チ」Lックを経て、印刷所へ と入稿 された1、
発行部数の詳細は不明であ るが、3号 二500部、6}ナ=800部、21=500部 、30り'=500部、31
写噸=500部と記録 されているll
m記 』(ii洋美術国際7)に は、「火曜 まで に しなければな らないので必死 」(昭和15年6月21
11(金))「柳氏 の翻訳 、や1)と間に合ふ」(同年6月25「1(火))な どの言葉が 見られ、編 集作業
に多忙であ った様子が伝 わって くる.月 刊のため、担 当者は翻訳 、編1、 校if、発送作業 に追われ
る 目々であ った。
紀要 は刊行後直 ちに発送 された∩r日記』(東洋美術国際10)やr収 人帳』(執筆者不明)に 記 さ
れた送付先には、会員の他 、イギ リス、ハ ンガ リー、ア メリカ、中国の大学 、公共図lll:館、博物館 、
研 究機関 に加 え、各国(ア フガニス タン、 メキ シコ、フランス、 イタリア、ポーラン ド)の 大使 ・
公使 、日本 ノル ウェー協会、 日仏学 会、ll葡協会、国際 文化振興会 などの名前が 見られ、幅広 く配
布 されていた ことが認め られ る。
第35・36号まで月刊 であ った 『紀要』 は、37号(191311=121J)より季刊 とな る。表紙には従
来 までの アー ト紙 に代 わって和紙が 用い られ 、判 型 もAII判 か ら縦25.5×18.2cmへと変更 され
た(定 価3円)。 掲載論文数 も増加 し、新たに表紙 の作 品解説が加 えられ 、「従来に比べ三倍以i
の内容 を一一冊に盛 り込む」(37号56頁)と あ るよ うに、内容の さらなる充実がはかられた、,
しか し太平洋戦争は、『紀要』 の1二ll行に も影響 を与えていた,、『「i記帳』(東洋 美術 国際9)に は、
「ブ レチ ン川紙 の配給が思 は しくないので取あ えず21}ナ(91P,・)にはli)(究会保存び)もの を使ふ こ
とにす」(1昭和16年IO月291D、「……(1尚 大橋1ギ百店には10月分0)アー ト紙 は配給が ない山)」(184
年11月511)な どの13が 見 られる他 、紙の配給 元である 日本出版 文化 協会 とのや りと りの記録
が散見 し、紙 の確保 に難渋す る様fが うかが える1,本紀 要の第39り'は"Masterpieces(〕fEastern
Art"の第5輯 と して[二i」行(詳 細は次項参照)さ れ たが 、その背 景には、戦時 ドにおいて1二ll行を続
くアラ
けるためのやむ を得ない状況があったことが推察 され る、
最終的 にはこの 「合併 号」 をも'♪て本紀要は終1二11となった、,『II;;和二i'年度鼻1喋糸釜過報 告』(X75
～477頁に全文 を掲 載)に よれば、「第四1'号及第四1° ・り゜ハ 製版11重途 ニテ、印刷1'場ガlli和二i°
年11二月焼失セル タメ、発行不ll∫能 トナ リ、原稿 ヲ翻訳中ナ リシ第四 トニ リ'('ド家納経{lll究》ナ)ハ翻
訳担 当者森節 子氏宅 空襲 ノ忽}羅災 ノ際 邦K原 稿及翻訳原稿 ノ大1、ヲ焼 宍セ リ」 とある、,第40り・に
関 しては 、終戦後編 蘇を開始 した ものの、資金不足 によ り印刷が ままならず 、昭和21年 度の政府
補助i.,1,:を用い て1二ll行する1'定であ'・た ところ、1946(昭和21)年7月 、会121体の解散 によ り、本
紀 要 も終 「llとなった,
(1)印刷 は そ の 後 、IGり・か ら30り ・ま で を 東 京llll刷株 式 会 社(ii京 市Ef・区 神 谷!i!r、後 に 東 京 証 券印
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刷 株 式 会 社 と改 名)、31号か ら39%,'・まで を 笠 井 印 刷 所(東 京 市 荏 原 区 東 戸 越)が 行 っ て い る 。 また 、
18号 か ら第32・33号(1941年6月 ～1942年2月)ま で 、 配 給 元 と して 日本 出 版 配給 株 式 会 社 の
名 が 記 され る。 ま た 、創 刊 時50銭 で あ っ た 定 価 は 、7・8号(1940年)よ りlFl、35・36号(1943
年)に は2円 と な っ た 。
(2)38号ま で の 総 目次 は 『資 料 編 』 の839～844頁 に 掲 載 さ れ て い る 。 ま た 第39号 は 、"Masterpieces
ofEasternArt"の第5輯 と して 刊 行 さ れ た 。
(3)ア ウ リ ー チ は 、1934年～1940年 イ タ リ ア 大 使 と してll本 に 滞 在 。 サ ン ・フ ラ ン シ ス コ を 出 航
した 「大 洋 丸 」 船 上 で 矢 代 幸 雄 と 出 会 い 、 親 交 を結 び 、 来 日 後矢 代 と と も に'r等院 、 法 隆 寺 、 薬
師 瀞 を 訪 問 した,,『紀 ・要』 の 創 刊 号 に は 「平 等 院 」 と 題 した 論 文 が 掲 載 され て い る 、,この 講1寅は 、
190年3月29日 、氏 の 帰 国 に 際 し、 華 族 会 館 に て 英 語 で 行 わ れ た 。
(4)「ロ ー レ ン ス ・ビ ニ ョ ン」(第7・8号 、1940年)「ア ーサ ー ・ウ ェ イ リ ー 」(第9}∫'、1910年)、「オ ッ トー ・
ク ン メ ル 博'.卜」(第17号 、1941年),,日本 の 愛 好 家 で あ っ た ビ ニ ョ ン の 人柄 を 伝 え る もの と して1源
氏 」 と 名 付 け ら れ た愛 犬 が 紹 介 され て い る 他 、 ウ ェ イ リー に 案 内 さ れ て ロ ジ ャ ー ・フ ラ イの 白宅
を 訪 問 したll舌な どが 記 され て い る 、,
(5),i,研究 所 は 計4冊 のll記 を 所 蔵 し、 年 次 順 に 「II洋美 術 国 際 」7-10の 仮 爵 り'を付 し て い る 、,
r{Y:〕∈訓サiKlll祭li1F究∫ヤノ/Ilrl己,/190.5-』(『外G羊・X三制サi:KI膠,:7)、『Ii81己,、'11召不11 5-16東 ξ羊〕亀休∫1珂
際 研 究 会 』(東 洋 美 術 国 際8)、 『日 記 帳/(昭 和16年4月 一)(東 洋..,'f国際9)、 『I
Index/9uideBookVoLItoH/PostCard/Ilr秤IIl6年11'1末L次降/'大串 』(束1℃ 突 術 国1'b('・1:
10),、な お 、 『事 務Ii記』 の 詳 細 に つ い て は 、A58頁 の 註3を'参 照 され た い 、
(6)r昭和 二卜年 度:1罫業 経 過 報 告 」 に よ れ ば 、1昭和20年12月 よ り羅 年3月 まで は 、r金tc隆 ・人 ∴
テ プ レチ ン ノ原 稿 及 美 術 案 内 記 ノ1',!稿ヲ 英 訳 セ リ」 と あ り、 常 に 複 数 の 翻 訳 者 が い た か に つ い て
は 不 明 で あ る。
(7)ll本川 版 文 化 協 会 の 会 長 は 、 当 研 究 会 の 会 長 で もあ る 細 川 護 立 が 務 め て い た た め 、紙 の 配 給 に 幾
分 か の 便ll'1二が 図 ら れ る こ と も あ っ た か も しれ な い(137号よ り 季刊 と な')た背 景 に 、 戦 時 ドに よ る



















































近年 、東洋 美術の研究 と鑑賞は世界的 な関心を呼 んでい る。 この芸術への関心 は、'東洋 と西洋が
互いをよ り良 く知るための もっ とも好 ましい助けとな りうるものであるが、'「'1語・歴 史、人種 によ
る風俗 ・盟 賦等の違いか ら、それは常 に大 きな削難 を伴 うのであ る。なぜ ならば 、これ らの違 いは
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1、引1'隊を除けば普通の外 国人 にはほ とんど推測することも十分に理解す るこ とも出来ないからであ
る,,
この ような状況の もとで、東西の相 互理解 を推進す るために、また、人類の半数 を占める人々の
高い理想の豪現である東洋美術 をよりよく知 って もらいまた鑑賞 して もらうため に、 この 「東洋 美
術国際研究会」 をここに設 立す るr、
東洋美術研究のための機関は、学術 的なものに しろ社会的な ものに しろ、 世界中で増加 しつつあ
り、 またそれに伴 って、個人の学 者、 蒐集家、そ して一般の美術愛好家の数 も増加 しているが.彼
らは 痕洋 庭術 の分野 において実際 にどの ような動向があ りまた活動がそ一】:われているか を矧るための
有益な]ち段 を持 ち得てい ないr,国際闘の協力は、人類の'文化 の進展の ため に必 要で あると同時に、
私心 を捨て'ド和 な心で 「美」に仕 える ことで田:界中の様 々な人々を結ぶ楽 しい仙,li:にもな りうる も
のである、,
イく研究会は、会員 に向 けて定期i:ll行物 を発行 し、東洋の芸術活動を伝 え、また より高度な研究 と
深い鑑賞のために出来る限 りの便〕'1二をはかることとするc,
ところで、我 々にとって 大変遺憾な ことであるが、 東洋)毛術 に関心 のある外国 人た ちは、目本に
在住 していて もまた旅行 者であ.aても、我が国で優れたコ レクシ ョンを 日にす る機会は きわめて少
ない,公 共の博物 館 はそう多 くはない、 また個人コレクシ ョンをたやす く姑ることも出来ない、貴
`Rな文化財 を保存 して いる 串院はII本中に点在 しているが 、それ らが どこにあ るのかを知るにはSCIr・
Ill1家の助け を必要とす る1,さらに、ii洋美術 について より高等で また体系的な知lli喪をi!}たいと思 う
外1旺【人に とって、II寺折 開催 される 人気のある講演 を除けば、彼 らのその願いをかなえる ような機会
は従 来ほ とん ど提供 されてい ない,,本研究会は、その ような現実的 な求めにい くらかの]覧助 けをす
るつ もりである、
夢種 多様 な個 々人の欲 求を余す ことな く満たす ことは不可能であ ろうが、本研究会は このような
状況において、有名な個 人コ レクションの訪問や史跡への旅行、あるいは.L級者の ための特 別講流
などをII工能 な限 り計画 するよ う努めて 行 きたい、,それは東洋)毛術 に対す る関心 と研究 を深めること
になると確信 している、7しか しなが ら、本研究会は何 よ りも、信愚性のある翻訳とイ溢 な団行物v)
出版 にく㌃カ をそそ ぎたい と望 んでいるr,近年の我が 国における 球〔洋 美術研究は科学的 、J術 的な観
点 において大変に 敢要 な ものであ るが 、極めて残念なことにそれ らの研究は ト分に利川 されてはい
ない、 これは、ひ とえに外 国人が 入手 で きる良い翻訳や要約がほ とんど無いためである、 井緒に関
しても状況 は同様である。年代記や画家索引、案内Il}等々の 類、これらの 駈1}物は 痕洋 庭術に関する
居本的な情報 を与える ものであ り、またこれ らな く して は、学生たちは手引が無 く途方に峠れるこ
とになるのだが、こ ういった基本的な 謬物 は依然 と して出版 を待っている状況にあ り、それ らの編
纂は本研究会 において行われるで あろ う。
イ`研究会が、外務大 臣、文部大 臣の援助の もとにここに設立 されることをお伝えするのは、誠に
誇るべ きことであ りまた喜ば しい ことである。 さらに、会長 に候爵細 川護立氏、理那長に伯爵樺山
愛1哺氏 をお迎 えするこ とは、本研究会 にとって特に幸運 なことである。細川氏 は国宝保 存会の会長
であるばか りでな く、 ご自身が東洋美術の世 界的な コレクターであ りまた鑑定家で もお られ る、,ま
た樺 山氏は国際親交の促進に常 に努めてお られ、そのお名前 はあ らゆる外 国人にとって よく知 られ













和16)年 か ら1944(昭和19)年 にわた り、全
5冊が刊行 された 〔図4〕。本書 は美術研 究所編
『日本美術資料』(143～14h頁を参照 されたい)
を英訳 した ものであ る。奥付 には 「東7術 資料 旧本美術第○輯」 とある(以 下、本掛 を 陳 洋
美術資料』と呼ぶ こととす る)。掲 載作品 は 『口本美術 資料』と岡一である。ただ し、『i_f本美術費料』
にお いて は、「日本美術 の最 も∫巨要なる特 色の一つが 、富贈清麗 なる色彩に存 する」 として原則 カ
ラー図版が採 用 され ていたの に対 し、「東洋美術 資料』では命てモ ノクロ「更販 となっている。 また、
二図掲載 されていた ものが一一図 となっていた り、図版の;'し替 え、 トリミングの変 更があるなど、
若干の差巽が認められる。 また、巻1くには口本、中国、朝鮮(韓 国)の 簡単な年 表が付 されているr、
本書 には会長細川護立に よる 「英語版 のための序」 と、『「1本美術資料』 に載せ られていた矢代
の序の英 訳(「日本語版の序」)が付 されてい る。この 「英語版のための序」には、細川に よる_it-lf
刊行の 目的が記 され ている、1要約すると以 下の通 りであ る。
東洋の美術 は西洋の覆術 とは異なる独 白の英 と理 念を持 ってお り、東洋美術の研究 とは、世界の
啓蒙化や東 西の人々の机 互理解に大 きく寄与する ものであ る。 しか しなが ら、実際の作品に触 れる
こと(と りわけ西洋の人々にとって〉 は難 しく、ゆえに東洋 美術の名品の信頼のおけ る複製の出版
が求め られてい る。 この ような目的の'ドに本偉を刊行 し、海外の研究 音や美術愛好家 に益 したい。
良質な図版 の提供 こそが美術の研究 には欠かせ ぬ もの と1言圖うこの序文だが1「 目本美術 に関する
一般 的教養 を増進せ んこと」にあった 『日本美術 資料』の刊行 とは、その対 象 と目的 とが大 き く異
なる ものと認め られる。
加 えて、同序は"MasterpiecesofEasternArt"、『東洋美術資料」 と冠 しなが らも、掲載作が 「日
本美術」である ことの意味を、次の ように説 明 している。
日本の美術 は、国内で独 白に育 まれた もののみな らず、中国その他の大陸の美術 を摂取 して き
た。つ ま り、 日本美術 の中には、大陸では既 に失われた精 神や技術 の豊か な蓄積がある というこ
とであ り、 日本美術の研究 とは東洋美術の普遍的 な要素を見いだす ことに他 ならない,,
同一 の作 品、蟹説文 を採 用 しなが ら、『L体美術 資料』 の タイ トルが 『東洋美術資糊 と名を改
めたことの意味 は極めて大 きい。ただ しs表 紙等に コapaneseArしSeriesO"、奥付に 「日本美術
第○輯」 とあることから、「1三Ⅱ本美術編」に続いて、「東洋 美術の傑作全て を網羅」(英文版序)す
べ く続編の刊行が企 図されていた とも考え られ るが、 『日本 美術 資料』 の刊行中断その他の理山に
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より、 この 「東洋美術編」 は幻 の構想 となった。 これは先述 の美術研究所 「昭和十八年 度概算親:」
の 「大陸美術 ノ紹介 ヲ併セテ行 フ可キ学的必要」 とい う一連の動 きと対応す るもの と解 されよう.
さて、1943(昭和18)年 に刊 行 され た第4輯 より、編 集にい ささかの方針 変更があ ったと推 察
され る。一つには日本 人名の表記 と、 ローマ字表記法 の変更である。前者に関 しては、第1か ら第
3輯 の細 川の序 のす ぐ下 にNateとして、明治以繭の人名に関 しては姓 一名の順 で、明治 以後の 人
名に関 しては欧米式 に名 一姓 と表記する と記 されていたが、第4、5輯 では時代 に関係な く、「日本
式」の姓 一名の順で表記することとなったと記 される。 また、後者に関 しては、それまでの輯が 「F1
本式 ローマ字表記」であ ったものをi「訓令式 ロ 一ーマ字表記」(1927〈昭和12>年内閣訓令第3号 『国
譜 ノローマ字綴'方統一 ノ件』)に改め られた。 よって、例えば3輯 までのYukioYashiroの表言己は、
第4輯 以降Yasii・oYukioとなった,,
なお、II'の 最終 号 とな った第5輯 は、表紙 及 び 見返 しに`'SpecialNumberof'Suiletinof
Eastern.,,.Ar!IVo.39,1943、・奥付 に 「111洋美術資料 口-ti7第迂重1.輯ブレチ ン ・オフ㌦ イース タ





























































































siの 人々の相互理解に大 きく寄与するものである。 しかしなが ら、東洋美術の名品を実際に見る
ことは'大変に困難である。欧米、特にアメリカの公的な博物館では、これらの作品の収集が試みら









研究所 は今II利川で きる限 りの印刷技{ll∫を川いて、 東洋美術の名品び井慶製を川版 し、 曳1{門家 を大い
に満足 させ ている、,そして さらに 、この シリーズを海外の研ラと者や愛好家の益に供するため 、英語
版1:ll行の話が研究所 か ら東洋 獅hllrl際lill究会にもた らされた..それが 本111:であ るIIこの シリー ズは、
いずれは東洋 追術の!1/.1[]IIl・.てを網羅 しようと企図 しているが、II本において制作 されたII本〕彪術 を
先ずは鰻先的 に取 りLげ 、朝鮮(韓jllDやII1国のT11111は、今後含めて いきたいと 考えている、.II本
の}ミ術 は、li本史化の精 嵯であ.るばか りで な く、III国その他の 大陸の美術 を忠実 に学 習す ること
によって もIII,42.かな もの となってお り、言わばit本美術 には、大陸では既 に失われてLま'」た精神
や技術の 豊かな'i5:庫なのである、この1"二要な野実に きちん と留意 して1・―本の 庭術 を研究するならば、
叫{洋美術 雪ヤ体 を理1解する要素を1111・i'ikf.fllにr・にすることになるだ ろうO加 えて、 よく知 られているよ う
に.多 くの1111・lq美術 はICIくよ りII本にもた らされ、そ してこの国にお いて特別な関心の もとに伝Ili二
されて きた。 ゆ くゆ くは研究所が 、Ifs所在のこの ような大陸美術のr:.133111を選川 し、本 シリー ズに
お いて刊行す るであ ろうと我 々も大いに期待 している,ii洋美術を真に研究 してい くためには一1
本美術 と日本所在の大陸美術 のコ レクシ ョンに特 にitを向け る必要が あると、レ・て も過iiではない
のであ る。このように明確 な意図σ)もと編集 された本 シリー ズが、II堺中の ～l」`III1家や愛好家に1診1こ仙
され ることを切 に願 っているD
会長 侯爵 細川護 ・ン:
194`)年1〔1月東京
註 目本の個人名の表記は、個人名や ク リスチ ャンネー ムの 後に名字が くる欧州のそれ とは逆であ
る。加 えて、 日本人の名前が複雑 なのは 、明治維 新q868)L次前には、階級や職柴 を名前に川いる
習慣があ り、従って しば しば多 くのilt語が 名前に川いられる ことでる、,/:.―では 、金ての名前は姓
と名によってなる二つの単譜に簡略化 されている1.
欧州 の順序 で長 い名前 を表記す ることは困難なため、本11}:ではもとの ノ《記1姓 一名の順)を 取 る





】皿 、TheRosurr肴・cti〔}n〔}fS`}kya-MuniCahn"で顔 π 摺♪'{!,κアo∫ρ
IV.BirdandAniⅢa〕ScrolLκ で,忽'1ゴ"1eynp'e,、めo'rl
V.P{〕r甘apt〔,fYorit〔mユ{〕ノ向9η戸7ね 冴ρ'`・,κyρ如
VLScr〔}ii-Paintil礁ル1群``s存'313痂々'ゐ'イ1W謝 ルfαη μな ル7usuuガHuchisuka,7b妙0















ll[.Porlrait(}fPri{psiGon501irrnzrr'りf,躍Mc〕Hasteり㌧ 肱 た礎yα濯"Pψ{:如 即












XL[.&XLiI.Wall-Paintingsofl-loryuji月の 躍ガ π 柳1`・,ハlarcrPrefecture
l[』、Nirvanaκb㎎0δ 吻f範 卿 」6,WakayamaPrefecture
XLF.PortraitofZemmui北 妨 の'iTemple,功㎎o、Pγψ`伽 π
XLl㌧ScroU-PaintingGaki-LnshiSogenj'ガ7診川、ウ∬e,0距の履規 αPrefecture
XL1、].Re乱dingintheBambooGrove加 ρ8廟'月b甜s君加'dMuseum,Tnkyn












Kwannona詰MorcifulMother7ア 昭 加 ρ酬 αM「'S`加01,7わ妙o
Ink-S〔oneBox'辱Hana-17{}Shirak歌wa"Mr.1向'`;軍ゴ御 ハ偬9御,乃勧`'
Mrκ 加 ヲ"撒 即`',Tr3ky`ノ
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XL五.XⅢ.MonkeysByTohakuRyusen一躍"ル勧 湿伽 甥 」砂o'o
XLⅢ.且LV.ScroAofPoemswithGr⑪undDe呂ignofFlowersByKoetuandSotatu正baronDanIno,Tbkyo
XL岨.CourtesanByTyosyunMr.SibusawaGiiti,】Yokohama
且開.SketchesMadeintheSagami&IzuProvincesByBuntアo跳α聯駕1吻 肋 吻5伽 働%勧o











6,「紫式部 口記絵 」東京侯爵蜂 須賀正氏
7・8.「不動明E像 」II京候爵 ノトヒ{郎
位i川1智清旺図」東京杜絹甥斉一・郎













































59、」伝 光琳筆冬木小袖 」東京帝室 博物館






















[阿 弥 陀{尊 及 ・†1:ゴ・図 観1'τ・ら㌻至1「 阿 弥 陀
{lll吸・'i'1:r・図lbi'{:1'・」 奈 良 法1'1°侍
85.【 卜!1く累r衛うとf象」f舷 をεぜ1来」胆 」」ち
8(～.「り丙,∵1:刑爬ダ毫クく」 東i」 杉}ノ}('/.c'・ノ暖偉∫iIlj
87,「iりf1卜^範三・.づ亘 碧ミ彩ミダ是 クく」 嵯(易〔リ5f爵・孟詮ili人こ良1～





9d・ ～・)5,―'ソ〔二†見 ・り」で」望うれ三::f欠巻 」 蜷ご三;ぐリ}ゴ量モ}卜月f,}育旨
96.「長 イ泊 、美 人 図 」 神 奈 川 渋ll{義 ・
97.「'嫡 已筆1公 余 探 勝i:<i」身{ユ1(∫・f爵・杉}'rひヒlill∫
98.「/,,ノ1!ミへ世釘こプ己1亀x;」旦4ξ刃('、'iT尻くい草斗勿負官
99.1白穂 筆 刈1°,`・:図」 蝶{京 侯 爵 ・lll川利 為
100.「片 輪 中J:,鋼蒔 絵r箱 」 嶋;〔 小 倉 彰
31ndexofJapanesePainters
"l
ndexofJapanesepainters°'(ゴ1体1由i家索 り1」)は 、1941(II;和16)年13月に 豊 岡 益 人 を 発f∫
人 と して 当 研 究 会 よ り発 行 さ れ た 〔図5〕、1本,1}二は ト.lil'から 近 代 まで のll本 ノ＼lllli家約600名 に つ い て 、
生 没 年 、 姓 名 、 字 、 ・,∫・、lil生地 、 ・卜伝 、 溺己派 、 画 風 、 代 表11な ど を ウ欧 で表 記!,、 ア ル フ ァベ ッ ト
順 に 配 列 され て い る 、 画 家 の 別 り'、通 称 な ど の 相 々:参照 指 示 も配 備 して お り 、 全 体 の 収 録 項 目 数1.よ
848名 を 数 え る。 ま た 各 画 家 の 作 品 の 図 版 がD隻 術 研 究.:[11くh'〔三.ll『日 本 国'i5冷集』 に 掲 載 され て い
る 場 合 は そ の 号 数 を記 し 、iモ要 な 画 集 が ト1」,・11'され て い る場 合 は そ の,1}1名をIILして い る,倒 くに 絵 画
全 集 等 の 参 考 書 籍 一 覧 、 目 本 の1也名01)新田 対 」'ヒ表 、1ノ、phj、大 和 絵 か ら 近IUl本lllli・洋lllliまで の 各流
派 の 概 説 、 各 流 派 の 活 動 期 を 示 し た 簡1烙な 年 表 を付 す1
『事 務 日 記 』(東 洋)こ術IIこ1際lO)によ る と 対 象 と な る 画 家 の 選 定 及 び 編 集 に つ い て は:段 階 に 分
け て 進 め られ て い る,、第 ・・次 段 階 で は71:戸時 代 以 前 のllhi家35・1名、1リ1治・ノくlll時代 の 画 家120名 が
選 定 ・rk"i、三さ れ 、 そ の 後lll名(ノ)画家 力汝・j'象と し て 増 補 さ れ て い る 各 画 家 の 解ll;色`よ、11{木篤 モ、
渡 邊 ・、 白Mallよし、 物;津:次191i二、i川 「1咲ら に よ.,て 分・担 執 筆 さ れ て い る..原稿 は 伊 地 矢1蹄1巨∫・に よ ・・
て 英 迄に 翻ll尺さ れ 、 秋lll光和 、 ジ.;一一ジ ア ・二.t.・.・/くリ 一ーら カ{校ド旬f乍業 に1走'鯉し 、1「 『部 力{f乍1茂さ
れ た と 見 られ る 、,
本ll}・の 特 徴 は 、Ii本で 最 初 の ウ!,llによ る 画 家 ノ＼名 舌噂r典と い う こ と も さ る こ と な が ら 、 各 画 家 に つ
い て 複 ・製 出 所 を ダlj挙して い ■
`'更 丹
畳・ 一.
る 息 に あ る1,尾 形)℃琳 や 円
山 応 挙 と い っ た 数 多 くの 作
品 が 掲 載 され て い る よ う な
著:をIl由i易く7(3'1よ6()-80f'卜不重ll
度v)採D坂掲 、1茂・先 力1{列挙 され
て お り 、 参 照 の 利 便 性 が 高
し・,、B61三ql56i'iとし1う コ
ン パ ク トな 体 裁 で あ り な が
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1940年21」に東 洋美術園際研究会が発足 して以 来、研究会、美術 品の特i,(展示、個人コレクシ 、1
ンの鑑賞会、毎 月の"BulletinofEasternArt"の刊行 など様 々な活動 を行 って きた,,当会の 」゜喋'
は東洋 美術研究の発展 と、芸術的 ・学究的活動 における国際協力の促進 に広 く貢献 してきた と確信
している,,さて、かね てより東洋美術愛好 家や研究者 らが便利 に参照 で きるような、簡潔な内容 の
1由i家0)伝記辞典、便覧 、jiiij題辞典 など、手頃で基本的な書籍の 田そ'1'が待ち望 まれていたQ'東洋 美術
国際研究会ではこの ように、大 いに必要 とされてい る刊行物の編纂を企画 している。この企1111iの最
初の成果物 としてここに 『日本画家索引』 が刊行の はこびを迎 えた ことはたいへん喜ば しい ことで
ある。本轡の編 纂は美術研究所 に委ねた。美術研究所長である矢代教授 の指導の下、本書の編丁に
































ている。 しかしながら日本美術 を研究する際に頻川する画家のほとんどは本轡:に収録 されてお り、







本 美 術 案 内 記 』 第1巻)〔 図6〕 は 、II`1研究 会 に よ っ て 編 集 さ れ た 旅 行 ガ イ ド ブ ッ ク の 第1巻 で 、
(　)
1943(昭和18)年11171511に1;ll行された ものであ る。同研究会 会長であ った細 川護立 の記 した
序文 にある とお り、本{1芋は、外 国人旅行者の需要に応 じて 日本 各地域 に所在する美術作 品の解説を
日的 とす るもの であ った,以 ドに述べ る ように、it初は全5巻 の刊行が 予定 されていた,し か し、
(")
実際 には、第1/Cしか刊行 されなか った ようである,、
本書 は、奈良 ・和歌山 ・{11至の順 に、各県 をおお よそ鉄道の沿線ご とにい くつかの地域 にわけ、
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6ArtGuideofNipponvo1.1(H本美術案内記)1943fl{
本轡 の編集作業な どをは じめ として、刊 行に至 るまでの経緯 については、r事務li記』 に詳 しい。
以下、この 『事務 日記」 などを手がか りと して、本書刊行の経緯について判明する限 りを述べてい
きたい と思 う。
「事務 日記』 によると、「3月20日から25日にかけて古美術案内原案作成」と記 されてお り、1941
(1昭和16)年 の3月 頃に本轡刊行 に向けての作 業が始動 したとみ られる。続けて、「第一一冊、奈良 ・
和歌山 ・三重、第二冊 、京都 ・大阪 ・滋賀、第三 冊、岐阜 県以 東、第四 冊、 兵庫県以西、第五冊 、
索引並 びに案内記等」 とあ り、当初、本事業では全5巻 が刊行 される予定であ った こと、またその
内容がおおよそ決定 していた ことがわか る。第1巻 に奈良 ・和歌山 ・三重が選ばれたのは、序文で





の・一・人であった ことが わか る。さらに、同年の10月下旬に行 われた奈良 県南部への出張分担表には、
0、K、A・Nの アルフ ァベ ッ トが割 り振 られてお り、その前 後の記事 を参照すれば、それぞれ大












「立田」あるいは 「金子」と記 されており、原稿の遅滞を取 り戻すためと考えられるが、この時点
で立田三朗が事業に加わったことがわかる。
以上をまとめると、本書刊行に際しては、大申純夫が統轄責任者で、そのもとで秋山光和 ・倉田
文作 ・中根勝 ・金子重隆 ・立田三朗 ・梅津次郎が、調査や原稿の執筆や英訳を進めていたと言える。
















関 連 団体t術 懇1活f慧・東洋 箕術Ill1際冊1究会)
末に原稿の完成、2月 逓くに;:FJ原稿の・1Lli4'・.3-4f1に印刷、 というスケジュー ルであったが 、戦
時 ドとい う「」'1'i'iのため翌年11」61fには、所 長 ・矢代 中,雄か ら、原稿翻訳 は ・時IlqL、II本語 原稿
のみ完成 を急 ぐよ う指示があ6}.また:3月191!には、大串 ・、ン:HIがD良洋 美術絵端ll}:」刷ll集に従
,1吋ることにな ったため に原稿執筆がy,111・511るなど、編集作 業が 大幅 に遅 れた,,最終 的 には、5月19
ilに原稿 が完 ゴし、あ とは清lll:するのみ とな'〕ていたIIところが、 この1313稿完成か ら実際のi二ll行に
　;f:るまでには、約1f卜塾の11Hを要 している、 この間の経緯 について もまた、r'lf務口ll己』 に より
詳細 が判明す る1,
1942(昭和17)年5f!91―の原稿完 成Ill1:1憂には、「ノk:1]唯匡巾気'r1・」勃発 とい う"1Ullによ り、本II}:を
英支でri;1;tcするとい う方針 は一一時変 更するという話が出たようだが、す ぐさま・1;初のr定 どお り英
xで川版することが決定 した1,II∫」年6月311よ りtン」11・金f・ 倉田 ・大Illが1:,!稿の読み介 オ)せを開
始、同 月8n(あ るいは、8月 か〉 には、完成原稿 に訂IEすべ き所が往 々に してあ ると0)見解 から、
1・分な訂正 を行 うことと した とい う,、そ して読み 合わせか ら1、年 媛の121」末には、 三11い和 歌Ill
の原稿 を印刷所へ渡 し、翌 年の1943(昭和187年11iには奈良の岨稿が完成1'たもの とみ られる1,
人名については、同年1月15uに 東京大学 史料編 纂所の竹内理'{に確認 を依』1`1し、完成度 を高め
る1力 を継続 した ことが知 られ る、
さらに、戦時下 とい う特殊 な状 況0)ため、II本lll版史化協会(1―本出版 会の1}il身、1943年3月
に解 散)へ の紙 の配給等 の申請 や内容審fiに時間 を要 した ようである1,この間のこ とは、「事務 日
記』 中にあ る 「第二冊の編集事務iiI」己 にE述 されている 、それに よる と、実際の 団行にあたって
は、 日本 出版文化協 会に申請 して、川版のための川紙 の確保 を依頼 し許可 を得 ることと、内容 の審
査を経 て許可 を得ること、の2点 を満たす必 要があ り、こう した実 務には、大串のほか、噛【1研究会
{10)
主事 の石沢正男、同編集主任の山II汗 三郎が1'1心となって当たったこ とが わか る、 とりわけ紙 の確
保は困難 を極めた ようで 、口本出版 丈化協 会への最 初の1隔,1から3.,月を経た4月 ヒiりになって も
許11∫は ドリず 、石沢が別途 「情報局 」に援坦」を依頼 したようである、
こ うした1=i1行の ための諸手続 きに・1断1して 着 々と校IEfll業がすすめ られていたが、5月i一旬に 日
本出版 会よ り、訳 文の不統 一や誤訳について指摘 されたため、 大串は校EI-.一初校 などを見直 して原
稿を訂Illした,r・1'1:しした原稿 をII本出版 会1こ再提 川す ると同時 に、金f-・都沢'女・森(節rか)で 、
さらに校11三刷の訳 文を検討 し、さらに 女r大 教授 岩本氏 にも意見を求め、最終調整を行った。
5月26ilには 「出版及t!1:籍用紙特別lll1P!i」の許1り'がお り、継 月の711には 「・lll二籍 用紙特別ll}ll当
通知11}」が届いて、ようや く川紙が確保 されて印刷可能 とな'〕た、,「本lll・の校 正刷 を全て まとめて
発送」 とあ る7月611の 記"1`以降は、i;:」.:rに関する記事はな く、この時点で校 了 した と考え られるn
それか ら約4ヶ 月後のll月1511に、本{1}:は刊行されたのであるC,
以上の ように、本雷は 、編集聞始 か ら,..{=1'f7までに棚当の口三}間を要 したことが知 られ、担当者 は完
成度の高い もの を11指すために、最後 まで推敲を続 けた、,その作業 内容 にふ さわ しく、本併は、旅
行ガ イ ドブ ックとい うよ りも、 迄術Illll解説の 導rlliil二と して網羅性 と暮門性にrみ なが ら、同時に読
者 に美術作品の現解を促すための心配 りがな されてい るV本 書 は、序文 にあ るように、日本美術 を
は じめて学ぶ人 々に とって、 まさに最良の 「ガイ ド」 と言えるで あろう、
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註q)縦15xllcm、全186頁、赤褐 色の クロスb'LG衷紙 に、型押 しで、ARTGUIDEOFNII'1'[)N
VOLUMEINARA,MIEANDWAKAYAMAPREFECTURESのタイ トル と、表紙 ド端 に、
発行所である東京羨術国際研究会の英語名、THESOCIETYOFFRIENDSOFEASTERN!IIZ`1'
TOKYOとあるi7奥書によ り、発行部数は一千部、定価13「「15G銭、売値14円85銭 、著作搬 発
行者が美術研究所内東洋美術国際研究会石沢正男、印刷者が笠井朝義、印刷所が笠井印刷所、発
行所が東洋美術 国際研究会、配給1L"がk=1出版配給株式会社であることがわかる.
(2)第2fff}については、『呈}手務【1記』「案内ll己第二冊編集事務 口記」に より、昭和17年 より編集がllll始
されていた ことや、その内容が関東 ・奥羽 ・巾部地方に決定 した とあ り、,1喋開始当初にf定 さ
れていた、,r12fllFを京都 ・大阪 ・滋量ビとする案か ら変 更されたこ とがわかる(『'1`務III氾」昭flI
l7年6月19日の記 事参、,『事務11記』 については、註3を 参照の こと)、,
1946(昭和21)年311末頃に記 されたとみられるr昭 和11'年度!lr業経過撮Ill』による と、こ
の時すでに第2冊 の日本語原稿が完成 していること 翻訳者の 人数が減って しま.,たために英」{
の進捗が遅れていること、非常勤の英訳者を得れば昭和21年度1:'卜1サ1には完成する1;処であ・・た
という、.さらに、第3冊 については、その内容が 「東都・滋貿・大阪地 方」 と決定 しているものの、
調査担 当者4ヤ員の11L:召、またf算 の;則係から新規調査莫を嘱託することが不IIダ能であるこ1ヒによ
る人r不 足のため、ほとん ど進捗 していなかったとい う、
[;3}約縦2〔〕xl6cⅢ,1さlcⅢの ノー ト(表1紙にBUNPODOとある}に、大串純 夫がIl1・き`1己した事務Ih、己
東洋庭術国際研究会がすすめていたi画 家 人名辞典、H本llr庭術案内記、歓 填llFのrll行に隈1冒1る
編集作業が記録 されている1,東洋国際美術研究会の事務 日記はこの他に3冊 あ り、このh+1によ
る 『嘱務 日記』 は、円行物の編集実務に関わる内容に特化 した ものn
q)『il、1己』{東洋美術匡―際7)、191(昭和16)年1月27日 条に 「大串氏国際研究会1唖塩Lを決定
月 ・11より勤務」 とあり、この頃当研究会の嘱託 となることが決定 していることが知 られること、
またその直後か ら本轡の具体的な編集作業が始められているこ と、事務作 業内'{rを記 したrlll務
1L副の執筆 者が大串自身であったことなどからみて、本事業の統括に大串が'liたっていたとi、て、
大過ないだろう1、大串は、この事業と並行 して 『ll本画家 人名索引」[IN1)EXと通称 されていた
とみ られる)の 編集 も担 当していた。
{5)5]1の分担打 ち合わせには大串のほかには秋IIIの名前しか見えず、本1[}:の編集作 裳開始'11初か ら、
調査 ・執築の主要メンバーであったとみ られる、,ところが、1942{111i和17)s1=1111t]flに、秋
llIの入當が決まり、秋山分担分の原稿で未完成の ものについては、大串が引 き継 ぐ'ことになった.
{6)ゴHli己』(東洋美術国際7)、1941(昭和16)年6月1811条に 「倉山 史作氏、翻訳者 として勤務す
る`}`に決定」とあり、少な くとも191(昭和16)年6月 より国際研究会に関わ一・ていたことがわ
かる,,また、『昭和二 卜年度事業経過報告』 により、倉Ⅲは1945(昭和20)frll月まで英訳 を担
'liしていたが、同年12月よ り進駐軍lrl令部 との美術に関する連絡のため、文部省勤務 となったこ
と、その後の一英訳は、金子一 人で担当 したことが知られる。
(7)梅津は、伊勢霊宝館(伊 勢徴古館)と 金剛証響の2件 の原稿執筆をまかされているC,
(8)『11』(東洋羨術 国際9)、1941(昭和16)年11月20日条 に「金子氏翻訳部に入ること内定(卜八LD」、
ついで同年11月24日条 に 「金子 ・佑藤両氏本日より登庁」 とあ り、金子はこの日より同研究会
に勤務 していたことが知 られ、本書の翻訳 に関わったのはこの頃からであったことがわかる。
(9)『事務日記』 によると、1941(昭和16)年5月9日 に大串 ・秋IUが奈良を中心に役割分担 を行い、
それに伴って、第1回 関西出張 を行っている。同年5月13-27日 、大串 ・守中、関西出張(rH
記』(東洋美術国際9)に よる。『事務 日記』(東洋美術国際10)には5月17日 ～27日 、関西(奈
・
関連団体(美 術懇話会 ・東洋築術国際研究会)
良 ・和歌山)出 張とあ・る>r『「1記」(東洋美術国際9)に ある、6月23日～7月1Efにかけての秋
山による関画出張は、本事業に関わっての もの と推測 されるn
第2回 出張は、大串・秋山・中根が、8月6Hか ら13日にかけて、.一三敢県の古祉寺調.査を行った,,
第31111出張は、大串 ・秋山 ・倉田が、10月22i.:・1から1 月11.'「にかけて、奈良県南部の古社寺
調在を$rったn


























































































このガイドブックは、全5巻 の刊行を予定しているu最初の4巻 は、日本を四分割 し、それぞれ

























































Kairyu。-z正 海 龍 ヨ三寺
140kke-zi法 華 寺
Un翫tari・ni-imaSU-takamitama-zinzya






































Somemikata-ni-imasu-zinzya添御 懸 坐 神 社
Ryosen一乞i霊 山 ≡寺





























































































































































































































































































































































































































































































































































































同会は記録上確 認で きるだけで4回 、「東洋
美術絵端811:東洋美術国際石,1究会講義資料」〔図
7〕と題 した絵 葉轡のセ ッ トを編集 ・販売 して
いる。毎 回50作 程 度の作 品が選ばれ、片面 に
は作 品のモ ノクロ写 爽 と日本語 キ ャプ ション、
もう片而には英文のキャプションが記 されてい
る。採録 された作品 や図版 は 「日本美術 資料』
や"MasterpiecesofEastern,.Artと重なる も
のが 多い。 葉書 には ナ ンバ ーが付 け られ てお
り、おおむね作品の制作年代順 に並べ られてい




















だ し、校正 ・印刷などが滞 り、発行は翌年となった)。また、同日記によれば、第2輯 の彫刻編は
最初80点程の作品が リス トア ップされ、その後に数を絞っていった様がうかがえるが、具体的に
どのような判断基準で作品が選ばれたかなどは不明である。
さて、先述の 『昭和二十年度事業経過報告」によれば、1945(昭和20)年9月には物価高騰に





岡研究 会は、1940(昭和15)年8月 に、外務省文化事業部 に対 して、中国の美術 及び工芸 等の
調査視察 を行 うために下記の 申請書 を提出 した(以 下 にあげる外交文書 は、いずれ も 「国立公 文。ll
館 アジア歴 史資料セ ンター」のホームページよ り検索 し、転載 した ことを断 ってお く)、
「支川～美術及美術L芸 調査事業助成巾請{ll:」の全文は、 ド記の通 りである、,
対 支文化1二作ハ固 ヨリ各方面 ヨリスル観察 ヲ基礎 トシ統 一アル立案 ヲナサザ ルベカラズ然 ルニ従
来～1工門学 者 ノ現地踏査ハtai術二関シテハ概 ネ考古学 膏建築学 者其他ニ ヨリテ行ハ レ,.術4ヤ般 ノ111.
場 ヨリスル調査ニハ欠クル トコロア リ現代 ノ美術工芸二関 スル調査 ノ如キ全ク欠如セ リ ト言フモ過
言ナラズ美術 全般 ノ立場 ヨリ観察 スル中ハ 占美術 ノ保存、現代支那美術諸機関及X術 家 トノ連絡提
携、地ノ∫ヒ産1二芸 ノ保護 開IG、庭術行政及教育二関 スル調査等 ヲiモ要ナル項llトシカ クノ如キ項Il
二関 シ全般的%L透シヲ樹 テ適切ナル施策 ヲ立案 スルハ我国 庭術関係 若ノ当然 ノ責務 トイフベ シ
本会二於テハ右 ノ趣 旨二基キ今般美術研 究所 長矢代 彰雄、 美術研究所 員II{木交霧 三、,.術研究所助
r.41二岡益人 ノ'・11ヲ依嘱 シ満洲 及支那二派遣 シ/,記ノ各事項 ヲ調ii'セシメン トス
・、)ご術 ヒノ文化施設 ノ視察
'1咬前 ヨリ存続 スル美術館博物館 ノ如キ機構並二列 品二 重要ナ ル変化ヲ.ff.シタルモ ノ多ク今
後 ノ経営二関シテハ深甚ナル考慮 ヲ要スルモ ノア リ或ハ新設 ノモ ノニ関 シテモ今後 ノ発展計
lllli等内地 ノ状況 ト照応 シテ適 切ナル対策 ヲ考究セ ン トス
:、占美術保存 ノ状況視察
従来問題 トナレル所ハ多 ク現地二於 テ保存'i二作 ヲ施サザ ルベカ ラザ ル大規模 ノモ ノ(占 建築
又ハ石窟遺跡 ノ類)ナ レ ドモ同時二絵 画、彫刻、ll芸ノ如キ分散破壊セ ラレ易キll羨術 ノ保
存二関 シ適 切ナ ル方策 ノ施行セ ラレタルヲ聞 カズ今回ハ寧 ロi三力ヲ此 方1酊二注 ガン トス従ナ
各地二於ケル個 人蒐集美術商等二就 テモ出 来得 ル限 リ視察 ノ便 ヲ得 タシ
{、地 ノJf術工芸 ノ視察
地 ノ∫L薪 ノ工芸ハ地方都市 ノ産業 ノ主要部分 ヲ占ムルモ ノア リ之ヲ保存改良奨励 スルコ トハ
文化上 ノ重要問題 タリ故二能 フ限 リ土産美術工芸 ノ状況 ヲ調査スル ト共二!1ノ標本 ヲ蒐集 ス
ルコ トニ努 ム
四 、前項二関スル現 地側及支那側要人 トノ意 見交換
支那二於 ケル各種 文化施設ハ今後内地側機関 ト密接 ナル関係 ヲ有スベキ コ トハ論 ヲ侯 タザ ル
所 ニシテ美術関係 二於テハ内地 ノ美術行政、美術教育、美術研究 ノ中心 機関 ノ枢要ナル地位
ニアルモノニ シテ親 シク現地側 ト意 見交換 ヲナ シタルモ ノナ ク今後力 ・ル企ハ極 メテ重要 ナ
ル ヲ以 テ先 ヅ今回ハ特二具体的問題 ヲ揚ゲズ シテ現地関係者 ト隔意 ナキ懇 談ヲ遂 ゲ其問二今
後 ノ趨勢 ヲ ト知 シ将来二資スル トコロアラン トス






東洋 業術IIこ1際研究会⊥乏 侯爵 細川護 、完
外務省 史化事業部長{谷 隆fi書殿
な お11i川1請、1}llこは 、 「旅 行il程 並 び に 調 在 の 場 所 及 調 査'1`項」 も 添 付 さ れ て お6]「 旅 行II租 」 で
は 、 つ ぎ の よ う に 各 地 を 視 察 す る こ と に な.,て い た1,第ll団{京 発 、 第411大 連 、 第7目 奉 天 、 第
9日 新 京 、 第1111承'IL's第131f北京 、 第191[張 家[i.第2{}lf大同 、 第22日.1ヒ京 、 第261f太 原 、
第2911北 京 経 山 で ノく111二、 笛3111済 南 、 第341hlf島、 第:37日海 路 に て ヒ海 、 第4011杭 州 、 第43
111:1班辛歪II「(L如寡り十1、第44【1$貞臼二、Rj5rf451ftaiユi(、角薗5011空跡斉`こて 汚茎II、第53!1/L江二、 第5711空
路 に て1°1%,:.第5811L海、 第6{}II長IIll{∫、 第6111東 京 着 。
こ の 申 請 に 対 して 「指 令lll;」と して 、ド記 の よ う な 回 答 が あ り 、8r・円 が 助 成 さ れ る こ と に な っ た.,




第一条 其 ノ会 ノ支 那美術 及美術1二芸調査研'∫巳'1岐助成 ノ為Ill拝ilM:年度二於テ 盒八 丁・円 山ヲ交付
スヘ シ
第二条 本交付 金 ノ収支ハ之 ヲ帳簿二記帳 シ其 ノ収 支ヲ明カニスヘ シ
物品 ノ受払 二就 テモ亦同 シ
領収書其 ノ他収支 ノ事実 ヲ1証1田スル・一切 ハ11:類ハ指令二依 リ何時ニテモ提 出シ得 ル様整3:lil
保存 シ蹟 クヘシ
第三条 年度経 過後 一ヶ月以内二収 芝計算1井並二 事漿成績幸i之{1ナlll:各二通 ヲ提 出 スヘ シ
第四条 本交付 金二依リ調 査又ハ研究セル川版物ハ ト部無慣ニテ提Illスヘ シ
第五条 外務大臣ハ所属職 員ヲシテ 本琳 裳二関 スル収 支及経営 ノ状態 ヲ1}}lll査セ シムルコ トアルヘ シ
第ノ1{条外務 大臣ハ必要二応 シ本指令lllり二変 更ヲ加 フルコ トアルヘ シ




また、この 「指令、剰 に基づ き、外務省からはつ ぎのような文書によって 「便宜供与」が されていた。
Ill杯liI-li二年九 月ノLI!起・'1'1:
発信人名 松 岡大臣 受信 人名 宛 先別記 ノ通/計 一卜三通
件名 美術研究所1ぐ矢代 ・i'き雄外':名二対 シ便宜供・与 ノ件
「今般 東洋 美術 国際iill:究会員美術研究1り仔ミ矢代斗}雄外二名ハ支那二於ケル占 美術 ノ研 究並」3三代
美術及美術 に芸 ノ調 佃i」1:究ノ為別紙 日程 ニヨリ九月十一:「i%!川発満 此各地二出張 スルコ トト相成




















































































にまた最 も痛感したことは、この支那事変 を、現在の混沌状態より一日も早 く整頓 して日支の融和
と協力を確立 しなければならないといふことである。皇軍がこれ程に力闘して平定 したる北支中支





















ゆる工作は国土狭少、また国民の纈 りがよく、而 してまた園民の神経鋭敏に して万窮よく行き渡る
日本に対する対策及び運用法とは著 しく異らねばならぬ筈で、この深刻なる事実を基礎的に考へな
471
ければ有 らゆる対支'1一二作 を誤る といふ他 はない。
而 して、この 大なる支那の民衆は非常 に多数なる無知の大衆 と、金持階級 とにわかれてゐ為,無
知の 大衆は無判1経で、殆 ど動物の如 き生活を してゐるに対 して、金持 階級 は」卜常に富 裕賢沢であ り、
儀礼 を重ん じ、文化的芸術的に進化 して ゐるU支 那には 日本に於け る巾産階級 といふが如 きは頗る
少い模様で…方に無知なる大衆、他方に金持階級 が対立 し、この両者が・凸方は数に於てsワ ∫は実
ノJに於て 支那を動か してゐる、それ故にN本 の如 くIl1産階級 に殆ん ど統 ・されてゐる社 ゴ言に育つた
ものが 支那に働 きかける場合には、この懸絶 したる二種 類の民衆 をそれぞれ鰐}lll'にを くことは、特
に深 く認識 して 置かなけれ ばな らぬ、1―本の対'支Ⅱ二作の或る部分は 、此の'1i実の 閑却か らj二朋の効
果を}fげ得ないかのや うに感 じられる、,
llllLて此の 金持階級 は、 芝川;の民 衆の 全体の数の比例 より言へば 、あ まり大きくない かも1、れな
いが、然 し1体 人の,IG:":1通の 彦へ方 よりいへば、なかなか多数 とIfはなければならない、,それは例へ
ば北京、 ノく津 、一ヒ海等都会地の諸'1三:校の11:徒を見れば解 る、,生徒の往復に或はrl動中、或は洋1111な
とをもつて送迎する数は非常に 多く」―.つ彼等 は美服 を着けて一・1LL`沢なるf,"tであるのでありて、
、之を以て見ても支那に金持の 多いこ とは顕著である。[Lつ支那 人に は拝 金}モ.1斐lrきllり.)く.威容
をと ・のへ極度に体lll[を敢んずる民族 なるがII改に、この金持 階級のisヒ の勢ノ∫は.II常に有力なる
を想像せ しめ る1,支膳を動かすには余程この金持階級 を重要視す る必 要があ り、殊に 迄化1:11'の如
きはisとして この;:.持階級 を標準に概 くべ き性 質を持つr,斯くの如 く、対支 娼 ヒ1:件は これ等の/t.r,:
持階級 を相r一とするによ り、決 して貧弱 なる装備を以て行ふ を得 ないのである 若L之 を貧弱な る
川意 と装備 とを以て行ふ ならば、却つてlll釜幾 を招 く憂 をな しとしない、,
4J.Lは、対 支文化11作の相 千として金持階級の重要 なる所 以のみ を/)説したの てあ る、何 となれ
ば、対 支1二作の 大部分1よ一一概に 大衆相rの や うに取扱 はれて居 る嫌 ひがあるか らである ド層 大衆
も勿論大切であるが、k化1二作の性 質L、 特に この閑却 されてはならない 方而にli・意 をll典起iる 次
第である,
モ,歴史的背 崇
111へ行つてその国土 をJL、又、その民衆に接する時 、非常 に深 く感に打たれノ5ことは、それ 等
の もつ深 き歴 史的背景であ る。支那 の広大 なる国'Lには至る所 に歴 史的遺跡散布[.て・」'Lも悠遠 な
る歴史を含まざるな く、実 に占文明の図 たるを思はせ るUそ の民衆 も現在は1鰍IIII無教育の ものが 多
いが、然 も彼等 は長 き歴 史に養 はれたる 文化燗熟のJffl液を享 けてゐて、決 して唯の野蛮 入ではない,、
それ故に、彼等の考へ方は複雑 に老熟 した るx化 性 を持 ち、_awiildはず文化的の 老人であつ て決i、て 彰
純なる、…筋縄で自由になる如 き原始 人ではないU況 んや教 育 を受 けてゐ!y.i・.階級 は、x化 的 に
極度に発達 した寧ろ廃頽的人種 であつて 、その考へ方 は騨 ・老獅 とも評すべ く、彼等に対する諸種
の1二作 には種 々なる工夫 と手心 が要るのである。例へ ば、支那の民衆が演劇、1、'楽、Ill:phjfl他凡 ゆ
る装 飾、歓楽、贅沢 を好 む程度は真 に驚 く可 く、紳士の教養 と して 欠 くべか らさるのみ ならず 、或
ひは殆 んど之に淫す るほどで、 日本 人の想像 も及ばざる所である。 この歴 史的背 景ある民族1こ、文
化r内索養の単純なる一本気の 日本人が簡単 に思、ひついた所 を与へて感化 しようと思つ て も無理 とt-f





k・:f:の(f人 は官民共に、 支那に働 きかけることに最 解の 努力を費 してゐる粟は 一一見よ く解る,
―!本σ)、それ ら1:f1≡に'11る人 々が 、i―本の為 に も支那の為にも考へて凡ゆ る誠意ある努力 を尽 して
ゐることは、つ ゆ疑ふ余地がない、,然しノドら、斯る純粋 なる動機 と、真幣の態度 とを持つが故に、
なほ更我が対 支1二作 には1レド人の狩 前の性 質である独 醤iこ義 と前述のEi人 一・般 の 支化的素養の欠
陥 とが、そこに却つ て卒lll1:極端 に現 はれて、 支那民衆に働 きかける ヒに於て喰ひ違ひを生 じ、彼等
の心 をしつか りと捉へるに未だ程遠い観 があ る1・.目本人の独 薄'i{義は、その動機 が純真 なだけに猶
i反 省の機会紗 く、日本 人は自分等の親切が 完方に理解 されず と怒 り、先方は また迷惑 を感 じなが
ら、然 も誹へ るに途がない といふ望 ましか らざる関係 を生 じて居る。
11人 の31:;iこ義 、即 ち独 りぎめ は今 日始 まつたことではな く、 目支関係の過 去の歴 史に於て も
常 に顕 著に現 はれて ゐたU即 ち1―本 人は支那 に対 して先方が如何 に疹へ、如何に受取 るか と云ふ 事
を7':G]7f:意しないで、常 に日本流 を押 し通 した1]これはll本のr1'1こ的 見識 ともi:iひ得べ く.歴1虻1:
に於ては砂からざる貢献 をもな して履るのであるが、現 在の如 く11本が だ那に対 して働 きかけ現実
に之 と結 び付いて行かなけれ ばな らない場 合には警 しめ なければならない傾向であ り、特 に 口本が
勝利者 として彼等に臨み 、彼等 を支配 し、指導 してゆかねばな らぬ 　1.に 、kつ現 在には、この 鰹意
な独善主義 こそ正に危険 といふべ きであ る、現在の如き状態に於 いて、Ifの 普意なる独 隆L義 を
指摘 して或 は反省を促 し、或は相 談に来ることは 支那側 にとつて嘱実 ヒ不Ilr能であ り、またilk人
側は勢 いが よす ぎて彼等の言はん とす るところを静か に聴いてやる余裕 もない、そ ういふこ とをii
つて来れば、 日本人は己が好 意が通ぜ ざるを寧ろ不満に思ふのであ る、又、1体 側に近づ いて来る
支那人は迎合 を事 として 己の利益 を計 らん とする 老猜な る者も1EEF:きにaa=ず、11本人は余程注意 して
対支工作 を行は ざれば岬つて彼等 に乗ぜ られる機会は充分にあ り,さ もな くとも1二作の効果は容易
に挙がるまい と思はれる。対支文化一1:作の諸 事業の現 代に於け る最大なる欠陥は 多くこの点 に存 し、
之がよ く認識 され解 決されなけれ ば、凡ゆる努力も支那 を動 かす1一には 未だ軌道 に乗らない とiiひ
得るC,実に、支那に行つて見る と東 亜の将来を憂へ 、又]CISを愛す ること多 きr:fy'ある1―本の 若き
官民 其他が懸命の努 力を してゐるが 、それ と支那側 との気合ひは必ず し1もぴつた り合つてゐない こ
とがlliにつ くC,斯くの如 き状態 を幾年続けた ところで呉の11支融合 は結 実 し難い と云ふ他 はない.
実に 支那に進出するII本のiiisl=";_は、叫{II}1共栄 を目指す ところのrl分等の 鐸意をr解 せ ざるは、そ
の罪 支那側のfLGfli4G不足にあ りとな して、彼埠にIll:界の形勢を説 き、或は渠亜共栄の理念を教へて彼
等 をなほ して行か うと努 力してゐ るが、 さういふ点 も確 かに間違つて屑ないが、それ よりも、 もつ
と重要 なる事実 として彼等 翅ll人の民族的感覚 、歴史的背景 及び思想の動 向が 異つてゐる といふ点
を反省 しなければな らない1、彼等 を動かすには、その点 をよ く掴み彼等を動 かす に適切 なる道 を以
て しなければな らないのであ 惹 、口本の対支 史化1二作 を見ると、恰 も青年が理窟 を需つて、万,:一,.;・4Y
心得た老人を説得感化 しようとする様な様 ゴ・がある、
また一方支那 に居 る日本人のIIIには、所謂 妙1`通が多 くて 、これ らの人 々は支那人に親 しみ、 支
那のや り方に熟逓 してゐると白認 してゐるが.そ の白認 してゐるだけに又、独 りぎめなる日本人流
を暴露 してゐるのであつ て彼等の意 見が4㌃部1奨の儘に欝頼 されないこ とは、新進の対 支一1:作者の考
への 未熟なると同 じであ る、
三凸:.文寸支'X二丁ヒ政鈎芝耐1≡・ン:U)4と・↓要
斯 くの如 き老熟せ る」ζ川1民衆1こ、斯 くの如 き客気に焦 り独 猷 こ陥 り易き1―本が働 きかけ ようとい
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ふのであるか ら、対支文化工作 の困難 なる事言ふ迄 もな く、それには諸種の方策 を練る必要 あ り、
余 も或 る具体 案を持 ち之を私 見と して試みに提示す る心箕であるが、それは何 れに して も文化1二{乍
はその性質上、急速 に効果を挙げ難 く、深 き感化影響 の次第に人心 に浸透するを期待 して長 き眼 を
以て観察すべ きである。斯 くて文化政策の 目標の確 立 といふ事が現在最大なる垂 要事 になり、これ
をよく研究 して確立 したLは 常 に根本 を揺るがす ことな く、然 しなが ら同時にその人心 に及ぼす効
果を絶 えず批判計量反省 し、謂は"相 手及び効果 に応 じて手 を換へ 、品 を換へてその実現 を図るべ
きであるu然 るに支那 に於ける実情 はU本 人の性急 なる性質の為 もあ り、又対.x文化的諸機関のあ
ま りに複雑 なる組織上の欠陥 もあ りて 、頻 々と人事の移動行 はれ、従つて 又、その都度政策の変 リ工
少 くとも巡川1の 変更あ るは免れ難 く、是は実に歎かは しい次第である、,
余のII乍年 卜 ・月帰朝以来、既 に華北の 文化局長 も華中のK化 局長 も移動 した るは驚 く可 く、速や
かなる移動であ る。
あ らゆるk化 Ⅱ1作は、謂は ・"対人関係であつて、 支那の有力 者と親 しき関係 をもY,,ll:ひにlhll〔
なる意 見を交換 し、又情誼 に於いて結 び付いてゆかねば実現 の1'.kぬ曜∬は勿論 、根本 方針の研究'」
ら困難である、,然も現在の如 く:、 ご三年で 人事が変iす るや うでは根 本的硝,lfは何 も川来ない とい
ふ 方が'1i然であ る。支那側の 人々には多 く変更がないので彼 埠の告白によると、口本側の前任 者と
余 り親 しい関係 になつて居 ることは、後任 音との関係 を円滑 にせ ざる憂へす らなきに非ず、又、 人
が変れば 方針が どう変るか解 らないので、危 なくて余 り深 人りは川来ない と云って居 るの も決 して
無理で はなし㌔
以iの 如 きが対支文化'1:作を進めるiに 考慮すべ き突状の うち最 もIR要なる41iI!:!.であつて、之 れ
らを基礎 として余の専II【」であるところの文化美術及び美術1二芸等1二関 して、短策を 考ふ るところ以
1=の通 りであるt,(同報告 諮、7～20頁)
ここに記 されている ように、すでに1」中戦 争の さなかであることか ら、やは り侵略 、占領 した側
であるII本か らの教化策 と して提 言が こめ られてい る。 翌1941(1111和16)年9月か ら11月 にも、
同 じく1,fl研究 会か ら派遣 されてい る(51頁参照)、1
ところで 矢代 は、この報.lf".1を完戒 させた1年 後の6月 には、美術研究所 を辞職 している。原因
は、矢代ri身によれば、所内外か ら 「岡際派」、と くに 「米英派」 と日され、1992(昭和17)年Dl、
研究所 内において 「宣戦の詔勅」 を誤読 したことか ら、「不敬不141として詰問」 され、「排斥」する
動 きがあったため と記 している(『私 の美術遍歴』 前掲)、,ただ矢代は美術研究所 を退いた後 も、同
研究会の橋動には関与 していたら しく、引 き続 き戦時'ドの中国に赴いているc,
(5>1945(昭和20)年か ら解散 まで
終戦をむかえた1945(昭和20)年も同研究会は活動を継続 していたようで、その 『III;和二1-=1=











本年度L'卜期 ノ大剖1分ヲ占ムル戦争 末期ハ空襲熾烈 ヲ極 メ、東京都 んk部 分ハ焼f:ト化 シ講演
展観 ノ開催ハ噴実上不11∫能 トナ リタJレノ ミナラズ、本事業 ノ対 象タル外国人ハ 各地方 二四散 シ
テ、例へ 講演会 ヲ開 クモ聴衆 ヲ期群 シ得ザル事態 トナ リシ為、L'卜期二於テハ講演展観共'判
モ開催セズ。 ソレニ代 リテ外国 人ノfl本美術研究 ノ援助二努力、又外国人二適宜本会 出版物 ヲ
寄贈 シテ啓蒙二努メ タリ。
下半期
終戦後、直チニ進駐軍特兵 ノ為 二講演及展観 ヲ開雛 スル準備ヲll}1始、 卜月進駐 軍Ifl令部 ノ〕釜術
部 ト相談 同部 ト連絡 シテ展観 ヲ行 フ事 ト決セ リ,,先ヅ{原 薬 吉氏蒐災 ノ浮ill:糸会ノ展観 ヲ行 フ嘱
トナ リ、同氏 ノ快諾モ得 タレ ドモ同氏 ノ懲}ξ状態 ハ、福1;占県鏡石 ノ疎llll先ヨリノ 上京ヲ:tlllI'サズ、
又適 当ナ ル展観場 ヲ帝都 二見出 シ1;rズシテ延期、昭和:1・・一一年一"1J三原氏 ノ ヒ京 ヲ侯 テ、展観
ノ準備 ヲ開始 シタル処、間モ ナ ク同氏ハ病床 二就キ、四月遂二逝去セ ラレテ、同展観 ハ中ILノ
止 ムナキニ至 レリ。
LI本現代工芸美術 ノ展観 自一 月:二卜≡ヨⅡ 至一二月六11力昏 アメリカ赤十字横浜 クラブ
進駐軍将兵二真 二日本的ニシテ高級ナル現代 ノ'【二芸 庭術 ヲ紹 介スル タメ織物 、陶磁器 、漆iine」ifliY+7=
ノ現代作家 ヲ諸家 ノ出品 ヲ請 ヒテ、ア メリカ赤 卜字 ノ将兵慰問 ノタメ横浜クラプニ於 テニ週間
展観 、好評 ヲ博 セリ。
11本画 ノ実演 一月二十H於 ア メリカ赤i・庁1東京 クラブ(ill銀行集会所)
II本画家東山魁夷氏 二依頼 シテ、ア メリカ赤1・字 ノ進駐軍 兵lrノ集会所 タルm銀 行集 会1聖1二於
テ、ll本画 ノ実演 ヲナシ、過去 レ数年問 日木Illliヲ習練 セル、 トルネー女史二依頼 シテ英語 ノll見
明ヲナセ リ、進駐軍特兵 ノ観衆 多ク日本画ヲ習 ヒタシ ト希urr_スルモ ノ多シ1,
口本lllliノ教4受
前記II本画実演 ノ1祭二於 ケル希艇二於応 ズル為、ア メリカ赤1`字東京集会所長 卜相談 、Ilil所二
於テ 、日本11111ノ教授 ヲ行 フヤウ本会ニテlll;話ヲナス事 トナ レリ1、琳〔III魁夷氏 二依頼 シテ週:回 、
Ilrl集会所二於テ日本lllllノ授 業ヲナ ス'1`トセリ,但 シ東lh氏ヘ ノ謝礼ハア メリカ赤i'rニテ負担
スル胚 トセ リ、,.1111'六目夜 ソ ノ第 ・川 ヲ開催、進駐玉匡将 兵 ヒ名授 業ヲ受 ケタ1ハ1初メノ数回
ハ本会is'IFモ出席 シテ 痕山氏 ノ教授 ヲ助 ケタリ,,
古代 衣裳 ノ展観
麹町 区丸 ノ内二新設・ヒラレタル進駐軍 共 トノ学 校二於テ、 目本)こ術 ノ展観 ヲ定期的 二行フ コ
ト・ナ リ、第 ・G=11・シテ長尾家処蔵 ノ日本占代衣焚 ノ展観 ヲ行フベ1長 尼家 トノ交渉、カ タ




、欧文 「東洋美術 研究」(ブ レチ ン ・オブ ・イースターン ・アー ト)
本年度f_:一一期事業経過報告二報告セル如 ク、第四十号 及第四十一号ハ製版 中途ニテ印刷工場 ガ
昭和二十年 五月焼失セルタメ、発行不可能 トナ リ、原稿 ヲ翻訳中ナ リシ第四 卜二r-r(平家納経
研究号)ハ 翻訳担当者森節子氏宅空襲 ノ為橋 災 ノ際邦文原稿及翻訳原稿 ノ大'トヲ焼失セリ1,終
戦後第四 卜号 ヲ新事態 二適応 シテ新 シク編纂 ヲ開始、既 二翻訳モ完rセ ルガ、印刷費 ノ不足 ノ
為 、 一:一ト ・ー年度政府補助金 ノ ド附ヲ挨テ印刷 二附スル筈ナ リ,、
{、1K「 口本美術案内記」(アー ト・ガイ ド・オブ ・ニ ッポン)
既二 邦文原稿完了 シテ本年度二於 テ英訳 ヲ完了、印刷二附 スル筈ナ リシ弟':巻ハ 、II「i和二 卜 ・
年:Jl二至ル迄翻訳者僅カニ・・人ナ リシ為(昭 和 二卜年 卜一一1コ蓮 英訳 ヲ担 当セル倉川X作 ハ 迄
部省社会教 育局 ヨリノ熱望 ニヨリ進旧1〕1i司令部 トノ美術二1嬰1スル連絡 ノダ メ、1':11ヨリ1:ト
シテ 文部省二於 テ仕事 ヲスル事 トナ リ、i'7二月ヨリ三 月迄ハ、i'弓jヨ リ嘱託セル金r承:隆 ・
人ニテブ レチン ノ原稿及美術案内記 ノ1s;i11=7ヲ英訳セ リ)翻 訳進捗 セ ズ本年度 イく∴至 レリ、1月
ヨリパー トタイムノ襲訳者 二人ヲ得 タLバ 、Ill{和d'・年度1:1㌦期 ニハ完rセ ン
又第{巻(痕 都 ・滋賀 ・大1振地方)ハ 調査担 噛11者全部1、も1召ノ為、又 館}ニノ関係 ヒ新焼r診lll在員
ヲ嘱託不irJ'能ノ為僅 カナル進捗 ヲナ シタル ノミナ リ〇
四、II本〕毛術読本
L1卜瑚 東llE諸圃人ノタメロ本 延術読塞 ヲ編 纂中ナ リシガ、終戦後新1継1二藩快1応シテ、計IIlllヲ
1ク 変i、 新ナル構想 ノモ トニ欧 米人向 ノ 「U本 美術 人II葦111}:」ノ編 纂ヲ開始 ソノ原 トー1腎ルベキ
1'1'1二稿ハ相 当 ノ鍛 二達セ リr,
li:、1レ試)著術絵葉齊
既 二発行済ナ リシ1'1本)き術絵 葉il}第一・第 二第三ll吐iハ近暁 ノ物仙二対応 シテ ・艇1ノ定Illliヲ金拾弐
Illlll拾銭二Ill〔ヒ、九1川1旬ヨリ教 文館 二卸売 シテ販売ヲ開始 セン処、売行極 メソー 良 好ニシフー 金
部 ヲ売尽セ リ、但シ相'li部数ハマ ックアーサ 一ー元帥 ヲ初 メ進旦IL軍将校ニ シテIMq聾術.或 ハ 【―
本 更化 二特 二関係アル人々二寄贈 セリ、、
本年1'期 二於テ'1ニーi・枚 ・紅 ノ第1'Lll輯ヲ編 ヲ行 ヒ、1-111L:J'京都便利堂∴於テ1;ド印
刷lllナリ1,
六、「マ スター ・ピーセ ス ・オブ ・イー スターン ・アー ト」
発行 ズ ミナ リシ第:ri二鮒迄ハ 九1川1旬ヨリ(終 戦ni1迄ハ相'll部数 ノ在庫ア11シガ1教 史館二於 ・ノー
発 売 ヲ開始 、何 レノ鰻[モ]売 切 トナ レ怯,但 シ本講モ相 当部数ハ進駐軍将 興ヘ ノ効 果的ナル
寄贈二川 ヒタ1」。
木111:二似 テ更二大部 ナル 「マ スター ・ピーセ ス ・オブ ・ジヤパ ニーズペ インテ ィング」 ノ編
纂二着手シタレ ドモ印刷所 ノ見積書 ニヨレバニT・部ニテ六万円 ノ費用 ヲ要 スル為費川不足ニテ
発行 ヲ見含セリ。
L、外 人 ノIi本美術 ノ鑑賞及研究二対 スル援助
ヒ半期二於 テハ中立国人及独乙人二適宜 出版物 ヲ寄贈 シテ啓蒙二努 メタル外(第 一項参照)独
乙 人ゼ ッケル氏 ノ仏教美術 二関 スル研究及宇治鳳鳳堂二就 テ ノ研究 ノ援助 ヲナセ リU下 半期二
於テハ終戦後 ノ新事態 ニヨ リ本会 ノ仕事モ 自If:fトナリ本会本来 ノ目的二働進 スルコ トヲ得テ、
米国人 ノ美術鑑賞及研究二大 イニ活動 セ リ、,即チ
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関連Illl体{襲術懇話∫い 豪洋 違術II・1際`ill究∫}〕
1,進駐 軍 司令 部 ノ庭1村部 「アーツ ・ア ン ド・モニコ、メン ト部」 ト密接ナ ル連絡 ヲ トリテ、 ソ
ノイ1:'li:ノ援 助 ヲナセ リ,
2、本会'∫ニム所 及本会ii'拍llll浄IIl郎宅 二来リテ ロ本)ミ術 二関 スル質問乃至助,1ホメタル進駐
軍将 兵二諸説明 ヲナ 訊 又鑑賞二関 スル便宜 ヲ、或 ハ助 、汐'♪ヘ タル外 、む雌 見及社 与ヘ ノ案内
ヲモナセ リ.
:3、ア メリカ赤1凸字 東京及柑{浜ノ 「インフォ・一メー シ1ゴンオフ でス」二対 シ、 ソ ノL催 スル進
蹴軍将 兵 ノタメ ノ見学旅 行二附テハ助 カ ヲナシ又、案内説明 人ノ田1話:ノナセ リ
4、前記進駐 軍lil令ll:1;美術 部 ノ部 員シ ックマ ン小佐 及デ ーヴ ィス大尉 ノ〕亀術 史家 トシテ ノ個人
的川究二助 力セ リ1、
5.極 東委員会英 国代表サ ンソム卿 来朝 二際 シ同氏 ノ関 西旅行二矢代常 務理 事同道 シテll羨術
鑑賞 ノ世話 ヲナセ リ 又本会 出版物 ヲ同氏二寄贈 セ リn
6.以.ヒノ外 、本会 ノ1巳版物 ヲ進駐 軍将校 ニ シテ、1―本 文化或ハ 美術二興味 アル 入々二適宜寄
贈 シ又、アメ リカ赤一卜字集会所 、図書室等ニモ寄贈 シテ 本声陵 術 ノll召介二努 メタ リ1,
八、事務所 及図書i研 究 資料 ノ疎開移転
昭和ニ トー年 春 ノ空襲ハ熾烈 ヲ極 メ、本会 ノ苦心蒐集セ ル図ll}:研究資料 ノ安4ヤヲlii'ランガ為 ニハ、
疎 開移転 スルノ止ムナキニ至 リ、又本会事務所 ノ所 在スル文部省}宅術lill究所 ハICI形II、し椚川市 二
疎 開移転 シ1研 究所 ノ建物 ノ大部分ハ外事専 門学校 二貸'♪サ ル1'1鉢ナリシ為 、本会モ図lll・、
研究 資料 ヲ神奈川県大船町北鎌倉 山ノ内東慶寺 山.ヒノ松 ヶほ文庫 二移転 シ、窮務所 ヲIlrlllrエ111ノ
内六 九〇番地山田智三郎方二移転 スルコ トニ決定、 五月初旬 ヨリ準llliヲ開始 六月末移転 ヲり芒1'
セ リ。
前記外事専門学校ハ美術研究所 ノ大部分 ヲ昭和二1'・年Jj末H迄 使川シ居 リシ為 髭術研究
所 ニハ図書類 ヲ置ク場所 ハ勿論 ・執務二充分ナル場所モナキ為終戦後モ引続事務所 ヲ爬術研究
所 及疎開先 ノ両所二置キテL務 セ リ。(以 ヒ)
東洋美術国際研究会会解散届(欄 外に外務省へ提II塩―1:類ノ1・シと記載)
先般 及御居候如 ク、本会経 済上 ノ理由二依 リ解散 ノILムナキ次第 ト棚成 リ ヒ月17六Il評1義貝会ヲ
開催、解 散ソ ノ他添附別紙 ノ如キ議題 ヲ計 リシ処 、何レモIlf決セラレ候問、LJJ網 ―ヲ以テ解散致
スlj`ト亭II成IF突問此r建及御II!猴山、,
尚'11:業ノ ・部 ハ日本交通公社二於テ 、添附別紙1f業引継覚11}:ノ女flキ条件ニテ引継 被 ド嘱 ト相成候1、
現 在評1義員会∴於テ11∫決セラ レシ処分 ノ∫法1添 附別紙評議 員会議題 参照〉ニテ残務整理 中二候ヘ
バ沽 算 ノ1一ハ決算御報告1国:ベク候,、











本 曜では、 噛1i研究所創設ILi三か らの職 員であ った名嘗研究員故白貢IIはしのインタビュー と1司インダ
ビュー後に寄せていただいた 「覚ll}二」、そ して目本1山i`稗lli一穂氏の インタビュー を掲 載する。
rl畑よし氏 の インタビューは、創 設期か ら戦後 までの研 究所内の様 子が語 られてお},、i`i?7iな記
録である、,この インタビューを した1996(平成8)年 当時、すで に創設期 を知る田職員は、白畑 よ
し氏 お ひと りであった。そのために当研究所 では当時 の記録 を残すために インタビュー を行ったrI
本 インタビューはその記録であ り、本書の刊 行のため に改 めて編集 して掲 載す るものである。
また 日本画家稗田一穂氏の インタビューは 、同氏が1849(if和19)イ1こに㌔ii研究所 に嘱託 と して
勤務 していたことか ら、戦中期 に行 われた当研究所の 「疎 開」作 業にあた られてお り、その記憶 を
もとに語 られている。本書編集中に、稗田氏 に会い、11i時の 話を うかが う機会があ り、「疎開」 ・fry
時の話題 を中心 に話 していただいた。本 インタビューは 「疎 開」の記録 と して褐 載するものである、,
X17,9
白畑 よ しイン タビュー
1996(平成8)年1月191-1於 京 都ll∫新 部7rテル
聞 き手:米 倉1適夫 、 山 梨 絵 美 ∫・、`II判'節∫・
ド1丈田よ し⊥死(1906`「三10」」29n～2006イF6J121D冊 各歴≡
1906(明治39)年1{}月291i、 山 形 県 酒11―市 に生 まれ る09歳 で 指 物 師 で あ っ た 父 にIli1行してL京
1926(大1El5)年4月 文部 省1、～〔門 学 校 人'}`:者検 定 、藷℃験 に 合 格 、,1928qlli和3)rド8月1ki、設 、bl巾
備 中 の+1・1研究 所 に 人 所 、,F追 術 学 校 の 矢 代 幸 雄 研 究 室 で 、 図 版 資 料 の 作 成 、 中 川 忠 順 虻庫 の 半≒理
に あ た る1,193〔}(昭和,5)f「611301i当研 究 所 雇 に 採 川 さ れ るn当 時 の 研 究 所 員 で あ'♪たII1中1・'4
作 に 図 版 解 説 執 勢}を勧 め られ 、 そ の 指 導 に よ',て 、 「仲 津 姫 像(図 版 解 説)」(「}葦術lill究』39、1935
年3月}「 板 絵 判1像 奈 良 薬r{111芋蔵(図 版 解 説)」 〔「庭術 研 究 」45、1935年91Jlを 発 ノ↓、そ の 後 諭
文 執 筆 を勧 め ら れ て 「勧 修 与繍 帳 の 技 法 に つ い て 」(『)亀術 研 究 』48、1935年12月}を 発 畏11る,
以 後 「人 麿 像 の 像 容 に つ い て 」(『美 術 研 究 皿4i6.lt)37年61」〕「佐 竹 侯 貞尋家 蔵 三1'六歌 仙 宗∫ミ雑 疹 」〔「延
術{11i究」77,1938年51Dl女 絵 考 」(『〕甚術 研 究 』132、1943年111」)「蔵 金 虻様 の 研 究'r安 朝
1!,ldijをIII心と して 」{『美 術 研 究 』139、1946年1111fな ど 中 阯 絵jilijを中 心 と 『`'る1論彦 を 発 ノ{する1,
戦IIIは当 研 究 所 の 資 料 の 疎 開 に と も な っ て 酒 川 に 滞 在 、 ;iii後は1司所xr料 部1こ任 を辛旨'ぐ、1419(111什II
24}年61」 文 部 技 官 と な り 、 「歌 仙 絵 の 変 遷 」(『II三II1℃」688、1949年711)を 執 竿1-4るな ど 、 史化
ii1の1調査研 究 と折}導に 努 め る1,1952{Illi和27)年8月に 京 都 国 ウ1博物 館 学 芸 課 にII輯旺、1962tllii
和37)年8月 資 料 耳ミ長 と な り 、 研 究 図iiiおよ び 関 係 資 料 の 充 実 に 努 め る1、こ の 間 「源 氏 物 語rl描
毫会尉ll考'」(『大1}Il文"1寄』12、1953f1こ1211)「三←箆す近斗勿Il1藷1会巻奉碓考・」(「人こ千iI文'1'〔三.ll4、1954{}こ6」」)～・}三、
ノく和 絵 の 絵 巻 を 中'L・に 調 査 研 究 を 行 い 、 ま た 、 同 館 のs'f〕峰術IIIIII(7川又集 に 尽 力 す る 、 1968(111杯li
43)年31Jに 京 都 国 、玩博 物 館 を 争ヒ年 退1'r,,その 後 も 京 都11f内に{}1んで 、ノく和 絵 に 関'」る 論 考 を 発 表.
i'1畑の 研 究 は 、 作 品 を 観 察 し1山1'1'の人 物 の 着 衣 や 文 様 な ど の 細 部 に 注1―す る と と も に 、 丈学 との 関
わ りか ら描 か れ たk題 や 作 家 のJ察 に お よ び 、 広 範 な 知 識 と 鋭 い 洞 察 に よ ・・て 、 多 くの 新 知 見 が も
た ら され る 、,女性 研 究 者 の 少 な い 時 代 に あ っ て 、 策 ・線 で 認 め ら れ る 論 考 を 発 炎 し、 後 進 に 指 釧 を
示 しつ づ け 、女 性 美 術 史 家 の1'1勤}け的 存 在 で あ るp最 晩 年 は 埼1ミ県 川 口ll∫に11モむ 甥 の も と に 転 居 し、
2{〕06(しr成18)年6月21―、 同 地 で 死 去,,享 年99、、 当 研 究 所 名 挙 研 究 工.1。
美術研究所 の創設期 につい て(『美術研究所一覧』 を兇ながら)
【聞 き1コ これでiiうと、嘱託 ってい う身分でこちらの方たちは研究所にい らしたんですか。
【白 畑】 そうで しょうU嘱 託 ってい うのが いっぱいい るんです よね。なかなか この文部省の仕組
み とい うのが分か りに くいんですわnl嘱託で も二通 りあ るんです。つ まりちゃん と常勤で毎 日来
て、そ して仕事をす る人 と、顧 問みたいな。偉い人たちは顧問になっていろいろア ドバ イスす る
とかね、研究に対 して。そ うい う二通 りあるんですよ、嘱託 と言って も。









【白 畑1福 井利is郎先生 とか望ll先生 、児島
酵久雄,,みんなもうそのころのそ うそ うたる
学 者は全部研 究所 に縁 があったわけなんです












































































と ロ コ リ の ロ
1・1・14・}・1・且」 艦 「七A轟 嘱
凸胴 昌 吊 ■
腰 梶r● 印 晧
『美術 研 究 所一・覧』 昭和13年1月
るとか、そ ういうものではな くて、ほんとにまだ白rf=[でね、,資料が あ りますか ら、やJ,ぱりその
資料 を見たいわけですわ。 ほか にないんです 、あの ころ。図;1}:館だって 全然美伸∫なんて 、もちろ
んないわけです。
【聞 き手】今みたい にアナウ ンスは、研究所がで きたってい うのはそんなに 般 的 に広 まるわけで
はないです よね。
【自 畑】 ないです よn
【聞 き乎】それで もこれだけの方た ちが見えたわけですか1
【白 畑 】ええ。そ うそ うたる学 者は全部博物館 と研究所 の顧 問み たいな、そ うい うふ うな仕組 み
になっていて、何 かあ ると聞 きに行 くとか、資料 をいろいろ提供 して もらうとか、そ ういうふ う
に網が張ってあったんですね1,研究費 も何 もないんです よ、この時点で は、昭 和3イ1このX1110
に、それ までの研究所の建物がみ んな引っ越 した3て 、何に もない、モ スグリーンのバ ン ドーン
だけがsダ ー ッとね1,空のバ ン ドーンだげ,置 いてあ ったんです よ、,
その うちに、中川忠順 ・・て偉い学 者さんなんですけ どね、 東大の講師 をされて いた偉いi一 じゃ
ないかと思 うんですけど、,昭和3年 にL'くな られて ますか ら、私、お 会い したこ とないんですが、,
その息'卦さんが111川T・uさん、,そのf・咲 さんにいろい ろと話をf=r1きま した、,同じ資料部で したか
らね。机が本当に接 して ますか らね1、それでいろん な中川 光'kのことをつぶ さにllljきましたn
そのころ、瀧精・・さんで したかね、講師にな'2てられて、川澤坦 、熊谷宣 夫、Il国―・松そ うい う
そうそうたる方 々、み なさんIII川先生の講義を渕いて一〕こ術ll/f究所 というものが成 立した と1IIって
もいい。申川先生 の講義 ノー トをお弟 チさんたちが出版 して出そうかとい う企 てが あったんです
けれども、つ ま り船頭 多くして船が出 ないっていうんで、その各々お弟子 さん たちがい ろいろii
うものですか ら、どう しても出版 までこ ぎ着けなかった。結局出なか った と思い ますね。その ノー
ト、一部見せて もらった ことがあ ります。
【聞 き乎】それをま とめにかか った ことはあるんですか。
【c.畑】ですか ら、亡 くな られ てか らお弟子 さんた ちが出そ うとい うので、集 まって何 度か会議
を したそ うですけれども、結局、
【聞 き手】会議の段階で もう。
【白 畑】 ええ、つ ま りいろんな説が あって、こう した らいい とかああ したほ うがいいん じゃない







資 判室 の 白 畑 よ しf左 側}
二
簡単 じゃないんです よcよ くiえ ばま じめ
と言 うんですかね.い い加減 に妥協 して と
い うのが、そ うい うのは全然 ないんで'」
みんな明治人です か らね、今の方には、到
底分か らない と思 い ますね、
研究所 に脇本 さんだとか 丸尾 彰:11liさん ヒ
かが 集 まると必 ず..ri`lillllですわ1,ご飯なんか
食べ るII寺1みんな集 まりますか らね,そ う
する と、非常 にみんな研究心 が強いで寸か
ら、喧 々謁 々です
中川先生 なんてい うのは、もうとにか く此
派な方なんですけど、議論 した ら絶対に妥
協 しないのね、だか ら、いつで も辞長を懐 に人れて、そ して役所に通りたってい う,そ うい うと
二うが11U白いんですね 、白分の説 が通 らなきゃ辞めるんだってね、,梱'liの覚悟 それはr供 さん
に聞いたか ら、恐 らく問遡 いない と思 います 、そ ういうところがす ご く厳 しい方のようですけど、
当初研究所 の始 まった時の、 こうい う気風が や"ば りずっと伝わってい くんですね、私にllわせ
ればIIIIi和3.,そ うい うもの を見た り聞いた りしておるわけですからね
矢 代幸雄の指 導
【聞 きq)宅 術研究ゆ〒の中で は矢代先生の意志 と,「うか、そ うい うものがかな り強かったんですか1,
Cirl畑】 もうそのころは、定員について 文部省に も若い 人がいないから、矢代先生の意の ままね、
【y1}'き罫】先生のこの文 「;き:1注;白畑 よし 「女流 雄術史家のIIII想」、『芸術新潮」237-242、19(19年9
11-7{,年2月)v)II1に女・性1よおイヒ制1は..さ ん とカ・
【白 畑 】化粧は しない し、私はよ う我慢 しませんけ ど、腕 を出 して はいけない んですね、,洋服着
てい くわけ、まだ才'1;い人1よ、絶対 真夏で もi=袖は着 ち'iいか ん、,やか ましいんです よ,ノ ックの
仕Jiカ{悪いとかね[コ1苞II舌のかけノ∫がノ振い,,華IIIかい ことカ£、1
【聞 き 円 階段 を駆 け登ってはいけ ない ってiiわれた ってい うのが伝 説になJて い ます けれ ども,,
それは本当ですか。
【rl畑】そ れは本 当です,,学問の 人ですけ どね,,そこにい る人問はや')ばりちゃん と したマナー
を身につけて なくてはいけない、.それを浸透 させ ました、 貴族'i三義 とかね、Ilil勤なんか非常に厳
しくてね、絶封に遅刻 なんかで きないのよ。退庁はJ:4H;」一で したね。4時 まで きちん といなかった
ら絶対いけないn随 分 しか られて ま した、ずぼ らな、美校 を出た絵7p;きさんで、ち ょっと入った
人で、絵描 きさんですか ら、やっぱ りそ ういうの守れ ないんですねC、始終 しか られて ましたね、
それでいやに なっち ゃって辞めち ゃった、,そうい うのはか な りあ ります よn
【剛き 司 男性 は必ず ネクタイを しな くていけない とかい う、,
【白 畑}そ れは もちろんネクタイはちゃん としてな きゃいかん と。別にお客 さんが来 るわけで も
ないんですけ どね。 とにか くきちん としたんです。 私なんか 、やっぱ り図録なんか、絵巻物なん
か見たいわけです よね。 だか ら、昼休 みに大 きな机 のとこで1昼 休み1時閥 だか らって見ることが
482
追 想
あるんです よ,,だけ ど、勤務時間中にそうい うもの を見た ら絶対'怒られ ます、,
いつ のこ とだったか忘 れ ましたけ ど、奥111二きがあるんです、発行 口が:{k'1:いてあ るのね,,カー ドを
つ くる1時にその 発行Hが 知 りたいか ら、時間1トです よ、 こうやって広げて、お しまい まで広 げて
た ら、そ こへ 矢代 先生が、始 終見に来るんですよ、一・口になんべん とな く,、何 を しているんだ って。
【聞 き乎】 その ころ、先生 はどのお部屋 だったんですか1、
【白 畑】資料室 のある1階 に1、
【聞 き予】ああ、そ うですか、,矢代先生もそ こにい らしたんですか,、
【白 畑】 矢代 先生だけが2階 に、,ゼはみんなの研究室があ り'1`務室になって ま したV2階 を使 う
ように な.aたのはもっと後のほうなんです,r
中川文 庫 と資料 の収集
【白 畑】その ころは、非常に よく勉強できま した、発Trtl=fL、カー ドに沸 かなきゃならないから、
だって資料 の収集で しょう。それを毎11毎日やって、1!録を取 っては貼 り、それはも う無限にある。
【聞 き手】そ うです よね。 今で も 「美術研究所蔵111・印」 とい う四角い印 を押 した本があ りますが1
【白 畑】 あれは中川忠順 さんの本を昭和3年 、4年 に全部買'・たんですi]私がiiiisf―さん とい う人
に頼んでね4中 川文庫 ってあるで しょ1,文求堂 さんを介 して 買ったの、 全部蔵か ら出 して 、そ う
い うの をとにか く全部 もらってね,,
【聞 き手】 あの時 には図肖二は人って ましたけ ども、雑誌 ってい うのは。
【自 畑】雑誌 はあ ま りなか ったです、,どうい うわけか雑 誌 とい うのは発行 されて ないんです よ1、
あの ころある雑誌 は 「111央美術』 ですか、『みつゑ』 なんて、古 い美術の もの を載せて くれ ない
ですか らね,占 い もの.,てい うのは、『国華』、,毎月発行 されるのは、
【聞 き手】llゴい明 治の雑llどって、『庭術 画報」 とかそ ういうもの はいつ人ったんで すか。
【白 畑】そ うい うものはいつ頃人ったんで しょう1、買お うと思って もなかなか 見つ か らない んで
す よ,,まとめて買えたの は 「国f醐 だけ、
【聞 き手】 じゃ、徐々に買いfめ て きたってこ とですね、,
【白 畑】発行部数 も少なかったですか ら、あのころ`よ、買う人もいないんですね。 だか ら、我 々
学生が原稿齊 くなんてこと全然nた またま矢代先生のような偉い 人が 「思想』 とか、ああい うの
に投稿 され る。全然本が ないんだか ら,、雑誌がないんだか ら。
【聞 き手】書 く場が なかったわけですねn
【白 畑】 ええ。 だか ら、いいんですよ、原稿ill:かな くて.勉 強す るよりほかにないんだか ら。今
みたいにコピーの機械があ るわけがないです し、コ ンピュー ターがあ るわけ じゃない しね。だか
ら、みんな手作 りなんです。古い文献を積んで、白分で全部手書 きで写 さなかった らしょうがな
い。 だから、時間がかか りますか らねC,今みたいに コピーがあるわけでない。
【聞 き手】か な り手審 きで写 されてるそ うい うた ぐいの ものってい うのがあ ります よね(コみ んな和
綴 じしてn
【自 畑】一一11寺、臨ll寺に服 って複写 した ことがあるの。間に合わないで、
【聞 き手】1'1畑先生 もそれおや りになってC、
【白 畑】 全綿や りました よ,、rsr::術文献II録なんかをそろえるとい うrlhllliもあr」た時 から、そ
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ういう資料 を早 く集めない と私一 人では とて も不可能 、時間的にね。大変な ものです。
【聞 き:月 図版 を切 り抜か れて、 『国華』の 図版 を切 り抜いてバ ン ドー ンにしまって。
【白 畑】 図版始め るのだって何 にもないんですよ。 だから、何 か まず基本 をつ くらな きゃで きな
い、,それには 『国華』を切 り抜 いて貼る ことが… 番有効なんです よ。いろんなものが入って るの1,
矢代 完生が向 こうか ら持 ってら した本の 中か ら切って貼 っていいようなものをば らして、そ して
貼ったんだけ ど、'1it(llは東 洋美術の中で も口本美術 を"∫門にやろうってい うことにな って ました
からね[1西洋)ミ術は積極11{」にあん ま りや ってなかったです.,中国や らそんなのはS、日本美術 をIII
心 にしたか ら、で も、西洋 美術 もあるこ とはあるんです、 多少ね1,図版 を集めた り、,だけ ど、積
極的にやって ないわけ,,体裁を整え る ヒで東洋 と西洋がある という、
だか ら、西洋 〕亀術 もい くらかはや.,てい たことがあるんです,、山田'till}.1{郎とか、みん な西洋3jl　'1術
です よ それは矢代先生のお弟fさ んであった り、富永惣 ・さんは違い ますけ ど.と にか く西洋、
帰{洋を問わず 〕毛術1廻やってる人た ちが全 部研 究所 に集まってるんです よ1、それはIll式の所 員だか
らとかそ うい うこと じゃな くて、何 かをやろ うと,、今 までないですか らね、そ ういう」1レド的なも
のが,だ か ら、みんなが盛 リ ヒげ ようとい う、美術 史全体が、,そうい う機運で研究所 とい うのが
初めはあ・・たんです 、,だれで もい らっ しゃい と、、そうい う学 名`さん た らに、
【聞 きr-a番 最初 、竈ll‡庫はなか ったんです よね、
【白 畑】11Flllfあったんです よ、越 したli寺か ら,1ユifに越 したir.}:からIIF庫は 玄,やん と、13it:棚もちゃ
んとあ りましたrir-tは2階まで あった んですC,今、3階 ですか1,ちょっと渡 り廊 ドをll斐ってr
庫があ ったんです。 だって 、 しまうとこないです よ、
黒田作 品の展 示
【聞 きr・】 黒川記念室は、 当初か ら公開だったんですか,,
【白 畑】 ・週間に一度、,
【聞 き 弄】 それ は当初か らですか、
【rl畑】ず'Jと、,あれ は黒li1さんの寄付で建てた建物ですか らね議1三IU記念館 と,1うわけで しょう。
だから、黒II1さんの作品は陳列す る とU遺 需 の執行 入の方た ちがそ うい うふ うに決めたわけ,,だ
か ら、それがず っと継続 されてるわけ1.
【聞 きP】 その_:;・FsrL念室 に収 まる作r.:i.n.iの数って限 られてる と患 うんですけ ど.
【白 畑】黒田 さんの ところに残 ってる ものだけですね。それか ら久米桂 ・・郎 さん とか和田英作 さん、
お弟 戸さんたちの持 ってる黒 田 さんの絵 とか ね。だか ら、あそこに飾ってあるものは限定 されて
るわけ.,亡くなられた当時 にあ った もの とか縁故の人が寄贈 した もの とかねC,ド絵 みたいなのが
あ りますね。
【聞 き手】それ らは どこに置いてあったんですか。
【白 畑】やっぱ り陳列 してあ りました、展示会の時にはC,
【聞 きraデ ッサンな どもですかU





【聞 き 朔 そ うなん ですか1,所長室以外は全部、
【rl畑】 ドが 全部,1`務室に使'」てたで しょう,,東洋r_術国際研ラ光会',てい うのが できて、そこに
貸 さなければ ならな くなっ ちゃ'・て、2階 をその 嘱務室に したわけ1,
【聞 き 朔 それで も今の ように部屋 は区 切られてたわけですかU
【自 畑】 大 きい部爆が ・つあるで しょう.、あのほかは小さい部犀 で したね、,
【聞 き 瑚 この小 さい部屋に飾 ってあった1,
【白 畑】陳列 して あ りま した1,
美術懇話会 と展覧会
【聞き 門 展 覧会を していたのは どこのお部屋で1、
【白 畑】 向こ う側U)窓の ところ、,入'・てい って階段 を 二段Lが るで しょう、,その左 側,、陳列室:,
あそこで展覧会 を、毎 月の ようにやったんです、「庭術懇話会」って、「庭術研究』のII1に索り1が
あるで しょうnあの巾にずっと沸いてあ ります よ[1あれだけやったんです,、毎 月の ように展RE".h.Diutiを[f
【聞 き手】 いろいろ なところから作ti1111を借 りて きて堤示をされた と、,
【白 畑】そ うそ う。たくさん じゃないです[1あそこへ陳列で きる程度です か らね.ほ んの少 しです1,
【聞 き手】そ れはい ろいろな担 当の3iが、今同は誰 々がってい う感 じでや ったんですかn
【白 畑】そ れはだいたい矢代先生 とい ろいろな所蔵家の方とかがね、,「〕亀術懇 話会」の会員がい る
わけです よ。 その 会員 はみんな各界の名iで ね、 だか ら、収 集家がそのIIIにはい るわけです、 だ
か ら、今度はあそ こか ら借 りてやろ うとか 、そ ういう企画があったんですね.だ いたい研究所 に
予算ががあ ま り来 ないわけです よ、,だから、思 うように研究がで きないわけなの よね,,それで 矢
代先生が 「美 術懇話会」 とい う外郭団体 をつ くって、会費をかな り高 く取'・て、その代わ り毎 月
一回展覧会 をして講演 した り物 を14せた り、そ して各界の人が 集まるか ら親睦 会に もなるで しょ
う畠 それで研 究所 のため につ くったんです、「)さ術懇 話会」とい うのを、,
【聞き手】 会費を取 ったんですか、,会費 とい うのか基金みた いな ものなんですか、,
【白 畑】援 助団体 、後援 会です よ,本 を買いたい って 言った って、高い本 じゃ、 」二算が ないか ら
買えないで しょう1,だか ら、そ うい う高い本を買・,て、それを寄付 して もらった とい うケースに
して もらうんです ね 、
【聞き乎】 〕亀術懇話 会寄贈 と台帳 にII}:いてあるのがそれだったんですねC,
【白 畑】 文部省のお石乗もらえ ませんか らね,だ か ら、それは矢代先亜の乎腕で した。 そ ういうと
ころは偉 かったで すね、,ちょ'・とほかの人にはで きないことを。どんな偉 い人に も。国際的 にも,1
【聞 き手】そ うで しょうねq
【白 畑!い ろんな意味で顔 が広 い ノ∫で したか らね。だか ら、そ うい う意味 で研究所 とい うのは支
え られていたんですわ,、研究所 の」111礎が1・lf1まr?たとい うのは、矢代先生 の とて も顔が広 くて、社
交的で、そ うい う功績がやっぱ り大いにあ るわけです ね。矢代先生の手腕 がなかった ら駄IIでしょ
うV必 ず 人間って いうのはいいことばっか りじゃないです よnそ うい う偉 いこ とをする 人は必ず
またその陰に、や'・ば り反対'にみんなが困'Jた1、人間って必ず一:面的です よ、,・llll的な 人問なん
てあま りlil阯してないです よ、JLていて,1今まで 美術学界に関係のある人は 大抵 見て ますけれ ど
もi偉 くなる 人というのは必ずIllll的なところがある1,だか ら、 入がいい 一llli的な人はあん まtl
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大 した ことないr,私が見たの はです よ。(笑)
創刊 当時の 「葵術研 究」
【白 畑 】みんなll'の先生 ってい うのは個性があ.aて、而白か ったですけ どね、,若い時、lLり坂で
す からね 、陵 術研究 皿も、毎月出す んです よ、11刊誌だか ら、終戦 まで は、,
【聞 き 付 大変で したね、
[E`i畑1だか ら、、ll:くのが 大変なんです よね み んなもう大学 を出て何年 もたたないよ うな連中
がlt:かせ られたんです、あの ころ、前に4{;!fいた人が ないか ら、何 井いて もいいってい うわけ じ1'
ないけ ども、怖い ものがないわけです よね.、ほかの 史1献も買ってな くて もいい し、たか ら、iトけノ:
んで置4がねII毎月にな'」ちゃった。だか ら岩波へ校il-:へ行 くのが 大変で したよ、
【聞 きr】,i,1時は¥'}波から出 していたんですか、,
【白 畑 】岩波出版、 「1r..-1術研究』が出る ようになってか らは忙 しかったで'・1よ1,その編 集に追われ
るから1,
【聞 き ∫コ そうで しょうね、毎 月となるとね1,
【白 畑】今はみんな,一 くのいやが',て、い くら催促 して もIll:かないんだ とかって、何ぜ いた
くぽってるのなんて言ってね1、(笑)Ill・代が違 うか らしょうがないんですけどね
研 究者 と しての白畑 よ し
【開 きq先 生に論 文を、ll;くように勧 められたのは、1(注:D告術{ill究B9り'」935fl:3JjにL図lil謝説l
I仲津姫像1薬 師牟蔵)」を初めて執筆の
【白 畑】田1卜喜作 先生です1.卜'千作 さん と渡邊 ・さ/.,:.沼乍先生とい うの は、 フラ ンスに行ってた
ノ1だか ら、 亡1よっと日本の女性蔑視 とは ちが うものがあ りますので、そ うい う研究の ような こLl
を どん どん、 どんどん前にis向けて くるんですね1,図版 と本の整理 なんかが終わ りになると、絵
巻物の 複製 を見せ てもらい、この仮名Ill:きを読んで 、現 代の仮名に、今の漢字にIll〔して、1}きなさ
い とい うんです、,こっちも占い字が分かんなかった ら先生 に開けるで しょう1、これは こうだ 、こ
れはこうだって、だか ら、非常 に勉強がで きるんですね、,i:,は別だけど、)隻術の研究なんかで論
虻IIにうと思 うと、先生いないんです よC、いないの にみ んなが、やれや れって 、研究所の 若い男
の人たちが 喬うんです、それ だか らや ってみ
ようかな と思っで、恐れ 多い けれ ど、や りた
くて やってるわけ じゃあ りませ んけ どもね、
それで うまくや りました,,
畷 で 吾 。,で も測 務劇 中は欄1・ 資椛 探 した 暗
藩 餅 纏 麟 い畑 ってことはしま肱 私の.1,-1のイ1、事
じゃないか ら、十曜 口の'「後とカ㌔ 時間 中は
絶対 や らない。やる もんか と思 っで 、だか ら、
家へ持 ってって本を読むとかね。時間外 にや
るとか、そうい うこ とは してま した よC,だけ
ど、戦後 は研究所職 員に して くださったか ら
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追 想
おお っぴらにする ようにな りました、,
とにか く何 にもない、始 ま りですから
できたんで、 今だaた ら、ほん とで き
ないです よ,,何に も論 文なんてなかっ
たか らiコ作品の解 説み たいなのが、そ

















































【聞 き手 】 この平等院 は何年 ころで しょ
うか。(平等院調査の写真 を見ながら)
【白 畑】これは図録 があるで しょう(注;
『美術研究資料第4輯 鳳風堂雲 中供養 渡邊.氏rイ集の1,己念写真191(1年
仏』1936年)。あれの2、3年 前 だと思
うんです。 これは脇本 さんです けどもね。 それか ら横が田中:1幽手作 さん、,これ は花歴 敷 という旅館
み たいなものがあ りまして、そこへ泊 まって撮 るんですね、そこで働いていた 女の 方た ちS、お昼
のお弁当か何 か、 お結 びを持って来 るんです、 これは ト村観 山の息 子さんにあたる ド村 ウ芝時 さん
です ね。一時哲学 とか、いろんな ことを してた、専門家 じゃないです、,なかなか有能な 人で したn
【聞 き手】 これが昭和15年 の渡邊一 さんが召集 された時 の記念写 真です。 部屋は2階 、2階の どこ
の部屋で しょうね。
【白 畑 】 どこで しょうか。2階 ではあん ま り集まらないんです けどね1,どこだか ち ょっと分か り
ませ んね。多分2階 の陳列室かな、,昭和15年 の 東洋 〕矧1∫ll・1際研究 会のいわゆる秘111二の仕'∬をさ
れてた方 は、みんな津田出ですnこ れ はll'川逸治 さんか、 今、大和 文華館館長のね,、
【1⊥1畑】.上野 アキ さんのお姉 さんが お嫁 に行',た、 これが新規矩」Jさんです、,これ は山川智_三郎
です ねnこ れがIlf川丁・咲です,,この 人、¥}淵さん。 これが出二岡益人さんnこ れが和田新 さんC、1「∫
1_i..1さん、 これは須 賀利雄 ってい う人なんですが、楠 木正成の銅像 を研究 して、『美術研究」 に轡
いてあった、論 支が 、これが 木 ドさんですね,、あ とは菅沼[貞 一三]さ んですねnこ れが小 高根
太郎 さんで、 こちらが 運転r・さんです、た しかn
【聞 き手1運 転rさ ん ってい うの1よ,
【白 畑 】が あったんです、あの ころ 、 ・時、あん ま り使わ ないんですけ ど、一応 あったんです1,
これ は石 澤正男 さん1,ご存 じないですか、,
【聞 き手1名 前は聞いたことあ りますね,
【白 畑 】 これは渡邊 ・さん、矢代先生、,この 人[」・llI]はち ょっ とどうに も思 い川せ な くてね,,
これが高山 貞rさ んってあるで しょう,,これが 占:柳得江 さん一aC,それか ら於保[佐代 門 さん'」
てい う、それか ら小野[貞r]さ んとい う人で 、これは矢吹[光 門 さん1,これが11ラドさんです





【聞 き手1美 術研究所 に昭和13年 に閲覧の規則が残ってい るんですが。
【白 畑1閲 覧の規則 ってあるで しょう。
【聞 き手1こ れは皆 さんで決め られた ものなんですか。
【白 畑1研 究員たちで決め たことです よ、矢代先生 はじめ。
【ICIきT-1当時は毎 日閲覧、これ を見る と、月曜 から金曜 までいつ もやって、,
[i°t畑1やりました よ。だか ら、いろんな人が来ま したよ。だけ ど、紹介者がなけ りゃ駄 目なんです、,
学 生も美術学校の生徒 さん もなんか随分来て ま した よ。 いまだに年賀状寄越す 入がいます。
【聞 き」臼 白畑先焦が書庫 か ら本 を出 して ら してa
【白 畑 】 ええ。 図録 とか本 とか 出 して きて、そ して見せるんですVだ いた い研究 者って隈 られて
るけど。今は どうなんですか,,
【開 き手】学生 た ちが来ては、 コピー をがんがん と して い くので、急 に本が傷 んで しまいま したV
この数年。
【白 畑 】そ うい うの がが んがん来 ましたら、研究所 の研 究なんかで きないです よ1、公開する とい
うことはいいことだけれ ども、や っぱ り2部 ある ような本 を見せるって ぐらいに しない と、研 究
所が何 もで きな くなっちゃい ます。それは しょうがないです。そんなにいちい ち見てられ ないで
す ものね。後か ら買えるものならいい けれ ども、補充が きかないのが美術 史の本です9だか ら、やっ
ぱ りチ ェックした ほうがいいです ね。見せ る本は これだけってい うn
【聞 きr1難 しい問題 でね、そのへんは。
【白 畑1悪 い とは思 うんです よ、みんなに公開 しない ってい うのはvだ け ど、大本の研究所が研
究がで きなくなっちゃった らどうにもならないで しょうaだ から、ここは しょうが ない んですよ.
やっぱ り厳 しくしたほ うがいいです、それは。悪いけ ど。 い くら悪口言われてS7そ れはあ くま
で も図書館の仕事ですか ら。研究所 は図書館 じゃな くて、研究所なわけで しょう、,
【聞 き乎1研 究所には研究所 に しかない本 ってい うのが結構た くさんあるんですO
【白 畑1貴 重本がいっぱいあるわけです。 だか ら、貴重本 をどん どんはんこを押 して、それは絶
対に貸 さないの。そ ういうふ うに しなかった ら研究する時に、どこにあるかって言 ったって、困
るで しょうか らね。雑誌 のバックナ ンバーなんてな くなっちゃった ら絶対補充で きない んですよ。
【聞 き乎】世の中の流 れ として、社会に奉仕 しろっていうのが どうして も大 きくは出 ます けど。
【白 畑 】だか ら、研究所 とかはそうい う資料的 なもの を集めて、それを出版す るとかでいいわけ
です よ、硬究所の使命 ってい うのは。それ以上す ることないんです、何 も。 それ をはっ きりして
おいた ほうが いい んです。そのために図書館 とい うのが あるんです。面倒で もあっちのほ うへ行 っ
て見て もらう。仕方が ないですね。
今、時代が違 うんです よ。私 らのいる時はそんな心配はあん まり。閲覧者が 来て も、人数 も少 な
い し、来 る人 はみ んな分かった人ばっか り。研究所 なんか怖 くて行け ませんよってい う。(笑)
【聞 き手】わた しも怖 くて入れなか ったですね。今はだれ も怖が らない。
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{白 畑 】 こ の ご ろ は 開 い て る け ど 、
前 は1呼び 鈴 が つ い て て 、1呼び 鈴 が
鳴 ・・た ら 、 私 ら が あ の 階 段 を タ ツ
タ ッ 、 タ"1タ ッ ドリて い'sて 開 け
に 行 く ん で す よ 、 お 客 さ ま 力書来 る
と、,i1午通 で は 開 か な い で す1,キ ー
も な い し,、変 わ ・・て し ま っ た の で










































前 列 左 か ら菅 沼 貞{、 隈 元謙 次 郎 、 川1囲}蔵 、 田 澤 」II、1・'村英時
巳利 朝 江 、 藤 江 金 治
澤 柳 大 κ郎S」.リII}篭朝 、;11]北倫 明 、川fZf.7'r:.久野 健 、岡 畏 こ郎 、1・1内、
間家の刀剣の概究家で本間順治 とい う方がい らしt'、ず っと会/か 何かつ とめてい らした1,だか
ら、その人に頼 んだわけ。田澤 さん とか、み んな仲 間です よ1、1酉田のほ うだった ら大丈夫だか ら、
本 間 さんだったらいろいろ受け入れ体制 もあるだろうか らって,言って、 本間 さんに頼んで、本間
さんは受 け入れて くれました。
【聞 き手】 関千代 さんの初仕事が疎開だったとiiって ましたね、大変だ一aたっ℃ 、
【白 畑1焼 けなかったんだか ら、疎 開 しな くて もよかったんですけどね1,
【聞 き手1上 野の 山は一度 も空襲に遭 わなかったのですか1,
【自 畑】上野の公園の巾はないで しょう。ただ、寛 永 芋がめ ちゃくちゃにな・・てね,
【聞 き手】 酒田に行か才したのは。
ll'1畑1一番東 京の大きな空襲 されて、5JJの25、611ごろで した、,
【聞 きr;'-1の お話ではこ白宅が焼 けだ,
【白 畑1私 の家が焼けたんです 、明if発とうする前の1晩に1、
【聞 きq向 こうでは何人?17人 ぐらい行かれた とい うふ うにll}・いてあ りま したけ ど、,
【白 畑】向 こうでlflレ」た人 もいるんです、,地元でね,、だか ら、行 ったのはⅢ中豊蔵 先生 に梅津 さん、
・、,それか ら限 元さんが もう最 後で したね1、関 さん。鈴木 さんって、これ も亡 くなったんです
けどね,、女の方は私と関 さんと鈴 本さん と3人 で、あ とは現地で雇いま した。それか ら稗田・一・穂
さんとい う絵描 き さんで、iii吃後)宅衛学 校の11本1呵の 先生 になって、その人が まだ学校 出たてで 、
一緒に疎開!_てま1'た1、その 人も資料集めのお]二伝 いO資 料部の手伝 いです よ、あの若 い人は、







戦後 復興式(昭 和21年復興武の写真 を見なが ら)
【聞 き手1こ のあた りになると、私 もい くらか分かるようになって きますn
【白 畑】21年で しょう、 これ。酒田から帰 って きた時 です ね。帰 った後ですか、 ここに毛利 さん
がいるか ら。だか ら、中根 さんが辞め られるぎ りぎりの時 だった。
【聞 き手1上 野 さんは何年 までに美術研究所に入ったんですか。
【白 畑】昭和18年 ぐらい じゃないか な。 これ は利菓子 の虎鷹 の家業を継 がれた[fit川光朝 さんで
す。 これは田澤先生 のお弟子 だったんです。 それで田澤[坦]さ んが部長にな られ たときに、引っ
張 って きたんですね。 これが藤江金治 さんって、 さっ きの岩淵 さんの後で 会1粥こ来たノ∫ですr,そ
れはⅢ上 さん。今、藤井 さんってい うんですが、その方が連れて来た,7連れて 来たって、紹介 し
たんです。 これは川上 さんGこ れが久野健 さん、岡畏三郎 さん。これが 若か りしころの河北倫明
さん。 これは澤柳大五郎 さんですn澤 柳 さんは、有名な成城学園の創 設暫の こr息,、教育者の方
です。 この方が ち ょっとiそ う長いこ とないです け どいられて。 これは関 さんです駄,こ の 人、
みんないい人で した よ。 この人、どう したか、あのお嫁 に行 く人が あF}ましてね1、これが ド村[英
時]さ んです よ。
【聞 きF-1田澤先生ってい うのは随分背が高か ったんですか。
【白 畑】そんな高 くはなか ったですね。背が高いの は山田智 三郎 さん、熊谷り'決さん、それからさっ
きの杉田 さん。す ぎちゃん と言 ってね。随分背の高い。それか ら尾崎紅 菓の息r夏 彦 さん,,おiii'i
しに出てい ましたよね。
美術 史研 究の変化
【白 畑】何 かいろいろなこ と言 って悪 いけど、美術研究 とい うものが変わっ ちゃったんですよ!h、
【聞 き乎】そうですね。
【白 畑】古美術研究 とい うのは。ほん とに我 々の時は まだ一生懸命 資料 を集めて、これか らや るっ
てい う、そ ういう始 ま りで しょう。それが もう50年、半世紀 たち ましたか ら、 ・応 ケ リついた
とGケ リついたっておか しいけ どiそ うい う研究の道程が一応 ピー クになって、その後の研究 方
法 ってい うのが、い ろい ろ難 しいんです よ、今。我 々がやってい た時は何に もないんですよnだ
か ら、間違い もあ ったか もしれないけれ ども、とにか くどんどん書 こうとい うものが何 かあった。
今はみ んなが書いて るか ら、その上 になおかつ研究 を積んでい くと思 った ら、大変 なことなんで
す よね。文献だって どれ だけ集めなきゃな らないかね。私 、吉川 さんに聞いたことがあるんです
よ。 フラ ンスあた りはとにか く基礎研究 という ものは全部で き上が って、 もう18111:紀ぐらいに、
19世紀以前に、博物館 に陳列 してあるような名品 とい うの は全部研究 もで きてるんだ と。だか ら、
女の人 もやれるんです よなんて言 われて、ああ と思 って。研究が あるか ら、それを踏襲 してい け
ばいいので、それで ほとんど向 こうの館員は女 の人が多い。 ということを言ったので 、ああ、そ
うですかねって言 った覚 えが あるんです。
だか ら、ち ょうど今そ こへ さしかかっているん じゃないですかA西洋美術に した ら、イタリアとか、
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広 いで しょう1,だけど、11本美術 とい うのは中国まで手 を出 した ら、 とて も じゃないけど、発掘
なんか また分野が違い ますで しょう。だから、中国絵画 とか1卜国彫 刻なんかいっぱいあるんで しょ
うけどね1、まだ新Lく 喪料 も分 かってない、東洋美術 とIlったって、ちょっと手を広げ られない,,
で も、や る時が長いんです よ、極端 に、}えばIIそうい う時代に来て るわけでね、今、,だから、そ
れ をどうい うふ うに打開 してい くか とい うので、なかなか ちょっ と1㌔',:労はいるか もしれ ませんね、,
とにか く先がないから、あ まり分か らないけ と㌔ や りに くいだろ うなってい うことは始終思 い ま
す よ、,
【聞 き 月 そ うですね、確 かにや りに くい、
【白 畑】何に もない時にいたか ら、何や って も論文 とか何 かになるで しょうけ ど、 もうまあ?.!lffl
とい うのは、つ きてい ます わね。そのLに 何 をたて ようかっていったら、大 変だ と思 い ます,、だ
か ら、もっ と広 げて風俗 だ とか文化 とか、文化 人類学みたいにやれば、そ りゃ何かあ るか も分か
りませんけ ど、それ と美術 の研究 とちょっと違 うんです よね、,文献 だけでやるんなら歴 史家にか
なわないけ ど。 だか ら、そのへん をどう打破 して新 しい研究体制 を1て てい くか とい うのは大変
だ と思い ます ねO絵 巻物の詞書 きをひ とつとって も可能性があるわけで してね1、源氏絵 とか 文学
的な ものは画文学の人が ちゃん と解 釈 もつ いて くるけれ ども、社 芋縁起絵 とか室1圭師伝 とかの詞}1芋
なんて、だれ も現代語 に訳 して くれないですね、,鎌倉時代の 文章 とかね、,
そんな ことす らしてないんです よ、美術 史というの1よ、そうする と、国 史学 のほ うは「i分の分野
だって怒るで しょうけどね。何 か宗教 のことを少 し言ったら、これ は仏教のほ うだって言われる
で しょうしね。(笑)そ れが ないか ら、や一,ばり一一般の 人が絵はSLるけれ ども、:.ItPが何 だか分
か らない とい うこともあ りうるん じゃないで しょうかねC、だか ら、文学 の人と タイア ップ して 、
今の新聞の文章 ぐらいの ところで直 してみ るとか、そ りゃや さしい たって切 りがあ ります けど、
一応常識 的に現代文に直 してみる とか、,そうで もしなか.,たら、 もう格差が で きちゃって、4㌃体
にね。
訳 してみると、容易 じゃないですけ ど1、仏教の ことがい・・ぱい川て くる し、それをどうい うふ う
に うまく伝 えようかとい うのは、なか なか難 しいわざです しね,、仏教学 者だとか、漢 文があった
ら漢文の学者 とか、い ろい ろな ものが川て きますか らね 、学際 的な ネッ トワー ケをつ くってね 、
一一fibやろうか って醤 った ことがあるんです よ、研究所 にいた時 に、だけ ど、 ウニち消 えになりまし
て。 地味 な仕事ですけ どね。今はコ ピーが どん どんできるんですか ら楽ですね 、,印刷 にお金がか
かるってf=1ったって、it:rrほど印刷 費かか らないです ものね,1
【聞 き手】今、全 部白宅で 印刷がで きる時代 ですか らね1,
【白 畑】そ うよ,,私らの1時代で は ちょ'・と意ll未が違 う し、fiてきた資料 を写 し取 るなんてい うの
は今 は しなくて もいいんですか ら、何かそ うい う活路 を見いだ さないと、何 をやっていいんだか
分か らないで しょうn
付 記
この インタビューの後、白畑1Cより 「庭術研 究所費料寮
送っていただいたので、以 ドにそのーa'・一.xを掲 載す る1,
覚 蒔」 を インタビューを した担 当宛に
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美術研究所資料室 覚書
昭和{f卜八月一日新築完 成 した黒田記念館美術研究所 に旧東京美術学校 内矢代 幸雄先生の研究廿;く
より移転Lた 。 その折の 入員は矢代先生の外にⅢ中喜作先生、尾高鮮之助氏 、11f山新氏(後 和川英
作の養嗣rと な り和田姓)写 真手1【当の雨宮幸男氏 と私(同 年一ヒ月入所)で あ った臼
黒111清輝ll剛1'1の遺i-一に原 き創設 された3き術研究所 は矢代 先生の年来の御希望に より実現 されるた
め黒 川1由;伯の遺 言}執行 人(東 京_!.fJF}直 彦氏外)等 によって決定 された,.所属は帝国)セ伸」
院であ ・,たので1剛院美術研究所 と1呼ばれたS,建築内部 も岡Ⅲ信一郎氏設 計で階 ヒは黒 川1∫己念館 と!一
ての遺作陳列室があ り夕雫にi'1」1、集会室等で 、階 ドには研究察、事務室 と、広い資料室と11}:庫で
あ った 広い資料室の 窓際の周1.3f;には 「バ ン ドーン」 という金属性の引出のついた写 典や腹製が収
納 されるよ うに取付 け られていた凸 部歴の中央から";分して右方は東洋、左 〃はll耳洋 と大体わけて
あ った,
)セ術研究所の最大のlI的は矢代'=i-/.が大英鯨物館の資料蒐集の 方法 を取 入れ、 畑111研究の 」,駐礎 と
なるように広 く図章1}:類は'〔i然と して:り:真、複製図版等 を%」 して 各項il毎に分けて分類 し、見出 し
のある ファイルに入れ てバ ンドー ンに人れ るこ とである1,
lll{和こ{PI1時は1疋乎国のJ術 史学 界は 恥だ基礎 がな く、出版 図ill:も少な く、図版 、論 史等を掲載L
た定期1二ll行物は 「国 華」が殆 どIllil・ともい える 、その他II本痢宝企集、尚 追資料等に図}ll夏と短い解
r
llSLをのせる例があったにす ぎない、,
西洋のノ∫は矢代先生 の欧洲での御研究の折集められた図il}:、図版、将にル ネッサ ンスの ものはか
な り研 究所 に寄附 された ものが 多かったよ うであるfコしか し東洋 、殊 に日本の方は図ll}:も写典も図
版 も殆 どないので、・凸か ら集め な くてな らない状tipiL・.であ った、,幸に図;1}:の方は1卜川r;i+L・・順1C(中III「・
1咲氏1寧父)が 昭 和 こ{1三に逝 去に なられ、その図ill:と資料等 を全 部文求堂 の111111`舜で購 入す ることに
な',た,、中川筑 はr.ff;'r_術の権威で 、岡倉 ノ{心と親交があ り、その関係でlI本在住の ままボ ス 】・ン
庭術飢 の顧問 を して い られた,,晩年はII本美術 史の講座を ・r大 「美学 憂術1」 科 を担'11され、
瀧梢・・教授 と共に後進 を育成 された、,それ故その蔵lll:は歴史、 文学 、中国 も含めて充実 した もの で
あ'♪た 、研究所図,ll:中「II1川如i111」の朱印のあ るのがそれである,,それ故図 」}:については東洋、日
奉はq1時として は役 立つ ものであ った、,
しか し作 ―Ill1の図版 については中川氏 蔵有 の写真類 は、未だ'1r真は普及せず 費用 も高 く 千のi#.iかな
いことで僅かであった。 とにか く研究所 は先づ 西洋 よ り日本美術研究に資す ることが眼 目であ7た
ので、早急に ド要 な美術作品の複製 を集める ことが必要 とされた。 その手初め として 「国華」の揃 っ
た もの を:部 購人 して、一・部は保存用 とし、も う・・冊は解体 して一点つつ を台紙 に貼付 けることに
した[コ台紙 の裏 面には必要事項 を轡 き入れ各 々分類 してバ ン ドー ンに叢べて入れた,,大分類は絵i由卜
彫刻 ・11芸・建藻 ・書蹟 ・その他(考 古学)で あるが、先づ絵画が中心 となったitその分類 につい
ては東洋はII本、巾国、朝鮮 、印度等であるが 田巾、鬼高所員の指示 によって余 り細 く部類すると、
」liレ・て出 し難い とい うことで、日本では大体室1町時代以前の作者の少ない ものは品1-1別に し、仏IIIIi・
肖像画 ・絵巻類 ・その他に し、仏画は鳶皐像 別、 肖像画 は天皇族 ・公家 ・武家 ・僧侶(頂 僧を含 む)
その他 とした。室町時代 以後は大体作 家別をアルハベ ッ ト順 に し、作 品の 多い例では適 当に山水 ・
花鳥 ・人物 画等小フ ァイル にさらに分類 し、取 り出 し易いような便宜本位に して、利用する人に大
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体覚 えて馴れて もらうように した,
図 詐の 方は原簿に記人 し、カ ・ードを作 り図II}:館の分類 シ1.テムではな く、図版の分類に準 じたも
のと、図II}ITIで{素引す、賓、もの と両川f乍・,たと思われ る、,これ も後に ・般研究 昔等に1曳lf'資判を公開
することになってか らである1,しか し大方は図井も図版 も資半1部担fr:の人が外来の研究 者に必 要な
もの を聞いて提 供するようになっていた,し11時外 部の研究 計の要望は少な く、II'院所内部、或 は関
係学 者の 為の利川が殆とであった1、
とにか くは じめは図版 を充実す ることに～I」〔念 したが、昭和'1:年研究1動1が史部省の附 属になる まで
は写 與にも～劉111の技 師は存在 しないので、特 に図版が増 える とい う程 ではなかった。昭和'1:年頃か
ら研究所 も所員が増 し、渡邊一 、正木篤一:,菅沼 貞三、熊谷宣夫氏等 を迎 え、充実 した1,研究 も各
分野 に亘 ることになった。そこで機関誌 誕術研究の発行 を企画 され、同七年に第一 り'の発 「ljとなっ
たが、その編輯 の為 に写 真部に中根勝氏が入所 さ才t、外部 に向って写 典撮駐!多が行われ たので、その
撮影 による図版 も段 々増 して来たわけである、,資料がある租度集積 されたことで、II本絵lllliの作家
について集中的に資料を整 えて、やがて発表することになったのが昭和 卜 ・年頃 と思 オ)れ7,,,総II
録 と称 し、やが ては代表 的な画家 をすべてieげたい とい う意llllであ'・たが 、先づ 二卜II:項IIを選ん
で、その画家 について世 に知 られている作 品 ・史献 ・印1{llなどにllン・て蒐集する{ll'llに着r・した,
これ は主に渡邊一氏の担 当であった。
二十五項 目は黙庵 を別に して室町時代か ら江二戸時代に至るIIIIi家で、いわばlidの代 表的Illli家であ
るが、その二十五 人については果た して正 しいか、i.私の記憶 もはっ きり[、てい ない.し か し大方
は当 ってい るように思われ る。黙庵 ・周位 ・明兆 ・如拙 ・周 史付秀 文 ・'1♂舟 ・史清 ・11[!:V・周徳 ・
祥啓 ・正信 ・元信 ・永徳 ・等伯 ・山楽 ・宗達 ・光琳 ・大雅 ・la.:_ill:・蕪村 ・比1挙・抱 一 史晃 ・軍山 ・
椿山等でその一部 は渡邊氏 によって美術研究 に発行 された 、
とにか く当時文1献上に知 られ ることを網羅 し、落款印譜類 もすべて集め、 もとより雑誌その他図
録等 に掲載 されてい る作 品について複写 し、資料 となる関係 虻献 も1:{1られる限 り集め るこ とで、'JL:
立 目録の 切抜 も必要 となる。研究所に売立 目録 は全部揃',ていないので、先づそれ を欠落な く揃n.
る必 要になって、主 に神 田、その他の古書 店をさが し求め た1、売 朝1録 に川た:1'1〔項 日画家はそ
の信偽に係 りな し一応集 めることであった。売 、t':B録は両llliに刷'・てあるので 一:llly同じもの を揃 え、
-urnは保存用、 二部 を解体 して、総II録川のカー ドに貼 り、売一、嘲':の家名と、その 年llllをた しか活
字で捺 したaボ ール箱に作家別 に分類 し、細 分類はバ ン ドー ンに準 じたと思 ケ,雪 舟な どは殊に数
が 多 く1しか も印刷 が鮮明ではないので、それほ ど役 、凱つ と も思われないが、総U録 の竪前 として、
すべての資料 を集め るこ とに原いたわけである,,
:1-7i:項目の画家で も遺作品の少ない分は聞題 はないが1例 えば鱈舟の ように真偽併せて多数あ
るものについては問題が あるわけで慨 に1'〔作 と して定説のあ った作IIIAは…応別で 、研究者の問に も
二説 に分かれる作iuriに検 討を加 えるの も、総li録のlm勺であ ったDそ れ故手は じめに雪舟 を取{:げ
ることにな・・た1,研究所 の所 員は もとより川II1[1腎二蔵 ・朋み本楽之軒 ・Ⅲ澤坦 ・藤Ⅲ経11七氏 たち も集 ま'・
'ぐいただいて、熊/`'II11.i・渡遊 氏允1}・がi止 な り、 ・々 そ うした問題 のあ る点 と共に、一逓 りは既
に1'し作 と されている11:品について も区別 を示'」'意味でそれ をAと した、 真作 とはいえないが弟 ∫・
た ちの摸 イ9で・しか もすく1れた作品 を1'とし、その他 はCと 分けた ように記憶 してい る1,このlll`II定









稗 川 一・穂 イン タ ビ ュー
2(X〕9いド成2D年4111411
1jiJきf・:中村`節 ∫・、llllいllF
於 東 京 都lll;田谷 区 畢lli川邸
稗Ill・穂氏q920{1こ一 〕略歴
IIゴ1氏は現 在の和 歌111!"lli辺ll∫に生 まれる,大 阪II∫㌧'r二11芸学†交図案科 を経 て、1939[lli和14)年に
東京)隻術学 校ll本ll町科に人t:'1./'.43年に同'〕∫:校を卒業,,AAlt'1'月か ら]fr:-k..tr12月まで、}4'F研究所の
嘱託 として勤務fill:究所 在職中には、疎開の仕'1「にあた り、山形県の観音寺村 において職ltであ',
た梅 津次郎 とともに、美術研究所か ら搬送 されて くる資料の受 け入れ作業 にあ たった45年8月
に応召 、奈良の部隊に入隊す ることにな・・ていたが.Ll.1形県酒11hllからの帰路 、終戦 となる.、戦後は、
46年のLI展に 「東北の秋」が初人選 し、山 本1至人に師`Fして創造)隻術、新制作協会1体 【1}賠ilに出品、
さらに64(昭和49)年 には創画会結成にあた り、会員と して参加 し、以 後出品をrf"1Lけている また、
70(昭和45)年に東京藝術大学助教授 、72年か ら88年 まで同大学教1受として後進の育成にあ た・・た 、
82年に 「稗 田一穂 展」(和歌 山県立近代 美術館L96いr成S〕{ト に[碑 川 ・穂一 目常にそえる詩情1
展(世 田谷美術館)、2002(平成M)年 に 「稗II1・穂展」(富1[lll,～、71近IU箋術館)な ど、各地 で岡
顧展が開催 されている02001年には文化功労 者に選ばれたII
美術研 究所 の嘱託 と して
【聞 き手】先生が研究所 にい ら した時期のこ とで弓が、昭和19年 の6月 に人 られている、
【稗 田】そ うですか。18年のgJ=]に学校 を繰 リ ヒげ卒裳で川 まLた それか ら大阪Ilf":r芸学校
に嘱託教師で行 きま したが、大阪で 中学の教師をべ… てい
`嘉嘲階
たらとて も勉強できないので、3、4カllで辞めたんでづよ`
(笑)僕 の1年 上 の月岡榮貴 さん にい ろいろ技巧 の ことな
どを聞いていた関係で1も う11"1東京に戻 ・・て どこか勤め
口が ないか と伺った ところ、月岡 さんが関 「・代 さんを知 っ
てお られ、関 さんの紹介で)亀術研究所に 人.,たわけでり,
1聞き千】美術研究所に人られてな さったおfl:'jic.f:ア
【稗II―】図書係で す 、図ll}係のFI.に 白・1;IEIよしさんが11
任でお られて、蔵ll}二の裏の 番り凸をfJけた りしていたんです,
【聞 きr-】黒IIII≡己1て蛍貫r{のこのお部レ1是'ぐしkう か,
【稗 川】そ うそ う、この別室の ほ ・rに事務室みたいなのが
あ ったですね
【聞 きqお 仙 胚を されていたの1よ、 多分.,'r.II楽学 校v)llv3
広いお部屋です よね,






側ll・ 穂 氏{・{{京κ1}lll田「ト1く内 の
こil'E.三仁 て 訓亘旧ll・1月ill1撮影〕
4.95
【聞 き手】そ うす ると資料室 ですね。
【稗 田】階段 の右 の方です 、左の方は隈元[謙 次郎]さ ん とかいろいろな方 の研究室みたいな。
【聞 き 月 あの当時の研究員、職員で先生が会 ったのは。
【稗 田】隈元 さん、梅津[次 郎]さ ん、それか ら田澤担 さん、河北倫明 さん、,それか ら菅沼[貞 三]
さん.,
【聞 き 弄】関先生はもうい らしたんですか。
1稗 田】関 さんはその下の助手でお られ ましたね、,
[聞き]団 隈元先生や1[1∫北 さんは。
【稗 川】1階 の人ったこちら側ロ河北 さんなんか 、こちらの道路に【lllした部屋 にお られた記憶 が
あるけ どね1、この真ん中の辺 りに隈 元 さんとか、菅沼 さんがお られ℃ 、
【聞 き]胡 お勤めのときは、 もっぱら1階 でお什 事をな されて、2階 に ヒが られる ようなこと1よ、
【科1川 】 ないですよ、僕は図ill:係で ここばか りだか ら、あ まり行'・た ことが ない、,
隅1き 月 嘱託 というのは毎 目行 くものですか、
【稗 田】 ほとんど毎1-1行きま したねら朝9時 に行 かなければな らないのに、僕はあ ま り9il・llに行
かな くて、空襲のある11なんか、空襲だからちょっ と遅 れて もいいやなんて思った ら、僕 より遠
い国分 、》のL野 アキ さんがlliていて、僕が近い:11r祥寺 なのに、遅れた りてい うのは悪 かったな と
思'」た.,'b,」..えはあ ります1,(笑)
疎 開
【11ilきr-aIll拝ll19年の6月 に入 られて、8月 には もう疎開 を始めてい ますね、 夏に作 品を疎開 させ
たんですね、,
【科1田 】 そうですね,,暑い覚 えがあ ります、東京 美術学校の蔵titl[1と・緒に木炭燃 料の トラッ ク6
木炭だか ら煙がいっぱい出ます よね,,それで一・締に行った西11iDll秋]とい う芸 大の 遼術解剖学
の先生、,あの人の顔が真っ黒 にすすけたことを覚えている、,僕もすす けたんだ と思 うけど、
【聞 き 門 トラック1台 で乗 りました?
【稗 川 そんなにた くさん じゃなかったねn何 台 出たのか もわか りませんが 、
【聞 き 月 先生が ここにお勤めの ときに、2階 に黒 Ⅲ記念室があ りました よ瓶,黒 田の絵 を並べ て
いる部麗,、
【稗 Ⅲ】そ ういう記憶 があ まりないね、,一上に絵が並んで いるの を見たことが ない、そ う}一へ度々行 っ
たことはないです よ。
【剛 き手】 昭和19年 の6月 、8月 とい った ら、 東京 も、も う空襲が始 まってい ま したで しょうn
【稗 川 そ うですね。僕 は美術研究所で空襲 は度 々見 ま した よ。屋 ヒへ上が る と1よ く敵の飛行
機がずっ と来るのが見えますか らね。そ うそう、,倉田['文作]さ んか ら誘われて、,「おい、見よ う、
n.よう」って。(笑)こ こから見 ると、浅草のほ う、ず っと向こ う、千葉 から飛行機 が入って くる と、
急 に向 こうの飛行機がずっと上へLが るんです よ。高射砲が届か ない範囲にず っとLへ 」二が るん
ですが、そのず っと上へ.ヒが るのが よく見えた,、今の博 物館 のこちらに、池 、啖水みたいなのが
あ りますね、あそ こらは昔 、全部芝生で、僕が学生特代は まだ芝生 だ ったけれ ども、そ こに高射
砲を2台 据 えて。研 究所が疎開す るころは高射砲みたいなのがあ りま したね。 ここか らよく見ま
496
???
した よ そ して、浅ll㌔二のほうなんかが空 襲
された ときに、関 さんは顔 を呉'・黒1こすす
けて 、研究所へ、おや じさんか な、家族と
一緒 に来たの を覚 えている 、
【聞 き手】焼 け出 された んで閲 よね、関先生
は。それで戦後 も多分、Illl究所 にLば らく
fllんでい た 白畑 先生1も住んでいた みん
なTi:んで いた と,1'ってい らしたi野 光'1・.
も この写 真は、西多摩の絞 を疎開 した ヒ
ころで・4
i稗ICI】東京の、11:II市か何か,.


















}セ術 品 疎 開 先 のr1:11市谷 合 家 に て
左 よ り前 川 餐次1川 澤 州 、 ・人お い て 川 中lli4r概、隈 兀
謙 次 郎 、[野11'1'昭、111中喜作 、 澤 柳 大11二郎1「1㌦野 直 昭
lll、己 蝿{三1ぐ芸 術 ノく'1タゴ1卜1足東京 庭術..,:校簡 第{ru別 巻.1
き ょ うせ い,1997イ1より}
て い か れ て い る ん で す よ ね 。 こ れ は い つ1/]?j:t'iなん だ ろ う 、昭 和19年 に は 違 い な い こ の 疎 開
し た 後 に も うllril行っ て い る と い う こ と で し ょ うか ね 冬 だ か ら,昭 和1y年 の 冬1
【稗 田 】 こ の と き 東 京 美 術 学 校 は 、-L野 さ ん が 校 長 だ ・・た ん で す ね 僕 、L野 さ ん に は 会'・た こ
とが な い で す ね 。 これ は 柳'{さ ん 。 前 川 泰 次 さ ん も こ こ に.!Jられ た ん で す か こ れ は 芸 ノ、の 先 生
を や っ て い た わ け で す か 。
【聞 き乎 】 こ れ は 多 分 、 美 術 学 校 組 と 研 究 所 組 が 一・緒 に 行 ・・て い る の で 、 多分 前 川 先 生 は)罰11学校
の ほ う で い ら して 。 と こ ろ で 疎 開 を す る と き の 荷 造 り と い う の は 、白 分 た2:,でゃ'・た も の で ヨ か1
【稗 田 】 荷 造 り は み ん な 業 者 で す よ 、 だ か ら 、 僕 な ん か 、rを ドし て 荷 造 り し た 覚 え は な い 、1こ
れ と こ れ と こ う や って と か 、 何 とか っ て い う の は 、 白 畑 さ ん な ん か が や っ た ん で し ょ う ね,僕 は
あ ま り そ う い う 記 憶 は な い 。 だ か ら 、 す る こ と が な い か ら 、 こ こ ら辺 に 座 っ て 、 ・II中、 イ翼ば か
り見 て い た 妖 、(笑)
【聞 き 手】 で も 、 嘱 託 だ か ら 、 給 料 は も ら え る わ け で し ょ う?
【稗 川 】 給 料 と い っ た っ て 、 そ ん な に ト分 な もの で は な い け とね
【聞 きr-】rl畑)冠ノ1ことい う の は 厳 しい 方 で し た ヒ
【稗IU1い や 、 別 に 厳 し く も 何 で も な か ・・た で 弓 よ 怒 ら れ た こ と も な い し1
【聞 き 手 】 先 生 が 研 究1'11で嘱 託 を さ れ て い た 時 期 と い う の は 、 そ れ こ そ 本 柴 の 絵 の 制11・と い う の は
ど う さ れ て い た ん で す か 、
【}F卑F日!こa)ころ`よ糸会ヴ)1」1]f乍は1よと ん どL『ぐし、な4ド ぐ団'オ,11り,Ilfl川究 四面 二'時な1ナォし`lfし・け な し、ヵ・ら
【1卦1きf1うヒ4三、 ∫II'・方で お{1・11めJ!二は 工三{'1:lli∫f究四rで一」け れ と も 、111イqL人光'L(ノ}とこ7・に はilllわれ
て い た ん で す か1こ σ)問、Ill本さ ん と は お1・1'き合 い は あ り 釦,た か
【干卑111】{i,「ツヒ,幹に 舌1㌧・・(いf,二)とき`よ1ヒう ノ:・」た カ・なi;.ノ、完 ノhノ)とこ ノ,を11ハね 『(『し・',た(ハ`・上、 石霧
か 研 究 所 へ 行 っ て 、ガ・棚レ1る 前 だ っ た ヒ思 う ね た け と'、層'σ)と こ ろ を 訪 ね て い ゲ ぐい 鵡 ・rL:
襲 警 報 が 嶋 り た のFて い る か ら 、 終 戦 前 でrlね
【【lilきr】III怖汰 先'Lの と こ ろ へlrか れ る と 、 ほ か の 絵1!Illlきさ ん 、1列え ばlllllllll」<1・liさんIL:か、 そ
う し・う ノ∫もし・らLて し・た/し'ぐ寸 力・













■ 耀 凸 一
1[1形ll脚～酒111に疎 聞 した 、 虻部 省 ユ芝術 研 究1サ1にて
ノlLil刊1川・槽 、荻1旦}1:梅津 次 郎 〔1稗「it一穂 展 」
カ ケロf,田'旧1谷}こ術 館,1996年 よ りl
Ilhl∫、 本lllj毒ぐ倉 珂・:に疎1if1とあ},ま 一$',
【稗
い うお弟子 さんの集 ま りみたいなのをつ くったのは
終戦後です、,これ、ご存 じか と思 うけれ ど。世II浴
美術館でや った ときの展覧 会のカ タログ、 ここに酒
11」にいったときの写 真が掲載 されています.
【聞き 月 本間家 ですか?
【稗 田】これは梅津 さんと、荻原さん.写 真担当の人,
【聞 きr】 研 究所 がII}甘田に疎開 していた とき、職員の
人は何 を していたんですか1,本は全部箱か ら出 した
んですか,
【稗 田】 こ も包みで随分た くさんあ ったね,,この部
屋以 ヒの分 量があって、そ こへ ・応 届いて、そ こか
ら荷 中.でまた1時 闘'トぐらいの観IL』喬'村'へ疎llllし
'(「II向こうで荷 をほど くこと1もな しに終戦にな りま
したね1,
【聞 き 丁・】 これは昭和2{}年で7」よね;コ 月、Ill形県酒
田】そ うです ね、,この ぐらいで しょうね.向 こうに行って 、ほかの1`は知 りませんでしたね、.
梅津 さん と僕だけで、荻原 とい う人は知'・ているけど、ほかの人はと'うな'・ていたか知 らないで
すね,
【醐 きr】 ・緒 に酒 川に行かれてい る方が、川+llil`rl`と田澤担 さん、隈 元さん、菅沼 さん、rl畑さん、
悔津 さん、あ と関 さん、鈴 木さん、荻原 さん、1`沢さん、Elai1!1=.さんが酒川に行'・たY
【槽 川】ほかの人は知 らない
【聞 き 臼 みんな嗣 じところに ド宿 したわけではな く、み んなば らば らのお うちに
【科1旧 】 どうで しょうかね、資料の ・部が行 くの は、恐 ら く観 音寺とい う1カ 所 だけだ'・た と思
いまhlI酒川のほかにはね1,そこへ は梅津 さんと僕だけ ,それは前の村長 さんの うちだって、}っ
てい ました そこの蔵 をL:!1りて、そ こへ疎開 したII
【聞 きqト ラ ックですか、それ とも荷II〔?
【稗 川】そ う、荷 中二[コだか ら、鴇かったことは覚 えてい ます、、僕 は戦 後になって、初め 日展 に出
してい ましたけれども、「東北の秋」 とか、「羽黒」を描いたのは、こっちに行・・てか ら、その休
みに羽黒なんか写生 に行 った1、そ うい うこ とで羽黒の絵 を描 いたんです、,
【聞 きP】 これ 、そ うい うことなんです か、この絵 はC,
[稗 川】 これは向 こうの庄内平野で、 この百姓の 婆が非常 に きれいだ った、 美しかったか らね,
観 音芋の宿屋で、ちょっとそ うい う服装 を して、娘 さん、描 かせて もらった。
【聞 きT-]とい うこ とは、先生は1呵材 を持 っていかれたわけですね0ス ケ ・ソチブ ックとか.
【稗 田】 スケッチブ ックとかはあ りましたけ どね。簡単な クレパスみ たい なもの とか。
【聞 き]‾'それの基になっているわけですか。 こうい う、向 こうの地元 の人がモデ ルになって、そ
れをスケッチす るようなゆ とりとい うか、時間はあったわけですか。
【稗 川】そ うです ねp日 曜 日とか、休みはあるのでr,
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【聞 き乎】酒 田にい らっ しゃる とき、月曜Hか ら毎1口1:
事・としては、何 を していたんですか1,
【稗 田】酒 田に行 って、観 蹄芋に行って、それで荷ほ
どきして、整理す る1`JLだったのが、荷ほ どき した覚
えがないか らね。何を していたんだろ う試笑)まだ次 々
来 るの を受け取 るような状態 だったのかな、運 ぶだけ1、
【聞 き手】 それだけ 本が 多か った とい うわけですね1、
【稗 Ⅲ】 そ うですね 、多か ったです よ,、
【聞 き乎】中:両5台分.,てll}いてあ りましたか ら,,
【稗 川】閲 覧室のああい うカー ド、あの分だけで も相
当あるで しょうね,、
【聞 き 月 本だけ じゃな くて、ii:fl、研究所 には鉄製の 大
きいキ ャ ビネ ッ トとい うか、引 き出 しみ たいなのが
いっぱいあ りました、,
【稗 Ⅲ】持 ってい ったか もわか りません よ1,











間に2カ 月は過 ぎる,(笑)酒 川に行っている間は、ii京には 一度 も戻 られ なか った?
【稗LU1戻 りませ ん1、そんなに長い こと酒川にはいなかったと思 うけ どねn
【聞 きf】 向 こうで信 太金IIllという1!本lllli家の方と ・緒に働いてら したのです かr,
【稗Ili】それはll本画の1のi年 ドです,、僕が勤めている とい うので、何かのつてで、僕 の後で
ち ょっ とだけLま したけどね.、だか ら、便 はこの人 と ・緒 には働いてい ないですよr7辞めて、n
分の郷 壁の秋 川に帰ったかな、信 太さん1よ,私が酒田で召 集令状 を受 けた とい うのを聞いて、秋
田か ら来て 送 って くれ ま したけ と'ね,その とき秋田で 『魁新報』 とい う新聞 祉の 記 滑をやって
いた。ああい う性格では、1記者なんか とて もで きる ような性格 じゃなか ったけ どね,後 で聞いた
ら、H本 がtに 負けて、講和 粂約を受 けたとい うことを知一}ていたら しいんです、新聞isだか
ら。そ うい うこ とを全然 言わないで、 万歳 、万歳で送っていたか らね1、
【聞 き手】 白畑先生 のこの 文章を、涜むと、1'1さんが同 じところで た くさんいたよ うな イメージで し
たけ ど、違 い ましたね。一ヒ野 アキ さん とも先生は ・緒に働 いていないわけです よねu
【稗 田】あ ま り印象 にないね,,僕と行 き違い と思 ったけ ど、そ うい う空襲 のことで 知ってい るか
ら確 かにち ょっとしば らく一緒 だったんですね、美術研究所で会 った覚えはあ まりないですねll
【聞 き手】梅津先生は一番親 しかった という感 じ!1
【稗 田】一緒 に観音寺 に行 って、寝 泊ま りしましたか らね。
【聞 き乎】そ うい うときは、梅津 先生は もっぱ ら勉 強 されていたんですかね。
【稗 田】 よ く知 らないね。 どうい うことをや っていたのかね。
【聞 き手】 看板 は出 していたんですね1.「文部省美術研究所」 と[1
【稗 Ⅲ】fil∫かil}二いてあ りましたね、,
【聞 き手】 暴il}の板看板だった,,あちらで疎開Lた 本間家 とい うのにはr1かれた ことがあるんです
かCl
4J9
【稗 旧】ないです。そ この荷究所へ ち ょっと寄 って 、す ぐ観音嵜。 だか ら、酒 田に泊 まった こと
もないですL'
【聞 き手】その ときは酒田 も'JL襲があ ったんですか。
【稗 川 いや、 なか ったです よC,そのず っと前です、,酒田では空襲 はあったんですか。僕は観音
午村で{令 状 を受けて、奈良の連隊 に行 くときに、汽車 で直江津II奪1りでず っと行って,,新潟の
ちょっと乎前で長いこと、6時間 ぐらい汽車が動 かなか った、空襲でC,新潟駅でおばあ さんが乗っ
て きて、僕の座席の前に座 って泣いているか ら、どう したのって聞いた ら、 口本が負けたってい
うんです よねnあ あ、やれやれ と僕は思 ったfl(笑)それで初めて終 戦を知 ったんです よr,だから、
奈良の連隊に行 く必 要が なくなって、壷坂 の、疎開先の うちへ帰'・た ら、役場か ら{集 令状、桃
色で したけれ ども、それ を取 り返 しに来て、そ うい うこ とがあ りま したr,だか ら、ずっ と奈良の
壷坂で、終i伐になってか ら、1カ 月近 くそこにいた ような気がす るけどねn
【開きr1電III:の中とい うと、"iに1日 前 ぐらいに川発 しているんですね、,(笑)
【稗 川】そ うです,,1鐸宇放送が あったの を聞いた、,おばあ さんが乗ってきて、日本は負けたって
泣いていたか ら,、
【聞 きr】 イく間家の倉庫に入ったのは,Jが人 っていたんだろ う、先生 はノく沢村 とい うのは行かれた
こ とはないですカ㌔ 観 音寺 と大沢 と分かれたみたいなんですけ ど
【稗 田】そ うですか、 大沢 とい うの は知 りませ ん、,
【聞 きF'み んな、ここのこの人たちは、ば らば らだ ったんですか1、観1千亭村 にいたのは、梅 津先
生 と稗川先坐 と2人 だけだったんです ね。
【稗1川 そ うですね、大沢村 とい うのは初めて知 りました、
【聞 き千】先生は昭和20年 の12月 に美術研究所 を辞めたこ とにな'」てい ます、
【稗 川】 婆術研Lf'Jrを辞めたのはね,、終戦になって、 奈良に帰 って、それで僕は大変悪いけ ど、
学 者になるつ もりで研究所 に行 ったわけ じゃないか ら、どこかに勤 めてい ない と徴用で引っ張 ら
れ るか ら。だ から、戦争が終わ った ら、そ うい うことはなくなったか ら、 もう〕こ術研究所を辞め
させて もらお うとい うので、それで`E・f・めたんですよ。
終戦後 の こと
【聞 きr-a終戦後 もおfl三まいは:吉祥寺にロ
【稗 川】そ うですね、一ド宿です よ。実 家が大阪 か ら奈良 に疎開 したか ら、そ こへ帰 って、奈良 だ
か ら奈良の連隊に入隊 とい うことで。
【聞 き 月 終戦後 は研究所 には戻 られなかった?
【稗 Ⅲ】1日 ぐらいあいさつに行った覚 えはあ りますね。
1聞きr-a終戦後 は?
【稗 川】美術研究所 を辞め てか らは、進駐 軍の奥 さんに絵 を教 えてい ました。油絵 とか日本画 と
か、進駐軍の奥 さんが4,5入 グルー プをつ くって、そ こへ僕が 教えに行って。 その人たちがお
;u:を出 し合って、それ を僕が もらって くる。
【聞 き手】 どなたの紹介だ ったんです か。
―稗 田】 それは害祥寺 に下宿 していた ときに、同 じうちに進駐軍 の婦入の宿raの舎監をや ってい
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る婦 人がいて、その 人が私に、向こうの奥 さんで絵 を習いたい 人がいるけれ ども、あんた、教 え
ないか とい うので、それでの この こ行 ったわけです よ、それが4、5人 、初め、 グループだった
のが 、割 合評 判が よか ったのか 、だんだん増えてね、そうい う グループが5、6組 になった1,ワ
シン トンハ イツ とか、こち らが 出張 していって 、それで随 分生活が助 か りましたね、,(笑)そう
い うところで背広を もらった りして、(笑)
矢代幸雄 につい て
【聞 き 予】学生 さんの ときですか、 矢代幸雄先 ノkの授業 を受け られているんで しょう?そ れは何
の授 業ですか1,西洋 美術の授 業です か、
【稗 川】特 殊講義で、水!;4jdijの研究 とい う。
【聞 き手】 それは週1回 あった?
【稗 Ⅲ1そ うですね。 学校 の講義 の中で 一番面白か った とい うか。それがまとまったのは 岩波新
書に。 あれの根本の講義です。
【聞 き手】 もう先生が東京美術学 校の学 生 さんの時 代か ら、矢代先生のこ とは而識があ ったわけで
すか。
【稗 田】そ うですね。だけ ど、矢代先生 との 問は 、学生の時代は、ただ講義 を聞 くだけだ ったん
です けどね。非常 に東洋画、日本画に興味 を持 って もらっているというのは、頭にあ りましたから、
創造美術がで きて、僕 らの、何か研究 会をや って、11に1回何か しなければならない とい うとき
に、矢代先生 にお願い して、博物館の講堂をII::1_1りて、2、3GPI講義 をして もらったこ とはあ ります.
【聞 き手】美術研究所の嘱託になって軽 井沢 に行かれたのは、昭和19年 の冬 とします よね。 矢代先
生はよ く研究所にい らしていたんですか、,矢代先 生は2階 で何か されていたのですか。
【稗 田】それの助手 とい うか 、手伝 いを したのが倉HIさん。創IIさんはi'111'院か何かだったかなit
矢代先生 のお手伝い をしていた,、(注:Ili和15slに、1始kされた東洋美術国際{;)『究二慧は、黒川記念館
の2階 で業務 を行 ってお り、1司研究会に矢代は関 与していたと推察 される、,)
【聞 き手】 それは終戦 後の話ですか。
【稗 川】 戦争中で しょうね,,外国 人は軟 禁状態 とい う。(注:戦 中期の・繕釜井沢には、 スイスなどの
中 、乞国、非交戦国の臨時公使館 などがあ')た。)
【聞 き 刊 軽1卜沢で、矢代先生の11.語での講演で、先生 はスラ イド係だ ったわけです よね。何 人 ぐ
らい聞いてい ました?
【稗 川1さ あ、40人ぐらいいたかな、割合多かったです よ。40、50入の ような感 じが したけ どね.
【聞 き刊 それは 日本の美術の話だったんですか,,
【稗 田1そうですね、,目本の美術が 主だった と思 うね,,西洋画の スライ ドはあ まり覚 えていないね。
だけ ど、 日本の これこれ、 とい うの も覚 えて いないけ ど、
【聞 き刊 矢代先生 とい うのは 、Ii本語で・.IG:通に会話す る ときと英語で講演 され るときと、感 じが
全然違い ます か?
【稗1[1】非常 にす らす ら話 してい ましたよ、 英語 で,,僕なんかが学生の とき、講義の ときに 言っ
ていたけ ど、あの 人、ボ ッテ ィチ ェリの研究者で しょう?イ ギ リスでボ ッテ ィチ ェリの本 を出
して,,ll本人で外 国でそ ういう本 を出すのはJl≡常 に難 しい と1,しかも戦争II1[満州'1`変・支刀1～5」`変]
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で しょう?日 本とい うのは向 こうではあ ま りいい感 じを持 たれていない ということをち らっと
聞いた覚 えがある。矢代 さんは水墨画の研究の とき言 っていたけれ ども、向こうでずっ と見てい
て、日本の美術 はどう見えるか、それが心配で、帰 って きて、_.初 めに 「信貴山縁起」 を見て、
日本の美術 とい うの に対 して自信 を持 ったとい うようなことをお っ しゃっていた。そ うい う世 界
の中で 日本の立場 とい うのを、僕 らも戦 中のああいう教育でやられてい ましたか ら、全然知 らな
かったけど、矢代 さんはそ うい うことをちらっと、僕 たちに差 し障 りのない程度 にちょっと言わ
れた。
【聞 き手】軽井沢で外 国の人た ちを相手に英語で話す ときは、 当然憲兵 さんかお まわ りさんか付い
ているわけですよねf,
【稗 川 そ うい うの は見なかったね。 どこかに隠れていたのか もわか りませんよ,、多分いたで しょ
うね、 その竪 日か な、「稗川滑、 ちょっ と散歩に行 こ う」 とiiって、熊野 平 まで行 って、それで
いろい ろイタリアでの話を、ジ ョッ トの空の背が とてもきれいだった とい うよ うな話 をいろいろ
聞いて、僕 はそ うい うのを見たいな とい うような気持 ちで イタリアに行 きましたけ どね、,
【聞 き1ヨ や っぱ りll本の空 と違 ってい ましたか、イタリアの空は、,
【稗 田】外 国へ 行 くと、色が鮮明ですね。 だか ら、カメラに撮って も、 ドrく そで もう まく撮れ
るような気がす る。(笑)学者とい うの は、非常 に理論的でないと駄 目なんで しょう?絵 を見た、
その 人が感 じる感受性 というか、そ うい うこ とが第… じゃな くて、学 者とい うの はデー タが 基本
で 、例えば1芯挙の 「七難七福」だったか な、 これはこうい う作品 とこうい う作品の問にある作品
だか ら、価値がある というようなこ とを、ある学者の 人は言っていたけ ど、僕か ら見た ら、それ
はつ まらない絵 なんです よね、,だけ ど、そ うい う問の作品で 貴電 だとい う、そうい う見 ノ∫はある
のか なと思い ましたがね。 だか ら、美術研究所なんか、鑑定 みたい なもの を持って きた ときも、
先に この ぐらいの落款の 、どうい う落款 を使っているか、その人の 、そ うい うの をまず持 って き
て、それ と首っ引 きにその絵 を見てね。 だか ら、絵 を見るん じゃな くて、そ うい うことを真 っ先
に見るのは、これは違っているの じゃないかな というような気 もしたけ どね、,それ を比べ ると感
覚的に非常に 、見ることに重 きを置 いている とい うのが 、僕 は矢代先生の魅 力だと思 って,,
【聞き1コ 矢代先生 とい うのは、全体 は もちろんご覧にな ります けど、細 かいところ までご覧になる 、
デ ィテールな ども。 ものす ごく細かい ところ まで。あれはち ょっとヨーロ ッパの学者 と違 うんで
す よね。 ヨー ロッパの学者は、す ぐ構図が どうのとか、モチーフが どうの とitうけれ ども、先生
はr一の指の先 まで細 か くご覧になってる。ボ ッテ ィチ ェリの独創性 って、そ うい うところにあ る
んですね。 ヨーロ ッパの学者 とはち ょっ と違 う物の 見方です ね。それが 日本 だとか、東洋美術に
も生 か されている と思 うんです よね。東京美術学校での矢代 先生の講義 というの も、ひたす らお
話をな さるだけです か。実際の作品 を前に して とか。
【稗 Ⅲ】いや、そんなこ とはない。留学 してい て、南京虫に食われた話 とか、そ うい う話がi=分
ぐらい。あれは下か らず っとはい上が って くるん じゃな くて、上か ら落ちて くるよ とかって。(笑)
【聞 き手】大和文華館 の矢代先生 とはず っとお付 き合いがあったんです か。
【稗 田1創 造美術 をやってか ら、そ ういう研究会で矢代先生 に2、3回 、講演 をお願い して、その
ぐらいですけ どね。僕がお礼 に行 った り。
【聞 き手】 それ は大磯 のお宅 まで。
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1稗 田】お礼 に行ったり、交渉に行'」た りしていま したけ と㌔、晩年は頭が 少 し混乱 していた ような,
同 じことばかi.iわれてr,「ところで、君、誰だった っけね」 って1・(笑)
【聞 き手】 矢代 先生 以外 だと、隈 地先生 とか、河北 先生 とはず っとその後、戦 後 もず っとお付 き合
い をされていたんですか、,
【稗 川】いや 、隈 元先!.1:.なんかは、fが 喪術研究所 を辞めてからは 、 ・切知 らない し、河北先生
は研究所 にい る ときはほ とんど話 したこ ともない し、2、3回顔 を合わ したかな、
【聞 き乎】 先生、`;IIは長い時間にわた って、本当にどうもあ りが とうご ざいました,,
付 記
この インタビュー をした後、稗川氏か らお手紙を頂戴 した。その一節 には、当時の こと、矢代幸
雄の こと等が懇 切につづ られてお り、貴重 な証言 として引用 させていただ くことにす る。
……思いがけなくも美術研究所に勤務 していた頃の話で拙宅を御、;方ね頂き何の御もてなしも川来
ないま・うろ憶えにも近い話を致しまして恐縮 しています 戦時 ドの'IFで研究1り『の先生方も勉強ど
ころで無かつたこと}推察していますが私の様な者をよく採川して頂けたf・を感謝 していました
その節置いて下さいました記録や白畑 さんの 文章等拝見して私の勤務の期澗等IE確に的!μ1ました





























































































































































































































































浅野正俊(あ さの まさと し)1907年21nlIl-1～188年4113011
1907(明治40)年2月11E―、新潟県`一こ条1之ilrJ御蔵小路に'kまれる1,旧制 三条II―学校 卒;裳後、1924
(大正13)年 東京美術学校 に入学。結城素明に学び、1929Ull拝li4)年Ili月1本画科 を卒熟,孕 梁制
作 「かごめ」 は、同校 買い上げ となる,r・.後、設 、k準備 中の'li{i牙究所で助乎を1年 務め、美術図
版の整理 や史料類の書写 にあたる、,その後小学校の図画の撫Ill、府 、7:第1'高等女学校(現 豊島高校)
な ど、美術教 師 として40年 余にわた り勤め 、1968(昭和43)年31131「1豊島高校 を建年 退職す
るまで、美術教 育に尽力する。1982(fl{和571年2月1こ瞬生画廊(東 京銀1彗蔓)において個展 開1{r',
1988(昭和63)年4月30!f、肺気腫のため東京都豊島区の病院で死去U享 年8L,没 後の2002er
成14>年5月 、故郷の'{条ll∫歴 史民 俗産 梁ぞi料館で展覧会が開催 された。
新 規 矩 男(あ た ら しき くお)1907年7月3〔)II-1977年9月171i
1907(明治4fD年71」3011、{甲:県 名 賀 郡1,flIl町に 生 ま れ る 。 π 重 県 立 上 野 中 学 校 か ら 広r'-h:・一'
幼 年 学 校 、陸11q:1'iJ'校へ 進 む か 、 健 康 を そ こ ね てIP退,Iii制第 ・高 等 学 校 へ 入 学 、1929dll{和4)
年3月 同 校 虻科 丙 斑r〔を 卒二梁 し、 痕 京 帝 国 人 学 」〔学 剖1庭学..術 史 学 科 へ 人7'、1932(昭和7)年3月
同 学 科 卒二黙,同f卜4月 痕 京 庭 術'r:校講nlllとな り 、フ ラ ン スll'1およ び 西 洋 虻学 をケ1い11,,1934{昭利9)
年12月 、メ トロ ポ リ タン 美術 館 東 洋 部 助 ∫㌦と な り 渡 米 、1936(昭干[lill年12月ま で 同 庭術 館 に 勤 務,
5θ7
1937(昭和12)年 ヨーロ ッパ諸国 を歴 遊 して帰国 し、同年4月 東京 美術学校 に復職 し、 フラ ンス
語 を担 当。1938(昭和13)年2月 講師 とな り、1939〈昭和14)年4月 か らは西洋工芸史 も担 当す
る。1946(昭和21>年12月 東京美術学校教授、1952(昭和27)年3月 東京藝術大学美術学部教授
とな り、西洋美術 史i西 洋工芸 史を講 じ、1975(昭和50)年4月 、定年退官。 のち名轡教授 とな
る。その間、1943(昭和18)年 か ら1944(昭和19)年 まで 、当研 究所 内の東洋美術国際研究会事
務嘱託、1947(昭和22)年 か ら1959(昭和34)年 までは当研究所 美術部文部技 官を併任 し、第二
研究室で西洋美術史研 究、西洋美術に関す る図書および資料の整備、西洋美術文献 の編 纂に従 事U
1959(昭和34)年4月 か ら1962(昭和37>年4月 東京藝術大学 附属図書g.1965(1111和40)年
12月か ら1967(昭和42)年12月 東京藝術大学美術学部長、1970(昭和45)年4月 か ら197Z(昭
和47)年2月 東京藝術大学芸術資料館 長1同 年2月 か ら1975(昭和50)年3月 東};横術 大学附属
図欝館 長 を務め る。これ らの教育活動のほか、戦後の海外学術調査に重要 な役割 をはた し,195(II召
和3D年 か ら1957(昭和32)年 、1959(昭和34)年 の2次 にわたる東京大学 イラク、 イラン遺跡
調 査団(団 長江 上波夫)に 副団長 として参加、1966(昭和41)年 、1968(昭和43)年の 東京藝剃ll
大学中ltヒオ リエ ン ト学術調査 団(ト ル コ洞窟協 会壁画の調査)で は2次 ともに団長 を務める。 また、
1951{昭和26)年 か ら1975(昭和50)年 まで、美術 史学会常任委員に選 出 され、その うち、1969
(il{i和44)年6月か ら1975(昭和50)年6月 の間は同学 会代表 委員 を務め る,7197(1qll{和45)年
5月に財団法人遠山記 念館付属美術館長(非 常勤)と な り、東京藝術大学 を定年退職後は同美術館
の常勤館長 となる。主著に 『英国芸術 史』(研究社、1941年)がある。1977(illイ和52)年9月17日 、



















池田弥三郎(い けだや さぶろ う)19/1年121」21【卜1982年711511
1914(大IE3)年12月2111、11S)銀座の ノくぷ ら屋 「1:」 の3代[1に生 まれ るO叔 父は劇作家で
演出家の池IIIA伍,,東京ll∫、k第・中学校を経 て、1931(lli和6)II./'1]慶慮義塾大学経済学剖ll二科
に人学、193(昭和9)年4月 、文学 部国K科 に転 じ、折ll信夫に師 事1、1937(昭和12)年 、慶慮
義塾 大学 文学 部国 文手:トを卒:Y.,1952(昭和27)年1()11から1966(昭和4D年3月 まで調企研究
員 として'll研究所郷.1:能研究室 に勤 務i)戦後、終戦ll'1:前に活動 を休 且1:した':能学会(折lI,;
を会長と して1943年に発足)復 興に際 し、機関誌r芸 能』 の 再i:11への協 力依頼を受 け、中心的な
活動 を行 う1,慶慰義塾大学 文学剖1教授時代の1957(昭和32)年 か ら1963(昭和38)年 にかけて、
NIIKのクイズバラエテ ィー番紐 に出演 し、 タレン ト教授の走 りとして知 られ るほか、NIIK解説
委員 、NHK川 語 委t1、国語審議 会委員等 も務める01977(昭和52)年紫綬 褒章 を受勲 、1980(lli
和55)年慶慮義塾大学文学 部教授 を定 年退職 した後、洗足学園魚津短期 大学教授 に就任、,i三筥二に 『池
田弥三郎 著作 集』 ・_10巻(角川il}:店、1979～1980年)がある,,1982(昭和57)年7月5日 、肝
不全のため東京都内の病 院で死去。享年67。
石川陸郎(い しかわ りくお)1936年4月10il～1997年6月281!
1936(昭和11)年4月10日 、東京 に生 まれる,,1956(昭和31)年 痕}1σill科大学1:部理'1∫:部人学,
勉学のかたわ ら、当研究所技術補佐 員と して勤務,,在学 中から 文化財のx線 撮 影の研究に携 わる、,
1964(昭和39)年 卒業 と同時に当研 究所保存科学部 文部技官 と して採川 され る,,1三な研究 と して
は、鎌倉 大仏の修復にと もなうガンマ線撮影等 文化財の 光学的調 査、 また1965(llf{和40)年代か
ら多 くなった美術館博物館 の新 設に ともなう展示環境の 研究 がある、,さらに環境 調査研究 をもと
に、当研 究所主催の博物館美術館等保存担 当学芸員研修 を担 当し、保 存科学の教育 ・.IG:及に努める
ほか、1996(平成8)年 か ら日本大学文理学 部非常勤講(illとして保存科学概論 をll簿じる.,1991('1'一
成3)年 には韓国国立文化財研究所の招賜 に より博物館環境に関する研究 交流 を行 うな ど、国際的
に も活動する。1993(平成5)年4月 東京 国 、k博物館学芸部保存修そ夏管理,i.;に任 じられ、1994いr
成6)年3月 末 まで 当研究所保存科学部 と併任,同 年東京国立博物 館'1冗成館がFYILされ ると、保 存
科学の 凱場 か ら展示室、収蔵庫 の保存環境整備設、II°に関'チする、 東京国 ・ン:博物館在1職中の1997er
成9)年6月281i死 去、,享年61。没後 『石川陸郎 遺稿 集』(石 川陸郎遺稿 集1:ll行会、1998年)が
刊 行 された。 当研究所名誉研究員、,
石澤正男(い しざわ まさお)1903年3月31日 ～1987年5月21日
1903(明治36)年3月311i、 東京li∫麹町1×:永川1町に生 まれ る。1925(大正14)年3月1日 制第 ・
高等学校 文科 乙類 を卒業 後、 東京帝国 大学 文学 部美術美 術史学科 に進 み、1928(昭和3)年3月
に同学科 を卒業。1930(lli和5)年1011から1933(昭和8)年7月 までメ トロポ リタン美術館東
洋部の助手を務め、同年711から1950(昭和25)年3月 まで東京 美術学校講師 と して東洋ll芸史
を講 じる,,この問、1941(昭和16)年1()11からは 当研究 所嘱託 、また翌年5月 か ら1917(昭和
22)年2月 まで'li研究所内の 東洋)ご術国際研究∫ヤi三1二を務める、同is月 か ら文部省社会教 育1111文
化 課にX部 技官 と して入省、1950(lli和25)年k化1け保護委11会発足後には、同委 員会 文化財調
査官、 さらに同 年か ら国 、7:博物館保:存修理課 ↓受、1951(昭和26)年1こ1・1館資料 課長、1955(llll和
509
30)年か ら美術課長を歴任 し、1964(昭和39)年6月 に退官。同年7月 か ら大和文華館次長 とな り、
1970(昭和45)年 か ら1981(昭和56)年 まで館長を務 め、1982(昭和57)年 は岡館顧問であった、
また、1965(昭和40)年 に文化財 保護審議 会専 門委員に任 命 される。 美術館 運営 、文化 財行政 に
携 わる一 ノ∫、専 門とす る東洋工芸史研究において も研究論文 を発表。主要論文に 「三つの新収蒔絵
作品について」(『大和文華』54、1971年9月)「琉球黒漆桃樹文様沈金高台付 盆」(『大和 文華』63、
1978年8月)「三嶋大社蔵拳毎蒔絵櫛笥 について」(『大和 文華』64、1979年311)などが ある。1987
(lli和62)年5月211-1、1悩梗塞のためii京都杉 並区の病院で死去Q享 年84。
伊東卓治(い と うた くじ)1901年ll月1211～1982年1月25H
1901(明治34)年111]1211、静岡県浜松 市鹿谷町に生 まれ るf」静岡県 、乞浜北 中学 を%fて、1924(大
IE13)年旧制第一一高等学校文科IP類を卒業。1928(昭和3)年 に京 都帝国 ノk学史学副1哲学 科()隻学
庭術 史～㌧〔攻)を 寧業、,引き続 き同大学院に進むが、1934(昭和9)年 中退 、同 年帝室 博物館研究員
とな り東京帝窒博物館美術課 に所属、1938(昭和13)年 帝室博物館鑑査官補、1941(Ili和16){r
同鑑 査官 に任 じられるが同年退官Q1942(昭和17)年ll哺妄民iKI国、ヒ北京大,...,.,-x学院副教授に%11任、
}繰{口・il教授 となる。戦後は196(昭和21)年帝室 博物館 へ復帰 し、》呂{年に'且i研究所へ 異動、1962(昭
和37)年llfj所美術部第一研究窒長 となる,,1963(i昭和38)年 定年退1マ後は、1965(lll梱140)isか
ら1975(lli和50)年まで神奈川大学教授 として教鞭 を とる。 この間、従来愛好 κo)恣意的鑑賞に
まかせ られ、美術 史研 究上 閑却 されがちであ った'tai・道 史研究の開拓 に多ノくな学間的 貢献 をなす.,漢
字il随の部門で は、「過去現在因果経絵 巻」研究で書の面の性格 を明 らかに し、それ までiii:道史の
材 料が)こ術的制f乍の観察に傾いていた弊 を是正 し、紙背 文書 として存す る仮 名消息 にii:Ilし考察。
さらに、墨蹟 について禅僧のiii'の総合的観察 を試 みる とともに、光学的 方法に よるIii術の研究
でiii:道作品を担 当 し、技法、筆法の特殊性解明 に新機軸 を打 ち出す、,また 『明治 史化1」こ8』(洋 婦i:、
1956年)で、明治の轡道の章 を担当。『醍醐寺五重塔の壁画』(吉 川弘k館 、1959年)の共同研究
者の… 人 として1960(昭和35)年 日本学士院恩賜賞 を受賞。1972(昭和47)年 、勲{等 瑞宝 章を
受勲,,1982(1昭和57)年1月251:1、急性肺炎のため千葉市の病院で死去、 艮}:年80,,
今泉篤男(い まいずみあつお)1902年7月7i・1～1984年1月1911
1902(明治35)年7月7日 、山形県米沢市に生 まれ る。 山形 県立 米沢 中学校 、1H制III形高等学校
理 科甲類 を経 て1923(大正12)年 東京帝 国大学 文学部 美学美術 史学科 に入学、1モに大塚保治の指
導を受 ける。1927(昭和2)年 卒業後同大学院 に進み、1932(昭和7)年 に渡欧、は じめパ リ大学、
ついでベ ルリン大学へ転 じ、デ ッソアー、ニコライ ・ハル トマ ン、オ イデベ ルヒ トらの講義 を受 け
る。滞欧 中、佐藤敬 、田中忠 雄、内田巌、小堀四郎、森芳雄、野口弥太郎 、佐分利 ユ゜〔等の作家 と交
流 し、1934(昭和9)年 に帰国。帰 国の年か ら美術評論の執筆 を開始 し、展覧会批評 、日本現代作
家論、西洋美術 紹介な どに精力的 に従事す る。 また、1935(昭和10)年 には 「美術批 評に就 ての
疑 問」(『ア トリヱ』12-11、1935年11月)を発表、土 方定一 、瀧 口修 造、植村鷹 千代、柳亮 らと
「美術批評の諸問題 を語 る座談会」(『ア トリヱ』15-7、1938年5月)をもつな ど、戦前か ら美術 評
論に従事 し、はや くか ら美術批評の近代的 なあ り様に対 して積極的な発言 を行 う。この 間、1936(昭
和11)年 には美術批評 家協会の創立 会員 とな る。1935(昭和10)年 か ら1942(昭和17)年 まで
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物 故 研 究 員宍穿:Ill各歴
財 団法 人1kl際虻化振 興会に勤 務、194{}GI'杯1;15)年喜こは 文化学院 庭術 部⊥重乏とな る,1戦後は、 美術
評 論界を先駆ll{」に導 き、 庭術 評論 を独rlの領域 をもつII堺へ 高め る、,19A7(Ill杯II22)1:から1948
dlli和23)年まで、'111111究所 〕こ術部1こ在1職、1950(ll,i和25)年跡 見餐ll期た学教授 生活芸術千;ト長 とな
り、翌 年国+1.近代 〕銅顎1{設置準{,iii委員に1「:命され 、 〕毛術 行政 で も多大の功 績を残す、,1952(昭和
27)年跡 見短 大を退職 し、同 年創設の国 、ヒ近 代夷術館次長 に就任、19511昭和26)年)矧tl調査研
究 のため欧米 を歴訪,伺 年毎 月新聞子tiこ催の 「サ1」ン ・ド・メif本展」が大きな反響 を1呼び、糊年
11本作家がパ リの同展 に招待出品 されたの を見て、創刊間 もない 『美術批評』 誌一1:にfly作111111に対
す る率 【1'1:かつ鋭い批判 を寄せll命議 を呼ぶ1、195Gll{和29)年美術 一..r.f'論家連盟創 立に際 し常任 委員
とな り、:kli.1:年か ら 958(Illl和33)ζ1三まで仮称 「フランス美術館」設li脚韓備協議会 委員 となる,Ild
立 近代 美術館次長 として 、「現代美術 の実験展 」(1961年)を1矧lllし、荒川修作 、巾西夏之 ら若f
の作家 をと りあげ るな ど意欲的な企画 を主導。 また、浅井忠 、梅原龍二三郎、安井曾太郎 、坂本繁 二
郎、熊谷守一 か ら森芳雄、山口薫 にいたる近代 日本作家論へIIllllを広げる、1963(11召和38)年 国 、ン:
近代美術館 京都分館長 となり、1967(昭和42)年II彰頚ガ{が独 、7:し京都IIこ1、71近代美術館 となるにと
もない初代館長に就任、 これを機 に工芸のilll界へ も強い関心 を寄せ、以後、富 本患1畢f、III∫jl:寛次郎、
濱 田庄司、岩田藤七 、芹沢鐘介、志村ふ くみ らをとりあげ、 「芸批評 に新機llll1をもた らす1,1969(昭
和44)年 京都 国立近代美術館長 を辞Tr:,1x.371{ll'拝II46)年か ら跡 見学園 女r大 学 〕難学英 術i氾学利・
教授 と して西洋美術 史を講 じ、1974(昭和49)年 に退職.、彪 大な 呂:述のi櫻 な ものは 『今泉篤 男
著作集』 全6巻(求 龍堂、1979年)に収め られている,1984(Ill{和fig}年111191【、急性心不rr
のため東京都 目黒 区の病院で死 去、」其年 呂L、
岩崎友吉(い わさ きともきち)1912年4月101i-199(}年1211511
1912(明治45)年4月10n,神/::・3;川県に生 まれる.ll939(昭flll4)年東京帝llこ1大'}∫:化学科を卒1業後、
同大学 院に進み、理学部副 手、助 罫を務め る、1948(昭和23)年 東」;(国、ン:博物 館に発足 した保存
修理課保存技術研究室 に 史部技.i,;として採 用 される1,文化財保護 委員会の設置にともない.k化 則
撮護委 員会事務局保存都建造物課li牙究室 を経 て、1952(昭和271年 に 噛!1研究所 に保存孝:ト学 部がで
きると同時に同部化学研究室σ)研究 員とな り、化学研究室長、修理技術研究室長 を経て、1973(昭
和48)年 修 復技 術部づ邑足 と同1時に修復技術部長 とな り、翌年退官。この間、1949U昭和24)年 金
堂火災illll後の法隆 寺国宝保 存にlllする調 査を委嘱 され、次いで1750qlll和25)年1こ壁 画の 化学的
保存処置のために調査=Eを委嘱 され る、その後 、各地で1;5i;rni.んになった歴史的建造物や修復にともな
う内部 の部材 彩色の保存処澱 を担'1i11972(昭和47)年 に発掘 された高松塚 古墳の壁画保存 につ
いては、 ヨーロ ッパの壁爾保存の'実態調査 に参加、專門家を招珊 しての修理方針の決定に寄与す るr,
1964(昭和39)年 か ら1965(昭和40)年 にかけてベルギーの王立文化財研究所客員研究員 と して
文化財保存 の西 欧的手法 を研究 したの をは じめ、1967(昭和42)年 に11本が加 盟 してか らの8年
間日本政府代 表 として、イクロムtlCCR[)M,x化財保存 のための国際研修機関)の 運営 に関わ り、
1969(昭和44)年か ら理事 を務めるu主 要論 文は 『保存科学』『古文化財'之科学』に所載1,著作 のエ ッ
セイでは、『大正っrの お しゃべ り』(II本放送 出版 協会、1975s!)の中の1廓 「炭火」が197}(昭
和50)年 の 「年間優秀IOOエッセ イ」 の一・つ に数えられ、後に山本健 占編 「11本の 名随筆20冬








































1912(明治45)年311171i、東京府豊 多摩郡に生 まれる、,1日制浦 和高校 を経て 、1935(昭和lo)
年東京帝国大学 文学 音ll国文学科 を卒業,,しば らく教職 と兵役に就 いた後、1952(II和27)年101)
当研究所芸能部 に人所、演 劇研究室長、llfj部長'lf務取扱 を経 て、1967(昭和42)年 初代芸能部長
とな り、以後1974(lli和49){1この退,i'fまでわが国の芸能部門における 文化行政に大 きく貢献する,,
同年4月 よ り実践 女 ∫・大学 文学 告ll教授 に就任 、また在官中か ら1(fi女子 大学 講師を務める、鶴屋南
北研究0)第・・人者で、『歌舞伎評判記集I」気』(岩波ll}:店、1972-1977年)の牽引 者で もある1,演劇 、
費楽の研究基礎 資料の整備につ くした功 績は大きく、同氏 嵜作集が企画 される1,芸能学会常 任委員、
ll本歌謡学会、Illllll文学 会の常任理 事、 またx化 庁芸術祭の演劇剖～門あ るいは舞踊部門の審査委貝
の ほか、 文化財保:護審議会 専門 委員を務め る,,1979(Ill{和54)年101」21日、胃癌のため 、東京
都杉 並区の 白宅 で死去,,享年67、,没後、1979(昭和54)年111121i付でIE五位勲四 等旭II小綬 章
の追贈 を受けた。 当研究所 名誉研究 員、
江本義教(え もとよ しかず)1892年toIJ28【卜1979年5月181i
1892年(明治25)年10月28日 、 東京II∫に生 まれる、1917(大11{6)年東京帝国大学」11!科大学植
物学科 を卒業。1934(昭和9)年 「硫ilii酸化細菌の生理」 によ り理学博f.の学位 を授 与され、同年
学習 院教授 となる。の ちに学習院 大学名誉教授の称}ナを授 け られる,,1958(昭和33)年 か ら1973
(昭和48)年 まで当研究所保存科学部の調査研究 員として、法隆 、¥金堂焼損壁ll匪ii、高松塚 占墳壁lllli
の微生物の調査 と防除処理 の研究 を行 う。1974(II和49)年却;玉陛 ドに 「温泉 と硫黄バ クテ リア」
について御進講、同年紺綬褒章 を受勲。-i三著 に終 生の研究を集 大成 した 『Il本変 形菌原色図、1普』(　一):
文、産業図書 、1977年)がある,,1979(昭和54)年5月1811死去、,,}:年86,,
江本義理(え もとよ しみ ち)1925年7月3日 一1992年41111日
1925(大正14)年7113日 、 東京ll∫に生 まれる,,1945(昭和20)年4月 東京帝1K1大学理'1∫:部化学
科に入学、,1948(昭和23)年3月ll`j科をN・v;、同年 ・tllから法隆 芋国宝保存1事 事務所 の委嘱に より、
法隆 寺壁 画のIJ轟1査に参加,,1・ij年12月、国 、/.博物 館保fr二{1釜理課 保存技術liJl究室勤務 となる、,以後官
制の 変更に ともない、1950(昭和25)年911文化財保護 委員会保rf:部建造物課保存科学{ill究室勤
務 、1952(昭和27)年41Jか ら'li研究所 に新 設 され た保 存科学部化学研究室へ 異動。1967(lli和
42)年3月 主任研究/1'で、1971(昭和46)年511化学研究室 長 とな り、1975(昭和50)年4月{呆イ∫:
科学 部長就任、1987(lli和62)年3月定でr退官す る1、この間、1967(昭和42)年4月 か ら1992('ド
成4)年4月 まで東京藝術人学美術'〕∫:部講師 、1983(昭和58)年4月 か ら1988(昭和63)年9月
まで図:1垂圭:館情 報大学講師 を務める、戦後、わが困の 文化財 の科学的調査方法が未確 立な状況の中で、
他分野の検 査方法 を文化財調 査に取 り人れ る試み を続 け、1955(1昭和30)年 、サ イクロ トロ ンに
よる放射化分析 を行い、その後 は蛍光X線 分析法 を導 入 した文化財の析 質調査 、研究に力を注 ぎ、
文化財の非破壊調査 など保存科学の第 ・人者、,こうした材料分析の ほか 、文化財保存 に も尽力 し、
1972(昭和47)年 に発 見 された高松塚 占墳壁Illliの保存、敦煤 、エジプ ト・ル クソールの:1三家の谷等、
海外の文化財保存 に も携わるf」学 界において も、 文部省学術審議 会専門 委員、Ii本学術会議考,...ti"i一
研究連絡 委員 会委貝をは じめ数 々の要職 を務 める、,1992eド成4){ト4111111死去、,弼r661,is
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要論文 ・研究業績等は没後に刊行 された 『文化財をまもる』(アグネ技術センター、1993年)に詳
しい。当研究所名誉研究員。
大串純夫(お お くしすみ お)1912年7月18[1～1955年7月14日
1912(明治45)年7月18fa、東京 に生 まれる。1937(i昭和12)年3月 東京帝国大学 文学部美学 美
術 史学 科を卒 業。1939(1昭和14)年3月 まで大学 院で学ぶ かたわ ら、国華社編輯 員、Iil制成践 高
等学校 講師を務 め、同年'li研究所 嘱L、 な らびに東洋美術国際研究会嘱託 に就任 し、'°ArtGuide
of.,Nippon(東洋 庭術 困際研究 会、1943年)の編 纂にあ たる,,1943(昭和18)年 応 召、終戦 後、
満州か らシベ リヤに移 されて5年 間の抑留生活 を送 る,,1950(昭和25)年引揚 後成蹟 大学 講師 と
な り、1951(昭和26)年 文 部技官 となる。1952(1昭和27)年12月 文化財保 護委員会'1`務局 美術
1二芸課 に併任 され、翌年7月 ア メリカにおけるli本占美術展覧会要員 として出張、195(昭和29)
si:・311411に、出陳 美術品 と共にア メリカ海軍輸送船で横浜港に帰還1,はじめは'r安、鎌 倉時代の
仏教絵画を～1,〔攻 し、その後説話を軸 とする絵巻物研究に1.1i/;・1'.u・、拷 lll:に『来迎芸術』(法蔵館 、1983年)
がある、,1955(llll和30)年7月1411急逝、,享年43Q
岡田三郎助(お かだ さぶ ろ うすけ)1869年1月12目 ～1939年91」23日
1869(明治2)年1月12日 、佐 賀県 佐賀 市八幡ノ1・路 に佐賀藩 卜石尾 孝 基の1川男 として'kまれ る、,
幼名 芳 三郎、幼 くしてL京 、III藩一i三候鱒鍋島II巳1:大邸内 に寄宿す る1,1887(明治20)年 東京帝iKl大
学1:科大学助教授曾山幸彦 に師事 し、初めて洋風画 を学ぶりこの年岡Ililll蔵の養嗣rと な り岡川姓
を称す る、,1891(明治24)年明治美術会員 となる。師 曾illの天折後その家塾 を承継する堀2111E章、
松室 爪剛の 大`}i館に留 まり、1892(明治25)年 修r。1893(明治26)年黒lil清輝、久 米桂一・郎 と
知 り合い、彼 らの薫陶 を受 ける。1895(明治28)年 第4回1ノ寸国勧 業博覧会に 「初冬晩IIll〔」 を出品
して{等 賞 を受賞。翌年 東京美術学 校に西洋画科が新設、選川 され助教授 となる、,また同年白馬
会の創 、ヒに参画。1897(明治30)年 西洋hll研究 のため文部省 よ り満4年 間 フランスに留学 を命 じ
られ出JLuもっぱらラファエ ル ・コランに師事 し、研鐙 を遂げ、1902(明治35)年111帰国、,同
年12-.術 学校教授 となる。1907(明治40)年 文部省美術審 査委L1会が創設 されるとその第
:部委員 とな り、以後官設展覧会 を中心に出品 を続 ける。1919(大1―三8)年帝国 美術 院の創設 と共
に挙げ られて会貝 となる。1924(大JI:13)年東京美術学校 西洋 画科 主任 を命 じられる。1926(II
和元)年 か ら1930(昭和5)年 にかけて当研 究所 の創立 に際 して設 立準備委員 と して尽力。1司年2
月文部省 よりヨーロ ッパ 出張 を命 じられ、各国の美術 お よび美術工芸の研究 を遂げ、同年11月 帰
国。1934(1昭和9)年 帝室技芸員 を拝命 し、翌年改組 後の帝国美術院会員 に挙げられ、満州国に出張。
1936(昭和11)年 に一時東京美術学校校長事務取扱 を命 じられ る。 翌年には多年の功 労に より文
化勲章 を授与 され、 また新設の帝国芸術院会員 となる。1938(昭和13)年 より健康 を害 したが制
作 を続け る。翌年3月 に入院、6月 には退院 し小康 を得たが、療養中の ところ同年9月23日 、渋
谷区の 自宅で死去。享年71。
岡田信一郎(お かだ しんい ちろう)1883年11月20日 ～1932年4月4日
1883(明治16)年11月20日 、陸軍薬剤 監岡田謙吉の 次男 と して東 京市芝区宇田川町に生まれる。
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物Ili虻研究ll等略 叶逆
19()3{明治36〕年【11制嬉 ・高等学校1二科 を卒業、東東帝国大学1科 大岸:建築学科に人学 、19〔〕fl(明
治39)年'=に 際 し成績優 秀のため、恩賜 の銀ii寺計を拝 受、 卒業後ll匠1:ちに驚視庁 並にit[11水組の嘱
託 とな り、1908(明治41)年か ら1911(明治44)年 まで1―本銀行建築事務に従'll:、115(ノdl4}
年H本 赤{・'r社建築ll∫1問となる1,また1907(明治4{})年東京 美御t∫学校講師 とな り、 早稲iil大学教
授 を兼ね、続いて 東京)こ術学校建築科i:TT教授 とな り、後進の誘導に1力 、,この間、各種の 〕こ術L
芸団体の諸 委員に挙げられ、建築'1`:会役 員として編集 方面にlilll策し、 また諸調査機関の委員のL査
とな り都 市計画お よび建築法現の基本・1㌔二案作成等に力11わる,,建築学 界の権威であ るほか、建築史建
築意匠に対す る知織豊か に して、和風建築に関 しても造詣が深いc建 築界の流れがア カデ ミックの




和9)年 等があ り、震災後のニコライ会堂の修繕1930Gl'1和5)年もIU'llする1、'1・研 究所の創_-1f,に
際 し、設立準備委 員の一・人 として大い に尽力 し、控1、川記念館1928(昭利13)年を設 計す る。1×3,32(Ill{
和7)年4月4口 、呼吸不全 により死去、,1;・:年50,、没 後、勲四等瑞'k'御)追贈 を受 けた1、
大給近清(お ぎゅうちか きよ)1884年3月311-1944年51∫31[l
l884(明治17)年3月31-i,」監爵大給近道の次 男と して 東京に生 まれるII学習院 を経 て1902(剴
治35)年 東京美術学校 西洋IIlli科選科 に人学 、19{〕6(明治39)年411卒 業、Ill本鼎、 大槻弐 雄、森
よお
田 恒 友 、'YY七 郎 等 と 同 級 、 黒 田 清 輝 に 師 事、,19{]7(明治40)年 燃111清輝 の 則 リニ妹 純f1885-
1909)と結 婚 。1915(大[E4)年11月 葵 塩屠洋IIIIi研究 所 展1竪包会 に 「裸 体 」 と 「}`焼く黛 」 を 出IIIIII、,
1924(大jl{13>∫卜ll月5-1511「 黒 川 渚 輝 先 生 遺 作 展 覧 会 」 に 所 蔵1/1{品「新 緑1「 春 の 野 」[紅 葉 」
3点 を 出 品 。1927{昭 和2)年 黒 川Illf輝の 遺 産 に よ る 美 術 奨 励'lf業開 始 と と も に 当 研 究 所 設 凱盲"窪備
委 員 と な り 、 事 務 嘱 託 と し て 黒lil清輝 の 遺111の管 理 に あ た る、Il937([li's和12)ぐ1こll動画 廊 で 個 腫吐
を 開 催 。1944(II召和19}年5113111死 ノこ、 享 年6L,
尾崎夏彦(お ざきなつ ひこ〕1901年51」201-1-1936{卜4]!1111
190!(明治34)年5月2{)If、尾崎紅 痕の長 男として東京に生 まれ るu1927(Illl和21年東京帝11こ1
大学 文学部美術史科 を卒 業、国際聯盟協会学 芸1鋸1力委員会の嘱託 となって 「II本美術年鑑」(英文)
編纂 に従},、1932(1}li和7)年当研究所 嘱託 となり明治大1E美術 史編纂に着手。 論文に 「狩野芳崖
筆 悲 母観音図に就いて」(隊}術研究」12.1932年121J)があ る、,病気のため1934(昭和9>年
職 を退 き、神奈川県平塚海岸で療 養中であったが、193(昭和11)年4月11日 死去。享年36。
尾高鮮之助(お だかせんのすけ)1901年5月30日 ～1933年3∫]23日
1901(明治34)年5月301f、1朔鮮仁 川 に生 まれる、1903(明治36)年5月f二 川 よ り帰 京.1922
(大正n)年3月 旧制第一・高等学校 文科叩類 を寧業、192fi(大il・:15)年3∫]東京帝iI〔1大学..x-r:部{「i
学科美学美術 史科 を卒業、,1928(11'{和3)年6月よ り東 京 匙術学校内の 矢IUIII究室で'11研究所の設
立準備事業 にあた り、1930(昭和5)年 当{lll究所開設 と同時 に人所 、初代所11として活躍す る1・,yf
a1,5
理部 に配属のの ち資料部 に移 り1苦 心研究の結果、図書整理の基礎 を作 る。研 究は多方面 にわた り、
最初浮世絵 に力 を注 ぐが 、当研究所 に入 ってか ら、東 洋美術一般、特 にイン ド、中国i西 域の美術 、
並にそれ らの交渉関係 に意を注 いで研鑛 に努め る。1931(昭和6)年10月16日 か ら翌年10月M
日まで1年 間i文 部省在外研 究員 となって、東南アジア、 イン ド、パ キスタン、ジャワ、アフガニ
ス タン、ヨー ロッパ などを行 程と して詳細 な踏査 を行 い、多数の写真等 の資料(日 記5冊 、調査 ノー
ト1{il}、写真 フィルム約2000枚、そ して数千 フ ィー トの16ミ リフィルム〉 を手に して帰国。現 地
調査の成果の整理や イン ド、中国美術の本格 的な研究 に取 り組 もうとしていた矢先の1933(昭和8)
年3月23[】、急性肺 炎のため死去。享年33。没後、7回忌 に寄せて、『印度E【記』(刀江書 院、1939年)Dき
術研 究資料第7輯 印 度及南部ア ジア美 術資料」(美術研究所、1939年)が刊行 された。熱心 に収
集 していたit:E.F-aの大部分は、1937(flu和12)年7月遣族に よってに当研究所 に寄贈 され、崖高 文
庫を形成 している。
小高根太郎(お だかねたろ う)1909年4月23日 ～1996年4月28日
19()9(明治42)年4月23fI、福岡県久留米市に飽 まれる。旧制束京府立 第一 中学校 か ら、父の転
勤 にともなって1927(1昭和2)年 旧制大1坂府立北 野中学 校 を卒業Vl930(昭和5)年 旧1}量1」大阪 高等
学校卒業。1933(qra和8)年東京帝国大学文学 部美術 史科 を寧業 して同大学 院に進み、1935(昭和
10)'f=6月当研究所嘱託 とな り、ユ942(H召和17)年5月 まで勤めるnそ の後、文部省国民精神文
化研究所(の ち組織改編 によ り教学錬成所)に 勤 務。戦後は東京都立 大山高校教員のかたわ ら、東
京国 立近代美術館 調査 員1東 京 工業 大学 非常勤 講師 を務め る。 また、1975(昭和50)年4月 か ら
1983(昭和58)年3月 まで鉄斎研究所長 を務め、1993(平成5)年2月 か ら没するまで鉄斎美術館
名轡館長 を務 める。早 くか ら寓岡鉄斎の研究 に取 り組 み、当研究所時代に 「富岡鉄 斎 公私事歴録」
(『美術研究』65、1937年5月)「冨 岡鉄斎詩文集」上 、下(『美術研究』70.71,193710・11月)
「富 岡鉄斎の旅行記について 笛 岡鉄斎旅行記 公刊 」(『美術研究』82,1938年it月)を発表 し、『富
岡鉄斎の研究』(芸文 書院、1944年)を:Flj行。 同著 は今E―において も鉄斎研究の基本文献 となって
いる。その後 も、『寓 岡鉄 斎』(養徳社 、1947年)『入物叢書 密岡鉄斎』(吉川弘 文館、1960年)『鉄斎』
(朝H新 聞祉、1973年)『鉄 斎大 成』 全5巻(講 談社 、1976-1982年)など生涯に わたって鉄斎
にiす る約40点 の編 著書、論文 を著わす。 中で も1969(昭和44)年 か ら没す るまでの28年 にわ
たって 『鉄斎研究」金71号(鉄 斎研究所 、1969～1996年)に、鉄斎作品約2000点について、賛
文を読み起 こし、その 幽典 を和漢の造潮 な書籍を博捜 して明 らかに し、訓読 し解釈 した作業 は、鉄
斎研究の基礎 となるものである。その作巣を通 じて、鉄斎旧蔵 の稀購書 を少なか らず発見 し、それ
らの一部は鉄斎研究所の収蔵 に帰 してい る。 また、鉄斎作品の鑑識 にもす ぐれ、清荒お11清澄寺法主








託 を 文部省よ り命 じられ、1922(大1E11)年か ら1925(大Illl4)年まで ヨーロッパへ留学 、ソル
ボ ンヌ大学で1}楽)ぎ}∫:を学ぶ,,帰国後 、複数の膏楽 、美術学校の講師の1嘱託 とな り、また1932(昭
和7)年 貴族院議員 に選iiiされる、,1935(1昭和10)年 外〔北'吊:国人こ学講露11」、 940(II和15)年111
f一術 専門学校孝父授(副 校 長)、1944(昭和19)年911、女r美 術 専門学校長 、佐藤高j=女学校
長、後に東京音楽学校講島iilとな り、ri楽史、r7楽美学 を担,i.:1,,1949(昭和24)年411女t-x術大
学長 、同9月 辞職 、同7月 東京音楽学校 費楽学部長巧党任、東京音楽学校長、女r美 術大学教授 を兼任、,
翌 年10月 東京藝術大学教授 に就任、,1949(昭和24)年 か ら1956(昭和31)年 まで初代 音楽 部長
として楽理科の創設 に尽力。1952(昭和27)年 か ら1957(昭和32)ま で、当研究所芸能部の 文部
技 官を併任、翌年芸能部長事務代理 となる。1957(昭和32)年6月 、東京藝術 大学 を退官 、女J'
美術大学理事長兼学長、付属高校 、中学校長に就任。1966(1昭和41)年4月 、勲二等瑞宝章 を受勲、,
1969(昭和44)年6月30日 死去。享年75。
金子重隆(か ね こしげたか)191年7月14ii～2001年1月1811
1914(大正3)年7月14日 、 東京に生 まれ る、,1934(II和9)年に 文部省師範学校中学校高 等女学
校教 員検定 試験英語科に合格 し、190(昭和15)年 か ら1942(昭和17)年 まで'i'一'fiii川大学 英∫ζ科・
に学ぶ。同 大学の教 員で 尺 文神話;,.i'iの野尻抱 影(作 家大111;次郎0)実兄)に 傾倒 し、野尻の晩年 ま
で親交 を爪ね るC,同大学 英文科に在皐害す る.ti川文作 と友好関係にあ り、彼の推 薦に より1911(Ill{
和16)年11月 に'11研究所 内のII洋〕庭術 国際研究会の嘱託 となる,,194;3(lill和18)年に同研究会
刊 行の"ArtGuideofNipponNara,Niie,andWakayamaI'refcctures..の翻訳を担'[111戦時 ドの
1944(lli和19)年3)1に同研 究会 をい ったん退職す るが 、1945(昭和20)年11月 に復 職、,同年
12月に"ArtGuidcOINippon"第2巻の翻訳担 当であったfs川文作が進駐 軍司令部との連糸各調整
のために 文部省詰め となったため、担 当はn,lr.1'に交代、,"ArtGuideofNtpp()n°'第3巻は担 1廿†が
戦時下の応 召のため 中断 され たが 、1946(昭和2D年711に は同ll}:0)出版 継続 が図 られ、その翻
訳 を担 当、,1946(昭和2D{ト91」、東洋)ご術国際研究会が解散,、197(II和22)年211に連合軍
総司令部民 間情報教f醐～文化資料調査担'!1とな り、翻訳、校閲の仕'j`に携わる,、同年9月11iに 国
立博物館(の ちの東京lki、Z博物 館)に 採川 され、Il本の 文化、)ご術 を英文に翻訳 し紹介す る職務 に
就 く。1951(昭和26)年8月 、ア メリカ合衆国サ ンフランシスコ市、デ ・ヤ ング美術館 で開催の
「サ ンフラ ンシスコ古美術展」のため出張、,同展の 大成功 を受け、ア メリカ側か ら大規模 な巡回展
開催の希望 が出され、1953(昭和28)年111か ら12月の長期 にわた り、ワシン トン展(ナ シ ョナ
ル ・ギ ャラ リー)、ニュー ヨー ク展(メ トロポ リタン美術館)、シア トル展(シ ア トル美術館)、 シ
カ ゴ展(シ カ ゴ美術館)、ボス トン展(ボ ス トン美術館)が 開催 される。この 「日本古美術展」に
シア トル展か ら途 中派遣 され、1954(昭和29)年3月41iに 横浜港 に帰還。 同展 はその後の 日本
古美術の海外展の 基点 をなす もの となる;,以後、1976(昭和51)年4月1日 に東京 国立博物館 を
定年退職す るまで同館 に勤務 し、一一1'1して1:X翻訳 等を中心 とする国際交流 事業 に専念 し、東京国
立博物館の刊行物、展覧会関係 の翻訳 をは じめ外国 人賓客の展示案内等 々の活動 を行 う、,また、『奈
良六大寺 大観』(岩波Ill:店)『大和1葺詩 ・大観』(¥}波、1}:店)の英k翻 訳、『和 夷対照 日本)さ術川語辞
典ADICTIONARYOFJAPANESEARTTERMSBilingual〔JapaneseandE1191ish〕』(東京)ミ術、
1990年)の英文監修、翻訳 をは じめ、多数の翻訳出版1喋 をr一がけ る,元 東京Illi、Z博物館副館 長
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の金r啓 明は重 隆の長男。2001(平成13)年1月18日 死去。享年85。
樺 山愛輔(か ばやまあいすけ)1865年5月10日 ～1953年10月21日
1865(慶応 元)年5月10El、 薩摩 藩士橋iコ与三郎の三男 と して鹿児島に生 まれ、海軍大将伯爵樺
山資紀の養子 となる。1875(明治8)年 上京。神Ⅲ共立学校 を経 て、1880(明治13)年 渡米、ウ ィ
ルプ ラハム中学校 入学、1885(明治18)年 ウ ェズ レーア ン大学 入学、 後に史学研 究のため アー
モ ス ト大学 に転 学、1889(明治22)年 卒業。 岡年渡独 、租税研 究のため ボ ン大学 に入学す るが、
1891(明治24)年病気のため帰 国。壮年時代は実業界・で活躍。の ち貴族院議員、枢密顧問官 とな り、
また 日米協会長、国際 文化振興会顧問、当研究所内の東洋美術国際研究会等の理事長 と して 日本文
化の海外紹介に尽 くし、戦後は社 会教育事業のため グルー基金の創設 や国際文化会館の建設に尽力。
黒 田清輝の縁故 者として遺産の'{分の一・を 美術のために寄附する旨を遺言 され、当研究所の創立 と
発展に尽 くす1,遺言執行 人総 代 として、黒 川が同郷の先輩 と して深 く尊敬 していた牧野伸顕に事業
の撰定 を依頼 し、牧野は 美術 院長福原鎮二郎 、東京美術学校長IE木illl:彦lllll名を相談相手 として関係
諸ノ∫ifliより案 を徴 し種 々研究す る,,どの案 に も決定は見ず長い間停頓 していたが、1925(大正14)
年長期の ヨーロ ッパ留学 より帰国 した矢代 幸雄の美術研究機関(美 術 に1'llする 基礎 的調査機 関)設
、Z案を採川、根本 ノ∫針 が決定する,,これに対 し黒Ⅲの友人や弟 子達の希望(黒Ⅲ中心の回1頗的な諸案)
が強 く、いろいろ苦情が持 ち込 まれたが、事業決定 の全責任 を少 しも回避せず、毅然た る態 度を以
て既定 ノ∫針 を堅持す る。 また当研究所内に黒 田記念室が 設け られる と、所蔵 していた黒川清輝の代
表作 「湖1畔」 を寄贈。戦後の1950(昭和25)年 、 文化財保護法が制定 され、 当研 究所 は、文化財
保 護 委員会の附属機関 とな り、1952(昭和27)年 には 文化財保護法の一 部改IEにより、ii京文化
財研究所 と改称 、新設 される芸能 部、科学研究部 と共に,1(Iiする美術 部となる,,この時 、x部 大 臣
および国会に対 して、f!.川記念事業 と しての美術研 究所0)設、Z、並びに政府に対する条件つ き寄附
のantiを説明 し、この条件 を承認 して寄附 を受 け とった政府 は、寄附の趣意 を没却 しない義務を負 っ
ていることに、強 く注意 を喚起す る,,遺言執行 人中唯一の生存者 として、戦後社会に重きをなす樺
山によってな されたこの説明は、す こぶる有力に響 いて、その結 果新制定 の文化財保護法中に但書
・項 が加え られ、東京 文化財研究所の美術 部は従来通 り進術研究所 と称す ることを得 る。一度不用
意に消 されかけた名称 を、設立の 由来 を想起 させ法,:,TI;.1-.に存続 させたことは最 後の大 きな務め とな
る。1953(昭和28)年10月21日 、呼 吸不全のため神 奈川県 大磯の自宅で死去。享年88。没後、『樺
li1愛輔翁』(国際文化会館、1955年)が刊行 された。
川上ii(か わかみけい)1920年3月19日 ～2006年1月18i
1920(大正9)年3月19日 、京都市上京区河原町に生 まれる。1932(昭和7)年3月 東京府立第一
ql学校 を飛 び級 し4年 で卒業。1939(昭和14)年iF陶1第一高等学校 文科 甲類 を卒 業、同年東京帝
国大学文学部美学美術 史学科 に入学する。瀧精一 に師事 し、1941(昭和16)年12月 に同科 を繰 り
上 げ卒業。1942(昭和17)年4月 第一補充兵 として近衛歩兵 第一連隊に応召 し、1943(昭和18)
年12月 陸軍少尉、1945(昭和20)年8月 陸軍 中尉 とな り応召 を解除 され る。同年10月 よ り東京
女子 大学 講師 として 日本美術史 を講 じ、翌年2月 当研究所嘱託 となる。1947(昭和22)年6月 に
東京 帝国大学大学 院 を中退 し、 同年4月1日 付 けで当研究 所職員 とな る。翌年12月 東京 女子大
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物 故li肝究 員 等:略歴
学 を退】職、,1952(昭和27〕年4f!当研究所 美術 部資寧:卜室、1954(lll{和29〕年7JI、同所美術部第
一研究室 に配属 され 、1967{昭和42)年lril研究室長 とな り、1976dll{和51){1モ41」同所美術部長
とな 、る1,この間、19551昭和30)年10月 よ り成蹟 大学講師 、1963(Illi和38)年か ら1967(昭和
42)年3月 まで横浜国 立大学講朗1、隻967(Illi和42)年からは埼k大 学講師を務めたほか、東京大学.
京都 大学、 痕北 大学の講師と して教鞭を取 る、,明代清 代の絵画史を1三な研究寿ナ象 とし、作品に即 し
た実証II勺な調査研究を.・if'い、1960(昭和35)年 米澤男刮llli、鈴木敬 とともに台湾 に渡 り、し!i時台中
にあ'・たlli促宮博物院が所 蔵す る絵1山i28〔}0点あ まりの うち約1α)0点を調査 して、中国絵画のL要 な
優品の 調査に基づ く新たな中国絵 画史研ラ七に 一石 を投 じるll1982(昭和57)年3H.当 研究所 を
定年退官Vそ の後も沖縄 県 、λ芸術ノ(学な どで講師 として教鞭 を取 る,、主著に 『東洋美術全史」(共嵜、
東京美術、1972年)1東洋美術1絵 画1』(共 著、朝 【Ⅱ新聞社、1967年)『1―本絵画館12渡 来絵
画』(講 談社 、1971年)『大 阪市立美術館蔵 中国絵lllii』(共編 、朝 「1新聞社 、1975年)「水墨 美術 大
系4梁 楷 因陀羅』(共著 、講談社、1977年)などがあ り、個別作 家の研究 と しては朋代の宮延
画家王誇に関する論 考 「送源永春還図詩画巻 と"_1=iii{瑛術研究」221、1962年1{〕lj)「Il、}1騎、1山
水図(図 版解 説)」(『美術研究』232、1964年1011)および揚州 八怪 のひと りと もされる'薗ll、1「1に関
する論考 「新羅 山人早期 の作 品 付華ll、・ll略{卜譜」(『MUSEUM』174、1965年91D「11冒1、・llの秋 声賦
意図」(『美術研究』236、1965年3月)「研究資料 張四老嫡1三斬羅【11人肖像一1脚.1'1伝記の ・資料」(XI:
術研 究』256、ユ969年3月)があるG美 術 史学 会、東方学 会等に所属 し、東方学会 においては1987(昭
和62)年 か ら1999(平成11)年 まで、秋山光和 とともにIlfl学会内に部fきを組織 し、同会内の 換術
史部会への道 を開 くなど、後進 のために尽力 し、長 年の功績 によ り2{N)5f・1'lik;17)年11il会よ り功
労者特別表彰 を受ける。2006(平成18)年11!18i―、老衰のため東京都 品川 区のrl宅で死去、享
年85。当研究所 名誉研究員。
河北倫 明(か わ きたみちあき)1914年12月1411-1995年10月30日
1914(大正3)年121」14f1、編Il司県浮羽lllllI麻村 に1Lまれる、,11131(昭和6)年 峯ll{岡1'1い7:明埠校
を修了。1935(昭和10)年II;制第1〔高等学 校を卒 業して京都帝国 大学 文』;`:部に進学 し、1938(昭
和13)年 同大哲学科 を卒業 して同 大学院 に進 む、1943(Ill{和18)年'111ilf究所助rと な り、Ii本近
代画家 の調査、研究 に取 り組 む、1944{昭和19)年1113Ul福 岡で 人隊、戦後、1948(lll捌123)
年頃 よ り日本近代美術史に 、7:脚した現 代 〕セ術、計1こ論活動 を盛んに行 うようになる、,同年ilrl郷の洋画家
青木繁の調査 、研 究成 果と して 「hl沐繁』{養徳辛1:、1948年)を刊行,ま た同年 『近代 口本画論 皿(高
桐一=rz院、1948)を 刊行Lて 、個 々の作 家、作品 につ いての 調査 、研究 に基づ きなが ら、史的流
れの うえにそれ らを位ii'1づけるII本近代絵画史の新たな方向 を提 起する。1952(昭和27)年 国立
近代美術館事業課 長とな り、H本 で最初の近 代)釜術館の運僧に1忌力。美術評論の分野 で もその活性
化 と相互の連絡 を目的 と して1954(昭和29)年 斯ll∫評論家連盟 を結成 し、事務局長 に就任。1963
(昭和38)年31j和1(IK位近代)釜術館 次⊥モに就f丁:し、1953(II召矛1[28){Fから1965(昭和40)年 まで 、
当研究所 美術部 文llll技官を併任、,19671111{和42)年5f!'術交流展覧会の ため ソビエ ト連邦 を訪れ,
以 後 も美術に よる国際 交流 のため 中国 、ll冒欧 、ア メリカ、南米等 を訪れ る。1969qll{和44)年2
月京都il〔hン:近代)聾術館長 とな',て、閃 西 方而の 雄術館 活動 に も深 く関わる ようにな り、1970(昭
和45)年 大阪 万博 では伺博覧会 追祠{」館 委員を務め る、1982qll{和571年〕毛術負fl連絡協議会理`ll⊥乏
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に就任 し、長い間全国の美術館運営、学芸 員の調査、研究の奨励 に寄与。1986(昭和61)年1〔)13
か ら1994(平成6)年 まで美術 評論家連盟会長 を務める。1986(昭和61)年 京都 国立近代美術館
長を退 き、京都 芸術 短期大学の設立に尽力 して翌年6月 同大学長 となる。1989(平成元)年1月 か
ら1x)92('}城4)年6月まで横浜美術館長 を務め、 この間1991(平成3)年 か ら1995(平成7)年
3月 まで京都造 形芸術 大学長 も務め るC,また、1989er成元)年 私財 を投 じて全国の若手の美術館
学 芸員、...の 活動 を支援すべ く 「倫雅美術奨励賞 」を創設。1993e}城5)年よ1,式年遷
宮 記念冬Ill宮〕き術 餅{長、1995('1'Fk7)年より京者1～造形装術大学 名轡苧二長 となる0屯 著に、「河北倫
1リ1〕亀看{fr論1集』4}5巻(i1畦`1突手 :、1977～1978イ1⇒、肢rl∫」ヒf命1り1美≡祷「ll与「言・[三塀ミ』 全5巻(思'文1馨】1111り更、 992
-1994年〕がある,,1995er成7)年1{}ll301i、心不全のためE1京都文 京区の病院で 死去,昏」:
年8{L、
岸 辺 成 雄(きLべ しげ お)1912年6Jll61i-2〔,〔 〕5年1月4日
1912(明治45)年611161i、 ¢k31F%J:4川1心ill保ll1∫に 生 ま れ る 、,幼児 教 育 家 と し て 著 名 な 父 福 雄 は 、
東 洋 家 政1;.校 長 、,Ilf制武 蔵 高 等 学 十交高 等 科 を+k・.Jて、 叫{京帝ll{1大学 文 学 部 外〔洋 史 学 科 に 進 む1、卒
裳 後 、 東 京 帝ll`[3JC-,'部IliiJ千、1941(lll揃116)隼IIIIllil東京 高 ミ'}学校 講lilll、教 授 を経 て 、Y949(昭
和241年 東 泉 大 学 東 京1ゼ百等 学 校 教 授 に 就 任.、そ の 間 、'1周ヒ、満 州 、内 蒙IIゴの 音 楽 調 査 、七 弦 琴 の 教:fflf.:1、
lll倉院lll務所 の 委 嘱 に よ る 楽 器 調IIな ど 、 さ ま ざ ま な 調 査 研 究 を 行 い 、lI本 大 学 や 東 京 藝 術 大 学 、
お 茶 の 水 女r大 学 で1レ ド 斤楽 史 の 講 義 を 行 う1,1952Ulli和27)年よ り1965(lll{和40)年まで 当 研
究 所Jll常勤 研 究 員 と し て 、 筑 紫 箏 の 調 査 に 従 事 、,1961(lii和3ω年 東 京 大 学 教 養 学 部 教 授 と な る 、,
fx)78(昭和53)年 ラヒ年 退 官 、 の ち 名 併 教 授 と な り 、 帝 京 大 学 教 授 、 東 洋 κ 楽 学 会 名 誉 会 長 を務 め るC、
㌧1{門は 叫{洋ボf楽史 、 『唐 代1,「楽 の 謄1」z的研 究 楽1111銘轟li』(東 東 大 学 出 版 会 、1960年)に よ り昭
和36年 度 、 第511111U本学1:院 賞 を'受賞 、 ま た ド巻 も あ わ せ た{llLl;:で、 野{京大 学 よ り 文学 博:1'の学
位 を 受 け る 、,海外 砕楽 の 調 査 を 数 多 く 行 い 、1982(昭 和5!.年 に は 勲 三等 旭」IIII綬壁 を 受 貞喚。 そ
の 他 の 湾:ll}二に は 「llr代シ ル ク ロ ー ドの 音 楽II{倉 院 ・教 煤 ・1ゴll麗を た ど っ て .11(講談 社 、1982年)『津
軽 箏 曲 郁II―流 の 研 究 歴 史 篇1(共 著 、 津 軽 匹1}:1ガ、 976年)な ど が あ る1,民 族 隊楽 学 者のII改小 泉 史 」こ
ら 多 く の 研 究 者 を 育 て る り 妻 はIII川流 箏 曲 家 の 藤JI'丁・代 珠 、 娘 もlflEff流箏 曲 家 の 岸 辺rl代 、,20{}5
(1勺曵17)でド1月411タ ピゴ航,1}}:イ1こ92、,
久野真 自(く の しん じ)1913年2月3日 ～1972年8月29}1
しんけみ ニう
1913(大il・.2)年2月31i、新宿 区岩戸 町の浄1二宗 法正 寺に、父真問、母 幸のrと してff:まれ る、
父與悶 は愛知県か ら.1つ1(後、法正寺{慶 長8年 創建)のT:1:職を務め、真rlは23代llとなる,,112(明
治45)年 、浄二i門 徒 占賀春江が 久留米 か ら上京 した折には、法IE牟に寄1"{している1,幼少期 か
ら絵画 を好み、独立美 術協 会の研究所へ通 う、,芝高校 を経 て大ll三大学 に人学,II軟学卒業後、.r.i研
究所 に入所 し、豊岡益人の もとで林真 彦 と 『東洋美術文献H録 附完期1:1」行物 調査表』(座右宝 刊
行 会、1941xl)の編纂 に携 わる。前述 の二 人に所 與の守中祐幸 を加 えた4名 は、新宿の浄:L宗芋
院のlh身で法 類。1940(昭和15)年 に当研究所 を退職 し、国民精神 文化研究所の嘱託 となる1,そ





で 図1:を 教 え 、ri宅 で もf供 の 絵 画 教 室 を1モ宰1)1972(II和47)年81」2～)日死 去,';」:年59,,
熊 谷宣夫(く まが いσ)ぶお)1900年91121卜1972年101Jl5日
1900(1リj治33)年911211、lll形県に生 まれ る、,東京府 、Zi川中か4,、1924(大正13)年iil制第 ・
高等学校 文刊・ll;想{を卒業、,1927(1昭和2)II.311東京'帝iKi大学 文学 部 美1学美術巳迎'1∫:科寧裳U^}〈業li命
k「 人二和糸会rjf象1由i(1)研究」 はll9`:ち`こ『lkl'薩」`こ連糸売擢bl遊され(439・441・442、国華制:、1927年6・8・
911)、iil・くもその 才能をlrkにあ らわす1,同年東大 文学部副 手、1930(昭和5)年 か ら1934(昭和9)
年 まで"i研究所嘱託 とな り、東洋)さ術総 目録編纂事業に加わって室II―時代の漢 画を担'塵1し、初期の
研 究所時代 はもっぱらこの方面での基礎 的研 究に携 わる,、1940(昭和15>年111・1り1鮮総1物
館 嘱託 とな り、 同館において大谷探検 隊将来西域 美術品に触 れて以 来、当時 全 く未開拓0)分野 で
あ った西域美術 研究に先鞭 をつけ る。調査記録の乏 しい大 谷探検隊収 集品 の原所 在地比定 に始 ま
る幾 多の労作は、 これらを西欧の収 集品 と対応 させつつ実証的に独 自の見解を示 した もので、研究
成 果は 『西域 文化研究5』(法 蔵館 、1962年)に集大成 され、 またこの 「西域 の)こ術」の論xで
東北大学 よ り文学博士の学位 を授与 される、,これよ り1914(II和19)で1モ1011"i研究所嘱。Lとな
り、1947(昭和22)年8月 文部技官 となる1,1951(lil{和26)年2月工ソ来1902(昭和37)イ1こ3月退
職時 まで、当研究所美術部第一一研究室 長と して後進 を指導する とともに1美 術研究』 誌iに 健筆 を
揮 い、また長期にわた り同誌の編 集をiモ宰 して充実 に努める1,")i)'研究は1932(昭和7)年 の 「伝
雪舟花鳥図屏風 に就いて」(『美術研究』3、1932年3月)には じまり、死去の 年のlll陰地 ノ∫調 査旅行、
美術 史学会全国大会の研究発爽におよび、西域 嚢術研究 とな らんでi凄 研究 テーマ となったが、そ
の成果の大部分 は 『雪舟等楊』(東京大学 出版 会、1958年)に結 集 されている、,また朝鮮)ミ術史に
関 しては、「朝鮮 仏画徴」(『llり1鮮学報』44、1967年711)をは じめ 数編の論 考がある,、学究 として
の長年にわたる真 塾な研究活動 のほか、東京坐術 大学併1t:教授 、東北 大学 、東京 大学、'i'-viii川大学
講師 と して、 また最晩 年は 九州芸術L科 ノく'1∫:教授 と して、学 生の指導 と研究 者の養成に 力を尽く し、
また美術 史学会の創 ・Zと運営 に献身する、1972(lli和47)年1()月15i;、膵臓癌の ため福岡 市の
自宅で死去。享年72。
隈元謙次郎(く まもとけん じろ う)1903年11)28ii-1978年11J25日
1903(明治36)年1月2811、鹿 児島市鴨池illfに生 まれ る、IIl制第 ヒ高等学校造i館 理科乙類 を経
て 、1928(昭和3)年 東京帝国 大学 文学 部美学美術 史£1∫:科をit'f、1931(昭和6)年3月 大{、1毛院修
了。1932(昭和7)年6月 当研究所 に入 り、11本近代美術の調 査研究に従事。以来約 判 止紀 近 くを、
もっぱ ら近代美術全般の調査研究 と、当研究所における基礎資料の収 集整備に尽力す る。研 究面で
は1939(昭和14)年 、「明治初期来朝伊 太禾ll亜美術 家とその功績」の論文 によって、イタリア政府
中亜極東協会が創設 した第lilllレオナル ド・ダ ・ヴ ィンチ賞 を受賞 し、学 界に一.そ の存在 を示す,,
翌年には表題 を改題 した 『明治 初期 来朝伊太禾ll亜美術家の研 究』(三省堂)を 刊行。 そのほか当研
究所機関誌の 『美術研究』誌 ヒに、逐次多数の精緻 に して実証的論 文を発表 したが、これは後に改
訂 され、 『近代li本美術 の研究』(大蔵 省印刷llO、1964年)として ヒ梓 され る,,同,ll:のほかに研究
業績 と しては、照lli清輝 、浅 井忠 、藤島武.S.i4:..).の評伝、『黒 川清輝II記』'一'4巻(III央公論 美術 出
版、1966～1968年)『i'{松堂 日記』 全4巻(中 央公o論庭術iii版、1965-1966年)等の編集がある,,
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晩年は岡倉天心の研究 をすすめ、隈元 を中心 に大規模 に して完壁 を期 した天心全集の刊行が企11塵ijさ
れたが、その出版 を見ず して終わる。そのほか当研究所事業の一環 と して、1935(昭和10)年 以
来続 いてい る 『日本美術年鑑』の編集の指導 に当たる。またその指導の下に整 備 された当研究所の
近代美術関係資料は、他に類をみず、研究者 は じめその恩恵 に浴す るものは多い。研究執筆以外の
美術 行政 面においても、1952(昭和27)年9月 か ら1966(昭利41)年3月 まで東京国 、Z近代美術
館運営 委員、1971(昭46)年3月か ら1978(昭和53)年1月 まで同評議 員と して運営、購入等 に
あた り、iiSt:都美術館 において も同様 に、1965(昭40)年4月か ら1977(昭和52)年31jまで運
営審議会 委員、これ以前は参 与会委員として尽力する。また文化財保護審議会臨時Ji門委員 として、
近代)ご術 の指定審議にあた り、1975(ll召和50)年 度 文化勲 章の選考委 員を務め、 また1962(ff;和
37)年12)1から財団法 人博物館明治村評議員 と して、その運営お よび作品の収集に参1-1する、,教
育 ノ1面で は、'11研究所 在職 中に 女'r美術大学の教壇 にた ち、1966(昭41)年3月退職 後は、1974(昭
和49)年3月 まで1i京家政 大学教授 として教鞭を とる、,1978(昭和53)年11」25ii、前立腺癌 の
ため 東京 都Il黒区の病 院で死去。5ヌ年74。没後、明治 美術の 史的研究そ の他 の功績 に よって第4
回明治村賞が授与 された、,
久米桂一郎(く めけいいちろ う)1866年8月8ii～1934年71J2711
1866(1応2)年8月8日 、佐賀城下八幡小路 に、歴i学 者久米邦武の長 男と して生 まれる。1874
(明治7)年 ヒ京、少年期か ら父が欧 米よ り将 来した西洋 画に親 しむな ど、絵画へ強い関心 を示すQ
1881(明治14)年 、第2回 内国勧 業博 覧会iii品の1:部美術学校生徒の コンテ画 「弓術之図」 を見
て西洋画研究 を志す。 この志望は 「学問は自発 に因る」とい う父の教育 方針 か ら快諾 され、1884(明
さつびつ
治17)年か ら同博の生徒出品の一人藤雅三について擦筆画 を学び洋il耶ヲ1究を開始。1886(明治19)年
フランスへ 白費留学 し、前年渡仏 していた藤の師ラフ ァエ ル・コランに人門、アカデ ミー・コラロッ
シの コラ ン教室で木炭素描 を始める。 同年、1玉1川清輝 を知 り、以後二 人で共同生活 を営むなど親密
な交友を結ぶt,留学前 半期すでにバルセロナ、パ リ両万国博覧会の川務に携 わ り、後年内外博覧会







本のアカデ ミズム形成に大きな役割を果たす。白馬会機関誌 『光風』 をはじめ、『美術新報』等の
諸誌に精力的な執筆活動を行い、これらの主要な文献は 『方眼美術論』(久米美術館、1984年)に





物 故研 究 員七麿:Ili各1#:
倉田文作(く らたぶん さく)1918年41」1711-1983年1112311
1918(大【1-:'7)年4月!711、川家倉田暉宜1≡r(rl言粉 の 次り5として 丁・襲県安房郡北条町 に'Lまれる1,
長野県1.LI[lll1学校を経て194{〕fFI[和15)fh「1二lil学院 文学部 英文干:卜卒:業、1942qill和17)年11し稲
田大学 文学 部 文学科'鰐霞後人営 、1941tlii和16)年より'11研究所 内の東洋 庭術Il`1際研究会に勤 務、,
1945(111i和20)年文1誓il省社 会教 育局嘱託 、1947(昭和22)年 国立il草物館 に人 り、調 査ll果嘱託 を経
て、1948{昭和23)年 文部技官 とな り、1950〔昭和25)年 文化財保護委貝会 事務局 美徊1∫ll芸ll堪彫
刻部勤務 となる、.以後、1959([11i和34)年陪1多刻 部k査 、1964(昭和39)年 虻化財 調 査官、1966
(Illi和41)年1嚇Ill〕嘩術L芸 課長を歴任 、1969(昭和44)年 東↓}(i1ヌ1立1導物館学芸部長に就 任1,1972
(111i和47)年文化庁 虻化財保護部 文化財'鑑奔官 、1975(昭和50)年 奈王延国立 博物館長、1976(昭和
51)年から文化財保護審議会専門委員 を務めるロ また国 立国際美術館評議員 会評議員、国立歴 史民
俗II糾勿館展示企ドlli委員、国際交流基金運営審議会 委員、 奈良県および和 歌山県 文化財保il蔓審議 会委
翼、 日本放送協会近畿地方放送番組審議会委貝、lI本展示学会評議員会,}}犠員、1レド伝統1:芸展鑑
査委員な ど、多 くの役職 を歴任。国内のみな らず 海外 にお いて も、 東洋 盗術品の調 脊研究 を始 め、'
日米文化教育交流会議専門委員、ユ ネスコ ・ローマK化 財保存修復研究 国1寓是セ ンター∫1削廉 財務 委
員を務め、その他多 くの國際会議 に川席 し、Il本〕こ術の啓張、1午及、史化財の保、座に貢献 し、文化
財 の国際交流 に功績を残す1,19811昭和56)年 博二物館法施Tr3{)周年を記念 して、II草物館振興の功
績 に より文部大臣 よ り表彰 を受 け、1983(昭和58)年 從1'q位に叙せ られ勲':等瑞宝';毎受勲,1:
著:に 『原色LI本の 庭術5密 教 芋院 とll{観彫 刻」(ノ1・学館 、1967年)があ り、その他 多 くの美術
全 集に執筆ゆ奈良【Ⅱ`泣博物館長在職中の1983(昭和58)年1月231i、肝不 令のため奈良ll∫で死 去、
享 年64。
倉 田平吉(く らたへい きち)1912年1月25】1-2000年31JlgIf
1912(1り1治45)年1月2511、画家倉II巨n:1:i2(r1洋)の⊥逼男 として114=に生まれる、{塙は倉1】1文作、
1935(昭和1{〕)年3月1「f【Il学院 萸史科 卒業、4月 に'li研究所嘱託 となり 『11本)亀術年鑑』 の編 集に
携 わる。1936(昭和1D年4月 に助fと な・」たが、19畦3(昭利18}年11]に 退職、7月 に 大同居
留民団学務課 に勤務 し、大1`rj石仏調 査に従3一する、軍務 を経て、1948(昭和23)年1[)11には+1,
博物館 の臨時翻訳 に従事 、152(昭和27>年11Jに社団法 人lI本博:物館1班松 主事 とな る、 主な 暑:
書 に、 『信州 の美術 近代絵llll「の系譜』(共 拷:、毎H新 開社 、1979年)があ る。2000eド成12)年
3月19日 、肺 炎の ため神 奈川県小IIU享ll溶の病 院で死去、享年88。
黒川光朝(く ろかわみつ とも)1918{r7月241ト1990ゴ1三ll月19日
1918(大正7)年7月241」 、東京lii赤坂1×:伝馬111ゴに菓一r屋虎麗 を生家 と して生 まれる。東 京府17二
第一中学 、i日制成城高等学校 を経 て、東京帝国大学 文学 部へ入,:_r._J_U菓子 を美的な文化ととらえ、If
本文化の研究 に興味を抱 いて美学美術 史学 を専攻 、口本の古美術 を研究 し、1941(昭和16)年12
月東京帝 国大学 文学部 美学美術 眩廻学科 をxt'%一,...。194(昭和 7>年1月 、財崩法 人国際 文化振興 会
に勤務 し、海外向けに1-1本を紹 介する仕 事に携わる、,同年11月30ffより当研究所助rと な り、If
本の古=tilsrを担 当U論 文に 「教1三護 国寺蔵牛皮 華燧」(『美術研 究』129,1943年31Dなどがある1,










がある。また、俳句、写真など趣味が広 く、句集に 『花くらべ」『梅か枝』、写真集に 「京都の四季』
(鹿島出版会、1982年)などがある。19g[〕(平成2)年11月19目死去。享年72。
免島喜久雄(こ じまき くお)1887年10月10日 ～1950年7月51:i
I887(明治20)年10月10日 、東京rlf四谷区舟町に児1島益謙の五 男と して生 まれ るVl906(明治
39)年学習院 巾等科卒 業後、1909(明治42)年IFI制第一高等学校文科卒業、同年東京帝 国大学文
科大学1斤学科に入学 し、美学 を専攻1翌 年4月 から白樺同人 とな りIlil誌に寄稿する。1913(大正2)
年7月 東京帝 国大学卒業、引 き続 き大学 院に進み、大塚保治教授の もとで ヨーロ ッパ美術 史研究に
従う、,1915(大正4)年 独逸学協 会中学校 ドイツ語教師、更に翌年5月 学習院講師 とな り、 またこ
の年矢代幸雄 と 『美術新報』の編集に当たる。1918(大正7)年4月 東京女子大学 講師,192(大正9)
年411東宮職出仕 を嘱託、6月 に学習院の教授 となる。1921(大jEIO)年8月アメ リカを経由 して
ヨーロッパに留学、 ヴェルフ リンiボ ーデ博士等 とともに欧州美術 史の研究に従事 、留学 中、東北
帝 国大学 助教 授、文部 省留学生 となる。X926(大正15>年7月 帰 国、東北帝 国大 学 に赴任。1932
(昭和7)年9月 、当研 究}製f嘱託 とな り193(昭和9)年11月 九州帝 国大学法文学音ド酉 洋襲術 史講師、
1935(昭和10)年3月 東京帝 国大学文学部助 教授 兼東北大学助 教授 となる。1938(昭和13)年12
月 「伯林 日本古美術展 覧会」開催 に際 し、 ドイツ、フランス、 イタ リアLア メリカに出張 し、5月
に帰 国。1939(昭和14)年 京城帝国大学法文学部西洋美術 史講師に、1940(昭和15)年 美術振 興
会調査会委員 となる。 翌年東京帝国大学教授 とな り1美 術 史講座 を担 当、1946(昭和21)年6月
国=ic.保存委員会委員 となる。1948(昭和23)年3月 東京大学を定年退官。同月、国立博 物館評議員、
4月早稲 旧大学文学部講 師、5月 長尾美術館長 とな り、1949(昭和24)年1月 には大学 設置委員会
委員、東 京工二業大学講 師となって逝去 まで在 職す る。主著 に 『レオナ ル ド研究』(岩波書店、1952
年〉『西洋美術館 め ぐ り」(座右宝刊 行会i1935年)『美術概論j(小 山書 店、1936年)『希臆 の鋏』









大 きい.,}942dl門和17}年か ∫・1943(II♂{刑118)イFまで、⊇11研究fJi.内の 束11F美徊引1`1際倒r究会 にデ1三職,,
Ili工年12月 には、附(那ll'磁史稿』(史11!堂、1943f1{)を発表する,,戦後は、 東京D`位1専物館1凋査員、
K化財保護 委員会調iil'rとして陶磁1:芸の調査 と丈化財指竃、各種陶磁乍集の編集、評 論に活躍 し、
1960(昭和35)年3月 には策10111―文部大臣賞 ユ'ゴ術選奨を うけるitとくに195(昭 和29)年の 「東
洋Ilr陶磁』全6巻{}劉1∫出版杜、1954年)は、数力国語に訳出 されている,,また 、11352〔昭和27)
fド以降 、毎年神 奈川県U.近代)セ術館 におけ る陶磁 器展の企llliiをは じめ、多 くの陶磁 器展 に参画 し、
根津美術館嘱託、神禁川県 文化財LI押ll委員、川光美術館顧問、II本11卦会副理11「上モなどを歴{丁:する1,
1961(昭和36)年 秋、「永仁の壷」IR要文化財指定解除問題 がおこ り、翌年711虻化財保護 委ll会
事務局 を辞任(.i官職 辞任 後 も、海外諸国の遺跡 調査、学術講演 に活躍 し、… 方1373(昭和48}flら
に土岐市泉町に築窯 して作陶生活 を楽 しみ、講1年11月、日本橋:illll中居 にま3いて 「作陶10年 」展を




年東京帝 国大学仏 文科 卒業UI司年、同 大法 学部に 人学す るがt年 で退学 、19Z{3(lli和・D年 か ら
1930(昭和5)年 に当研 究所 に在職 し西洋 美術 史を研究する、,研究所 時代に 「醍醐 寺展」q929年
6月191]～6月28Ii、If本橋 三越)を 手がける、11333(llli和81年か ら終戦 まで明治大学 仏'丈'三1::
の教授 となる。学生u寺代から劇団新座をおこすな ど瀧劇活動 も行い、 またII可人lwL・「作品」 を`il」刊 し
小説、随筆、評論 の分野で活躍 、 文芸家協会ill;記長を務める1、1945(昭和20>年 、フrリ ピン従
軍か ら奇跡的に生還 し、戦後文 部省 史化課長 とな り、翌年 「荒廃 した首都 にX化 、芸術の息吹 を」
と芸術 祭事業 を提llli、推進す る,、19118(昭和43〕年てII1設された 文化庁の初代長官 に就TF:、菩作権
保 護に尽 力す るな どlf本の文化行政 を軌道 に乗せ る、,国際性 を買わオし、19721昭和47)年 か ら8
年間国際交流基金初代理'lr長も務める1,このほか放 送番細1リヒ委員会刻1長 、1レドアカデ ミー賞 協
会名誉 会長、芸術祭執fJ:委員長な ども歴任1,1974(昭和49)年 一・㌻苧瑞宝章 を受勲、,1978(昭XI153?
年11月 には文化功労者に選ばれ る.119fif]{昭和55)ギ1こから国 、'r:劇場会長1,作家 と しては1950(昭
和25)年 『天皇の帽子』 でjl.'1:木賞'受賞1,19841昭和591fl{71130fl,脳梗塞の ため神奈川県鎌倉
市の病院で死去。 享年80、,
坂本万七(さ か もと まん しち)1900{IUllI31i-1974年4月194-
1900(明治33)年11!1311,広島県福山Ilf～首1岡町に生 まれる,,私立盈進商業 を中退、1919(大」E8)
年武者小路実篤 主宰のll向 「新 しき村」に人る,、1924(大正13)年 築地小劇土易の舞台軍真 を撮 り
始め、1926(昭和 元)年 には1}島区 目r―Ill∫に非翻匡源社坂本写其場 をaく,、1933(昭和8)年 か ら1940
(昭和15)年 にかけ満州 ・蒙11fの占代遺跡 を撮影、 また柳宗悦の民芸運動 に参加 して民芸IIII,1を対象
に撮影する,,1947(llli和22)年か ら1949(昭和24)年 にかけて、"li研究所嘱託 として、 〕さ術研究
調査の資粁写 真撮影に携 わる.、そのほか)き術 出版物の写 真担'11として、その活躍は広範llHにわた り、
ri己を没却 してもっぱ ら作品rl体1こll'1らせようとする制作 に対する敬腱 な姿勢は、その道 のllti}11
か ら高 く評fllliされ る,ま た、lil吃前満州.III国、朝鮮な どに広 く撮影旅行をするが、戦 後1よ【966(昭
525
和41)年 ギ リシア、ローマな どを巡廻す る。写真 を担 当 した主要 出版物 には 『埴輪 美』(聚楽社 、
1942年)『法隆寺金堂釈迦三尊像』(岩波書店,199年)『法隆寺宝蔵小金銅 像』(岩波書店、1954年)
『H本の彫刻』(美術出版社 、1960年)『土の芸術』(美術 出版社i1954年)、『大徳寺』(朝 日新 聞祉、
1958年)『薬 師寺』(実業之 日本社 、1960年)『国宝彫像』(徳間書 店、1967年)『日本の工芸』(読
売新聞社、1968年)『奈良六大寺大観 第3巻 法隆寺3』(岩波書店、1969年)等があ る。1974{1眉
和49)年4月198.胃 癌 のため東京都世田谷区の 自宅で死去 。享年74。没後、 『美 しき仏たち
坂 本万七遺作集』(日本経 済新聞社 、1975年)が刊行 された。
澤柳大五郎(さ わやな ぎだい ごろ う)1911年8月23日 ～1995年11月3日
1911(明治44>年8月23日、東京府北豊島郡 に生 まれる。成城学園創設者澤柳政太郎の'息 。1935{昭
和10>年 東北大学法文学部 を卒業。美学美術 史学 を専攻 し、同年 よ り1938(昭和137年3月 まで
同学部美学美術史学概 究r"x助予を務める。 同年11月 か ら1943(昭和18)年1011末ifまで文部省
口本文化大観編集会嘱託 とな り、岡年11月 よ り1949(昭和24)年 まで、当研究所嘱託 となる.戦
時中はq1国へ出征。1949(昭和24)年東Pr,教育大学助教授、1953(昭和28)年 同 大学教授 となる,,
ギ リシア、ローマ古代美術、特に葬礼 に関する視覚 資料 を中心 に調査、研 究す るp195(昭 和34)
年文部 省在外研究員 として渡欧、1961(昭和36)年 帰国。 また、1966(昭和41>年 レバ ノン、 ト
ルコ、ギ リシア、 イ タリアを訪れる。1968{昭和43)年 東京教育大学 を定年退官 し、名蛍教授 と
なる。同年 よ り早稲 田大学文学部教授 とな りil982(昭和57)年 定年退職する まで11il大学で教鞭
を取 る。主著 に、「ギ リシア陶器 と日本一古代 中近東 ・地中海考古 と美術展 に触 れて一」(『陶説』
242,1973年5月)『ギ リシアの美術』(岩波書店、1964年)がある。1995(;:lg成7)年ll月3H,
心不全のため東京都小平市の病院で死去。卓年84。
島田修二郎(し まだ しゅうじろ う)1907年3月29日 一1994年4月11「1
1907(明治40)年3月29日 、兵庫県神戸市に生 まれ るC,1927(昭和2)年3月 、旧制第三高等学
校 文科甲類 を卒業後、京 都帝 国大学文学 部哲学科 に入学、美学美術 史を尊攻 し、1931(昭和6)年
3月 に卒業後、1937(昭和12)年3月 まで、同大学 院で東洋絵 画史 を専 攻す る,,1938(昭和13)
年3月 か ら1942(昭和17>年3月 まで同大学文学 部副手 を務め、1941(昭和16)年5月 から1948
(昭和23)年4月 まで京都府社寺課の嘱託 として寺院什宝の臨時調査 に当たる。Ilゴ1年7月から当研
究所 に勤務、1951(昭和26)年12月 か ら恩賜京都博物館監査員、1952(昭和27)年4月 同博物館
の国への移管に ともなって文部技官 とな り、5月 には学芸課美術室長 となる。1964(昭和39)年3
月職 を辞 し、7月 か らプ リンス トン大学客員教授 と して 日本美術 史を担当、1965(昭和40)年7月
には同大 学教授 とな り、1975(昭和50)年6月 に定年退職、名誉教授 となる。 同7月 、 メ トロポ
リタン美術館顧問 とな り、また翌年9月 か ら1977(昭和52)年1月 までハ ーバ ー ド大学客員教授
として中国美術 史を教 える。1977(昭和52)年8月 、メ トロポリタン美術館顧 問を辞 し、9月 に日
本に帰国。1980(昭和55)年 か ら1982(昭和57)年 まで京都 国立博物館 評議員会評議員、1992(平
成4)年 まで名誉評議員 を務 める。 この間、1982(昭和57)年 か ら1986(昭和61)年 まで文化財
保護 審議会 第一専 門調査 会絵 画彫刻部会専門委員 とな り、1975(昭和50)年 か ら1986(昭和61)




Il三1際交 流 〕庭術1」ヨijl究会 長 、 次 い で 名 誉 会 長 を 務 め るnIlllli】、 fの 絵lllli史研 究 に 大 き な ノ止跡 を 残 す 、,
プ リ ン ス トン 大 学 で は 、 欧 米 の 学 生 に 対 して 「占 今 著 聞 集 』 『法1}覧経 』 な どの 原 典 講 読 を 含 む 本 格
的 な 指 尊 を 行 い 、ll年 閲 に20人 近 くの!紅洋 庭 術,,.のlill究 持 をrle:fY出す る,こ の よ う な 、 東 洋 庭
術 史 研 究 に お け るi[1二1"的な 貞 献 に よ り 、1990年度 に は 第611111朝II賞を 受 賞,,著:作の ほ と ん ど は 、「島
lIⅡi1毎:且〕ll茗イ乍耳と」L、 ド(IlI央ζ1}:1論〕難紳∫11111反」N:、1987・1993年)6こ工D(甘)らゴし『CL1る、,1994('r,」史6)
年4月11―lsl呼 吸 不 全 の た め 京 都llゴ西 ヌ1(lx:び)病院 で 死 去 、,1}二年87、,
下総覚三(し もふ さか くぞ う)(院 ・)1898年3月211―-1962年7月811
1898(明治31)f卜3月2111、埼1ミ県に生 まれる。埼玉 師範学校 を経て 、1920(大[1{9)fl{3月痕
京音 楽学校11玉種師乖解1トをr↑席で卒業C)卒業後地方へ赴任 し、1928(昭和3)年 を以て7年 間の地 方
音楽教師の職 を退 く。1924(大正13)年 宇都宮 よ り東京の信時潔宅 に」亜い作illl法の教授 を うける
退職に よる上京の後 も引 き続 き信時潔 のもとで作曲法 を学ぶかたわら、生活のため私 、!.1..['1.f'xの教師
と して勤務。また当時新設 された武蔵野音楽学校で 晋楽理論お よびオ ルガ ンの教鞭 をとる1,1932(昭
和7)年3月 文部 省在外研究員 と してベ ル リンの国 、kホッホ シュー レに留学1,ドイツでは、パ ウ
ル ・ヒンデ ミット教授 に師.一:;.、近代作ll11法を学,ヨミ、i934(昭和9〕 年911帰国、,勅1(ボf楽学校助教
授に迎 えられ作曲法やfir..II楽理論の講挽 をな し、1942qlli和17)年311同校教授 となる、,同年1{}月
芸術学特別学会 において 「77i.IIIIIの特殊 な場 合の旋律 と律二動 とに就 いて(レ コー ド使1即」の研究
発表 を行 う。1956(昭和31)年 東玉k塾術大学 跨楽'11`:1協長に就任、1958(昭和33)年 皇11から1962
(昭和37)年7月 まで当研究所芸能部1乏鉦任、196{〕Gll憧i35)年5r,を 退職、,
1唱歌 や童謡 の作 曲を1血して初等 汗楽教 育に果た した役11}ljは大きく、近代1'↑楽の,1殿を築 く1,醤:111:に
『和声学』 『対位法」 「作 曲法』 『目本1'刊卑午の話」 などの理論Ill:がある、,門ド生に ナド川[{?・1',占、團伊玖
磨な どがいる、,1962(ll∫{和37}年71」8日、肝 不全のため死ノぐ,、,.s7:年641、
下 村 英 時(し も む ら ひで と き)1903年2月191i-1967年}月12[I
l903(明治36)年2月1911、 ド村'観IIIのモ男 と し て 栗 京ll∫卜'谷区 谷1{1初IL㌣町 に 生 ま れ る、.小学 校
Il寺代 はi岡 倉 天 心 傘1・に あ'Jた 観1【1と兵 に'1:浦の 地 で 過 ご し、 そ の 後 横 浜Il∫II1区イ〈牧 和 川IIIゴに 移
る 。1920(大 正9)年311に 衷 京 の 開1戊中'1;∫:をAR二漿1,1926{大[E15);t:3月にli帰究 の た め ヨ ー ロ ッ
パ へ 渡 り イ ギ リ ス 、 フ ラ ン ス、 オ ー ス ト リ ア 、 イ タ リ ア 、 ギ リ シ ア 、 エ ジ プ トな ど を 歴 遊 し 、1927
(昭和2>年 帰 国 。 帰 国 後 は 観Illの秘ll}:とな る 、,1933(昭和8)年8月 当 而,1究所 に 入 り 、 明 治 大it==
術 史 編 纂 に 従 事 。1934(lll杯II9)年litに東 京 美 術 学:校嘱 託 と な り、1936(昭 和11)年3月3111
に 同 校:書記 と な る が 、1943(III;IIII8)年6113〔}llに依 願 退 職 、,その 聞 、1937(昭 利12)年 か ら
1941(昭和16)年 まで 兵 役 に つ く、1944qll{和19)年2月2911当 研 究 所 書 記 と な り 、1949(昭利
24)年6月1日 文 部 技 官 と な る が 、 公 職 追 放 令 に ふ れ 同 年7112511に 退 職 。 そ の 後 官 職 に は 一・り」
つ か ず 、 自 宅 で 日 本 近 代 美 術 史 のlill究に 専 念 し 、研 究 の 成 果 の 一 端 と し て 『天 心 とそ のlll:簡』ql
研 出 版 、1964年)を1:ll行す る が 、3年 後 の1967{昭 和42)年1月1211死 去 。 卓 年63。
須 賀 利 雄(す が とLお)19(18年12月lIⅡ 一1994年12112ilI
l908(!りh台4D年121」II1、!紅京11∫ド谷・レく:L聾lf争堤木 田f`二'ヒま オしる1,1935(11昌和11`})イト外〔..,.,.人二
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学文学部美術 史学禾ll卒業。 当研究所 に勤務 し、明治大正美術 史編纂事業 に携 わ る。1943(昭和18}
年辞fL、父の 事業 を助 けて東京上野広小路でカフェ菊屋(現 筏の黒船亭)や 皇族 も来店 した雨 月茄
などを経當 し、上野のれん会会長 を務める。論 文に 「楠公銅像製作 の山来」(「美術研究』73.1938
年Uj)が あ る、,1994(平成6)年12月211-―、心不 全のため死去。享年86n
菅沼貞三(す がぬ まていぞ う)1900年12f]IlII-1993年2月20【I
l90〔}(明治33)fiq21」IH―、静岡県小 笠郡菊川pi]'に些hまれるDl926(大iEl5)年3月慶慮義塾
大学 史学部 追学美術1迦科卒業 、同年li月 から192H(Ill{和3)年4月まで京都帝llξDk'}`:附属図ll}1館
嘱託勤務1,193{〕(Illi和5)年1116.'開所 をひかえた 当研究所の職員に採川 され、同年6月 より助f
を務 める1,その後、嘱託 を経 て1943(昭和18)年41」'11研究所 員に任官1、1948(昭和23)年12
it3111に㌧11研究所 を退官す る まで機 関誌 『美術研究」Oこ健 筆 を揮 い、1932(Illi和7)年1月の創
1・llり'よ数 多くの研究成 果を公表する、,退官 後、1971(Illi和26)年静i司大学教育学 部、1953(昭
和28)年愛 知ノく学 ・:f:部Jll常勤講 唯111などを経て、1961(昭和36)年4月1憂慮義塾 大学 文学朗1助教
授、翌年4月 同 大'7:文学部教授 とな り、1969(Ilri和44)f「:3月定 年退職、 この間 、1955(昭和30)
年6月 か ら1968(昭和43)イ1こまで 大和 文華館研 究貝1恥塩tとな り、Ilrl館の1二lj行す る 『大和文華』誌
ヒに 多 くの論 考を発表するn1×37[](昭手1145)年41」愛 知学1;完た学教授 とな り、1973(昭和48)年
41jには常 襲学圃lll乏期 大学客 員教授 、1978(llli和53)年:ilj愛知'1':i完大学 を定年退 職 し、翌 年4
1」より常r4'・!r・.術館 名誉貞ピ{長の職 に就 く、196[](昭和35)年 慶慮義塾 大学 よ り文学博:1:の学位 を得 、
1952Ulf{和27)年31]から1983(1JE-f和58)イ1q211まで1腎岡県文化1{イ保1護審議会委 員、1968{昭
和43)年8月 か ら1971(llii和46)年71!まで 東京都 文化財専 門委員を務める.研 究所時代 より文
人lllliをi心に1f本の近lii;絵1111iの研究 を進め、 とくに郷II{と縁の深い渡辺畢[IIの研究のJI鼻礎 を確 立 し
て大きな功績 をあげる、畢III没後150年を記念 して 『定本 渡辺 卜1拘ll』全31(郷 ヒ出版Vii:、1991
年)が 「lj行されたが、↑li虹II研究の基礎資料 を集大成 した 本11;'に監修 者、執筆 者と して参画 したのが
最後の 大きな仕'1`になる、,1993(平成5)年21」201i、心不 全のため111笹岡県藤枝llfの病院で死 去、,
臨}睦:flこ92、,
鈴木 友也(す ず きともや)1925年12112〔}II～1998年211111
1925〔大il-:14)年1211201:―、ill形県に生 まれ る、1952(fl{和27)イド3,1東京・美術':1`二校 工二if_彫
金部^R.V;r-VIri∬年4月 文化財保護 委員会保 存部美術二r芸品課に採川 されるn,招年1月 に'1i研究]lr美術
部第 ・研究室に異動 、2月 に文化財保護委員会美術⊥芸課へ ～Ill動、1981(昭和56)年4月141]当
研究所修復技術部長 となる。1963(昭利38)年 以降、東京熱術大学美術学音llや東京学芸大学 教育
学部、東京経済大学の講師 を務め、1987(ll召和62)年3月31r.i.ff.e年退官、h_Ikf:に『1―本の美術89
茶湯 釜』('文 堂、1973年)があるC,論文には 「銅 製五輪塔 」(『国華』11gA、1995年5月)「文化
財保存修理1論(試論)」(「保存科学』26、1987年3月)「東北 地方の鏡像 と懸仏」(『MUSEUM』269、
1973年8月〉な どが ある。1998(平成10)年2月lI」 死去。享年72。
関野 貞(せ きのただ し)1867年12月15日 ～1935年7月29日
1867(慶応3)年12月15Fl,越 後国高田に生 まれるCr1892(明治25)年 第一高等中学校卒業、東
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京帝 国大学1:不:1・大学造家学科 人学 、1895(明治28)年 卒 耽,_u.術 学校 講師 とな り、以 来
東洋 およびllfi建築史を講 じ、 また同年内務省llf社芋{呆存計Illli調査 を1嘱託 され、次いで 奈良県技師
としてIIゴ社 芋の保存計lllliと修理 を担'liするかたわ ら大阪における日本生命保険会社材1:の設計に従
1`する、,これは関野の設計に掛 る唯 ・の洋式 建築で ある、,1901(明治34)年 東京帝 国大学L科 大
学助教授 に任 じられ、1人1務省、 文部省を兼任 、翌年611韓IKiへ1畳f建築調査のため出張、初めて同国
建築の調 査にSrirする,「1去隆i・.n.」,L':堂」答婆 及lllll量IJhl∫建論 」(『`⊥三学雑誌』16-2、1905年211、『建
築雑誌』218、1905年211)「・r城京及 大1人j裏考」(陳 ヌ1(帝llくi大学紀Syr』1科第3111}、1907年6月)
等 を発 表 し、1908(iリj'lii41)年il'7:博iの学位 を授 け られる。》3{年韓lq政府 度 支部建築所 より占
建築調査に関する調11:を依頼 され、 『朝鮮 占蹟図譜』4≧15巻(朝鮮総督府、1915-1935年)を編
纂 し公刊。1917(大1E6)年、 これ らの功績 に対 し、フラ ンス学f.院金石学 及 美文学院 よ りスタ
ニ スラス ・ジュ リア ン賞 を贈 られる。1918(大正7)年 建築 史研 究のため 中国、 イン ド、 イギ リ
ス、 フラ ンス、イ タリアの諸国に留学 を命 じられ、1920(大IE9)年帰国 、東京帝国大学教授 とな
り、内務、文部両技 師を兼 任 し、古 社寺保存 会委 員、史蹟 名勝 尺然記 念物調ii会臨時 委貝、学術
研究会議員等 を務める。1928(昭和3)年 東 京帝1!こ1大学教授 を退官 、名誉教授 となる、1929(昭和
4)年4月 東方文化学院東京研究所が設 、kされる と、評議 員とな りあわせて研究 員としてlll国歴代
帝王陵の研究に従事 し、1933(昭和8)isそのlil『究を完 ∫す る、引続 き遼金時 代の建築の研究 にあ
た り、『遼 金時代 ノ建築 ト其仏像図版』 ヒ、 ド(刺 ∫文化学院 東京研究所、193・1935年)を公i:1」、
これ と同時に熱河の諸建 築の研 究 を遂げ 『熱河』 全4巻(共 拙:、座 右宝1:1j行会、1J34年)を公1=iJ
す る。更に満 日文化協会評議員 として幾 多の研究問題、その他 重要な提案 を し許 々その功績 を収め
る。1930(昭和5)年 か ら1933(昭和8)年 まで'i・研究所嘱託,,元東京IKI立文化財研究所長関野克、
東京大学名営教授 関野雄はr息,1935(lli和10)年71129日、1'II―ll病の ため死去,,,f二年67.
関野 克(せ き0)まさる)1909年21111f1-2001年1月251i
1909(明治42)年2月14il、.Rs;;に生 まれ る、,1930(II和5)年東京帝国 大学1:学部建築学科に
入学。1933(昭和8)年 同£1∫:科を卒業後 同大学1究に進学 し,,Il本の住宅 史研究 に力を注 ぎ、「IIfi
古 代住居趾 の研究」(「建築雑誌』591、193411.11　1)を皮 切 りにlll代、中 世の住宅建築に関する
調 査、研究 に優 れた業績 をあ げる、,大学院在学中の1935(II和10)年9月よ り東京)ご術学校の非
常勤 講師を務める。1937(昭和12).・ 成殿 の復元な どを含む 「iir文ll}:による奈良i時代_,..is
建築の研究」(『建築学 会論 文集』23、191年)に よ り第1回 建築学会賞 を受賞。1938(i昭和13)
年4月25日 同大学 院を満期退学,,1940(昭和15)年lljl`4大学工学部助教授 とな り、1966(昭和
41)年同大学第二工,.,,:f:部設立準備 委員会常務幹事、翌年同大学 第二工学 部勤務 となる。 この 間、U
本におけ る住宅建築のは じめての通史となるm本 住宅小史』(相模7ri:房、1942年)を刊行。1945(昭
和20)年9月 「日本住宅建築の 源流 と都城住宅の成 立」 に よ り工学 博士 とな る。1946(1昭和21)
年同大学第二i学 部教授 、1949(II和24)年東京大"=f:オk産技術研究所教授 となる。1951(昭和26)
年登呂遺跡の竪穴式住居 部材の発抽畳!を機 に、 日本では じめての古代佳宅の復元 となる登呂遺跡 竪穴
式住居復 元を行 い、敗戦問 もない我 が国において 太占の住居 イメージを実 証的に提示 して注 日さ
れる、,・ノ∫、1949(lli和24)年の法隆 芋金堂 炎 ヒによって 貴屯な 文化財 を保 存す るこ とへの 意識
が高 まる中で1950(昭和25)年K化 財保護 委員会'ド務ll・1が設 置される と、その建造物 課初代課長
,52.9
に任 じられ、1957(昭和32)年4月 まで同大学生産技術研究所教授 との兼務 を続け る。 これ以 後、
建築史学 の調査研究 と文化財 の保存 との両分野 にわたって活躍 。1952(昭和27)年4月 か ら当研
究所保存科学部長を兼務す る。1957(昭和32)年4月 か ら1961(昭和36)年8月 まで文化財専 門
審議会 導門委f、1960(昭和35)年 から1968(昭和43)年 まで宮内庁宮殿 造営顧 問となる。 また、
姫路城、松 本城 など大型建造物の解体修理 などに も従事する。1965(昭和40)年 当研究所 長とな り、
1969年(1昭和44)年9月 東京大学定 年退官 まで兼務。のち名誉教授 となる。1970(i昭和45)年 財
団法 人ノ∫博協 会美術展 示委 貝、1972(昭和47)年4月 高松塚 占墳保 存対 策調 査委員 とな る。1973
(昭和48)年 「腐朽木材に科学的処澱 を加 えて耐用化 し、再使川する ことに よる占建築復元の一一連
の 業績 」によ り日本建築学 会賞 を受賞。1978(昭和53)年'[1{ill究所 を退任 し、博物館 明治村館 長
となる,,1979(昭和54)イ1三長年にわたる国宝 、重 要文化財 建造物の 修理 、復 元の功績 に より勲:
等瑞宝 ♂;窒を受勲。戦後 まもな くよ り文化財保護 に関す る国際 交流 にも尽 力 し、1986(昭和61)年
更化財保存修]xl!技術の近代化 と【Ki際交流における功績に より1[本建築学会 大賞受賞、,1989(平成 元)
年イコモ ス(国 際記念物遺跡会議)国 内委員会設 航の 裳績によ りイコモスよ りピエ ロ ・カゾー ラ賞
を受賞,1990eド成2)年 、長年の 文化財保護 における政策、行政、 人材 育成の功績 により文化 財
保護の分野においては じめて 文化功労 者と して顕彰 される,,2001(1`-irk13)年1月2511死去,,享




学部 〕甦学 美術 史学科 を卒業 、lifj大学院に3年 在学 の後 、1928(昭和3)年6)1に 東京帝国大学 史料
編纂所 嘱託 となる(11932(昭和7)年7月 文部省国宝保存に関す る調 査計Illliミ撃の嘱託、1942(昭和
17)年8月 当研究所 員となる、,1947(il召和22)年51」東タ1(国、Z博物館 資料課 長、1951(昭和26)
年2月 同館 工芸課長 となる。1953(lll{和28)年2月、前年4月 に設 、Zされた 奈良国 、Z文化財研究
所 長に任命 され、1959(昭和34)年6月 か ら'1i研究所へj4動し、1962(II"n和37)年4月1511に美
術部長で定 年退官。その 後、同年4月 か ら1974(昭和49)年311まで武蔵 野美術 大学教授 、の ち
名誉教授 となる。 この間、1928(昭和3)年41」 か ら1942(昭和17)年31」まで1!　'i.子専門学校 、
1932(1昭和7)年9月 か ら1942(llii和17)年9月まで東京女子大学 、1942(昭和17)年4月 か ら
195(昭和29)年3月 まで東京大学文学部 に講師と してlll講し、美術史教育に も力 を尽 くす、,さらに、
1966(1昭和41)年5月 か ら1982(昭和57)年6月 まで財団法 人元興 寺文化財研究所長、常務理?f:1・
を務め 、文化財保護審議会専 門委員(第1分 科会絵画彫刻部会、第2分 科 会建造物部会)、東京 国
立博物館評議員、畠山記 念館評議員、佐野美術館理事 等を歴任。その研究 も「1本美術の各時代 、分
野 にわた るもので 、大岡実 と著 した 『図説 日本美術 史』(岩波書店、1933年)がよ くその性格 を示
している。1986(1昭和61)年7月1日 、脳 出血のため神奈川県川崎市の病院で死去。享年84。
立 田三朗(た つた さぶ ろう)1915年3月28日 ～1970年1月1日
1915(大正4)年3月28日 、東京市滝野 川区田端 に鋳金家であ り歌人である香取秀真の三男 と し
て生 まれる。小学生の頃 より母方の立 田姓 を名乗 る。1932(昭和7)年4月 東京美術学校西洋画科
530
物故研究員等略歴.
入学。1937(昭和12)年3川lfj校油画科 卒業 後、研究科 を経て、仙ii陸軍幼年学校の図闘教授 と




再び国 、勃博物館、同年91Jl5日文化財保護 委員会保存 部美術ll芸課 と異動 の後、1962(昭和37)
{=tolllll"i研究1りf保存科学 部へ 異動 詔{イ円Oljl日 保存科儲1～修 復技術研究室 長に}陥 ・,「金
ll品の修理について(そ の1)」(『保 存科学』2、1966年3月)を は じめ 『保存科学』 『MUSEUM』
『岡 、1_h.4一物館ニュー ス』4+'・.j.に多数の論 文を発表 している,,また歌集に 『鎌倉乃や と』(か まくら春秋
社、1988年)があ る,,1970(昭和45)年1月1U急 逝。享年54、
田中一松(た なかいち まつ)1895年12月23日 ～1983年4月19日
1895(明治28)年12月23il、lil形県鶴岡llfに'i.まれる,、庄内lll学校か ら、1919(大IE8)年旧制
第一高等学校文科 を卒業 、1923(大1E12)年311東タ;輔!;国大t・SCt・i>〉:庭術史学 科を卒業.1924(大
正13)年12月 か ら1926(大且1:15)年12月まで 東京帝室 博物館11./¥術1;果1嘱託、同年12月 占社 羽 塊1
存計画調査嘱託、1935(lli和10)年3川葦く1宝保存 に関する調査嘱託 、翌年10月 眠要)ご術品宍撃調 査
委 員会臨時委 員、1945(昭和20)年1011社会教育局国'i5二保存に1則する調査嘱託 、1947(lli和22)
年5月 国立博物館のll`務嘱託を経て、同年8月 文部技官 とな り、国立 博物館に勤務 する。1950(昭
和25)年9月 文化 財保 護委員会保存部 美術i二芸課勤 務、同年12月 か ら1966(昭和41)年21iま
で 文化 財専 門審議 会ilii門委員を務 める、,1952(昭和27)年10月'且i研究所 美術 部長 、糊 年11月'li
研究所 長 となる.、1958ql♂{和33)年711から㍊年3月 まで ヨー ロ ッパ巡 回Il本占 庭術展派遣 団長
として渡欧、帰 途 イン ドの 楽術遺跡、博物館 を視察す る、,1965(昭和40)年3月'馬研究所 長 を退
官 、同年4月 か ら1977(昭和52)年811まで国 帳社一i=.幹、1966(II和41)年2月から1968(昭和
43)年611まで 文化財保護 委員会委員を務め 、1967(lli和42)cl.勲モ等1邑II中綬 章を受勲 、1968
(昭和43)年6月 か ら1976(lll{和51)イド6月 まで 文化財保護審議会委員、1972(lli和47)年8月
か ら1973(昭和48)年4iJまで高松塚 占墳総 合学 術調 査会副会長を務める。 同年5月 アメ リカ合
衆国ブ リア美術館 よ りブリア ・メダルを受賞 、1974(II;和49)年11月勲二等瑞宝章を受勲。1977
(昭和52)年8月 国華社編集顧問 、その間、女1'術i131,門学 校、Ili大学 、東北 大学 、早稲 田大学、
金沢美術工芸大学、東京大学等の講師および、 目本 中国 文化交流協会、 トキワ松学園、中央美術学
園、栃木県立美術館 、根津美術館 、畠11.1記念館、出光美術館 、頴川美術館 、山種美術館、致道美術館、
博 物館 明治村、本間美術館等の役員を務め る。終始 一・貫 してわが国文化財保護の行政に従事 し、主
として絵画作品の実 査研究 を行 う1,その研究領域 は広範 にわた り、仏教美術をは じめ、大和絵 、絵
巻物、水墨画 、宋元 画、宗達・)L琳派 、南画 にまで及 んでいる。そ して多 くの研究者 を養成、指導 し、
その学 恩に浴す もの は少 な くない.研 究 業績 と しては、1920(大i1=:9)年以来、種 々の学界誌や{ll:
籍 に発表 されているが、そのi三要論kは 還暦記念lil版『日本絵 画史の展望』(=・:術出版社、1958年)
古希ii己念出版 『II本絵画 史論集』(中 央公論 美術出版、1966年)に収録 されている1,また、Il《か
ら雑誌 『国華』の編 集に関'♪して1965(1昭和40)イiモか ら1975(ui和50)年にいたる問にはi三幹 と
して多 くの新出作品の$i'介に努め る,1983(II(i和58)年4111911、老衰のため 東京経1～杉 並区の病
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院で死去。享年87。死去に際 し従四位 に叙せ られ、没後、 『田 中一松絵 画史論集』上、下(中 央公
論美術出版 、1985・1986年)が刊 行 された.,当研究所名誉研究 員。
田中喜作(た なか きさく)1885年2月7CI～1945年7月1日
1885(明治18)年2月71i、 京都市 ド京区に醤II書{醸造業 を営 む家の三男 と して生 まれる。兄 は東
洋 美術 史学 者で 当研究所長 を務めたⅢ中豊蔵。1go3(明治36)年 京都市 立美術工芸学校 に入学 、
1905(明治38)年 同校退学、鹿r木 孟郎の室iiir画塾 に学 んだ後 、翌年関西美術 院に学ぶfll908(明
治41)年梅 原龍三郎 とi司船 で渡欧 、パ リで アカデ ミー ・ジュ リア ンに学んだが 、病 を得 たために
翌年帰国。帰IKi後、理論的指導 者と して京都画壇に刺激 を与え 、批評活動 をは じめ る,,1913(大且1:
2)年の終 わ りに東京に移住。翌 年5月 京橋竹川町に美術店田中屋(日本でilu初0)本格rl9な企llllillili廊)
を開店 、 また美術雑 誌 『卓 ヒ』(川中屋 、1914年4月)を創刊 する、盟 年6月)こ術店iii中屋 を閉店,,
庭術評論家 として、とりわけ西洋 〕庭術の新 しい動向 とその理論 の批判的帝11介渚と しての役割は 、『ル
ノアル』(目本美術学 院、1921年)と 『マ イヨールの芸術』(II本美術学 院、1921年)をi:ll行した
ことで示 されている。 その後、1924(大IE13)年か ら菱川師宣をは じめ とする浮ill:絵関連の論 文
を発表す るようにな り、 また盟年には国Illli創作協会の評議 員となる,、1927(昭和2)年3月 東♪1(美
術学校講師を嘱1託(～1932年511)され、)こ術史研究に専念する こと となる,,IIII年Hll、岸川劉
生 と共編で 『初期浮世絵聚芳』(丹緑堂)「1」行、,翌年6月 、東京府 〕き術館 にて開催 された 「御 大典
記念 徳川1時代各派名作 浮ll士絵展覧会」の企lllli構成 を委嘱 される,、同展では、東京帝国大学 を卒業
したばか りの:L商鮮之助が助 力す る,,1929(昭和4)年 に 『浮IIヒ絵概説』(岩波lll店)をilll行,,当
研究所の設立準備段階か らかかわっているが、1930(ll召和5)年61j、il:式に嘱託 となる(1在職中
には、1932(昭和7)年 倉il刊の 『美術研 究』 の第2号 か ら138}ナ(1944年10月)までのほか他雑
誌におよそ100篇を超 える論文等 を執筆 している、,その研究領域は、近il嘆術ではUk絵 から狩野
派、琳派 、洋風画、南画 と多岐にわた り、 さらには仏教美術 、中肚美術に まで及ぶ、,これは当研究
所ll㌔:創期 にあって、一研究者 として、他の研究者が未開拓 であ った 日本)ご術 史の分野 を意識的に深
めよ うと した結 果であ る。 しか しなが ら、広範 な研究活動 のなかで も、やがて 「蕪村論 」をは じめ
とす る南画研究に傾注 してい く。その成果は、没後に研究所時代に田中から薫陶 を受 けた菅沼 貞三
等によ'・て監修 された 『初期南画の研究』(中央公論美術 出版 、1972年)に結実 してい る1,戦中末
期の1945(1昭和20)年7月1日 、研究所 に勤務 していた雨宮幸男 をた よって雨宮 の縁 戚があ った
山梨県lll州市塩 山に疎開 していたが、健康 がす ぐれずに同地 にて死去,,享年61.,
田中豊蔵(た なか とよぞ う)1881年10月2日 ～1948年41126f」
1881(明治14)年10月2日 、京都市下 京区 に生 まれ る。旧 制第三高等学 校 を経 て、1905(明治
38)年東京帝国大学文科 に入 り、中国文学 を専攻 、1908(明治41)年 卒業。1912(明治45)年 図
華社に入 り、「南画新論」 以下30余 篇の論文 を 『国華』 誌上に発表す る。1920(大正9)年 文部省
古社寺保存計画調査 を嘱託、翌年慶慮義塾大学文学部講師 とな り、Ei本お よび中国美術史 を講 じる。
1926(大正15)年 東京美術学校講師 とな り、西域 美術 史を講 じる。1927(昭和2)年 在外研究 員と
して イン ドお よび欧米 に留学、翌年帰 国、京城帝 国大学教授に任 じられ、美学美術 史第二講座 を担
当、1942(1昭和17)年 定年退官 まで在職。その間、1929(昭和4)年 国宝 保存委 興会、1930(昭和
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物故研究u等;略歴
5)年 当研 究所嘱、;丘、1933(昭和8)年 朝鮮糸窓督府宝物 占跡 名勝 天然記念物 保イr:会第 ・部員、1939
(昭和14)年 李1:家美祠1∫館評議員に就任,、1937(昭和12)年 以 来 『phj説』誌 ヒに多くの論 文を発表
し、1942(昭和17)年 退1'ずの後、 屯要美術 品等調ii'委孟i会委員 を依嘱 され、 さらに 当研究所長 事
務取扱 に就 任する1,以後 『)ミ術研究』 誌i.に数篇の論 文を発長 した、,1945(昭和20)年5111'1,降
'li研究所 とともにIII形県酒Ifliliに疎 開、帰京後の1917(1昭和22)年8月16日 当研究所 長に任 じられ、
また東 京都美術館長 を』1乏ねその逝去 まで在任 した、,i三嵜に 『東洋美術1淡叢』(1;りIli新聞社 、1949年)
があ る、,198(昭和23)でM月2611、急性肺 炎のため 東京都ilUll谷区の1`1'1で死去,、・2二年66、,
谷 信 一(た に し ん い ち)1905年5118日 ～1991年11121日
のぶかず
1905(明治38)年5月8目 、{重 県安:濃郡安西村に生 まれる、本侶は信一,,中国 文学者駒Ⅲイ、1:
は実 弟 にあ たる。1930(昭和5)年3月 東京帝 国大 学文学 部 美術 史学孝:トを卒業、同年41J東京帝
国 大学文学 部副 手、1932(i昭和7)年7月 東 京帝 国大学 史料痢㎡纂所 嘱託 を経 て、192qill和17)
年3月 京城帝 国大学 助教授 に任 官す るが、1946(1昭和21)年8川 ・il大学の廃止 に より退官。1947
(昭和22)年 か ら1948(II{;ELI23)年'll研究所 〕畦術部 に在職、翌年5月 東京襲術 大学 美術学部講Blll、
1952(昭和27)年 神戸大学文理f三1`:部教授にな り、llずFトよ り1958(昭和33){トまで 東京藝術 大学教
授 を併任 、1966(昭和41)年3月 率lii戸大学 を定年退官 し、同 年411から1975(lli和50)年311ま
で 共立女 子大学文芸学部教授 を務める1,その間、1947(昭和22)年 か らli本歴 史学 会編f,委llと
な り、の ち評議 貝を務め る。 また1952(昭和27)年 か らヅ リヂス トン〕釜術館,.,、1953(昭
和28)年 か ら1966(昭和 仙)年 まで 東京都美術館参t・J・、1983(昭和58)年石橋llす団理 事を務める。
その研究領域は広範にわた り、仏教 庭術 から絵巻物 、大和絵 、室1町水1,,画、肖像画、狩野派、1:fl.:派、
宗達 ・光琳派、南画にまで及んでいるが、史料編 纂所時代に談破 した資料 に もとついて、Il本中世
における中国絵 画受容のあ り方を明 らかに した ・連の論は 『室町時代,.術:、し論』(東31(堂、1942年)
に収載 されている,他 の ・1:はr近ill:1;本絵Illii史`{命』(道統社,191年)『日本・)芝術 史概説』(T%J堂、
1948年)『御物 集成!柏II御物 ・柳営御物』(共編、淡交社、1972年)など()1991('ド成3)年1月
21日、肺 炎のためs;;CIST.代川区の病院で死去、、ウニ年85,
戸部銀作(と べ ぎん さく)1920年4112511-20()6年1月7日
1920(大正9)年4月251i、 東京に生 まれ る、Jllし稲 川大学 文学部 史学科 を卒業 後、」IL稲川人学演
劇博物館 を経 て、1952(昭和27)年10月 よ り1966(昭和41)年3月 まで、当研究所芸 能部調査
研 究員 として、 『日本舞踊譜』(創芸社、1960年)の編纂 、国立劇場 の開設準備 、人間国宝の認定
基準作 成に従事。1966(昭和41)年7川1司立劇場の 開場「とともに演出室長 に就任。その 後、2003
(平成15)年 まで国立劇場 参与、,演劇評論 とともに歌舞伎 の演 出・台本補綴 の第一人者で、1962(1昭
和37)年6月 歌舞伎座公演 「大商蛭rl制 が初演出。二代Il尾上松緑 主演の1967(昭和42)年1
月国立劇場 「雷神不動北lli桜」や、三代fl市川猿之助が狐忠信の宙乗 りを復活 させた1968(ll召和
43)年4月 国立劇場 「義経 丁・本桜」等の復活ぢ1三言 の脚本 ・演出をは じめ、三代 目中村ll蒔治郎(四 代
口坂 田藤 卜郎)の 近松座やll∫川猿之助の スーパー歌 殊伎、新作 歌舞伎の演 出をrが け るな ど、幅広
く活躍。1983(昭和58)年紫綬褒章、その後勲冒{等瑞宝 章を受勲、1998('F成IO)年、長年の功
績 と特 に前年111のDく1、匿劇場 「壇 浦り把軍ll己」か ら12月の歌夢1ε伎座 「酒 」卜0)太ヴ芝」 まで数 多くの舞
5:33
台に関与 した功績に より、第19回 松尾芸能賞特別賞 を受賞。 日本演劇協会評議員。著書に、『歌舞
伎の演技』(演劇 出版社、1956年)『歌舞伎のみか た(技 法 と魅力)』(第一法規、1973年)等が ある、
2006(;1'成18)年1月7日、1呼吸不全のため東京都千代田区の病院で死去。享年85。
富永惣一(と み ながそ ういち)1902年9月18日 ～1980年6月4日
1902(明治35)年9月18日 、ti京市本所 区横網町に生 まれる、,学習院高等科を経 て、1923(大il-:
12)年東京帝国 大学文£津部 フランス文学科に入学 、翌年美学美術 史学科 に転 じ、1926(1昭和元)年
に卒 裳後同 大学院に進む、1927(昭和2)年 学習院講師、1929(昭和4)年 学習院教授 とな り、翌
年新設の'"t{i)C究所嘱託を1943(昭和18)年まで兼ねる。1931(1昭和6)年 か ら1933(II和8)年まで、
宮内省在外研究 員として留学 しフランスをは じめ欧米各地で研鍛 を重ね、帰国後、翻訳、西洋 美術
紹介の 著:述、並びに)き術評論活動を展開 、啓蒙的役割 を果たす。 この間、東京美術学 校、大II{大学
の教壇 に も、ン:ち、戦後は、1949(昭和24)年 、学習院大学 設 、匿とともに 文学 部教授 に就任 、1957(昭
和32)年 からは同大 文学 部長 を務め、この間、多摩美術大学 、it本大学..・,x,・:部、Ilし稲 川大学 文学 部、
女Dご 術 大学で も教鞭 をと り、1954(lli和29)年には創立 された日本)こ術、計h論家連 盟の初代 会長
に就任する、,以後美術の国際交流に努め、 ヴェネチア ・ビエンナー レ展国際審査 員に2il翼1選ばれる。
1959(昭和34)年 、新設の 国,.+/.西洋美術館の初 代館 長に就任 、1日松 ノ∫コ レクシ ョンの管理 、西洋
庭術作品の収 集に努めるとともに、「ミロの ビーナス特別公開」(1964年)「ロダン展没後50年記念」
(1966年)など積極的な展覧会活動 を行 う、,1968(昭和43)年 、ll4館購 入作品の1'i贋問題が国会で
追及 された 責任 をとって辞任するが 、同年開催の大阪万岡博覧会の美術展示 プロデューサー、並 び
にノ∫博美術館長 を務め る。 また、同年か ら共 立女子大学教授 となる。1969(昭和44)年 、フラ ン
ス政府か らシュヴァリエ ・ド・ラ ・レジォン ・ドヌール勲章 を受章、197A(昭羽i49)年には勲二
等瑞宝 章を受勲,,この他、國立西洋美術館評議 員、国立近代美術館評議 員、ブリヂス トン進術館運
営 委員、出 光美術館評議員、 日仏協会理事 、 日伊協会評議 員をは じめ、数 多 くの要職 を兼ねる。主
拷:に『セザ ンヌ』(アルス美術文庫、1949年)がある。1980(1昭和55)年611411、心 不全のため
東京都新宿区の自宅で死去。享年77。
豊岡益人(と よおか ます と)1909年10月27(11～1988年10月29日
1909(明治42)年101-J27日、三重 県上野 市寺町に生 まれる,,伯父の 豊岡 博道 に養了・入 りして上
京 し新 宿の専念寺 に入る。1931(昭和6)年 旧制第一高等学校文科甲類 を卒業、i1934(昭和9)年
.v.iiS
1:'lit国大学 文学部美学美術 史学科 を卒業。 同年当研究所 に入所 し嘱託、助手 とな り、浄土宗の
法類である林真彦、久野真 自らとともに、『東洋美術文献 目録 附定期刊行物調査表』(座右宝刊行 会、
1941年)の編纂に携 わる。同年、母方の実家伊賀上野の浄土宗 念仏寺住職 も兼ね以後50年務め る。
1940(昭和15)年2月20日 東洋美術 国際研究会の設立 にあた り同研究会の役員 とな り、"lndexof
JapanesePainters"(東洋 美術 国際研究 会、1941年)の編纂 にも携わ る。1940(昭和15)年9月 、
当研究所 長矢代幸雄、所員正木篤三 と共 に中国における文化美術 及工芸視察のため中国へ出張 、ラ
イカを持 参 して撮 影調査 を行 う。 同年11月 帰国。1942(昭17)年5月28日助 手辞任。1944(昭
和19)年応召 し、1946(昭和21)年 復員後は新宿の専念寺 が戦 災で焼失 したため、念仏寺 に居住。
1949(1昭和24)年 、三重 県国宝 重要 美術 品調査 員 となる。1953(昭和28)年 か ら1965(昭和40)
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物故研究員等略歴
年 、三 重 県 ヒ野 市 長 を3期 務 め 、伊 賀 ヒ野 大 水 害 の 復 興 で 手腕 を 発 揮 す る 、 1965(llli和40)f1三1〔}Ji、
愛 知 県 立 芸 術 大 学 教 授 と な り 、1977(昭 和52)ぐiこ12月1口 か ら1983dll{劉158)イ1こ11月3`MIま
で 愛 知 県 立芸 術 大学 長 を 務 め る1,大 学 で はII本 画 家 片 岡 球rと 親 交 を 深 め る1、～1,qll1は仏 教 絵 画 を111
心 に 近 代 のf1≡家 論 ま で 幅 広 い1、論kは 「'.ILCIi賢1'羅刹 女 図 考 」(『庭 術 研 究 』Al、1935年5月)['栄 賀
筆 浬 盤 図 」(『愛 知 県 立⊥1淋1大学 紀 要 』1、1971年31Dな ど 多 数 、,1958(1[full6:3)年1〔1112911死
2こ、,璽}£{ド79,,
仲井宰二郎(な かいこう じろ う)1926年 不明 一1998ギ{qO月511
1926(大II三15)年、大阪ilゴ船場に生 まれる1,1938(昭和18,年慶1笹{義塾 大学法学 部 予科人学,,Ig47ffli
和22)年 同 大学 虻学部へ旦{転科 し、折Ll信夫に3年 間師'1`flまた池IIf弥一1dlSには、その後師が 亡 く
なる まで指導 を受 ける。1950(昭和25)年 文学剖～国文科 卒:業1,Ilrj年41]よりa― 等部教,}1前と
して31年 間勤務す るかたわ ら、1965(昭和40)年か ら同大学,1語学 文化研究所 の研究員 と して、
22年間にわた り芸能 史、歌二,r,lrili+民謡 を研究する、 また1966qlli和41)年に'li研究所芸能部Jl三常勤
職員 とな り、22年間の在籍III、公開学術講座では、51111にわた り講師 を務め、当研究所Fll行のr王寒
能の科学』 に民俗芸 能に関す る資 料集べ'論考を発 表す る,、147,5(昭和50)でドよ り慶睡義塾 大学 文
学部 、商学部で国語 国文の1{蒔漉を14年 にわた り担'lil,1980[11;;1155]年に1よ(財)1!本民謡協会
の理事 とな り、7期14年 務め る、1980(昭和55)年 にサ ンケ イ斯聞祉編の雑誌 「みん よ うK化 』
に連載 を開始 した 「口訳民謡 集」 は、没後 「口訳 日本民謡剰(蒼 洋杜、1999年}として まとめ られ、
刊行 される、,1981(昭和56)年 洗り辻',γ:園魚津短IUI大'}`t教1受に就任、199eド成6)年 日本民1謡協会
理琳 ならびに洗足学 園教授 を退職uI占〔門 は日本芸能c,L擁;に 『民謡の 女:日 本民謡 孝」(実業之
日本社 、1977年)「II本民謡辞りIU(共著 、東京堂出版、1972年)「民 俗芸能舌辛典』(共 呂:、壁京堂
'il脆反、1981角つ 」:,,1998el`1曵10)イ1{101」511、嗣:イ{全1こよ りタヒ」ζ,,'}1:{「72自
永 雄 ミ エ(な が お み え)1927年3月15ii-1975年5115}i
1927(日召矛!12)イ1三31]1511、東 ユIGこ」kま註しる 、1947Glri刑122)`1三3jjlこi1本!,ぐf・メく'}`:文:イヒ1控史'1を
科 を 卒 業 、1948(昭 和23)年91」311に111{i,1究所 に 就1戯1,長 き に わ た り 当 研 究 所 美 術1祁資 料 室 に
お い て 資 料 の 受 入 、 閲 覧 業 務 、 ∫(献目録 の 作 成 に 従'j.する1,1975(昭和50)年5J=15H.癌 の た
め 死 去 。 享 年48。
中川千咲(な かがわせ ん さく)191(」イMlj31J-1976年12月23日
1910(明治43)年4月311、 中川忠順の次男と して東京に生 まれるnl934(昭和9)年3月 早稲Ill
大学 文学 部史学科卒業、Ilrl年411当研究1り1に入 り、X972(昭和47年)年3月 定年退官 する まで:iii
年間在職す る。 この闘1941(昭和1f3]イ1こ6月に応召 し復 員後、1947(昭和22)年5月 か ら1951年{昭
和26)年1月 まで、↑ゴ制改if:によ り兼任で 東京国立博 物館 陳列課に勤務す るが、 ド}び組織規程の
改il:によ',て1'351(岬拝ll26).lljから当{ill究所 に1る 。1955GI召和30)年61j、llrl所美術部資
料 常 長、1969(昭和44)年41111fl部長 となるが、 ・11tして研 究資料の充実 に尽 く し、美術部の運
営 と発展 に不挑 の 努ノ」を続 ける1,監l」ql隆1のIl芸史 分野では、研 究を凝集 した 『目本のil:..[一:』(f:ll川
弘 丈館 、1963年)の宮があi]、特 に占陶磁 を中心 とする意匠と 文様 に関 して新分野の開拓 に努め、
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Ilゴ九谷、 占伊万q1、仁 清等の色絵か ら中国陶磁 に及ぶ多数 の論考が 見られる。 『明治文化史8美
術編』(洋 々社、1956年)に執筆 した明治の工芸の項 は、従来等閑視 されていた時代の工芸史に体
系II勺整理 を加えた画1り1的な労作であ るが、これを機 に伝統的技法による現代陶芸 に研究領域を拡 げ、
i「近代 の美術33板 谷波II[』(至文堂、1976年)などの作家論 を著わす とと もに、1954(昭和29)
年以 斗ξ日本伝統1.1.;:,の審査委員と して、現代 工芸の発展 と技術者 の育成に尽力するC,1960(昭和
35)年ll月には東京者1;史化 財保護審議会 專門委員となって都文化財の調査指・:・:.i.L一に協 力 し、1961(昭
和36)年41」より1968(昭和43〕年6月 まで 文化財保護委 員会事務局に{井任 、1970(昭和45)年
3月 史化lr文化財保護審議 会臨ll寺専II【1委員、197(昭和47)年7月 には、l」qlll委員として、無形文化
期の調査指定 、保護活用にあた り、1974(II　和49>年1211からは通産省伝統的Il芸IIII11産業審議 会
il」r門委員 と して、伝統産業の育成繁 栄に指導的役害llを果た置1'1、また1948{昭和23)年 ↓ス来順 次ll叱
稲川大学 、慶慰義塾 大学、 県{京藝術大学、武蔵野 庭術大学、L学 院大学 、If京造形大学等諸大学 の
非常 勤講師 として、1973(昭和48'1=」イ{こ4月からは共 、ヒ女fノく学家政学部教乎受と して、長年にわ
た り広 く後進の指専育成1こも努める、7×976(昭和51)年121]231i、肝不 令のため 東京都豊島 区
の病 院で死去 、FP:年66.没後、勲四等旭 目小綬r;'ヒの追贈を受けた,
中根 勝(な かねかつ}1907年611111-19～)3年9月811
1cJ{〕7(明治'10)z　.6月lIf、東 茄1∫n本橋区小伝馬町 に生 まれる,1926[ail:工5)年31j県〔京府
'五第{III学を卒業、1司f「41」東京高等[芸 学 校印刷11芸科へ 人 ・:.,1929(昭和.1}年卒業と同時
にiI新印刷株式会枇に枝一r一として採 川 されるが 、講1年依願退職 し、7113111"ililfii所llllT_となる,,
1932(昭和7)年1こは東京11f、k小石川.'r校 で教鞭 をと 【1、同 年か ら1×1:35(昭和 】0){1三まで 東
京 美術学校の事務嘱託(無 給)、文鵬 諜標本掛 も務める1、19{3(Ili和18}年蛤㍗il省より国宝保存 に
関する調IT:を嘱 託 され、覗年 東京L業 専 門'1`二校 講師を勤め る、、1946(昭和2D年 ノ{理時報祉へ転
じる,以 後Illj社1二務部長、取締役、技術顧問 を歴 任.,また――本印刷学 会ll珂吏部の役 貝、顧間 を務めるn
1971(昭和46)年 より 『天理図il}:館善本叢11}:」利Il舌:之部全8〔)巻、漢旛之部令12巻(♪く理 大学 出版 部、
]Jil年一1986年)をrl!行し、 オフセ ット網11版による精巧な影印複婁蔓を期 し、印刷責任者 として
完革:liに至る まで 一一貫 して製本、印刷技術の研鑑 に努 め、Is:i」..lfjxな影印lll版の範 として高い評価 を得
る、,「神宮 占典籍影1≡ll叢刊』 全10巻(皇 学館大'三デ:、1983年一1935年)のi:IJIfは、原本をカラーフ ィ
ルムで撮影、カラースキャナに よりオフセ ット単色網11版の製版 を行 う方法を採 川 し、極めて精緻
なfl:ヒが りを得て、影印出版の新たな製版技術 の哺1矢とな るr,常に最良の仕Lが りを得 られるよう、
新たな製版 、印刷技術の研究i発 とテス トを繰 り返 し、オフセ ッ ト印刷に よる影1三ll複製技術の向一上
を推進する,,当研 究所で培 った眼を もって、その後の研鐙 をふ まえた仕 群に対 する姿勢は、妥協を
Il1:さない徹底 した ものであ り、必ず 自身で製版 ・印刷の現場の監督す るの を常 とす る。印刷 のエ キ
スパー トとして現場の最前線に立つ一方で、百万塔陀羅尼 について科学的分析 ・木版 による耐刷 力





中村伝三郎(な かむ らで んざぶろ う)1916年10月3011-19941三8月23il
l916(大正5)年10113011、兵庫県,°"屋d∫1,町蔵町 に生 まれる1,1940(II和15)年lll制ll1南高等
学校 高等科 を卒業、ii京帝IKI大学 文学 剖1美学 美術 史学科へ進み 、1942(U　i和17)年91j卒業。 同
年411陸軍二等兵 として 人営 し、戦 後の1946(昭和21)年51-1ラバ ウルか ら名占屋に帰還 、除隊
する,,盟年5月 か ら兵庫 県武庫 川ノ}∫:院中学校教諭 となるが同年91Jに退職 、10月当研究所 に採川
される、1949(II;和24)年k部技官 とな り、1967(昭和42)年 当{i,1究所 美術部is任研究官、1972
(昭和47);1=1・;11S第:研究室 長に昇任 、1978(lli和53)年4月定年退官,、入所'll初か らII本近代美
術、特 に従 来殆ん ど表開拓であ った明治 以降の彫塑 史{り1究に蒲手 し、1951(昭和26)年 に 「明 治
末期におけ るロ ダン」(『)ご術研究』163、1951年11月)を発表。1司論文は、 日本 近代 彫刻におけ
る西洋彫 刻の受容 と展開 に着Iiした ものであ り、この分野 におけ る実証的研究 に先鞭をつけた論考
として注 目される。 また 『明治文化 史8美 術編』(洋 々社 、1956年)のなかで明治の彫刻を担 当
しまとめた功績 は大 きい。続 いて、ロ ダンの影響 を最初に受 け、 真に彫刻 界に近 代を もた らした
とされる荻原守衛 の生涯 と芸術 に関す る詳細 な研究 を続行 し、その成 果を1958(昭和33)年 より
『美術研究』 誌上に6回 にわたって発表す る。一 ノJ、'r櫛田中 ら木彫 家の作家研究 、明治以kの 彫
塑 団体の系統的調査研究 を併 行 し、 日本近代彫刻史の史的展 開を総n的 に把握するに至る,,ヒ記研
究 の主要な論文は、著書 『明治の彫塑』(X彩 社、1991年)にまとめられ、同lll:により1991('1`〉>k3)
年 、第45回 毎 口出版 文化 賞 を受賞、、また、彫 塑、 立体造型 をi三とす る現代 美術の動向の調査研 究
に も従事 し、その成果は在職中の 『li本・美術年鑑』の編 集、執 筆に生か されて いる1,さらに、目本
美術評論家連盟会員 として、批評活動 も展開 し、数多くの美術批評 を新聞や斜ll誌に発表 し、作家の




のかたわ ら1950(昭和25)年311哩{京育 英高校(夜 間)を 卒 業、フ ォ トグラファーと して研究所
員の調査 に同行 し、 多くの 庭術作 品の撮影 に従 慣する、,1991(1己成3)年3月31目 りヒ年退職,,『適
情録』(同朋 舎 メデ ィアプラン、2004)の復刻では、複写技術 を担 し11する(il993('ド成5)年12月
14日大腸癌のため死去。 享年63,,
林 真彦(は や しま さひこ)1904年1月231i～1977年 月日不明
1904(明治37)年1月23LI、 父林彦明(の ちの百万遍知恩 寺住職、浄」二宗大僧正)、母柳 雨の次
男 として沼津に生まれる。1930(U和5)年7ミ政大学国文科 を卒業。1931(昭和6)年 よ り1935(昭
和10)年まで浄i宗 総本山知恩 院史編纂委員 として 『知恩院 史』(知恩院、1937年)の編 纂に関 わる,
同年 当研究所の嘱託 とな り、経理 を務めるかたわ ら、豊 岡益 人、久野真 白らとともに、 陳 洋 箕術
文献 目録 附定期1二1」行物調査表』(座右宝1:ll行会、1941年)の編纂に携 わ り、i二1」行後の1942(昭和
17)年1こ」昼'ドゴ、,i`fl年よ り1964(ll召不ll39)年ま7(㍉紅,1(帝lki大弓∫:糸釜1斉21`堀引～の 「1り12台ノくll{金商虫巳⊥三資判・糾1`
纂室」(第 ・銀行70年"己念 「1喋の ・つである明治 大1E期の.1;.融史資料の収集編纂'1`裳行 う1948(lli







福井利吉郎(ふ くい りきちろう)1886年3月10日 ～1972年12月11:l
l886(明治19)年3月10日 、岡久一・郎の次男 として岡lii県児烏郡味野 町に生 まれる、1904(明治
37)年大阪 府福 井彦次郎の養子 とな り、大阪府 立天 一1三寺ll重学 か ら、1907(明治40)年ill{尉第一・高
埠学校k科 を卒業後、京都帝国大学 文科 大学哲学 科に入学、1910(明治43)年7月 卒業。卒業後は、
同年911、llfj大学副手 、1911(明治44)年9月 、'F子鐸 嶺の後任 として内務省古社 芋保存llhllli調
査に従'1F、1913(大_i];2)年6月、 文部省 占社寺保存、11'画調査嘱託、1920(大i/.9)年31)、llf社
ぷ保存会委11、同年10月 、朝鮮総 督府 占蹟kX11査嘱 託 とな り、k化 財保 護に携 わる とともに、聖心
女r学 院、慶慮義塾大学講師 などで教鞭 をとる、,1922(大IEl1)年611より191(il:13)年9
11まで 、文化史学研究のためア メリカ、イギ リス、フランス、 ドイツ、イン ドに滞在、帰 国後10月 、
東北帝IKI大学法 文学部教授に就任、1946(lil{和21)年9月に退官する まで、illの東北大学 文学
III)11洋11本美術 史研究室の初代教授 として、永年教 育 と研究に尽力す る、1その間、 イ ンド、 ドイ
ツに 重ねて出張、1931(Ni和6)年4月京者il帝図 大学 文学 部講師 、盟 年9月'll研究所1嘱託、1935
(lii和10)年6月当研究所 嘱託、図宝保存会委貝、 日本学術振興会 委員を歴任1、ii北大学退官 後は、
lK泣博物館評議 員会評議員、文化財専 門審議会専門 委f,1などとして、 文化財保護 に献身するほか、
大阪大学講 師 も務める。1948(昭和23)年2月 、東北大学 名誉教授 となる∩1968(II和43)年に
K化財 専門審議会専門委員のMfr}任を辞退する まで、 文化財の調査、指定 、保存に尽力す ること'トlll二
紀 余に及ぶ(160余年悶美術 史家の 、乞場 か ら、研究成 果の発 表による純学究 的寄 与、大学教授 とし
て0)教育Lの 貢献、文化財保護'拝業に対す る献身、の三ノil(ilにわた り活躍 し、 またそれ らを緊密 に
連関させる ことに努める。内務省 入省以来、上司であった中川忠順 の薫陶 を受け、占社寺保存会委
員であ り養父の同窓であった岡倉覚三 に親灸 した ことは、美術 史家 としてσ)研究態 度と学風形成に
多大の影響 を与 えたもの と思 われ る。王朝 美術 史論 を卒業論 文と して学窓 を出てか ら、研究の主題
は、仏教美術、光琳 ・宗達 ・乾lll、絵 巻物 、水墨画 と多方面に及ぶが、それ らの研究は、犀利な構
想 力と透徹 した全体観に支え られ 、日本美術 史の体系構成をめ ざ した ものであ る,,また欧米人の 日
本に関する研究業績 を重視 し、日本美術の国際的理解 を計 り、現代美術 に も深い関心 を示 して、展
覧会批評 を新聞 に寄稿す る。 講壇 における後進の教導 は極めて厳格であったが、 イギ リス在留中、
小林 占径、前田青邨 に嘱 し、東北大学のために伝顧榿之筆 「女 史箴図巻」の模本 を作成 した ことは、
他 に類例の少ない教育研 究上 の貢献 と言える。主 な業績は 『福井利吉郎美術 史論集』上 、中、下(中
央公論美術 出版 、1998～2000年)まとめ られる。1972(昭和47)年12月1日 、脳 出血のためii
京都三鷹市の自宅で死去。享 年86。
福原錬二郎(ふ くはらりょうじろう)1868年6月25日 ～1932年1月17日
1868年(明治元)年6月25日 、三重 県桑 名郡長島村に生まれる。1883(明治16)年 兄 と共 に上京、
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縁戚 である水野家に寄宿す る∩_..,,.;,::)1.r一校 を卒業後、大学予備門に進み、東京帝国大学法科大学:法律
学 科に人学Ql892(明治25)年7月 東∫}ぐ帝国大学法科大学 を卒業 しII'1ちに官 界に人 り、40年を一・
途に文部官僚 として過ごす、,逓信省 を振 り川 しに内務省に転 じ、 庭術界に関係 したのは1894年(明
治27)年 、参事官 として 奈良県に赴任 した時であ る。当時奈良県には、 正木直彦が 中';`:校長兼師
範学 校長 として在任 してお り、両名は協力 して県 ドの 占美術 調査お よび博物館経営 に努め る。その
後 文部 省入 省、1899(明治32)年 ヨー ロッパに留学 する。 当時 ウ ィー ンにはオース トリア駐剤 公
使 として伯爵牧野伸顕が在仔 してお り、 また偶然海外 に実業教育 、美術 行政のために視察 に来てい
た岡川良平 、IE木illl:彦等 と相会 し、牧野 公使 を中心 として、 日本における ヨーロッパ大国の例にな
らった,i・;設X術展覧会開1催の議 を論 じる、,1906(明治39)年牧野伯爵 の 文部大臣就任 と共に この
ウ ィー ンにおける座談会が実現 し、翌年第1回 文展 の開催 となる。 当時牧野文部大臣の ドで専門学
務局長を務 め、文展創設に関 し尽力する。文展 は「i本美術 界の枢軸 として12回 を重ねて帝展 となり、
1911(明治44)年美術審査委員会長を命 じられる、,その間、1917(大正6)年10月 か ら1919(大
正8)年6月 まで東北帝国大学総長 、1922(大正11)年1111から学習 院長等の要職 に就 く。1924(大
正13)年 、黒田清輝 のあ とを継 いで帝 国 庭術 院長 とな り、1931(lii和6)年1211まで 名実 共に美
術界の重鎮 として活躍す る。 また'11研究所の創設においては、当時の政府 にほとん どu(f≡一・の文部省
新規事業 として 当研究所の帰属お よび経営 を認y)させることに尽力 し、IE木と共にその実現 に努め、
初めて予定通 り完成する。1929(昭和4)年101P1:習院長 を辞任、1931(II和6)年11月り1埼床で
帝展25周 年記念式を終えた後、帝国美術院長を勇退 し、療 整に努めていたが、1932(lli和7)年1
月17日 、脳 出血のため死去,,享年65,
福山敏男(ふ くや まとしお)1905年4月lil-1995イ1;5月2011
1905(明治38)年4月111、 福 岡県柳川ll∫に生 まれる、,1927(lli和2)年京都帝国 大学1二学部建築
学科卒業。 同年 より造神宮使庁 に勤 務,,1939(llf和14)年5J.11s,:都帝岡 大学 よ り.i:学博Lの 学位
を受 ける。翌年 『神宮の建築に関する史的調査』(造神宮使庁、1940年)を1:1」行 ,1942(昭和17)
年文部技 師 として宗教局 に勤務,冶{年 『li本建築 史の研究』(桑名 文星堂 、1943年)をF1」行n1947
(昭和22)年 当研究所 に勤務 とな り、1951(昭和26)年 同19「資料部長、1954(昭和29)年 よ りllfl
所美術部長を務め、1959(昭和34)年51(都大学教授 となるr,1968(ill{和43)年同大を退官 した後は、
京都府埋蔵文化財調査研究セ ンター理'1隈を務め る、.古代仏教寺院や神社建築 の調査、研究にあた
り、出雲大社、大阪四天.E寺、九州観世 音芋などの調査発掘 を指導 して創建当時の事情や建築構 造
を明 らかに し、 日本建築 史学の基礎 を築 く。奈良県天理市の石上神宮の七支刀 の銘文解釈等、金イ1
文の研究で も知 られる。1987(Ill{和62)年、寺院建築の研究 ・神社建築の研究(r福 山敏男著作集』
1～4、 中央公論美術出版 、1982～1984年)によって第77回 日本学士院恩賜賞 を受賞、1990(平
成2)年 日本学1:院会員 とな る、その他の主著 に 「位宅建築の研究」(『福山敏男著作集』5、中央
公論美術 出版、1984年)『中国建築 と金イ1文の研究』(巾央公論美術出版、1983年)がある。 茗:作
について は 「福ll1敏男先生著作II録」(『k建協通信』22、1995年)にiii'しい。1995(平成7)年5
月2011、肺 炎のため 京都府長岡京市のり1苅院で死 　O享 年90。当研究所,.究 員、
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藤懸静也(ふ じかけ しずや)1881年2月25日 ～1958年8月5日
1881(明治14)年2月25日 、茨城 県古 河町 に生 まれる,、1905(明治38)年 旧制第一高等学校 文
科を卒業。1910(明治43)年 東京帝国大学文科大学 史学科 国史科 を卒業 し、直 ちに大学院に進み
IIfi=術史を専攻す る。1914(大正3)年 以来同大学文学部の副手 を務め るかたわ ら 『国華』 の編
集をたすける。 また女子美術学校、 日本大学の講師、国学院 大学教授、帝室博物館学 芸委員な ど
を務 める。1927(昭和2)年 か ら翌年 にわた り海外 における 日本美術 史の資料調査、各国博物館の
調査のため欧米を巡歴、帰 国後文部技師 に任 じられ、国宝鑑査官 、国宝保存会幹事、同委興、重要
美術 品等調 査委員会委員と して国宝等の保存行政 に尽 くす、,1934(1昭和9)年 東京帝国大学教授 に
任 じられ、1941(1昭和16)年定{1三で退官する まで後進の指導 にあたる、,この間、1931(昭和9)年
に 文学 博 トの学位 を受 け、1938(昭和13)年 の1年 間 当研究所1嘱1{丘を務める、,191(II;和16)年
には'll研究所 内のii洋美術国際研究会の理事 も務める。1945(昭和20)年 瀧*18∫一・の 後を継いで国
躯社is幹とな り、『lki華』編 集の中心 となる、戦後、文化財専1"j審議会の設置 と共に専1"1委員とな
り、晩 年にはその 会長を務 める。 また11京国 、Z博物館評議員 を務め る、,浮III:絵版 画を12、蛭史的に系統
づけた功績 は大き く、多 くの 著:il}:や論Xが ある、i三著に 『国史講習録17日 本)劉1∫史』(国史講習会、
1924年)『Ii本)き術1叉1説』(朝n新 聞社 、1950年)がある、,1958(昭和33)年8115日 、前 、γ腺疾
患の ため東京都 千代川区の病院で死去、,享年77、,
藤島武二(ふ じしまたけ じ)1867年9111811～1943イト31ngIi
1867(慶応3)年9月181i、.-41摩II司鹿 児島 郡坂 元村 に薩摩 藩十 藤 島賢 ノ∫の{リ}と して生 まれ
る、 は じめ 四条派の画 家平lll東橘 に就いて絵jilgを学ぶ。1884(明治17)年1・京、}台1年川端1こ章の
"1に人 り、 巨党 と 琴しii本美術 協会に出品 して受賞。 しか し、1890(明治23)年 洋1811iのlilt究に転
じ、曽11い診彦 に、その 後Ill丸精 十郎 、松 岡寿、山II・>715f4.に師事する,)1891(明治24)年 明治美
術会員 とな り、1司会第3回 展 覧会に 「無惨 」を繊品 してその技 を認め られ る、,1893(明治26)年
{弔県尋常 中学校助教 諭 として赴任Ol896(明治29)年Yi京美材サ学校 に西洋 画科が 設置 され ると
黒川清輝の推薦に よって助 教授 に任 じられ、以 来お よそ50年 の問 後進の指導に尽力す る、 同年白
馬会の 創1.1/・によってその会員 となるOl905(明治38)年 文部省よ り絵 画研究のため4't澗フラン
ス、 イタリアに留学を命 じられ 、初めパ リの グラン ・シ ョー ミエールに入 り、次いで,.,術 学校
に人学、 フ」.ルナ ン ・コルモンに師事 し、その後 イタリアに移 り、カロ リュ ス ・デュランの薫陶 を
受 ける,、1910(明治43)年1月 帰国 し、同年の 白馬会展覧会に帰欧作品30点 を特別出陳 し、同年
東京美術学校教授 に任 じられる。1913(大it2)年第7回 文展に 「うつつ」 を出品 して三等賞 を受
賞 、盟年大il=.博覧会審査 員、文部省美術 審査委員会委員、臨1時博覧会(米 国桑港万國博覧会)鑑 査
官 に挙げ られる。以後連年文部省美術 審査 委員会委員 を務めるC,1919(大正8)年 帝国美術院の創
、Zと共に同院展覧 会審 査委員 を命 じられ、1924(大正13)年 帝 国美術院会員 となる,i1924(大il-:
13)年に死 去 した黒田清輝 の遺言執行にあた り、黒田記 念室 における黒 Ⅲ作晶の陳列 を久米桂一郎
ら と共に委嘱 される。1934年(昭和9)年 帝室技芸員を命 じられ、翌年改組 された帝 国美術院会員
となる。1937(昭和12)年 多年の功労 によ り新 しく制定 された文化勲章 を授 与 される。また同 年
帝 国芸術 院の創立 と共に岡院会貝 となる。 同年満州美術展覧会の審査 員と して渡満 し、蒙古、熱河 、
北 京等 に取材 をか さね、御物 「旭 日照 六合」 を完成する。1938(昭和13)年 再 び渡満 し、軍の依
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嘱 に よつ てL海 、 杭 州 、 蘇 州 埠 を 旅 行 し、 戦 跡 を1り:す,,19401昭和15)年 紀 元':丁・六 百 年 記 念 展
覧 会 に 病 を訓1して 「蒙 古 高 原 」 を 制 で乍 し出lllll-1。正9421昭手II17)年第21」11聖戦 美}術展 覧 会 の 審 査 委
員 長 を 委 嘱 さ れ る.,1943(Illl和18)年11j勲'`fed:,i一に叙 せ られ る.rl943(1[li和18)年31119日、 脳
出 血 の た め 本 郷 区 の1'1`で死 去 、Il許1年76U没後 、 従'三位 に 叙 せ ら れ た1,
堀井三友(ほ りい さんゆ う)1885年4月1〔}H-1942frモ5113111
1885(明治18)年41n〔)li、富 山ll∫に生 まれる1,中学 卒業後.ヒ京、は じめ英文学に志 したが、次
いで 東洋 美術 の研 究に ～1'念、III川忠順 に師1`するり19301昭和51年 か ら194i(昭和16)年 まで
'11研究所 嘱託 、1938(昭和13)年 には東京高等師範 学校 で教鞭 を とる自 この間、 占美術 の発見、
保護に努め、諸種 の論文を発ノ乏する,,i要論 文に 「山霜の襖絵」(『東洋美術』19、1933年101D「lll
楽の襖絵 黒 田侯爵蔵 図}1垣解説」(『東洋 美術20、193項年6月)「 隠れたる襖絵 光浄・院 と狩野 光
信、海北 友松の襖絵」(『東洋美術Zf),1934年6月)「越IIIIIII分・芋阯」(「史迩 と美紳「』80、1337年7
月)が あ る。 胃癌 を病 んで静整申の ところ1942(昭和17)年51131ff死去、,1,:年581,
本間順治(ほ ん ま じゅん じ)1904年 引j161f-1991年81」2911
1904(明治37)年4月16Li.山 形i,　!.f酉C[f-ili6こ'kまれ る.11928U['杯[13){1湘到学院 大学II{1文学科^r
業。 同年3月 文部 省嘱託 とな り、重要美術品等調査委1;1を兼ねる,,1餌5{昭和20)年}1～ぜiJl究所が
山形 県酒 田の本間家 に疎 開 したこ ともあ り、1947(昭和22)年 まで 当研究所の嘱託 と して勤める、
困立博物館調査課 長を経 て1950(昭和25)年 文化財保 護 委員 会史術L芸 品課 長 とな り、1947(昭
和22)年 日本 美術 刀剣保存協 会を設立 、理事 に就伍,1960(昭和35)年 依頼退官、翌年文化1〔脈～〔
門審議 会委員 、1968(昭和43)年 文化財保護密議 会第 ・一分 科会兼第四分 科会要員に就任する、,研
究は 多くの著書の 中に見 られ、戦前は 『iI本ノJr;1塔∬袖≦』(雄111捌、1934年)『国'i`ノ強1」図譜』(41if.F波:ill;店、
1936年)などがあるq戦 後は、日本刀救 済のため に、廃 刀の令に強硬な反論 を抱 き、佐藤寒山 と
糾合 し強硬なる反旨を1唱える、,佐藤 と共に創 ウ:した 口本 庭術 刀剣保イ∫:協会は、戦後の刀剣Ekfを繁栄
に導 く原動 力となる。学位論文であ る「II本Ill刀史」は、iI本刀li,1究を体系づけた ものである、.1966(昭
和41)年 か ら3年 問にわた ってII{倉院 刀創の学術 調査を行 うII翌年[1本庭術1」剣保 存協 会fJ'属刀
剣博:物館長 とな り、1970(昭和45〕年Il本)宅術刀剣保 存協会長 を兼務す る1,II免年は会長を退 くが、
今 口の刀剣界を築 き組織 をつ くりLげ 、刀剣学 を確+1.し、口本刀の持つ美術性 、文化性 を高め、生
涯刀剣界に尽 くす1,1991(/`成3)年8月2911'O・不1.s.のためr1宅で死去,,享年87.,
牧野伸顕(ま きののぶあ き)1861年11月24日 一1949年1112511
1861(文久元)年111124【1、薩嘩 国鹿児島城 トド1川治屋Ill∫に雌摩藩 〔ゴ大久保利通 の次 男として生
まれる。生後聞 もな く親戚にあたる牧野1「'之丞の整rと なる、,1871(明治 弔 年、11歳にして父 と
ともに署倉消欧使節 団に加わ り渡 米 し、フiラ デ ルフfア の 中学 を経て、大学 〔後の 東東帝 国大学〕
に入学す る[コ1880〔明lf言13)年、大学 を中退 して外務省人?↑白外務[ll:記1'fを出ぢ彦点 と して'1'デ界に人 り、
内政外交の要職を継 て、第 ・次大戦 後講和全1瓶委員、宮 内 大臣、内 大臣 を暦任す る1,美術行政に も
関心 を持 ち、Iz)(][a(明治39)年 画【唱言1}公望内 閣の 文部 大臣1こ任 じられsか ねての抱負 に従い美術
行政家 、美術家 と考慮 しs翌 年 文部省に 庭術審 在委員会を創 ・ン:、史部省'1,術展覧 会をll}1設して 嚢
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術の発展に貢献するOま た1924(大正13)年黒 田清輝 の逝去 に際 しその遺言執行 人 とな り、久 米
桂一・郎、正木直彦、矢代幸雄等 と協議 して、わが国唯一の美術研究所 を創立す る。1949(昭和24)
年1月2511、 千葉県東葛飾郡ⅢII1村の自宅で死去。享年89。
正木篤三(ま さきとくぞ う)1905年8月191二1-1950年10月25「1
1905(明治38)年8月191i、if:木直彦の三男 として東京 に生 まれ る"東 京府 凱第四 中学校か ら、
1926(大IEl5)年ll【制第一・高等学校 文科 乙類 を卒業後、同年東京帝国大学 文'予二部東洋史学科 に人学、
のち国 史学 科 に1賦じ、1930{昭和5)年x?y.:.:_,同年当研究所嘱 託 となる.、1937〔昭 和12)4Ⅱこ所 員
に任↑rl,1941U昭刑U6)年1玉11"精禰1文化{研究7ウれこ転 じる1,193魂qll{和9〕年か',1943u昭和1H]
年 まで痕京 美術学:校講師、1943tllii和18)年官lill改正 によ り教学錬成所錬成官 となる、,終戦後は、
繊維貿易公団に勤務す るが、病 を得て療 養に努める1,その"ICIIIに『本阿弥子1二状 記 と光悦」 伏 雅 堂、
1945年)があ り、発表 した論 虻に 「弥勒 来迎図考」(「美術研究」5、1x)32年51Dと「川合家本聖
徳太f伝 絵 疹」(『)釜術1研11.1932年7月)な どがあ る、1950(昭和25)年1()月251f、!1Sli7i13
調i↑青レく:び)r1'芒てひ夢巳去,'・}ニィr46,、
正木 直彦(ま さきなお ひこ)1862年10112611-194(〕年3月211
1862(文久2)年10月2611、和泉国堺 夕栄11i∫に生 まれる。11'」.はi'こ松堂.1892(明治25)年 東京
・EY;ficy大学法律科 を卒業、,盟{卜奈良嚇尋常 中学校長 に就任、fll任中帝IIこ1奈良II辞:物館学 芸 委`1、奈良
III社サ保存委員などを兼任する、,1897(明治30)年611、文部 ノく臣秘ll}官とな り、次いで視学 官、
大臣官房秘il},課長 、文ll}:rl果長兼 迄術課長 を歴任 し、翌 年フラ ンス万1111卜11覧会出lll「1調査委員 とな61,
1899(明治32)年11月 渡欧 、19[]1d円治34)'1三3月帰CI1、Ilfl年811痕京 追術学校 長に1丁:じられる
以 来1932(昭和7)イF退官 に至る まで32年 間 美術教育 に従 野 し、岡年名誉教授 とな る.1臼06〔明
治39)年 文部省美術展1塁包会(史 展)創 設 に参1山iし、翌年文部 省審 査委員会i縛fとな り、長年iJl
としてx展 に寄与す る、,Ig19(大:1{8)年帝国美術 院の創 設と共に幹劇 を務め 、19261昭和ノ亡)年
当研究所設立準備委員会が組織 される と委貝長に就任 して ・11研究所 設 、ン:に尽 ノJし、当研究所i三llfを
務め る,,1931(昭和6)年 帝国 美徊lf院長 とな り、1935(昭和10)年511帝ll・咲}術院改組 により院長
を退 き、同院顧問 とな り、 また同院廃止後は文部省の 美術 行政顧問 となる1,また内外 卜享覧 会審査長
あるいは鑑査官 、帝室技芸 員詮衡委鐵、ll芸審査員会委員をは じめ、諸種の委 貝会委Uあ るいは会
長、理 胚、顧 問と して美術 の広汎にわた り関与す る。美術 行政 、美術教 育にわた って枢要の地位を
歩み 、紘Illll彫刻のみな らず、]二芸美術 の分野への理解 をたかめ ることに も尽力す る、iこ:著に 「1"1顧
70年』(学校 美術協会 出版 部、1937年)『・卜三松堂 閑話録』(相隣1芋1ヲ}、1937年)がある0194〔}(昭
和15)年3月2f=1.肺炎によ り死 去。 享年79。没 後、『一卜三松堂ll記」 全4巻(―ll央公論美術出版、
1965-1966年)が刊 行:された。
松下隆章{ま つ したたかあ き)19x9年3月31日 ～1980年9月15日
1909(明治42)年3月31El、 長野 県飯 田市 に生 まれ る。長野県 飯田 中学校 を経て 、1927(11召和
2)1慶 慮義塾大学文学部 に入学 、1933(昭和8)年 同大 学美学美術史学科卒業。翌年帝室博 物館
il∫F究員 とな り、1938(11召和 3)年 同館鑑査官補 に任 じられるが、1944(昭和19)年 退官、直 ちに
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新設の根津美術館 に人 り、同館学芸 員と して館の発展 に努め るn1947(Hii和22)年当{i)1究所 に入
り、1952(昭和27)年 文化 財保護 委員会事務 局美術1二芸 課へ転 じ、は じめ絵phj部門の担}li技官 と
して、1959(II和34)年には美術il芸課 長、1965(昭和40)年 には文化財鑑査官 とな・・て、kl'iξ:、
重要文化財指定や保護等 、わが国文化財行政の中心 にあって活躍す る,,この闘、i三な川来 肇として、
永仁 の壷事件 の処理 、韓lkl}'C化財返還 等をrが け、1955(昭和30)年 か ら1969(昭和44)年 まで
母校 の慶慰義塾大 学で 美術1)しを講 じる、,同年奈良国 、Z文化財研 究所 長に就任 したが 、1972(昭和
47)年京都国 立博 物飢{長に1転じ、1978(昭和53)年退↑rする までの6年 間、多 くの展覧会をr一がけ、
また同館 に文化財 保存修理所 をll貨けるな ど館 の充実 と発展 に貢献する,,1970(昭和45)年 よりX
化庁 の文化財専門調査会絵phj彫刻部 会,r"J委員とな り、 さらに1976(1昭和51)年 文化財保護審議
会委員に任 命 され、国のx化 財行政の助言、指導 に当たる。専 門はll絵jilij史で、仏画や水墨Ilhiに
多 くの論 文著i」1:があ る,,主著に 『日本水暴画論集』(IP央公論美 術出版 、1983'f)『室町水!.14jdij
第1輯 』(室 町水墨 画刊行会 、1960年)その他美 術に関す る随 筆等 も少 な くない、,1980(昭和55)
年9月15日 、脳 出血のため神奈川県鎌倉市の 自宅で死去,,享年71,,
松島 健(ま つ しまけん)194'1=2)ll711-1998{r21j2711
1944(昭和19)年2月27日 、 東51(に生 まれる、,慶慮義塾 大学大学院 文学研究 科修12Bl果程 において
日本彫刻 史 を専攻,鎌 倉彫刻に関心 を寄 せ、修十論 文 「運慶 の生涯 と芸術」 を大学 に提 川す る。
なお、 この修:卜課程 在学中の1968(昭和43)年 か ら2年 間、K化 庁の調査員 となる,,1970(昭和
45)年4月 同大学院 後期博1ご課程 に進 むが、5月 東京国 、Z博物館学芸 部資料課資奉料くに 文部技官 と
して採用 され、 これにと もない大学 院を退学Q}醗年41j学芸部美術、1果彫刻室併任 とな り、1973(III;
和48)年8月 文化庁に出向、k化 財保護部美術1:芸課 に転任り1980(lil{和55)年1011文化財保:護
部 美術」二芸課 文化 財調査,..1'にレ 任す る1,1982G昭和57)年1211から1986(lli和61)で1ζ5,1文化
財保護部 美術工芸課文化財管理指 導,i・;を併任 し、1990('ド成2){M月 文化財保護部美術ll芸、1果iモ
任 文化財調査官 に昇任,1996('ド成8)年411当{iナ1究所情 報資 料剖～長に異動,,文化庁時 代の仕'1`は
文化財(彫 刻)の 指定お よび指定 文化財の修理llhllliのv.'と修理指導 、保存施 設'1喋計jdijの立案 と
実施指導 、保存管理 、文化財の公開活動 など文化財保IIX行政の 多岐にわたる、il990(～ド成2)isi三
任文化財調査官に昇任 してか らは彫 刻部門の総括 責任 者と して指定 、保存、公開事業に強い指群力
を発揮す る。一時期 中断 していた仏像の国宝指定 を積極的に推 し進め、以後、仏像の国宝指定 を{1∫
開 させ た。 また、1993(平成5)年 まで行われ た東大寺南大"J剛 力士像の本格的解体修理 は主任
文化財調査官 として監督 、監修 に携 わる。 この仕事 と金剛力士像、運慶への思いはr仁 王像大修理』
(朝日新聞社、1997年)、産経 新開の紙面上での中世 史学者上横手雅敬 との対論 「運慶 とその時代」
を まとめ た 『運慶の挑戦II1世の幕開け を演出 した天才仏師』(共著、文永堂、1999年)において
明 らかである。 また、情報資料部長 在任中は研究に専念、その 中で新たに取 り組んだのは、国宝彫
刻 のCD-ROM版 化 と、長野、仏法紹隆寺不動明王像 の運慶作 の可能性 をさ ぐることであ る、1998('r
成lo)年2月27fl、 胆嚢癌 のため神奈川県鎌倉市の病 院で死去、,享年54。没 後、当研究所時 代に
立案、監修にあた')たCI)-12C)M版『国i>.仏像』 全5巻(PFU、1998年)が 完成をみた,,
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松本栄一(ま つ もとえいいち)1900年3月10日 ～1984年7月2日
19(X)(1リj治33)年3月10日、台北市に生 まれ る。1914(大正3)年3月 、広島県立第一 中等学校卒 業、,
1920(大il-:9)年7月IIi制第一高等学校仏法科を卒業後 、東京帝国大学文学部美学美術史学科 に進
み、1923(大且El2)年3月に卒業。盟年9月 か ら1928(昭和3)年3月 まで は東 京帝国大学 文学
部副 ヂとな り、副手 を退職後、同年5月 か ら翌年6月 まで、研究のため ヨーロッパに渡 り、ロン ドン、
パ リ、ベ ルリン、 レニ ングラー ドなどの美術館、図轡館 において、スタイン、ペ リオ、ル ・コ ック
ほか西欧の研究者が将遡ξした中央 アジアや敦煤の資料を調査す る。帰国後の同年7月 に,i,研究所研
究1・務嘱託 に、更に同年10月 には東 京帝室博物館建築設計調査委員会事務嘱託に転 じる(11930(昭
和5)年 ・111からは東 ノ∫文化学院東京研究所(外 務省)の 研究 員とな り、占代 中央 アジア)釜術 の研
究 を進める1,その研究成 果の ・部は、『敦蝋lilliの研究』(iiノ∫文化学 院東京研究所、1937年)とし
て1:ll行,このiii:によって1937(昭和12)イ1三3月か ら講師 を務めていた東京帝 国大学 より、1939(昭
和M)年41Jに 文学 博1:の学付:を受1ナる。141(lli和16)イ1こ4月か らは同 大学 文学 部∬ノ∫教授 とな
り、盟年5月 には、同馨ll:に対 してlI本学L院 恩賜賞 を受賞り1945(昭和20)年611、同 大学を退官1,
戦後は、1949(昭和24)年81!か ら国 、ン:博物館Rf1'1rf,術研究所上乏に就Tr:し、1952(昭和27)年4
11に)ミ術lil(究所 が豪京X化 財研究所 と組織 替えを してか らは1司年10月 まで)こ刊サ部長 を務める、そ
の後、1956(昭和31)年 に 東京 大学 で、1958(昭和33)年 には 女jr術 大学 において講義を行 う
が、翌年411からは、東京藝術大学)宅術学III>教授 となる、,1967(昭和42)年3月1こ同ノk学を定 年
退官後、4月 か らはIil.び女 ∫・美術 大学教授 に迎え られ、1984(ill{和59)年311まで東洋)ご術史,を講
じる、,研究領域 は、東洋美術iの 中で も仏教 を中心 に した宗教 美術に 重点が 置かれているが、 専門
領域 と関連のあるIl本美術に対 して も広げ られてい る、 また伝統芸能に も詳 しい、,著㍉lrは『敦畑lhi
の研究 図像篇』(東方 文化学院東京研究所 、1937年)のみ であるが、数多 くの研究論 文を発表 し
ている、緻密な研究 によって培 かわれた豊かな学殖は、作品解説、ll}:評、随筆 などの記述 にうかが
われる.、198(昭和59)年71J2日 、心不 全のためii京都杉 並区の 自宅で死去、,・;」二年84、,当研 究
所名誉研究 員,,
松本修 自(ま つ もと しゅう じ)1951年1月91卜2003年7月21i
l951(1昭和26)年1月911、 東京都新 宿区に生 まれる111973(昭和48)年3月 、'i'-viii川大学' 二学
部建築学科 卒業、1975(昭和50)年3月jlし稲 川大学大学院理1二学研究科修is課程修 」',,1975(1昭
和50)年4it奈良国立文化財研究所入所以 来、特に7世 紀建築遺構 の復原研究に尽力する とともに、
各地の 町並みや近世社寺建築の調査研究に と幅広 く活躍する。 奈良国立文化財研究所年報 に 「山川
寺金堂復元模型の制作」(1982年11月)他、多 くの論文 を発表 している。1993(平成5)年 に当研
究所 に異動後は、経験 をもとに遺跡 、建造物 の保存修復の理念 と実践 をテーマ と し、 ヨーロッパ と
のX化 遺産保護協力 を推進す る。2002(平成14)年4月 に奈良文化財研究所 に戻 るが、2003('14
成15)年7月2日 死去。享年52。没後、『松本修 自遺稿集』(2003年)が有志 により刊 行された,、
丸尾彰三郎(ま るお しょうさぶ ろ う)1892年9月4目 ～1980年7月24日
1892(明治25)年9月4日 、岡ill県に生 まれる。1919(大正8)年 東京帝 国大学文科 大学 美学 庭
術史科 卒業、1921(大正10)年 文部省図書館 員教 習所講 師、翌年文部省古社寺保存計画調査嘱託、
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1930(昭和5)年 か ら1943(1昭和18)年 ま で 当 研 究 所 ・事 務 嘱f託、 そ の 間 にii京'女'∫・高 苧}≡師 範 、 東
∫1〈'女・r大学 、 慶 慮 義 塾 大 学 の 講 降i!iを務 め 、1932(昭 和7)年 文部 省lllqlil二鑑 査 官 と な り 、1946〔昭 和
Z1)年9月 ま で 任 じ ら れ る1.,1933(昭和8)年 承 圃契美 術 品 等 調 査 ・委`1会委`.1、1936{昭和11)年
同'委i1会幹 事 を 務 め る 、.,1938(昭和13)年 か ら1939(昭 和1mitに か け て ベ ル リ ン で 開 催 され た
「伯 林II本 占 美 術 捏蔓覧 会 」 σ)ため ド イ ツ へ 出 張 、 ド イ ツ 政 府 よ り 「フ 、zルデ ィ ン ス ト ・ク ロ イ ツ ェ
ル ・シ7_ソ ・一 フ フ'一ド レ ル 」 勲1†ヒを 受'章。1944(昭 刑ll9)年 に1ま勲 六 笠≡瑞'i`二章 を受'勲1、戦 後195
(畔{刑12{〕)年、 史卉[～省 判二会 孝文f}lll}{こ萸力務 、}継{ド文 書i到支¥凶 丘び㌧`こi・1{r藍「}岡査 唖」毛1{・Lとな り 、1948(il召荊1
23)=1=lftl、ヒト阜雪勿貞官r凋イ峯員 にTr:じら れ 、195〔〕(11「i手025)∫詳文 イヒ!{」`f呆il斐:委`‡会 彗手承砦ll・,・〕屡彷『11墾でll果`二阜蝿
し 、1956(昭 和.31)年 退1`ず1、翌 年 文化 財1、引Ill審議 会 専 門 委 員 と な り 、1966(昭cif41]ゴ1三勲 四 ・等 を
受 勲 、1968(昭 和43)fト 虻化 財 保 護 審 議 会 専 門 委 員 と な り1974(昭 和49>年 ま で 任 じ る.同 年11
月 勲{等 瑞'i{章を ・受勲 、,1922(大iiI.11)年、 文 ・部 省 古 社 寺 保 存 計 画 調 査 嘱 託 と して 就 任 以 来 、 な
おlll'{創期 に あ っ た 日本 全 国 の 社 寺 の 古 彫 刻 を:直と す る 一文 化 財'の調 在 と 基 礎 的 研 究 を 手`fい.『南 都L
大 寺 大 鏡 』 そ の 他 の 編 ・纂に 関 わ っ た 叢 績 は 大 き い1,ま た 戦 後 もK化llれ¥門 審 議 会1、1∫11竈」'委員 と して 長
く 国 宝 指 定 お よ び 文 化 財 保 護 に 貢 献 す る,、日 本 彫 刻 史 研 究 の 基 礎 的 な 調 査 の 成 果 は 『ll彫 刻 史 基
礎 資 料 集 成 』(中 央 公 論 美 術 出 版)と して ま とめ ら れ 、 没 後 も1:lll∫が 続 い て い る1,『国 華 』 「'寒術 研
究 』 「顧 説 』、 国 立.博物 館 刊 行 誌 、 調 査 報lih喜1・等 の 論K、 随 筆 等 は10〔}余を 数 え る 。198{}{昭和55)
年7月24日 、 静 脈 血 栓 症 の た め 、 東}1〔郡 文京 区 のi'1'で死 去,,:1}:fir'[7!c、
美 澄 政 博(み す み ま さ ひ ろ)1908年llI1不 明 一1938年3月2引1
1908(明治41)年 、illLI県に'kま れ る 、,Ilf制Ill口高 等'11三:校llll身、1935(fi和1〔})_,_.,sr'大学
'文学 部 美 学 美 術 史学 手li・を 卒 業'、 岡f卜qi研究 所 の1嘱託 と な り 、1男治 大il-:術史 荊1百纂 に 従 嘱 す る 、 ..iモに
京 都 方 而 の 日 本 画 家f云を 研 究 し 、 「幸 野 楳 嶺 と そ の 業 績 に つ い て 」(『美 術 研 究 』62、1937年2月)
を 発 表 、1その 他 、 諸 家 伝 記 の 研 究 も 進 子歩中 で あ り続 々 発 表 の'定 で あ っ た が 、1938qll{和13)年3
1124日に ウ巳ノξ,、亨:f卜30、、
宮 次 男(み や つ ぎお)1928年6Jl21卜 】9働年2月2011
1928(llli和3)年Eifl211、{飛県 鈴1距lli南才`i:松1】1」'に生 まれ る 、、1953Ull杯1128}年311、東 北 大 学
史'1:1'li叫{洋芸 律]二史 学 科 を 卒 業 し 、1954qll杯II29)年5111司大 学 文 学 部11力rとな る1.1955(1唱和3〔〕)
年911に 〕置1研究 所.庭術 部 技 術 員 、1958Glli和33)年7月 に 文 部 技 官 と な る,11960Ulli羽135)年5
1Jには 当liJf究所 に 才づけ る 共 同 研 究 『醍 醐 与'1:llヒ・塔 の 臆lllli」111デ川 弘 文 館 、1959年)で 日'本'11`:[」1;完、慰
賜 賞 を 受・賞 す る 。1972(昭 和47)f1こ当研 究 所iTr:lilf究'ドTとな り 、1977(昭 和52)年 に はIlil所情 報
資 料 部 に 異 動 と な る,,同 年6月 、 金 字 宝 塔 ・4,',陀羅 の イ研究 に よ1川{北 大 学 よ り文'!1`:博[・」号 を 授'∫・さ れ
る1・11978(Hl{和;53)イⅡこ4fllこ1よIlrl}所庭 術1㍗1二第 ・{研ラと室 ⊥モに 、 さ ら に1982(II「杯ll57)イiそ4114二は1可
所 情 報 資 料 部 鍾 と な る1,1987(昭和62}年311に'!i研 究 所 を 退'1'で、 同 年41'∫に 実 践'女 ∫凸大 学 文学
部 教 授 に 就 任1,lill究対 象 はff中111:絵Jdijをll1心と す る が 、 そ の 関 心 は 多1岐に わ た',て い る 、 特 に 絵
巻 物 研 究 で は 「新 修ll本 絵 巻物 く≒"ム」{∫「111hll;1111、1975-1981年)への 関 与'によaて も た ら され
た 嘔is(乃」緊さ を1,1:一{,に、 合li幾辛会、 高{瞥f云糸会、t:・.r:i.::irr言力・ら{卸r.加1'1',:f・、 11rべ,雁 ゴ鮮 き 伺卜先 ま'(3も
視 野 に 人 れ 、 数 々の 論 考 を残 し て い る 、 ま た1―本 中Ill:期の 代 ノ乏rl勺な ジ ャ ン ル とuさ れ る 肖 像 画 に お
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いて も、前後をみ わた した 肖像画 史をこころみ るな ど、先駆的な足跡 を残 している。 しか し鯨十論
文のテーマに代表 され る法華経 をテーマ とした仏教説話画研究へ の関心 は、東北大学での恩師故亀
川孜教授への傾倒 を示すかの ように終始変 わることな く、研究のバ ックボー ンを形成 してい砲 、藁
術 史学会常任委員 、民族芸術学会評議員。晩年は 「1・王.経」や 「往生要集」 に関わ る絵1ill1に関心 を
収敏 させ ていたかに見 うけ られるが、その成 果をII聖に問いは じめていた途上 の1994(平成6)年2
月20it、肺癌のため 東京都旧無市の病院で死去白 享年65r.当研究所塙誉二研究貝n
毛 利 登(も う りσ)ほる)1902年12月14口 ～1987イト1月20口
19〔〕2dりllii35)イFl2」」1411、Ei」illiにif:ま才しる 、ll927ql`{不02){1三叫〔蕩〔美 利1∫学 ヰ吏1呉1案雫十を 卒
業 、Illl年宮 内 省 嘱 、{丘と な り}≡ll位大 礼 用 神 宝 類 図 案 設 、II・を 担 噛1iするnl928(昭 和3)年 内 務 省1宣神 宮
使 庁1嘱託 と な り、1939(昭 和14)ゴ1モllil技手 、1942(11{和17)年1司技 師 と な る 、 終 戦 後 の196[lli
和Z17年 史部 省 図'[::調査 室 に 勤 務 し 、1947(昭 和22)年 東 ユ1〔国 立 博 物 館 嘱 託 、 盟 年 同 調 査 口 を'+・{n・f.
て 、1949(li;;和24)年史1与ll技官 と し てIlrl博物 館 に 勤 務 、195〔〕(lli和25)年虻化 財 保 護 委 員 会 違 術
1二芸lllll課に 移 り 、1951(昭和26)年Ililli己念 物 課 、1952(昭 和27)年 「lil無形X化 財 課 を 兼 務,1962
(昭和37)年 寸i研究 所 保 存 科 学 部{[多理 技 術 研 究 室 長 と な る が 、 翌 年 東 京 藝 術 大 学 教 授 と な り 史化 財
保 でf二修 復 概 論 を 講 ず る ∩1966〔昭 利41)年 東 京 藝 祠{∫大学 附 属 芸 術 資1:}館長 と な る1,lt)7〔〕(昭 和451
年3月 同 大 学 を 退'r㍍ 文 様 美 術 、 日 本 文様 史 を 研 究 し 、LVLESE:にフ ラ ン ツ ・マ イヤ ー 箸 『装 飾 の ハ ン
ドブ ッ ク」 〔東 京 美術 、1968年},著卜書}:に『lf本σ)文様)ミ術 」(東 京 美 術 、1969年)が あ るn197fllij
刑162)ぐト11120【1〃iピコ長臼1学ニイト84,,
茂 木 曙(も ぎ あ き ら)125年4月8日 一1999年1月1211
1928(lIr{利13)年4,1811型三ま才しU1945{岬{洞120)イ1三1[]1」」二学ll完(専爬募'デ:番交)本 利・建 築f:卜ti't'r・梁,,
在 学 中 の19朋(昭 和19)年711よ り194(昭 和23)年lll」 末 ま で 東 京 帝 園 大 学 第 ・1:学1祁建 築'1`:
科 勤 務1そ の 後 家 業(建 築 胸 に 従 事 り1951(昭 和26)年7月 奈 ∫鵠 し法 隆 与II{1宝保 存1二'jr'1`務所
技 術 員 と して 、 傑 存 一1:事に 従'振,1954(llfl和29)年7月11―三11研究 所 保 存 千1卜学 部 のi臨時 筆4こと な り 、
1961(昭和36)年91!111文 部 技 官 と し て 同 所 保 存 科 学 朗二化 学 研 究 窒 に 採 川 さ れ る,、そ の 後 同 所
修 復 技 術 部 第 一 修 復 技 術 研 究 室 へ 異 動 し 、 木 造 建 造 物(杜 苧等)の 彩 色 剥 落 止 め 処ii't等を 多 数 行 う
1x)89('1五,茂ノ〔1)角三3月31}:1,i三千1三」量1等。1999eドI」比11)イrI'」12i;歩ヒ2で、 享{1三7[ln
望月信成(も ちつき しん じょう)1899年6月14― ―-199〔}年5月28日
1899(明治32)年6月14日 、京都11∫に生 まれるR父 は、『仏教大辞典』(世界聖典1:IH1、協 会、1919
-1937年)の一'で あ り知恩院管長 も務め た信享であるn1926(大IE15)年3月に東京帝 国大学
文学 部)ぎ}:美術史学科 を卒業 し、同年4月 京都帝1・[11大学大学院に進み、1929(昭和4)年 修 了[)同
年911に恩賜 京都博物館 鑑査員 となる。その後 、1931(昭和6)年4月 よ り当研究所嘱 託を務 め、
1936(昭和11)年 に大阪市美術館主事 に転 じる。以後、1949(昭和24)年9月1司美術館長、翌 年
大阪 市 立大学教授 に任 じられる。大 阪市 立美術 館時代の美術 館行政 につ いては、後に 自伝 として
『ひと筋 の細い道』(前田清 文堂 、1984年)で語 ってい る。1964(昭和39)年 に大 阪市立美術館 長、
大阪11∫立大学教授退職の後 は、1968(昭和43)年 か ら1979(昭和54)年 まで帝塚 山学 院大学教授、
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1968(昭利43)年 か ら1985(昭和60)年 まで財団法 人美術院理 事長 と、美術教育お よび 文化財保
護事業 に継続 して尽 くすr)この他 後進の教育には、高野1彫k学、甲南 女r大 学において関わる、 ま
た、理事、評議員 として関'∫した 追術館 には、藤川〕さ術館 、rl鶴旋術館 、逸35i=術館があ り、1966
(1昭和41)年 には兵庫県 美術館建II没委貝会 委員 となっている、,また僧籍 にあ った関係 ヒ、19:311昭
和9)年 知恩 院什:il:係is任、響年知恩院保存会委工i、1953(昭和28)年1争ヒ宗 美術部講師、1956qll{
和31)年 浄1:宗本ll匠審議会委員を務め、19641昭和39)年 浄1:宗大僧正 となってい るn以f:の崇
績 に対 して.1958(昭和33)年II本1専物館協会総 裁よ り長年博物館」1`業尽ノJ表彰、1964(昭和39)
年大阪1僧ll会教 育功労 者表彰、同年大阪府 大阪11'文化賞 、1970(昭和45)年 勲 四等旭11章を受勲,、
1965(昭和 適{}}年第191111毎II出版 文化賞 を受賞 した 「仏像 心 とかたち」1(共著、H本放送 出版協会、
1965年)をは じめ と して仏教美術 を中心 と したその 拷作は多し㌔1990(平成2)年5月28fl.肝
不全のため大阪II∫犬王寺 区の病1院で死去。 享年90、
持丸一夫(も ちまるかず お)igl9{F7月71―-1954年3111811
1919(大正8)年7月7:i、 神奈 川県横 浜`liに'1ぽれ る、,IU制静岡 高等'}:校を経 て、1942(illl和
17)年9月 東京大学 史学 部美学)宅律〕:史学科 卒粟、1司年1011'11研究1り〒内の 東洋 美術llq際研究会1こ人
り1英 文1-1本占 発術案内の編 集に従 幽1`y兼ねて11千研究所嘱ll丘と してli本美術の研究にあたる、,1344
(11`{和19)年3111、L;召、中国にて終戦を迎え、俘虜生 活 を約1年1iil地で送る(fl946(昭和21年 〕5
月帰還 し、 しば らくIH職の東洋[.術国際li∫1究会の残務整理 にあた',ていたが 、197(llr{和22)年6
月当研 究所 に 入所、,研究所 において は、1949(1昭和24)年6月 文部技官 とな り、大学 の卒 業論 文
「:司馬江漢の研究」以来・Fがけて きた近11t絵IIIII史をrfit攻し、特 に桃1[1時代の障壁画の研究に力を注 く∴1
その間、AIL動 に、また研 究所の 事務的なllliにもr腕 を振 るう,,研究には きわめて実1言ll三的な方法




1913(大正2)年3月2711、ii京 に生 まれ る1,1935{昭和1〔〕)f卜3月東京帝 国大学 虹 第!部言語学
科 を卒業、1938(昭和13)年3月 にIlil大学 院 を修1す る1、Ilfj年4,j当研究所1属託 とな り、語学力
をいか して、 当研究所刊 行の 「築術研究』 の翻訳 に従事,,また1-1本大学-外 国語学校、国際学
友会で も英語の講師 を勤める[11939{昭和M)年8月 か らは、東洋美術 国際研究 会の業務 も兼務。
同会の刊行物"ArtGuideofNipp〈mNara,MirandVtiTakayamaPrefectures"(1943年)の編集の
ため、1941(昭和16)年5月 には 奈良な ど関 四の社 、～}調査に も加わるが、1941(昭和16)年10月
の応召 によ り、翻訳 を担'llするこ とはかなわなか'・た、,1.946(昭和21)年7月 まで陸軍主計」1〈llll「
の任につ き、復貝後の1946年7Jj3111"i研究1畔「を退官、その後1995(平成7>年3月 まで浄'1:宗
駕念寺 のT:1:職を務める、 また1949(昭和24)年411よ り1976(昭和51)年3月 まで戸板 女'r1芽門
学校(の ち戸板 女r短 期 大学)で 英文科教授 と して、学生の指導にあたるnff私 嗣短期 大学協会
教務研 究委 員会 委員長、卿k都 私 、凱短期大学 協会学校 嘱務研究員会委貴、大学設置審議会短期 大,.,
基準分科 会委員な どを歴任、,1982(昭和57)年4月 ノ1板女r短 期大学名轡教キ受となる、,1998eド
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班こ10)イド2月IO日 歩ビラ!ミ1。'鐸イ1⊇三84。
森 八郎(も りはちろう)1911年5月7日 ～1988年7月1日
1911(明lfM4)年5月711!1:まれ、,1937(昭和12)年3月IFI制f高 等 学校理科 乙類 を卒業、,4
1川〔京帝園大学 農`1`:部農学科 に人学 し、1940(昭和15)年3月'首1富1卒業。同年4月 同大学院に進み、
1945(昭和20)年91】大学 院修 ∫1、1946(昭和21)年51ゴ慶{fibL'義塾 大学予科講師、その後教授 とな り、
1977(昭和52)年3月Ilil大学定 年退職、,1973(昭和48)年 よ り1987(昭和62)年 まで 当研究所
保 存科学部生物lill究室調 査研究 員として勤務。専 門は応 川昆 虫挙1,シ「rアリの研究で は第一 人 持
で、1979(llll和54)rl月には、体ii-.状態 だ',た(財)文 化財虫毛ll:研究所 を1冨∫興 し、国内外 のX
化財の保存 と修復の ために尽力す る、,また虫霧防除のためのK化 財の燃蒸法の研究 ・開発 ・実践 に
ついては、保存二科学部の研 究員とともに、 丈化財方式 とiiわれる畑蒸 法U)沸及定 着に尽力する,弔
泉のll曇原{代 遺体li,「究保存委員や宮内ll二1E倉院御物 材質調 査委員、占 文化財科学 会副 会長 などを務
める1、i琳:は、 「ll噂午と1∫紹!11:川代IIIIII工与学術調査報II「』(共 賭:、朝li新聞社、1950年}『最 新 し





189〔〕(明治23)年111150、神奈川県横 浜iliに生 まれ る1、横浜市関内境Ili∫に育 ち、横浜商業学校
に進 むが、算盤が苦 手で利1奈川県 、k第一一1[r学校に転校 し、19〔〕8〔明治4P年 に 卒業,】911(明治
4'P年6川II制第一・高等学校 英法科 を卒 業 し、同年91掴{泉 帝困 大学法f1・大学 商 業'1∫:科に 人学す
るが、igl2(大iiI.元)年9月文科大学 旋文学科 に転科す る,,・高ll寺代か らIl本水彩画研究所 に通'・
て繧を学び、大学時代の1913(大IE2)年第7[11Bζ展に水彩lll―{「1'll二原の助ミい傘1をIIIIIIII・人選 とな り、
III:論のtilri題となる。1915(人ILI4)年71J、_._業論 史 「感情iこ義の 芸術li命」tlm〔}tionalPrillcip1巳s
o「flrt)を提出 して東 京帝矧 大学 文科大'予:を首席卒業、 ド賜の銀時1{1'をうける、II・」大学 院に進 むが、
同f卜9月東京美 術学校講師 とな り、英語 、西洋彫 刻史、1,耳洋 美術 史を担 ・liする と同時に、西洋1111i科
研究科の教室 に出入 りして繰HI清輝 に実技の1Y,;1:1×51.を受けるり 917(」`.if:Ei)年31J、1【1制第一高等
学校講師 とな り、翌年12月 東窟美術学校教授 、兼jlI制第一・高等単 校孝文授 となる、1921(大正10)
年31J,1町洋美 術史研究のためにヨーロッパに1"・77r:'4初め イギ リスに滞在、秋 に イタリアへ行 きフ ィ
レンツェのバー ナー ド ・ベ レンソン教授 に師堺 、ルネッサ ンス美術.特 にサ ン ドロ ・ボ ッテ ィチ ェ
リの研究 に従事す る。1924(大正13)年2月 か ら秋 にかけて英 文の論文 輔SalldroI30tticelli"をh..、
完成 させ、翌年2月 帰国、東京美術学校 に復帰 、高等官6等 、3月」1÷し位に叙せ られる。同年"`Sandro
Botticelli"全3巻(MediciSociety}を刊行。同書 は、1929(昭和4)年 、1巻 本と して普及版が1:1」
行され、その際 にイギ リスの批評家 ロー ジャ ・フラ イの批判的 な書評に対 して矢代が反論 し、論争
が 交わ される。1925{大正14)rr最 初の欧米留学 よ り帰国 した とき、黒 「11清輝 遺産による美術
奨励事 巣の具体化 について、当時の東京美術学校長正木 直彦 に意見 を求 め られ、 ロン ドンの ウイッ
ト家の美術資料 コレクシ ョンなどを例 とす る美術図書館 の設立 を提 案 し、その実現を託 され るO当
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時研 究 者と してルネ ッサ ンス研究 をさらに深めてい こうとしていたが、 日本の美術 史研究の基礎
的環境整 備のため に私心 を捨て て 当研究所1没、乞に向 けて尽 力す る,,1927(昭和2)年1月 、黒 川
清輝遺産 による琳業遂行のための委員会 委員 とな り、 当研究所の設 、kに参画U同 年3月 ヨー ロ ッ
パ、ア メリカ、カナ ダへ 出張、翌年51j帰国する,、第1回 滞欧か ら帰国後は、 しだいにfl本、ii('Y一
美術に対 して研究範囲をひろげ、国際的視野に 、ヒった観点から日本古美術σ)対外的紹 介にも意を川
い、1930(II{和5)年10月11渡ヨー ロッパへ 出張 、翌 年には、帝国美術 院、 日独 協会、ベ ル リン
東西 美術 協会 、プロシア芸術院」'1司i三催 によ りドイツとハ ンガ リーでの現代 日本画展 を実現 させ る,,
一 ノ∫、liij年11月iE木直」当}のあとを受けて、1935G昭和10)年5月 まで当研究所 主事 を務め、同年
6川lil研究所 長に就任 し、今 日の 東京 文化財研究所の 基礎づ くりに尽力す る。 この間、1932(1昭和
7)年か ら1933(昭和8)年 、カーネギー財団 とハーバー ド大学に招 かれ て、「Ii本絵 巻物論」 を講
義、帰国 後に財団法人啓明会主催の会合で 「1既界における1[本美術の位置」を講義する,,1935(lli
和10)年5月 か ら翌年にか けて 、派遣教授 として イギ リスへ行 き、コー トール ド・インステ ィテユー
ト・オブ ・アー トほか イギ リスの諸地 ノ∫の 大学で講演す る、,1942(昭和17)年 春の宣戦 の詔勅 誤
読事件を きっかけ として6月28日 に所長 を辞任、それ以降は 日本交通公社 文化ii,,,;,;t.0任参r・1一とな
り、1944(昭和19)年 に東京美術学校教授 を退,・.1'した後は、いっ さいの公職 をはなれて神 奈川県
大磯町に籠居す る。1945(昭和20)年 敗i競後の11月 、奈良、京都など日本llゴ美術K化 の遺蹟が空
襲による破壊 を免れたの は、 ラング トン ・ウォーナーな どハーバ ー ド・グループの働 きかけにより
空襲 目的地か ら除外 され たのが理 山で あるこ とな どを朝Il新聞紙 ヒ(1945年11月1111)に発表
し話題を よぶ。1950(昭和25)年8月 文化財保護法が制定 される と、 文化財 保護 委員に任命 され
る。1951(昭和26)年11月 イン ド経 山で イギリス、 フランス、 イタ リア を歴遊 してアメ リカへ渡
り、 日本古美術展開催について交渉 、翌年帰国、411'li研究所 長に就任、翌年10月 まで在任す る1,
戦前の日伊学会の創設者の一 人であ り、1950(II(和25)年のll伊協会発足後はその理ll`長として、
また1961(昭和36)年 か ら1966(II"it和41)年まではその会長 としてII伊X化の交流 と協会の発展
のために尽 くす。 この間、1956(lli和3D年5月、ll伊文化協定 によるk化 使節 と してローマ大学、
イタリア中亜極 東協会0)招きで渡伊 し、ヴェネチア ・ビエ ンナー レ展 日本館開館式に川席 、 またパ
リでフラン ス、オランダ、 イタリア、 イギ リス巡llllの目奉lll庭術展の開催準備 会に4力 国代表を集
めて協議 、その 計llliiは、1958(昭和33)11'.実現 される∩ これ らの功績に よってllfj年1011、イタリ
ア政府 よ り勲章 を授r・J一され る,,こうした対外的な活動 と同時に、晩年 にな って依頼 された)隻術館の
設 、ヒとそのための作品 蒐集にii'.u.を注 ぎ、1960(昭和35)年10月 、奈良 市学園前にノく和 史構館が創
設 され ると初代館 長に就任する,,1965(昭和40)年9月 、 フリーア・ギャラリー ・オブ ・アー トよ り、
ii本美術お よび中国美術の理解 を進めるうえにsl献した生涯の仕!撫こ対 して、第3回 ブリアー賞を授
けられ、また同年秋に勲:等 瑞'k章を受勲,、》診{年1月『日本)芝術の特 質』 第2版(岩 波lll:店、1965年)
に よって朝 日賞 を受賞 、同年2月151i、1ζ化財保護委ll会委員の発足以来5期 にわた って 耽責を
果た し任期満 」'で辞任す る、1970(1昭和45)年1111文化功労 κに選 ばれ、ll`1年ll1!30目大和}C
華館長 を辞 して引退す る、,1975(昭和50》年5月25日 、心 不"の ため神 奈川県1ろ塚li∫び)病院で死去、,
享イr84,,
549
柳澤 孝(や な ぎさわたか)1926年1月16日 ～2003年9月6日
1926(大正15)年1月16日 、長野県上 田市上田に生 まれる。1943(昭和18)年3月 、長野県 、乞i
田高等女学校 を卒業。1945(1昭和20)年9月 、 日本女子大学 国文科卒業後、同大学補修科に進学、,
翌年3月 、同大学補修科 を修了。その後 日本美術 史、 とくに絵画史の研究のため に当研究所 におい
て秋山光和の指導を受 け、同年9月 、当研究所雇 となる。1959(昭和34)年9月1[1文 部技官 とな り、
1972(昭和47)年7月1日 に当研 究所美術部 主任研究官 、1982(昭和57)年4月1FI同 所美術部
第一・研究rs長に昇任。1984(昭和59)年4月1日 同所美術部長 に就任。1987(昭和62)年3月 定
年退官す る、,在職中か ら非常勤 講師 として東京大学、同大学東洋文化研究所 、慶慮義塾大学 、i"・?1f'1?
院大学 、東京藝術大学へ出講 し、後進の育成 にも力 を注 ぐ,.長年にわた・)てIi本仏教絵1111i史研究 に
携わ り、網羅的かつ綿宿 な作品調 査を行 うこ とで知 られ、成 果をもとに した多 くの 据ll:、論 文が
ある、,その研究手法はX線 透過撮影、赤外線撮 影、双眼実 体顕 微鏡 な どの光学 的、科学的 科去を
積極的に川い 、それまで解明が 困難であった絵画の顔料の種類 、描法を明らかに して 、仏画研究の
/-r去を開拓 する とともにその指針 を示 し、研究そ のものの水準 を飛躍的 に引 き ヒ1ダるものである.,
1960(昭和35)年 タ≒同研究 『醍醐 　_.__._.塔の壁lllli』(吉111弘文館、1959年)により、II本学i.院恩
賜賞を受賞1,晩年は、園城 寺か らの要請で修理委 貝を務め、余 人を介 さずつぶ さに実 見 した金色不
動明E像(い わゆる黄不動)に 関心 を寄せる()2003(平成15)年9月6日 、急性心不 全のため死去,
`F年77、,没後、遺稿は 「園城寺 国宝 金色不動明is像(黄 不動)に 関す る新 知見一 不動明iI.修NI!報
告一 」(『美術研究』385、2005年2月)としてk梓 された,,また代 表論kの うら、年月の経過 とと
もに人r一困難がr想 される雑誌掲 載の論文をi,成した 『柳澤孝仏教絵 画史1論集」(中央公論羨 術出版 、
2006年)が刊行 された。 当研究所 名誉liヲf究島,
山田智三郎(や まだち さぶ ろう)1908年10月11fl～1984年41Jll日
1908(明治41)年10月1111、東京府 日本橋本 町に生 まれる、1926(大IEl5)年L智大学 文学 科
予科に ドイツ文学を志望 し入学。 この年 ターナーの論文 を通 して矢代 幸雄に師'1`、以後長 くその指
導 を受けるVl927(lli和2)年liij大学 を中退 しll斐欧、 ミュ ンヘ ン大学哲学部に人学 し庭術史学 を111f
攻するが、翌年ベ ルリン大学哲学科 に入学、同 じく美術 史学 を専攻 する,,1934Gll{和9)年同 大ノ1`:
博1:課程 をAlf"}一...`し、『17、18ilt紀に於け るヨーロ ッパ美術 と東亜の 影響』(ア トリヱ社 、1912年)
を刊行C)同年 帰国 し、7月 よ り当研究所 嘱託 として勤務 、9月 よ り明 治大1{'.術史編 纂 に従1Fす
る、,1935(1昭和 0)年 ベ ルリン大学 よ りドク トルの学位 を授与 され、1938(昭和13)年 「伯ぞ相1
本 占美術 展覧会」開催に際 し文化使節随員 として兇島喜久 雄 と共に ドイツに赴 く。1942(昭和17)
年 当研究所内の東洋美術 国際研究 会編集主任、1944(昭和19)年 同会 主事 とな り、戦後1946(昭
和21)年駐 日米軍の東京 アー ミーイデ ュケ ーシ ョンセ ンター勤務 を経 て、1953(1昭和28)年 か ら
1968(昭和43)年 まで共立女 子大学教授 を務める。 この間1954(昭和29)年 フルプライ トお よび
ス ミス ・マ ン ト研究員 として1年 間渡米、 また1958(昭和33)年 イスラエ ルのハ イファ市 日本 庭
術館長 として2年 間当地に赴いた後、1962(1昭和37)年 カリフォルニ ア州ス タンフォー ド大学客
員教授 、翌 年ニ ュー ヨークの ホ イッ トニー財 団派遣教授 と して ノース カロライナ大学、ア イオ ワ
州 ドレーク大学でそれぞれ1年 間東洋 日本美術 史を講義す る。国内の大学での講義 も数多 く、上智
大学、東京藝術 大学、国際基督教大学、早 稲田大学 な どで講 師を務めている。1968(昭和43)年
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国 立西洋 爬術館長 に就任、そのか たわ ら、1965(li召和40)年 ブ リヂ ス トン美術館 運営 委11となり、
また評議 員と して1968(昭和43)年東タ}〔国1..1/.近代美術館、彫刻の森美術館、1970(昭和45)年ニュー
ヨー ク近代 美術館、1971(昭和46)年 日本美術協 会、197(昭和49)年 東京「壼i立博物館 、1975(昭
和50)年池 田20ill:紀美術館 、1977(昭和52)年 京者1～国立近代美術館 、山種美術財 団、またMOA
美術館運営 委員 を併任 、1979(昭和54)年 国 立西 洋美術 館長 を退官 する。同年同美術館 評議 員、
海外芸術交流協 会理 事、 ジャポネズ リー研究学会長、1980(1昭和55)年1岐阜県美術館顧 問、 日仏
美術学会.°,1tj任委員、1981(昭和56)年 財団12ξ人美術 文化振興 会理事長 、1982(昭和57)年財 卜rl・r1:
人鹿島美術財団理事 を歴任 し、 また安井賞、文化功労者、文化勲章の選考 委貝 も務めるなど、美術
文化の振興 と国際交流に多大の功績 を残す。1974(昭和49)年 フランスよ り芸術文学勲章の オフィ
シェ章、1975(昭和50)年 イギ リスよ り名誉大英勲 章(CBE)、1977(昭和52)年 オ ラン ダより
オ ランジュ・ナ ッサ ウ ・コマ ンダー勲 章を受章、1980(昭和55)年 勲二等瑞宝 章を受勲。1984(1昭
和59)年4月11日 、急性心肺不全のため横浜市戸塚 区の病院で死 去.,享年75。
吉 川逸治(よ しかわいつ じ)1908年12月14il～2002年12月5日
1908(明治41)年12月14日 、神奈川県横浜 市に生 まれるe1929(lii;和4)年II蹄lj浦和 高等学校文
科卒業。1933(昭和8)年 東京帝国大学美学美術 史学科 卒業、,同年フランスへ留学 し、パ リ大学で
ア ンリ ・フ ォシ ョンに師事 して フランスlli匿美術 を研 究,,1934(昭和9)年 よ りボアテ ィエd∫にあ
るサ ン ・サ ヴァン教会堂の ロマ ネスク壁[lliiを調査 し、1939(昭和14)年 その成果 をまとめた学位
論文"ApocalypsedeSaint-Savin"(サン ・サ ヴ ァン教 会党の黙示録liiiiの研究)を パ リ大学 に提出
して博士号 を取得。同年8月 か ら9月 まで、 フランス隊のバー ミヤ ン発掘調査 にあ わせアフガニス
タン、 イン ドを巡遊 して帰国す る,,1939(昭和14)年12月 か ら1942(昭和17)年61jまで 当研
究所内の東洋美術 国際研究会事務嘱託、1940(昭和15)年 か ら1943(lif{和18)年まで 当研究所嘱
託、1941(昭和16)年 東京美術学校の講師 とな り、西洋美術史 を講 じ、1991(昭和19)年 には東
方文化研究院(東 京)も 併任す るfil947(昭和22)年 同校教授 とな り同年10月か らは1965(ufi和
40)年5月 まで当研究所 と兼務する^199(昭 和24)11'.「中il恥の美術』(東京党 、1948年)により
毎lIili版文化賞受賞。1953(i昭和28)年 外ご京大学助教授 とな り、1955(U(i和30)年か ら1969(昭
和44)年 まで同大学美術史学科教授 を務める,,その間、1958(昭和33)年 から1961(昭和36)年
まで大岡昇14、中村 光夫 らとi司人結 『声』(丸 魯)に 参加 し、1959(昭和34)年 か ら1961(昭和
36)年までパ リilll際大学都市lI本館 長を務める,、1969(ilii和94)年名占1西圭大学教授 とな り1972(昭
和47)年 退官、この問、1959(昭和34)年 か ら1976(昭和51)年 まで に3度 にわた りフランスの
サ ン ・サヴ ァン教 会堂 を調 査 し、その成果の 集大成 として 『サ ン ・サ ヴァン教会堂 のロマ ネスク壁
画』(新潮社 、1982年)を刊 行1,その研究方法は、現地 での フィ 一ール ド ・ワー クに もとつ く実証的
なもので、国際的 に高いi;・1価を得る,、こ うした調 査によ り1975(昭和50)年 ボアテ ィエ大学 か ら
名轡教授号 を.D,1'x1一される、,1972(II和47)年から1981(昭和56)年 までii海大学教授 、1981(昭
和56)年 か ら1999('1`一成11)年 まで大和1K_4館長を務める、,1982(昭和57)年II本亭:f:院会員 と
な り、1984(昭和59)年 フランス学i.院ジャン ・レイ ノ 一ー賞 を受賞。 日本にお ける西洋美術 史学
研究の ヒで、徹底的 な現地調 査と広汎な 文献の渉猟を基礎 とする ノ∫法論 を実践 した先駆的研究 者と
して位置づけ られるfl2002('F成14)年1211511、Ilia淡のため神奈川県鎌 倉llfの1'1宅で死,　 享
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年93Q
米澤 嘉圃(よ ね ざわよ しほ)1906年6月2日 ～1993年7月29日
1906(明治39)年6月2日 、秋 田県鹿 角郡小坂 町に生 まれ る。本 名芳男。1924(大正13)年31J
暁星中学校 を卒業。1927(昭和2)年3月1日 制福岡高等学校 を卒業、翌年4月 東京帝国大学 文学 部
美学)き術 史学科 に入学 、1931(昭和6)年3月 同大学 を卒業、同年4月 よ り同大学 文学 部副手 とな
り、i剛時に同文学部大学院 に進 む。同年6月 、父の死去にあた り芳男を嘉 圃 と改 名す る,、この間、
大学 において瀧精一の指導 をうけ、処女論文 「狩野正信の研究」 ヒ、中、下 を 『IK嘩』(494-496、
1932年1～3月)に 発表。1933(1昭和8)年5月 、文部省重 要美術品等鑑査事務 嘱託 となり、 告名
な収 集家の所蔵品 を調査 して鑑識眼 を養い、1935(1昭和10)年6月 、東 ノ∫文化学院助r一に迎 えら
れる、この頃 「Ⅲ能村 竹田 と護園学派」を 『国華』(54U、1935年.11月)に発表す る,,以降、中国
絵画lil(究に本格的 に没 入 し、1938(昭和13)年3月 、 東方文化学院研究 員 とな り、1111KiI代の作
lllli機構 や絵画思想 に関する多 くの:n...auuSCを陳 方学報東京』 『国華』等に発表.,1942(ii和17)年IO
月、『図'1瑚の編 集貝 とな り、戦後、東方 文化学院が経済的基盤 を失 うと、1948(昭和23)年411.
鵜;(大学東洋文化研 究所研究員へ転 じ、1947(昭和22)年101」よ り1965(lli和40)':r・,)11よで
当研究所 楽術部研'%V員を併任す る。1949(II;和24)年51J以降、東 京大学教授 を併任、『il4華』編
f;(,委員、美術史学会常任委員 として、以後、riアジア全般の 美術の動向 を視野にお さy)た数 々の論
Kと 作品紹介を 『国華』 を中心 に発表 し、戦後における東洋 、Ilfiの美術 史研究を領導"4る1967
(昭和4Z)年3月 、東京大学を定年退官す るまで、国内は もとよ り海外 におけるIllll(1絵phjO)調査 も
精力的に実施◎1960(昭和35)年 台1湾、1962(昭和37)年 、1966(昭和41)年 に中IKI、翌 年ア メ
リカ、1973(昭和48)年 ヨー ロ ッパ を訪 れ、 各地の博物館 、美術館で 中国絵Illliの調 査、視察 を行
う,、この間、金沢 大学、名占崖 大学で教鞭 を とるり また1962(昭和37)年 か ら1966(lli和4D年
まで、)ご術史学 会代 表として指導力 を発揮 する,,翌年3月 東京大学を定 年退118fし、名挙教授 となる 、
同年41Jから東京藝術大学 講師、武蔵 野美術 大学教授 を務め る,,数々の要職 を歴任 し、 文化財行政
に も大き く寄与す る、,1977(昭和52)年4月 勲二等旭 日中綬章を受勲。同年8月 「IK嘩』iこ1;玲とな'・
て以降 、1989('r成元)年 の 『国華』創1:Url年,;己念ll喋の実現 に尽力 し、『ll{1華論 孜精選』 ヒ、卜(朝
II新聞社、1989年)の出版、「室町時代の屏風絵展」(ii京国 立博物館)の 開催、創1二1」1'1年記念 「牛1}
輯 県〔洋)き術選」上、下(『国華』ll27・1128、1989年10・11月)、「困華賞」の創設 を果た し、新
たに明治美術を 『国華』掲載 の対 象とする指針 を定める、,研究対 象は中国古代 よ り現代 までの絵 画
全般か ら朝鮮 、日本の絵 画におよび、文献 を駆使 した基礎研究 を徹底 して行 う一ノ∫で、作品の実 査
と鋭い鑑識に もとついて再検証 し、実証的な近代の学 としての水準に高め る。CI本美術 について も
東アジアを視野にお さめた広 い観点か ら検証す る必要性 を唱 える。主著 に 『東洋 美術1』(朝 日新
聞社 、1967年)『原色 日本の美術11』(小 学館、1970年)『水墨美術大系』1、11(講談社、1975年)
がある,,主要論文 はすべて 『米澤嘉圃美術史論集』L、 下(国 華社 、1994年)に収録 されてい る、,
1993('ド成5)年7月29日 、肝不 全のため、東京都新宿区の病 院で死去。 享年87。
脇本十 九郎(わ きもとそ くろ う)(楽之軒)1883年9月19ロ ー1963年2月8日
1883(明治16)年9月19日 、山1-1県防府 市に生 まれる。京都市立美術工芸学校 に入学するが中途
552
物故研究員等略歴
退学 して..1'.5,;,,1902(1リ1治35)年頃か ら藤 岡作 太郎 にIKI.,,X'i:、中川忠順 に・美術 史を学ぶ。美術i把
研究 のかた わ ら万朝報 、東 京朝II新聞 に現代 〕き術評 論 を執筆、,1917(大IE6)年か ら1920(大11{
9)年 まで 文部省嘱託と して国宝 調査にあた り、1922(大ilU1)年か ら1937(昭和12)年 まで 『II
本国宝 全集』 全84輯(li本国 ・iai.:一.:i1Tr会、1923-1938年)の編 集に従)」二。1931(II;和6)il・.か
ら1933(1昭和8)年 まで'li研究所嘱託 とな り、『)ミ術研究』 に多 くの論 文を発表,,1936(昭和11)
年美術攻究会 を東京)ご術研究所 と改め機関誌 『画説』(の ち 『x三術史学』 と改題)を1:り行 し、絵画、
陶磁 器等に関す る研究論k、 作ll11解説、 史料紹 介の筆 をとる1,1945(昭和20)年 東京1庭術研究所
を閉鎖、 東京美 術学校 、;蒜師、1947(II;和22)年教授 とな り目..術 史 を、溝 じるfl1949(1昭和24)
年国 、k博物館次長となったが間 もな く辞任、,1950(II;;和25),.術大学教授 とな り、1959(II
和34)年 定 年退官、1962(昭和37)年 名誉教授 となる、なお、1937(lli和12)年∫E要美術品 等調
査委員、1945(昭和20)年1・i{1宝保存会委員、1950(昭和25)年文化財専門審議 会導門委員を務め、
文化財保護行政 にも貢献す る∩1962(昭和37)イhlゴ美}術研究お よび現代 美術評論 に関す る業績 に
より紫綬褒章 を受章。水暴画、文 人画お よび京焼の研究に業績が大 きく、i三著に 『平安名陶伝』(洛
陶 会、1921年)がある。1963(lll{和38)年21181f、死去 ,',:年80,,逝去に際 しIE四位勲四k(a.af.瑞
宝 章の追贈 を受けた◎没後、『脇本楽之軒0)小伝 と追憶』(風濤判二、1971年)がrll行された,、
和 田 新=青 山 新(わ だ しん あおや ましん)1899年5月71i1988年4月5日
1899(明治32)年5月7日 、大 阪市 東区仁 右衛門Uljに生 まれる、1912(明治45)年lr身11.・.s,;し、
母の兄和 田英作宅に寄寓 、明治学 院中学部 卒業後、1919(大d{8)年東京美術学季交西洋画科に 入学
し、1924(大正13)年 同科 を卒業,,研究生 を経て1925(大正14)年助r-、1926(III;和元)年 講師
とな り西洋彫刻 史を担当 し、矢代一;i...r一雄の指導 を受ける、,1927(昭和2)年1月 よ り当研究所設:、万1`～
備事業 に携 わる。1929(昭和4)年 東京 懸1;1学校助教授 とな り酉洋美術史 を講 じる、,同年よ り鵬{年
にかけ啓明会の援助 によ り西ア ジア美術 史研究のため ヨーロ ッパ、イラン、 イラク等を調徹,1930
(昭和5)年 当研究所 嘱託 となる(11935(昭和10)年5月 東京美術学校教授 となるが同81J依願退
官∩ この年'i'Ill家よ り和 川家へ転 籍、,1937(昭和12)年'1条研 究所 員 とな り、1942(昭和17)年 退
官。1947(昭和22)年Ii本博物館協 会幹 事となる,、1951(昭和26)年II本美術家連盟事務局長 と
な り1971(昭和46)年 まで長 きにわた り庭術家の国際交流に尽 くし、その 後 もlifl連盟相談役 を務




1874(明治7)年121」23il、鹿児島県lli二属郡・唾水村 に生 まれる。幼 くして上京、明治学 院に学 び、
上杉熊松 の指導 を受 ける,、1891(明治24)年 退学 してIllli業に専心 し、洋画 を曾山掌彦 、原川直次
郎に学ぶかたわ ら日本poiを久保川米偲 に学 び、次いで 天真道場 に入 って黒田清輝 、久米桂 ・郎 の指
導 を受 ける。1896(明治29)年 東京)鰍1∫学校助教授 となるが 、間 もな く辞 して1897(明治30)年
2月1司校西洋1111i科に入学、同年7月 修rし 同校助rと なる、,1896(明治29)年 白馬 会の倉1泣に参加
して会員となる。1899(明治32)年ドイツに赴 き、同年文部省留'1∫:生と してパ リに渡 り、アカデ ミー ・
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コラロッシに入学 してラファエル・コラン、クー ル トア、ユージェー ヌ・グラッセ等の指導 を受けるC,
1903(明治36)年、岡田三郎助 、浅井忠等 と共に帰国 し、同年東京美術学校教授 に就任。1907(明
治40)年 文部省美術 審査委員 会委員、1919(大正8)年 帝 国美術 院会員 とな る。1921(大正10)
年 ヨーロッパに;1;張し、翌年帰国,11932(昭和7)年 東京美術学校長に就任。 この間、1934(昭和
9)年帝室技 芸員 を拝 命 し、1935(昭和10)年6月 文部省美術研究所長事務取扱 を命 じられる。糊
年6月 東京美術学校長を辞 し、名憐教授 となる。1937(昭和12)年帝国芸術 院会員 となる。1943(Ill{
和18)年 多年の功績に対 し文化勲章を授与 され、1951(昭和26)年 文化功労者 となる、,1959(II　i
和34)年1月3日 、膀胱癌の ため静岡県清水市で死 去。 享年83。没後、勲一等瑞宝 章大綬の追贈
を受けた。
渡邊 一(オ)たなべ は じめ)1904年9月26日 ～1944年3月23日
1904(明治37)年9112611、新潟 県長 岡市 に生 まれ る。県 、ヒ長岡中学校 を経て、1925(大IF:M)
年IIl制第・・高等学校文科乙類 を卒業,)同級に石澤1E男が いる、,1929(昭和4)年 東51(帝1歌i大学 文学
部)こ術史科を卒業 と同時 に京城帝IKi大学法 文学部 に赴任 し、川中豊蔵 、 ヒ野II°1二昭教授 の助手 となる
が 、1930(lli和5)年辞職 し、1931(III;和6)年当{i,『究所の嘱託 となる,,その後llf】所で資料の収 集、
整理 、索引 の作bkTrに努め、創i:ll当初 の機 関誌 『美術研究』の編輯 に 力を注 ぎ、1935(II;和10)
年には九州帝国大学法 文学部の依嘱 をうけて 「日本L代 絵 画史」の講義 に赴 ぐ,研 究題 目は中国絵
画 史の禅宗系統 、特 に刺il水墨 画の ような枯 淡な方 面を選 び、 また 当研究所の1Gの ・つで ある
「r'(=X術総 日録」の作成に専心。 その一端 と して東山水墨画派 の研究 を個 々σ)作家 について開始
し、その成果である、「黙庵 」「無等周位」「女ll拙」「文清」「周文」「秀 文」「霊彩」「狩野IE信」 をr美
術研究」に発表,,1940(昭和15)年2月 応召、q1国を経 て ビルマに転戦 、1944(昭和19)年3月
2311、インパール戦線 において戦死。 享年41。没後、『東ILI水墨1面の研究』(座 右宝Fll行室i二、1948
年)が 追悼 のため刊行 され、毎 日出版 文化賞 を受賞 した、,その後 『東 山水暴画の研究 増補版」(中





1.本年喪の左段に 当研究所 「事項」を、右段に 「関連事項」 を年 ごとに併記 したO
l.〆ド年表の当研究所の 事項は、その前身である帝国美術院附属美術研究所の創設経緯から、開所以
後75年にわたる歴史を示すために、1924(大正13)年7月 から2007(平成19)年4月1日 まで
を対象に、当研究所の霊要な研究、'1喋活動 を編年的に編集 した ものである。
1,1櫻な研究、,lt=:活動 とは、図の チ算で、独立行政法入化以後は運営交付金によって行われた も

































11月70中 條精 一郎 らの発起に







































4月1日 正木は 日本画家添田達嶺より、明治 大II{絵IIIli史和lf
纂の要望を受ける。
7月16El正 木は朝 日新聞社坂崎坦 よk)、翌fド開催f定 の「明
治大正 名作展覧会」への援助要::itd#1を受ける.
12月250美 術研究所設立準備委員会力冨組織 され、IE木が








設 ウニ準備委貝会(会 」湯 中1爬苓1り1,
設 、"1準備 委員会(会 上9ijlid倶楽部)、
当研究所'F業を、東京 寿術学校の矢代の研究室に
て 開 始 。 矢 代 、HIIII喜作 、ltfllI新が 資 料 収i、 整 列1を行 う




2月24H矢 代 は、正木に黙Ill子爵寄付記念館態 没に関す







蒔{京史化 財研 究 所 年 表
念ll喚 としてr喪 術 奨 励 金 をあ つ
め 、 黒 川r・爵 記 念 賞 を 設 け て、
纒 秀 作 品 を 発 炎 し、Ikた有 望 な
新 進 作 家 を 海 外 留 学 させ ることと
した1,
9月 中 丸 精 レ郎 の 発 起 で 、 佐 藤
均 揮 毫 の 黙 田 清 茄ll先生 の 肖像 頒
布 会,,
10月?fil1日 本1匹'年館v)開 館 式
に郷L:舞 踊 と民 揺 の 会ll卜!催、
12月2311国 民 夷 術 冨毒会 の 評 議
会 で 、 黒 田 清 輝 臼顎掃己念 囁ド貰 資
金 を 募 集 して集 ま!)た 一万円 を ノL
金 に1ナることとす る、,
1926(大正15・ 昭 和 元)年
4」11ir可IIIこ1'?!i」団」、 イ等lflI3英イつ;、乍・'
川 光雄 が 猪 案 した 故 黒 川 清 輝r・
∫滴記 念 事 業 荊 金 に 、 ・万 浮 余
1りが 集 狂り、 秋 の 帝 展 川 品 作 に
黒 田 賞 を 与え ることに 決 定 、 文部
'li局に 建 議 † る
,
5月1口 東 京 府 美 術 餌1闘館(岡
川信 郎 設 計 佐ll蒲慶 太郎 寄 贈),、




民 俗 芸 術 の 会 設 、'ノ:、1
,;月 東 亜 考 占学 会 ;i量・1二、1
1月1越 ホー ル(後 の1越 劇 場)
開 場,
引 」3Hr明 治 大Ill名作,}甦覧 会 開
催 」(†1催 朝 口新 聞 制二、 会 場
東 京 府 美 術館 、30日 まで)u
6月18日 日独 文 化 協 会 設 、L1二(会
















i没、.r備委 員 会(会 場 春1]}U
中 川 忠ll頂文庫 購 人 、,
和H1、IE木、矢代が、,ll研究所所堀問題 を協議,,
配木と矢代が、福原美術院長に黒川記 念館の帝




6112111!11ラドと久米 が、 当研究所の帝国 凄術院附属案を
協議 し、合意、
611ZIII帝国図 誕1}2館長松本 喜・・に、 当研究所が 行 うr定
の 東洋 箕術 虻献総 目録繍i纂への協力を依頼。
71」踏II設 ㌧h準備委玉4会、,樺Ill、福原、久米、打f.li、岡liL













5月29日 諸般の準備が整い、樺山は建物、設備 、研 究資
料 等一切の他 に金15万円を添 えて帝国美術 院長宛に寄附
願 を提出 し、黒田子爵記念事業が完了。
10月10Hピ ニ ョン氏招聰委員会主催、「英国水彩 画展覧会」
開催(会 期は24日 まで)。
10月151」『黒田清輝作【1西収蔵 目録」を、岩波書店より刊行。
10月29日 ロー レンス ・ビニ ョン夫妻、 ドイッ大使夫妻、




1月 『民 俗 芸 術 』 創1二i]ロ
3」ヨ17111齢4ヒ帝 【呵あご'冷`言～セ{置〔勅 」,
3J73且日L長 指 」尊所'ビr制公布 〔勅 」1,
4月25日 『11本歌 謡 集 成 』 の 刊
行 開 始 、,
7,1121121il:ll∫jll/1」1`1次「,、'ノ
連 政if:ゴの 招 き で 歌 舞 伎 公 演 に 川




一1:記念 演 劇 博 物 血i'i開館 1、
llllIUII昭和 天1}1:1111位の 大 礼.,
1929(昭和4)年
3月28日 国 宝 保 存 法 公 布、7月l
i'1施行,、
4川 東 方 文化 学 院 設 ・'i二し、 東 京 、
京 都 に研 究 所 を1没1蹴、
7月9H東 京 帝 国 大 学 資 料 編 纂
掛 、Ilfl史料 編 纂 所 に 昇格(所 長
辻 謝 と助)、,
1930(昭和5)年





6月21日 啓明 会は、 正木の 「東洋美術総II録編 纂」に4
ケ年8干 円の補助を決定。
6月28i1「帝国美術院規程」改il:.,帝国美術院に附属美術
研究所 を翫く(勅 令第125号)。d三木直彦が主事 となる、,

























3月31ilx術 研究資料第1輯 」 を、美術懇tilti会より刊行、,
4月18日 朝II新聞村二よ り、明治il:,術 史編纂事業螢の
寄付1―1出(1932年以1∫葦、1年5T・1'J×5ケ年=計2ノ∫5r・F葺)、,





ロー マ に て 、 美 術 及 歴 史 的 記 念 建
造 物 の 保 存 に 関 す る国 際i享門 家
会 議 開 催(lifi国 際 連 盟 学 芸
協 力1瑠際 学 院)。
且月1口 大 阪 四 ッ橋 の 近 松 座 を改
装 し文 楽 座 開 場 、 櫓 ドは3世 竹
本 津 太 夫。
1月25日 朝li新 聞 社 病lj設の 、 朝
μ賞 第 且回 授 賞 式 。
4刀26日``EsPosiziOned'ill's('
Gilpponese"(主催 大 介 喜 ヒ郎 、
後 援 イ タリア 政 府 、 ロ ー マ 、6
」11riまで)り
Il月5日 大 原 築術 館 開 館 。
12月 講 談 祉 レコー ド事 業 部 発 足







































故黒Ⅲ清輝t一爵81己念像(高 村 光太郎作)除 幕、
東舜(美初サノ;`坊交1,薄労ζ)o
美術懇話会展観一般 公開 「鞍馬寺経塚出L品 」1,





















7月2日 美術懇話会展観一一般公開 「畢山筆 肖像画展観」。
7月141i談 話会開催。 メ トロポ リタン美術館極東美術部
の石沢正男によるメ トロポリタン美術館蒐集品の紹介。
7月17日 神崎憲一 より、明治大正美術 史編纂資料 として、
ii'h豪斤β日美争桁言己事(1885〈II月器f18>～1892〈}リヨ2台25>益F)
の寄贈 を受ける。





411且IIl爪 要 庭術 品 句亭ノ保 存 二
関 スル 法 律1公 布 、
5月311独 建 築 家 ブ ル ー ノ ・タウ
ト来1し,10111211.長一(〒淵竿イ量三,
8月22111朝 鮮 宝 物ilゴ蹟 名 勝 ノく
然 記 念 物 保 存 令 」制 定1,
ll1)1口 『郷i二風 景 』 が 『郷1・
芸 術 』 に 改 題,
1934(昭和9)年


























6月1日 「美術研究所官制」公布,i事 は所長 となる(勅
令第148号)。
6月IIl和 田英作が所長事務取扱 となる,,
10月27日 美術懇 話会展観 一般公開[須 賀川所在IIE欧堂
n噛 作品及び関係資料展観](会期は28日 まで)。
12月211追 術懇話会展観一・般公開[菊 池容斎作品画稿そ


















東京 文化 財研 究所 年 ノξ
1934(昭和9)年
11JlIl東 京 宝 塚 劇 場 開 場 、
4月2口2ノ 三1;条、lf(ノ)U不μ大 看参」誕畦女台
茨る(11月411求 で)、,
4月1811国 際 文化 振 興 会 発 会 式1,
10月20日 『NI('1'ON』倉ll「IL,
12月 日 本 占 文 化研 究 所 、藤 原 宮
跡 を 発 掘(1
且21」22-1文部 省 に 国 言1}審議 会
を設 置 、,
1935(昭和10)年
1月1924(大il:13)年 以 降 行 わ
れ て い た 御 物 の 整 理 が 完r、,
71」 箸 作 権 審 査 会 設 置,,7月15
ilからの 改IE害 作 権 法 の 施 行 に
伴 い 讐:作権 審 査 会 を設 置,,
81J民 間 伝 承 の 会結 成,
9月18日 『民 間 伝 承 』 看II同.,









4月2Ul聖 徳 記 念 絵 画 館 壁 画 完
成 式,,
5月 琉 球 占典 芸 能 大 会 を 開 催(会
場f本 青年 館)。
6月20口 文 部 省 、 東 京 晋楽 学 校
に 能 ・長1唄・箏 の 邦 楽 科 を 開 設 、




















条に より、研究部(第 一部 ・第二部 ・第 三部)、資料 部、


































































4月22口 雨潤 会1の ち陸奥研究費 と改称)の 援助に より
絵 巻物総覧研究(調 査 ・撮影 ・図tll:購人)を 俳1始p




11月12日 美術懇話会展観・一般公開 「阿部 中軟 郎氏ゆ〒蔵
支那絵画展観」 伏生授経図巻、 配墨二 卜八宿図巻等34点
を展観。
1940(昭 和15)年
正 木 直 彦 蔵 籍;{-1・三 松 堂 文1耳1りの 笥:託を受 け る,,
1月21if美 術 懇ll舌会展 観 ・司貨公 開 「石 川 侃 斎 遣f乍展 観 」1、
2川2011東 洋 美衛 国 際 研 究 会 がH4i.ci:tsl.され 、 雄術 研 究 所 に
事 務 所 を 置 く、,発会 式 及 び 〕隻術 懇 話 会 とIl司 で'Special
Exhibitionatthelnauguration1'を開1711(会場 華 族 会館)、、
6月25口"TheA且bumsofI{oet呂u'8Shiki8hiintheOstasia・
tischeSammulunginBヒrlin"を、 東 洋 美 術 園 際 研 究 会 よ
り刊 行 。
9月12日 矢 代 幸 雄 、 正 木.4#y-.、豊 岡 益 人 は 文 化 美 衛 及 」:
芸 視 察 の た め 、11月13日 まで 巾 国 へ 出 張 。
10月13日 東 洋 美 術 国 際 研 究 会 、 並 び に 藁 術 懇 話 会n長 尾
欽 彌 邸 に て 、同 氏 所 蔵 の 陶 器 、衣 裳 、彫 像 な ど多 数 を展 観 。
叫{京史化財研究所年炎
喉 にて 」 を 避 定 買kげ 、 大 礼 記
念 京 都 美術 館 に 寄 贈,、
1939(昭和14)年
法 隆il∫・腋 画 保 イ戸調 査 会 設 置1、
2月18日 桑 港 金 門 ノ∫国ll亨覧 会 開
会{12月211ま で)、,
2月2臼ll「f白 林II本Ilj凸:〕缶{荊乙1」妥1覧
会 」1獅f崔(会場 ドイツ ・ベ ル ガ
モ ン 博物 館 、3月31ilま で)。
4JnOIl陸 ～に美 術 協 会 細 」焦、
4月11is「 フ ァ シ スト伊 太 利 展 覧
会1(会 場 東 京 府 美 術 館 、5月
ω11まで)、,
4月30口 紐 育 万 国 博 覧 会 開 会
qO月:3011まで)n51」611に
Il本館 開 館 式 を行 う"
51112ロ ノモ ン ハ ン1桝生、
6月811文 部 省 に 法 隆 、1∫'壁画 保
存 委 員 会 設 置(委 員 長 伊 藤 忠
太)、 壁 画 模 写 始 まるIJ
7月6日 聖 戦 塾術 展(陳 軍 美 術
協 会 ・朝 日新 闘 祉 共 催 、 会 場
東 京 府 美 術 館 、23口 虫で Σ,
9月111第2次II1:界 大1哉女台まる、,
12月 法 隆 寺才亨1㌔鋤il藍工止の 発 掘1,
12月 藤 塒〔宮 阯 発棚 。
194fl{昭和15)年
肩1120勅 令 に より、 業 術 振 興
調 査 会1'r制が 公 布 され 、 委 員 が
任 命 され た、 藤 懸 静 也 、 児 島 陣
久 雄 、 田 中 豊 蔵 、 矢 代 ・1'き雄 もメ
ンバ ー に 含 まれ る。
9月27H日 独 伊 三 国 同 盟 調 印 。
10月 黒 田 子 爵 記 念 美 術 奨 励 資 金
買 上 。奉 祝 展 出 品 の 長 原 坦 作 「牡
丹 」 を選 定 買 上 げ 、 大 礼 記 念 京
都 美 剃龍i官に寄 具曽。
10月1日 「紀 元 二 千 六 百 年 奉 祝
美 術 展 覧 会 」(会 場 東 京 府 美術
館 、24日 まで)U
目 月5iI「 糸己ノ己:]r/tI「「イ1㍉i己念
tl.倉院 御 物 特 別1}唾観L、 初 の ・




l"を 、 東 洋 一X術 国 際 研 究 会 よ り 刊 行 。
3月25fl..術 研 究 索 げ1自 第1},・至 第 百 弓・』 刊 行1,
31」3111"lndεx〔,fJapane50Painlorゴ を 、ii洋 美 術II毛1際
研 究 会 よ り 凹行 、,
5月2711雄 術 懇 話 会 ・1:餐会1,東 洋 髪 術 国 際{iナ1究会 と 合
同 展 観1牧 黙 筆 瀟 湘 八 景展 観]1、矢代 ・1}雄が 英 語 で 解 説 〔会
場 日 イq:襲倶 楽 部)、
61」911,{T'彰刻{1『歯寸支 文:fヒ1ニイノi三ノUdharcトソ ノ ノ∫策 』1:11馬llll
ll旅る1,




物 調 査 表』
1月8口
服を塁i:川せず1,矢代排斥運動の発端 となる肖
4月 別 口 岡野猛 より、黒Ⅲ清輝作 「r口llli像」(紙・木炭)
の寄IE曽を受ける,,






















矢 代 幸 雄 、 〕亀術 研 究 所 内 で 宣ii乾勅 令 を読 む 際 、 礼
24日 まで)、
12月6日 情 報 局 設 置{1内閣 総 理
大 阪 の 管 理 ド。 国 家 的 情 報 ・宣
伝 活 動 の ・元 化 お よびri論'報
道 に 対 す る統 制 。
12jl191・III本出lt反文{ヒ協 会fllFぬ,
1941{昭和16)年
東 京 美 術 学 校 改 革 運 畦り」が 起 二る
澤 川 源 ・を排 斥 し、EI、 和 川
瑚〒(ノ:〕』1`ミ↓塒{こ七旦;臨つ、1:」lfll㌔二II'1:h三1交
⊥乏に 選 川され る 、
7月3111内 務 省 の 勧111:にY}現
代 寒術 関係1第1次 統tl
討月:i{iIl統合雑 誌 邸1:が集}画 、
ll本庭術 雑 誌 協 会 を昂il誠
U月 収條 内 閣 成 ・'ノニ、
12月 呂 口 英 米両 国 に'1'1:戦布 告,
1942(昭和17)年
1月2411文 部 宵 に 国 民 錬 成 所 を
li紫概 〔勅1,
:3月】9日 目 本1川家 報 国 会 魚II,成
(全国 の 日 本 画家Gf]11人に⊥る)
5月911金 属 回 収 令 に 、kり、1∫・院 の
仏 具 ・梵 鐘 等}:、強 制 提 出 を 命 じ
られ る。
蒋月211-1第lII↑1芸術 院 賞 受 賞 式
(小磯 良 平 作 【娘 」先関 をflEく1、
高 村 光 太 郎1道 程1,川 田ll『lr鷲」
r国初 聖 蹟 歌 」)。
12月aI.1第1回 大 東ll【1戦争 美 術





担 は 大 串 純 た 、,S川文作 、 、刀 日1朗 、金r重 隆 、梅 津 次 郎1、











5月 校 禽被 災のため、東京外事専門学校 〔後の東京外国語
大学)が 、噛1～研究所 をは じめ、東 京}:術学校、帝岡図1且下館
等に間借 りする[i
5月ZSII臣1唖引F・ll皆娑垂半1・4ヤ1引二をll[肝多りrし1酉IIIIIゴイ£Ilrμこ疎耕L,





～3)を 教文館 より販売nマ ッカーサ・-1亡帥 を初めil本文
化に関係ある進駐軍将校 に寄贈、
11月 疎開 した資料類の引 き上げに許 手、
蒔{京文化財川究所年表
1月 芸 能 学 会設 、'ノ:1,
5月1別lII本 庭 術 報 匡1会創 ・'ノ:
(大政 翼 謄 会K化 部 ・情 報1,・レ
文 部 省 の 指 導 に 、1:る、 会 長 横Il」
大観)、
5月 凶}】Il本 〕包術 及1:共 統 制 協
会 創 、1二〔絵Uhlなど材 料 の 配 給 を
行 う)、,
lO月 迄術 雑 認 の 第 コ欠統 合,大
ドIE男が 口 本 進術 川1恢を 作 り、
藤 本 紹{の 編 集 で 『美術 』、『制
作 』 を 創i:Ejl,
ll月 『演 劇 界 』 創{:lf,
11月1日ii起 民 ‡11掃III哩く1ヒ研 究'il『と





`川28日 情 報 局 、 発術 展 覧 会 取
扱 要 綱 発 表(公 ら芸展 禁ILなど),
1945{昭和20)年
:3月IO目B29、 収 東 大空 瞳 、
4月ill》 民W、 沖 縄 本 島 にL陸.,
5月711ラ ン スお よび ベ ル リンq司
月811)に て 、 独 軍 、 連 合ll1八
の 無 条 件 降 伏 文 、ll二に 署 ・名L'
61}15ri(祉)能 楽 協 会 設 ぐノニリH
月511結 成 式(梅 名:一門 加 人 し、
能 楽 師 協 会 を改 称)U
8JIl5日 目本 、 無 条 件 降 伏 。 ポ
ツダ ム 宣 言 受 諾 を 発 表(第2次
阯 界 大 戦 終 わ る)。
戦 災 に よ る文 化 財 被 害 、 名 占'渥
城 ・徳 川 家 康 廟 な ど国':293件、
史 購 名 勝 天 然 記 念 物44件 、Ff〔
要 庭 材fl～ず11:玉4f{:(71iiIl文肖{二
省 発麦}、
9月 】II東 京 劇 場・、 戦 後 初 興 行,
た阪 歌 舞 伎 座 り1(畜{;南座 など も
X6.5
1946(昭和21)年
liJ2011東洋 渠術 国際lilf究会が、進駐軍将兵を対 象に東
山魁夷によるlf本1呵の実演を行う(会 上易 アメリカ赤 卜字
叫{京クラブGU銀 行集会所〉)白
3月2911酒 川r1∫に疎―1日した図1.i.i-:3-・諸資料等の発送を終1九、
411痕 洋 箕術国際研究会は、進駐軍兵1:の学校(麹 町丸ノ














4月 『美術研究叢書1日 本上代美術』 を、美術出版社 より
刊行。
511国 立博物館 に保存修理課保存技術研究室 を設機。
5月3日 「国立博物館事務分掌規定」第14条によ り、国立
博物館附属美術研究所に、第一、第二、第三、第四、策五、
第六、第七 の各研究室 を置 く。




















































5月11日 川中盤蔵死去につ き、福山敏男が所長代理 となる。




3月 『墨蹟資料集1』 を、国立博物館 より1二ll行、,
3月25r-i『黒Ⅲ清輝素i鰭i集』 を、国立博物館よりrll行U





12月 「源氏物 語絵巻」(徳川黎明会蔵)の 大規模 な共同調
査 を行 う。
東 京 文化財 研究 所 年 表
まで)。
lI月8日 国 立劇 場 設 ・玩準Olll機関
として演 劇 文 化 委 員 会 発 足 。
1211411'茜71司芸 ξ}1サ1院、 」ノ奮～こ芸{}1苛
院 と改 称 。




2月9日 国 立国 会 図 瀞 館 法 を公 布
〔法 〕。
31118日 新 橋 演 舞 場 、再 建 開 場 。
4月1日r口 本 美術 史 総 合 展 」 開
催(1三 催 国 ・ヒ博 物 館 、 会 場
国 ・レニ博物 館 、後 援 朝 日新 聞 祉 、
5月31日 まで),,
6月 文 部 省 、 政 府 所 蔵 の 作 品 に よ
る近 代 美 術 展 を始 め る(堵 ア 県 、
以 後9府 県 で 巡 回 、2月 まで)。
6月8ri国 立 博 物 館 表慶 館 に 口
本 と西 洋 の 油 画 作iiitを常 置 陳 列
す ることとなる。
7月10HI.1本 学 術 会 議(・,f:術会
議)法 公 布 、
1949(昭和24)年
1月[5il新1畳ζ1塩く指 定(糸会μ鞠114で'1;・
彫 刻4件 ・文glさ典 籍 井籍53件 ・
1二芸11{牛 ・ノJ剣14イ牛 ・建 造a勿
6件 σ)92件)の 展 観(会 場 国
・'t二博 物 館 、 会 期 は21-1ま で)。
且月2611法 隆 寺金 堂 内 陣 漏 電 で
火 災 、 壁 画12面 焼 失 。
3月10日 第1回 毎 同演 劇 賞(俳
優 座 ・藤 原 歌 劇 団 ・小 牧 正 英 ・
実 川 延 若 ・宮 口 精 二 ・河 野 国 夫)。
4月1日 日本 民 俗 学 会 設 立 。
98日 口本 民 俗 学 会 発 会 式(民
間 伝 承 の 会 を継 承 、 会 長 柳 田 国
男)。
5月31日 東 京 美 術 学 校 ・東 京ir.11
楽 学 校 が 統 合 し、fi京 蛮 術 大学
として新 発 足 〔法 〕1,



























6月25日 美 術 史 学 会 創 、k。
6月26日 日本 美 術 家 連 盟 発 足,、
1950(昭和25)年
6月25日 朝 鮮 戦 争 始 まる、,
7月2日 金 閣 、1ド焼 失 。
11月 文 化 財 保 誕 委 員 会 で は 、 茂
ll1弓勿く'己良i～び)ぢE、㌃ノ1、Ili、術丁山奇イ蓉f1
の 地 歌 の 記 録 作 成 を 行 う、,以後
毎 年 名 丁の 記 録 を 作 成 す ることと
なる,,
ll11211第11"1全国 郷 ヒ芸 能 大
会 開 催(神 川 」い ゜!1講堂 、 第51111
文 部 省 芸 術 祭L催 公 演),
1951(昭和26)年
且jj3iI歌 舞 伎 座 復 興 開 場 式,
4月(祉)日 本濱 際1脇会設 ・/.,,
5月iOII川 」,,気`ノ》4'ii``riを18酵,・[健♂くき
無 形5C化財 の 選 定jiい1`三を告 示,
6月7日 文 化 財 保 護 委 員 会 、 第
且次 新 国 宝 且81件を 決 定 発 瓦,
61-12111r_ネスニ1、ll本(ノ)1111U見
を11三式 に 承 認 ―
9月411サ ン フ ラン シ スコで 対'日
講 和 会 議 が ひ らか れ る(9月8
口まで Σ,
9月8日II恥 安 全 保 障 条 約 、,
10月17日 神 奈 川y,i、1ノニ鎌 倉 近 代X
争1繍言開 館 、
Il111il算∫21圓1↑」1三」多衡～i:芸育1三大
会 開 催(II比 谷 講 堂),、文 化 財
保 護 委 員 会 が 、 川 演 芸 能 に つ い
て の伝 承 内 容 算 の 文X1,:4記録 や 舞
型 譜 、 採 譜 、J-.Z・1の記 録 を 作
成 す るようにな る。
iz月1日 博 物 館 法 公 布 〔法 〕(博
物 館0)性 格 を明 確 化 、 学 芸 員 の
設 置 な ど3月1i施 行)。
1952(昭和27)年
民 俗 芸 能 の 会 結 成 。
1月ll日 ブ リヂ ストン美 術 館 開 館 。
3月 第1次 助 成 の 措 置 を講 ず べ き
究所組織規定」を廃IL、,美術部(第 一研究室 ・第二研究室 ・
資料室)、卦能部 〔償劇研究等く・砕楽舞踊研究室 ・郷一1二芸能
研究室)、保存科学部(化 学研究室 ・物理lill究室 ・生物研究
室)、庶務室の3部1室 を償く,、
5Z130日 矢代弔雄、欧米の美術界について講演 を行 う(会
場 国、完博物館)
7月Il1芸 能部発足、,東京蛮術大学 汗楽学 岳ll邦楽科教室2
室を同大学から借用 し、研究を開始,,









平 等 院 鳳 鳳 堂 の 解 体 に 際 して 行 わ れ た 総 合 調 盛 の 一一環 と し
て 、 光 学 的 方 法 を駆 使 した 鳳 凪 顛ll{i珂の 調 査 を 行 うLl
4月261ヨ 保 存 科 学 部 は 東 京 国 、k博物 館 構 内 の 倉Ill1:を研 究
蜜 と して 改 造 し 、 移 転 す る 、 化 学 ・物 理 ・生 物 の 各研 究 室 、
r験 用 暗 室
、 写 真 暗 室 を 設 置1,
6月111秋III光 和 、 久 野 健.光 学 的 方法 に よ るIlゴ)亀術 品 の
鑑ll哉に つ い て 、研 究 状 況 と そ の 成 果 を 、「国 、't:1!'f物館 ニ ュ ー
ス」 に 発 ノ《.,
91!2911ア イ ソ トー 一プに よ る 金 鼻同TムU)透1過拭{lrliを行 う1,
IB御物 の 四 卜八 体 丁1、、 そ の 他 小 金 銅 仏 像 の1ゴ1量影 に 成 功 し た
後 、 奈良 薬 師 与講 堂 の 月 光 鉾師 像 の 透 過 撮 影 を 行 う,
11tl11f矢1い 呂雄 は 虻 化 財 保 護 委 員 会 委 貝 響 任 と な り 、
U川 睾 略公力蔀野∫乏と な る1、
11」∫1711iirl,り〒㍉i己念TF'」rl,「ぢ{1町」'i恥可1こi寺Illli劇ll垣蔓観 」 を1≫1f蔀圭,、
講 演 は 田111鷺蔵1'室ilrrll、1三代 詩lllil軸に つ い て 」,、
1954(昭 和29)年
2月25日 「東 洋 美 術 文献II録(昭 和21-25年)』}:ll行,,
3月29日 ア イ ソ トー プ に よ る 金銅 仏 の 透 過 写 與 の 展 観 と 、
公 開 講 演 を 開 催 。
7月1日 「東 京 文 化 財 研 究 所 組 織 規 程 」U)・ 部 改Illによ り 、
東 京 国 立 文 化 財 研 究 所 と 改 称,
7月8口 開 所 記 念 行 璽焦,発 術 館 と 共 催 で 、 没 後30周 年 を
東京文化財研究所年炎
無 形 文化 財 の 選 定。 以 後31]の
第5次 まで 、 計ai;3件の 貫 能 を
選 定,、
3月29日 文化 財 保 護 委 員 会 、 無
形 文 化 財 として1:共 技 術3β 件
(河1而冬111・松 波 多ilr・木 内 省 占 ・
ノ」11耳「於1:唯―ij`騨i・カIl'ゴ華1'1:ノし良li、黄 ノ/
丈な ど)装 能jI性(神 楽1歌・舞 楽 ・
歌 舞 伎 ・能 の 型 ・郷1二葺 能 など)
を 初 め て選 定 。
4月1口i亘 三lleiL補坦」として無U杉文 化
財 助 成 金 と文 化 財 公 岡 費 交 付 金
を惜 置n
4月ll1文 化 財 保 護 埠 鼓 会 の 付
属 機 関 として 奈 良 文 化 財 研 究 所
(庶務 空 ・ 幾術L焦 石1「究 室 ・建
造物 研 究 室 ・歴 史研 究 丼つ を設 置1、
Io川lII『 芸 能 復 興』 創1:噸1,
惚 月 口1国i"二近 代 獅1ヒ1館(京橋)
開 館 、フィル ム ・ライゾ ラリー 設 置1,
1953(昭和28)年
1」】13i;史 化 財 保 護 審1磯会 第3
分 科 会 に 民 俗 資 料 部 会 を設IFし、





7月27目 朝 鮮 休 戦 協 定 調 印 、,
ira月31日 第4回 斜1・1郷ヒ芸 能
大 会 開 催(日 本1酢'年餌{)qこの
年 か ら1」本 蒔年 館 が 会 場 とな る、,
12月 松 方 コ レクションの 口本 返 還
問 題 起 る。
1954(昭和29)年
1月28H能 楽 梅 若 一一門 、 観III:流
に 復 帰 。
:列ll611第 口司無11弓k化財 口 本
伝 統1二装 展 を開 催(会 場 先越
〈II・ド橋>311"llll三で 〕
s月2911丈 化 財 保 圏ざ萸法 ぴ)・部 を
ass






ICOM博物館附属研究所委員会研究集会(於 ウ ィーン)に 初
めて保存科学部 より1名 出席。
1月 『東京国立文化財研究所要覧」刊行開始。
3月25日 当研究所光学班 による 『光`f的方法による古美術
品の研究』刊,...lra
l2月1⑪日 開所記 念行事。美術研究所開設25周年 を記念
570















































12月1日 開所 記念行'1「,,[宋元水墨花烏画展観]を 開催0






3月30日 『梁構』 を、便利堂よ り川行ri
lo月14日 開所記念行事σ「ド1描やまと絵展観」を開催、i講演
は田中一松 「白描やまと絵の系譜」.





後援 を得て、「目琉舞踊の会」を開催{会 土射1東 京国 、k博
物館大講堂),、
東京 文化財ljll究所年表
10年 計 画 の 第1年II(8月13
11まで),,
111J文 化 財 保 護 委 員 会 、 電 要 無
形 文 化 鍬 技 術 指 定11}11度第 次 、
宮 内 庁 雅 楽 部 も指 定,
1956(昭和31)年
まつ り同 好 会 結 成6
1月111大 阪 道 頓 堀 に 史楽 座(8
月 朝Il座と改 称)新 築llH場、 新
作 もL演n
3月24口Il本 学is院 浬雪公 布 〔法 〕曽
4月 眉 橋 美 術 館 開 館 。
5月1日 楽 良 国 、曜':X化財 研 究 所 、
飛 鳥 午を発 掘(8月 まで)、,
12月1桝1国 連 総 会 、11本 の 国
連 川 盟 案 を全 会 一致 で 可決r.
1957{昭和32)年
な べ 底 不 況,
3J!・ド等 院 鳳 鳳 堂 σ}修理 完 成 、
19口落 慶 供 獲 を行 う1,
1958く昭 和33)年




をロン ドン、 ア ムステ ル ダ ム 、 ロー
マ で 開催 。
7月 】 「1『口本 民 俗 学 会 報 』創 円。
8月1ロ ビクタ ー 、 初 の 国 産 ステ
レオ レコー ド発 売.
田 月28日 舞 台 美 術 家 協会 発 足,
11月2日 第9回 全 国 民 俗 劃ξ能 人
会 開 催 。 この 年 か ら 「全 国 民 俗
芸能 大 会 」 に 改 称 。
1】月zl・1目 展 第1回[絢 「口展 」











ベ ル ギ ・-11凱史化 財 研 究 所 長 コ ー ルマ ン 来 訪
51iIKII当lill究員 高lli修、伊 東 卓治 、1:野 ア キ 、 柳 澤 孝 、
宮 次 男 及 び 名 占雇 大 学 教 授II!II奇・雄 の 共 同 研 究 「醍醐i・・.:・Jfl.
1丘塔 の 壁 画 」(焙ll省科 学 研 究 費 総 合 報11テ、IIデ川 弘 文 館)が 、
196〔〕{llli和35)イ「度II本学 一1:院恩 賜 賞 を,r,賞、,
7月 『標 準B本 舘闘 覇言濁 を 、 創 芸 社 よ りFll行1,
12月1711捌 所 記 念 千」二11`,、安 原 コ レ ク シ ョ ン(安 原 仙 こ郎
蔵llll楽SPレコー ド約6τ ・枚)の 披 露 を 行 う、,講濱 浦III政
雄 「義 太 夫節 研 究 資 料 と して の 安 原 コ レ ク シ ョ ン1、 実 演
桐 竹 紋 卜郎 「文楽 人 形 の 型 圭,「肖盤II録 」の 作 成 にAYIj究く会
場 東 京 国 、γ博 物 館 講 堂L、
1961(昭 和36)年
修:会 、 渥 繋 会 な どの 手院 行 茎嬉 研究 を 開 好},、
9∫jl611「 東 ∫1〔1玉1、垣 史 イヒ財¶」「究 岬「剰L辛哉規itl:」v)・剖二己文if-.6こ
よd}、庶 務 室 は 庶 務 課 と な る、,
11∫n811開 所 記 創 コ:」;。講 演 は 、lll沢川 「鎌 倉 大仏 の 歴

















5月25日 第1回 九州 ブ ロック民 俗
芸 能 大 会 開 催 。
6月1⑪ 「1国 ウニ画 洋 美 術 餌{開館
(ル ・コル ビジ ェ設 計),,
9月2h日 第1回 閲 束 ブ ロック民 俗
芸 能 大 会 開 催 。
101121日 第11111北海 道 ・11北
プ ロツク民 俗 芸 能 大 会 聞催,
11111t311第1回近 畿 ・.1ヒ陸 ブ1.1
ク民 俗 ユ'ξ能 大 会 開 イllll,
1960(日召孝035)年
i月2呂Ii第11r!lllllkl・四 国 ブtrツ
ケ民 俗 芸 能 大 会 聞 催1.
61]2311新 安 保 条 約41ヒ准 交 換 、
発 効,
1{〕」ji通不ゴ1く「ノkT:ヴ♪～毛幽2;:」`ノ)f為f1一ト'唱】
題 起 る、 」川藤 唐'し郎 カヨ白 作 だ!・
バ リで 表 明(～ 月31131「1要文化
財 の 指 定 取 消 し)
1961(昭和36)年
H月7日 中 艦 、1∫金 色 堂 の 調 査 〔H
月11日 艮で)1,
11月 一リ・ン トリー 庭 術 餌{聞館,
】1月1目 国 ・↓1」11会1買1、1芋館 新 築 聞
館,
1962(昭和37)年
民 俗 資 料・緊 急 調 査 実 施,、
7月 】Il『民 俗 上≒能 』(『i'瀧復 興 」
改 題)創i:lj、,
10」'1中尊 、fF金色 堂 の イ1参理 始 まる。
711起1::rl　.1年計Illllで修 坦llが
行 われ る1、
ll月91111本 文 人1{111名作 展 を開
催(会 場 バ リ ・プ'チパ レ、12
月31「1まで)。
1963(昭和38>年
国 庫 補 助 に よる有 形 民 俗 史 料 修 理











沖縄 の伝統芸能の調査記録 をもとに11本コロンビアレコー ド
より刊行 された 「沖縄音楽総覧」が、芸術祭奨励賞 を受賞.,
3月31日 『美術研究総 目録』(創1二IPナー第230写)1:ll行、
4月1日 関野 克が所長 となる、
10月12目 開所記 念行'猟,当研究所の後援で、「黒川清輝
展i_誕 百年記念」を開催(会場 ブ リヂス トン庭術館、
会期は11月14日 まで)1、
mIJ30日1刑所、1己念ffl拭,講演は、和田{造 、坂崎坦 、隈
元謙次郎鼎談 「黒川言i'i輝の想い 出」、矢代幸雄 「黒川先生










11月29日 第lh!1美術部公開学術講座(会 場it本 経済新
聞社)。
東京文化財研究所年炎
1月7口X楽 協 会設 凱,
2月 且0日 芸1r引旨～ヒ耐F究会;rlt3と、`ノニ,,
3月 国 立 近 代 美 術 館 京 都 分 館 設
・r:。
4月30口 『芸 能 史研 究 』 創 刊,,
10月 川 光 美 術 館 開 館1,
ll月1111ユ ネ スコllJ内委 員 会
ヒ催 の 東 西 演 劇 シ ン ポ ジ ウム 開
催(会 場 日生 会 館 国 際 会 議 場 、
口 月17日 求で)、,
111123日 初の 口 米 問 テ レビ宇 宙
中 継 受 信 実 験 に 成功 、,
1964(昭和39)年
4月28口OECD(経 済 開 発 協 力
機 構)に 加 盟1,
6月24日'ド 城 宮 ・朱 雀Pll跡を発 見、,
且0月1口ii海 道 新 幹 線 開 聡,
to)1ioロ オ リン ビッ ク東 東 大 会
開 催^芸 術 展 示 に 、 占 典 芸 能 ・
占 美 術 展 ・近 代 名 作 展 な ど行 わ
れ る 、
1965(昭和40)年
81J21日 「ツ タン カー メン展 」(会




1月13日 古都 における歴 史的風
上の保存に関する特別措 趾法公


















111127日開所記念行 事。講演は、佐藤道子 「雪の 一E瓢祭」、
横道1;'1'.雄「1繕川能の技法」1,実演謙「羽衣」、舞けll瞬」(会
場iiSi国 、z博物館講堂)1,











】1月15日 第2回 芸能部公開学術講座 「お どりの技法」(会
場 朝 日講党、16「1まで)。
12月41i第3回 美術部公開学術講座(会 場 日本経済新
聞社)U
1969(昭和44)年
文化財保存修復研究国際 セ ンター(ICCROM)第5回 総会
に保存科学部技官が代表出席。理事に選出 される。









6月1日 国立近 代美術館 京都分





5月 中 尊 、畳1'II色堂 の 解 体 修 理1
廓:完1',、
5/121日 安lll革叉'彰、1、1∬011塵f屯1～、
橋 本 明 治 らに よる 法 隆 、量P金堂 壁
画 の 模 写 完 成 し公 開(会 場 東
東 国 、悔博 物 館 、fi月300kで)、
6}J281i文 化 財 保 護 審 議 会 発 足
(委員5名)、、
9月 『月1:ll文化 財 』 第1琴 発 行 、
9月24iiユ ネ スコ1:1fii日本 文 化
研 究 国 際 会 議 開 く(東 京 ・京 都)、
文 学 ・演 劇 ・建 築 な ど 討 議 、1:3
ケ 国 か ら31人 参加(300ま で)1,
10月12日 東 京 国 ・ン:博物 館 東 洋
館 完 成(谷 口 吉 郎 設 計)。
1969(昭和44)年
5月7日 東 京 国 立 近 代 美 術 館 新
館 完 成(谷 口 吉 郎 設 計)。
7月20日 アポ ロ11弩 、月 面 着 陸 。
11月1日rl展 第1回[1コ 展 改 組]
を 開 催(会 場 東 京 都 美 術 館 、
12月60ま で)。
11月llii香取秀真文庫の寄贈を受けるti





カナ ダナシ ョナルギャラリー保存研究所長 ス トロウ来訪,,
デンマー ク国 、k博物館保存科学部長 クリステンセン来訪。




























横道萬里雄 ・佐藤道rの 監修 ・開設で ビクターよ り発売の レ





9月9口 第1回X化 財保存修復研究協議会 「木材 を素地 と
した文化財彩色の保存 と修復」(担'ii保イブ科学部)。
10月30日 第6回 美術部公開学術講座(5ヤ場 日本経済新
聞社)。
11月13日 開所記念行事,,法隆 与に関する講演会を三部合
同で開催。猪川和子 「法隆寺の彫刻1.佐藤道r「 法隆 、}
の悔過会と舞楽法要」、岩崎友 占 「法隆 斜 こおける保存科
学的処置」(会 場 東京園 、Z博物館講堂),,
東 ∫;(文{ヒ1け`i牙究'り「イ書モ表1
1970(昭和45)年
1月15日 『11本民 俗 学 会 報』を『ll
本 民 俗 学 』 に改 題 。
3月14口 大 阪 「1署Uτ:陵で 、 万 国
博 覧 会 開 催 、 万 国 博 覧 会 庭術 館
開 設(9月15flま で),,
4177111殺!」1fr11己灸貞i由i153111、米
国 か ら無 期 限 貸 与 と して 返 還 、
東 京 国 並近 代 喪 術 館 に収 蔵,
61J/1111司、'i.　#q揚4こ才Jし、『(、1呵
費 に よる 歌 舞 伎 俳 優 研 修 制 度
(イリ「0参}切i轟12イト) 邑足、 5月 且
II初公 藤 が 行 われ10人 が 人 脈 、
11月4口K化 庁 、 文化 財 白 井を
5年 ぶ りに 発 表 、1[(,y'文化 財 ・










2月 東南アジア ・太平洋地区保存会議(於 イン ド)に保存
科学部より2名 参加。
5月25日 『扇面法華経』 を、鹿島研究所出版会よりi:il行fl
9月21日 第2回 文化財保存修復研究協議会 「金属製品の
保存」(担当 保存科学部),,








91J20日 第3回 文化財保存修復研 究協議会 「石造文化財
U){呆存{修そ夏」(trユ当{呆 孝∫二手十学音1～・修≡そ夏手支彿f吝1二)り
lOI127H第8回 美術音ll公開学術講座(会 場 日本経済新
聞社)、}
llJl171i開所記念行事。舞楽 に関す る講演 と映画の会 を






1月 ユ ネスコ主催で始 まったアジア地域文化財保存修復研
修コースで、保存科学部 ・修復技術部の8名が講師を務める。
9月19日 第4回 文化財保存修復研究協議会 「木造文化財
の保存修復(1)」(担当 保存科学部 ・修復技術部)。








3月21日 高 松 塚 古墳 づ追凪,
5月15日 河1糸堀口 本復 ～k奮}1,
9月29口 日 中 国 交IEでiを化,日 中
共1司声 明 。
9月30口 高 松 塚1畳ガ墳v)総 合 学 術
1澗査 始 まる、 韓lkl・北,;引鮮 ・ソ
ラ ン スの 研 究 者 、 考 占 学 ・歴 史
学:など の 専 門 家 参 ノ川(置o月 且{}
Iiまで),






近 松 門 左 衛 門 没f25{}llに当 り、
近 松 作 品(ハL演 多し,
9月12日 茨 城 県 虎 塚 占墳 彩 色ll滝
1由i発見 、,



















幽1傑活動yLtli3を翻 罫{印刷 し.国 内闘係機関へ配布1.
1月811第71111芸能部公開学術1;1畦座「1/1会と芸能・その技法」
(会場 朝 目講堂 、g日 までLI
6月2511『芸能の科学6芸 能調査録1東 大;t=修一二会の
構成と所作f..91二!戸f、,以後4副 にわた り調査録 を1二ll行n
7fl3[1当番機関 と して1975(昭和50)年度重 要 文化贅
料選定協議会 を開催(5Hま で)C,
10月9日 第5回 文化財{呆存修復研究協議会 「木造 丈化財
の保存 と修復(2)」(担当 保存科学部 ・和参復技術部LI
l2月6日 開所記念行事。「九州の 文化財」をテーマに開催,,
講演は、陰里鉄郎 「長崎 と洋風画」、柿f..it郎「南ノL州の










7月 第2回 芸能部夏期講座 「南島芸能史」。
10月20日 第6回 文化財保存修復研究協議会 「x化財の保
存環境(1)」(担当 保存弔ド}二部・修復技術部、21Uまで)。
11月20E1開所記 念行事rコ講繊はi川上浬 「中Ilqの水墨lllll」、
槌}口清言台 「文イヒ財 と合成樹1!旨」、1映1期解説lII{・1「茂r「 春目




4月2Bu高 松 塚 占'墳壁lrliiの模 写
公 開(会 場 奈 良 国 、曜'二博 物 館 、r.7
月'L5日虫で)
1975(昭和50)年
7月111虻 化 財 保 護 法 σ)・部 を
改111する 法 律 公 布(1975年10
月1口 施 行),、斑 定 保 存 技 術 制
度 を創1没、 民 俗 文fヒ財 指 定 制 度
の 整備 、,
8JIl811平 等 院 鳳1・;乳ilセ壁 舶ll!1の
修 復 始 まる,,
8月30日 文 部 省 、 初 の 学 術 白 、1苧
(わが 国 の 学 術)を イ邑瓦 、
9月111新11京 都 寒術 価'illC1館(前
川 国 男設llD,
lO月g口 文化 則'保護 審1叢会 第11
1、1∫IIII調査 会 にk化 財 保 存 技 術..IS
会 を 設 置 、 第51,f二門 調 査 会{民
俗 文化 財)を 設 置,
111]2011i丘・要 無喉斤多文 でヒロイ{ノ,手旨
定 及 び 保 持 κ 及 び 保:持団 体 の 認
定 の 基 準 、 記 録 作 成nh・・}一の 耕 置 を
講 ず べ き無 形 文化 財 のi択 墓 準
を{1「示、,1暉〔要 無 形 民 俗 文化1月'指
定II讐準 、 記 録 作 成 等 の 措il'聴講
ず べ き無 形 の 民 俗 文 化 財 の 選 択
,」彊準(告 示 の ・部 改1[1)を告 示1、
12月2困1選 定 保 存 技 材・1の選 定
並 び に 保 持 者 及 び 保 存 団 体 の 認
定 の 基 準 を告 示、
1976(昭和51)年
東 大 大 型 計 箕 機 セ ン ター 、 増 大 す
る学 術 情 報 を オ ン ライ ン 情 報 検
索 サ ー ビ ス(TOOL-II2)によv}
全 国 の 大 学研 究 者 に提 供 聞 始1、
5月4日 文 化 庁 、 重 要 無 形 民 俗
文化 財 第1回 指 定 、 圧叱池 唯神 楽
ほ か 計30件a
5月611鹿 島 学 術 振 興 則『卜1`II没・↓':,
5/128HI-1本建 築'}ゴ:会罰11、":90,`ll1
年 記 念(総 合 研 究 協 議 会)で 、
初め てr歴 史的 環 境 ・記 念耐1造物








料研究室)を 新設 し、5部1課 となる。
6月18凹 本館構内の写場等 を取 りこわ し、情報資料部研
究棟を起'1二。
7月 第3回 芸能部夏期講座 「民族音楽の業績 と方法」。
9月21H第7回 文化財保存修復研究協議会 「文化財の保
存環境(2>」(担当 保存科学部・修復技術部、22日まで)。
11月1日 黒 田清輝巡回展(会 場 鹿児島市立美術館、会
期は20]tまで)。
11月12日 第11回美衛部公開学術講座(会 場 日本経済
新聞社)。
11月24日 従来の開所記念行事 を発展的に引 き継 ぎr第1
同文化財の保存及び修復に関する国際研究集会「木の保存」
































町、京都 市産寧 坂 ・祇園顔橋、
萩市堀内・平安古の侍厘敷を選ぶ、,
i977(昭和52)年


















11髪太j㌦殿 ド 〔今L天ll～}の 行 啓1、
第51111芸能 部4!f!lll胴{「狂 言の 技 法 概 論 」(1211
第9111i.x化財保存修復研究協議 会 「漆芸III【IIの保
存と修復(D」(担 当 保存科学 部 ・修復技術音ll).
1{}1∫6[1∴県;王1{11量葺i `三蝿illj歴毛(会土易11」ヲ形美刊}〒1f・7、会;翻」`まll
ll4日まで)。





12月15日 第13回美術部 ・情 轍資料}}il公聞学術講座{会
場H本 経済新聞社)r.
1980(昭和55>年
科学研究費(特 定研究)に 、「Ilr文化財 に関する保存利・学 と
人文 ・rl然科学」領域が定め られ、当研究所か らも所 貝が
参加n








12月6[1第14回 美術 部 ・惰判藁資料部公開学術講座(会 」笏
日本経済新聞社)。
X981(日召非056)年
1月 工6日 第12回芸能部公開学術溝座 「開1欠舞伎 女方の技
法」(会場 虎ノ門ホール)。
5月16日 黒田清輝巡回展(会 場 弘 前11∫立博物館、会期
は6月7日 までΣ,
7月 第6回 芸能部夏期講座 「Ⅲ楽芸の様式」n
lO月6日 第5回 文化財の保存及び修復に関す る国際摺1究
集会 「東アジアにおける美術交流」(担 当 美術剖1・情報





劇 場1寅貰 場 完 成(1i,:藤武 丸 設
計)、,
4月 民 謡 緊 急 調 査(～1989年度)、,
5月igU都 内 初 の 区 ・Lκ〕廷術 館 と
して 、 板 橋 区 立 美 術 館 開 餅{(村
川 政i'〔1没計)。
111口 旺位 西 洋 庭術 餅1新館 完 成 、
19BO(昭和55)年
:{月 東 大 、1'沢仏 殿 昭 華II大修 理 完
成VlO川1511落 慶 法 要 り
4月 冷 泉 家 文 、1芋の調 査 始 まる,,
7月2{㍉日1川1香 村 保 存 中lf別措 置
法 公 布1、
H」1文 イヒ財'{呆イ∫:f彦坦胆1叶1捧1品ヒ ,
11月151111ゴ文{ヒ11オ辛扁集 委 員 ∫妻
編 『考llゴ学 ・晃術 史の ゴ1然科 学



















関千代)の 阿行によりその様相が明 らか となる0
国有文化財保存整備費により、文化庁の依頼 を受け重要文化




3月1日 『黒Ⅲ清輝素描集』 を、日動 出版部より刊行ロ
3月6H第15回 美術部 ・情報資料部公開学術 講座(会 場
ll本経済新 聞社)。
5月1日 黒田清輝巡回展(会 場 香川県文化会館、会期 は
16[:fまで17
5i122日 黒田清輝巡回展{会 場 高知県立郷ニヒ文化会館、
会期 は6月6日 まで)。
7月5日 第7回 芸能部夏期講座 「三味線 と三味線音楽」(9
1fまで)h
111710第6回 文化財の保存及び修復に関す る国際研究
集会 「木造文化財の保存 に関する国際研究集会」(担 当
保存科学部 ・修復技術部、会場ki本 学士院 ・国立婦人教
育会館、6日 まで)。
1Z月2日 第 週 回芸能部公開学術講座 「舞楽の音楽 その
披法」(会場 朝 日ホール)。
12月41]第16回 美術部 ・情報資料部公開学術 講座(会 場
日本経済新 聞社)。
1983(昭禾058)年
3月1目 第12回文化財保存修復研究協議会 「文化財 の紙
について」(担当 保存科学部 ・修復技術部)。
4月以降 和田新 より西アジア遺跡写真1千 枚の寄贈 を受け
る。
7月4日 第8回芸能部夏期講座「日本の民俗芸能」{7日まで)。
7月18日 篤 ユ回美術部 ・情報資料部夏期学術講座 「鎌倉
時代の美術(D」(19日 まで)。































集 会 「壁 画 の 保 存(1)」(担 当 保 イfl科学 部 、 会 場 国 、f..
社 会 教 育 研 修 所 、21ifまで}1、
ll月231il湘1清 糾i巡回 展(会 場 福1卜lllし凱 〕こ術 館 、 会 期
は12月lll1ま で覧}、、
12月1211弟15回 繋 能 部 公 開 学 術 講 座 「'1'明の 技 法 」(会
場 朝 ロ ホ ー ル)、,
1984(昭和59)年
2月2311第13111戊 化 財 保r∫:修i.研究 協 議 会 「染 織 品 の1
存」dlいLi保 存 科 学1苧↑1・修 復 技 術 部L,
4月 情 轍 資 料 部 で 、情 報 処 理 シ ス テ ム の 聞 発 研 究 に 酋f、,
6月28日 「文部 省 組 織 令 」 改II'.,当研 究 所 は 文化 庁 施 設 等
機 関 と な るh
7月90第9回 芸 能 部 夏 期 講 座 「帰垂過 会 と そ の 周 辺 」(13
i[まで)。
7月16凹 第2圓 美 術 部 ・情 報 資 料 部 夏 期 学 術 講1・i{「鎌 倉
1時代 の 美 術(2)」(17「1まで)U
8月27H黒 田 記 念 薬 は 博 物 館 相 当施 設 に あ た る た め 、 学
生 を対 象 に 、 美 術 部 を 中 心 に 各 部 研 究llに よ る 博物 館 学 実
翌 を 開 始 。2005(平成17)年 度 まで 実 施 、
11月19日 第8回 文 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る11il際lill究
集 会 「壁 画 の 保 存(2)」{担 当 修 復 技 術 部 、 会場 国 伍
社 会 教 育 研 修 所 、22日 まで)。
ll月20H黒 円 清 輝 巡 回 展(会 場 広 島 県 、k濃衛 館.会 期
は12月ll日 ま で},
12月1日 第181回≡美≡利サ報三・情 幸侵資 料・細二公1肘学 彿rl溝14`(会」易
「1本経 済 新 聞 社L,
121」3H博 物 館 ・美術 館 等 保 存 担'11学1顎研 修 の 洲 始1,
12月611第16ill1芸能 部 公illⅡ学 術 講 座 「民iidiの技 法ll会
∫易 ■{iJfIIオく一'レ),
1985(昭和60)年
2月 本館 隷 暗 室 取li如二1`1、
211FiII第141111文化 財 保 存II参復 研 究i紘1義会 「彩 色 文化 財
の"己録 保 存 につ い て(模 写}」1釧 当 保 存 手1}学部 ・修 復 技
術 部)、,
711311当 番 機 関 と して1985くllll和[if]7年1望1「1要虻化 資
料 選 定 協 議 会 をilll催(51iまで)、
7月811第10回 芸 能 部 夏1勧1講座 「近 代 能 楽1」1のilfl問題 一[q2
11までL)l」
7川15H第3川 追術lili'鯖轍 資 料 部 憂1サF〕三:術講 座 「鎌 倉
時 代 の 〕こ術(3)!t1Fi日まで1
1(]月2111第]5回 文化 財 保 存 修 復 研 究 協 、義 会 「近ill:以降
の 丈化 財 保ff:・修 復 に 一sいてta]1{担,i,保r∫二刊・学 部'




諸 職 関 係 民 俗 文化 財 調 査 を開 始,
3ノ」2{〕II{EI1セニ,塾lj場「6こ文楽1騨1場(先艮
川 紀 章 設 計 、 大 阪)設i既,
遭」16111司寸五文 楽 廠[1↓易μH⊥揚「it己念
公 演 。r寿 式 こ爵 曳 」、 「義 経r
本 桜 」 肚演('11122口1長で)、
9月 敦 煙 壁 画 保 存 協 力'、,
lO1]HIII1独科 学 技 術 協 力 協1定
の 調 印1、
11月 民 俗 」¥能学 会 設 ・'ノニ,
1985(昭和60)年
5月20i1『 民 俗 芸 能 研 究 』 創1:ll。
1⑪月3日 近 鉄 劇 場 開 場(大 阪
rl∫)、この 頃 、 企 業劇 場 ・公 ウ1小




10月29日 「黒田清輝 ・藤島武二 ・和 田英作展」(会場 鹿
児烏市立美術館、会期はll月24日まで)。
11月18日 第9回 文化財の保存及び修復に関する国際研究











6月14U生 誕120年黒田清輝展(会 場 高岡市美術館、
会期は7月6日 まで)。
7月7日 第11回芸能部夏期講座「採 り物 と芸能」(10日まで)。
7月111=1生誕120年黒田清輝展(会場 東京都庭園奨術館、
会期は8月10日 まで)。
8月16日 生誕120年黒田清輝展(会 場 熊本県立美術館、
会期は9月15日 まで)。
9月20日 黒田清輝 巡回展(会 場 豊橋市美術博物館、会
期は10月12日 まで)。
9月30日 第10回文化財の保存及び修復 に関す る国際研究
集会 「アジアの仮面芸能」(担当 芸能部、会場 国立社
会教育研修所、10月2日 まで)。
10月ユ6日 第16回文化財保・存修復研究協 議会 「近代の文








8月1日 黒田清輝巡回展(会 場 北九州市立美術館 、会期
は30日まで)。
1G月27日 第11回文化財 の保存及び修復 に関する国際研
究集会 「東 アジア美術にお ける転換期の諸問題」(担当
美術部 ・情報資料部、会場 東京国立博物館、29日まで)。















4月25日 ニ ュー ヨー ク ・メトロポ リ
タン美 術 館 日本 ギ ャラリー 開 館 。
場 日本経済新聞社)、
11it25日第17回 文化財保存修復研究協議会 「文化財保
存 ・修復のための調査について」(担当 保存科学部 ・修
復技術部),,
12月9日 第18回芸能部公開'噛γ:術講座 「民謡の技法一 日本
人の一.LI:と歌一 」(会場 旧東京 音楽学校奏楽堂),、
1988(昭和63)年
7月4日 第131i11芸能部夏期講壇{「顕密法会論」(8(tまで)、,
8月2711黒 川清輝巡illi展(会場 福島県立美術館 、会期
は10月2日 まで),,




集会 「文化財の画像計測」(担当 保存科学部、会場 社
会教育研修所、10月1日 まで)。








アメリカ ・ス ミソニアン研究機構 とのIil際研究交流が開始 さ
れる。




4月291i`=:111清輝巡回展(会 場 茨城県近代美術館 、会
期は6月1111まで)。




当 修復技術部、会場IK位 西洋美術館、6日 まで)。
10月12日 第19回 文化財保作修復研究協議会 「保存科学
における生物学的諸問題」(担'li保存科学部・修復技術部)。

































7月7日 天 嘔家の 寒術品を国 に




奈良国 、γ文化財研究所 とともにICCROMに機関会員 として
加盟、,
3月25日 「黒川清輝歴副(会 場 博物館明治村、会期 は5
月511まてつ、,
q月 占文化財科学lill究会が、日本芸術文化振興会より助成
金を得て 「海外所 在0)日本 文化財を対象とする調査研究」
を開始。ニューヨーク・メ トロポ リタン美術館の調査を行う,,
7112日 第15回芸能部夏期 講座 「採 り物 と芸能一扇 を中
心に一」(5日まで)1、
9月2711第20回 文化財保存修復研究協議会 「文化財の保
存 ・修復のための調査について(2)一 とくに有機X化 財




10月611黒 川清輝巡回展(会 場 八戸市美術館、会期は
11月11日まで)f,
10月llll第14回 文化財'の保存及び修復 に関するIKI際研
究集会 「文化財と環境」(担 当 保存科学部、会場 国 、號
教育会館社会教育研修所、13日まで)。
11月9日 第1回 アジア文化財保存セ ミナー 「石造 文化財
の保存における問題点」(共催 文化庁 ・奈良国立文化財
研究所共催、協力 ユネスコ ・アジア文化セ ンター、会場
国立京都国際会館、15日まで)。
12月1rl第24回 美術部 ・情報資料部公開学術講座(会 場
国立西洋美術館)。




3月30U『 海外所在 日本美術品調査報告1ニ ューヨーク・
メ トロポ リタン美術館 絵画 ・彫刻』 を、古文化財科学研
究会より刊行。
584
どが 含 まれ る。
10月 文化 庁 、 在 外 口本 美 術 品 実
態 調 査 へ 。
ll月9日 ベ ル リンの 壁 崩 壊 。
ll月16日 ユ ネ ス コ 「伝 統 的 文





第13回 口独 科 学 技 術 合 同 交 流 委tt
会開 催,
1月iol1痕 京 で 唯 ・の 寄 席 、 卜
野 〈本 牧 亭 〉 廃 薫 、
21】ll!才tl3糸魁ぞり」(1)1:、1ノニ〕ご{}1サ食官、iili
添 市 箕術 館 開 館,,
2月M日 企 業メセ ナ 協議 会 発 足
3月301111本 」`で糾サxiヒ書辰興 ∫でi
足,,
4月6日 大 英 博 物 館 に ジ ャパ ン ・
ギ ャラリー オ ー プ ン,
6月6日)ミ 術1ブ ー ム。溝 淡 社 、
小 学 食官が ともに 人ゴ暢14美術 全 集(ノ)
配 本 を 開 始 、,
7月2011「 『1三塚7f}」Uj姥1(∫ミ」易
東 京 国 、'ノ1近代X三術Vii'、9月211k
で)、,
10月 ベ トナ ム ・ホ イア ン の 町 並 み
保 作 、 文 化 庁 援 助 へ,,
1991(平成3)年
4月 柚離宮の解体修理終了。
9月 文化庁、 口本近代化の 文化
遺産調査。
4月 「海外所 在のII本文化財 を対 象とする調査研究」 と し
て、ニューヨークのバーク ・コレクションの調査を行う、i
4月1日 酉川杏太郎が　)"rigとなるn











究集会 「能の伝承と再生」(担 当 芸能部、会場1三K位能
楽堂、31日まで)。








5月23日 黒田清輝巡圓展(会 場 北 海道hZ旭川X術 館、
会期は6月28日 まで)。
6月9日 前年度の文化庁による在外II本)こ術 品修復 事業の
成果として、ア メリカ ・フリーアX術 館所蔵 「紙本 嵜色斎
宮 女御図」等6点 が、国内での修復を終え、'li研究所で報
道関係者に公開、,






























文化財研究所 ・文化庁 ・ICCROM、会場 東 京国 立文化
財研究所 ・京都国立博物館 、11月14日まで)。











7月121i第181rll芸能部夏期講1・i≦「能 ・狂 言の演出 と技法」
(15日まで)、,
71124日 黒Ⅲ清輝巡lr:1展(会場 秋川市 、匿t一秋 美術館、
会期はill2911まで)1,










究集会 「漆 文化財の保存」(担 当 修復技術部、会場 困
、γ教育会館社会教育研修所、12日まで),,
ll月19日 第27回美術 部 ・情報 資料部公開学術 講座(会
場 国立教育会館)。
11月241i第2回 紙の保存修復国際研修(主iii=東京IKI、Z






3月17日 第1回 国際文化財保存修復協力セ ンター 〈仮称〉
設置に関する調査研究会を開催。
7月11日 第19回芸能部夏期講座 「能の喋佳子一その技法 と
歴史一」(14日まで)。




3月27日 江 戸 東 京 博物 館 開 館,
51J28il4萎良」K1・°ノニ文イヒ翼イ仰「究 声・1「
を 中 心 に ア ン コー ル 文 化 遺 産 保
護 に 関 す る研 究 協 力を 開 攻で1、、
7月 ユ ネ スコ に無 形 文 化 財 保 存{辰
興 日本 信 託 基 金 創r
7月 旦211L受f谷文tヒ貝オf呆イr1舌月1支
援 活 動 国 庫 補 助 要 項 策 定,
111」311"舛1人11J:こ(ノ♪メLゴ`1朔'締三食官ヵ{、
望 居 内 に 開 館,
且2月 第171131ill:界遺 産 委 員 会'(:、
「法 隆 ・1戸地 域 の 仏 教 建 造 物 郡1
と 「姫 路 城 」 がk化 遺 産 として、
鹿 児 島 σ)「屋 久 島1と ―lf森・秋
川ll董・i県の 「白 神111地1がrl然適
産 として 、世 界 遺 産 に 整録 され る



















文化 財婿 究所 ・k化 庁 ・ICCROM、会場 東 京II`hk文化
財研究所 ・京都μ1ウニ博物館.121114日まで)、,
12月9日 第25回芸能部公開学術講座 「番楽の技法 と伝承」
(会場 江戸 東京博物館L,
1995(平成7)年
1月17H阪 神淡路大震 災による 文化財被t.1-.1':1(国宝 ・弔:要
文化財の被害は128件に及ぶ)。父化庁は上1i研究所内に「文
化財救済委貝会」を設嗣。
1月17日 第24回文化財保存修復研究協議 会 「海外所在の
EI本美術修復の技術的諸問題」(担当 修復技術部)1、
4月1日 「文部省設置法施行焼則」の 一部改正によ り、国
際文化財保存修復協力室を廃jLG国際 文化財保存修復協力
セ ンター(企 画室 ・環境解析研究指噂室)を 新設 し、1セ
ンター5部1課 となる。




7月10日 第20岡芸能部 夏期1溝座 「1云統芸能の鬼」(i311
まで〉、,
9月611能 楽技法講座のllll設q997年61」25日まで)1、














集会 「敦煤莫高窟の保存」(担 しliIII【際 史化財保存修復協
叫{京史化 財'研究所 イ1藩三
員 会 設 置 、
12月 第18回 吐 界 遺 産 委 員 会で 、
f占都 京 都 の 文化 財 群 」 がK化
遮tl漿としてIii:界遺 画rこに 登 録 さ才し
る,、
1995(平成7)年
1月21目[!l」¥都写 真 庭術 館 開 館1、
3月 【田1東 京 都 現 代 灘伺苛館 開 館1,
3月20[1地 卜鉄 サ リン 圃111件1、
毘 月 第19回1既:界遮1}了倭 は 会で 、
富ll1・岐1,ti.pGjり11、のr白 川 郷 ・1:_
伽訂Illv)合掌j宣り集 落1カ1文:fヒ」遺
産 として11111県遺 産 に 登 録 され る,
1996(平成8)年























究集会 「歌舞伎一変遷 と展望一 」(担 当 芸能部、会場
江戸東京博物館、14日まで〉。
11月20日 第5回 紙の保存修復国際研修(主 催 東京国立
文化財研究所 ・文化庁 ・ICCROM、会場 東京国立文化
財研究所 ・京都国立博物館 、12月11日まで)。
12月 ホームページの運用 を開始,,






存修復研究会 と改称)の 発足。第1回 アジア文化財保存修
復研究会(会 場 東京国立博物館)。
魂月 在外 日本古美術 品保存修復協力事業の対象に工芸品 を
加 える。
5月12日 第1回 海外学術調査員および研究者のための保
存修復講座{担 当 修復技術部、第1期 ・第2期 ・第3期)。

















10月120第1回 国際 民俗 芸能
フェスティバル開催.
12月 笛20回世界逮虻産 委員会で、






















10月13fl第7回 アジアK化 財保存セ ミナー 「アジア地域
の 世界 文化遺 産一 その持続的発展と保存」(会場 国 、ヒオ
リンピック記念1暫f少年総合セ ンター、1811まで)、,









行の検討対象 を公表。文部省所管の岡 、ン:博物館な ど13機
関 ・業務が挙げられていることが明 らかとなる1、独 、ヒ行政
法 人は、中央官庁から執行部1"1のを切 り離 し、国とは別の
法 人格 を持たせ、業務の効率やサー ビスの 質、透明性の向
上 を図ることが 目的とされる、,
11月20日 第6回 紙の保存修復国際研修(iモ催 東京IK泣
文化財研究所 ・文化庁 ・ICCROM、会場 東京国 、ン:文化
財研究所 ・京都国立博物館、12月11iiまで),,
12月3日 第21回 文化財の保存及び修復に関する国際研究
集会 「今、日本の 〕ご術史学をふ りかえる」(担 当 喪術部 ・
情報資料部、会場 東京国+f.近代庭術館、5日まで),,
..;(平成10)年
31J3日 第3illi国際k化 財保存修復研究会(会 場 国1.1,.教
育会館),,
5月11it第2回 海外学術調 査員および研究 膏のための保
存修復講座(担'`i修復技術部、第1期 ・第2期 ・第3期),,
6月29日 近代の 文化遺 産の保存修復に関する研究会 「煉
瓦 の保存について」,,
7月7Fi第23回 芸能部 夏期講座 「近松門左衛門の浄瑠璃」
(10日まで)。
9月29日 第4回 国際文化財保存修復研究会(会 場 国 、γ
教育会館)。
10月16日 黒Ⅲ清輝巡回展(会 場 成羽prr術館 、会期は
11月29日まで)。









3月2日 キ トラ 占 墳 で 「星 宿 図1
など の壁1呵発 見,
9JJ2211擁{ノヒ、1許'置二巳E歩答π『員佳賦,弓重ミ
風 の ため 、 国 宝'il重塔 の ・部 が
損 傷 を受 け 、 解 体 修 理 が 必 要 と
なる、,
12月 第22回t11:界遺 滝 委 員 会 で 、
「古 都 奈 良 の 文 化 財 群 」 が 文 化





11月261(第1回 資料保存地域研修(協 力 石川県博物館
協議会、会場 地方職員共済組 合lh中保養所 ほ くりく荘、
2711まで)。
12111511紙の保存修復国際研修セ ミナー(主 催 東京国
、k文化財研究所 ・文化庁 ・ICCROM、会場 京都市 国際
交流 会館 、18日まで)。
1999(平成11)年
11114日 第28回 文化 財保存修復研究協議会 「レンガ造
文化財の保存修復」(担当 国際 文化財保存修復協力セ ン
ター)1,
1月1511国 、k博物館 ・庭術館巡i"i展「名作が,i:.まれ る時
近代ll本洋ll塵li5つの結品」(会場 郡lll市、k甕術食f{、会期
は211M日 まで)、,
2月1日 陳 京岡立文化財研究所年報』 「IJ行開始 、
2月311第51111国際X化 財保存修復研究 会(会 場iK泣 教
育会館)、,
21J231i第8回 アジア 文化財保存セ ミナー 「アジア地域
の匿界文化遺産:考 古遺跡の活川 しながらの保存」(会場
奈良県新公会堂、27口まで)、,
2jl25n国 、r.博物館 ・美術館巡il11展「名作が生 まれる1時






51111目 第3回 海外学術調査員お よび研究者のための保
存修復講座(担 当 修復技術部、第1期 ・第2期 ・第3期)。
7月5LI第24回 芸能部夏期講座 「狂言の技法」(8日まで)。
8月15日 第1回 漆の保存修復国際研修(29Uま で)。
9月1rIi黒田清輝巡回展(会 場 大分市美術館、会期 は10
月3nま で)。




臭化 メチル全廃 を控 え一」(担 当 保存科学部、会場 国
立社会教育会館社会教育研修所、29日まで)。
10月14日 第6回 国際文化財保存修復研究会(会 場 東京
都美術館)。




文 化 庁 は 、121Jに施 行 され た1嚢
術 品 の 嚢 術 館 に お け る公 開 の 促
進 に 関 す る 法 律1(美 術 品 公 開
促 進 法)に 基 づ く登 録i:芸 品5
件 を 発 表、,
4月1111受f谷 文fヒtlfiTl:ノ1・7舌川
等 弓、:奨lK1∬8紅杓ll1リ」・要」頁策 定 、,
to月 且211東 京ll4・レニ博 物 館 ・ド成
館 開 館,
12月 第231111iil:界遺'}盗委 員 会 で 、
「li光の 社 、1臼がX化 遺 産 として
世 界 遺 産 に 登 録 さオしる1、
村 ・北海道開拓記念館、会場 北海道開拓紀念館講堂L、
10∫」2211第33川X術 部 ・惰報資料 部公開学術講座(会
場 東京都美術館)、,
ll月lh11第g回 アジア 文化財保存セ ミナー 「アジアにお














3月6i新 営庁舎の竣工に ともない、本館G自 術部 ・情報
資料部)の 移転 を閲始。
3月22日 建設省関東地方甦設局営繕部 よ1,、新當庁 舎の
















修復技衛部、節1期 ・第2期 ・第3期 〕1,
新営庁舎の竣[を 記念 し、新館開所記念式 典を
第25回装能離夏期講座 「アジアの中の民俗芸能」
(1911までう、,
K}月25B第34111追 術(S・情 轍 資 料 部 公 開 ノ1`:術講 座(会
場 東 京 都 〕き術 館)1,
K〕月310第31回 芸 能1祁公 聞 学 術 講 座[封斗の 技 法 一 舞 う 翁 ・
語 る 翁 一 」(会 場 矢 来 能 楽';1り1、
11∫」711圭 虻f℃{ア)史{ヒ遣}}韮σ){勾と子f:乖秀そ夏`こi剰寸1るイ1牙ラ琶会 「瑠合
舶 の 保 存 ・修 復 に つ い て{P⊥,
llJY21t.-i策81帽Ill司1際文.Tヒ里けf呆'∫:細毎そ夏f―,「究f},,
ll月2811第3匝1上 く{谷芸 官旨弼「究1孟む`謬廷会 「』ξf指1113し(ノ)f呆fr:・
修 復 ・新 調 ・活 川 」ロ
11月281i第71111紙の 保 「f:修復II・!際{ilr修(EI.1}i=朔{京11{hk
文 化 財 研 究 所 ・ 文 化 庁 ・ICi;IZ[.)M.r..c.;場東 京IIこ泣 文 化










ll月30日 第3回 資料保存地域研修(協 力 島根県文化施
設連絡協議会 ・島根県歴史民俗資料館等連絡協議会、会場
いわみ一る、12月1日 まで)a
12月12日 第4回 資料保存地域研修(協 力 沖縄県立埋蔵





i;「文化の多様性 と文化遺産」(損 当 国際文化財保存
修復協力センター、会場 東京国立博物飴、21日まで)。
200寸{平成13)年
「保存科学」掲 載論文 をPDF化 し、 インター ネ ット配信 を
聞始、Y
1月13日 黒 田清輝 巡回展(会 場 滋賀県立近代藥術館、
会期は2月18日 まで)。
2月26日 第9回 国際文化財保存修復研究会。
3月29日 黒田記念館改修工事が竣工 し、展示 スペースが
細Ilil己念室及び展示室の2察 になる。
9月1目 「独立 行政法 人文化財研究所法」の施行 によ り、
独 立行政法人文化財研究所東京文化財研究所 と改称4渡 遽
tjj;.{が独立行政法人文化財研究所東京文化財研究所長 とな
るR
4月1日 「独 立行政法 人文化財 研究所組織 規程」 によ り、
情 報資料部 を廃止。管理部、協力調整官一情 報調整室 、美
術部、芸能部、保存科学部、修復技術部、国際文化財保存







7月19日 黒田清輝巡回展(会 場 宮城県美術館 、会期は9
月2日 まで)0
9月5日 簾5回 資料保存地域研修(協 力 神奈川県博物館協
議会、会場:神 奈川県立歴史博物館〉。
















9月2口 「横 浜 トリエ ンナ ー レ
2001」開催(11」]11日まで)。
9月11日 米岡で同眸多発テロ。
と 史イヒ」宣産(1):⊥忌市襲、 ≫';:教、 政 言台」,、
1⑪月20ff第351hl美 術1祁オ ー プ ン レ クチ ャ ー 「日 本 に お け
る 外 来 庭 術 の 受 容 に つ い て 」(2日 目10月27日 、;3」{目
11月3口),
1Pn311塘251111史 化 財 の 保 存 及 び 修 復 に 関 す る 国 際 研
究 集 会 「ll本の 楽 器一 新 しい 楽 器学 へ 向 け て 一 」(担'li
⊥1汀屯剖二、1511まてっ,,
lPl261[帰{京 進術1}有協ilゴ蹄ll合か ら寄 付 金 を受 人ll回lll,
以 降 、zrx)5年度 ま で に 毎 年 春 と 夏の 計9回 の 寄 付 を 受 け る 。
111i2811q信31[111K:イヒ↓{す{呆デ∫二"参そ～〔ii,f究1窃Il義会 「rl1[亟1・IlI
西 省 の 文 化 財 と 文化 財 保 護 の 現 状 」(担 当 国 際 文 化 財 保
f∫二修 復 協 力 セ ン ター).
121314日 第6回 資料 保 孝F地域 研 修(協 力 滋 賀 リ1も博 物 館 協
議 会 ・滋 賀 県教 育 委 員 会 、 会場 滋 賀 り1い/琵琶 湖 博 物{1),,
12月201]第32回 芸 能 部 公 闇 学 術 講 座 「変 身 の 技 法一 能 ・
浄 瑠 璃 に み る菅 原 道 真 一 」(会 場 矢 来 能 楽 堂L、
2002(平 成14)年
関 野 克 資 料 の 寄 贈 を 受 け るn
1月17日 第7回 資 料 保 存 地 域 研 修(協 力 長 野 県 博 物 館
協 議 会 ・長 野 県 教 育 委 員 会 、 会 場 長 野 県"':歴史 館 、811
ま で)。
2月22日 第11回 国 際 文 化 財 保 存 修 復 研 究 会 「地 域 社 会 と
文化 遺 産(2>民 俗 、 言 語 、 異 文 化 理 解 」、
3月 情報 調 整 室 が 研 究 デ ー タ ベ ー ス検 索 シhテ ムを 外 部 公 開、,
3月18日 第IO回 ア ジ ア 文 化 財 保 存 セ ミナ ー 「各ll`1のK化
遺 産 保 護 制 度一 そ の 国 際 比 較 一 」(22itまで)1,
61J2511第8回 資 料 保 イr:地域 研 修(協 力 新 潟 り1匙1ン:博物
館 協 議 会 、 会 場 新 潟 県 一_..V.近代 〕亀術 館 、26日 まで)1、
7月 】1「 近 代 の 文化 遺 産 の 保 存 修 復 に 関 す る 研 究 会 第UIII
「鉄 道1ド1呵及 び 鉄 道 施 設 の 保 存 修 復 に つ い て(DL.
7月3il第32回 文化 財 保 存 修 復1111究協[議会1'近 阯 輪 出1:
⊥曜5111111(ア)f呆で∫:と重参そ夏」q[1'11{r参f夏才吏争1}r}㍗[DI,
7月181[黒III溝 判r巡M展 徐 場 鹿 児 島II泣 旋 術 館 、 会
巽∫は9」1111ま て玉)1,
7fs2311第271111芸能 割1夏IUII溝座1丈{ヒ 財 と して の エ{1谷芸
能 」(25日 ま で Σ.
91」27il第 玉21111【試1[緊文二fヒliイて堪 rll捗f夏ii耳究 ニミ 「舳fns矩多ぴ)文
化 財1の 保 護 に 関 す る 国 際 比 較 」I
lO月111「 独+1:行政 法 人 等 情 報 公 開 法 」 施 行 に と も な い 、
資 料 閲 覧 室 は ・般 公RlflliG:,とな る
10月lII第8回 紙 の 保 イf務復 国 際 研 修1;こ 催 東 京i配泣
文 化 財 研 究 所 ・―ccR〔〕M、 会 場 東 京 虻化 財 研 究 所 ・京
都 團 ・嘲/.博物 館.1811ま で)、
東京史化財'研究所年表
2002(平成14)年
1月2且IIア'ノ ガ ニ スダン 復 興 支援
会 畿 が 東 京 で 開 幕 、 小 泉1、'r相は
II本の5億 ドル 拠 出 を 表 明,,
59:i
10月18fi第36回美術部オープン レクチャー 「日本 にお
ける外来美術の受容」(19口まで)。
ll月7日 近代の 文化遺産の保存修復 に関す る研究会第2
岡 「欧米における鉄道車両及び鉄道施設の保存修復」n





渠会 「うご く モノー 時間 ・空間 ・コンテクス トー 」(担







2月19日 近代の 文化 遺産の保 存修復に関する研究 会第3
1111「鉄道荊llli及び鉄道7L7RコCの保子r:修復について(2)」,,
;i川13F{第13圓1司際 文化財保存修復研究 会 「アフガニ7,
タンの文化遺産の復興 をめ ざして」,、
'1111il「独立宥政法 人文 化11イ研 究所組織規租」 によ り.
il・1際情報研究室 を廃ll二、,新たに国際 文化財保存修復協力セ
ンターに企画情報研究室を律tくn
51!141f節IOIII1資料f呆存地域研修(協 力 高知 ミュージ
アムネッ トワー ク、会場 高 知市立 白llⅡ民権記念館 、15
Hま で工,







7月19日 黒田清輝巡回展(会 場 和歌山県立近代美術L・一'i1
会期は8月31日 まで)G
8月27「1近 代の文化遺巌の保存修復 に関す る研究会第1
m「鉄道周辺施設の保存修復 と活用」。
9月61:i当研究所 とアフガニ スタン国際文化省 との合意書
の締結のためアフガニスタンを所長渡邊明義が訪問。
9月15日 第3回 漆の保存修復国際研修(10月4日 まで)。




:3月 文 化 庁 、 高 松 塚 占 墳 壁1画に
黒 カ ビの 発 生 を 発 表 、1国 宝 高
松 塚llゴ墳 壁Ill叫際 急 保 デfl対策 検1司
会」 を 発}止,
6月 映 像 に 関 す る 箸1乍楮 の 保 漁
川 間 を 欧 恥、湘14と―lrlじ70年に 延
長 す る 賭:1乍権 改IEI聡がil、!会で 成
㌔'1:、翌 年 か らhiuii
7J19口 国 ・`'二大 学:法人法 戊 、嘲'二,
10月1711ユ ネスコ無 形 虻fヒ」豊{ll了、
の 保 護 に 関 す る 条約,
且1月 第2回 ユ ネ スコr人 類 の11
承 及 び 無 形 遺 産 の 傑 作 の 宣1勤








集会 「膝が語る国際交流一 海を渡ったx化 財情報一」(担
当 修復技術部、会場 東京国 立博物館 、51iまで)11
12月f}If第34回芸能預1公開学術講座 「はやり歌摂取の諸
相」(会場 早稲川大学大1輩斐講堂〕、,
121!8日 第121111アジ x化 財保存セ ミナー 「k化遺産の
保護制度 と社会一 信仰 または宗教、民族 または民俗、経済
一」(12日までL,
2004(平成16>年






2月41ヨ 第12回資料保存地域研修 〈協力 鹿児島県II草物館協
議会、会場 鹿児島県歴史資料センター黎明館、5fiまで)、,
2月10日 近代の文化遺 産の保存修復に関する研究会第3
回 「ヨ 一ーク鉄道博物館にお ける文化財保存修復の意義⊥、
2月14日MOA美 術館 および美術史学 会との共催によ り、
「尾形光琳筆 『紅白梅図騨風』 の新知見一 調査速報とシン
ポ ジウムー」を開催(会 場MOA)き 術館能楽党L,
4月1日 鈴木規夫が所長 となる、
4月lIf国 立大学の法 人化により、協iLiii'を見IIIr:し、20〔〕5
い拘茂17)年度か らは大学 院生を募集せず、講義 ・韻習等
を通 じて大学院教育に協ノ」を行 うこととするn
4月24日 黒田清輝巡IIII展(会場 新潟 県 、kl丘代 美術館、
会期は61JFiflまで}1,
7月 ユ20第291111芸能部夏期講座 「人川:J浄瑠璃の変 一_演
出をゴ三と して一」(1411まで〉、
9月13E】 第9―111紙の保青:修復1剛祭研修}(主{崔東京 文化




10月4日 近代 の文化遺産の傑存修復に関す る研究 会第1
回 「大型構造物の保存修復 と活川⊥、
10月25U第13回 アジア 文化財保存セ ミナ… 「史化遺産
勅1て文化 財'研究 所{1こ衣
2004(平成16)年
7月 第2B回lll:界遺 産 委 員 会 で 、
r紀 伊 山 地 の 霊 場 と参 詣 道1が
文 化 遺1,f三として 川:界」遺1版に 継 島投
され る,
9月 レlIIキ トラllゴ墳 壁 画 の 剥 ぎ 取
りを 決 竃,
け 月3口 国 ・嘲'二国 防モ美 術 館 、 大 阪
市 中 之 島 へ 移 転 開 館1、
595
の将来像 と保護制度」(29F1まで)、,







集会 「史化財'の」卜破壊 調査法一X線 分析 の最前線一」(担













7月161f黒[11清輝1峯固展(会 場 徳 島県立近代美術館 、
会期は9∫」40までう。
7月19il近 代の 文化遺産の保存修復1こ関す る研究会第1
回 「呉市にお ける近代化」貨産0)保存修復 とttr;lflJ,、
7月2{}!1第30同芸能期1夏期`辮座 「音の聞こえる芸能史研
究」(2811まで)1、






10月2411第14回 アジア文化財保存セ ミナー 「文化遺睦
とともに生 きる一 アジア 変革期における展望;そ の理論
と概観」(28日まで)。








7月 第2～1[剛Ill界遺 昨1委員 会 ぐ、
1北海 道 知 床1がrl然 遺 産 とし ぐ
IIII界遺 産 にS!:録さオ1る,
1}月剖1ヌ く化 庁 ㌔ 高 松 塚 占 墳 馬1産
画 の 西 壁 ・白1,ILに、 カ ビの 奄'1
を 猶 責,
1月D511文 化 庁 、 キ トラ 占 墳 壁
Illliで南 壁 ・朱 循 に た 椴の 政1'点が
発 生Lて い ると発,'乏1,
lU月 田 日 ノし州 国 ・"二博 物 館 川 館,
11月25口 第:1回コ.ネスrll人類
の 日 承 及 び 無 形 遺 産 の 傑1り1の宣
由 で 、r歌舞 伎1が 宣 昌'され る







集会 「シルクロー ドの壁illllがllliる東西 文化交流」(担'li
国際 文化財保存{修復協ノJセンター、会場 オリンピック1記
念総 合1「f少年セ ンダー ・叫{京II三位 博物館 、2611まで}
31]28目 藤川溝ぞ量料の寄贈を受ける、
3月2911柳 澤孝資料のi督贈を受ける、,
4月ll1「 独立 行政法人文化財研究所紅織規程」の… 部改
」Eにより、協力調整官 ・情撮調整室は企画惰報部 、芸能部
は無形文化遺産部、国際文化財保存修復協カセ ンタ・一は 文









































































資料室 情 報 質 料 部q977.4」Hi一








濱 劇 研 究 室

















アジア文化財保存 研究壼一国際 文化財保存修復協力整一 国際文化E　,.存修復協力セ ンター
(199α1α1)(1993、4.1)(1995.4ユ)
企画室













































































































井上房子 ・大久保説子 ・小野禮子 ・加藤類子 ・






百年 史刊行委 員会編 『上野直昭 日記 東 京
芸術大学百年史東京美術学校篇第三巻別巻」
(ぎょうせい、1997年)
文化庁 『文化財保護法五 卜年史」(ぎ ょうせい、
2001年)




































青木繁 夫 、青 木茂 、朝 日美砂 子、 阿部IE子、阿武桂 、雨宮 秀子、t川 和 子、板倉塑哲 、
井手誠 之輔 、伊藤延男 、上野ア キ、梅 沢恵、江上綴 、大塚 英明、大給温 、小 栗淑之 、
小高根 あ き子 、加藤直子 、金井杜男 、金澤 正剛 、_'U子啓 明、川脱秀行 、久 一.人、見城敏 子、
河野元 昭 、斎 藤英俊 、酒井英一 、篠 原和蜜、島尾新 、下 村淳、 白畑英彌 、白畑 よ し、
鈴 木映子 、鈴木廣之 、関千代、関 口正之、滝沢恭 司、 田口雅代、詫摩 眞澄、田澤 る り子、
田中一水 、辻惟雄 、鶴 Ⅲ武良、 出井」『・里、 盤岡錬 爾、 長岡龍作 、中川晃、中部義 隆、
西 浦忠 輝 、西川杏 太郎 、野久保 昌良、萩原簿郁 、濱田隆 、林柏樹 、蝶 川聖二1稗 田一穂 、
藤 原重雄 、増田勝彦 、馬淵久夫、村 岡俊、持 丸和 久、 森登、守 中筒 明、吉旧英里子 、
吉 田千 鶴 予、米倉辿 夫、着 月雄二 、渡邊明:,バ ーバ ラ ・トンプソ ン
窃05
編集後記
本書 『本文編」は、当研究所75年史の 「資料編』(2008年3月刊行)に引 き続 き編集 し、当
研究所の75年に及ぶ 「沿革」と研究部門の 「調査研究」を中心に構成 した。執筆、編集にあたっ















問を要 し、本年の刊行に至った。 この編集中の3年 以上の間に旧研究 貝の8名 の方々が逝去 さ
れている。 しか し本書の75年史を記す という編集方針に基づ き、「関連資料」中の 「物故研究
員等略歴」に、この方々は記載することができなかった。しか しながら、この方々については、
本書に生前のインタビューを再録 させていただいた故白畑 よし氏 を除いて、すでに、あるいは
これから刊行 される当研究所編 『日本美術年鑑』の当該年版の 「物故者」の章に経歴及び業績
が記載 されることになっているaし たがって、ここではお名前を挙げるにとどめ、ご冥福をお





高 田 修(2006年10月27日没。享年99。所属.葵 術部)
田実栄子(2009年1月3日 没。享年81。所属:美 術部)
鶴 田武 良(2009年1月18E::1没。享年7ユ。所属:修 復技術部、情報資料部、美術部)




に編集委員会のメンバー としてお礼 を申し上げたい。そ して本書が、75年にわたる当研究所
の歴史を振 り返 ることにとどまらず、その歴史を誇 りとして共有 し、同時に未来にわたる当研
究所 の活動のひとつの指針 として、新たなる展望を開く契機になることを願ってやまない。
soy
東 京 文化 財 研 究 所L十'ノ1ニイ【史
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